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近代 の 戀愛觀 


「まことの 戀愛 は、 社會の 自由に 於ての み 可能 だ。 そして 自由 は、 戀 愛が 

實在 であると きに のみ 可能で ある。 性的 關 係が 法的 因襲に 服 從す る こと は、 

ぁ ふべ からざる^ 縛で は あるが、 しかし また、 人々 が單 なる 性慾の 奴隸で 

ある 間 は、 それ は迖れ る 事の 出来ない 束縛で ある。 法的 因襲と 性慾と は、 

事 S 上お 互に 對衡 をな して ゐる。 だから 戀 愛が 眞に資 在と なり、 性 愁を御 

して その 有力な 奉仕者と なすまでに 至れば、 法の 不合理 は 終 を 告げる であ 

ら う。」 

II エド ヮァ ド. 力 アベ ンタ ァ 『戀愛 の 成熟期』 一 四 八： A I) 


昨年の 秋、 斩聞羝 上に 公に しまし 

世の 批評に 答 ふべ く、 さらに 數 月の 

『三 たび 戀 愛に 就いて 言 ふ』 の ニ篇に 

聯關 して 喾 いた 他の 數篇の 文 を も 集 

もな く此 拙い 小^ は、 私の 自己 表現 

に 就い て は 私 も 充分に 考へ ました。 

し、 新 生活の 建設に 何等かの 貢獻を 

しは此 *3 を 世に 公に する のです。 

大正 十 一 年 十月 


た 『近代の 戀 愛觀』 と、 之に 對 する 

のち 起草した 『w び 戀 愛を說 く』、 

加 ふるに 最近 わたくしが 此題 n に 

めて 此 一 卷 としました。 言 ふまで 

の 一 つで はあり ますが、 上梓す る 

卽 ちわ づ かなりと も 世 道 人心 を 益 

なし 得る 確信 あるが 故に、 わたく 

京都！： 岭 の fs 樓に 於て 

著  者 
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近代の 戀愛觀 

一 tLOVC  is  best" 

よろ づ に、. み じくと も、 色 好 まざらむ 男 は、 いと さ 5 ざう しく. 

玉 のさ かづき そこなき 心地 ぞ すべ き。 

. I 兼 好 法師 r 徒然 草』 I 

S の ゆ ふべ、 羅^の 郊外 力 ンパ -ー ャ の 大野の はて。 

荇然 たる 暮色に 包まれた^ も ほ も、 すべて は靜 かで 寂しかった" 羊の 群 は、 なかば 夢心地で 牧草 を 

食みながら、 & ^を さして 迪 つて 行く。 おもへば これが 羅馬 大帝 國の都 城の あとだ。 そのむ かし 堂々 

たる 王者が 三軍 を 叱咜し 生殺與 奪の 權を 握って 世界 を 睥睨した 頃の 王城の 地で はない か。 いま は 一樹 

め 誇るべき なく- 革の みが 生 ひ 茂って ゐる。 

-  キ ユウ ボラ 

皇帝 ォォ ガス タスの 大業、 そんな ものが 何 だ、 天に 焭 える 圓 屋根 を 頂いた 大理石 造の 王せ； 1、 そんな 

. も のが 今 可處に 在る。 蔓草 荒 蓁を踎 みわけて、 旅の 人 は 今 ゎづ かに その 礎の 跡 を 見る に過ぎない。 
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ただ 一 つ、 むかう に 小さな 塔 が^って ゐる。 八 煎^の 蔽へ るに 住せた 此 ささやかな 捋の あと、 それ 

チヤ リ才ッ トレ イス  ス ティ ディ アム 

は 昔 王侯が 獎臣^ 妃を あつめて、 戰 ポ^.^ を ながめた 宏大な 演技 場の 跡で も あらう か。 

その 塔の なかに 身 を 潜め、 こよ ひ 男との 逢瀨を 待ちわびる 佥髮. E 面の 少女が ある。 W の來ろ を 今や 

通しと 胸^ かしながら、 息 を こらし 目を兑 ^つて 佇んで ゐ る- 戀 人が 來れ ば、 つと 歩み寄って 二人 は 

忽ち 無 一一 一一 口にして 相 抱く であら ゥ。 

黄金の 戰 車、 百 离の大 軍、 今 は 影 を も 留めて 居ない、 殘れる もの は 僅かに 此廢墟 ではない か。 し 

かし W と 女 さの 戀、 そこに は 今 も 昔も變 りない 永遠 性が あり 恆久 性が ある。 千歲を 隔てて 猶 滅びざる 

もの は： 刚 性の 戀だ。 幾 世紀 ii め-馬鹿騒ぎ 無駄骨折り、 その 勝利 を も 光 榮をも 黄金. v も、 すべて ナダ^ 雜 

り 去れ。 戀 のみが 至上で ある (Love  is  bcst)。 

『胶墟 の戀』 と 云 ふ 美しい 歌に、 詩聖 ブラウ 一一 ング はかう 歌った。 その 歌の こころ を、 バァ ン* ジ" ォ 

ン ズ がまた 粛 にも かいた。 

人類 發 達の 史上、 空前に して また 絶後と もい ふべき 莊 匿な 羅馬 文明の あと は、 今ゎづ かに 廢墟 とな 

つて 行人の 歩 を 止む るに 過ぎない。 しかも 人 il の 燃 ゆるが 如き 愦 熱と 感激と 憧憬と 欲望との 白熱 化し 

た^ ni とも はるべき 戀 愛に は、 悠久 永遠の 生命の 力が こもる。 トロイの ヘレンの 昔から して、 こよ ひ 

盆^の はてた 夜半、 鎭 守の 森 かげに 戀を 囁く 村 乙女に 至る まで、 東 四 古今 を 通じて 男女の 性愛に は 永 
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久 不滅の 力が^い てゐ る。 ^と 肉との 最も 强ゃ： な 欲求が、 ここにの みは 長へ に 美しい 詩と して 長へ に 

花^いて ゐる。 市場の.；？ 佰設 券、 ^土 擴張騷 ぎ、 私有財産の^ 奪戰、 博徒の 繩張 あらそ ひ 見た やうな 

阈際 銃爭、 跗 恥收 賄の 法棣 裁判、 脫稅 を目當 ての 社會 奉仕の 財團、 すべて そんな ものが 可になる、 千 

年に して 百年に して、 否な 僅かい 年に して 皆 悉く 廢墟 ではない か。 墳墓で はない か。 世の 利 巧の 愚物 

よ、 俗漢 よ" しごとと か亊粱 とか 政 描と か 利益と かが それほどまでに 有難い か。 すべてが-凍り 去られ 

て、 萆 紫の かげに 廢墟 とい ふ 墓標 を殘す 悲しき H を 思へ。 

イタ ァチル • シティ 

『永久の 都 城』 は羅 馬で はなく、 戀 である。 荒れ^てた 古 塔の かげに を 待つ 女の 目に のみ は、 靈性 

の 永遠 不滅の 光が^く。 罪深き 穢れた 吾等の 生活が 俘め られ 高められ 愤 はれて、 無限 悠久 の 生命 を 得 

るの は 女性の 愛に よって だ。 ゲ h テは 『ファウスト』 の 末 章に 久遠の 女性 われら 七 is.  く』 と 歌 

ひ. ダンテの 『祌 曲』 に 於て はべ アト リイ チュ こそ 救の 女神であった。 かう いふ 中世 風の ロマン ティ 

シズム を、 更に 派 乎 やかに 近代に 花唤 かせた ワグネルの 樂劇 では、 『タン ホイ ザァ』 の h リイ ザべ トゃ 

『デァ .フ リイ ゲ ンデ ，ホ レ ン デル』 のゼ ンタ にも 現 はれて ゐる。 最も 現寳 的な イブ セ ンに 於て さ へ、 

『ぺ ェ ァ • ギン ト』 の 最後の 一 節に 此 思想が ほのめかされて 居る の も 面白い C もとより かう いふ 舊. S  口 

マン ティ 、レズ ムは、 幻滅 時代に 人って スト リンドべ ルヒの 極端な 女性 憎！ S や、 バ アナ アド ：ン3 ォの i 

罵な どに よって、 ： たび は 破壊し 去られた とはいへ、 それが 更に 現； S 化せられ 人 11 比せられて、 今日 


/ 】'、 1 1 


の 文化と 生活との 极柢を 流れ て ゐる事 だけ は、 否定す ベから ざ る事寳 だ * 

二 日本人の 戀愛觀 

戀愛譜 美、 女性 譜仰 はおろ か、 女^ 『人』 として 考 へる 事 さへ 知らないで、 自ら！： 粹を^ き 文化 を 

口にし、 五大 阈 おの 一な どと 獨 りよが りで 自惚れる 人種が ある。 此人秤 は 不思議にも^ 女^ 係 をお に. 

僻み 板 性で：^ る W のみに^ら されて ゐる。 何でもない 5- と 女と が、 ちょっと 立ち^ をして 居ても、 忽 

ち嵇 疑の まなこ を 光らす。 况 んゃ兩 性の 戀愛^ 係と 見れば、 それ を 恐弈 したり 嘲弄したり、 ^.a 半分 

にからかったり、 それでも まだ 氣が濟 まなけ おば、 八， 度 は 戀愛を 罪 恶視 し、 ^徳亂 倫 呼ば はりまで し 

ようとい ふ S ろしい 人た ちで ある。 

記紀 萬 葉の 如き 古代の 文献に 徴 しても、 また 平安朝の 文 舉に現 はれた 所を考 へて^ て も、 日本人 は 

本來 もっと 自. E に、 もっと 解放 的に、 もっと 正しく S 性關 係. る 事の 出来た. 聰明な 人 極であった の 

だ。 それが、 錄< お 時代 ごろからの 戰阈 殺伐と 氣 分と、 懦佛の 外來^ 想と を 抱ね まぜて 出來た 武士道と 

いふ ものに 誤られ、 人が 『人』 としての 生活の 最も m 要な 部分で ある 兩性關 係に 對 して、 奇怿至 な 

偏； と 僻み 根性 を 抱く に 至った の だ。 德川 時代まで は、 例の 女七歲 にして 何 とかせす の 流 依で、 當 

時の 識^で あり 知識 附 級であった 漢學 者た ちの 兩 性 觀と云 ふ もの は、 如何にも 馬. 鹿々 * しい もので お 


つた。 しかし 因襲の 久しき 旣に七 八 百年に 及んで、 この！ aa- 迷妄より 來れ る^ 風 湖 は、 明治 大正の 新 

時代に 人っても、 他の 多くの 舊 思想と 同じく、 依然として 邦人の 腦裡 にこ ぴり附 いて 離れない。 先づ， 

日 淸戰爭 ごろまで は、 C 亂 と外戰 とで、 すべてが 幼稚な 亂脈 時代に あつたの だから、 これ は 問題外 も 

する。 吾々 の 生活が 渐く新 路を柘 かう とする に 至った 明治 三十 年頃からの 口. マ ン ティ シズ ム^ 代に 

は、 靑^ の戀. V 一 歌 ふ 詩人 を Ef 堇黨 などと 云って なかした もの だ。 ^に 四十^ 前後から は I 人 は 自然 主 

篛と いふ 文字 を變 に^ 解して、 また 再びす ベての 性的 關係を 侮蔑した。 次いで は享樂 主義の 文字 B. 

乎放题 な^ 找の ^味 を^し、 设 近に は 性慾と 戀愛 と、 みそと くそと を ごつ ちゃに して、 また 新しい 愚 

弄 を 始めよう とした。 つまり 乎 を變へ 品 を か へ て顽强 陋た舊 思想の 迷妄 を^ 返して ねる に 過ぎな 

い。 

然 らば、 かくま で 性的 1. 係 を 蔑視 せ る H 木 人 は、 そ の 性的 生活 に 於て 淸敎徒 の ごと く 潔癖な り や と 

いふに、 そ は 言 ふまで もな く 正反對 だ。 人 マ も 昔 も、 女で なければ 夜の 明けぬ M である。 田舍に 行く. 

と、 全 村 一人の 處女 なしと いふ 村^も 珍ら しくない さう だ。 また この 厄介な 現象に 烦 はされ て、 今な. 

n エヂ ュケ イシ ョ ン  ，.>,-,>>  — 

ほ靑年 女の 共 學 が 行 はれない とい ふ國 だ。 嘗て 明治時代の 文 敎の要 路に 立って ゐた^ 力、 ある 

時 その 友人の 藝者買 ひ を^め た。 それに 對 して、 其 友人が 『然 らば贵 公が 下婢の 袖 を 引く の はどうし 

たもの だ』 とやった ので、 明治の 大敎育 家 は 一言 も 無かった とい ふ。 これ なぞが 舊式な 四角 八面の^? 


1^  


舉屋の 好^本であった。 

面に 於て 忭的^ 係な-^ だしく 擯斥し 侮蔑しながら、 他の 半面に 於て 巧 女の 風紀が 他の 文明 國に類 

ひなき^ に 亂れて ゐ の は、 武士道 Q 如き 晳^ 德 のうちに は、 戀 愛の 贵さ に 對 する 正當 なる 理解が 全 

然缺 如して ゐ たから だ。 ^性^ 係を單 に生锨 作^だ とおへ たり、 性慾の 遊戯 だと はたり する 同 陋の謬 

毘に^ づくハ だ。 動物よりも 進化した 人 ii 生活に 於て は、 ！！ 性關 係は簡 mf なる 性慾 作 川よりも、 更に 

進； §し# 華して、 旣に 至高の^ 德 となり 信念と なり^ 術と なって ゐる ことに^ 附 かないから だ。 

『人』 としての 生活の 中樞に 横た はる 至高 至大の 力で ある こと を も 考 ふるに 至らない からだ。 

近 ごろ 口木で 频 りに 性的 生活に 對 する 著述 や 飜譯が 行 はれる の を、 わたくし は必 すしも^ い 事 だと 

は 思 はない。 しかし 単に 性 愁舉の 知識 5 みが 普及され て、 戀 愛と いふ 人格^ 係の 全 的^ 莪が 明らかに 

せられないならば、 それによ つて 古來リ 本人のお する！ 迷妄が ； 2^ 甚だしく たり はしない か を 憂 ふ 

るので ある。 西洋に は 昔から 戀 愛の 心理 を 論究して、 その 饞肉 兩 方而 に 於け る^々 和 を^ 明しょう と. 

試みた 誓 物 は 甚だ 多い。 かの 小說に 批評に 暢逹 流-跪の 筆を揮うて • 世 七 驚かし、 テ M スゃ ゾラ や 一一 ィ 

チェ の 如き 近代の 文豪 をして 讚嘆 措く 能 は ざら しめた 前世紀の 才人 スタン ダ アル (卽ち アン リ* ペイ 

ル) に は、 『戀愛 論』 の 名著が ある。 又展 史家で は あるが、 詩才 縱 横の 情熱 家ジュ ウル， ミシュ レエの 

筆に 成る 『戀^ 篇』 も、 此^の 書中 最も 廣く 世に 行 はれた もの だ】 若し 夫れ 文舉^ や^ 史家 0 書いた 


もので は 承知が 出来ない とい ふ 人が あるならば、 去って 伊太利の 病理 學者バ ォ" • マ ン テガッ ザの 名著 

『戀 愛の 生理』 を繙 け。 そこに は 極めて 系統的な 科舉 者ら しい 心理 論を讀 むこと が 出来る だら う。 ま 

た戀 愛と 人體 美との 闢係 を詳說 し、 慼 史的に 戀 愛の 諸相 を 叙述した ものに は、 ヘン リ* フィ ンクの 著 

『浪漫的 戀 愛と 人體 美』 や、 ヱ ドガ ァ* サル タスの 『戀 愛 史』 などが ある。 今な ほ 戀愛を 劣情 

だと a てゐる やうな^ 昆 から 脫 けられない 人た ちに、 わたくし は此 等の 名著の 一 讀を勸 めたい。 

U 本 語に は 英語の 『ラヴ』 に相當 する 一一 一一 I： 葉が 全く 無い。 『戀』 とか 『愛』 とか 云 ふ 字で は 感じが ひど 

くちが ふ。 "1 Icve  you- や Je  t-aimc" に 至って は、 何としても 之 を 日本語に 譯す ことが 出來 ない。 

さう いふ 英語 ゃ佛^ 西 語に ある 一一 一 一昌 i 感情が、 全く 日本語で は 出ない ので ある。 『あたし あなた を 愛し 

てよ』、 『わたし や、 あなたに いろはに ほの 字よ』 では、 まるで 成って 居ない。 一一 一 E 葉が 無 いのは、 それ 

によって 現 はさる ベ き见 想が 無い からだ。 

+ でも 私 は 想 ひ 起す、 子供の 時 英語の 手銥の 稽古 をす るのに、 『害 翰 文範』 と 云 ふ 物 を 色々 見た。 開 

卷 第一、 先づ 奇異の 思 をな したの は、 どれ を 開けて 昆ても 一一 戀 ぶみ』 の 一 章が 必す ある。 親子 兄弟 友 

人 問 の 贈答 の 文範と 相 並 ベて、 『はじめて 會 つて 戀 しと 思 ふ 女へ 送 る 手鉞』 とか、 『女へ 愛 を 誓 ふ 男の 手 

统』 とか、 『色よ き 返事』 とかい ふの が澤 山に 出て ゐる。 わたくし は 其顷の 子供 ごころ にも、 東西に 於 

けろ 兩性觇 の 相異を 深く 考 へさせられた。 日本で いへば、 こんな 文範 は 花柳界の ほかに は 恐らく 用の 
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钲 ；ハ もの だら う。 之を舉 校の 作文 科に とで も 言ったら、 今の 教育家 先生 は それ こそ 目 を 廻 はす だら W 

う。 これ を 目して 單に 外面 的な 風俗の 相 異な どと霄 ふべき だら うか。  一 

三 戀愛 観の 今^ 

人生. h 欲求の 無^の 述綾 だ。 一一 一一 n を換 へて いへば、 生きる と 云 ふ 事 その 事が 旣に 何者か を 求める こと 

である。 その 求める 所の ものが、 異性で あるか SMCT- であるか^ 土で あるか 祌 であるか 知識で あるか 黄 

金で あるか 名， であるか は 問 ふ 所ではない。 ひとしく せ その物に 對 する 熱愛に 枳柢 を^-いて ゐる。 愛 

しな いもの を 求める とい ふこ と は 不可能で あ るから だ。 從 つ て 何者 を も 心から 愛す る こと が 出來な い 

とい ふ^は、 人 問と しての 最大の 不幸で あり 悲哀で あらねば ならぬ。 

かくの 如き 生の 欲求 は、 やがて 人 il の 色々 な创造 生活と なって 現 はれる。 そのな かで 最も 大きな 最 

も 自然な、 そして E- 取 も强ぃ 欲求 は 新しい 牛： 命の 創造で ある。 人 問 が 新しい 生命 を创 造し、 子孫と いふ 

形で 自己 を 永久に 保な する 事 は 異性との 結合に よっての み 成される。 そこに 戀愛は 生す る。 戀愛 なく 

して は^る 生ま 作 W は、 野獸の 喜釗 にあら すん ば、 人 il の悲釗 である。 

廣ぃ 意味での 愛 を 至上 至高の 逍德と 兌な し、 人 生活の 中樞 なりと する 思想 は、 他の 多くの 近世 m わ 

想と！； 1： じく、  r ての 源流 を 希 臘に發 して ゐる。 哲人 プラト オンの 著作 中 最も 詩的で あり 藝術 的で ある 
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『シン ポジ アム』 の 對話篇 は、 卽ち 森羅萬 象に 普遍なる 愛の カを說 いた ものであった。 地 水火 風の 問 

にも 天と地との 問に も、 そこに は 互に 相 求む る祌祕 の戀が あり 結婚が あって、 萬 物 は 決して 單獨 にし 

て 存在し ない。 また この 愛の 力 は 常に 美 を 求め 善 を 求めて 絕對 無限の 世界に 速な り、 至卨 至大の 靈に 

向って 愤れ る。 人が 人 を 愛する の は、 かくの 如き 靈的 生活に 到達す るた めの 階段で あると 考 へ られ 

た。 プラト オン 時代 を距る こと 二 千 三百 年、 流 風 遣 哉な がく 後代に 傅 はって、 この 思想 は 多くの 哲人 

に 影 饗し、 シ H リイ や ヮァヅ ヮスゃ ブラウ 一一 ングの 如き 近世の 詩人にまで も、 その 響 を 傅へ てゐ る。 

しかし プラト オンの 時代に はま だ、 近代の やうな 戀愛 觀は考 へられて 居なかった。 塽多 利の H ミィ 

ディ *ド ライ *ス トウ フエ ン*デァ*1  口才 テイク 

ル. ルッカが 數年 前に 公に して、 學界と 文 擅の 注目 を惹 いた 名著 『戀 の 三 階 段』 に從 へば、 文 

化の 發達 と共に 兩性關 係 は古來 三つの 階段 を經て 今日に 及んだ。 第 一 は先づ 性的 本能に のみ 動かされ 

た 肉 慾の 時代で、 これ は 古代に 場す る。 いつまで 經 つても 兩性關 係に、 性慾 ゃ生萌 より 以上の 意義 を 

認め 得なかった 東洋の 道 學者流 は、 つまり 此 階段の 所に 低迷して 居た 者で ある。^  二 は、 戀愛觀 が 基 

^敎の 禁慾 主義の 思想と 結び 附 い た 中世 期で ある。 卽ち 女性 を 目し て 人間性 を 超越した 祌格 ある も の 

と考 へ、 それが やがて 聖母 マリアの 崇拜 となった。 今まで は 罪業の かたまりの やうに m 心 はれて ゐた女 

性 は、 ここに 至って 一躍して 男子に 君臨す る 女王と なり 女神と なった。 この^ 想 は 先 づ怫蘭 西南 方の 

ブ n. 、ワン スに 起って、 その 頃の 騎士の 城下から 城下へ と、 琴 を 抱いて 歌 ひ 歩く トル ゥバ ドゥルの 詩人 


たちに よって 傳 へられた。 靈 的の 戀愛觀 はこ こに 濃厚な 宗敎的 色彩た 帶び 所謂 『ミン ネ』 の浪ぉ 的^ 

ヸィぶ • ヌォォ ザ 

愛舰 となって、 哚洲文 蘇の 思潮に 此上 もない 派手 やかな 色彩 を 加へ た。 ダンテが 『新 生』 に、 女人 

を 目して 『諸^の 消滅^、 一  切の 莕の 女王』 と 一一 目った やうな 女 A 諧 仰の 思想 は、 中世 はもと より 十九 

世紀に 至る まで も、 歐洲の 文 學には 色々 の 姿に なって 現 はれて ゐる。 

しかし 屮^: の 。愛の 宗敎』 の 他の 半面に は、 また 驚く ばかりの 肉 慾 耽溺の 生活が あった。 霰 的 女性 

が 救の 女祌 と^られ ると 同時に、 肉的 女性 は 悪魔の 手先 だとお へられた。 ワグネルが 『タン ホイ ザァ』 

に 描いた やうに、 ^肉 一 ； 元の 生活の 問に 彷徨して 惑ひ悶 ふるものが 中世の 人で あつたの だ。 

そこで 古代の 肉的 木 能 時代と、 中世の 靈的 宗教 的 女人 ^拜 時代と に 次いで 來れる もの は^ 肉 合一 の 

1 元 的 戀愛觀 の 時代で あらねば ならぬ。 それ は卽ち 近代 だ。 卽ち 一方から-一 n へば、 古代の やうに 婦人 

を 子の 性慾 滿 足と 生殖との ための 道具の やうに 昆 たの は、 ^^女 やの 動物 扱 ひであった。 また 中世 

の 如くに 女人 崇拜の 極、 これ を 九. 天の 高き に 祭り上げ たの は、 女に 祌格を 認めて 人格 を 認めなかった 

からであった。 婦人 を 一個の 『人』 として 認め、 個人の 人格 v 確認す ると 共に、 また 完全な 靈肉合 1 

の 戀愛觀 を 見る に 至った の は、 ルッカの 所謂 第三 階段で ある 十九 世紀 以後に 羈 する。 近代 婦人の 自脊 

に ^づ く倘 人. H-^ の ^想 は 、 舊時 の 戀愛觀 を 破 壌す ると 共に、 また 新し い 戀愛觀 を 生す る に 至った。 

卽ち男 も 女 も罩獨 にして は 不完全な ものである。 そして 兩性は 互に 補足の 作用 を爲 すが 故に、 二つの 


 1S 


侗 人が 相 求め 相牽く 事に よってお 互に 自己 を 新に し、 全から しめ 充實 せしめる 事が 戀 愛で あると い ふ 

やうに 考 ふるに 至った。 生殖 作用の 如き は單に 兩性關 係の 一部分に 過ぎない ので、 戀愛 は卽ち 性を異 

にせる 二つの 侗 人の 結合に よって、 お 互に 『人』 としての 自己 を 充實し 完成す る兩 性の 交饗樂 に 外な 

らぬ とはられ て 居る。 ェ レ ン* カイ (ケィ と發昔 する の は 正しくない) や、 エド ヮァ. ド* 力 アベ ンタァ 

などの 所說 は、 先づ かう いふ 今 n の 戀愛觀 の 代表的な もの であらう。 

戀愛を 精神的の 愛と 肉的の 愛との 二つに 分けて、 愛の 女神ギ ィ ナス に は 二つ ある、 卽ち 前者 は 天上 

の戀で VWNUS  UPJANIA と 云 ひ、 後^: をた だ 肉感的な vmNUS  PANDEMCS と 呼ぶ とい ふ^かた 

は、 古く プラト オン 以來の 戀 愛 觀の极 本であった。 それが 二十世紀に 至って、 はじめて かかる 差別 を 

撒した 一 元 的の 驟肉 一 致の 戀愛觀 に 到達した のであった。 

十九 世紀に 於け る 一部の： i 愛舰を 代^した ものと して は、 ショ オペ ン ハウ H ルの 所説が 最も 名高 

ハ。 彼の^る 所に 據れ ば、 戀愛 は^する に 宇宙の 大きな 意志の 現 はれに 過ぎない。 卽ち人 問が その子 

孫 を 造らう とい ふ 意志に 動かされて、 そこに 戀 愛と いふ 一 つの 幻影 を 追 ふので、 その 根本 は 畢竟 やる 

に 『次の 代の 者 を 作り、 更に また それから 出る 幾多の 子孫 をつ くる 考』 面 mo  compodtiisis  fjseral 

ti: 一 17  f 三  一， rae  e  sta  iter, せ endent  inmsleme  grme?.a~sss が 要するに：^ 愛で あると D3< た sfc つて.^  sr«s 

は、 戀愛 そのものよりも 生殖 *V 重く 兒、 相愛 するとい ふ 事よりも 相手の 『所有』 とい ふこと に、 より 


深い 怠蓰を 認めた のであった" これ は 彼の 『意志のお 攀』 から は 常然來 るべき：^ 論で あり、 また 後に 

ハルトマン によって ま述 せられ、 一一 イチ ェ によって 同 S せられた にも 拘 はらす 、戀 愛の 精神的 人格 的 

意 翁， V！ 認めなかった 點に 於て、 二十世紀の 現^に 於て は、 過去の 一説と して^ら れる 外に S 義の 無い 

ものと なった" ゴデキ ン トの戟 曲な ども 矢張り 此系 線に ® する ものである 9 

四 愛の 進化 

何だか また 舉 校の 先生の 講 釋 見た やうに なり さう だから、 この銎 で 一 つ 出^す。 

エリス ャ ゃフォ レル 以來、 近 顷 學 者の 性慾に 對 する 研究 は 著しく 進んだ 9 そして それが 日本に 於け 

る やつに、 一時的た 滩 つ ベら な ふざけ 氣 分の 流行 物で 無いだ けに、 • 般 の^ 想界ゃ 舉界に 及ぼした そ 

の 影響 は 非常に 大きい ものであった。 中で も精祌 分析 舉 一派の 舉 徒の 研究の 如き、 一切の 逍德 その他 

の^ 祌现紮 の 根本 を 性的^-ま ( 1;ー  >;<  ー<  > ) に 在りと、 王 張す るに 至った の は、 たしかに 在來の 幽^ 道德 の 信 

者に 向って、 ^水： 一： 斗 を 浴びせる だけ の 痛快た ものであった。 

人間の 逍德 生活の 根本で ある 愛 を、 性慾に^ づ くと考 へる^ は、 さまで 難事で はない。. 人^ は呱々 

の 聲を舉 ぐると 共に 旣に 性慾 を 有って ゐ るので、 赤ん坊が 母親の 乳房に 吸 ひ 附く時 か ら旣 に 性慾 は 發 

動して ゐる。 稍 S じて それが 親 兄お に對 する 愛^に 變 つて 行く の だと、 精祌 分析 舉^ は 多くの 例證を 


擧げ て^ 明して ゐる。 さう いふ 辜^の 當否は 姑く^ 题 として、 兩怍 問の 戀愛が 性慾に 根ざして ゐる 

事 は、 今人の 誰し も 疑 はない 所で あるが、 ただ それが 動物と ちがって、 人 il への 進化と 共に 淨 化せら 

れ 醇化せられ て、 最^ 至上の^ 德 となり 藝術 となって ゐる 事は考 へて 見ねば ならぬ かの SR 女 問の 事 

とし 言 へば、 直ちに 之 を &愦 とか 劣情と か痴愦 とか 云 ふ 言葉で M し 去らう とすろ 古風な 一 迫舉者 の 如 

き * 彼等 自らの 頭腦が 此點に 於て、 まだ 畜生の 域から 一歩 も 進んで 居ない 事 を：： 小して ゐ. るに 過ぎな 

い。 

愛情が 一 つの 狀態 から 他の 狀態 へと 轉 移し 淨 化されて 行く 事寳 は、 何も 小難 かしい 學說 など を擔ぎ 

出さす とも、 吾々 が 口 常 生活に 於て しば/ \兌 ると ころで ある- たと へば 金 慾の 如き、 ^初 は 其 黄. 

金 を 交換して 得られる 物が 欲し さに、 黄金 を 求めた のであった" ところが 後に は その 慾 愦は轉 移し. 

て、 ただ 黄金 その物の ため に 金 を 求 め \ 」 他 を 顧みざる、 今日の 资 本家 の 心理：^ 態の 如き を 現出す る 

に 至った。 又、 も 少し 上品な 例 を 取れ， は、 最初 は 食用に 供す るた めの 魚が 欲し さに 魚. を 釣った ので あ 

つた。 然るに その 慾^ は 後に 進化し 轉 移して、 魚 は 釣れても 釣れなくても、 ただ 林 S1 の 流に 纖綸 を垂 

るる 事 それ 自らに 興味 を 持つ 釣魚の 樂 しみ —— むかし アイザ ツ ク* ヲル トンが 『釣魚. 大全』 に 書い 

たやうな 極めて 詩人 的な、 のどかな 餘 裕牴徊 趣味の 心的 狀 態にまで 純化せられ 淨 化せられ る に 至つ 

ビブ リオ ファイル 

た。 また 世に は 愛 書 家と 云 ふ ものが 多い。 書物 は讀ん でも 讀 まなくても、 ただ 多く 1$ し 愛玩して 
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その 古版 を^び、 装- 5 印刷な どの 外舰、 古^-掬すべき を樂 しんで ゐる人 たちだ。 最^ は^ 籍の 內容に 

與味を 持って、 已れの 知 ^慾 や^ま s 慾 を滿 足せし めんがた めに 書 を 求めた のが、 後に は 寄籍 の 內容と 

は 沒交涉 なと ころへ、 その 慾愤は 移って 了った の だ" 

すべて かう いふ 淨化轉 移の 心现 は、 動物に 於け るよりも、 進化した 人間に 於て 於も^ しく 現 はれて 

ゐ るので、 此 域に 進めば：； 取 初に 求めた 目的 そのもの は、 旣に 無」 ぉ識 心理の 底に 影 を 潜めて 了って ね 

る。 ^者 は 之に 名ゃ附 けて^ 華 作 川 (サブ リメ イシ 3 ン) とで も 云 ふだら うが、 名前 なぞ は 何 だって 

可い。 

人 叫が お 初 そ の 動物 時代 に 於 て 興 性と の 結合 を 求めた の は、 明らかに 性慾 滿：： 止 と 生^ 欲望と のた め 

に 相 遠たかった』 しか t 進化と 共に やがて その 欲^ は^ 化せられ 純化せられ^ 化せられて、 そこに 戀 

愛と いふ S 上 至高の 精 祌现^ を 生す るに 至った の だ。 ここに 至って 旣に 最初の 所謂 『劣情』 や 欲望 

は、 全然 無意識 心理の 底に 沈んで 了 ふ。 戀は^ 敢 ない 浮 草で もな く极無 草で もない。 飽くまで も 深く 

强く性 愁と云 ふ 泥 田の 中に 枳 ざして はゐ るが、 やがて それが 戀愛 となって 高く^し く花呤 き、 母性愛 

や 近親 愛と なって 寳 を^ぶ とき、 根柢 は旣に 泥土の なかに 姿 を沒 して ゐる事 を 思 はねば ならぬ。 

全く 肉的 接觸. 2 經驗を 有たない 若い^ 女の 初戀 などに は、 忡慾 とか 生娘と かいふ 問题 は、 始ど 意識 

の 上に 上って 罟 ない と 言っても 可い。 さう いふ 時に かれら は 始めて 本 常の 人生 を 味 はふので あるが、 
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先づ 最初に 現 はれる もの は 自己 犊牲 の精祌 であらう。 戀人 のために は 身 を も 心 を も 捧げて 惜しまない 

と 云 ふ 奉仕の 心で ある。 今まで 幾年の 問學 校の 先生な どから、 忠 だの 孝 だの 社 翕 奉仕 だのと &々 の 他 

の 形で 說敎 せられながら、 而もな ほ 十分に 自分の 體驗 の內容 とまで は 成って 居なかった 自己犠牲 とい 

ふ 事が、 しみ/^ と 感得せられ るの は、 はじめて 戀を 知った 時で あらう。 一切の 道德の 根柢に 橫 たは 

れる 自己犠牲と いふ 事 は、 燃 ゆる やうな 戀を する 男女に よって 最も 痛烈に 體驗 せられる の が 常で あ 

る。 單に 『人 問の 道』 である なぞと 一一 一一！： つて、 仁義 を 口にし 忠孝 を說 ける 徒輩の、 未だ 曾て 想 ひ 到ら ざ 

る 程に 熱烈な 自己犠牲の 至高の 道德 性が、 戀 愛に は 最も 花やかに 現 はれる ので ある。 かう いふ 戀愛 

は、 だから 單に& を 漁り 性慾の 滿足を 求め、 又 自分の 子孫 を 設けて 私有財産 を讓り 渡さうな どと いふ 

了簡の 不良 老年^ や、 或は^に 青年時代の 盛な 性慾 を滿 足せ しむべく、 女舉 生や 給仕 女の 尻 を 次から 

次へ と 追 ひ 廻 はして ゐ るい. ^Ji 滿 面の 不良少年 輩の 夢想 だ も 及ばざる 心境で ある 事 は 言 ふま でもな 

ハ。 ^愛よ、 いの 純なる 者に して 始めて 之 を 成し 得べき 氣 高さと 貴 さと を 有って ゐる。 否な こ.^ を 逆に 

して、 人の 心 は戀を 知る に 至って 始めて 淨 めら れ髙 めら れる、 と 言っても 過言で は あるまい。 理窟に 

よって 硬ば つたり、 黄金 慾に よって 荒み 果てた 心で さへ、 ふと 戀を 知った 時から 柔ら げられ る 不可 思 

議を すら、 吾等 は往々 にして 見る ので， ある。  一 

次いで 結婚 關 係に 入る に 及んで、 この 愛 は 更に 物的 基礎の 上に 固められ 强 めら れ 深められ るので あ 2 


る。 しかし 设 初の 花やかな n マ ンテ イシ ズムは 決して 永く その 儘で は持續 しない。 派手 やかな 戀变關 

係が 地味に なり、 浮つ いた ものが 引締 り、 外. € 的な ものが 页に內 部 的と なり、 花 はぶって 寳.. ど 給ぶ の 

である。 ^しく  |E へば 結婚に よって 物的 茶 礎が 確立す ると 共に、 愛の 內^ はこ こに^: び 進化し 轉 移し 

て 敉雜性 を增 し、 ：史に 一新 境 を 開拓す る。 卽ち 最初-の 戀愛 はやが て 夫婦 §1 の 相^扶助の 精祌 となり、 

至^ 至大の 情 趑と變 じ、 更に 進んで 親と しての W 女に 對. r る ゆ！ 情に 向っても^ 化して； .n く。 殊に^ 人 

の^す る 最も 贲き 母性愛が、 性慾に 极ざ せる 性的 戀 愛の 延長で あり 變 形に 外ならぬと 兌る の は、 至當 

の兑 であらう。 そ は 又 やがて、 子が 親に 對 する 愛情と なって 報いられる。 更に 進化と 共に かくの 如き 

愛の 精神が 擴大 せられる に 及んで、 家族より して- 史に 隣人に 及び、 おのが 民族の 全部に 及び、 社會に 

及び 世界人 類に 及ぶ とき、 吾々 人間の 完全なる 道德 生活 は玆に 成る。 愛の ない 所に 道德 はない。 

或 人 は 首 ふだら う、 昔の 君臣 主從 の^ 係 だって その 自己犠牲の 精祌に 於て は、 命 を^て て かかる 程 

に 熱狂 的な のが あると。 然し. 则性關 係 以外の 場合に 於て は、 眾に 心の 結合に 過ぎない。 精祌と 肉體と 

兩 方からの 完全な 全 的な 人格 的 結合 を 個人と 侗 人との 問に 見る こと は、 戀愛 生活の 外に は斷 じて 冇り 

噚 ベから ざる 事 だ。 兩 性の 肉體的 結合に は、 他の 何者と も 比すべからざる 絕大 なる^ 神 的^^の おす 

る こと を 知らねば ならぬ。 文字通りに 同心 一 體と いふ 一一 K 葉 は、 他の 如何なる 生活に 於ても 適 S し 得べ 

からざる 語で ある。 


世に は 極めて^に、 穀^と もに 全く 異性との 接 觸を斷 つて ゐ るん が ある。 さう いふ 場合に は、 此性 

慾から W て ゐ る 愛 の 力が、 史に また 驚嘆す ベ き 鸫移界 華 の 作 W をな して ゐ る。 卽ち時 に それ は眞现 や 

知識に 對 する 愛慾と なり、 或は 藝 術に 對 する 執.； 烈 なる 愛慕と 變じ、 蕉ゃ^ I 行の やうな CI 然 美に 對す 

る陶醉 耽溺と なり、 殊に また 敬虔なる 宗敎 生活に 人つ て は、 祌を 希求し 淨 土を欣 求す る 信仰と もな つ 

てゐ る。 自己の 全 生命 を そこに 柒 注して c 熟點 に 到達し 得た： 二 昧法悅 の 心境 は、 科舉 だって 藝術だ つ 

て宗敎 だって、 それ は皆戀 をす る sf; 女が 相 抱く ヱ クスタ シィと 多く 異なる ところ は 無い ので ある。 之 

を 全く 刖 物の やうに 考 へ て、 一 方を贵 しとし 一 方 を 卑しと する がごと き は、 擧竞 淺^なる 俗流の 俗 r ル 

に過ぎない。 

五 ノラ はもう 古い 

人 il の 性的 生活、 殊に その 最も 進化した 純正な 形に 現 はれた る 戀愛を 上述の やうな 風に考 へ ると 

き、 それ は 特に 結婚 問題に 於て 至高 至大の 意義 を 有する ことに 氣附 くで あらう。 又 かの 主として エレ 

ン • カイに よって 唱 へられた 戀愛 至上 主義の 結婚 說に、 動かすべからざる 眞 理の存 する こと をも考 へ 

させられ るので ある。 

變方 ともに 自由な 個人で ある^と 女との 結合、 そして 此 結合に よって 自己 を 完成し、 また 更に 新し 
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き 生命 を^^し ^ る 生^ は、 ただ 相互 問の 戀愛 によって のみ 成立し 得る ので ある。 戀愛 なき 結婚 は 人 

としての 自己の 在 を 無意味な らしむ るば かり か、 民族の- 發逹 人類 の 進化の ために も大な る-^: 礙 を與 

ふるもの である。 だから 法^: とか 財產 とか 家名と か、 その やうな 外的 條件を 如何に 完全に 具備した 結 

婚 であっても、 そこに： ，1 性 問の 戀愛 を缺 いて ゐる とい ふこと は、 最 おの 道德 から 昆て： 二 文の^ 俽 なき 

もの だ。 カイ は 『戀 愛と 道 德』、 『戀 愛と 結婚』 等の 諸 著に 於て、 極めて 大 膽に祯 めて 率^-に、 此^^ 

至上 主^ を^へ た。 若し 最初 は W 女 相愛して、 しかも 後に 戀 愛が 消滅したならば、 直ちに その 結娇^ 

係 を斷絶 して 可たり と す る 彼女の 自由 離婚 說 の 如き も、 この 論の 當然 の 歸 給と して 喝破 せらる 可 キ. - お 

だ。 愛 を 失った^ 偽の 結婚 生活 は、 批判と CI^ と を 有する 近代 人に とって、 確かに スト リンドべ ルヒ 

が 所謂 『地獄』 の 生活に 他なら ない。 この 地獄の 悲劇が 日^ 吾々 の 聞す る 所に 多い ばかりで たく、 

近代 文藝の 最も 主要な 题 村の 一 つで ある こと は、 今更 說 くまで も 無く 讀^ の 知らる る迎り だ" 

法俅 上の 乎 綾 は 如何に あらう とも、 単に 財產 のために 家名の ために、 或は 他の 何等かの 必要の ため 

に、 相愛し ない 者が 結婚 するとい ふこと は、 個人と しての 人格 を 有し 自覺を 有する 者の 斷 じて 忍ぶ 能 

はざる 所で あらう。 特に 經へ€ 上の 獨立を 有しない 人 —— 殊に 婦人が、 愛な き 結婚 關係 によって 自己の 

物質 生活の 安闻を 得る が 如き は、 何と考 へても 一種の 奴隸 的袞淫 生活で あり、 野赞 時代の 喪 買 結婚の 

^風に 過ぎない。 又た とひ； 夜の 契と 雖も、 そこに 戀 愛が 存在して 居たならば、 それ は 確かに：； ii の 
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結婚であって 寶淫 ではない 愛な き 夫婦 關係 は、 たと ひ 共.； I 髮の 四十 年 五十 年の^き に 亙らう とも、 

. そして 人 問の 挢 へた 制度が 如何に 之 を 認めよう とも、 神の 最後の 審判 廷に 於て、 それ は 明らかに 一種 

の强姦 生活で あり、 寶淫 生^で ある。 一夜の 資淫、 一度の 强姦は 之 を罪惡 として 咎めながら、 銀婚式 

金婚式に 及べる 長き賫 淫關 係と 强姦 生活と は 立派に 許されて ゐる】 さう い ふ賣淫 ゃ强姦 は、 お 祝 をす 

る 程までに 芽出度い もので あらう か。 

結 姙と戀 愛との 問題に 就いて 誰し も氣附 くこと は、 自我に めざめた 近代 人の 個人主義 思想と 戀 愛と 

の^ 係で ある。 卽ち戀 愛は跑 くまで も對 者の ために 身 を も 心 をも捧 ぐる 自己犠牲の 精神で あるが、 之 

に反して 個人主義の 方 は、 また 飽くまで も强く 自己 を 主張し 肯定して、 おのれの 欲求の 儘に 自. H に 動 

かう とする 思想 だ。 紡婚 によって 成立した 家庭生活と、 醒めた る 新人の 自我の 要求と は、 是に 於て か 

嘗て いくたび か 悲慘な 銜 突 を 繰返した。 イブ セ ン が 描いた へ ッ ダ • ガブ レ ル や ノラの やうな 女 は、 此 

衝突から 起る 戀愛の 破滅と 家庭 壞 の 悲劇 を 代表す る も ので あつ た。 

然 らば 個人と して 覺酲 した 女 (或は 男) に 取って、 戀愛は 遂に 空疎な 理想主義 に 過 ぎな いだら うか、 

二種の セン ティ メンタ リズムで ある だら うか。 力 强ぃ侗 人 主篛の 前に は、 戀愛 結婚 は^して 無意味な 

空想 夢幻に 終る の だら うか。 嘗て は 如何にも さう だと 考 へられた。 しかしもう 其昆方 は 今では 古い、 

前世紀の 事 だ。 二十世紀の 今人 は 更に、 も 一 つ 深いと ころに ある 自我 を發兑 する ことによって、 戀愛 
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,を 肯定し、 戀愛を 基礎と せる^ 婚 生活の 眞意蓊 を も發： D- する に 至った。 

イブセンが 『人形の 家』 を ISDr いて 歐洲の 思想界 を 驚かしてから、 もうかれ これ 四 五十 年に もなる だ 

らう。 目まぐるしき ばかり 急速に 變遷 する 思^の 流 は、 今 ：= はやく も旣に その 方向 を轉 じて ゐる。 一 

たび 失 はれた ものが 兒 出され、 否 定 せられた ものが^ 定せ. られ ると 共に、 かの 亭主の 家 を 飛び^した 

『新しい 女』 の ノラが、 今では 淺簿な 古い 女に なって 了った。 

乎 短に^ へば、 それ は戀 愛が 本當の ほ 己 を肯& し 完成す る ものである ことに 氣附 いたから だ。 人が 

. I 殊に 女が、 今まで 自分 を^つ めて これが 自分の 眞の 生活 だと 思って 居った ものが、 おに も 一 つ 深 

い 所に、 もつ と 大き い 自我 の 生活の 在る 事 を發； ^したから である。 戀愛 に 依 つ て 自己 を 放^し てゐる 

と^えた の は、 莨 は 表面的 外面 的な 自己 をのみ a て 居た ので、 人 問が 性的に も^ 的に も、 すべて 全 我 

的に 自我 を滿 足させる こと は、 ただ 戀愛 によって のみ 可能で ある。 に 愛し 眞に 自己 を捧 ぐる ことに 

よっての み、： 人 は 自己 を滿 足し 充 せしめ 得る こと を 知る に 至った の だ。 /ラ 式の 自我 を棄 てる 事 そ 

のこと が、 S は 水 常の 自我 を充實 し實 現して ゐ るので ある。 新しい 女 はおに 新しい 妻と して、 また 新 

しい 母と して 现 はれ、 そこに 母性 擁護の 主張 も 起り、 人生に 於け る 性的 生活の 眞義 をも覺 るに 至った 

の だ" また 男子の 方から 言っても、 戀し 懐かしと おも ふ 女に 身 を も 心 を も 棒げ る ことが 出來 るなら 

.±, それ は^は 本當の s 我を滿 足させる 唯 一 の逍 なので ある。 かの 愛せん として 愛し 得ざる 者の 苦し 
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. み、 愛の 無くなった 生活の 淋し さ、 それら は 皆 この 本當の 深い 自我が 滿 足せられ ない ところから 起つ 

てゐ るので ある。 

ここに 明ーーーー！： してお くが、 かう いふ 戀愛觀 を 基礎と した 結婚 生活 は、 かの 最初から 無. な、 或はお 

のれの 意向に 反した 虚偽の 結婚 生活 や、 また 因襲 的な 賢母 良妻 主義と は、 その 本質に 於て、 否な その 

出發の 第； 歩から して、 すでに 全然 異なれる ものである こと を 十分に 考へ て 貰 ひたい。 かくの 如き 戀 

愛の 心境 は、 つよく 自我に 目 ざめ た 者に して 初めて 味 到し 味識し 得べ く、 また 眞の 結婚 を 寶洋ゃ 家庭 

奴隸の 生活と 峻別し^ ベ き、 新しき 至高の 逍德で ある こと を も 注意して おきた い。 

六 ビ H ルン ソンの 作品 

戀愛に 於て は、 自我 を 否定す る 事が 觅 により 大 いなる 自我の 肯定で ある、 とかう 言へば 何だか それ 

-は變 挺な バラ ドッ クスの やうに 聞え るが、 これ は讀 者が 宗敎 生活の 場合な ど を も 併せ 考へ られ るなら 

ば 解し 1^ からう と 思 ふ。 今 はこの 極めて 簡單な ー篇の H ッ セィに 於て、 そこまで 論及す る 除 暇 は 無 5 

が、 わたくし は 以上 述べた 事 を、 更に 二三の 文藝 上の 作物に 就いて 考 へて 昆 よう。 

イブセンの 『人形の 家』 が 出てから 後、 あんな 型の 新しい 女と いふ ものの 忍 想が、 イブセンみ づか 

,ら によって、 また 他の 多くの 作家 や 批評家に よって、 ^しく 訂正 を 加 へられた。 ノラ 式の 女 (或は 男 
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も) が、 更に 深く^ 的に も 肉的に も 孤獨の 悲愁 を 味 はひ盡 くしての ちに 發； ^ した もの は、 やはり 性的 

戀愛 による 自我の 充實 であり 生活の 更新に 他なら なかった。 わたくし は 今 その 例 を ビ" ルン ソンの 作 

品に 求めよう。 

同じ 時代に 生き 同じ 環境の 中に 在って、 全く 正 反對の 態度 を 取る 藝術 上の ニ大 天才の 併 立 は、 备國 

の 文 ゆ.^ 上に られる 面白い 現泶 だ。 沙翁 とべ ン*ジ3 ンソ ン との 如く、 テ 一一 ソ ンと ブラウ 一一 ングと 

の 如く、 また 自然 派 全盛期の 作，： ¥と^«= 漱石 氏との 如く、 イブセンに 對 して ビ" ルン ソン は 全く 反應 

の 他 向の 作^であった。 前者の 文 擧が 暗い 行 詰った もので あつたに 對 して、 後^の はいつ も 明るい 詩 

的な^- H 的樂天 的の 性 筲を帶 びて ゐた。 この ビ" ルン ソンが、 『人形の 家』 の 出ての ち 六^：:;: に 『戀愛 

と 地理^- 』( ： 八 八 八 年) を 作り、 また その 死ぬ 前の 年の 千 九 百 〇 丸 年に、 彼の 戯曲と して は 最後の 作 

である 『わかき 葡萄の 花時に』 を軎 いて、 イブセンの ノラ 式の 思想に 補正 を 加へ た。 

イブセンの 『へッ ダ V ガブ レル』 の テス マン の やうに、 『戀 愛と 地理 舉』 の 主人公 も 亦^- 究 先生で、 

しかも 地现^ の敎 授、 人生の 事 も 世 問の 事 も 一切お 構 ひなし に その 專 門の 研究に 沒 頭して ゐる。 家 

庭 は 五巧蠅 いものと 定めて 了って、 快く 家人と は 口 も 利がない。 自分の 勉強の 邪魔になる からと 言つ 

て は、 娘を擧 校の 寄宿 舍に追 ひやって 了 ふ。 細^が 家の^ 話 をして ゐ るの は常然 たと： 一 H つて、 その 方 

に は 見向き もしない。 何 か 話しかけ ると 研究の 邪魔 をす ると 言って は 小一 一一 一！： をい ふ。 凡てが さう いふ 流 
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儀 だから、 この 枯淡な 舉究 先生の 結婚 生活 は、 名ば かりの 極めて 寂寞 荒凉 たる ものであった。 妻なる 

人 は 之に 堪へ 切れないで ゐ ると、 その 矢先に 自分の 心 を惹く 男が あつたので、 遂に それと： 緖に^ 出 

をす る。 ここに 至って 始めて 飜 おとして 擧究 先生の 夢は覺 めた。 自分 ひとり だけが 研究に 沒 頭して 他 

を 顧みなかった 事の 非 を 悔い、 人生 は學 業よりも 更に 大きい 問題 だとい ふ 事に 今 さら 氣が附 いたので 

ある e 一た び 去った 細君 も 亦 家に 歸 つて 来たので、 彼 は 喜んで それや 迎 へた。 家庭 はかくし てはじめ 

て 愛の 靈光 に^く" 筋 はた だ それだけ である。 

全く 狭い 自己本位で 他 を 顧みる 遑 のない 個人主義者に 向って、 ビエ ルン ソンが、 もっと 力強い 非難 

を 加へ たの は 『わかき 葡萄の 花時に』 の喜釗 である。 八 r 度の は 女の 側の 方から 描かれて ゐる。 

ァ ル •  ヰクの 三人の 娘 はみ なもう iFa- になった。 世 M なみに 自由 解放 を 求める 新 思想 を はき 違へ た 女 

たちで、 皆 それん- \ 好きな 5?： と 好きな 眞似 をして、 父親な ど は 素より 服 中に ない。 一 番 末の へ レナ さ 

へ ^十 歳に 近い 叔父と 婚約して ゐ ると いふお 樣、 母親 アル ギク 夫人 はまた この 三人の 娘の 熱心な 味方 

で、 亭主の 事な ど は 少しも 構 はない ばかり か、 自分勝手に 始めた 金 儲の 仕事に 奔走して、 いつも 家 を 

外にして ゐる。 この 寂しい 名ば かりの 家庭に 獨り ぼつち にされ た 主人公 アル ヸク は、 一方 また 所謂 中 

年の 人の 物淋し さに 堪 へす、 遂に 思 ひ 切って 遠く 濠洲 あたり へ 出掛けよ うかな どと考 へ てゐ る」 

諺に いふ 『わかい 葡萄の 花 どきに、 古い 葡萄 も醱酵 する』。 アル， ヰク 夫人の 姪に 當る アル ギル， テと云 
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ふ 女が あつたが、 その 若 姿に 新しい 葡^の 花唉 くの を兒 ると、 年甲斐 もな う アル ギクの 寂しい 胸に 

は、 古い 葡^が 酸酵 した。 例の 屮年 0 戀と いふので あらう、 アル. ヰクは 遂に 此 女と 手に 乎 を 取って 家 

出して 了った- 自我 主義の 女房に： ^放された 男 は、 今度 は 自分の 娘よりも 若い 女と^ 落した ので あ 

る o 

良人たり 父た る 人の 家出で、 あとに 残った 個人主義の 細君の 娘た ち も 急に 大騒ぎ をす る。 殊に 細君 

は 今まで^ &を さへ 娘た ちと 一緒にして、 亭主 を 相 乎に しなかった の だが、 ^人の 家出した 晚に はじ 

めて の 自己に 役った。 あまりの 懷 しさに、 人 マ は 居り もしない 亭主の 床に 寢る。 むかし 婚約の 頃に 良 

人から 迖 つて eK れた戀 歌 を 出して 讀む やら、 良人の 枕 を 抱いて 新婚 當 時の 夢 を 想 ひ 出したり して、 獨 

り 深く も 己れ の 非い 悔いる。 今 は 本當の 我に SI つたの だ。 娘た ち も 今 さら 父親に 濟 まない と 言って は 

泣く  y 

そこへ 突然 ひょっこり 亭主の アル ギク が歸 つて 來る。 遠. s 外國に 行って ゐ たので はなく、 田舍の 方 

を ぶらくし て 居た のであった。 

思 ひがけな く 歸 つて 來た 亭主 をつ かまへ て、 細君 は 殆ど ヒス テリの やうに 狂喜す る) 昔な つかし さ 

に跺返 して ゐ， だ 例の 戀 歌の 手帳 を、 きまり 惡げに そっと 隱す あたり、 ビ" ルン ソンの 喜劇 は 巧い もの 

である。 夫人 は 泣く やら 笑 ふやら、 そして 亭主の 首に 抱き 附 いて キスす る やらの 大騷 ぎで、 めでたく 
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此釗は 了って ゐる。 

近代劇の 荒 筋 だけ を 聞く 事 は、 荧 人の 人相 書を讀 むよりも 詰らない。 ただ 作家 ビュ ルン ゾ ンが 極め 

て 優れた 技巧 を 以て、 かう いふ 場面 を 喜劇 化し、 前世紀の 淺 薄な 個人主義に 向って、 如何に 痛烈な 皮 

肉 を 浴び せて ゐ るか は、 聰明なる 請 者 の 想像に ま か す 外 はな い 。 

七 戀愛 とお 我 解放 

この 二つの 作の 地理 攀者も アル， ヰク 夫人 も、 はじめに 夫婦別れす るまで 『自我』 だと^って ゐ たも 

の は、 實は 極めて 表面的な 自我で あつたの だ。 一た び はさう いふ 試鍊 を經、 家庭 崩壞の 悲劇 時代 を 通 

過して、 最後に 妻が 良人の 手に、 良人が 妻の 手に 歸 つて 來た 時、 彼等 はこ こに はじめて 露の 深い 第二 

の 自我 を發 見した のであった。 前世紀の ノラ 時代 を 通過した のちに、 今世紀の 戀愛 肯定の 時代 はかく 

の 如くに して 來 つた。 淺 いものが 深くな り、 外面 的な ものが 內面 的と なった ので ある。 前よりも 深く 

なり 强く なった 自己 省察に よって、 本當の 自分の 生活 を 見出す と共に、 戀愛 生活に 於て 眞の 『自我の 

解放』 を も 見出し 得た ので ある。 

嘗て 侗 人主該 のために 戀愛を 否定して ねたの は、 まだ 眞の 自我に 目 ざめ て 居なかった からだ。 生活 

が淺 薄で あつたの だ。 
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だから 現代の 最も 進んだ 考へ 方から 言 ふと、 戀 愛の 心境 は卽ち 『自己 放棄に 於け る 自己主張』 sdf- 

assordonin  self-surrender だと 見られて ゐる。 おのれの 愛する 者の ためにお のれの 全部 を榨げ る こと 

は、 つまり 最も 强く 自己 を 主張し 肯定して ゐ るので ある。 戀 人のう ちに 自己 を發は し、 自己のう ちに 

戀人を 見出した の だ。 この 自我と 非 我との ぴったり 一致す ると ころに、 同心： 體と云 ふ 人格 紡 合の 意 

義が ある。 それ は卽ち 一方から 言へば、 自我の 擴大 であり 解放で ある。 此 境地に 到って はじめて S; の 

E.H は 得られる。 小我 を 離れて 大 我に 目 ざめ るから だ。 わたくしが 憨に 宗教の 法 悅も戀 愛の；：： 味 境 も 

同じ だと 首った 意味 は 卽ち玆 にある ので、 宗教家が 求める 解脫 とか、 大悟 徹底と か、 或は 神の 國、 彌 

陀の^ 土に 達すろ と 云 ふ 心境 は、 完全なる 自我の 解放、 眞の 自由 生活に 外ならぬ。 それ は 唯 一 つ 全き 

n「」 铋牲 自己 放^ によって のみ 到達し 得られる 絡對境 である。 かの 歐洲 中世の 浪漫的な 詩 的 戀愛觀 

が、 羅馬 敎會 の宗敎 信仰と 結び 附き、 ゲ h テが 所謂 『久遠の 女性』 となり、 ダンテが 地上の 戀人 ベア 

トリ イチ" を、 救の 女神と 見た の は、 少し 深く 考へ て昆 ると、 戀 愛と 宗敎 との 心境に かくの 如き 共通 

性が あるから だと 私 は 信じて ねる。 

しかし 全く 我』 の 自覺の 無かった 中世の 人 は、 ゎづ かに 羅馬 敎會の 信仰に 鎚 つて、 此宗敎 的戀愛 

とい ふ. 0 我 解放の： 二 味 境に 到達し 得た のであった。 けれども 旣に ： たび 前世紀の ノラ 時代の 個人主義 

を 通過して 來た 後の 現代人の 戀愛觀 は、 最初の 差別 觀 から 出た 平等 觀 であり、 &: 己 批判 を土臺 にした 
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. 自己 否定で ある。 從 つて 同じく 戀 愛の 肯定で は あるが、 現代の は、 それだけ 批判的な 深さと 確か さの 

ある 充實性 を 有する 點に 於て 相異が あるの だ。 戀 愛の 心境 そのものに は 今 も 昔 も變り はない。 唯 その 

出 發點が 『我』 の 自覺と 無自覺 との 差で ある 事 を 知らねば ならぬ。 

マ ァ テル リンクの ある 作 中の 人物が その 戀 人に 向って 言 ふ 1  一一 I： 葉、 『わたくし は 自己 を 知る 前に、 あな 

たと 云 ふ もの を 知らなければ ならぬ やうに なった。 そして 自分の 心よりも、 あなたの 心の 方が 一 厣 よ 

くわ かる。 あなた はわた し 自らの 全部よりも 私に 近い 者と なった。 あなたが そこに 居る とい ふ 事が な 

ければ、 わたし は {H 己 その物 を 意識す る 事 も 出来ない のです』。 これ は 自我に めざめた 者が 自我 その も 

の を戀人 のうちに 昆 出す とい ふ 近代 人 の 戀愛 の 心境 を、 最も 美しく 語 つた もので あ る。 

決して 他の 何人の ためで もない、 因襲の ためで もな く 家名の ためで もな く 財産の ためで もない、 自 

. 己みづ からのた めに、 自己み づ から 愛する 入の 前に 自己の 全部 を 投げ出す。 この 生活より もより 多く 

自 山な 生活が またと あらう か。 これより もより 大 いなる 滿 足が またと あらう か。 自己 その 者に も すら 

囚 はれて 居ない 所に、 最も 大 いなる 自. H が あり 解放が 有る。 それが 戀愛 だ。 

また これと は 正 反對 に、 自己 以外の 何者かの ために、 卽ち 因襲の ために、 利益の ために、 或は 家名 

めた めに、 自己み づ から を棄て 心身 を捧 ぐる 者が あるならば、 それ は 明らかに 僞善 である。 若し 僞善 

でなければ、 一お^.. であり、 扠隸 であり、 畜生道で ある。 斷 じて 人 問 的で はなく、 文化的で はない。 苟 
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も 前世紀に 於て 一た び 自我に めざめた 現代人の 爲 すに 忍びざる 所で ある。 新時代の 新道 德 から 考 へ 

て、 戀愛 なき 結婚 を、 人^と しての 大 いなる 罪惡 なりと る 忍 想 上の 极據 は、 此點に 在る の だ。 

今日に して 思へば、 ノラ 式の 所謂 『新しい 女』 は、 覺酲の 途上の 第一歩に 在った の だ。 だからして 

あの やうな 夾ぃ 個人主義から、 いつまで 經 つても 踏み出し 逸み 出る ことの 出來 ない 人た ち、 及び あの 

やうな 自覺 の徑路 さへ も 踏む こと を 知らない 全然 無 自覺の 人た ち は、 これ は兩 方と もに、 眞の 『自已 

放お に 於け る 自己主張』 と 云 ふ 至上 至高の 愛の^ 活には 到達し 得られない 人た ちで ある。 ただ 侗人主 

義 者の 方 は、 いま 了 息と いふ 所で 救 はれる ので あるが、 全然 無 自覺な 無批判なる おに 至って は、 それ 

こそ 未來 永劫 奴綠の 苦しみと 畜生道の 嘆きと から 解脫 する 事の 出來 ない 者で ある。 愛の 夭 國の扉 は、 

永久に 此人 たちのた めに 固く 鎖され てゐ る。 

わたくし は^に、 ノラ は旣ぅ 古いと 言った。 しかし その ノラの 所まで さへ 行かない 日本^ 入の 如き 

は、 、水 i こ.^ はれた る 者で はない か。 嗚呼 『ノラ は旣ぅ 古い、』 これ はま だく n 本で 言 ふべき： で 

はなかった かも 知れない。 

八 無批判よ， o 肯定まで 

玆に エレン • 力 ィの 一一 一一：： 葉 を 借らう、 曰く — 
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『かう いふ 完全な 相思の 愛 は、 ふたりの 戀 人が 全く 一人と なって 了 ひ、 各が 自由と なって、 最大の 完 

全と いふ 所まで、 お 互に IS 展 したいと いふ 願望 を 含んで ゐる。 もし 戀愛 がかう して 共同生活 によって 

完成せられ るなら ば、 それ はた だ 一 人に、 そして 一 生の 中に ただ 一 度 だけ、 與 へられる^ が 出来る。 

ビ" ルン ソン は 此事を 如何にも 詩人ら しい 簡單な 言葉で 言 ひ 現 はして ゐる。 戀 人と 云 ふ 者に 於て 「自 

分が 二倍に なって ゐ ると 感 する 事」 それが 愛 だ、 それ 以外の もの は 愛で はない と。 また 此 感情 は 人格 

を 解放し、 保持せ しめ、 深から しむる もので、 天才の 貴き^ 業を鈹 吹す る もの。 かの 人格 を 下劣に し 

放 ほなら しめ 減損せ しむろ 一 時 的な 肉感的の 愛と は 正 反對の ものである。』 (カイの 論文 『婦人の 道徳』) 

瑞典 のこの 人 思想家 は、 また わ づかニ 行の 文句に、 結婚と 録愛 との^ 係 を斷定 した。 曰く II 

『成規 の 結婚な しにです らも、 戀愛 は道德 的で ある。 しかし 戀愛 なしに は 結婚 は 不道德 である。』 (同 

わたくし は大膽 なる これらの 斷 言 を 引用す る ほかに、 この 點に 就いては 蛇足 を 添へ たくない と 思 

ふ W 

結婚 は戀 愛の 墳墓 だと 言 ふ。 それ は 前に も 述べた 通り、 戀の 花やか さ 美し さ だけが 結婚 後に 於て 消 

滅 するとい ふ 意味に 於て、 確かに 半面の 眞理を 語って ゐる。 しかし 塽墓 だと 見える の は、 實は死 減の 

境^で はなく して、 外面 的であった ものが 內面 的と なり、 その 深さ を^す と共に 潜在的 性質の ものと 


なった ので ある。 結婚に よって 消滅す る やうな 戀は、 それ は單に 肉感的な 一時の 遊戯 か 洒落 かで あつ 

たに 過ぎない。 眞の 魂の 生活にまで 喰 ひ 入った 人格 的 結合の 欲求ではなかった ので ある。 もとより.^ 

m 々々朝に ゆ ふべ に 二人が 鼻突き あはして ゐる 結婚 生活に 於て、 最初の 浪漫的 戀愛 時代の やうに、 桕 

a る ごとに 胸 とどろかして 居て は 第一 いのちが 繽 かない。 その 戀愛 はおの づ から 變 じて 潜在的 内面的 

う ま 

とならざる を 得ない わけ だ。 外國に 居て 久し 振で 食 ふ 米の 飯 は 山海の 珍味より 突 味い が、 n 本で^！ W 

喰って 居れば 何とも 思 はない。 それ は 決して 米に 飽 いたので もなければ 嫌って ゐ るので もない。 否な 

米に 對 する 愛着 はます 深く- 2： 在 的と なって 居る ので ある。 夫婦 問の 愛に も 確かに さう いふと ころ 

が ある。 

しかし 危機 は往々 にして 此 際に 結婚 生活 を 脅かす。 ちゃう ど 米の 飯を棄 てて 鹽か^ や 雲丹に 箬を附 

ける やうに、 よその 男 や 女に 關 係の 出來る 例の 三角 關係 『三人の 經濟』 は、 かかる 際に 生す るので あ 

る。 さきに 舉 げた ビエ ルン ソンの 戯曲の 如きが 卽 ちそれ だ。 もし その：^ 婚が眞 の戀 愛で 出來て 居た も 

のであった らば、 雲丹 ゃ鹽 から は 決して 永績 はしない ので、 また 元の 米の 飯に 歸る n が必す あらねば 

ならぬ。 唯 最初から 眞の戀 愛の 無かった 結婚に 於て は、 かくの 如き 際に 戰慄 すべき 永久の 不祥事 を昆 

る 事を覺 悟せ ねばならぬ。 ^の戀 愛でな く 精神的 人格 的 結合が^ 固で ない 場合に、 若し この^に 乘す 

る 第三者が あるならば、 かかる 結婚 生活 は、 たやすく 破壞 せられて 笾水 また 盆に 返らす、 永久に 恢復 


 38. 


せられな いだら う。 否な 甚だしき に 至って は、 今までの 結婚 關係 は單 なる 便宜上の 形式 虚偽の もの 

か、 或は 若い 時代の 一時的な 遊戲氣 分の ものであった 場合、 後に 出來た 三角 關 係に 於て、 初めて 眞に 

人と しての 充實 した 戀愛 生活 を 見る やうな 例 さ へ 桫 くない。 故人 島 村 抱 月 氏の 場合の 如き 或は 此 類の 

ものでなかった らう か。 

眞の 相思に 成れる 戀愛 結婚に 於ても、 その 一 一人の 內的 生活 はおの づ から 三つの 階段 を經 るで あら 

う。 最初の 派手 やかな 美しい 浪^的 盲 愛 は、 同棲 生活に 入っての ち 一度 は變 形し、 お 互に 自省し 

S 覺 する 事に よって、 そこに 一種の ノラ 時代 を 現出す る。 それから のち 更に 一歩 進んで、 眞の內 在 的 

戀愛關 係と なって、 本當の 自我 解放の 自由 生活が 成立つ ので ある。 かの ビエ ルン ソンの 戯曲 二 篇は、 

この 轉 化の 徑路 を、 異常なる 外的 事件 を 借りて 誇張し 喜劇 化した 物 だと も 見られ 得る。 それ はちゃう 

ど 思想お の 上に 於て、 中世の 無自覺 無批判な 宗教 的 戀愛觀 が、 一た び は 前世紀の 個人主義 によって 破 

壞 せられ、 それが また 更に 進んで、 現代に 至って 自覺の 上に 築かれた 新しき 理想主義 となり、 戀愛肯 

定 となった 變遷の 徑路に 等しい。 

かくの 如く 浪漫的よ りして 覺酲 批判に 遷り、 更に また 最後の 肯定に 達する までの 三階 段 は、 人間が 

すべての 思想 生活に 於て^ むべき 必然の 經過 である。 例へば 勞資 問題、 階級 闘爭の 如きに 於ても、 同 

様の 事が 考 へられる。 むかし 封建時代の 主從^ 係溫情 主義 は、 全然 無 自覺な 盲目的 口 マン ティ シズム 


39  


で 出 來てゐ た。 それが 前世紀に 於て 一た び マルクス 一 派の 所說に 促されてから は、 勞船ぉ 無^ iiro 

述； p となり、 世界 を 擧げて 今 現に そのために 騷 いで ゐる。 これ はま さに 兩性關 係に 於け る ノラ 時 

代に 比 亡ら るべき もので あらう。 吾々 の社會 生活が 今後 さらに 進化し 變遷 して、 今 口の 批判的 改造 時 

代よりも、 またもう 一歩 前に 踏み出す 時期が 必す 来らねば ならぬ。 それ はかの 詩人 ヰリ アム • モリス 

が考 へた やうな 巾 世 的 色彩の 濃い ギルド • ソ オシ ャ リズム の 新社會 であるか 否か は 別^題と して、 さ 

う い ふ 新生の^ 光が、 今や 漸く 地上に 現 はれよう として ゐ るので はなから うか。 

いまだ 覺酲の 第一歩 を さへ も 踏まう としな いのは、 10 目 無批判の 幼稚な 生活 だ。 全く： Z かくし をし 

たキュ ゥビッ ドの 矢に 胸 を 射られた 宵目戀 愛で ある。 美しい に は 美しい が、 共 花 はやが て 幻滅の 嵐に 

^ら ねばならぬ。 さて 次に 来るべき 自覺 批判の 時代に 於て、 自. E 解放 を 求めて 苦しみ 悶へ てゐる 車 

も、 火して 幸 幅で はなから う。 ただ 此階抆 に 於て は、 暫く 歩 をと どめて 自己 を 凝視し、 生 S を 反省す 

る 徹底的な 劎の 努力が あらねば ならぬ。 その 眞劎の 努力に よって、 一た び は 過去の 美しい 夢と して 

扱き 消された ものが、 また 新しい 生命 を 得て 更生し 復活す る。 眞の 自我の 解放 を 得る 戀愛 生活 も、 す 

ベての 民衆が 不合现 なしに 生活し 得る 新 社^も、 これらの 光榮 ある 『第三 帝 M』 は、 みな かくの 如く 

にして 地上に 建設せられ るに 至る。 
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九 結婚と 戀愛 

結婚と 戀 愛との 茧 に關聯 して 私の 念頭に 想 ひ 浮ぶ の は、 さきに 世上の 注意 を惹 いた H とい ふわ かき 

婦人の 悲慘な 最後 だ。 內 部に 如何なる 紛糾 錯綜したる 事情の 伏在し たかを も 知らす、 單に 新聞記事 を 

のみ 材料と して、 猥りに 他家の 私事 を 是非す るが 如き は 紳士と して 慎むべき だと 思 ふ。 はじめて 此報 

道が 傳 へられた 頃、 卑見 を 求められた 新聞記者に 對 して、 私 は ロを絨 して 語らなかった。 今 もな ほ 多 

く を 語らう と は 思って 居ない。 唯 H 婦人が 殘 した 一片の！ に は、 献身的 熱愛に^ ゆる 胸の 血と 淚と 

が、 あの 飾な き 文字の 行間に 滲み出て ゐ るの を 見た。 人間 は 死に 臨んで 決して 噓を つくもの ではな 

い。 あの 遺書に 現 はれた 言々 句々 に は、 彼女の 偽らざる 愛の 最後の 吿白 があった。 そこに 半 點の疑 は 

無い。 唯 それだけで 十分であった。 財產 だの 家名 だの 手鑌 だの、 色々 の 問題に 聯關 して、 周圍の 人々 

が霄 へる 千 言 萬 語と 雖も、 『愛』 と 『死』 とに よって 裏書され た 彼女の 一片の 遺書に 比して は、 眞にカ 

なきものであった。 

はした M-  U 

全 生命力 を 白熱 點 にまで 高めた 戀 愛の 前に、 遣產 とかい ふ 三十 萬 や 五十 萬の 端金が 何で あらう ぞ。 

それ はん r では 人類の 幸福の ために 頻りに 問題と せられて ゐる 私有財産に 過ぎない ではな いか。 その 

他、 法^: 上の 手铳 だの 何 だの 彼 だの 繭餘の 凡ての 些事 は、 結婚 問題に 於て 決して 重き を爲 すべき もの 
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ではなかった の だ。 『戀は 至上で ある』 • ブラウ 一一 ン グの此 一句 を 詩人の 寢ー 一一 一口の. やうに 思 ひ、 法則と 因 

ゆ、 と 形式と に^ 人た ちが 囚 はれて 居 たれば こそ、 あの 悲劇 は 生じた のであった。 否な 阀圍の 人た 

ちば かりで はない、 H 婦人み づか らも 亦 之 を 知らなかった の だ。 少く とも 周囡の 人た ちと 共に、 かか 

る 事 は 詩 や 物語に のみ ありと、 知識と して は 百 も 承知して 居りながら、 それ を眞に 自分の 生活 内容に 

まで は 取 人れ て 居なかった からだ。 一生の 些事 を擲 つて、 戀 人の 抱擁に 最後の 安住の 地 を 求め、 新生 

の歡^ を 得ようと する 確信がなかった からだ。 最初 戀 人の もとに 奔る 家出の 折に も、 位牌 なぞと いふ 

S にも 附 かぬ 物 を 持 出して たりした ところ を 見る と、 彼女み づ から もまた 世 並の 因襲 や 形式に 引 

掛 つて 居た 女らしい。 此 不徹底 さがあった ばかりに 彼女 は、 樂 しかるべき 戀 人との 三年 四 年の 生活 を 

岐路に 彷徨して、 われと わが 手に それ を臺 無しに した 揚句、 遂に 行き 詰って あの 自殺の 悲劇 を 演じた 

のであった。 

否な 私 はこん な 批評が ましい 文句 を さへ も愼 みた いと 思 ふ" 實際身 を その 境遇に S いて ゐた 彼女 當 

人に とって は、 外部から 批評す る やうに、 さう 簡單に は 解決し 得なかった であらう。 たと へば 二十 萬 

や 丘 十 萬の 私有財産の ごとき、 われら 無產 者の 目から 見れば、 いづれ 馬鹿々々 しい ものである。 しか 

しへ，！ U の やうな 不合理な 經濟 生活 をし なければ ならぬ 社 含 組織の もとにあって、 はすく そこに 得ら 

るべき 四 五十 萬の 財産が 轉 がって 居た とすれば、 弱き が 常なる 女の 身と して、 たと ひ 無意識 心理のう 
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ちに でも、 之に 對 して 食指が動いた 寧 は、 まことに 無理から ぬ 事であった。 そのほか 母と か 兄と かの 

關係、 形式 上の 手 綾、 世 §1 體、 そんな ものに も 恐らく 心を惹 かれた であらう。 よく わかって 居ながら 

それが 思 ひ 切れない、 出来ない とい ふの が、 人の子の 弱さで あり、 艰敢 なさで ぁリ、 また 人間の 悲哀 

である。 そこに また 味 はへ ども 盡 きざる 人間 生活の 複雜 味が あり、 情趣が あるの だ。 『戀』 と 『死』 と、 

殆ど 絡 對性を 有すと も 見るべき 森厳なる この 人生の 二 大事 實に 面して、 生 學問ゃ 法律 論 や 道德論 や、 

ふんな ものが 某して 何に ならう ぞ。 『愛』 は 人生の 至上 至高の 道德 であり、 『死』 は 一 切 をジャ ス ティ 

フ アイす る。 私たちね この 二つの ものの 前にた だ 首 をうな 垂れて、 驚嘆し 禮讃 する の 外 は 無い。 した 

り 顔に、 また 賢ら に、 批判が ほす る 人た ちの 可笑し さよ。 祌の 最後の 審判 廷に 非す して 何が 钊る もの 

力 

戀の 山路 は嶮 しいと いふ。 英語の passicll は、 語源に 於て 受難で あり 苦悤を 意味して ゐる。 錢は 

確かに 人生の 難行で あり 苦行で ある。 遊冶郎の 洒落で もなければ、 不良少年の 惡戲 でもな く、 眞劍の 

努力で あり 必死の 奮闘で ある。 猿 智慧で 利害の 打算 をしたり、 價の廉 ぃ旣成 品の 因襲 道德で 納まり 返 

つて ゐる 連中に、 どうして 此 心境が 解る も のぞ。 自殺と いふ 行爲 は、 たと ひそれ が 如何なる 美名の も 

とに、 或は 如何な ろ现 山の ために 行 はれた にもせ よ、 人生の 肯定 者の 目から 兑れば 確かに 一種の 罪惡 

である。 人生の 難行苦行の 途上に 自殺す る 者、 それ は 明らかに 卑怯で あるに 相違ない。 しかしながら 
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共卑 はすら も敢 へて し 得ないで、 胡-魔 化しの 其 日々々 を逡 つて ゐる おは 世に 決して 尠く はない。 心な 

らすも 奴隸の 生活に 甘んじ、 ただ 生れて 來た 惰性 だけで、 生ける屍 となって 生きて ゐる おに 比すれ 

ば、 毒 を 仰いで 命 を 絶った 彼女の 如き は 寧ろ 優れた 者で あらう。 少く とも ブル ジョ ァの 娘と して は 上 

出来の 方だった かも 知れない。 喘 ぎながら も 悶 へながら も轉 びて は 起ち、 行 詰って はまた 新 路を拓 き 

つつ、 嶮峻 なる 向上の 一路 を迪り 行く 者 こそ、 眞の强 者で あり 達人で あらぬ ばなら ぬ。 

一 〇 人生の 問題 

H 家の 事件に 關 して、 或大 新聞 は 社說に 於て 下の やうな 事 を： 一目った。 『一 繊^なる 少年お 女の 死が 端 

なく 社^の ^ 题 となって、 菘逍德 が 何う の、 新 思想が 何う のと、 宛 かも 社 含に 於け る大 题な るかの 

如くに 評判され たの は、 如何に 現代の 我が 社會の 人心が、 淺膚で 浮 調子で 不健全で あるか を立證 する 

に 足る d …… こんな 事件 は 人 §1 の 世界が 決して 珍ら しとせ ぬ。 殊に 新舊 思想の 過渡期に 於て、 その 例 

に 乏しくない』 と" 而も 共 新聞が 逸：： 十く 此^ 忭を、 一^ 兌 出しの 三段拔 きか 何 かで 特攀 大書した 事 は 

いふまで もない。 色々 の點 から： a て かう いふ 事が すべて、 今の 日本の 社 食 人心の 反映で ある 新聞と い 

ふ 物の 常態 を：： 小 して ゐ るから 面白 い 。 

わたくしが 玆に之 を 引用した の は、 それが 大新閗 の 社説であった からで はない。 今の 世に なほ a: ら 
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先 覺者を 以て 居り、 識者 を 以て 任す る 者 —— 換 -ー| 一！ I すれば 操觚 者、 敎育 家、 舉^ ；、 政治家な どと 云 ふ^ 

のうちに、 此社說 の 文字と： i じ 意 la を 抱く 者の 意外に 多い 茧を 見た からで ある G 

わかい 女の 戀と 死と が 社會の 注意 を惹 いたから とて、 たぜ それが 不健全で あり 浮 調子で あるの か。 

政治と か 軍事と かに 關 する 事で なければ、 詰らない と 首 ふの か。 國務 大臣と か 陸軍 大將 とかの 事で な 

ければ、 騷 ぐに 足らない とで も 一一 目 ふの か。 おも ふに 論者の 如き は、 かの 『女 こども』 とか、 或は 支那 

流に 『女子と 小人』 (小人と は 小兒の 意) とかの 語 を 口にして、 人間の 最も 贵き 感情 生活の 問 题を事 も 

サ アベル 

なげに 片附 けようと する 東洋 豪傑の 亞流 か、 さもな くば、 いつまでも 政治屋と 洋劍と を も 難が つて ゐ 

る田舍 者のお 仲 問 でも あらう か。 

政治 そのもの は、 藝術 ゃ宗敎 ゃ舉藝 ゃ經濟 と共に、 吾々 人 問 生活の 極めて 重要な 一 部分で ある 事 は 

言 ふまで もない。 しかし 近頃の 日本の 政界の 出來 事の やうに 何等 思想 上の 根柢な く、 唯 眼前の 利益 爭 

奪の ために 動いて ゐる 者の 駔 引の 如き、 それが 吾々 の 最も 眞劍 な內面 的の 生活と、 梁して どれ 程の 交 

渉 を 持って ゐる だら うか。 近い 一例 を 首へば、 ある 政黨の 幹事長と かいふ ものが、 反 對黨の 首領に 與 

へた 公 11 狀と云 ふ 珍品が 出た。 世 は それ を： a て、 さながら 天下 國 家の 大事 件なる かの 如くに 騷ぎ 立 

てて 居た が、 さう いふ 事に 興味 を 持つ 者 こそ、 眞に 不健全で あり 浮 調子な ので はない か。 それ は 唯 政 

攒と云 ふ 一 つの 餌 を爭ふ 猿と 狸との 喧嘩に 過ぎない からで ある。 戀に悶 へて 毒 を 仰いだ 『一 少女の 
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死』 に は、 決して 钹 や^に 見られない 貴い 深い 人 問 性が 現 はれて ゐた。 一切の 動物のう ち、 とレ ^ 

ふ 事を敢 へて する おは 人 ii だけで あろ。  一 

£2; の X ム：； ^と 云 ふ^: のい {j ど なぞ、 あとから 考へ て^れば ^極めて 詰らない ものである。 臀て前 

後， >  し-卜 n こわ， ヒ つてな 灌を^ り、 權 謀と 術数と によって 政治 界實 業界の 有象無象 を 御す るに 極めて 

巧みな^ があった。 それが 公^で あつたか 陸軍 大將 であった かは^ えても おない が、 沒 後ゎづ かに 數 

¥、 彼の 名 は の 新 生活と 全然 沒交涉 な ものと して、 今の 新人 は 恐らく 此舊式 政治^の 名 を さへ も 

「しお： 心して^ ないだら う。 S の ゆ ふべ、 八重 筏 しげる 古 塔の かげに、 戀を 囁く 名 も 無き 少女 は、 詩^ ブ 

ラウ 一一 ン グの藝 術と 共に 永逮に 生きて ゐる。 またしても 『ラヴ. ィズ • ベ スト』 の 句 力 想 さ.^ る。 

の 事 牛の 如き は、 決して 珍ら しくない とい ふ。 いかにも 御尤も だ。 しかし 珍ら しくない から 注 

E する の は 詰らない とい ふ 結論が どこから 出る ので あるか" 珍ら しくない からこ そ、 否 な 人生の^ も 

，. 3 な 現象 なれば こそ、 ^に 人生 を觀 照し 感 味しょう とすろ おの 深く 考 へねば ならぬ 事柄で ある。 H 

と、， ふ 一 少女の.：： 粒^ 件の-中には、 現代に 生きる 何人と 雖 も無關 心で あり^ない 多くの 問題が 含まれ 

て 居た。 そこ こよ 近代 人の^ 人に も 味 ははるべき 社 # 苦と 人 問 苦と、 そして 渙惱と 苦悶と が 噔ぃ影 を 

投じて 罟 たので ある。 さう いふ 事 を輕視 しょうと する 者 こそ、 『淺膚 で』 あり 『浮 調子』 であり 『不健 

全で ある』 ので はない か。 考 へても はよ、 宮士 山の 爆發 とか 大帝 國の 滅亡と か 云 ふ千载 一遇の 珍事 件 
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でなければ、 騷ぐ 必要が 無い と 云 ふ 理窟が どこに 在る の 力 

うら 若い 一 少女の 死 だから 言 ふに 足らぬ、 王侯 將 相の 言動 だから 注目す べしと いふが 如き は、 極め 

て 下 散 底なる 馬鹿々々 しい 俗 a だ。 まじめに 自然と 人生 を 凝視して、 そこに 眞 善美の 姿 を 見ようと す 

る 者の 前に、 そんな 外.. 的な 薄っぺらな ^別 は 何の 意 篛をも 有しない。 眞理の 探究者で ある 科舉 者の 

眼中に は、 英雄の 心臓 も 兎の 睪丸 も、 そこに 價 値の 差別 は 無い。 人？ 1 性の 庹を摑 まう とする 藝術 家に 

とって は、 裏店の 夫婦喧嘩 も 二 大强國 の ゆ も、 その 問に 輕 重の 差 は 毫も 無い 喾 である。 輕 重の 差 を 置 

くり は、 まだ 眞に 木^ 的 徹底的に 物 を考へ て 居ない からだ。 

クュ ネス • ダンテ レクテ ユエル  -, *  - 、 1 -、 、 」 し 

しかし これ は 私の 餘 計な 心配で あらう。 キの 日本の 『聰明なる 新人』 は、 ^子で も 女子ても 最 

早 政界の w^;tj 、つ だの、 政權 の動搖 などと 云 ふ 詰らない 事に は、 さまで 興味^ 持って 居ない。 も 少し 

徹底し^ 深い 人^ 生活、 社會 生活の 問題 を考 へて ゐる らしい。 されば こそ H 事件 は 世の 注目 を惹 いた 

のであった。 わたくし は それ を 『浮 調子』 でもな く 『不健全』 でもない 最も 喜ぶ ベ き 現象 だと 考 へて 

ゐる。 もし これが 淺膚 であり、 浮 調子で あると 言 ふなら ば、 トルストイ も イブセン もショ ォも さう 

いふ 事 を 人生の 大 問題と して考 へ て 居た 近世の 大 思想^ は、 みな 淺膚 であり 浮 調子で あると 云 ふ 奇怪 

至極な 結論に 到達し なければ ならぬ。  1 

そ 匕 こしても、 あの H 婦人の 事件に 際して、 私が 微笑 を 禁じ 得なかった 一事が ある。 卽ち 彼女が 平 


尜 深く 文 ゆ 省 を耽讀 して 居た とい ふ 事寶の 無かった 事 だ。 例の 憂國 慨世の d とか 云ふ大 先生た ち 力、 4 

いつもの； i り- 乂舉 中^だ とか、 不健全 文 舉の罪 だと か 一 W つて、 口 を 尖らして 騷ぐ絕 好の 機き が 無 かつ 一 

た 事 を、 大 先生た ちの ために 今度 は 甚だお 氣の 毒に 思った。 

一一 斷片語 

天 高く 氣淸 し。 S の 間 だらけて © た體が 引き締り、 濁って 居た 頭腦が 秋の 水と 共に 澄み渡る 嬉しい 

季節が 來た。 讀苦 生に とって は、 これが ーハヰ 中で 一 番 大事な 書入れ時 である。 わたくし も 秋の この 夜 

Ik を、 さう 何時までも 世間話 をして ゐる譯 に は 行かない。 書き かけた 此題 ほに 就いても、 なほ 言 ひた 

いと 思 ふ 事 は 甚だ 多い が、 それ を玆に 順序 だてて 論じて ゐる餘 暇 は 無い。 いま 念頭に 浮ぶ 事柄に 就い 

て 思 ふところ をた だ斷片 のま ま 書き 附け て迢 かう。 

男 も 女 も、 お 互に 個人と しての 人格 を 基礎と して 結合す る。 一方が 他 を奴綠 扱す るので もな く、 物 

品 1 する ので もな く、 さりと てまた 歐洲屮 世の 女人 讃 仰の やうに、 神の 如く 尊崇す るので もない。 雙 

方と もに 平等な 人格と 人格との 結合が、 戀愛 であり 結婚で ある。 もし さう でない 場合に は、 その 性的 

^係 は 主人と 奴， 隸 との 如く、 顧客と 商品との ごとく 或は 牝馬 を 種馬との 如く、 個人と して 旣に 一た び 

覺醒 した 近代 人の 目から は、 それ は 甚だしく 非人間的な 非 倫理的な 性的 關係 である。 だから 八 マ 日の U 


本に 於け るが 如く、 『可愛がる』 『面倒 を a て やる』 『やさしくする』 などの 語に 對 して、 『旦那 様のお 氣 

に 入る』 『可愛がられる』 などの 言葉が 存立し 得る 如き 性的 關係 (殊に 夫 ^ 關係) は、 そこにた とひ 如 

何なる 愛情が 存在しょう とも、 それ は 飼主が 愛 犬に 對 する 愛情、 或は 资本家 が 賃銀 奴 隸に對 する 溫 

情と 異なる ところな きもので、 眞の 人と 人との 問の 道德 的な 關係 ではない。 かの 女性に 向って、 唯溫 

良 貞淑 をのみ 說 かんとす る 者の 如き、 多く は 扠隸の 道德を 異性に 强 ふるの 結 * に 了る。 多年の 此惡弊 

は 今 曰の 多くの 婼 人の 間に、 『媚びる』 とか 『甘へ る』 とか、 『じゃれる』 とかい ふ 飼犬 や 飼 猫と 共通な 

性情 を さへ、 具有せ しむる に 至った 悲しむべき 事實を 見る ではない か。 

近頃 は 性的 教育と いふ 事が、 一部の 人々 によって 高唱 される。 いかにも 結構で あらう。 しかし それ 

は單 に 生理 上の 知識 を 授け ると い ふが 如き 事 のみで はなく して、 右の ごと き 性的 倫理 に 關 する 教育 を 

も 必要と はしない か。 殊に 日本の やうに、 處 女の 貞操が 男子の 不良 性 放埒 性に よって 容易く 蹂躪 せら 

れる ことの 多い 國 では、 人格 的 結合と いふ やうな 思想の 注 人 は、 何よりも 急務で あらう と 思 ふ。 わた 

くし は 一 代の 風紀 肅正 のために これ を 言 ふ。 

戀愛 は奴隸 にあらざる 者の 自發 的な、 自. M 意志に よる 自己犠牲 では あるが、 同時に それ は 相手 を獨 

占しょう とする 所有 慾に 驅られ て 動く。 身 を も 心 を も 捧げて 自己 を犧牲 にして ゐる 他の 半面に は、 最 

も强く 自我の 欲求と いふ ことが 働いて ゐる。 一 切の 逍德は 結局み な 自己の ためにす る もの だとい ふ 古 
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くからの 舉說が あるが、 戀 愛に 於ても 著しく この 感が ある。 それ は 要するに 相手 を 『所有』 しょうと 

する 熱望から 來 るの だ。 當然 の結艰 として 一夫一婦の 制 は 性的 道德 から 見て 永久に 正しい 形と して 存 

^する。 この 點は エレン • カイの 如き、 自 .5 な 考へ方 をす る 人で も 認めて ゐる ところで ある。 ^女. いづ 

れか 一 方が その 愛 を 更に 他に 割く 場合、 卽 ちかの 所謂 『三人の 芝居』 或は 『永久の 三角形』 に 於て は、 

その 一方 は必す 駄洒落 か 遊戯的 氣 分の もの か、 しから すん ば^に 形式と 因襲との ために、 或は 他の 利 

^關 係の ためにせ る 虚偽の 性的 關係 として 斷絕 せらるべき もの だ。 極めて 稀に 戯曲 や 小說に 見られる 

(近代の もので はない が) やうに、 眞の 愛が 二つに 割かれて、 完全な 三角形 をな してね る 場合の 如き 

は、 それ は 恰も 一人の 兒を產 むの が 常態で ある^の 人間に、 雙生兒 が 生れる と 同じく、 むしろ 運命の 

恐る ベ き惡戯 と： a る の 外 は あるまい。 

しかし 人 問が 進化 I 社會が 進化す ると 共に、 戀愛も 結婚 も 亦 進化す る。 それが この 上、 如何なる 方 

向 こむ かって 進化す るか 又 進化すべき か は、 令 日に 於て 私たちの 豫 言し 得ざる ところで ある。 たと へ 

ば. Mr の 戀 愛觀の 背後に 在る のと 似た 『所有の 欲望』 が、 財産の 事に 關 して 非常な 變 化を受 くべき 共 

^社會 などに 於て は、 性的 關係 もまた 一 夫 一 婦の 原則 を變 十る であらう か。 かの 英國 文壇 最大の 作家 

で、 近 はまた 頻りに 論垴の 人と して 活躍して ゐる エル ズの 如き は、 共 產社會 に 於け る 一夫多妻、 

多 夫 一 妻、 成 は 離婚の 如き 形 を も 認めて ゐる やう だが、 私と して はな ほそ こに 色々 な 疑問が あり、 全 
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く 反對の 見解 を 持して ねる。 唯 ？1 くまで も 一夫一^ を原刖 としながら、 性的 關 係の 離^が 今よりも も • 

つと 自. E な ものに 變 化する だけで はない かと 思 ふ。 少く とも 現代の 性的 道徳から 考 へれば、 さう とし 

きゃ考 へられな いので ある。 人格 的 結合に 於け る對 者の 所お と、 單に 物質 上の 意味の 所^と は、 その 

本質に 於て 甚だしく 異なる ものが あるから だ。 

近代劇で この 戀 愛と 結婚との 關係を 主題と した もの は、 兀づ イブセン を 第一人者 として、 北 歐の諸 

作家に^ だ 多い のみなら す、 最も 家族 主義の 色彩の 濃い 怫蘭 西に 於ても、 H ル茅ュ ゥゃ ブリュ ゥゃ、 

その他 多くの 劇作家の 題 村と なって ゐる。 しかし この 問題に 就いて 最も 深く 突 込んで、 心 ゆく ばかり 

辛辣な 皮肉 味 を： ^せて ゐる^ は、 何とい つても 矢張り 英吉利の G*B*S であると 思 ふ。 彼の 大作と 言 

はれて ゐる 『人と 超人』 はいふまで もない が、 『戀を 漁る 人』 など は、 イブ セ ン 式の 倘人 主義の、 

も 一 つ 裏を搔 いた 物で、 極めて 突飛な 浪漫的 人物 チヤ ァタズ を 中心とした 戀の 鏈れが 面白い。 また 

『給 婚』 に 至って は、 筋 もなければ 主人公 もない 桢 めて 變 挺な： 幕 物、 何の 事 はない、 大勢の 男女 

が 集まって 結婚 問題 討論 會を やって ゐる やうな 物 だ。 一夫多妻 を 主張す る^も あれば、 一妻多夫 を 望 

む 者 も ある。 殊に 一 定の 期間 だけの 結婚 關係 を. 干： 張す る說 なぞ も隨分 奇拔な ものである。 作^ はこれ 

らの 問答 を 通じて、 さながら 怿 猫が 鼠 を 弄ぶ が 如くに、 今 E の 制度と しての 結婚 を 皮肉って ゐ る。 ふ 

ざけ てゐ るの か 茶化して ゐる のか、 また 攻麟 して ゐ るの か見當 の附 かない やうな 中に、 現 社會の 一切 


51  


の 制度に 對 する 作お その 人の-:: i 烈なる 諷^が あるの だから 偉い。 しかし ショ ォは、 とにかく ^姘を $„1 お 

事 者の 意思に よって 決する 事 を 常例と せる 英國 の社會 を 兒て すら、 あんな 苛烈な 疝撃を 加へ た。 娇嫁 一 

を さながら 犬 猫の 造り 取り M 様に して ゐる n 本の 結婚 を毘 たなら ば、 彼 は 果して 何と 一一 n ふだら うか。 

嫁に やる、 養子な 貰 ふ、 婿 をと る。 さう ぃふ霄 葉 は 明らかに 封建時代の 遗物 として、 今 n も涡 盛ん 

に 行 はれて ゐる。 ひどい のになる と、 婚 嫁の 事 を 『片づ く』 とか 『かたづける』 とか 一一 一一 c ふ。 まるで 女 

を 古道具 かがらく たと でも 心得て ゐる らしい。 苟も 人格 ある 人 S1 を、 家名と か財產 とかのた めに、 犬 

猫 や 翫弄物 や 古道具と！： じく、 やったり 取ったり 貰ったり 片 づけたり する こと は、 何と 考 へても 野^ 

だ" 人が 人と して 生きる 可き 新 生活に 於て、 斷 じて 許すべからざる 野蠻 である。 さう いふ 野赞な 首 葉 

を 現代語から 取り去る 前に、 さう いふ 風な 考 へ 方 を も先づ われわれの 生活から 除去し なけ れ ば な ら 

ぬズ 何も それ は 日本の 封建時代 ばかりで ない。 西洋 だって 昔 は 同じ 様な考 へ 方 をして ゐた。 現に モォ 

ゼの 十戒の なかの 文句に も、 『汝の 隣人の 妻 及び その 僕、 婢、 牛、 驢馬なら びに 凡て 汝の 隣人の 所^物 

なべ，" る 勿れ』 と  一 口に 一一 r. つて 了った ところ を 見る と、 女房 も 家畜 も 逍 具 も呰问 列に あつたの だ。) 

親の ため^の ためと あらば、 身 をう き 河 竹の 流に 沈める 事 を も 『孝』 なりと したの が 封 遮 時代で あ 

つた。 今 U でも、 西洋の 娟婦が 自分自身の 墮 落から 身 を 沈めた 女の 多い のに 反して、 日本の 齊笑： ^に 

は、 親の 酒代 や^代の ために 或は 『家』 の 窮乏の ために、 身を賫 つた 『孝女』 が 多數を 占めて ゐると 


いふ 驚くべき 察^ は 何と 见る 可き だら うか。 ゎづか 一度の 『見合 ひ』 をした だけで、 戀し とも 思 はす、 

fi れた とも 思 はぬ！： 力に 終生 を 託す ベく、 父兄に よって 或は 周圍 によって 餘骸 なくさる る 憐れむ ベ き 女 

性と、 かくの 如き 賣舂婦 の 『孝女』 との 間に 如何なる 距離が あるか、 如何なる 本質的 差異が あると 思 

ふの か。 若し かくの 如くに して 女が 終生 生： おの 安固の 道 を 知る の だと すれば、 さう いふ 結婚 は 明らか 

に 終生の 寶淫 生活で はない か。 

叙の 讎、 主君の 仇 を 討つ と あらば、 家宅侵入罪 を も 殺人罪 を も 罪な りと せす、 却って 之 を 美談と し 

て 賞揚した のが、 封建時代の 逍徳觀 であった。 今 は 法律が それ を笾 じて ゐて も、 猶 さう いふ 事が 一種 

セ ン ティ. <  ント 

の感 怙 として n 木 人の 胸奥に 殘^ し、 それが & 々の 場合に 累を爲 して ゐる事 は、 憂 ふべき 現象で あ 

る o 

何か變 つた^が あると、 直ぐに 文學 中毒 だ、 新 思想 感染 だと 騷ぐ。 文舉 とか 思想と か を、 まるで 病 

毒 か徽菌 とで も 心得て ゐる らしい。 しかしながら W び 思へ、 今日の 日本に は、 如何に 多くの 舊逍德 中 

毒、 因襲 中毒の 患者の 存す るか を。 また： 史に 見よ、 舊 式愛國 心中 毒、 形式 中毒、 法律 中毒の 患者が、 

文舉！ ：- 毒 者な どよりも 遙 かに 多 數 なりと いふ 事實 を。 そして これら 無數の 患者が、 今や 新しき 人文 生 

活の 領域に 向って 驀進 せんとしつつ ある n 木 をして、 悲しむべき 半身 不隨の 半^人 狀態 に陷れ てゐる 一 

ことに 氣附 かないの であるか。 毘に かひ H 事件の ごとき、 明らかに 當人 とその 周圍の 者との 因襲 屮 タ 


毒、 法 体屮^ が、 一人の わかき 女性 をして 自殺せ しめたの であった。 

簡單 なる：^ 合 ひ ^婚 からで も、 後に はおの づ から 愛情 を 生す ると；；： -1; ふ U 如何にも 御尤も だ。 しかし 

忘れて はたらない、 その 愛情 は、 设初 何等の 人格 的 精祌的 結合に よらす して、 純然たる 肉體の 性交 か 

ら發 足して ゐ ると いふ 恥づ べき 事實 を。 牝馬と 種馬との 交尾と M じく、 性慾 滿 足と 子孫 繁殖の 要求と 

が、 かかる 性的 關 係の 主要部 を^: めて ゐる。 もとより 異性の 接觸 であるから、 よほど 甚だしい 忭 格の 

相異 でも 無い かぎり、 一 一十 年 も 三十 年 も 無理やり にくつ 附 けて 置けば、 さう 毎日 啶 嘩 ばかり をして ゐ 

る譯 にも 行くまい、 自然 そこから は 多少の 人 il らしい 愛の 湧き出で る こと も 無いで はなから う。 然し 

さう いふ 結娇^ は、 後に 至って その 初夜の 事 を 回顧せ よ。 その 刹那のお のれの 心的 狀 態が、 如何に 獣 

的な 非人間的な もので あつたか を 顧みて、 根 然として 自ら 恥ぢ ざる 者が 果して 幾人 ある だら うか。 殊 

に 女に とって は 天地に も かへ 難き 處 女の 誇が、 心なら やも此 獸的耍 求の ために、 北 ハ 夜無慚 にも 奪 ひ 去 

られ たのであった。 『もう 仕方がな いわ』 とい ふ 所から、 引きす り 引っぱられて 十 年 二十^い つと はな 

し同梭 して ゐる うちに、 多少 は 人間ら しい 愛 も 生す るので あらう。 犬 猫で すら 毎日. Si 右に © いて、 長 

く 飼って 置けば 可愛くなる のが 人情 だ。 しかし それが 果して 自覺 ある 人間と 人 問との 莨の 戀愛 生活と 

同一 視 せらるべき もの だら うか。 夫婦の 愛の 生活の 第一 夜：— その^ 一  歩 を先づ 畜生道 から^み 出し 

たもの を、 私 は 名 づけて 強姦 結婚、 和姦 生活、 寶 結婚な りと 云 ふので ある。 わら ぢ千 足で 事 を 巧く 
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運んだ とい ふ 得意顔の 月下氷人なる もの は、 實に 憎むべき pander ではない か。 親類 緣 者が 集まって 

果して 何が 芽出度い のか 知らないが、 與じ騷 ぐ その 夜半、 命に も 代へ 難い 處 女の 貞操 を、 心に も あら 

す 蹂躪ら れる 可憐の 女性の 淚を 何と 昆 るので あるか。 それ は 祝 ふ 可き 結婚式で はなく して、 呪 ふ 可き 

強姦 式で ある。 ハイカラに 新婚旅行 をす る 程の 人た ちに はこの 憂 も あるまい が、 それでも 若し 戀 愛が 

無ければ 立派な 强姦 旅行で ある。 これ を 口にする だに 筆に する だに シ 3 ッ キング だと は 感じない の 

力 

もとより 私 は ^八 ！： ひ 結婚の 全部 を 否定して ゐ るので はない。 戀 は神祕 である。 a ォ ミオと ジュ リヱ 

ッ 卜の やうに、. ペレ ァスと メリ サンドの やうに、 一目 見て 戀の 成立つ 場合 は 極めて 多い。 否な、 沙翁 

ゃマァ 口 ォの首 葉 を 借りて 言へば、 『戀 せし もの 誰か 初めて 昆し 時に 戀せ ざり しぞ』 (『鉀 意の まま』 第 

三 幕 五 齣)。 a あ ひの 時に 此た ふとき 戀を 得た 人 は、 それ こそ まぐれ 當 りの 仕 合せ 者で ある、 惠 まれた 

る 少数^で あらう。 何と なれば 共 と 女と は 初夜の 畜生道な しに、 立派な 人間ら しい 戀愛 生活 を 以て 

終始し 得る からで ある。 

『除外例の 無い 法則 は 無い』。 世に まぐれ 當 りの 果報者の 多い と 同じく、 まぐれ 當ら ざる 不幸な 人 

が、 戀愛 結婚 をしながら 破鏡の 嘆 を 見た 例 も 無論 尠く はない。 しかし 人間と して 人間ら しい、 そして 一 

畜生ら しからざる 正道 を 歩みながら、 而も 失敗った らば、 そ は 天な り 命な り、 また 如何と もす ベから 5 


ざる ものである。 結婚 は 確かに 人生の 大きな 胃險 だ。 芷 近に 働いても 貧乏し、 養生しても 病氣 する か 

ら とて、 ^初から 怠けても 不養生しても 可い とい ふ 法 は あるまい。 今の a 合 ひ 結婚 を^ 歌す る 者の 如 

き は、 石 をつ めた 孅詰 を寶っ て^ 富 を 致した 富豪の 仲 問が 多かった からと て、 それ を^ 歌す る 者と 同 

じく、 まさに 畜生道の fi 突^で ある。 私の 言葉に 一言半句の 言 ひ 過ぎ はない。 

^ゆ A 給 婚が必 すし も 幸福に 終る もので ない とい ふ反證 として、 ある 人 は 一度 情死 を 企てた^！ H 志の 

^娇 生^が、 結局 終 を 全うした 例が 無い とい ふ 事 莨 を 指摘して ゐ る。 馬鹿々々 しい 論法 だ。 ^林 子の 

心屮物 以來、 どの 例 を： a て も 情死し ようとい ふ 程の^; に は、 その 性格 や 環境の 上に いつも 尊^なら ざ 

る 大きい 缺陷が ある。 さう いふ 缺陷は 情死 未遂の 後と 雖も 決して 無くなって は 居ない。 殊に また 一た 

び 心 巾と いふが 如き 危機 を 通過した 事に よって、 さう いふ 戀愛關 係 は 一 種 異様な 衝擊を 受けた 後で あ 

る 事 を もお へて 兑 ねばならぬ。 情死 来遂 者の 如き、 そんな 苦しい 特異な 例 をまで 引つ ばり 出して、 因 

^的"」：：：：： 的 結娇、 非 文化的 非人 Si 的 結婚 を， 辯 護し、 戀愛 至上 主義の 結婚に 反對 しなければ ならない と 

いふ 理由が^ して 何處 にある のか、 必要が 何虚に 在る のか。 それ 程までに 苦勞 をして、 愚に もっか 

ぬ 形式と 因襲に こびり 附 いて 居たい のか。 

結 姙は當 事 者の 意志に よって 決せられ ねばなら ぬと， これ は 少し 物の 解った 人の 言 ふ 事 だが、 や は 

り駄 nr た。 意志 は戀 愛で はない。 動もすれば^ 名 ゃ財產 や 因襲の ために も、 _ その. お 志 は 左右 せられて 
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ゐる。 たと ひ 自分が 求めて した 結婚で あっても、 その 人の 動機が 全く 純正な 戀愛 以外の ものであるな 

らば、 逍德論 はしば らく 训 としても、 さう いふ 結婚 生活 は 決して、 夫婦の 人格 を 完成し 生活 內容 を充 

實せ しむる もので はあり^ない。 ジョ ォヂ *メ レディ スの小 說には 厘 次 さう いふ 結婚の 不幸が 描かれ 

て ゐ る 。 女の 英雄 崇拜 熱と か 誇と か 富と か 或は 交際社^の 體而 とか、 凡 て 純なる 戀愛 以外の ある 動機 

から 成立った 夫婦生活の 慘狀 を、 此 作家 は その 獨 得の 驚くべき 愦緻 深刻な 心理 解剖の 筆 を 以て、 『ォォ 

モ ント 卿と アミ ンタ』 や 『驚くべき 結婚』 などの 作の 女主 人 公の 身の上と して 寫し 出した。 最初 その 

動機と なって 居た ものが、 結婚 後、 時 を 經て變 化し 或は 消滅した とき、 全人格 的 精祌的 結合の ない 夫 

fe^ 係が、 极 本から 破壞 せられ 颜 锾 せられる の は當然 の 結 * である。 

純なる 戀は 至上 至高の 美で あり 善で ある。 父兄の 前に 師友の 前に 公言し^ら れ ないやうな 穢れた 道 

ならぬ 戀を する 女、 或は 公言し 得べき だけの 正しい 戀 をして 居りながら、 封建時代のお 姬 様の やう 

に、 頸筋から 眞赤 にして 口 を もぐ，^ させながら、 それ を 父兄の 前に 立派に 公言し 得る だけの 勇 M の 

ないやうな 意氣 地な しの 女 は、 共に 皆 新時代の 新 生活に 於て 劣敗 者た るべ き 事 を覺悟 せねば ならぬ。 

さう いふ 女 は 自分で 自分の 生活 を 建設す る だけの 能力 を缺 ける 低能者で あるか、 然ら すん ば 今 もな ほ 

戀愛を 、『不義』 とか 『劣情』 とかの 同意語な りと 解せ る 時勢 後れの 扠隸 婦人で あるから だ。 

日本 は 世界の 文明 國中 最も 離 峤數の 多い 國 である。 それに は 色々 の 原因が あらう。 しかし 戀愛を 無 
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視 した ra^ 的^^ 法が、 その 最も m, 大な^ 因の 一 つで ない と 誰が 言 ひ 得る だら う。 

自分が 好いて 自分が 選んだ 結娇闢 係なら ば、 それが うまく 行かない 場合、 自分自身に その 全責任が 

ある】 出來る だけの 努力 をして、 現在の 結婚 生活 をより 良き ものにしなければ ならぬ とい ふ 熱意 も、 

亦お のづ から 生す るで あらう。 最初から 自己 以外の ものが 取 計らった 結合 なれば こそ、 いづれ 合 はせ 

も の は 離れ もの だとい ふ 流钣で , 離婚の 不祥事 は 腫 を 接して 起り 来らざる を 得な い 。 

あるお い 小 舉敎師 が 同僚の 女 教員と 戀に 落ちた。 それ は 面目な 淸ぃ戀 であった。 ふたり は 遂に 立 

派な 結婚 をした。 しかし それと 同時に 辭 職して、 他に 轉職 しなければ ならなかった。 それ は 苟も 人の 

師^た るべき^ のすべき 事で ない とい ふの ださう だ。 兑ぁ ひで 出来た 凌辱 結婚、 和姦 結婚 ほどに 正當 

な もので ない と 認め られ たからで あった。 

こんな 風に、 正しい ものが 不正と 認められ、 不正な ものの 方が 正しい と 認められて ゐる。 それが 今 

の多數 者の 生活 だ。 認める 者の 目玉の 方が 正しくない ことに 氣附 かないの である。 

さう いふ 逆.^ かかりの 目玉 を 持った 者が、 敎育を 論じ 風紀 を說 いて ゐる。 滑稽 どころ の騷 ぎで な 

い。 もう 悲釗 だ。 

これ は戀 愛と いふ 問 题に關 係の ない 話 だが、 序に 言 はう。 敎育 家の 事 をい ふとき、 世人 I ことに 

敎 育^の 行政 監^の 任に 當 つて ゐる 俗吏 輩な どが、 動もすれば 『苟も 人の 師表た るべき 者が』 と 言つ 
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て 教師 を 責める。 さう だ、 如何にも 教育家 は 世の 師表た るべき 者で あらう。 しかし 今の 世 問 は 如何に 

高德の 教育家 ありと も、 貧乏で 正直で 馬鹿で 勤勉な 教育家な どを斷 じて 師表と はしない ので ある。 今 

日で も 中 江 藤 樹ゃ吉 田 松 陰ぐ らゐな 男 は、 隱れた 村夫子の 中にはい くら も ある。 否な、 すべての 學校 

• の 先生 は、 今の 政治屋と か實業 家と かいふ 下等な 人物に 比するならば、 皆 立派に 藤樹 的で あり 松 陰 的 

である こと は斷言 せられ 得る の だ。 しかも この 多くの 藤 樹的松 陰 的 人物 は、 何も わからない 法 學士の 

知事と か 郡長と かいふ 俗吏に よって、 或は 學務娄 おとかい ふ ものに よって、 土芥の 如くに 蔑視 せら 

れ、 その とんちんかんなる 命令に さへ も 屈 從を餘 俵な くせられ てゐ るので はな いか。 それで 『世の 師 

表』 も 何もあった もの か。 『師表た るべき 者』 を 師表と しない 日本 なれば こそ、 知事の 牧賄 事件 や、 議 

员 清 職 沙汰で、 國を 擧げて 百鬼夜行の 道德的 無政府 狀態を 現出して ゐ るので はない か。 世^ は 決して 

貧乏で 正直で 善良な 學 校の 先生な ど を 師表と はしないで、 十分に 之を輕 蔑し 虐待し 無視して ゐる。 舉 

校の 先生の 爪の 垢で も 煎じて 飮む 程の 殊勝 さが あ パ ば、 今の 日本 は道德 的に もっと 進歩し 改善せられ 

て ゐる窖 である， - 泥棒、 詐欺師の は、 似 をして まで 私有財産 を 蓄積せ る 資本家、 自らの 非 を 百 も 承知で 

居ながら、 づ うくし くも 議會 で、 答 辯に なって 居ない 答 辯 をして 平 氣な顏 の國務 大臣 ：.：• ならべ 立 

てれば 際限 もない が、 そんな^; ども を こそ、 いま 世 はまた となき 師表と 仰ぎ奉って ゐ るの だ。 『師表 

たるべき 者』 を 毫も 師表と はせ すに 居りながら、 『師表た るべき 者が』 と 言って 責め立て たって、 それ 
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が^して 何の 役に立つ と 思 ふの か。 

ながい 秋の 夜 も 更けた】 しづかに 蟲の 音を聽 きつつ 戀を 語らう と 思って きかけ た 話が、 妙な 所へ 

飛んで いった。 ここで また 思 ひ 浮んだ 事 を も、 二つ 三つ 書き 加へ てこの S 談議を 了ら う。 

一二 ぇぴ ぐ 

ある 羅ぉ 人が 細君 を 離別した。 友人が それ を 責めて 言ぶ に は、 『女が 操 を 守らなかった のか、 美人で 

なかった からか、 子供が 出來 なかった からか』 と。 その 維 馬 人が 之に 答 ふるに、 自分の 穿いて ゐる靴 

を^ 出して、 『どう だ、 新しくて 好く 出 來てゐ る だら う。』 さう 言って 更に 一一 一一！： 葉 を 足した。 『しかしね、 ど 

こが 痛い のか 君た ちに は 分るまい。』 

これ は プル タァク の 英雄 傅に ある 名高い 話 だが、 よそから； a て、 ^貌 健^ 血統 品行 財力 家柄、 そん 

な條 件が いくら 揃って 居た つて、 ^女 問が うまく 行べ と は 限らない。 わきから 考 へて 巾 分の ない の 

が、 どうかす ると、 破鏡の 嘆を兑 たりす る。 戀は 思案の ほか だ。 相愛す る 魂と 魂と が 相觸れ て、 祌祕 

の 調 を 奏でる 幽玄の 一 境が そこに 在る。 この 玄妙 不可思議の 一 境に 入って は、 あばた も蹈 であり、 醜 

婦も 美人 だ。 手鍋 投げても と 言 ひ、 戀 に上卩 はない と 言 ふ" 理 と 評價と を超絕 した 世界 だ。 みな 

うまが 合 ふから だと 一一 一一：： ふが、 然らは 其う まと は何ぞ や。 外の ものに は 分らない 生の 祌秘 だ。 唯戀 する 


ふたりの みが それ を 知って ゐ る。 

修道の 高士に も 劣る まじき 淨ぃ 純な 心 を 持った 者で なければ、 本 當の戀 は出來 ない。 酒と 女に 身 を 

持ち崩した 成金が 或^、 一度で も 可い、 心から 女に 惚れて 見たい と 言った さう だ。 物慾に のみ 顿 使せ 

. られ猿 智慧 のみ 働いて ゐる やう な賤し い 心に、 美しい 戀の 花が^ くと 思 ふの か。 

ひとりの 女との 戀を 遂げてから、 また 次の 女へ 行く 人が ある、 花から 花へ と 移って 行って、 甘い 蜜 

を 吸 ふ 蜂の やうに。 

佛蘭西 人の 書いた 物に 面白い 句が あった、 世^で 一番 女 を 知らない 人 は 逍樂者 だと。 次から 次へ と 

多くの 異性 r て 愛する 人 は、 一 人の 異性の 戀を さへ も 十分に 嚼 みしめ 味 はひ盡 くさす に 終る 不幸な 人で 

はない か。 一夫一婦の 制 は 人間が 勝手に 栴へ たもので は あるが、 人生の 享樂 とい ふ 立場から： a て も、 

戀を味 はふと いふ 立派な 意義が あると 思 ふ。 (殊に 男女が 共に 平等の 人格で あると a るなら ば、 一 夫に 

對 して 一 婦と云 ふ 事が、 不合理な しに 必然の 原則と なり 得る の だ。) 

あわびの 貝の 片 おも ひ、 振られて 熱くなる とい ふ 『火事場の まと ひ』、 さう いふ 片戀 もまた 悲しい 戀 

では あるが、 た ふとい 戀 である。 又た とひ 片戀 ではなく とも、 周圍の 事情に 妨げられて 添 ひ 遂げな か 

ゥた戀 も、 また 史 に^: き戀 であらう。 さう いふ 不レ 遂戀 を、 過去の 美しい なつかしい 夢の やうに、 死ぬ 

まで 自分の 胸の 奥に 祕め、 それ を 心の 聖 殿に ゆらめく 御燈の やうに して、 かたく 終生の 宽貞を 守る と 
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いふ こと は、 人と して 決して 不幸な 生活で はない。 心に も あらぬ 寶^ 結婚 を强 ひられて、 身 を も 魂 を 

も穢す 愚な ものの 一 生より は遙 かに 美しい。 

『愛して 愛 を 失った の は、 全く 愛しなかった よりも、 すぐれて ゐる』 と は 詩人 テ 一一 ソンが 『イン *メ 

乇 オリ アム』 に 言った 有名な 句で ある。 

初戀は 純の 醉なる もの だ。 それ 切りで 終る 人 は 誰よりも 幸福な 人 だ。 しかし 人 はいくた びで も戀を 

する ことがある。 後の 戀を する 時に、 前の 戀人 は棄 てられる、 或は 破鏡の 嘆 を 見る であらう。 その 

0. 棄 てられた 者の 方 を 皆が 氣の毒 だとい ふ。 * して さう であらう か。 素 てられた 者が なほ 棄 てた 異 

性 を 愛する 心 を 失はないなら ば、 棄 てた 者 こそ 損 をして ゐ るの だ。 ブラウ 1 一 ングが 歌った 女王 クリス 

クヰィ ン 

ティ イナ は、 曾て 戀 したお を粲 てた。 それでも 與 はな ほ 女王 を 愛して 居て、 かう 言った。 

Such  am  I:  The  secret  s  mine  now! 

ひ he 1  一 as  lest  rne, ト huivc  valued  一一 cr; 

iKr  sours  mine:  J5(l  tlius,  gro-wr-  p(Tfc--t, 

I  shall  pass  my  life 一 s  remainder. 

Br ミ v-llng.  Qlrmmai  vii> 

われ 斯 くの 如し、 いまわれ 秘奧を 得たり。 
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彼女 われ を 失 ひ、 われ 彼女 を^た るた リ。 

彼女の 魂 はわが もの。 かくて * きものと なりて • 

われ は 餘生を や； I、 りむ 

彼女の 肉體を 如何にも HI 力 は 失ったら う。 しかし 女王の 魂 だけ は、 目と h を ^か はした 刹那に、 旣に 

男の ものであった の だ。 5?： は旣 にこの 戀 によって 自己 を 捣 大し 完成した のであった。 その 儘で その 戀 

を 自分の 胸から 離さす に 一 生を迗 り 得るならば、 棄 てられた^ の 方 は 幸で ある。 失って 儲け、 負けて 

勝った 方の 人で ある。 幸 不幸 を單 なる 『所有』 や 外觀ゃ 物肾で 批判す るの は 俗流の a、 言 ふに 足りな 

い。 人は繫 性の 悠久、 永遠の 生命 を 思うて 禍福 を剁ぜ ねばならぬ。 また 棄 てられた とて 棄 てた 者た 呪 

つたり、 かかいた りする 者に 至って は 裏店の 女房の 亞 流で、 それ は 沙汰の 限りで ある。 

わたくし は甞て 文藝が 苦悶の 象徵 である こと を說 いた。 生の 欲求が 內 外から 色々 な 抑壓を 受けて、 

それが 心的 傷害と なり、 其^ 害から して 夢幻が 象徵 的に 構成 せられる。 內部 生活に 於け る 心の 傷 手が 

聲 となり 形と なり 色と なって 象徴的に 表現せられ ると き、 そこに 文藝が 出来る。 殊に 生の 欲求のう ち 

で 何よりも 力強い 性的 關 係に 於て、 この 現象 は：^ も 著しく 現 はれ、 生きと し 生ける 一切の 物に は、 性 

慾に 极 ざした 藝術的 表現が a られ る。 春の 野に 歌 ふ 鳥 も 唤く花 も、 その 聲 とその 色と は 生殖 欲望の 象 

徴に 外ならぬ。 奥山に 紅葉 ふみわけ 鳴く 鹿 も、 自分の 生命の 燃燒 そのものに 身 を 焦がして 發光 する 螢 


火 も、 "1 爛の翼 を 誇りが ほに 舞へ る 孔^ も、 それ はみ な 凡て 強烈なる 性的 要求の 美的 表現で あると 見 

られ る。 

動物と 違って、 進化した 人 ii の 5? 合に 於て は、 生の 要求 は 単に 性愁 ばかりでなく、 非^に 複雜 た；^ 

種の 精祌 現象と なって 開 展 して ゐる事 は、 曩に 述べた 通り だが、 特に 文藝に 於て 戀 愛が 最も 主 耍な題 

目と なって ゐ るの は、 全く これが ためで ある。 詩人 や 蘇 術 家の 阁感に 於て、 たと ひ戀 愛が 何等の 外的 

ポさ として 現 はれて はない 様な 場合で も、 その 人の 內部 生活の 底 を、 深く 一 ^に また 深く 探つ て 行く 

と、 そこに は此 性的 耍 求が 根本に 伏在して ゐる事 を 見逃す 譯には 行かない。 否 な 詩人 や 作家に 於て は 

多くの場合、 戀愛 問題に 關 する 苦悶 換惱 が、 その 閱胺の 上に もまた 作品の 上に も、 際 だって 顯 著な 例 

が 極めて 多い。 ダンテの 如き ゲ H テの 如き は、 此點に 於て 世界 文^の 史上に 名高い 例で あるが、 これ 

は 特に 多くの 抒^詩 人の 閱歷に 於て 最も 重要視 せらるべき もの だ。 たと ひ失戀 ではなく とも、 女性と 

の關 係に 於て^ も 深い 人 問 苦 を 味 はった こと は、 バ アン ズも シ," リイ もキ イツ も バイ ロン も、 みな 同 

様であった。 また 齊 通に 世人が そわと は氣附 かない やうな 場合です らも、 少し 深く 研究して 行く と、 

その 作物の に は、 作家み づ からの^ 戀の 痛ましい 經 驗が發 兑 せられる やうな 場合 さ へ尠く はな 

い。 たと へば スヰン パアンの 如き、 最近に ゴッ スが 公に した 著喾 によって、 彼が 二十 五 歳の 時の 失戀 

の^^が 明らかにせられた。 想と 調と、 共に 熱烈 壯歴 の^り を盡 くした 彼の 詩篇、 たと へば 『時の 勝 
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利』、 『アナ クトォ リア』 或は 劇詩 『ァ タラ ンタ *ィ ン* カリ ド ン』 中の 一 番長い 合唱な どに、 女 を 呪 ひ 

戀を 呪った あの 激越の 調が、 この 失戀の 事寶を 知る に 至って 始めて 私共に 成程と 肯 かれる ので ある。 

け  ミ ユウ ズ 

まことに 戀の苦 酒 は 多くの 詩人に 取って、 詩 祌の泉 ヒボク リィー ーィの 水よりも、 なほ 更にた ふとき 靄 

藥 であった の だ" 

十七 世紀の^ 人 パスカルが 書いた 『思想 錄』 は 非常に 面白い 本 だ。 そのな かに 女王 クレオ パ トラの 

免が、 も 少し 短 かかったら、 世界の 歷史 はすつ かり 變 つて 居たら うとい ふ 句が あった。 なるほど 故 佐 

佐醒雪 博士の 遺著. 『日本 情史』 や、 h ドガ ァ* サル タスの 『戀の 膝 史』 など を繙 いて la ると、 單に詩 

人の 場合 のみでな く、 古來 人^ 生活の 全面に わたって、 その W 後に 戀愛 問題が 如何に 重大な 地位 を 占 

めて 居た かが、 今 M の やうに 感じられる。 

結 代の 奇寄 として 名高い その 『行 狀錄』 に、 數奇 放浪の 閱藤を 害き しるした-、 H ネ チアの 才人 カサノ 

，ヮ や、 また 光源氏、 業 平、 パイ a ン、 ド オン • ホヮ アン、 世 之 助、 丹次郞 等の 戀 はしば らく 措く。 浮氣 

でない のに は、 柬の項 羽と 虞 美人に 比する に、 西の ユリ シィズ とべ ネロ オビが よから う。 千 戟に名 を 

殘 して 世に 知らぬ 人の 無 いのは イイ 一一 ァ ス と ダイ ドォ、 玄宗^ 帝と 楊贵： y、 アン トー 一 ィとク レオ パ ト 

ラ、 ロォ ミオと ジュ リ エツ. ト、 。ハオ 口と フランチ ヱ スカ、 ランス！ 1 ッ トと エレイン、 ボ オルと， ヰルジ 

一一 ィ、 トロイ ラスと ク レシ ダ、 トリスタンと ィゾル ，テ、 ヒ イロと レア ンダ ァ、 お 夏 淸 十郎、 おさん 茂 
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1, ぉ七吉 三、 ぉ駒才 三、 梅川忠 兵衞、 小春 治 兵衞、 …… ならべて 見る と、 なるほど 餘り 多い ので 

おかれる が、 詩文のう ちに 藩 術 化された それらの 美しい 戀の 名 は千嘉 古に 朽ちないで、 とこし へに 

人の 匈 こ 響く。 桂 太郞、 寺內 正毅、 そんな 名 は 十 年なら すして 旣ぅ 忘れられた。 ^人 は 歌うて 言 ふ 

『ラヴ • ィズ • ベ ス ト』 と。 

『人生 d お.^ 3„ム は何ぞ や』、 むかしの 哲人 はかう 訊いた。 それ は 人 問の 永久の 疑問で あらう。 或 者 

は 信仰 だと 答へ、 或 者 は 知識 だと 答へ た。 ベン ザム 一流の 功利主義者に 言 は せれば、 それ は 最大 多數 

の最 t 幸 ItE だと 答へ、 成金に 問へば それ は 黄金な りと 言下に 應 ふるで あらう。 八十 歳に 近 力った 老詩 

«>-ン マ  >1*ボォ ナム 

人 ブラウ 一一 ングは 答へ た、 人生の 至 上 善 は 一 少女の 接吻に あると 

SUM  MUM  BONUM 

All  the  breath  and  the  bloom  of  the  year  in  the  bag  ot  one  bec : 

All  the  bonder  and  wealth  of  the  mine  in  the  heart  of  one  geB . 

In  the  core  of  one  pearl  all  the  shade  and  the  shine  of  the  sea : 

Breath  and  blc§,  shade  and  shine. —wonder,  wealth,  and—hew  far  above  thi  j 

Truth  ^.--p^w  0-^  than  W2.n 
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Trust  that 一 s  purer  <:nan  f> り clr】, I 

Bngh1;est:  <:rutl】,  purest:  truert  3  tlie  universe 11 all  were  ror  me 

In  the  kiss  of  on ひ girl. 

^蜂の 蓊 にみ てる 一 とせの 香 も 花 も、 

かな やぶ 

齊 玉の 底に 光れる 鑛 山の 富 も 不思議 も、 

かく 

阿 卜：：：： ！g 貝う つ し藏せ る わたつ み の 陰 も 光 も、 

香、 花、 陰、 光、 宮、 不 思歲、 及ぶべし や は、 

ま = と 

玉よりも 輝く！^、 

^ょリ も 澄みた る 信義、 

天地に こよな き眞、 澄み わたる 一 の 信義 は。 

をと め ごの 淸きロ づけ。 

(上田 敏 氏譯) 

かなやま 

ひととせの 花の 色香 を 集めた もの は 蜜蜂の 襄に 在る。 また 大きな 鑌 山の 富は燦 として 輝く 寳 玉に、 

わたつみの 陰 も 光 も 一個の 眞珠の 玉に、 みな 集注せられ 凝結 せられて ゐる。 しかも その 寳 玉よりも 莨 

珠 よりも、 なほた ふとき 『腐』 と 『まこと』、 それ を この 近世の 大 詩人 は、 少女の 接吻に 於て 見た。 
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ゎヒ くし はこの エツ セィ を、 ブラウ 一一 ングに 書き 始めて ブラウ 一一 ングで 終って おく。 

筆ん glz 時もう 夜 は^けた。 靜 かに 庭前の 蟲の 音に 耳を澄ま すと、 あれ も戀 にやせて 行く 雄の 聲カ 

と あはれ だ-南 歐 月明の 夜、 これ も：！ I： じ戀 にな やむ 男が、 かすかな マンドリンの 絲に 胸の 思 を 託し 

そ、 窓の 外 こ. 女 を 呼ぶ セ レ ナ アド の 歌 さ へ 思 ひ 合 はされ る • 


 68 


S3- 


再 び 戀 愛 を說く 


一 緒  一一 一一 CI として 

私に は. 4專ぶ としての 劇務が ある。 しかし S 冬の 休み や 日曜：：： など、 學 業の 餘暇 を俞ん では、 時-」. 拙 

悪の 文 を 草し、 また 需 めら るるが 儘に 公開 講演の 論壇に 駄辯を 弄する 事 も 稀で はない。 それ は、 私 0 

惡 文と 吶 辯と が、 たと ひ 微力な りと も 今 n の 世 道 人心 を 益し、 文化 發逹 のために、 生き 改造の さめ 

に、 ^等 かの 貢献 をな し 得る の 確信 あるが ためだ。 また 自ら 信じて 高遠の 理想と なし 永久の 眞 S なり 

とする 思想に 對する 熱意と 憧憬と あるが ためだ。 若し 萬 一 にも 私の 一一 一一 n 說と 文章と が 世 道 人心 を 毒し、 

人の子 を 誤る ものである ならば、 -I 或は また 自ら 自己の 思想に 根本的 誤謬 ある を發 a するならば、 

私 は 之 を 世に 公に はしない。 再び 象牙の塔に 歸り舉 窓の かげに 身 を かくし、 自ら 鞭う つて 研鑽と 省察 

と を 綾け るで あらう。 しばらく 筆 を 折って 文 を 草せ す、 ロを絨 して 語らないで あらう。 

^ぶが 猥りに 自己に 就いて 語る 事 は 不遜で ある。 それ は 成るべく 避けねば ならぬ 事 を 私 は 知って ゐ 

る。 ただ 緖 # や 自序に 於て、 やみ 難き 場合に のみ 時に それが 許される であらう。 私が 再び 戀愛論 を 書 


かう とする 首に 當 つて、 その 動機 や 感懐 を述 ぶべ く、 少しく 私み づ からに 就いて 語る の 自由 を與 へら 

れ たい。 自己 を 語る の 無禮を 許さるべく、 先づ 最初に 私は讀 者の 諒恕を 乞うて おく。 

昨年の 秋、 わたくし は 柬西兩 都の 新聞 羝 上に、 『近代の 戀 愛觀』 と 題した ー篇の H ッセィ を 連載し 

た。 それ は 一 方に 於て、 性慾 をのみ 喋々 する 一代の 惡 風潮 あるに 激し、 他方に 於て は、 戀愛を 劣情な 

り 遊戯な りと 見る 迷妄が、 事實上 今日な ほ 人心 を 去らざる に 憤激して 筆 を 執った のであった。 性慾 を 

のみ 說く 者と、 戀愛を 劣情 視 する 者との 二つの 極端 は、 一見 全く 背馳した 思想の 如くに 見える に拘は 

らす、 それが 兩方 とも 戀 愛の 人生に 於け る 意義 を 正しく 觀て 居ない とい ふ點に 於て、 時運の 流に 棹 さ 

す 生活の 進展 を^ 害する 事に 於て、 全く 結果 を 一 にして ゐ るから だ。 

わたくし はこの 二つの 傾向に 對 して 反抗の 聲を あげた。 然るに 豈 はからん や、 かの 『近代の 戀 愛觀』 

を 目して、 世の 流行 を 追うて 文名 を賣 らんと する 者の 業な り、 と 蔭口 を 叩いた 者の ある 事 を 知った。 

私 も 流行 を 追 ふ^の 利 巧者と 見られた かと 思って、 獨り 苦笑 を 禁じ 得なかった。 

今にして 言へば 旣ぅ 二十 年の 昔 を 語る の だ。 その 頃 わたくし は 朿京帝 國大學 の 畢生であった e はじ 

めて ハヴ n ック •  H リス の 著 『新 精 祌』 を繙 いて、 卷 中の イブ セ ン論ホ ヰ ッ ト マ ン論 などに 深き 與味 

を そそられ、 同じ 著^の 他の 述作 を も la たいと 思った。 小石 川の 下宿屋から は、 日暮 になる といつ も 

出掛けて 行って、 今 もな ほ 色々 な 思 ひ 出の 附き纏 ふ 赤 煉瓦の あの 大舉圖 書 館の^ 書 を あさり、 その 中 
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に 同じ 著者の 名著 『性的 心理』、 『男女 論』 など を 見出した。 そして ノオト を 取ったり して、 一時 そん 

な 種類の 書物 を涉獵 したので あった。 まだ 二十 四 五の 青年であった 頃の 私 は、 自分の 體驗に 於ても 戀 

のために 悶 へた。 親が 貧乏で 擧資を 吳れす 衣食に 苦しんで 居た 煩悶 時代の こと だ。 まもなく 學校を 出 

てから 大學院 に 入る とき、 私が その 研究題目 として 取った の は 『詩文に 現 はれた る戀 愛の 研究』 であ 

つたの だ。 その 題目が 當 時の 官報に 出た とき、 先輩 や 友人から は隨介 色々 な 事 を 言 はれた。 

その 研究の 指導 教授で あつたの は、 まだ 留學 から 歸られ たばかりで 文科 大學に 講義 をして 居られた 

頃の 夏 目漱石 先生で ある。 私 は 時々 先生の 私邸 を 訪ねて、 此 問題に 就いて 敎を 乞うた。 いつも 先生と 

は 1 ^解が 逮 ふので、 夜 を 更かして 激論 をした 事 も 一再ではなかった。 いっか も 『a ォ ミオと ジュ リエ 

ット』 の 事 か 何 かで 戀愛を 論じた とき、 先生 は反對 せられた。 靑春 時代の 客 氣に驅 られて 熱する の餘 

り、 私 はよ く 先生に 喰って 掛 つた。 師弟の 關係を も 打 忘れ、 黄口の 乳臭 兒 である 私が 唇 を 尖らし、 自 

分の 身の程 をも辨 へす に 辯 じ 立てる と、 先生 もし まひに は 激して 『今の 少年、 封建の 道德を 知らす』 

とい ふやうな 事 も 言 はれた。 そんな 所が 今 も 『漱石 全集』 を繙 くと、 あちこちに 出て ゐ るの を 昆 て、 

今 は 世に なき 先師 を 憶うて 追憶の 淚な きを 得ない。 靑年 客氣の 語、 遂に 先輩に 對 する の禮を 失した 罪 

を、 わたくし は 今でも 不都合で あつたと 思って ゐる。 また 藝術的 表現と しての 冷罵 や 皮肉 は 如何にし 

て 霄 ふべき もの か、 批評 や 議論 は 如何にして 爲 すべき もの か、 また 文章の 書き方、 物の 考へ方 は 如何 
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にすべき もの か、 それらに 就いては、 単に 先生の 著書ば かりで なく、 その 巧妙なる 座談に よって 喑示 

せられ 啓示せられ た^の 如何に 多かった か を 追懐す る 時、 今 もな ほ 感謝のお も ひ を棼じ 得ない。 

二十 ハ牛 前、 大學院 の 研究 題；：！ として ゐた 私の 戀愛 研究 は、 其 後 二三 年間 その 方面の 諸 書 を涉獵 し、 

幾 百 貝 かの ノオト を 造った だけで、 いつの 問に か 全く 放棄して 了った。 文藝の 研究者と しての 自分の 

與^ は、 更に 全く 異なれる 他の 方面に 移った がた め、 戀 愛に 就いては 遂に 一 篇の 論文 を さへ やせす、 

今 は その 時分の ノオト さへ 散逸して 見 常らない。 またたと ひ ノオトが あつたと ころで、 思潮の 變遷目 

まぐ るし き现 代に 於て、 二十 年 前の 古 ノオトが 何の 役に立つ もので もない。 いま 私に その 散逸 を 惜し 

む 心さ へ 無い ので ある。 

歐洲の 思想界に 於け る 戀愛觀 もまた、 この 二十 年間に は 著しい 變 遷を兑 た。 その 顷は まだ H レン， 

カイの 名著の 英譯も 出です、 もとより 今 H ほど その 說の 勢力 も 無かった。 私が 初めて 其 ^カァ ペンク 

ァの 大^なる^^ に 接し、 K をめ くりつつ 驚異の まなこ を 見張った の は、 その 出版 後 まだ Si もな き 位 

〇 ことであった。 また 性的 生活の 科舉的 研究に 至って は、 二十 年 前で もさき に 首った H リス や M スタ 

マァク の^ 書 は旣に 出て ゐ たが、 輓 近の 精神分析 舉 派の 研究 はもと よりの こと、 また ヒル シ ュ フェル 

フォム たヱ V  »v ァ* リイ ぺ チ トウル ゲゼッ ッ H  •  7  f  •  I ィぺ  -7*ギィ,セ クシ ユエル 

トの 『戀 愛の 本質』、 『戀 愛の 自然法 y、- ーィ スト レムの 『性的 生活』 の 如き、 此問题 の 新しい 考察に 

资 すべき 妤著 はま だ 世に 行 はれなかった" 最近に 有名な スト ォ ブス 女.^ や、 故 エリス 夫人 や 或は ハァ 
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バ アトの 性的 道 德に關 する 諸 著の 論旨の ごとき、 これ を 一 一十 年 前の 歐洲 舉界の それに 比するならば 隔 

世の 感が あると 一 百って 可い" その 當時 一 般に はま だシ ョォ ペン ハウェル の戀愛 論な どが 行 はれて ゐた 

位であった。 或 人 は 私の 戀愛觀 を 目して、 西洋で は 三 四十 年 前の 舊 思想 だと 言って 嘲った さう だが、 

何 を根據 として 公會の 席上で、 さう いふ 妄語 を敢 へて したの か。 私 は 共 人の 人格 をば かりで なく、 知 

識の 程度 を さへ も 疑 はざる を 得ない。 前世紀の 唯物論 ゃ倘人 主義の ために 】 たび は 破 壞 せられた 戀愛 

が、 二十世紀に 於け る 新现想 キ義的 傾向の 復活と 共に、 新しく 肯定 せられて ゐる 事實を も、 私 は あの 

H ッ セィに 於て 繰返し 指摘して 置いた の だ。 

また 單に私 一個に 就いて 言 ふなら ば、 研究と して は、 此 問題に 就いて 今な ほ 何等の 纏まった 成^も 

なぐ、 舉校 卒業後 ゎづか 二三 年の 白面の 一 書生の 研究の 如き、 楚 にお 恥 かしい ものであった。 しかし 

女藝の 研究者と して は、 それ 以後 も 種々 の戲^ 小說 類を繙 くに 際して、 勢 ひ 性的 生活と 戀 愛との 問題 

は、 いつも 私の 腦裡 を往來 せざる を犸 ない。 また 單に讀 書の みで はなく、 實 生活の 貧しい 體 験から 言 

つても 『Ha ス』 の祌 は、 私に 向って 色々 の や 酒と 美酒 を强 ひて 味 ははし めた。 この 二 卜 年間に 於 

て、 私み づ からの 戀愛觀 さへ また 從 つて 變遷な きを 得なかった。 

ここに 再び 私は讀 者の 寬容を 乞 ふ。 往事 を 追懐す るの 情禁 する 能 はすして、 私は餘 りに 多く 自己に 

就いて 語った からで ある。 
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今より 二十 年 前、 はやく も 現今の 『流行』 とかい ふ もの を豫 知して、 學生 時代の 研究 題：：：： とする が 

如き は、 祌 ならぬ 身に して は 有り得べ からざる 事で はない か。 世間に 流行す ると、 せざる とに 拘 はら 

す、 私が 文 I： 一の 研究者で ある 限り、 この 問題に 對 する 與味は 永く 私の 腦裡を 去らない であらう。 

さきに も 言った 如く、 私が 『近代の 戀 愛觀』 を 草した の は、 明らかに、 一世の 傾向に 反抗 せんがた 

めであった。 卽ち 無闇に 性慾 をのみ 喋々 する # のみ 多くして、 その 藝術的 精祌的 意義 を 度外視し、 更 

に また 一 方に は 個人 * 義と 唯物論と 功利主義 とが 一 代の 人心 を 支配せ るに 慊ら すして、 之に も 一 擊を 

加 へんが ためであった。 特に 戀 愛と 個人主義との 關 係に 就いて、 及び 因習 的 形式^ 娇の蠻 風に 就い 

て、 おたらしく 書いて 置いた の は そのためであった。 

ところが 昨年 S 休みの 終る 頃に 稿 を 起して、 薪 聞 銑 上に お ほかた 揭戟 が^ まう とする 時、 偶然 世^ 

に は 々た^ 愛 事件が あった。 そこで 私の 戀愛 論に 對 する 種々 の 批評 を も 聞く の 機會を 得た。 その 批 

評の なかには^ 分出耩 nz なの もあった。 賞 讚 もあった と 同時に 非難 もあった。 靑年舉 生から は 最も 有 

盆な^ 考に资 すべき^ 問 を 聞く 事 を 得た。 また 多くの 世評の なかには、 例によって 一顧に 値せざる 頑 

s (無^の徒の 反對說 もあった。 新聞紙 上速戟 の 拙稿の 數行 はおろ か、 一 囘分】 一 囘分位 を 讚み 落し、 甚 

だしきに 至って は 『戀愛 至上』 とい ふ 詩的 標語 だけ を 耳に. L ただけ で、 一 かどの 批評家 氣 取りで 陳腐 

平凡の ブラ ティ テ ュ ウド をなら ベて 攻擎 して 居た 者 もあった。 或 者 は、 皮肉 ゃヒ -ゥ モア や 誇張 を耍 
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する 藝術的 表現と しての ェ ッセィ の體を 全く 现 解し 得ない ために、 私が 筆に は 上さす に 一一 n 外に 託して 

置いた のと 同じ 論旨 を、 叮嚀に 註釋 して 居りながら、 それで ひとかど 私に 反對 して ゐる氣 取りの 入な- 

どもあった" 

私が 玆に 再び 禿 筆 を呵 して 戀愛 を說 かう とする の は、 徒らに 漫罵 を 加へ たる 者 どもに お 相手をする- 

ためで はない。 また 今日な ほ 婦人の 自山 解放の 何たる や を 解せ ざる 如き、 迂愚の 徒に 謀 へんが ため 

でもない。 それ は單 に、 私の 戀愛 論に 對 する 批評と 眞 面目な 質疑と だけに 答 へんが ためで ある。 從 つ- 

て 此ー篇 中に 述 ぶべき 論點 が、  質問 や 批評に 答 ふる 範圍の 外に 出で ない とい ふ 事 を、 豫め おことわり. 

して 置く。 卽ち 今まで 批評 もな く 質問 も 出て ゐ ない 點に關 して は、 全く 之に 言及す る 事 をし ない 精り 

だ- また さきに 『近代の 戀 愛觀』 の 一 篇に 於て 述べ た 所と 重複す るが 如き 部分 は、， ^略す る 事に レ 

た。 だから 單に 此方の ー篇 だけに 就いて 昆れ ば、 或は 論； Sb に 連絡 順序 を缺 くの 嫌 ひが あるか も 知れな- 

い。  そ气は 個々 刖々 の 質疑 や 批評 を 一緒に 集めて 置いて、 一時に 應 へる 事に した 結 ST 避く 可から ざ 

る ものである。 

前の 『近代の 戀 愛觀』 は、 單に戀 愛の IK 堂界 をのみ 說 いて その 理想 極致 を 示した のであった。 之 を 

ダンテの 『神曲』 で 言へば、 詩聖が ベア トリ イチ " に <& ふ 詩 美と 情念と 信仰との 最高 境地 を說 いたの 

だ。 亡し かった 爲に、 私が 大急ぎで 筆 を 絶った からのみ ではない。 聰明な 讀者 のために は、 あれ だけ 
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で 充分な 理解が 得られる こと だら うと 思って ゐ たの だ。 くだらない^ 風景な 理^く さい 文^た ぞ、 な 

ら ベて H: ル たくない からで ある。 ところが、 さう も 行かない らしい。 世の 識者 顔 をす る 者の なかには、 

意外な 『罪の 人』 の 居る こと を も 後に 知った。 『正しい 道 を 踏み はづ して、 浮世の 喑ぃ森 かげに 迷 ひ 入 

つた 老』 -の餘 りに 多い のに も 驚かされた。 そこで 今度 は 私 も 村攀究 の 地金 を 出して、 法 なぞ を 川 

ゐ すに、 一から 十まで 說敎 し談議 する 必耍の ある 事 を 知った。 なるほど 罪の 深い 邪姹の 人々 や、 W 陋 

の昆 にな づむ やから は、 やはり 地獄 界 から 淨罪界 を 通らねば 天堂 界に は逹し 得られな いのが 尤も だ。 

そして 地獄 淨 罪の ニ界に 於て 霉者 たる もの は、 信念で もな く 詩 美で もな く、 それ は 道理 を 代表す るギ 

^ギリ ウスで あらねば ならぬ。 そこで 今度 は 私 も 自らの 不本意 を 忍びつつ、 多少 理笳 じみた 議論 をレ 

ながら、 さきに 公に した 戀愛觀 を、 更に 別の 方面から 語らねば ならない。 卽ち 前の は 唯 物的な 性慾 過 

說に對 して 特に 詩の 戀を 語った の だが、 今度 はすつ と 卑近に、 社會 とか 道德 とか 實際 生活と かから 

戀愛 を觀 ようとす るので ある。 

二 革新の 理想 を 見よ 

わたくしの 『近代の 變 愛觀」 を讀ん で、 あれ は 理想 說 だと 批評した 人が ある。 勿論 だ、 如何にも 

だ。 いま 多くの 犠牲 を 捧げつつ 新 文化 建設の 途上に 急げる 世界の 人心に、 赫奕 として 輝け る 新现想 ま 


篛の 光彩 を^よ、 と 私 は 言 ふ。 

.H 然の 必然的な 法則に 支配 せられて、 人生 は 動きの とれない もの、 永久に 呪 はれた もの、 义 人^が 

いくら じたばたしても 吾等の 自由意志 は 否 定 せられて ゐる、 とさう いふ 風にば. 5 り考へ て 居た の は、 

デ イタ アミ ニダ、 ム  かう ぺ 

前世紀 科^-萬 能 時代の 決 定 論で あり 機械 観であった。 それ は 悲痛た 現 S の 前に ひたすら 首 を乘れ 

て、 人々 が 諫め 主義の 喑ぃ 宿命論の 道を迎 つて ゐた 時代に 於て であった。 一た び 此現實 のどん 底 を：^ 

極めた 者が、 『仕方が無 いわ』 と 言って 居た その 諦め を棄 て、 更に 猛然と して 蹶起し 勇躍した 時、 そこ 

に 動き 出で る 新し い 强 い 力 は 理想主義 である" さな が ら惡 夢から 醒め た R 人の やう に、 その 眼 は 輝き 

その 歩み は 速い。 さきに 旣に 現實を 凝視して 不合理と 缺陷と をみ とめた。 それ を 出發點 として、 更に 

高遠 雄大の 理想^ 識を かかげつつ、 燃 ゆるが ごとき 熱意と 憧憬と を 以て 進まう とする 者が、 一 一十 世紀 

新人の 理想主^で はない か。 嘗て 唯 物 功利の 科 擧萬能 思想 時代に 於て 一 た ひ 否定せられ 破壞 せられた 

人生の 色々 の 理想 は、 ここに 再び 現 莨キ； 義の 根柢の 上に 築かれた 新しい 力 を 以て 動き 出で る。 人^が 

人 問の 力 を 信じて 努力す る 事で ある。 それ は 理想の 再建で あると 共に 人生の 肯定で ある。 生活の 藝術 

である。 信念と して は 生命の 宗敎 である。 現 S 主義 科舉 的精祌 によって^ 同 に裏づ けられた ろ 後の 新 

しい ロマンティシズム だ" 百年 以前の、 ただ 夢み るが 如き 雲 を 摑 むが 如き 美し い ロマンティシズムと 一 

は、 根本に 於て 本質に 於て 異なれる もの だ。  ^ 


私 は.^ この 新 理想 主篛を 思想 上文 藝上 の問题 として 說か うとす るので はない。 たださき に 私が 公に 

した 『近代の 戀 愛觀』 の 一 篇 に闢聯 して、 この 理想主義の 立場から 兩性關 係に 就いて 述べようと する 

ので ある。 換言すれば 生活 革新の K 際 問題と して、 此 理想 說を 語らう とする ので ある。 

近頃の 急速な 人心の 覺醒に 伴うて、 不安 動搖は 益々 甚だしい。 これ は 人類の 文化の 異常な 狨逹 のた 

めに 喜ぶべき 現象 だ" 新しき もの を创造 せんとす る 生みの 苦痛で あり、 また 進化の 道程に 横た はる 荊 

棘 を拓き 隙 礙を排 して 進まん とする お 力で あるから だ。 今日で は、 人間 生活の あらゆる 方面に ゃ枒 を 

求む る聲 そのものが 旣に 陳腐に 聞え る 程までに なった の は、 日本 も 西洋 も 冋 じだ。 ただ 玆に 深く考 へ 

ねばならぬ こと は、 いくら 聲を大 にして 改造 革新 を 叫んだ ところで、 その 最後の 高遠な 目標た る 理想 

が 明らかに 注視 せられて 居ねば 駄目 だとい ふ點 だ。 卽ち どちらの 方角に 向って、 何 を 目標と して 改造 

して 行くべき かが、 人々 の 頭に 明瞭に 的確に 知られて 居なければ、 動搖 不安 は單に 無意味な 動搖 不安 

として 終る。 すべての 進歩 は動榣 であるが、 すべての 動榣が 進歩で はない からだ。 高遠に して また 雄 

大 なる 理想 極致 を 口 標 として、 之に 向って 一歩 は 一歩より 高く 精進し 努力して 行く ところに、 眞の人 

類の A 上 は 望み 得べき だ】 これ は 今 さら 言 を耍 しない 程に 明瞭で あるに も拘 はらす、 眼前 當 面の 事に 

のみ 忙敉 せられて ゐる 多くの 人々 に は、 理想の 確立と 云 ふ 事が 全く 考 へられて 居ない。 彼等 は， 『その 

通りに 行く ものな ら^より 結構. たが』 と 言って 嘲け る。 『そんな 事が 出来る もの か』 と 鼻の さきで あ. 
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しらふ。 嘲りながら も 冷 かしながら も、 現在の 缺陷と 不合理と に は堪へ 得すして、 彼等 も 亦 不安で 

ある。 そこで 改造 革新に 手 を 着けて は昆 るが、 理想 を 否 定 しての 改造で は、 ただ 蹣跚 たる 醉 入の 醉步 

と 異ならない。 どの 目標に 向って 進む かとい ふ あてが 無い の だから、 ただ 服 前の 一歩 づっ を、 どちら 

へ か 好い加減に 踏み出して ゐる 千鳥足の 動搖 だ。 それで は進轉 もな く 向上 も 無い。 二十世紀に 人って 

から、 時代の 先驅^ の 思想 傾向が 著しく 理想主義の 色彩 を帶 びる に 至った の は、 現寶 生活の 彼岸に、 

大なる 生活 目^た る现想 を 望み、 之に 向って 熱意と 愦傺と を 以て 進む 不返轉 の 努力 をし てゐ るから 

だ。 现想は 遂に 永遠の 理想であって、 その 完全なる 實現は 不可能な のか も 知れない。 たと ひ 不可能で 

は あらう とも、 その：^:: unz 襟に 向って 尺寸たり とも 一歩たり とも 近づけ 得る と 云 ふ 事、 それ 自らに 理 

想 主義の 價値は あるの だ。 その 一歩、 その 尺寸が 旣に それだけ 吾々 の 生活 をより 良くし、 より 高く し 

てゐ るからで ある。 一歩の 向上、 尺寸の 進轉 それ 自らに 意義が あるの だ。 

生活 革新の 理想に 就いて 考 ふるとき、 今の 世界人 心の 動搖は 要するに 三つの 反爭 に 基づく と 毘 ら 

るべき だ。 卽ち 第一 、 民族 〈或は 人種) の 扠爭、 第二、 階級の 反爭、 第三、 男女 兩 性の 反 爭。 

もし 科舉^ 能 思想の 常 然の歸 結た る 宿命論 や 決定論の 人生 觀 からい ふなら ば、 もとく 皆 別から 

生す る これらの 反 ゆ は 人類の 存 する 限り 如何と もすべからざる もの かも 知れない。 例の 諦めで、 『仕方 

がない わ』 と 言って 了へば それまで だ。 仕方が無 いと 思 ふから、 仕方の ある 事まで が 仕方が無くなる 
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ので ある。 そこで 世界 改造の 運動の 第一線に 立てる 人々 は、 この 三つの 反 &に對 して 三つの 理想 をお 

お^！ I として かかげた。 卽ち 第一 の K 族お の抗爭 が 戰爭の 慘禍を 生じて 人類 を災 する こと を 防止す ベ 

V タ ァ十ル *ビ イス 

く、 先づ 永久 平和 を 理想と して かかげた。 そして 現に 軍備縮小 とか 阔際 協^と かいふ 極めて 果敢な 

い、 そして 最も 卑近な 第一歩から 踏み出さ うとして ゐる。 第二の もの は、 ^級の 差別 撤廢 のために デ 

モ クラ 、ンィ の 新社會 とい ふ 遠大の 理想 を 目標と して、 先 づ勞働 間 题ゃ經 濟問题 の 方面から 努力して ゐ 

る こと は、 人の 知る 通り だ。 卽ち强 者と 弱者、 存產 階級と 無産階級との の 差別に K づく 抗^ を 解決 

す ベ く 新 社^ の^^ を现 想と する。 第三の 男女 兩 性の 反爭。 これば 世俗が 普通に 人 問 题と名 づけて 

ゐる もので、 完全に 婦人 を 解放して その 人格 を 認め、 すべての 種類の 赍淫 II 係奴隸 生活 を 斥けて、 そ 

こに 生活 革新の 2： 取^ 目標 を 置かう とする ものである。 以上 三つの 现想 は、 いづれ も呰 その 根柢 を 自由 

平等、 人 S 正蕤 の觀忿 におき、 『協同 愛』 を 根本の 精神と して ゐる。 また 今日の 誤れる 金錢 とい ふ笾 

具 或は 利窖 打^な どの 考察 を 第一 一義的と 見なし、 また 古來の 誤れる 法則 惯 習に 反抗す る點に 於ても、 

】 二つの 现想は 共通 の ものである。 人 問が みなす ベ て 本 當に人 問ら しく 生きた いとい ふ 欲求が その 根本 

である こと は、 また 貢 ふまで もない。 

ところが よく 考 へて ると、 

A 第一 の 民族 反爭と 第二の 階 较鬪爭 と は、 共に 權利 義務と か經^ 關係 とか 法律制度 とか を土臺 と 
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して 解決し、 理想の 實現を 期す る 事 を 得る ので あるが、 第三の 兩性關 係に 至って は、 全然 第一、 ^二 

の 場合と 趣 を 異にした ものである。 卽ち 昔の  一一 一一 口 葉で 言へば 陰陽 和べ n とい ふ神祕 的な 人格 關^、 卽ち戀 

愛 (3R 女の性 的 生活 を 基礎と した 愛) を 最後の 一 境と した 精祌 生活の 問題で あらねば ならぬ」 ^ケ W 

の 事 は、 いくら 逍德ゃ 法則 ゃ權利 義務ば かり を考 へて 見た つて、 最後の 解決 は 決して 得られる もので 

はない。 世に 云 ふ 婦人 參政權 とか 婦人の 經^ 的獨 立と か 女子 教育と か は、 單に兩 性の 此 人格 的 結合 を 

完成す るまでの、 或は そのための 外部 的な 從屬 的な 問題に 過ぎない。 人類 生命の 存 綾の 根本で ある 可 

き 母性 擁護 も、 また 明らかに この 戀 愛の 問題に 必然的に 附隨 して 考 へられる の だ。 ^に また、 

B、  ： ^族、 ^級、 -.1 性、 三つ 共に 各み な^ 別から 生す る^-である。 そこで 人， かりに 輝： 想 境が^ 現せ 

られ たと 想像す る。 卽ち 第一 の K 族 問 の II - 及び 民族が 形づくれる 國家 間の —— 闘爭が 無くなり、 恒 

久平 和の 现 想が 寳 現せられ るか、 或は 一 歩 は 一 歩より その 實 現に 向って 近づく と段定 する。 卽 ち阈^ 

協定と か 或は H ルズの 所謂 『世界 闺家』 とか、 色々 の 方法から 始まって、 遂に 民族 問の 戰爭が 無くな 

り、 (武器 を 用ゐ ない 资本、 王篛の 國際的 經濟戰 ^さへ も 無くなり)、 軍備 全廢 が出來 たと 假定 する。 ま 

た笫 二の 階級 鬪爭の 方 も、 デモ クラ 、レイの 新社會 とい ふ大 理想が 實 現せられ て、 無産者と 有產 者、 I： 力 

働 者と 资木 家と が 抗爭を 再びせ ぬ 日が 出來 ると 假想 する。 そこで、 かくの 如くに してい くら 人種差別 

を 撤去しても、 又い くら^ 級の 別 を 撒 去しても、 なほ 第三の 男女 兩 性の 差別 だけ は、 人類が 地上に 存 
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綾す る 限り、 永遠に わたって 絕對に 撒 去す る 事 を 得ない 究極の 差別で ある。 人 問が W び 下等動物に：！ お 

つて 舉性 生殖 を 行 ひ 得ない 限り は、 陰陽の 差別 だけ は斷 じて 取り去る 事 を 得ない。 そして この 雨 忭 n  | 

の 差刖が 今までの 反 爭 の狀 態に ある 限り、 たと ひ 第一 の 世界平和、 第二の デ乇ク ラシィの ニ大理 

想が 如何に 完全に 實現 せられよう とも、 なほ 铰 後まで 男女 兩 性の 對立 反爭は 綾く わけで ある。 この 兩 

忭對 立の 反爭は 究極に 於て、 兩性 間の 愛 (卽 ち戀 愛) とい ふ 完全なる 人格 的 結合 を 極力 重視す る 事に 

よっての み 解決せられ 得る の だ。 それ 以外に 斷 じて 道 はあり 得ない。 ^と 女と いふ 永遠の 差別の 上に 

存在せ るすべ ての 人類が、 その 男と 女との 愛 卽ち戀 愛に よっての み 結合せられ る惠、 これが 兩性關 係 

の 究極の 现想 である。 換言すれば、 そこまで 性的 關係 を淨 化し 純化し、 また 強大なら しむる に 非 すん 

ば、 婦人問題 は 解決せられ ない の だ。 人類 は 最後に 於て 幸福で はあり 得ない の だ。 

人 問の 性慾 苦の 難問 を 解決し、 更に また 生殖、 育兒、 家事 勞働 など、 永久に 婦人の 乎に よって 處理 

せられざる 可から ざる 事柄が、 そこに 何等の 賫洋關 係な く、 奴 隸狀態 なくして 行 はれ、 平和と 秩序 を 

完全に 維持しつつ 人 も 亦^ 子と 同じく、 自由 平等 正義 人道に 基礎 を 置け る 生活にまで 自己 を 解放す 

る 事 は、 ただ 一 つ 戀 愛 生活に 於ての み 之 を 求め 得べき だ a 戀愛を 第二義 的な りと して ゐる 婦人の 性的 

生活に は、 必す そこに 賓^ 奴隸の 分子が 明らかに 存在す る。 婦人の 失 はれた る 自由 を 奪還すべく、 何 

よりも 先き に： H を 着けるべき 點 はこの 戀愛 問題 だら うと 思 ふ。 生活 革新の 問 として は、 戀愛 は^子 


に とって よりも + の 婦人 にと つて 更に 重大な 問題 だ。 

もとより 一 部の 宗敎 家の やうな la 方から すれば、 第一 の 民族 反爭 も、 ^二の 階級 反爭 も、 『愛』 

を高唱 する 事に よって 解決し 得べ しと 言 ふで あらう。 私に 於ても 赘成 だ、 固より 異論 はない。 しかし 

人麴 進化の 今日の 程度に 於て 之を說 くの は、 寧ろ 一一 目 ふに 足らざる 一 片の {4.: 想で はない かと 思 ふ。 だか 

らへ /日で は、 少く とも 男女の 問題 を 解決す る 上に 於ての み、 ^は 特に この 『愛』 に 重き を蹬 くので あ 

る。 愛と いふ 言葉 を 男女 關 係に 用ゐる とき、 R: 本の #： 通語で は それ は 『戀 愛』 とい ふより 外に 用語 は 

無い。 語を換 へて 言へば、 夫婦で あらう が 未婚者で あらう が 何で あらう が、 ^女が、 性的 關 係に 於て 

精神的に 人格 的に 結合され る 事が 卽ち戀 愛で ある。 日本語に 於て 『戀』 とい ふい やな 文字と 一緒に、 

いつも 聯想 せられる 駄河 落の 遊戯的な 性的 關 係と 混：^ せられな いために、 便宜上 わたくし は 『近代の 

懋愛 観』 の 劈頭に 於て、 英語の ラヴと 云 ふ 首 紫 を かかげた のであった。 戀 愛と いふ 文字に は、 ？廠肅 な 

內容が 無い かの やうに さ へ 思って る 人が 多い からだ。 

男女の 戀 愛を藝 術 的宗敎 的に 觀て、 その 法 悅 の 一 境 を 詩的に 表現すべく、 『近代の 戀 愛觀』 に 於て 

私 は rLCVC  is  best" とい ふ 詩人の 語 を惜 りた。 更に 之と 同じ 思想 を、 實 際の 社會 生活 改造の 最高 

目 襟の 一として； a ると き、 私の 所論 は 以上の 理想主義から 出發 して ゐ るので ある。 おもへば 懦敎 輸入 

以前の 日本 固有の 古代 思想、 或は プラト オンの 『フ T ドラス』、 『、レン ポジ アム』 の 昔より、 二十世紀 
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の エレン。 カイに 至る までの 戀愛觀 に は、 現代の 生活 革新の 现想 としても、 そこに 牢乎た る勐 かすく 

か ら ざる^ 理の 存在 を 私 は 認め てゐ る。 

以上； 一：.：； ふところの 永久 平和、 完全な ろ デモ クラ テ イクの 新 社^:、 戀愛 至上の 性的 生活の： ：- つの 现想 

が、 現在 服 前 の 社^ に 於 て 實 現が 不可能で あ るの は、 それ は 現在の 社會が 間違って ゐ るからで あ ろ。 

K« な 缺陷が あり 間遠 ひが あると いふ 事 その 事 は、 ち これらの 理想が 行 はれない とい ふ 事 を 指して 言 

ふので ある。 吾等が 勇猛の 努力 を 以て、 これらの 现 想の！ a 現に 向って 一歩たり とも 進む 事が、 卽ち^ 

活の 革新で あり 向上で あるの だ。 

そこでお しこれら の 现想說 が 今 口の 社舍に 於て は實 現しお ベから すと いふ 理由 を 以て、 これらの. K 

理想 それ 自ら を も 否定し 去るならば、 二十世紀 現代の 文化の 向上 は 立ち どころ に 停止す る の 外 はな. 

い。 すべて 琊 想と いふ もの は、 明確なる 合理的^ 礎の 上に 立ちながら、 しかも 猶 それ はいつ でも m 

に 於て は 不可能な ものである。 否な 眼前に 於て 不可能な るが 故に こそ、 现想は 重大なる 文化的 使命 を 

有する の だ- 不可能 を 可能の 世界に 持來 さう と 努力す ると ころに、 人生の 意 If は存 する の だ。 前に も 

言って 置いた やうに、 仕 校が たい、 仕様がな いと 一； K つて ゐ るから、 いよいよ 仕様がなくな るの だ。 入 

生と は いづれ こんな もの だと は 決してき まって ゐ るので はない。 きまって ゐ ると^ へ たの は畢竞 、 

快 定 論に 頹 はされ た 謬兑 であった の だ。 


- •  84 


P'J^  ^ 


だから、 誤"！ と缺 陷に滿 て^ 過^ 現在の 思想、 或は 時代錯誤の 偏見、 及び それから 魔み 出された^ 

在の 机 織 や 制度 や 法 M や 習慣 を、 唯一 最上の ものの やうに 承認し 肯定して 之に 安んじ、 生活 革新の 必 

耍な しと 靓る ならば、 軍備 全廢、 社會 改造と 共に、 戀愛を 至上 至高の 道德 とせる 性的 生活 も、 すべて 

み な 空想 か 夢想 に過ぎない 痴人 の 囈語 とな るで あらう。 しかも それ は 人生に 於け る 努力 を 惜しむ 精祌 

的安價 生活 者の 諦めから 出る 言葉で ある。 

改造 革新の 理想が、 现想 として 重大なる 價^ を 有する の は、 何も 遠い 未來 のた めで も 何でもない。 

その 遠大な 理想の 力に よって、 現在 當 面の 生活が 少しで も 整理せられ 改善せられ 向上す る からで あ 

る。 換霄 すれば、 現在 目前の 生活 をより 良き ものと する ための 最高 目標 を 提示す るからで ある。 宗教 

ヒこ いふ 天 國ゃ淨 土の 理想 境 は、 何も 遠い 未 來ゃ來 世の ために 之 を 信す るので は あるまい。 それ は、 

現.^ の 人生 そのもの をして 一 歩たり とも 一 尺たり とも、 天 國ゃ淨 土に 近から しめんが ため ではない. 

か。 地上に 樂園を 建設 せんがた めで はない か。 

言 ふまで もな く 理想に は絡對 性が ある。 それ は 常に 至上で あり 至高で あり 終極で あり 極致で ある。. 

永久 平和の 世界、 階級 闘爭 なき 社會、 すべての 男女が 戀愛 によって のみ 結合せ る 性的 生活、 これら 三 

つの 理想 は、 現在に 於て は 明かに 宗教で ありまた 『詩』 である。 新時代の 文化 生活と は、 臺 所の 改良 

や 這 路の改 ^ズ かり？ よな くして、 人々 が銘々 かくの 如き 『詩』 最高の 標識と して、 それに 向って 情 


對 一と 愤憬 と 感激と を 以て 進んで 行く 生活 を 言 ふので ある。 科 舉萬能 論者 が 仕方が無 いと 諦め て 居た、 

かの 一二つ の 反 爭 を破壞 する 事で ある。 手 短に 一 百へば 理想に 向っての 生活、 『詩』 に 向って 進む 生活 

であらねば ならぬ。 一た び この 『詩』 を 否定す るなら ば、 人生に は宗敎 もな く道德 もな く 藝術も 無 

い。 中世の 人が ^ 杯 を 求めて 遍歷 したやう に、 人生 は 理想に 向っての 永遠の 追求で ある。 それでな 

ければ 人間に は 生き甲斐 は 無い。 昔の 人が 『四海^ 靜』 と 歌って ゐた 『詩』 を實際 生活に 持來 すべく、 

先づ その 乎 近 かな 一 歩と して 華 盛 頓^ 議 にも 日本 は參 加した の だ。 

私の 戀愛觀 を 評して、 詩と 實 際と を 一 緒に して ゐ ると 霄 つて 攻擊 した 者が ある。 近世 思想の 核心た 

る 自由 平等 正義 人道 を 根基と せる 前述の 三大 理想 は、 現在に 於て は 勿論み な 『詩』 の 世界の もので あ 

る。 そして 『詩』 と實際 生活と は 決して 截然と して 分た るべき もので はない" 一 つの 人生の 兩 端に 仔 

在すべき もの だ。 詩の みの 世界に 身 を 置いて は、 吾々 は 現在  一 m も 生存し 得ない と问 じく、 『詩』 と 全 

く 切り離された 無理 想の 生活 も、 亦 明らかに K 落した 下等動物の 生活で ある。 向上 進 轉を想 は ざろ 無 

努力の 安價 生活 だ。 眼前 當 面の 莨 際 生活が^に 理想に むかって 進み、 『詩』 によって カづ けられて 居な. 

ければ、 それ は 人 問の 人 問ら しい 生活 態度で はない。 私 は數^ 前 『平和の 勝利』 (本 全集 第 S 卷に收 む) 

や 書いて 永久 平和 を 讚美した のと 同じ 熱意と 確信と を 以て、 戀 愛の 现想 生活 を 語るべく、 あの 『近代 

の 戀愛覩 』 を 書いた" 之に 對 して 或 人 は 一一 一一 ！： ふ、 そんな 理想 說， v 無 il に說 くの は 人 を 誤る から 危險ぉ 
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と。 飛んでも ない 事 を 聞く もの かな。 假に、 永久 平和 軍備 撤輕の 理想 說を 聞いて、 徴兵忌避 をす る 馬 

鹿 者が あつたから とて、 カント 以來の 永久 平和 說ゃ、 基督から トルストイまでの 無抵抗主義 を も 非な 

りと すべき だら うか。 デモ クラ シィの 論議の ために 一 部の 青年が 誤られた とい ふ事實 があった からと 

て、 民本主義の 社會的 理想 を も 担 否すべき であらう か。 或は 舉者ゃ 思想家 や 文筆の 人 は、 平和 論、 民 

本 思想 を大聲 疾呼す る 事に よって 輕 からざる 罪 を 犯す 者 だと 言へ る だら うか。 現在の 誤れる 社^生活 

に 於て 實行 不可能な りとの 理由 を 以て、 カント をもト ルス イト を も 狂人な りと 罵るべき だら うか。 先 

づ 罵る 者の 愚 を 笑へ。 

世に は 至上の 戀を 弄ぶ 者が ある。 ただ 肉 慾 衝動に のみ 願 使せられ 左右せられ る 結 *、 おのれ 自らの 

人格の 自由 を棄 てて 平 氣な者 も ある。 戀愛 以外の 要素 をのみ 過重して 結婚し、 賫淫 奴隸、 育 兒奴隸 の 

夫婦生活 を 送れる 婦人が ある。 また 一た び 得た 贵き 戀を埒 はう ともせす 育てようと もしないで、 至高 

の 愛の 減び 行く を すら 顧みす、 遂に は敝 履の 如くに 之を棄 てて 離婚す る 者 さへ ある。 全く 愛せん とす 

る 努力 を 吝む人 さへ も 亦 多い。 風紀の 頹廢、 家庭 崩 解の 悲劇、 その他、 背後に は 常に 女が 潜む とい ふ 

毬々 の 罪惡、 それら は 皆 今日の 人が 戀 愛の 貴 さを考 へない から 生す る 事な ので ある。 好いた 同志が 連 

れ添 ふの は 固より 結構 だ。 しかし 戀愛 なくと も 結婚と いふ 性的 關係は 他の 现 由から a て 正し い なぞ 

と- >  まるで 戀愛を 快 樂的雙 澤物か 何 かの やうに 考へ るから して、 倘人 として は 自己の 人格の 破壞 とな 
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り、 社會 として は 綱紀の 頹跤を 見る の だ) 奴隸 婦人 や 寶笑婦 や、 子供 を 生む はたけな どの 存在と なつ 

て、 婦人の 自. m 解放、 その 人格の 尊重 は 永久に 寳 現せられ ない 事と なる。 

軍備 全廢 永久 平和 も、 勞资 反爭 なき 新社會 も、 また 戀愛 以外の 理. s や 動機に のみよ る 資淫的 和姦 的 

強姦 的の 性的 結合の 絰對担 否 も、 それら 理想の 蓖現 はみ な 今日 現在に 於て 不可能で ある 事 は、 白痴 狂 

人に あらざる 限り、 誰し も 承知 だ。 平 凡 語 をなら ベて 得意がる 批評 者の さし 出ぐ ち なぞ を 待た すし 

て 明らかな 事 だ。 賫淫 和姦 凌辱が 幾多の 突 名の もとに 行 はれる 事 は、 今日の 生活に 於て 如何にも 避け 

難い。 それ は 恰も 一朝 事 あるに 際して、 吾等 は戰 場に 赴いて 殺人の 罪惡を さへ 行 ふ 義務が あると 全く 

だ」 しかし それ は 人間と して 間逮 つた 事 だ。 蒙昧なる 古人が 考 へた やうに 突 德 として 賞讃 すべき 

事で も 何でもない。 戰爭 は出來 得べき だけ 避くべき ものである 事 を 知る と 同じく、 戀愛を 無視せ る 野 

^な 性的 關係 は、 お 人の 人格 を 傷け 自由 を 奪 ふ 一種の 罪惡 なりと して、 力の かぎり 避けざる 可から ざ 

る ものなる 専を 十分に 考 へるべき だ。 世界平和と いふ 究極の 大 理想 を かかげて、 先づ 軍備縮小と いふ 

が 如き 姑 森な 手段から 始めて 行く と 同じく、 見合 ひ 結婚の 廢止 や、 男女 七歲 にして 席 を 同じう せす の 

形式の 廢棄 や、 その他 實 W 結婚 財產 結婚の 排斥の 如き、 極めて 手近かな 行 ひ 易い 第一歩から 着手せ ね 

ばなら ぬ。 西洋で も 日本で も 今の 世界の 多數 者の やうに、 最初から 全然 戀愛を 度外視して 結娇し 性交 

を i5 ぶ 事 を、 平氣に 正當だ なぞと 思って ゐる事 は、 明らかに 人格の 蹂躪で あり 胃濟 であり、 生活と 文 


化との 破壞 である 事 を 知らねば ならぬ。 それ は 恰も 戰爭が 文化 破壊の 蠻行 であり、 罪惡 であると^ も 

異なる 所な きを 心に 銘記すべき である。 そして あの 三つの 理想に 向って 躍進す るの 努力 を、 一 n たり 

とも.^ つて はなら な い。 

先 づ现實 を 凝視して 之 を 批判せ よ。 そして その 缺陷 と醜穢 と喑黑 面と を 見る と共に、 情熱と 感激 を 

以て K に 高き 理想に 向って あこがれよ" 足 はしかと 大地 を 踏みし めつつ、 頭 は 常に 高く 天 に 向 はねば 

ならぬ" 古い 浪漫主義の 人々 の やうに、 * 敢 ない 理想の 幻影 をのみ 追うて 足が 大地 を 離れる 事の 誤れ 

ると 同じく、 また 理想 を 否定して ひたすら 現寳 にの み沒 頭す る 事 は、 四つ 匐 ひの 泥 鵜の やうな 生活 

だ。 それ は 進化 向上な き、 永久に 呪 はれた る 生活 だ。 

私 は 更に、 口木 人と して 特に この 现想戀 愛 論に 就いて 附首 して 遛 きたい 事が ある。 

い つも 目先き の 事に のみ 忙殺せられ てゐる 近代の 日本人に は、 殆ど 理想主義が 無い。 その 理想と い 

ふ もの は 多く は、 支那 や 西洋から 梳ゑ つけられ 押し寄せられて 仕方なし に、 汲々 乎と していつ も 尻 か 

ら 尾いて 行く とい ふ 有様 だ。 議# では 軍備縮小 を 立派に 三十 幾 票 かの 少數で 否決し、 國難來 なぞと 叫 

んだ 揚句の はて、 遂に は 世界 思潮の 大勢に 餘俵 なくせられ 引き すられて、 、水久 平和の 理想主義に 動か 

され 華 盛 頓俞議 に 加 はった。 一事が 萬 事、 理想主義 のない 者 はいつ もこの 有様 だ。 笫 二の 階 菽闘爭 か 

ら來る 社 會改逍 の 理想主義に 於ても、 吾等 日本人 は 明らかに 西 人の 所說の 後塵 を拜 したの だ。 ところ 
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が If り^三の 戀愛 至上の 理想 4f 義に 至って は、 これ だけ は 決して 外國 から 植ゑ つけられ たもので はな 

く、 立派な 誇る 可き 日本の 國產 だ。 吾々 日本人の 祖先の 時代から して 持って ゐる 固有の 思想で ある。 

先 づ歐洲 思想の ニ大 源流た る 希 臘と基 傅 敎とを 見よ。 毫も 禁慾 的でなかった 現世 肯定の 希 腿 思想で 

さへ、 その 神話に は 明らかに 女 を 罪の 源 だと 昆た 人生 觀が ある。 卽ち 主神が プロ ミ イシ ュ ウスに 妻と 

して 與 へた 突 女 パンド オラの ^ の 中には、 すべての 罪が 祕 めら れ てあつた とい ふ。 また 古代の 敎 

は、 保 羅の敎 の やうに 性的 關係を 罪 だと 見て ゐた。 殊に 基督 敎祌 話の アダムと H ヅの 話に ある 知 ロ^の 

木の 實は、 最近の 研究で は 性的 知識 を 意味す と 解され てゐ る。 また 歐洲 以外 を 昆 て も マホメット 敎に 

せよ 儒敎 にせよ 怫敎 にせよ、 性的 關係を K しく 率 S に て は 居ない。 そのほか 古代の 諸 民族 は、 之 を 

罪な りと して 昆 るか、 然ら すん ば 原始 宗教の ある ものの 如くに、 無 ral 矢鳕に 性的 關係を 祌聖視 する の 

であった。 神 わざ だと 見る か 或は 罪惡視 する かの、 いづれ かの 謬^と 僻み を^し 得なかった。 然るに 

獨り 吾等 日本人の 祖先. たけ は これらと 全く 異なって、 素直に 自然の 儘に 正しく 人 問ら しく、 人性に 於 

ける 性的 關 係の 意義 を 觀てゐ た。 記紀 萬 葉に あら はれた 戀愛觀 は、 他の 外^ 民族の 場合に：^ る 「原始 

的』 と は 甚だしく 趣 を 異にして ゐた。 儒佛 の外來 思想 輸入 前の 日本人の 戀愛靓 は、 全人格 的なる 殇肉 

1 致の ものであった。 性的 戀 愛に 於て はじめて 人生の 意義 を味識 し、 大瞻 に戀愛 至上の 思想 を 歌つ 

たもの は、 日本 上代の 歌謠に 最も 多い ので ある。 之 を 天地 創迭祌 話に； ^る も その 戀愛觀 は、 基^教 マ 
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永メッ ト敎儒 敎佛敎 などの 凡て と 異なって 居た。 事 あたらしく 一一 一一 口 ふまで もな く 誰し も 知 つて ゐる話 だ 

が、 祖宗 二 はしらの 祌が 『あなに やし 愛 乙女 を』 『あなに やし 愛 男 を』 と 互に 呼ばれた とき、 それ は 結 

對 至上の 戀、 卽ち性 を 異にした 二つの 魂の 潷融冥 合 を 語れる に 外なら ないで はない か。 

この 祌話 によって 代表 せられた 我が 國同 有の 生活 理想 は、 有史 時代 卽ち萬 葉 詩人 時代に 入っても 異 

なると ころ は 無かった。 然るに 平安朝 あたりから 支那の 儒敎 思想 —— 卽ち 女と 子供 を 極度に 侮蔑し 無 

視 した 孔子 敎の 思想に 誤られ 歪められて、 そこに 王朝 文 舉に現 はれた 額 廢的倾 向 を 生じ、 更に 佛敎か 

.ら 來た禁 慾， 王篛 が、 恰も 淸敎 徒の 嚴格， 王義の やうに、 再び 日本人 固有の 生活 现想を 歪めて 人 r 日に 及ん 

だ。 いつも！： 粹々々 なぞ-:  一一！： つて 騷ぐ もの どもが、 何故 この 點を考 へない のか。 現に 德川 時代に 於て 

も， li^? の 徒が 性的 關 係に 就いて 全く 偽善 的な 無批判 無理解に 陷 つて ゐた 間に、 國學 者の 方 は 日本 固 

有の 文化に あら はれた 戀愛觀 を 高 i? して、 屡漢學 者た ちに 痛棒 を くらはした。 現に 本居宣 長の 文集な 

どを^ても、 國擧 者の 方が よほど 物の わかった 自由な 戀愛觀 を 抱 持して 居た 事が 知られる と 思 ふ。 

西洋で は 今まで 戀愛 結婚が 行 はれ て 居た なぞと 思 ふの は 大 間違 ひだ。 また 私の 說ぃ たやうな 戀愛觀 

が 世界平和、 デ モク ラシィの 理想 說 と共に、 外來 思想 だ なぞと： W ふの は 無知の 徒の 偏見に 過ぎない。 

先 づ事實 を 見よ、 歐洲の 古代 中世 は、 財婚ゃ 政略 婚ゃ、 家族の ためにす る扠隸 結婚が 甚だ 多かった。 

. 今日に 於ても 婦人の 自 山の 最も 尊重せられ ると いふ 米國 でさへ、 財婚は 極めて 普通 だ。 米國 富豪の 子 
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女と、 ^太 利に 多い^ 乏 華族との 財^ 結娇 は、 いつも 交際 界の笑 柄に なって ゐる ではない か。 ii^ 

娇 .，.. -な ければ 人 としての 完全な 結婚で はない と 一一 一一 口 ふ 私 の 所說を 、 西洋 かぶ i だ なぞと 言 ふの は 少し 

く 可笑しい と 思 ふ。 自由 平等、 正義 人道が 飽くまで も 吾々 の 生活 理想 だ。 新しから うが 古から うが、 

外來 思想 だら うが、 內來 思想 だら うが、 そんな 事 は 最初から 問题 ではない。 

^者の 或 者 は 言 ふ、 もとより 戀愛を 劣情 だと は 言 はない、 戀愛は 結婚の 要素で は あるが、 戀 愛に：^ 

くても 給婚は 正しい と。 なるほど、 頭腦が 無くても 人 II は 人 問 だら う。 頭腦 以外の 耍素 が備 はって ゐ 

れば、 それ は 如何にも 入 問に は相逮 なから う。 しかし それ を 立派な 人 問ら しい 人 g§ だと は 曾 は. r_ な 

い、 と 私 はお. 張す るの だ。 戀愛 なくと も、 法^上の 一 婚姻』 は 形式と して 立派に 成立す る。 しかし そ 

れ は^に ^ 人 の 人格と 自由 を尊茧 した^ 祌的 意義 ある 道德 的な 結婚 だ、 と は 私は斷 じて 信じな いので 

おる。 

三 質問 第 j 

新刊 搭の讀 おに は、 あたまの 進んだ 高級の 人た ちが 多いで あらう。 その 人た ちに は 私が 玆に 書かう 

とする 一節 は、 餘 りに 平凡で 低級で あるか も 知れない。 こんな 解り 切った 事 は、 私と 雖も^ に 上した 

く はない ので ある。 いつもの H ッ セィを 書く 時なら ば 之 を， お略して、 讀 者の 者 察に 住せる のが 本 常 


 02 


だ、 しかし もとく 質疑 批^に 應 ふる 事が 此 稿の 目的で あるから、 先づ谩 初に この 解り 切った 平凡 談 

から 始めて ゆく。  一一 一一 一口の ことわり 無しに は 私が 筆 を 下し 得ない 程までに、 この 一節が 平 俗で ある 事 を 

嵬 のがして 戴きたい。 

或 者 は 言 ふ、 『もし 戀愛 至上な りと するならば、 戀 のために は 親孝行 を棄 てても I？ いか。 忠義 は 構 は 

なくても 可い か。 例へば 學問ゃ 知識 は 中； 災い。 しかし 學問 研究の ために 學 者が 人殺し をしても 構 はぬ と 

いふ 法 は あるまい。 親孝行の ため、 事業の ため、 世間への 體.. のた め、 …… その他 色々 の 事の ため 

に、 戀愛を 犠牲に 供し なければ ならぬ 場合が あるで はない か』 と。 (文學 博士 某の 言) 

或 人 は 此^ 問 を 聞いて 愚問な りと して 一 笑に 附 した。 なるほど 物事 を 本質的に 率 • 直に 冷 靜に考 へる 

ことに^ら されて ゐる 人から 兌れば、 この 問 は 或は 取る にも 足らざる 愚問に 過ぎな いだら う。 しかし 

私 は 之 を も ^問 なりと して 一蹴し 去らす に、 叮# に 答へ て 置く 事 を 自分の 責務 だと 思って ゐろ。 何と 

なれば 今日の 普通人と して は 誰し も懷 きさうな 疑問で あるから だ。 

如何にも、 今日 吾々 は 事 紫の ために、 親孝行の ために、 戀愛を 犠牲に 供して ゐる。 犠牲に 佻す る^ 

を^ 務だ とも考 へて ゐる。 また その 通り 寶 行して ゐる事 も 止む を 得ない。 それ はちゃう ど戰^ が 行 は 

れた 時に、 國 民の 一員と して 吾々 は 他 國人を 殺戮し、 殺人罪 を； 種の 義務な りと して 行 はざる を 得な 

いと 全く M 樣 である。 しかし それ は 人 ii として は 避けたい 事 だ。 殺人罪 を 犯さす に濟む 方が 人^と し 
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て は K しいので ある。 その 正しい 事が なぜ 行 はれない のか。 そこ を考 へる 事が 何よりも 大切 だ. *  5- 

それ は 卽ち现 代の 生活に 大きい 缺陷が あるから だ。 詳しく 言へば、 人 問の 頭が 幼稚で あり 不道德 で 一 

あり 蒙昧で あり、 また その 幼稚な 不道德 な 頭から 持へ 上げた 色々 の 組織 や 制度 や 習慣に、 幾多の 誤謬 

が あるから だ、 缺點が あるから だ。 もし 第一義 的に 根本的に 考 へるならば、 親孝行の ために 戀を 犠牲 

とす 可き やうな 場合 は斷 じて 生じ 得ない 苦で ある。 

しばらく 戀愛 問題 を 離れて 考へ て も、 现 代の 生活 は 吾々 をして 色々 の 不合理と 不道德 とを强 ひて 行 

はしめ てゐ る。 その 不な：！ 现不道 德を行 ふ 事が、 今日の 生活に 於て は 明らかに 吾々 の 立派な 篛務 なので 

ある。 世界 永久 平和の 大 理想が 寳现 せられざる 限り、 吾々 は戰 時に 於て 殺人と 云 ふ罪惡 を裟務 として 

行 はねば ならぬ。 また 金 錢は人 問が 便宜の ために 勝手に 栴 へた ^ 具で ある。 然し 其 道具に 煩 はされ 

て、 今日は 親孝行の ために、 生活難の ために 學業を 中途に して 放棄し なければ ならぬ 舉 生が ある。 人 

間 の本來 から 一 W へば 學 業を鑌 ける 事が、 やがて また 同時に 親孝行に もなる のが、 本當の 正しい 人 問 生 

活 なの だ。 それが 兩立 しないの は、 金錢 とい ふ ものの 制度の 方に 何等かの 大きい 間遠が あるから だ。 

知識 愁の^ ゆる やうな、 そして 優秀た 頭腦を 持った 學 生が、 みすく 親の ために 金錢 のために 中途 退 

^する 者 を 見る と、 私 は 現代 生活の 悲慘を 見て 泣かざる を 得ない。 其 時 私 は 淚ケ- ふるって、 それで は 

仕方がな いから 家に おって 親に 孝を盡 くし 給へ と勸 める。 私み づか らも ij: 生の 時に 此 憂目 を 兌て 苦し 


んだ からで ある。 親 は 構 はない から 舉問 を績け 給へ、 と 私 は 決して 霄 はない。 言 はない と In: 時に、 今 

R 金錢の 制度 や 資本主義の 害惡が 如何に 烈しく 人 を禍し 毒して 居る か を、 胸のう ちに  一^ 痛切に 感じ 

させられつつ 聲を 忍んで 泣く ので ある。 金錢 のために、 財產 のために、 その 貴き 戀をも 犠牲と する 女 

が あるの を 見る と、 私の 血と 淚と がまた しても 現代 生活の 不合理と 缺陷 とに 觸れて 湧き 立たざる を 得 

ない の だ。 

私 は 經濟學 に 就いて 何等の 知識 を も 有しない。 しかし 一 方に は 遊食の 民に して 豪奢 を 誇れる 者が あ 

るのに、 他方に は 額に 汗して 働きながら、 飯が 喰へ ない といって 人^と しての 生存 樅 をも危 くされて 

ゐる 者の 存 する を 見て、 そこに もまた 何等かの 誤謬と 缺陷が ある 事を昆 る。 現代の 社會 生活 經^ 生活 

に、 何等かの 不合理が 潜む の だら うと も考 へる。 それ はちゃう ど 今日に 於て 戰爭 殺人の 避く 可から ざ 

る 原因のう ちに、 吾々 の 政治 生活 國際 生活の 缺陷と 不合理との 存在 をみ とめる と 同じく。 

歸 すると ころ は、 今日の 人 問の 物の 考へ 方、 及び その 考へ 方から 出来た 組織 や 法則 や 道具が 問 違つ 

てゐ るから だ。 さう 兑 るより 外に 斷 じて 道 は 無い。 

人 が 自己 完成の ために、 生活 充實 のために、 戀愛は 至上 至高 至大の ものである (此事 は 更に 後段 

に 述べる)。 然るに その 至上 至大の 戀 愛が、 他の 忠孝 や 金錢ゃ 食物 や 事業 や、 その他 色々 の ものと 衝突 

する の は、 今日に 於て は 已むを得ない 事 だ。 戀愛を 犠牲に 供す る 事 は、 戰爭 殺人と 共に 今日に 於て は 
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明らかに 吾々 の 義務で ある。 ただ 然し こんな 不合理の 生活が 人 としての 唯一 最上の 生活 だ、 これ こ 

そ 人^の 道 だ、 窀も 改造 を耍 しない もの だ なぞと 忍 ふ 者 あらば、 それ は^ 土の 中に 惯れて 糞土の 惡臭 

に^ 附 かざる 者の 類で ある。 

人 ii とその 生活と を 先づ 本質的に 极本 的に 第一義 的に 凝視せ よ。 何等の 偏見な しに、 闪 はるる 所な 

しに 人生 を兑 よ。 沙 翁の 如くに、 イブセンの 如くに、 トルストイの 如くに 人生 を 正視せ よ。 そして 缺 

陷と 不備と を a て、 避け 得べき 限りの 害 惡は之 を 除去し ようと 努めよ。 この 努力 を 惜しむ 者 は 怯で あ 

る。 怯に あら すん ば惰、 惰に非 すん ば 卽ち痴 である。 怯 者と 惰 者と 痴漢と によって、 世界 は 一歩たり 

とも 進み 得ない。 改造の 無い 所に 向上 進歩 は 無く、 天國の 門戶は 永久に n かれない。 眞 碑- 美の 光は遂 

に 地上 を郯 かさない であらう。 

手 短に 解り^く 言へば かう だ。 戀を 全うする 事が 卽ち 親孝行で も あり、 事業の ためで も あり、 また 

ほ" 問の ためで も あるの が、 人 II 生活の 本來 として は 正しい ので ある。 それが 衝突の 場 八；： を 生す るの 

は、 忍怼 上の 誤謬と、 其 誤謬 ある 思想から 出來た 今日の 法則 や^ 4、 や 色々 の 物の 缺陷 や： 小 完全から 生 

する ので ある。 親孝行の ために 戀 しい 良人と 添 ひ 遂げられなかったり、 自分の 事業の ために 生木 を 割 

かれて 女 を 離別したり する 事 は、 人 として 斷 じて 眞 直な 正しい 生活と は 言 はれない。 確かに 根本的 

に 誤れる 生活 だ。 人 問が 持へ た金錢 とい ふ 道具が 邪魔 をしたり、 ^族 制度に 缺點 があった り、 法律が 
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不備で あったり、 或は 周圍の 人々 の 物の 考へ 方に 時代錯誤が あったり、 或は そこに 野^な 私慾が 働い 

たり、 種々 雜 多な 理由に よって 眞の人 問 的な 生活 は破壞 せられて ゐ るので、 純正の 戀愛 そのもの は、 

忠孝 友愦 博愛の いづれ のために も、 斷 じて 犧牲 とせら るべき 性質の もので はない。 忠信 孝悌 いづれ の 

ラゲ  ラゲ 

美德を 取って 見ても、 その 根 牴には 呰必す 大きい 愛の 力が 動いて ゐる。 その 愛の 力のう ちで 最も 全人 

格 的な 最も 力 强ぃ靈 肉 合致の 戀 愛が、 これらと 銜突 するとい ふ 事 は、 本質的に 第一義 的に 考 へて 斷じ 

て 有り得べ からざる 事で ある。 讀 者よ、 今日 起る 多くの 戀愛 悲劇の 各に 就いて 深く 省察 せられよ、 そ 

こに は必 すお 姑の 不 常な 跋^と か、 或は 金 錢の煩 ひと か、 法律の 不完全と か、 結婚 當事 者の 無 思慮と 

か、 ^級 制の 誤謬と か、 何とか彼とか いふ、 眞に 人間と して は 正しく 本質的で ない 事柄が、 その 禍极 

をな して ゐる 事を發 a せられる であらう。 その 禍根 を 除かん がた めに こそ、 今 H 多くの 思想家 は 改造 

のために 力の 限り を盡 くして 絕 叫し 呼 號し、 大聲叱 呼して ゐ るので はない か。 世界平和 を唱 へ、 デモ 

クラ テイクの 新 社 會を翹 望す る 者と 共に、 私 は 一 つの 生活 目標た る大 理想と して 戀 愛 至上 を 語った の 

であった。 

玆に例 を 以て 一 一目へば、 娘が 死に 身に なって 慕って ゐる 男に 添 はせ て やる の は、 親が 子に 對 する 本 當 

の 愛で はない か。 それ を しないの は、 金錢 とか 名利と かいふ 下らない ものが 邪魔 をして ゐ るから だ。 

卽ち 子に 對 する 愛が 純正で ないから だ。 また 子の 方から 言っても、 親が 正しい 考へ方 をして ゐ るのに 
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その 親に 對 して 不孝と なるやうな 戀 をして ゐ るなら ば、 其 戀には 必す何 か 不純な 不眞面 E な、 門地 金 S 

錢 名利 邪 ほ なぞの 分子が 附 纏って ゐるの だ。 卽ち 何等かの 意味に 於て 純正で ない 戀愛 であるの だ。 親 f 

が 子に 對 する 愛、 子が 親に 對 する 愛、 また 子が その 愛人に 對 する 愛、 それら は 皆 一 つの love- であつ 

て、 根本に 於て EH  . 一物で あるの が 人間の 本性 だ。 それが さう は 行かな いのは、 思想 や 制度に 不備が あ 

り 缺陷が あるから た。 しかし この 不備 ゃ缺陷 でさへ も、 ある 人々 の 場合に は それ を乘り 越えて、 巧み 

に 生活が 調節せられ 統一 せられて ゐる事 は 決して 稀で はない。 たと へば 故 原^ 相 は 至孝の 人であった 

さう だ。 しかし その 夫人との 結婚に 際して 母君が 強く 反對 せられた とき、 こればかり は ffl として その 

I！ 目 を用ゐ なかった とい ふ。 そして 死に 至る まで 他人の 及ばない 程 孝養 を 全うし 得た と 傅へ ら れてゐ 

る。 かう 云 ふ 例 は、 今日の やうに 思想 や 制度に 誤謬の 多い 時代に 於て さへ も、 決して 稀な 事で はない 

ので ある。 

親孝行の ために 泥棒 をす るの は 可くない。 君に 忠 ならん がた めに 殺人 仇 討の 罪惡を 犯す 事 も、 正し 

い 事で は あるまい。 それと 同じく 忠孝 『義理 人情』 のために、 愛な き 性的 關係を 結んで 強姦 和^ 寶淫 

をな す 事 も、 決して 衮 めた 話で はない ので ある。 之 を 褒めた 話 だとす る 習慣 や 思想 や 法則に は、 必す 

やそこに 大 なる 誤謬が 潜んで ゐる。 

昔 は 平 重 盛と いふ 男が あった。 君に 忠 ならん とすれば 親淸 盛に 孝なら す、 孝た らんと すれば 君に 忠 


なら すと 言って 彼 は藻搔 いた。 忠 のために 孝 を、 孝の ために 忠 を犧牲 としなければ ならなかった と 思 

つたの は、 重 盛と いふ 男の 頭が 幼稚であった からだ。 まだ 源平 時代の 社 會絍織 や 政治 思想 や 法則 や、 

色々 の ものに 多くの 誤謬 ゃ缺陷 があった からだ。 源平 時代より して 幾 百年、 いくたび か 改透を 經て遙 

かに 進んで 來 たべ r 日の 世界に 於て、 忠と 孝との 間に 衝突 を 感じて 苦しむ 者が ゐ るの だら うか。 若し あ 

りと するならば、 今 もな ほ 頭 だけ は 源平 時代に 棲息して ゐる氣 の 毒な 人た ちで ある。 

ここに 至って 私は肅 然として 先 づ襟を 正しう して 語らねば ならぬ。 卽ち 先帝 陛^-が 吾々 に 下し 給う 

た勑 語に 於ても、 『父母に 孝に 兄弟に 友に 夫婦 相 和し』 と 仰せられた。 親孝行の ために 愛妻 を 苦しめた 

り 離別し なければ ならぬ 事が ありと 考ふる やうな 人が、 今日 若し 在りと するならば、 そ は 聖旨の ある 

所 を 解せ ざる 愚人で ある。 或は また 現在の 制度 や 組織に 何等かの 大 なる 缺陷 ある を 知らざる 者 だ。 

思へば 思 ふ ほど、 考 へれば 考 へる 程、 今日の 吾々 の 生活 は 多くの 不正 や 不合理に 滿ち滿 ちて ゐる。 

それ は 日本ば かりで はない、 世界中が さうな ので ある。 俗な 一一 一一：： 葉で 言へば、 人間 生活と して 成って 居 

ない ので ある。 若した だ 現在に のみ 安んじて 全く 此點に 思 ひ 到らないならば、 私の 戀愛論 は、 かの 世 

界 平和 や デモ クラ シィの 理想 說 と共に、 痴人の 囈語 となり 了る であらう。 

四 人生の 問題と して 
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^德 •：：. それ は 形式 道德ゃ 因襲 道德 をい ふので はない、 の 人 問 性に 根ざし 人口 味 を 失 はない 純眞 

た. ^^生活の 根柢と なるべき 道徳と、 戀愛 とが 衝突したり、 或は 一方の ために 他の 一方が 犧牲に 供せ 

ら るべき もので ない とい ふ 事 を、 私 は 前節に 於て 述べた。 さて それならば、 何が 故に 戀愛 至上な りと 

いふか。 戀愛 もまた 他の 諸德 と共に 兩 立し 併 立すべき 贵 きもの だ、 唯 それだけで 充分で はない か。 至 

上な りと いふ は 何故か。 これが 次に 來る 疑問であった。 

私 はこ の^に 答 ふるに 先だって、 一 つ fc つて 置きたい 事が ある。 至上で あると か 至上で ない とかい 

ふ 事 は、 個性の 要求、 創造の 生活に 屬 する 問題で ある。 かの 一一 イチ 1 以來 近代 思想界の 一 大特徵 であ 

る M 侦颠倒 とい ふ 事 も、 此點を 外にして は 無意味と な るので ある。 常に 生命 の 燃 燒を白 執 i の 高度に 昂 

めて、 寳 玉の 如き 焰に恢 一え つつ、 ^一  篛 的に、 全 我 的に 本質的に 生きようと 努力す る ある 個人に とつ 

て、 戀 愛の 心境 は、 生活 內容を 更新せ しめる 程までに 强大な 感激と 法悅 とに 導く。 そこまで 行けば、 

それ は 詩と 藝 術との 世界に 屬 する 問題と なる。 虛僞 でも 構 はない、 胡麻 化しで も 可い、 ただ 世の中 を 

都合よ く 無事に 渡って 行かう とい ふやうな 人の 目から 見れば、 戀愛 讃美の 如き は 蓋し 無 ffl の 辯で あら 

う 。 卑近な 例 を 取 つ て 言 へ ば、 故 安田 善 次郞翁 の 黄 余 崇拜 の ごとき、 金錢^ 能 の 思想 は、 いふまで も 

なく 私たち の 蛇蝎 視 すると こ ろの ものである。 しかし 翁の 生活 態度と して の 徹底 味 だけに 就 いて 見る 

ならば、 そこに 一 つの^ 性と しての 崇^さ を 認めざる を 得ない。 金錢 そのもの は、 例へば 修逍の 高士 


や 眞现の 探究者な どに とって は、 『猫に 小判』 の やうに 無價 値な ものである。 それと 同じく、 また 形式 

萬 能の 信者 や 功利 唯 物と 屁 理窟の 徒に 向って、 舌を爛 らし 筆 をち びら して、 いくたび 戀 愛を說 かう と 

も、 そ は 豚に 腐 珠を與 ふると 同じ 無用の 勞 である 事 を、 私 は 百 も 承知して ゐる。 それ は银竞 する に 立 

場の 相逮 とい ふ 事に 歸着 する からだ。 異なれる 立場に あって 百年 二百 年の 論^ を 綾け ようと も、 何等 

の效 * は 得られない。 わたくしが 若し 前の 『近代の 戀 愛觀』 と 同一 の 立場に 立って. 史に搏 び 戀愛を 論 

じょうと するならば、 ^西の 文藝 作品に は、 ブラウ 一一 ングの あの 抒情詩 以上の 名作 は 山 ほど ある。 そ 

れらを 引 證し品 隙す る だけで も、 優に 浩瀚なる 數卷の 書 を 成す であらう。 しかし 私に は 今 さう いふ 無 

用の 勞を 執る 暇 は 無い。 また 豚に 與 ふべき 物が 最初から 眞珠 ではなく して、 豚の 營 養分た るべき 竽で 

あらねば ならぬ 事 を も 私 は 知って ゐる" (本卷 『宜 傳と创 作』 參照) 

事新しく 言 ふまで もな く、 愛 は 人 問 生活の 根本 要件で あり、 一切の 道 德宗敎 の 源泉で あらねば なら 

ぬ。 殊に 現代 g 理想 主篛は 格の 尊重と いふ 專を 基礎と して、 人と 人との 關係 を、 すべて 人 ra^ な极 

柢 の 上 に据 ゑようと する が 故に、 人間愛 は 生活 の 根 本義と なる。 さ き に 述 ベ た 新 文化 建設 のた めの 三 

つ の 理 おは、 それ が いづ れも皆 自由 平等 正義 入道 を 基礎と せる 點に 於 て 共通の ものであるが、 それら 

を 更に 深く 更に 遠く 源に. 溯って 尋 ぬれば、 要するに 愛の 問題に 歸着 する 外ない ので ある。 おも ふに 現 

代の 人心 を 支配して、 正しく 之 を 導き 得る 所の もの は、 勿論 禁慾 主義の 宗敎 ではない、 また 自己 否定 
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の 道徳で もな く 形式で もない。 私たち は、 ん間 らしい 欲求 を 否定し 去る^ によって、 地上^ 園卞設 の 

理想お 考 へる 事 は出來 ない。 むしろ 人間 本然の 欲求 を 肯定し 强 調して、 而も それが また E 時に 自已否 

お、 自已 犠牲の 精神と ぴったり 合一して、 我と 非 我との 問に 不調和な きもので あらしめ ねばならぬ。 

かくの 如き 心境 は 之 を 愛の 世界に 昆出 すより 外に 道な きもので、 私が^に 近代の 戀愛觀 を 論じて、 『自 

已放. 架に 於け る 自己主張』 なりと 言った 意味 は、 今更 ここに^ 返す 必要 も あるまい と 思 ふ。 また：.！ 性 

の 愛が、 人と 人との 間の 靈 妙な 親 刺 力のう ち、 最も 强烈 であり 偉大で あり、 また それが 靈と 肉との 兩 

方面から 發 動し 來る 唯一 の 愛で あるが 故に、 常に 全 我 的、 全人格 的で ある こと を も跺 返す の姒を 避け 

る。 殊に これらの 事 を 外にしても、 最近 科學 者の 性 研究の 結^ は 吾等に 向って、 一切の 人^愛の 源杂 

が 性慾に 在る とい ふ 事實を さへ 指摘して ゐる ではない か。 性慾な くんば 戀愛 はない、 戀 愛な くんば 一 

切の 愛 はない とい ふの が、 近頃 これら 一 部の 科舉 者の 到達した 驚くべき 結論であった。 

私 は 科學の 研究者で はない。 從 つて 性慾と 戀 愛と 道德 宗教との 關係 などに 就いて、 科 學的學 ^とし 

て 之 を 言 はう とするならば、 たと へば フロイド 一 派の 舉 徒の 所說な どを受 賫す るに 過ぎな い 事と な 

る。 受资は 無用の 勞 である。 また 座右の書 を 取って その 一節 を 引^しようと いふなら ば、 わざ/ \歐 

文の 物を譯 して 揭げ るより は、 口 本文の を その 儘 引 W する 方が 便利で ある。 そこで 平^ 多く 思想 上の 

問題に 就いて 論議せ す、 從 つて 问等 先入の 偏見な き 純科學 者のう ちで、 特に 舉界 の耆 宿と して 知られ 


た 大澤謙 一 一 博士の 下の 語 を 引用して、 讀 者の 參 照に 供す るに とどめよう。 

『今 諸君が 本書 を閱 するならば、 恐らく 大に愕 かれる であらう。 人間に は乳兒 時代に 旣に 性慾 あり、 

加 之 この 天使の 如き 淸き 愛らしき 兒が 好んで 手淫 を 行 ふとい ふ 條下を 昆られ たなら ば、 益々 愕然と 

して 口 を 閉ぢる ことが 出來 ないで あらう。 而 して 兒 童が 稍發育 すれば 近親 愛なる ものに 到達す る 

が、 これ また 純然たる 性慾であって、 しかも 孝ゃ悌 とい ふやうな 吾人に 最も 緊要な 道德の 根源 をな 

して 居り、 無^ 基督 敎に いふ 所の 愛 そのものの 根柢 を爲 して 居る とい ふこと を讀 まれたならば、 如 

何なる 感を 起される であらう か。 祌の 外に 愛な しと は 基赞敎 徒の 言で あるが、 吾人 は 寧ろ 性慾に 深 

き； R 疯を 有する もの 以外に 愛な しと霄 ふべき ではなから うか。』 (榊 博士 著 『性慾 研究と 精神分析 學』 序) 

この 意味の 事 は 昔から 多くの 詩人に よって 歌 はれて 居た。 文藝の 作品に 就いて 之を昆 るなら ば、 性 

的 戀愛を 以てすべ て の 美徳の 根柢と なし 源泉と なす^ 想 は、 古代 中世 を經て 近代に 至る まで 毫も 珍ら 

しく はない。 それが ただ 二. f 世紀に 至って 新しく 科舉の 方面からの 確 認 を 見る に 至った とい ふに 

過ぎな い の である。 

しかし こ れ が科舉 上 の 定說と し て 舉界の 公認 を 得る まで に は、 なほ 多く の 時日 を耍す るで あらう。 

ただ、 科 學に關 して は S 準に I、ayl ミヨ に 過ぎざる 私たちから K- へ て も、 又フ P イド 一派の 精神分析 學 

^の說 に^ をお かすと も、 下の 事實 だけ は 明らかに 確認し^ べき だと 思 ふ。 卽ち 人間の 生命力が 自已 
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の發 育の ために その 全部 を 捧げて ゐる 子供の 時代に 於て は、 自 已犧牲 をな すだけ の餘 力がない。 從っ 

てま だ戀を 知る の 時期に 達して 居ない。 それ は 自已 を棄 てて 他 を 愛する だけの 餘裕が 無い からで あ 

る。 然るに 生體 がそ の 個體 自ら の 標準 以上 に發 育作 用 を統け るなら ば、 その 發育は 今度 は 生^ 作用と 

なる の だ。 だから 子供が 成長して 青春期に 入って、 心身の 力に 自己の 發 育と 生存より 以上の 過 剩を得 

る 時、 はじめて 生殖の 慾 を 生す ると 共に 戀 愛の 心境 を も 解す るの だ。 子供 時代の 利己 一 點 張りの 者が 

變 じて、 自己犠牲の 精神 を 解し、 異性 を 愛慕す るに 至る の だ。 それ はまた 更に 轉 じて、 性慾と 直接 關 

係な きかの 如くに 昆 ゆる 近親 愛、 人類愛と なり、 愛 鄕の情 ともなれば 知識 慾 ともなり、 宗敎 信念と も- 

な るので ある。  この サブ リメ イシ" ンに 就いても、 私 は旣に 『近代の 戀 愛觀』 に 於て 之 を 述べて 置い 

たのであった。 

性慾 は 単なる 動物 慾 だ。 しかし それが 人間の 場合に 於て は 進化し 純化し 淨 化せられて 戀愛 となつ 

た。 そして 一 切の 道德 生活の 根源と なり、 人生に 於け る 至上 至高の 意義 を 有する に 至った の だ。 

i 愛の 心境に 於ての み、 人 はお も 完全に 人で あり 得る。 軍に 生殖と いふ 問题を 外にして 考 へても、 

男 は EJR  人で は 完全な 者で なく、 女 は 女 一 人で は 決して 完全な 者で はあり 得ない。 卑近な 場合 を 取つ 

て la て も、 ： 生の 問、 一た び も 戀を味 はった ことのな いやうな 人、 或は 終生 全く 異性に 接しない やう 

な 人に は、 『人』 として 必す どこかに 大きな 缺陷が ある。 此事實 に 向って 古代の 希 臘人は ブラト オン 一 
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派の 詩的な 神話 的 解釋を 下した。 卽ち 人間 はもと 一 つであった のが、 後に 男と 女と 云 ふ 二つの 性に 分 

れ たの だ。 分れた 男女 は 各 不完全な ものであるが 故に、 その 分裂の ために 惱み、 お 互に 地上 生活に 於 

て 再び 相 合して 同心 一 體 とならう とする。 だから 運命的に 定められた 或 一 人の 異性と 相 合し 得る まで 

は、 男 は その 女 を、 女 は その 男 を 求めて やまない。 それ は單に 性慾 滿足ゃ 生殖の ための 結合で はな 

い。 3H の 人間的 戀愛 はこ こに 生す るの だと 言 ふ。 この 點に 於て プレイト 一一 ズム の所說 は、 人生の 實際 

現象 の 眞を單 に 詩 化し て說 いた ものに 他なら ない と 思 ふ。 

人^ は孤獨 では あり 得ない。 個性の 發達 した もの ほど、 この 孤獨 寂寥 を感 する 事 もまた 甚だしい。 

そして この 『心の 寂し さ』 が 何ものに よっても 癒 やされ 得ない 時、 そこに 戀を思 ふ 心 は 芽ぐむ。 かれ 

は 異性の 靈と 肉と によって 此寂寞 から 救 はれよう とする からだ。 異性に よって 救 はれよう とする 熱烈 

なる あこがれ、 それが 卽ち戀 愛で はない か。 

わたくし は 今 個性と いふ 一一 一一；： 葉 を 使った。 卽ち侗 性の 發 達した 人が、 ある 一 人の 異性に 於て また その 

獨 立の 凋 性 を 認めて、 それに 强く牽 かれ あこがれる 事が 近代 戀 愛の 特色で ある。 どんな 男で もどん な 

女で も、 顔 さへ 美しければ とか 敎育 財產 さへ あれば とかい ふので はない。 對 者の 個性 を 認める ことに 

よって —— 換言すれば 對 者の 人格 そのもの を 思慕す る 所に、 近代 戀 愛の 意義が ある。 それ は 昔からで 

も 或 程度に 於て はさう であった が、 個性に 目 ざむ る こと 最も 强き 現代人に 於て、 また 特に 近代に 至つ 
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てはじめて 仰 性 .X .M 】 に 到逑 した 新時代 の^人に 於て、 戀愛 に 於け る侗性 の 要素 は 著しく 重大な も の 

となった ので、 それが 性的 遝擇 の土臺 となった。 また 戀 愛が 生活の 中心と なる 所以 も、 畢竟 この 個性 

の 結べ" とい ふ 點に存 ずるので ある。 他 我のう ちに 自我 を昆 出し、 他の 個性のう ちに 自らの 侗性を 溶か 

し 込む こと、 それが. < 、格的 結合で ある。 

或 人 はいふ、 戀愛は 人 ii 愛のう ちで 最も 狭隘な もの だ 利己的な もの だ。 ただ 相手の 戀人 だけ を 想う 

て 他 を 顧み や、 服屮 博愛な く 近親 愛な く、 遂に は 情死 を a るに 至って その 徹底的 完成に 達する ではな 

いかと。 いかにも その 通り だ。 凡て 愛 は 自己 を 放棄す る ことによって 自己 を、 王 張して ゐ るの だから、 

その 愛が 遂に 強烈の 極度に 達すれば、 自己の 生命 を も 投げ出す に 至る ので ある。 昔 も 今 も 『國 家』 を 

愛する がた めに、 主君 を 愛する がた めに、 金錢を 愛する がた めに、 全く 他 を 顧みす して 命 を 投げ出す 

者の 珍ら しくな いのは これが ためだ。 殊に 燃 ゆるが 如き 宗敎 信念の ために、 神の愛の 祭壇に 生命 を捧 

げ .，」 悔いざる 殉教者の 如き、 之 を 目して 狭隘なる 利己的 行爲 なりと は 言 ふ を 得ないで はない か。 愛 は 

それが 强烈 であるに 比例して 签 * 集注 的と なること を 免れない。 從 つて 戀 愛に 於て それが 最も 狹^ で 

あると a える の は、 たま/ \戀 愛が 他の 如何なる 愛よりも 強く 烈しく 桀注 的で あり、 熾 熱の 最高 度に 

達する ものなる を證 する に 他なら ぬので ある。 戀を する 者の 心 は 殉教者の 心で あらねば ならぬ。 

しかし 私が さきの 『近代の 戀 愛觀』 に 於て 述べた やうに、 かくの 如き 熾煞ハ 高度 は 決して 長く その 
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儘で 持檳 せられる もので な. s 。四十 年 A 十 年の 長き に 及べ る 夫婦 間 の戀 愛の ご と き、 そ れが 深化 せら 

れて內 在 的と なり、 所謂 『米の 故』 となる に從 つて、 最初の 浪漫的 情熱 は變 じて 持久 的な、 底力の あ 

る祌^ 愛と なって 行く。 淺^なる 觀^ 者に は 殆ど 愛が 冷却し 消滅し 去った かの 如くに： ^ゆろ までに、 

潜在的 な^み を^して 行く ので ある。 卽ち 一方に 於て は £?； 女の 戀愛關 係 は、 生殖と いふ 結枭 によって 

直ちに 親子の 愛に 向って 轉 化する。 親子が あって 後に 夫婦 關 係が 生す るので はなく、 夫婦^係あって 

後に、 そこに 坐殖 の事實 あるが ために 親子の 關 係と 愛 惝 とが 生す るの だから、 この 分り切った 順序 か 

ら考 へても、 戀 愛あって 後に 親子の 愛 は 生す るので ある。 ^女の 結合なければ 人 問 そのものが 生れ 出 

でない の だから、 兩 性の 愛が あらゆる 人間愛に 超越した 高度 を 有する こと は、 何も 今； お 怪しむ 程の 事 

でも 何でもな いので ある。 天地 自然の 動かすべからざる 簡單 明瞭な 事賁 なので はない か。 夫^あって 

後に 親子が あり、 更に 近親 愛より 博愛 萬 衆に 及ぶ に 至って、 人 問の^ 會 生活、 道德 生活が 完成せられ 

る 事 は 言 ふまで もない。 

更に、 も 一 つ 他の 點 から 言 ふなら ば、 單なる 生殖の ために 在る 肉 慾 は 動物 的の ものであって、 人間 

的で なく 人格 的の もので はない。 それが 人 問 的で あり 人格 的で あるた めの 唯 一 最大の 耍件 として は、 

眞の戀 愛と いふ ものにまで それが 醇化せられ 精祌 化せられて 居らねば ならぬ。 だから 凡て の 人 間 的 道 

德の 源，：： 水で ある 戀愛を 無視し 或は^ 澤視 して、 他の 金錢 とか 『家』 とか 形式と か 肉 慾と か 何とかの 必 
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耍の爲 に ±i 的！； 係 を 結ぶ こと は、 自己 を 畜生の 域にまで 墮 落せし むる 大 いなる 罪惡 である。 自己 を 汚 

し 他 を 汚す 所の 强姦 であり 和姦で あり 赍^ であって、 人 問 として は 絶對に 拒否せ ざる 可から ざる 醜關 

係で ある。 たと ひ 之に 向って 如何なる 美名 を附し 形式 を 胡 魔 化さう とも、 それが 動物 的で あり、 非人 

格 的で あり、 お： 肉 合 一 の 人 問 生活 を破壞 する ものなる 事 は、 否み 難き 事實 である。 社會の 風紀 を紊亂 

する^ これより^ だしき は あるまい。 戰ゅ敉 人が 人類の 汚辱で あると 同じ 意味に 於て、 戀愛 なき 一切 

の 性的 關係 は、 人類の 汚辱で あり 人格の U: 濟 である。 而も 現在の 不完全な 人 ii 社舍に 於て は、 戰ゅ^ 

人と 共に 愛な き紡峤 生活，" また、 ある 場合に 於て 吾々 の篛務 となって ゐる こと は 悲しむ ベ き 事で あ 

る" 

戀愛 なき 一切の 性的 關係を 非人 的、 非人 格 的な りと^る 私の 持論から して、 當然 引き出さるべき 

結論 は、 かり 切った 話 だが、 下の ：點 に： |へ近 する。 卽ち戀 愛あって はじめて 人 が 人 il らしき 生铋 行 

爲を^ むこと を 得る ので、 これな くんば 今後 百年 を 出です して 地上に は 人 問の 簦影を 止めざる に 至る 

の だ。 ^愛な くして 人 問ら しき 生殖な く、 生殖な くして 人 問 の^ 在 は^ゅ。 

私 は 言 ふ、 放^ 亂淫は I き ^ である。 又戀愛 以外の 耍素 をのみ 過 m 視 したる 性的 結合 (給 娇) 

は、 Idi^l^^ に過ぎない。 前者 は 言 ふまで もな く 畜生道で あり、 後お はしめ 繩を 張って 和姦 凌辱 

を ft へて する 者 0:21 僞 である。 共に 不可" 性 愁七淨 化して 貭に 人^らしき 性的 結合と なす もの は、 


性慾の 人格化で あらねば ならぬ。 そこに き戀 愛關係 は 成 る 。 

或 人 は 私に 向って 『戀愛 至上』 とい ふ 言 案が 不穩當 なので はない かとい ふ 注意 を與 へられた。 謹んで 

もの 厚意 を 謝する。 私み づ から は稳常 だと も 適切 だと も考 へて ゐ ない。 さしあたり 以上の 如き 私の 見 

解に ちかき 戀愛觀 の 藝術的 表現と して、 私 はかの 拙文の 劈頭に 於て、 ブラウ 一一 ングの 名作 『廢墟 の戀』 を 

紹介し、 その 最後の 一 句 -  Love  is  best" の飜譯 なる 事 を 明示して、 誤解な からん こと を 期して 置 

いたの だ。 一 つの 思想に 名 づけら るべき 名の 如き は、 如何なる 場合に 於ても 單に 約束 的なる 便宜，^ の 

稱 呼 に過ぎない。 例へ ば 自然 主 蓊 と 一 百っても 感情移入と 言っても 理想主義と 言っても、 それらの 文字 

は 毫も その 內容 たる 思想 を 明示して は 居ないで はない か。 そして それ は單に 語呂の よい 符號に 過ぎな 

い ではない か。 ， 

プ n パガン ディ スト 

わたくし は宜 傳 者で はない。 {=: 傅 なぞと いふ 蓽は设 初から 质吿屋 かべ ンキ屋 に 任せて S け はよ い 

もの だと 思って 居る。 もし 私に 宜傳 なぞ をしょう とい ふ 意志が 少しで もあるなら ば、 『戀愛 至上』 だの 

『ラヴ • ィズ • ベスト』 だのと いふ 文句 を 借る 事の 拙なる は、 百 も 承知して ゐる。 又 ことさらに 反對者 

の感お を 刺设 し、 好んで その 反感 を そそる やうな 表現 法 を 用 ゐる事 を もしない であらう。 一 つの 皮肉 

を 書く ために 半日 も 苦しんで 句 を 練ったり する 憑か さ を も敢へ てし ないで あらう。 私が 文 を 草す る 時 

それ は 私の 自己 表現で ある。 換言すれば 私の 所信の 吿白 であり 藝術 的^ 現で ある 事 を 期して ゐる。 白 
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髮ニ寸 九分と か 三寸 八 分と かいふより は、 『白髮 三千 丈』 と 言 ふ 方が 遙 かに 多く 『表現と しての 眞』 で 

ある こと を 私 はかた く 信じて ゐる (第三 卷 のうち 『藝 術の 表現』 の條 下に この 理. H を 述べて おいた。 

また 本卷の 『宜傳 と 創作』 の 一項 をも參 照せられ たい)。 私 は 世人が ただ 唯 物的なる 慾 をのみ 喋々 し、 

或は 一 世の 風紀 紊亂 して 至上の 戀を 弄ぶ 者の 多き を慨 し、 或は 道 學說敎 の 徒の 口吻 を舉 んで戀 愛の 人 

生に 於け る竞義 を 輕んじ 去らん とする^: 多き に 激して、 ことさらに 『戀愛 至上』 とい ふ 言 葉 を 用ゐ 

た。 八， 愈 3 いて ゐる此 一文 は 最初から 心なら す も 藝術的 表現 法を棄 てて、 世の 批評家に 答 へんが ために 

特に 殺風景な^ 文 的 文字 を 羅 列して ゐ るの だから、 外の 名；：！ を 川ゐた つ て 少しも 楚 支な い 、 私が 自分 

の 所思 を眾 に^ S 的に さ へ 寄き 現 はせば 足る ので ある。 ある 人 は 私の 所 說に名 づけて 戀愛 過重 說 とか 

言った さう だから、 私み づか らも 亦 以下 この  一^に 於て、 戀愛 過重 說と いふ 霄槧を 借用す る赛 を辩し 

ないで あらう。 

序にい ふ。 わたくしが^ 愛觀の 劈頭に 引 川した 兼 好の 『徒然 草』 の.？ に、 『色 好 まざらむ 男 は』 と あ 

るの は、 古文に 多い 用語 例に 微 しても、 『戀 をし ない 男 は』 の 意で ある 事 は 明らか だ。 無 節制の 荒^ 亂 

淫を 讃美した のでたい こと は 勿論で、 兼奵 法師 は 同じ 文集の 他の 條に 於て、 いくたび か 性慾 を 戒めて 

ゐ るの 見ても 知られる) こんな 解り 切った 事に さへ 疑蓰を 抱いた 人が あった やう だから、 附言して お 
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五 戀 愛と 結婚と 經濟關 係 

『結婚の 經 濟的關 係が、 戀愛の わかく しい 夢 を 破って 押 掛ける。 性的 關 係の すべての 美 

と 眞とを 離れて、 先 づ經濟 的 方面に 於て 婦人 は、 結婚す ると 男子の 婢僕か 或は 少く とも 

家政 管理者になる 1 

—— ギ ルマン 女史 『婦人と 經濟』 一 1 1 九 頁 I 

さきに 述べた 生活 革新の 三つの 理想の いづれ にも、 パンの 問題が 絡み 附く。 第一 の 民族 闘爭 がその 

根本に 於て 食物の 爭奪戰 である 事 は、 唯物史観の 論者 を俟 たす して 明らか だ。 たと ひ 軍備 を撤廢 して 

も、 パンの 爭奪 はまた 平和の 經濟戰 の 形に 於て 更に 烈しく 行 はれる だら う。 今の 资本 主義 を 其 儘で 行 

けば、 軍備 撤狻 は單に 流血の 慘劇を やめる だけで、 資本主義の 害毒 を ー暦大 ならしむ る 經濟戰 を 以て 

之に 代 ふるに 過ぎまい。 第二の 階級 鬪爭 が^ 接に 食物の 問題で ある こと は 無論 だが、 第三の 兩性 問題 

に 於ても 固より 之 一-考察の 外に 置く こと は出來 ない。 特に 今日の 如き 社會 組織の もとに 於て。 

すべての 生物に 於て、 食慾と 性慾と の 二つ が 最も 强く 最も 大きい 本能で あり 欲望で ある 事 は 今 さら 

言 ふまで もない が、 それが 動物と ちがって、 進化した 高等な 人間 生活に 於て は、 非常に 複雜な 意義 を 

持つ やうに なった。 しかしい くら 進化しても、 この 二つが 依然として 人間 生活の ニ大 中心で ある 事に 
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は， りがない。 むかし マルサス はこの 二つの ヌ.. ^を 根 木と して 物質 生活の 問题を 論じ、 性慾に よる 人 

口 IF 殖と、 食慾の ための 食物との 關係を 考察して その 『人口 論』 を^いた のであった。 私 もまた 食 色 

の 二つの 欲望の 相關的 意^ を^ね て、 玆に戀 愛の 問題て 考へ て a ねばならぬ。 

セルフ • プ レザヹ イシ ヨン レイス *プ レザ^ イシ ヨン 

自己保存と 民族 保存 と は 、個人と しても 社會 としても、 人 問の 生命 活動の 二つの 眼目 だ。 

卽ち 現在の 自己 生存の ために 食慾が 必耍 であり、 未来に 自己の 生命 を存 綾す る 種 の 保存の ために 性 

慾が ある。 食慾の ために 人 問は勞 働し、 性慾 あるが 故 

に 人 は 愛する。 前^ は 外的な 物！：： 生沽の 中心と なり、 

後者 は 進化して 內 的な： 切の 精神 生活の 中樞 となる、 

だから 食物の 問題が 經濟 生活の 根基で あると 同じく、 

愛の 生活 はまた 逍德 となり 宗敎 となり 藝術 となって 開 

展 する 事 は、 上來 いくたび か 私が 述べた 通り だ。 

人間の 最も 完全な 生活 は、 精神と 物^と、 卽ち靈 と 

肉と、 內的 生活と 外的 生活と が 完全に 調和 融 一 した 生 

活 であらねば ならぬ。 かくの 如き 生活に 於て は 『食』 と 『愛』 との 二つの 中心が、 ^して 椭圓の 中心 

の 如くに 對 立した 離れた ものであって はならない。 横の 『食』^ ち 勞蚴を 中心とした 物^ 生活と、 縱の 
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『愛』 を 中心とした 精神 生活と が 相 合して、 二つの 中心 はこの 圖に 於け るが 如くに Co ー點 に相會 し、 

全 生活が そこに 統一 を 得て 居なければ ならぬ (かかろ 問題 を 圖：： 小す る 事 は 固より 不可能 だ。 拙劣に し 

て 不完全な 此 ダイアグラム は、 単に 私の 文辭の 足らざる を 補 ふ 一 方便に 過ぎない)。 幾千^ 幾 萬 年に わ 

たる 人類の 生活 は、 つまり 此 圆を縱 にいく つも S ねた 場合と 同じい。 卽ち縱 に贯く 愛の 線 は、 生殖に 

よって 生命 を存繽 すると 共に、 また プ レイト 一一 ズム の 口吻 を 以てすれば、 靈的 にも 無^ 悠久に 向って 

述綾 する。 たと ひ 自分 一人の 物^的 生命 は 減 びても、 愛 を 中心とした 精祌 生活 は 無限に 連なり 永劫に 

輝く。 殊に 宗教の 如き、 藝^ の 如き、 また 逍德の 如き、 すべて この 愛の 生活の 第一線に 立つ もの だ。 

人の 心が 永遠 を 見る の はこの 愛に 目 醒めた 時に はじまる。 

また 他の 方面から： 一一 ほへば、 愛の 生活 は 创造创 作の 生活 だ。 無限なる 未来に 向っての 0 我の 擴大 であ 

り展 I！ である。 植物が 枯れた 後に 秫子 を殘す やうに、 自我の 肉體は 死しても、 人 は 生殖に よって また 

创造 によって、 その 生命 を 永遠 無 終の 世界に 殘す。 音樂 家の 作曲、 詩人の 作品が、 その 人の 殁後 なほ 

永久に 作者 の 生命 の リズム を 世界 に傳 ふると 異なる 所 はない。 ^女 ー1 性の 愛 は、 卽ち 血 を 以 て 肉を以 

て 描かれた ろ 生命の 藝術 であらねば ならぬ。 戀の歡 喜 は 創造 創作の 歡喜 だ。 それ は 有限の 生命 をして 

無限なら しめんと する 人 のた ふとき 努力で ある。 

そこで 本來 から 言へば、 卽ち极 本 旳に考 へるならば、 love と labour とが 純 莨なる 人 §3 生活の 二 


大 中心で あらねば ならぬ。 これら 二つの ために は、 それらと 關 係の 遠い 他の 考察、 たと へば 習慣、 名 

義、 形式、 功名な ど を 第二 段に msl く 事が 出来る。 だから 自己の 生命力の 限り を盡 くして、 自由に また 

歡 喜のう ちに 『愛』 し、 そして 『働く』 事が 出来たならば、 それが 卽ち 本當に 人間の 人 si 的な 生活で 

あらねば ならぬ。 それでなければ 自由、 正義、 人道の 近世 的大 理想 は實 現せられ 得ない ので ある。 

歐洲 中世の ベ ネデ ィ ク ト 派の 儈院 では、 『勞 働と 祈禱』 rlborare  ct  orarc と いふ こと を 標語と し 

て 居た。 修道の 佾は 禁慾の 生活 を这 つて ゐ たから 戀愛を 知らない。 その 愛 を轉換 して、 ことごとく 神 

の 祭笾に 搾げ 盡 くす 事に よって、 『祈 禱』 となした。 かれら は その 信仰 を も 道 德をも 藝術を も、 すべて 

この 祈禱 のうちに 見出した ばかり か、 勞働を も 亦 祈 禱の心 もちで、 敬虔なる 奉仕の 心 を 以て 一 生 懸命 

にやった。 祭^に 跪く と 同じ 心 もちで 修道の 佾は 野に 耕し 羊を牧 し、 その 勞働 奉仕に よって 物質 生活 

を 支へ た。 かくして 愛と 食物と、 精祌と 物^と、 二つの ものが 渾 然として 融和 するとき、 ^肉の 問に 

分裂 乖離す る 所な き統 一 ある 理想 生活 を 建設しょう としたの であった。 

ところが 現代に 於て は、 個人 生活に も社會 生活に も、 組織の 上に 幾多の 缺陷が あり 不合理が あるた 

めに、 二つの 中心 は 動もすれば 喰 ひち がって 分裂 乖離 を 免れない。 自由 は赛 はれ 生の 歡荅は 失 はれ 

て、 近代 人の 生活に 多くの 喑 影が 投 ぜられ た" 換言すれば、 人が 呰純眞 な 人 II として、 人^らしく 生 

きょうとす るのに は、 極めて 都合の 惡ぃ 生^が 出來 あがった、 生活 革新の ための 三つの 新 理想 は、 か 
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くの 如くに して 起らねば ならない のであった。 色々 の 突 名 や 事情の もとに 敉 人が 行 はれ、 赍 汴 ゃ强 焱 

や 和姦が 行 はれ、 自山を 奪 はれた る 多くの 奴隸の 存在す る 事から、 人類が 永久に 免れたい とい ふ 熱烈 

な 憧^と 勇猛 の 努力 と は、 玆に 起らざる を 得な いで はない か。 

『食』 を 中心とする 物質 生活と、 『愛』 を 中心とする 精神 生活との 關 係に 於て、 愛 3 ために 食 を棄 てる U 

ならば、 その 人 は 生^: を 失って^ 死す る 外 はない。 また 食の ために 愛 を犧牲 にす るなら ば、 精神 生活 

は 破壊 せられて 道德も なく 自. H もな く、 人 問 の 人 問 らし さは 失 はれる。 そ^は 人面の 禽獸 か、 然らす 

んば 『生ける屍』 だ。 『食』 中心の 形式的 物質的 生活の 問題の ために 『愛』 の 生活が 烈しい^ 威 を 受け 

る 時、 人 は往々 にして 自殺 ゃ愦死 をす らも 敢へ てす るに 至る。 『食』 と 『愛』 と兩者 は、 とこし へ 

に 二に して 一、 一 にして 二で あらねば ならぬ。 いづれ の 一方 を棄 てても、 或は 二つの 問に 衝突 矛 ^を 

生じても、 人格 生活 破產 の悲剡 を： a るので ある。 然 らば 今日の 如き 唯 物的な、 生き 苦しい コンマ ァ 

シ ャ リズムの 世界に 於て、 この 兩 者の いづれ を粲て いづれ を輕ん じて ゐる 者の 方が 實際 上に 多い か。 

それ は 言 ふまで もな く、^ のために 愛 中心の 生活 を 犠牲に する 者の 方が 遙 かに 多い 事 は 言 を 俟 た な 

い。 否な 誰し も 程度の^ こそ あれ、 現代 生きる 凡ての 人々 は 愛と 食との 二つの 中心の 衝突に 惱んで 

ゐ るの だ。 その 銜 突の 悩みと その 苦悶と は、 據 史上い まだ 曾て 前例の 無い ほどに 痛烈 深刻 を 極めた も 

ので、 現代 生活の 最大 缺陷は 根本に 於て、 要するに 此！ 點に歸 着す る- 『食』 のために 『愛』 を 犠牲に 


する 毐は、 人格 尊重、 人^ 崇拜 を原现 とせる 新 现想卞 -篛 から おば、 それ は 凡て 罪： た。 たと へば 黄 

余と いふ 食 f.. のために 正 篛 の 愛を棄 てると き、 そこに^; 節が あり 變 節が あり 收贿が ある。 赁銀卽 ち 

『食』 のために は、 おのれの 自. E 愛 を赍 つ て 强制勞 働 に 從^ させられ る ならば、 そ こ に 從 順な る 奴^ が 

出來 る。 ^族 問 に 於け る 『食』 の爭 奪の ために 人類愛と いふ もの を 犠牲に するならば、 そこに 戰ゆ殺 

人の 悲劇 は 起る の だ。 今日の 一 切の 罪惡 は、 『食』 のために 『愛』 の棄 てられる 場合が 餘 りに 多い から 

こそ 生す るので ある。 勢 ひ此現 狀に對 する 私たちの 愤激 は、 愛 を 中心 とした 生活の 極端な る 讃美 渴仰 

となって 現 はれざる を 得ない。 しかも 今の 世に 風 敎を說 き 道 德を霄 ふ 人た ちが、 依然として 强^、 男 

子、 资 本家の 方に とっての み 都合の よい 弱^の 逍德、 ^^のお 德を のみ 說く ものが 多い。 その 人た ち 

の 言 說そ の もの は 立^に 精祌 的な ので は あらう が、 之 を 今 n の 經濟生 活社 # 糾織 の實 際に 適用す ると 

きに、 その 結果から 兑 ねば 結局、 人 をして 『食』 のために 『愛』 を 犠牲に 供す る こと 益々 甚だしき に 

至らし めて ゐ るの だ" いくら 德川 時代に は 公^ 行 はれた 事 だからと て、 牧靳 なぞ はま さか 辯 護 も出來 

まいが、 舊 弊の 國家 至上 主義、 $1 人の 自由 を棼ひ 去らう とする 家長 制の 舊逍 德、 その他 封建時代の 舊 

思想の 說 なぞ は、 それ を 現代人の 經濟 生活に 適 W しょうと するとき 意外に も、 その 究極に 於て は、 

『食』 のた め に 『愛』 中心 の 自. a 人道 £篛 平等 を^ ひ 去る とい ふ 避け 難き 結^ を 招く の だ。 固より 『愛』 中 

、い Q 生お が 『食』 中心の 形式 生^物^: 生活に よって 支持せられ ねばならぬ こと は、 三 歳の 童子と 雖も 


知って ゐる。 しかし 進化した 生物で ある 所の 人 問の 人 問ら しさ は —— 卽 ちその 生活の 貴 さと 氣 高さと 

は —— 愛 を屮心 に した 精祌 生活に ある こと を、 私たち は 飽くまで も 激烈に 極度 に 高 i? しなけ 1 ば 承知 

が 出来ない ので ある。 それ は義 愤の聲 だ。 

愛に 向って 拂 はるべき 代 惯は必 すまた 愛で あらねば ならぬ。 その外の ものであって はならない。 殊 

に 金錢、 家名、 その他 色々 の ものに よって 代表せられ る 『食』 であって はならない の だ。 『食』 を 以て 

『愛』 を鸱 はう とするとき、 或は 『愛』 を 以て 『食』 の 乎 段と するとき、 賨淫と 扠隸と は 人 頃 生活 史 

の 汚辱と して 現 はれざる を^ない。 そして この 不正 を 糊塗し 胡糜 化し 去らん がた めに、 否な 上の 

资淫ゃ 扠隸を 是認せ んが ために、 ^僞の 形式 道德 說ゃ舊 思想な どが 重寳 がられ て 居る ので ある。 

話 は 再び 兩性 問題に 歸る。 

或舉 者が 言った、 動物の 中には 生殖 作用 を 終る とすぐ に 死ぬ ものが ある。 人間に 於ても 食愁は S に 

性慾 を 養 ふための もの だ。 だから 性慾が 一番 重い、 とす ゐ ぶん^ 端な 事 をい ふ。 又 峰の やうに 食物 を 

得る 勞働 蜂と、 極の 存緩を 司る 生^ 蜂と 二つが 全く 別の 侗體 になって ゐる のが あると 一 W ふ。 しかし 人 

問が 蜂で もな く ！： 比蟲 で もたい 以上 は、 私 は 全く これらの 說に 同意す る 事 は 出来な い。 (擧 者の なかに 

は、 生物界の 現象 を 以て、 直ちに 之 を 人 問社會 のこと に當て 嵌めよう として、 大 いなる 誤謬 ある 結；^  _ 

に 到達す る 人が 多い)。 そこで 進化した 人^^^に 於て は 前に 言った 二つの 中心、 卽ち 生！ g のた めの 戀 n 


愛と、 食物の ための 勞働 とが、 完全に 合 一 し 調和す る 事に よって 全 生活が 統 一 せられなければ ならな 

い。 『戀 をして、 そして 勞働 する』、 『食うて、 そして 愛する、』 どちらから 首っても 问 じだが、 この 二つ 

の に 衝突 を 生じたり 或は 一 方の ために 他の 方 を 犠牲に する 事に よって、 人 問と しての 生活に は 悲し 

む ベ き 破綻と 分裂 を 生す るので ある。 

二つの 中心 の^の 分裂と いふ 亊を、 性的 關 係に 就いて 卑近な 平易な 例によって 言へば、 ここに， 業 

成功の ために は 最愛の 女房 をも棄 てて 顧みなかった 男が ありと する。 また 更に、 この 分裂 は 自由 を 奪 

はれた 女性に 於て 最も 多く^る^ であるが、 ^人に 經濟 上の 獨立 なきた めに、 戀愛を 無視して 或 男子 

の 妻と なること によって、 生涯 その 食物に 窮し ない とする。 この 兩者は 共に 勞働ゃ 食物の ために 愛の 

生活 を 犠牲に 供した ので ある。 

試に 赍淫と は何ぞ やと 問 ふ。 以上の 考へ 方から いふなら ば、 それ は 女が 自分の を 得る ために 

『愛』 を 犠牲と する ことで ある。 K 竹 これ を數十 金に 代へ るか、 或は； 一： 十 年四+ 年に わたって おのれ 

に 『食』 .を與 ふる 一 人の W に A 操 を^げ るか、 それ は單に 五十歩百歩の 差に 過ぎない。 一 方の 中心 を 他 

の 中心の ために 放粲 し、 犧牲 となした ものである。 それが 強姦に せよ 和姦に せよ、 その 婦人 は 旣に自 

由 を^ はれ 貞操 をけ がされた 奴隸^ 人と して、 生活の 根柢 を破壞 した 者で はない か。 性交 や 生殖 や 家 

事 育：： 儿の察 を强制 的勞働 化する 事に よって、 一個の 賃銀れ 隸 または iil^ となり、 人格 的 生活の あはれ 
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む ベ き破產 者と な るので ある。 

甞て 私の 戀愛論 を 悪罵して、 この 世智 辛い 時節に 戀 愛は釵 のさい にならない から 詰らない、 と 言つ 

た 人が あった。 勿論 だ。 人 問の 陰陽 は 電氣の 陰陽の やうに、 決して 之 を經濟 生活 物質 生活の ために 利 

用し 犧牲 とすべき もので はない。 戀愛を 飯の さいにす る こと は、 明らかに 賓淫 であり、 また 奴隸 生活 

の强 要で ある。 今日は 實際 上、 やむ を 得すして 行 ひっつ ある 多くの 種類の 賫淫 や、 扠隸の 生活 を 地上 

から 一 掃すべく、 かの 一一： つの 现想 標識の 一 つ は 高く かかげられた。 

また 世^に は、 義理 人情の ために 戀愛を 犠牲に する の は 人^と して 正し い と 一一 一一 n つて、 私の 說^ 攻 

寧した 人が あった。 しかし 篛理 人情と 云 ふ 一 |ie 槳の 內容に 就いては、 少しく 考 へなければ なるまい。 そ 

のなかの ある もの は 軍に 不合理な 因襲 や、 或は 溫情 主義の 當然の 結 * とし て 出来た もの が 甚だ 多い 

が、 それら は 言 ふまで もな く 論外で ある。 しかし JM の^ 理人愦 を 以て 目すべき ものの 根柢に は、 必 

す經濟 或は 金錢 I 卽ち 『食』 の 問題が 伏在して ゐる こと を 否定す る こと は出來 ない ので ある。 また 

かの 封建時代の 家族 制に 於て は、 頻りに 家柄と か 血族 關係 とか を 八 釜し く 言 ふ。 しかし その 根源 を 深 

く剖析 して^る と、 そこに は家祿 とか 財產 とかい ふこと が 潜む。 その 家 祿 財 症の 問題が 後に 色々 轉化 

して、 形式と なり 制度と して 現 はれ、 それが 『家』 となった ので ある" その 极木的 性質 はいくた びか 

轉 移し 變 化して、 後に は 遂に 犲！ 3 の 一文 もない 『家名』 とい ふ ものに なった にもせ よ、 根源 は 食物の 


問題が 最も 重き をな して 居た の だ。 その 『家』 に 居れば、 或は その 『家』 と站婚 さへ すれば、 钣を喰 

へる とい ふこと が 最大の 现. E であった。 だから 封^時代の お 人 は、 ^人との 愛に よって 結婚した ので 

はなく、  ^人の 父^に よって 代表 せられた 『家』 とい ふ ものへ、 生娘の ために 肉 慾の ために、 道具と 

して はだけ として 貸 はれて 行き、 『かたづいて』 行った のであった。 義理 人情と いひ 家の ためとい ふの 

も、 多く は 食物 ゃ經 ^關係 のために、 愛 を 犠牲に 供した ものに 他なら ない。 焖人 としての 人格 尊重な 

ぞは、 初から 問题 になって 居ない のであった。 

いま 世 問 の^人に は. い 人が 多い。 『家』 に附屬 した 財產 によって 勞働 なしに 食物 を 得る と共に、 

1 方に は 己れ の 自由な 戀愛 生活 を も 完全に しょうと いふ、 つまり 無理な 兩 天秤 を かけた ものである。 

だから 或 若い 女が 三十 萬圆 の家產 のために、 猫 いらす を飮む 必要 を 生じた の は當然 の：^^ ではない 

か。 なぜ 家 產を棄 てて 戀愛を 全うし、 自ら 額に 汗して 働かう としない ので あるか。 また^ 初 は 黄金と 

いふ 『食物』 のために、 財^ 結婚、 費 買 結婚 を敢へ てしながら、 十 年の 後に は その 『食』 の 方 を棄て 

て、 俄に 戀愛 完成の 方へ 飛び出して 行った とい ふの も、 これ も隨分 無现た 話であった。 共 人 は 二つの 

中心 點 の^に、 ふらふら ぐらぐらと 立 迷った 氣の 毒な 姿であった。 

京の 町の 夕暮 なぞに、 わかい^と 女と が 夫婦で 荷車 を曳 いて 街 上 を 行く の を 見る。 からにな つた 荷 

車の 上に は、 ふごみ たやうな 物に 二つ か 三つの 可愛 ざ かりの 子供 を 入れて 載せて ある。 一日の 糂を得 
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て 彼等 は 今 家路 を 急ぐ ので あらう。 男と 女と が 時々 うしろ を 振 向いて 微笑む と、 ふごの 中の 子供 も 亦 

嬉々 として 樂 しさう だ。 お ほかた 洛北 山村の 夏の 夜半、 盆 踊の * てた あと か 何 かに、 かれら 二人の 美 

エンゼル 

しい 戀は 成った ので あらう。 その子 供 は 戀の祌 によって 與 へられた 贲ぃ 天使であった。 贫乏 であって 

も、 『戀 をして 働いて』 ゐ るの は 幸福な 人 だ。 自我の 分裂な く、 食と 愛との 二つの 生活 中心の 間に 何等 

乖離す る 所な き 地上 樂 園の 生 だ。 何とか 御殿な どと いふ 『美しい 牮獄』 や 『人形の 家』 に 幽閉され て 

輾轉 烦悶 する 人た ちよりも、 彼等 は遙 かに 賢く 遙 かに 偉い。 わたくし は 車 を 虫く この 親子 三人の 生活 

を こそ、 本 當 の 家庭生活 だとして 讃美し つつ 瞻 仰しつつ、 心から 彼等の ために 祝福した いと 思 ふ。 昔な 

ら&バ アト • バ ァ ン ズ、 一 一十 世紀の 现代 なら ギブ ソ ン の 詩 擎ゃ 惜 つて 禮讃 すべ きもの だ。 贫乏 そして 

も 構 はない、 『戀 愛と 勞 働』、 それが 本當の 生活 だ。 その外の 生活 はあり 得ない。 戀 すれば 手鍋 さげても 

と 言 ひ、 竹の 柱に 萱 Q 屋根と も 言 ふの は桢 めて 正直に 語られ た眞现 であらう 。婦人 の 側から 言 つて、 生 

涯自分 を 左 圑遷で 安樂 に 喰 はせ て 吳れる だけの 力の 無い 男に 戀を する の は 、 無 思慮 の 育 目 戀愛だ なぞ 

と 言 ふの は、 極めて 不純な 利害 打算 を 交 ふる 事に よって、 旣に 食と 愛と、 物質と 精祌 との 間に 分裂 を 生 

じた 考へ 方で ある。 さう ぃふ考 へ 方から は、 本當に 幸福な 充寳 した 人間 生活 は 決して^ 設 されない。 

繰返して 言 ふ、 ^を^いて 行く 親子 三人、 あれが 本當の 家庭 だ。 或 人が 誣 ひた やうに、 私の 戀愛論 

は 家庭 を破壞 する ものではなくて、 寧ろ 在來 よりも 合现 的な 人^的な 戀 愛と 云 ふ ものの 基礎の. M に、 
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之 を 建^し せよ とい ふ 生活 革新の 理想 だ。 『家』 や 『家族』 は戀 愛な くしても^ 在す る だら う。 し 

かし 戀 愛な くして 『家^』 ありと 言 ふ もの あらば、 そ は 虚偽 を 人に 强 ひんと する 僞 善の 徒で ある。 

しかし 明確に 玆に 言って 遛 きたい こと は、 ^人に 就いて 勞働 とい ふとき、 私 は 決して^ 女 共稼ぎの 

車を曳 く勞俲 をのみ 言 ふので はない。 必す しも 妻が 工場に 働く ことで もなければ、 また かの 乎內 職と 

稱 する 家庭 工業の 類に 女が 從事 する を 意味す る もので はない。 女に は 母と しての 育兒勞 働が あり、 家 

事勞 働が ある。 女が裘 所で 食物 を 調理し、 家內に 在って 洒掃 應對の 事に 從ふ勞 働 生^ は、 市に 出て ェ 

場で 働き、 車 を.^  く勞 働と 同じ 立派な、 そして 重要な 社會的 意義 を 持って ゐる。 

ただ 忘れて はならない。 女の 家事 勞 働が、 單に 生活の資 (卽ち 食物) を 得ん が ためにの みなされる 

强 制勞俲 であって はならない。 自分が 心身 を 捧げて 愛する 良人の ために、 また 我が 子の ために、 苦し 

け R ば 苦しい ほど それ を 喜びながら、 自ら 進み 自ら 勇んで 從 事す る勞働 であらねば ならぬ。 强 制と 壓 

の もとに 呦 くこと は貨 銀扠隸 の 生^だ。 戀愛 のために 勞慟 するとき、 そこに はじめて 眞の 自由が あ 

り创 造の 生活が ある。 愛な くして 單に 『食』 のために のみ、 家事 育 兒の勞 働に 從事 する 婦人 は、 耍す 

るに 下女と か 乳母と か 雇人と か 云 ふ 家庭 內の 賃銀 扠隸に 外なら ない ことになる。 ^通の 工場 勞 働に 於 

て、 货銀 奴隸の 生^ を 無くす る 事に は 多くの 困難 を 伴 ふで あらう が、 女の 家事 育 兒の勞 働に 於て は、 

そこ- i 至上の 愛 闘^が 存在 しさへ すれば 立派に 完全に 之 を 行 ふ 事が 出來 るので ある。 否 た 戀愛^ 係 
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なくん ば 絡 對に之 を 行 ふ 事 を 得ない ので ある。 かの ベ、； 个デ イク ト佾院 の 人た ちが、 神の愛の ために 野 

に 耕し 羊を牧 したと 同じ 敬虔な 心 持で、 わが 愛する 良人と 子の ために、 家の 掃除 をし 食物 を 調理し 衣 

服 を 縫 ふの は、 それ は 女み づ からが 自由な 內 心の 要求から 出た 淨き 貴き 勞働 である。 そこに 戀 愛と 勞 

働との 二重の 神聖が 合一す る。 人と しての 生の 充實が あり、 歡喜が あるから だ。 この 至上の 戀愛 ある 

に 至って、 はじめて 結婚 生活 家庭生活 は、 昔の やうに 結婚の 美名の もとに 行 はれた 扠隸賣 買で もな く 

驗惦關 係で もな く、 人肉 喪 H の でもない。 人の パラ サイ テ イズム (寄食 思想) は、 疑 もな く 人 

格の 冒濟 であり、 また 人類の 汚辱で あるが、 戀愛を 至上の 要件と して 成立した 結婚 生活 は、 人格の 完 

成で めり 向上で あり、 また 人類 の みが 人 を 享有し 得る 偉大なる 光榮 である。 

戀愛 は、 さきに 幾た びか 私が 言った やうに、 平等な 二つの 人格の 結合で あり、 灼熱せ る 二つの 魂の 

抱擁で ある。 だから 之 を^ 礎と して 出来た 夫：！ 關 係に 於て は、 男子の 方から 首っても 亦 自分が 終日 額 

に 汗して 得た 『食 一一 を 最愛の 妻に 捧げる こと は、 雇主が 賃銀 奴隸に 向って 仕 拂ふ勞 働の 報酬で はな 

い。 それ は溫情 主義の 結^でも なければ、 また 飼主が 飼犬に 與 ふる 餌で もない の だ。 恰も 敬虔な 修道 

の^が、 信じ 愛する 祌の 前に 獻 ぐる 佻 物と 同じ 淨さ、 同じ 贵さを 持って ゐる。 夫婦生活、 家庭生活ば、 

かくして 戀愛を 至高 至大の 基礎と する ことによって、 はじめて 經き關 係 を 正しくぎ ダじ、 i&ra^ が、 

權利 義務の 關 係から 超越し 得る &だ。 眞の戀 愛^ 係な くして この 超越 あり、 この！： 決 ありと いふ 者 あ 


らば、 私 は 之 を^ 偽で あり 偽善で あると 言 ふ。 それ は舉に 無. お 味な 形式 道德の 主張であって、 ^なき 

內 心の 聲 ではない。 一朝 夫婦 喧啼 でもしょう ものなら、 亭主 は威猛 だかに なって、 『中： 桉は 俺が 養って 

ゐ るんだ ぞ』 位な 事 は、 平 氣で言 ひ 出し 兼ねない のが 當然 である。 旣に 養ったり 飼 はれたり して ゐ るの 

ではない か、 一 夫 一 婦 なぞ は 空 疎な ： 片の 形式的 嚷語 となって 、^生と 國昔相 通す る 蓄妾 もまた 常然の 

ポ となる。 それ は^ 主 飼主の 方の 攒利 である からだ。 寄生 者で あり 弱者で ある 女の 方で は、 不平 だけ 

れ ども 文句 は 言へ ない とい ふ 結^に 終る。 - 世の 風紀 はかくの 如くに して 亂れる こと を 知らない のか。 

良人の 收入 によって、 妻が 終生 衣食の 逍を 得る の は 正しい 事 だ。 また 性交 家琪 育兒 をす るの も 正し 

い！^ だ。 ただ 此兩 方の 問に 攒利 義務 關係、 g 倾關 係、 货銀關 係が あって はならない とい ふの だ。 そし 

て 之 を 無から しむる 所の もの は、 二人の 魂の 結合 II 0 の 同心 一 體を 完成す る戀愛 の 外に は斷 じて 存 

在し 得ない こと を、 私 は 飽くまで も 切言す る。 戀愛 至上^に よる 結婚に よって、 夫婦 の 經濟關 係 Q 

解釋を 根本から ： 新す るに あら すん ば、 婦人 を 奴 隸の狀 態から 解放す る 事 は 永久に 不可能で ある。 從 

つて その 地位の 向上 は 永久に S?i み 難い。 この場合、 『愛』 と 『食』 との ニ大 中心 を融ー する ポ によって 

生活の 統 一 完成 を 全うし 得る もの は、 唯 一 っ戀愛 あるの みだ。 

いづれ も 聰明な、 そして 覺 りの 早い 批評家の こと だから、 good,  better,  best 位な 事 は 分り切つ 

てる だら う。 また enc  of  the  best と 言って、 ベ ストが 複數の もの だ 位の^ も 勿論 知って ゐる だら 
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う。 私が 『戀愛 至上 主義の 結婚』 とい ふとき、 至上と いふ 1W 葉 は卽ち 明らかに、 他の 多くの 『よき も 

の』、 『F- によき もの』、 また 『最もよ きもの』 を豫 想して ゐる事 は 一一 1  一口 はすして 明らか だ。 もし^ 愛さへ 

あれば 外の 事 は！！： はぬ とい ふの ならば、 —— 卽ち 他の 要件の 存在 を 最初から 認めて 居たい のたら ば 

ペスト  ゲ レイ テスト 

室 上と か 至 大 とかい ふ 最上級 は 音.； 味を爲 さないで はない か。 わたくし は此 經濟關 係の 立場から 兑た 

だけで も、 ！ 卽ち 他の 點 はべ r かりに 論外に 置く としても、 （II 結婚に 就いては 戀愛ケ 设大 最上の 條 

件と せよ、 とい ふので ある。 そして 他の 要件 をす ベて 第二次 的の ものと して 考察せ よ、 と、 王 張す るの 

である。 他の 要件 を 無視せ ょと霄 ふので ない 事 は、 苟も 中舉 ニー 一： 年 級 程度の 英文法で も 舉んだ 者に は 

わかり 切って ゐる 話で はない か。 

昔 C 笾女は 親の ため 家の ため、 或は 恩人と 云 ふ 者への 篛理 (ふかく 探れば すべて それらの 背後に は 

『食』 卽ち 金錢の 問題が 潜んで ゐた) に 迫られ、 淚 ながらに 身を寶 つた 女で ある。 今日で も 公 5S の 多 

數は それ だ。 これが 擯斥すべき 惡德 であるの は、 他の 多くの 社 會的理 .E による 外に、 其 女から 言へば 

『食』 を 得ん がた めに、 一 握の 黃金を 得ん がた めに、 自己の 人格と 自由と を棄 てた からだ。 戀愛 なき 

結婚 生活に 於て は、 ^婦 が單に 男子の 肉 慾に 奉仕す るの みで あると は 遠って、 女が 男系の 『家』 のた 

めに 于る 生殖 育兒の 任に も當る わけ だ。 それだけ service も 大きいだ けに 報酬 も 多く、 生涯 『奥 さ 

ま』、 『御寮人 様』 として 衣食の 道 を 得る 事が 出來 る。 戀愛 あるに あら すん ば^ 婦も 奥様 も、 扠隸 婦人 


である 事に は變 りがない ではない か。 

たと ひ 如何なる 精神的 生活の 問題で も、 ^日の やうな 時勢に 於て は、 『食』 即ち 絰濟關 係と いふ 事 か 

ら 全く 切り離して 考察す る こと は出來 ない。 そこで 戀 愛さへ あるならば、 夫 feii に 於て は勞资 ^係の 

やうな 問題 は 立派に 超越し 解決す る 事の 可能な の は 上述の 通りで あるが、 更に ー厣 この 超越、 この 解 

決 七して 確かなら しめ 容^なら しむべく、 玆に 婦人の ために 最も 望ましく 願 はしい 事が ある。 それ は 

女の 經濟 上の 獨立 だ。 卽ち 今の 婦人の 生活に 於て、 『愛』 と 『食』 との 間に 絕對に 衝突の 恐な からしむ 

るた め、 換言すれば 『愛』 の 生活が 如何なる 場合に 於ても^ 成を受 くる ことなから しむろ ために、 經 

濟 上の 獨立は 願 はしく 望ましき 事と なる の だ。 さう だ、 願 はしく^ ましき ふ-私 は 貢 ふ、 必す しも 必須 

要件な りと は 言 はない が。 

女の 經辨 的獨立 は、 その 人格 擁護の 武器で あるが 故に、 また 戀愛 擁護の 武器で も あるの だ。 

文藝 批評家と して また 性慾 學の權 威と して 知られて ゐ るハヴ 口 ック •  H リス 氏の 夫人 (卽ち 故ヱデ 

ィ ス • エリス 女史) の 論集 『戀 愛と 人生に 於け る 新しき 見解』 (The  New  Horizon  in 1L ミ -c  a-l(l 

Life.  By  Mrs.  H.  Ellis.  Lomli, さ 21 ) は、 近刊の 書中、 戀 愛の 問題に 就いては 稍 注目すべき ものの 

1 つで あるが、 その 屮に 著者が 米國へ 行って、 市 俄 古の 家庭 關係 裁判所 を傍聽 した 折の 感想 を 語った 

1 節の 中に 首 ふ、 私が その 時 聞いた 色々 な、 悲慘な 或は 馬鹿げた 戀愛ゃ 離婚な どの 事件 は、 もし 婦人 
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に經濟 上の 獨立 があった ならば、 一 として この 審判 廷に 持 出されなかった らうと 思 はれる ものば か 

り だ。 『！i 愛』 の 敵 —— その 內 部から も 外部から も 迫り 來る敵 は、 經^ 上の 獨立 があるなら ば 一 擧のも 

とに 驅逐 する ことが 出來 る。 女が 經濟 上に 自由であるなら ば、 やがて 精神的に も 自由に なれようと。 

寳際 上、 當 面の 問題と して は 私 も 無論 この 點に 異議 は 無い。 

ゴ ルス ヮ アジ ィの 戯曲 『逃亡者』 の 女 主人公 クレイ ァは、 愛な き 夫の 家 を 飛び出して 他の 男の もと 

に奔 つた。 しかし 經濟 上の 壓迫 のために、 その 男との 仲 も亦斷 たれなければ ならなかった。 そして 三 

箇月の 後に は、 操 を寶る 女と なる の 苦痛に 堪へ かねて、 遂に 自ら 毒 を 仰いで 死んだ。 誰もが 今日の や 

うな 苦しい 經濟 生活 をして 行かねば ならぬ 時代に 於て は、 經 濟的獨 立の 無い 婦人 は、 たと ひ 一た び戀 

愛な き 家庭生活 を 離れて 兑て も、 落ち行く さき はまた 更に 種類 を 異にした  一 ^ひどい 一 生活に 過ぎ 

ない。 1 つの 赏銀 奴隸 から 他の 赁 銀奴隸 へと、 さながら 魚が フライ 鍋から 跳ね出して 火の 中へ 落ちる 

やうに、 移って 行く だけ だ。 シ" ォが 所謂 『ヲ レン 夫人の 職業』 は、 かかる 女の 必然的 運命と なって 

了 ふ。 それ は 確かに 現代 生活に 於け る 最大 悲慘 事の 一 つで あらう。 

しかも また 一 方から 一一 一一 U ふなら ば、 今 は 婦人が 全然 社會 的に 解放され てゐ なかった 舊 時代と は逮 ふ。 

どこ へ 行っても "There-S  sc  chance  for  yen て- で 女が 追拂 はれた 時代と は、 少しく 趣 を 異にして 

ゐ る- 從 つて その 經濟 的獨 立が 全然 不可能 だと は 言 はれない ので ある。 —— もし 勞拗に 服して 市場の 
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銀^^た る S にさ へ 甘ん するならば。 

しかし 私 は 『近代の 戀愛觀 一 に 於ても、 また 從 つて 此篇に 於ても 飽くまで 戀愛を 論題と して 語って 

ゐ るので、 給娇ゃ S 人 解放の 事 は單に 筆い-序に 一一 一一：： 及す るに 過ぎない。 もし 結婚と か 解放と か を 主題と 

して 說 くの ならば、 結姘に は！！ 愛 以外に 考察すべき 多くの 耍 素が あり、 婦人 解放に もまた 戀愛 以外に 

幾多の 論點の ある こと は、 最初から 解り 切った 話 だ。 それが 解り 切らなかった^: は、 私の 戀愛 論に 见 

常 違 ひの 論難 を 加へ ようとした 人 ぐら ゐの者 だら う。 戀愛 以外の 直大耍 素が あれば こそ、 私は此 一節 

に 於て、 『愛』 に對 して 『食』 中心の 生活との 關係を も 語った のであった。 

『愛』 と 『食』 との^ 係 問題に 就いて、 ffif に喑示 的に 玆に 一 言して 置きた いのは 嫉妬に 就 いてで あ 

る。 そして わたくし は、 たしか スト リンドべ ルヒ であった か、 婦人の 問題と いって 何もむ つかしい^ 

ではない、 それ は耍 する に 子宮と s= 袋との 問題 だと 一一 目 つ た 言葉 を 想 ひ 起す。 

苷 通に 男女 關 係に 於け る 嫉妬 は、 戀 愛の 一 變態 だとして 考 へられて ゐる。 卽ち 愛が 強ければ 强 いほ 

ど、 嫉妬 もまた 益々 烈しい のが 常態 だ。 全く 愛が 無ければ 嫉妬 はあり^な. S わけで ある。 ただ 兩 極端 

は 常に 相等しい もので、 非常に 强ぃ、 非^に 深い 聖者の 戀 愛の 如き 場合に 於て は、 自己の 愛人 を 他に 

恋 はれ て も そこに おも 嫉妬 を 感じな いやう な 現象 を 見る であらう が、 それ は 池= 通 の 人 問と して は、 勿 

論 例外に I® する もの だ。 ォセ B がデズ デモ ォナ を敉 したやうな もの を、 先 づ^: 通 一 般の 心的 徑^ だと 


昆 るべ きで あらう。 

然るに ここに 不 思議な 現^が あ る 。 卽ち 性的 關係 に 於て は、 おに 女の 方の 愛が m 力の それより も强 列？. 

だと： 一一 n はれない にも 拘 はらす、 昔から 嫉妬 は必す 女の 方が 烈しい となって ゐる。 これ は單 に、 女性 力 

多く  的なる が 故に、 自制心が ci- ら ないから だ なぞと いふ 淺羝 な解釋 では 濟 まされない と^ふ。 ま 

i  いろ 

た來 ~c の戲曲 小說の 類で 見ても 解る 事 だが、 くろうとの 女の 嫉妬. I - 例へば 藝 者な どか， U 分の 『情ス 

旦那』 の爭奪 や、 妾た ちが、 王 人 を 粲ひ合 ふ 場合に 於け る 嫉妬が 普通の 婦人の 嫉妬に 比して^ かに 烈し 

(の も、 それが 決して 愛の 强烈 なる がた めで はなく、 また 必す しも 自制 力が 無い から. たとの みは  一一 一一 口 は 

れな いので ある。 それ は 何故で あらう か。 また 封建時代に 於て は^ 庭 婦人の 嫉妬 は惡德 だとして 考へ 

ら 比、 殊 こ. 現代 の^人に 比して 嫉妬が 少なかった の は、 單に之 を ^制に のみ 歸 する こと は出來 ない、 

別に 现 山が あらねば ならぬ。 また 更に 不思議な の は、 婦人 は往々 にして 何等の 愛 を 感じて 居ない 場合 

に 於て t らも、 強烈なる 嫉妬 心 を 抱く 者が ある。 それ は^して 何故で あらう か。 

そこに も 亦 『愛』 と 『食』 との 問題が ある、 と 私 は 答へ る。 

『食』 を 中心とした 方の 外的な 物質 生活が、 かかる 場合に は戀愛 そのものよりも 以上に 强ぃ成 力 を以 

て、 北 (女の 心 を 支配して ゐ るから だ。 たと ひ 其 女み づ からに は それが 無意識で あるに もせよ、 無意識 

心 a のかげ に は 『食』 の 問題が 最も 强き 支配力 を 揮って ゐ るから だ。 古來 全く 經濟 上の 獨 立の 無 かつ 
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たお 人に とって、 K 子の 愛 を 失 ふこと は、 『愛』 と 『食』 との 二重の 脅威であった からだ。 藉^ ゃ妥の 

やうな 女の 場合に 於ても、 烈しく 二重の 危機が 迫る からだ。 また 封建時代の 家庭 婦人に 嫉妬 心が 制し 

得られた の は、 戀 愛が 極めて 弱い とい ふ 事の 外に、 『奥方 樣』 として 存在す る 事に よって、 卽ち其 女と 

『家』 との 關 係に 動捣を 生ぜざる 限り、 『食』 中心の 生活の 方に は 脅威 を 感じなかった からだ。 その 證 

據に、 亭主が いくら 他の 女 を 愛しよう とも 金^ を さへ 多く 妻に 與 へて 置けば、 最初から 自 山と 戀 愛と 

を 放棄して ねる 女の こと だから、 强烈な 嫉妬 心 なぞ は 起さない ので ある。 殊に 全く 戀愛 なくして 而も 

嫉妬 を感 する が 如き、 それが 病的 心理に あらざる 限り、 そこに 『食』 の 問題が 存 する からだと 昆 るの 

外 はない。 

勿論 かかる 場合、 女の 嫉妬に は 裏切られ たる ものの 憤、 虚榮心 ゃ名譽 心の 受けた る 傷、 おのれが 主 

婦たろ 地位に 對 する 愛着、 その やうな 色々 の ものが^ 因して ゐ るに は相逮 ない。 而も それらの ものと 

雖 も^く 探れば、 竹 後に 潜在せ る 『食』 の 問題が また m: 大な 原因 をな して ゐる事 は、 否定す ベから ざ 

る事實 だと 思 ふ。 

私は此 一 節 を 終る に當 つて、 ただ 『愛』 と 『食』 との 關 係の 一 例と して、 嫉妬の 事に 言及した まで 

だ- もし 嫉妬に 就いて 論す るの ならば、 一一 一一 C ふべき 事 は 他に なほ 多い。 しかし 戀愛 そのものの 諸相 を究 

める 事が 此^の E 的で はなく、 今 はた だ 生活 革新の 理想と して 戀 愛を說 くに 過ぎない の だから、 私の 
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箪は 次に また 貞操、 一夫一婦 などの 事に 移って 行く。 

(附言。 戀浚は 個人 生活の ^题 だ。 それが A 砥と いふ necessity によって 社^化され ると き、 やがて 婚姻と い. い： 

つの 制度と なリ 義務と なる。 だから 戀 愛と 紡 娇 との 關係 は、 卽ち 侗人對 社^の 問題に 歸箭 する。 そして 個人と 

社會 との 調和、 卽ち この 二つの 利害の 背馳な からしめ る 事が、 また 人 の 一 つの M 想で あるの だ。 ^1- 化^に 

就いては. 今：：： まで 東西と もに 之を說 いた 人 は S だ 多い から、 私 は^ 略した。 ただ、 一個人」 のために 「針 .^i 

や^ 牲に する ことの 不可なる と 同じく、 「社 <p」 のために 一個人- を 無視し また *T ける ことが 罪惡 であるの は 宵 

ふまで もない。 侗 人の 生活 を充. K する ことが すべて 非 社^性 を 有つな どと 考へ るの も、 固より 謬 0T た。 戀 愛に 

於け る 個人と しての 幸福が 立派な 社^的 文化 惯値を 構成し、 その 楞^ が 高ければ 高い ほど、 社^と しての 生^ 

女 化 も 亦 向上し 進轉 する の だ。) 

六 一夫一婦、 戀愛、 貞操 

『性的衝動 は 一 夫 多妻 的で. 戀愛は 一 夫 一 婦的 だ。』 

—— ヒルシュ フ H ルド 『戀 愛の 本铽』 一 一 八 頁 

『愛 3 は 男子に とって は、 その 生活の 一部に 過ぎない が、 人に とって は その 總て であると 言った 詩 

人の 一一 一一" 葉に は、 たと ひ^ 術 的 表現と しての 誇張が あるに もせよ、 周圍の 事情、 或は 『愛』 と 『食』 と 
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の^ 系の 如何に 拘 はらす、 そこに 永久の 眞理が ある。 若し 警句の 語法 を 用 ゐて言 ふなら ば、 『愛』 なく  ^ 

して 『女』 はない、 さう も 言へ る だら うと 思 ふ。 そこで 愛の 根 原で ある 戀 愛の 問 题は、 常 然^ 人に 閉 

す あらゆる 考察の 核心で あらねば ならぬ。 it 人と して^も 大切な 母性と いふ 事、 婦人が 一般 文化に 

與 ふる 貢献、 婦人の 道德 生活の 重要なる 一部と しての 貞操、 また 婦人の 社會的 地位の. M 上、 その 人格 

の £3 山と 解放、 これら はすべ て 戀愛を 離れて 合理的な 論議 や 批判 をな し^べ からざる 事柄 だ。 わたく 

しの 『戀愛 過 m- 說』 の 起らざる ベから すして 起れ る 所以 だ。 

ヤゅ な^ 女 二つの 人格の セ £ 的 叶5 合 が戀 愛で あるが 故に、 一 つの 人格が 二つ 以上の 人格と 完全に 

^ベ-する なぞと いふ こと は、^ 常に 特別な 場合 を 除いて は斷 じて^ 在し 得ない こと だ。 それ は 卽ち男 

女人 格の 不平等と いふ こと を豫 想す るに 非 すん ば 不可能で あるから だ。 だから 眞に 人格 尊 ffi を 根柢と 

きる 理想 主载の 革新 忍 想から 言 へ ば、 一 夫 多妻と か 一 妻 多 夫と かいふ 事 は、 當然 原理と して 成立た な 

である。 いかに 原始時代の 雜娇の 制 を 許さう とも、 また マルク シズム の共產 思想と 野合した e 由 

愛 なぞで 行かう としても、 個性の 發 達した、 自覺 ある 文化人の 生活に 於て は、 給 局 一夫一婦の 制に 

落^く より 外に 道な きもので ある、 さう としき ゃ考 へられな いので ある。 この 事 は旣に 『近代の 戀愛 

f:,, に 於て 私 は 述べて 置いた。 

：ト こ^ ャ-の マルク、 ンズム ばかりで ない。 舊 約聖窨 のァ ブラ ハ ム の^の 一 夫 多妻と か、 マ ホメ ット敎 


徒の それ、 或は 日本 從來の 蓄妾 制、 また 茈だ しいの は 支^の 喇嘛教の 一妻多夫の 思想な ど は、 皆す ベ 

て 『食』 の 問題、 卽ち 肉的 物質 生活の 必要の ため 『愛』 の 生活 を 犠牲と する 場合に 生す る ものに 外な 

らぬ。 子 (或は 女子) の 經濟的 能力、 或は 純粹に 生理的で あり 動物 的で ある 生殖と か性愁 とかい 

ふ もの、 そんな ものば かり を土臺 としてお へる から、 自. S 戀愛 だの 女子 國^ などと いふ 迷妄の 說 さへ 

. 出 るの だ。 人格 的 結：：： である^ 愛 を、 ； 切の 性的 關 係の^ 礎道德 として 考 へるならば、 卽ち 飽くまで 

錄愛 至上と いふ 事 を 重ん するならば、 男女 間の 風紀 II 從 つて • 般 社^の 綱紀 は肅 正せられ て、 一夫 

1 婦の 原則 は 完全に 行 はれる の だ。 性的 結合 は 決して 終^ 的 結合 や、 性慾 的 結合 や、 因襲 的：： お 合 や 或 

はまた 強制的！^ s は で あ つ て はならない。 飽くまで も W 女人 格の 自. 5 平等 を 根柢 とした 戀愛 結合 であら 

ねばならぬ、 と 私が^ 返し 斷言 する 所以 は此點 に. 存 する。 

戀愛 至上の 思想あって はじめて、 一 夫  一 の 制に 的確なる 精神的 道 德的合 现的某 礎を與 ふること が 

出來 るの だ。 それ 以外の 一夫一婦 ^は、 偽善 說 にあら すん ば^: ち單 なる 便宜 的 因襲 的 S 利 的の 御 都合 

キ： 義か 形式主^の ものた るに 過ぎない。 少く とも 人 として は、 ^一 一義的の 考察と して 取扱 はるべき 

問題に なるとお も ふ。 

至上 至高の 性的 道德 としての 戀愛は 二つの 人格の 全 的 結な n なる が 故に、 そこに 一夫 一 おの^ 則が 確 

認 せられた とすれば、 必然的に 之と 相卽 不離の 閥 係 をな して： t¥ る もの は贞 操觀念 だ。 卽ち 男女が 
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お I に 貞操 を^ 守し 殿 守す る^に よっての み、 この 一夫 一 婦が實 現せられ 得る からだ。 貞操 は戀 愛の 

祌聖 なる 擁護 者で あると 共に、 また 眞の戀 愛に は必す 貞操が 伴 はざる ベ からざる ものである。 『食』 の 

問題に 烦 はされ て e たい 純 腐^ 戀愛 の 場合に 於て は、 嫉妬 は 必 すし も惡德 として 非難 せらるべき では 

なく、 寧ろ 双方の 人格の 純潔 を 保た うとす る 良操觀 念の 副 作 £ だと も 見るべき だ。 妬く こと さへ もし 

ない 女が 明らかに 不貞の 女で ある 場合 は^: だ 多い。 

戀愛を 至上の 道德 だと 考 へて ゐ ない 世 問 一般の 人た ちの 貞操 觀は、 極めて 危 いもので ある。 戀愛を 

基礎と して 考 ふるとき、 貞操 は 明らかに 先づ おのれの 人格の 純潔 を 保持し、 同時に また 對 者の 人格の 

純潔 を も 要求す るので ある。 決して 對者 のために 自 已の贞 操 を 守る もので はない。 若し^い 道 mr^ 流 

の說 ける が 如く、 良 操と は 『家』 のた め 或は 良人の ために 守る 可き もの だとす るなら ば、 良人 もたい 

純 粹の獨 身 者 或は 處女 など は、 貞操 を 顧みす して 可な りと いふ 結論に 達する ではない か。 或は 一一 11L 七 だ 

らう、 恥 を 知る から 獨身 者に も貞跺 が あるの だと。 然 らば 恥 を 知る と は 何 か。 羞恥の 念 は羅竞 た ふと 

き 自 我 を 守らん とする 心 の 0: 然的發 お ではない か。 

また 封建り^ 道徳の 徒に m 、に 馬鹿げた 事 を 言 ふ。 家の 血統の 純-止 を 保つ がた め 贞操は 必要 だと。 若 

し然 らば 婦人の みが 之 を 守ろ べきで、 W 子に は^ 操 を 守る 理. e なしと いふ 事に なろ。 彼等 は その 畜 

生の やうな 餉く W たき 性然 を滿 足すべく 荒お 亂行 少しも^ 支な く、 それ は 男の 『かいしょ』 とい ふ 事 
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になる ではな いか。 かくて 一 夫 一 婦 の 人格 的 平等 は 忽ちに して 破壞 せられる の だ (^子が 花柳病 萌 を- 

神聖なる べき 家庭内に 輸入す る 事 なぞ は、 今 問題外に 置く)。 また 單に 血統 純正の ための 貞操な りと い 

ふなら ば、 或 方法 を. W ゐて 精子と 卵 奥との M に 交涉を 結て る 性的^係 を 結んだ 場合、 婦人に 於ても 血 

統に^ 係な きが 故に 姦 通 自在な りと いふ^ 劣 極ま る 結論 にも 逑す るで はない か。 

かくの 如き はすべ て、 いつもながら 沒分 曉な舊 思想の 徒の 愚昧 さ を 示す 例證 として、 一 噱に附 して 

可なる べき 偏見 だ。 そんな 愚昧な 思想で 居る から、 旣婚者 も 未婚者 も 世 を 擧げて 貞操の 何たる や を 知 

らす、 一代の 風紀 は 益々 頹廢 する ので ある。 自. 5 平等の 二つの 人格あって そこに 眞の戀 愛が あり、 SM 

の戀 愛あって はじめて 一夫一婦の 原則 は 確立し、 合理的なる^ 操觀は 成立す る。 單に血 銃の 純正 を 保 

つと いふが 如き 现山を 以て、 人に のみ A 操 を說く 者の 如き は、 横暴なる 男子が 己れ の 『家』 のた め 

に、 奴隸 婦人に つて 獄則 を强耍 する の 類で ある。 私 は W び 言 ふ、 戀 愛な くんば 貞操 はない。 戀 愛な 

くして 1U 操 を强耍 する の は、 一片の 形式論に 終る。 形式論 は 力なき 虚偽の 生活 を 造る もの ひ、 生の 充 

ly. 人格の 自由 は 虚偽と 形式と から は斷 じて 望む 事 を 得ない。 

また 『愛』 と 『食』 とが 一 致しないで 露 肉 分裂の 二重生活 をな す扠隸 婦人の 場合に 於て、 貞操 は不 

田 (議 な奇 現象 を呈 する。 卽 ちその 最も^ 端な 例と して 賣笑 婦， V- 見よ。 心なら す も 肉 だけ は 多くの 男に 

賫 りながら 1 愛』 の 精神 生活 は 矢張り その 中の ある 一 人に のみ 捧げられて、 そこに 極めて 無理な 一夫 
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ま 現して ゐる。 かく 強と 肉と が 分裂 乖離し たれ 操 は、 貞操と して 旣に 無意味で あるば かりで な 

く、 北ハ女 自らに とって 明らかに 人格 生お の破壞 である。 戀愛な き 夫婦 關 係に 於ても また、 妻が 心なら 

す も 肉 を その 良人に 捧げつつ 心 は 他の^ を戀 して 居る やうな 場合、 靈肉 分離の 戰慄 すべき 银^ すべ 

き 、 ^裏 あ る 不貞 現象が 無 い と は 誰が 言 ひ^る もの ぞ。 ぽ〈 に內的 欲求から 鼓した 純^な^ ra: た 挽感 

が、 かかる 婦人に 於て あり 得る とは考 へられない ではない か。 沒 /、格の 無戀愛 結婚に 於て 强 ひて A 挽 

を-マ：： ひ、 ； 人 一お を 强耍 せんと するとき、 そこに 女の ゆの 上に 多くの 悲釗を a るに 至る の はこれ がた 

め-? はない か。 

維」 リ に；： ふ、 もし^ 愛 至上 說 によって^ 娇 するならば、 浮 草 やけ ふ は 東に あす は 西、 果して 何を以 

て^: 操を嚴 守し^ ベ きかと。 

わたくしが 今 この 問に 答 ふべ く页 にべ ンを 執らう とした 時、 座右の 火鉢に 火が 絕 えた。 女中と 呼ん. 

で 火 を； 5 つて 來る やうに と 命じた。 やがて 十能に 『火』 を 持って来た 女中が 火箸の 尖に 摘んで ゐる物 

を：： ルる と、 le- 黑な炭 だ。 僅かに その 一端に ほんの 少しば かり 赤い 焰を 見せて ゐる。 『そり や 炭 だよ、 火 

ぢ やな い さ、』 と 私 は 1に はすに 居られな か つ た" 女中 は それでも 火 に 相逮な いとい ふ 顔 をし て ゐ る が、 

私 は 手 を かざして 見て 少しも 暖かい と は 感じない。 かう いふ 女屮は 困るな、 私 は 心のう ちで 獨 りさう- 

思って 默 して 居た。 


炭 は 眞黑な 物で ある。 それが 赤々 と 充分に 燃燒 して ゐる ため 手を^して 暧を 取り得る だけの もので 

なければ、 私 は 『火』 として 認めない ので ある。 もと C 眞黑な 炭 C やうな 性慾が 充分に 淨 化せら ハ^ 

神化 せられて、 眞に^ 人格 的 結合と なる までに^ 燒 して 赤々 と fi えて ゐる もので なければ、 私 は！ f, 上 

のお- ^ として の戀愛 だと は 言 はない ので ある。 まだ ト、 部 八" 炭の 儘で あろ やうな 的の 戀愛 や、 或は 

一時の 利己的 遊 戲の戀 を 以て、 人 は 結婚の 至上 至大の 耍 件と はなし W たいので ある。 女屮の 持って 來 

たの は 性慾の 『炭』 であって、 私 は それな- 戀の 『火』 ではない と 否定す る。 

まことに 戀は火 だ。 炭が 黑 かったり、 くすぶつ たりす るの は、 まだ 本當の 火で はない からで あ ス* 

熱すれば 熱する ほど、 燃 ゆれば 燃 ゆる ほど、 純化せられ 聖 化せられ 荧 化せられる ものが 戀， い- 焰 であ 

る。 

また 性慾の 精神 化と か、 理想化と か 云 ふ 語の 瞹昧を 避ける ため 他の-例 を 取ろ と、 假に 私が 宗敎 信仰 

を 至上 だと 說く とする。 そこで 迷信と か 淫祠 邪 敎の類 を 持 出して 來て、 これ も 矢張り 一 極の 宗敎 だが 

かくの 如き を爾は 至上な りと いふかと 問 はれた ゆ、 私 は 否な と 答へ よう。 たと ひ 其^ 信が 如何に 精祌 

的な 祌祕 的な もので も、 それ は 宗教ら しい 宗敎 でない からだ。 又 封建時代の 忠： おは 確かに 立派な 精！ t 

的な 美德 だが、 け ふ 一人の 君 侯の ために 極めて 忠實に 働きながら、 あす はまた 他の 君の 馬^にお，， や 

うなの を、 忠義 者 だと は 一一 目 ひ 得ない の だ (たと ひ 其 時々 の 忠義 振が 如何に 精祌 的で あらう とも r また 
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^おし 二  ：z にせ：： つても、 それに も 色 々のがち. る- 沈勇 も 剛勇 もお る やうに、 ^虎^ 河の 勇 も ある。 わ 

たくし は ； 概に すべての SR 氣を 至上な りと はき；： はない と 同じた。 

くだく だしい 舛 なぞ はさし おいて、 戀 愛に もまた 極々 の 相が あり^ 段が ある こと は 言 ふま でもな 

い) 朝 一一 一 暮^、 相 乎 を 代へ て 朝に ゆ ふべ を はかられぬ やつな 戀は蕩 -W の戯 であって、 人格 結^と して 

の 眞の戀 愛で はない。 女が 戀 のために 初夜の 操 を 捧げた 時、 二人の^ 女の 生涯 は 永久に 決せられて ゐ 

ズ V 少 くと も斯く ありて こそ、 結娇の 至上の 要件た る戀 愛な りと 一一 H ひ 得る の だ。 人生 至上の 道德 とし 

ての 现想戀 愛な りと も 言 ひ 得る の だ。 さまざまな 戀 のうちで、 力 サノゲ や、 業- 个、 バイ ロンの それの 

やうな 祌話 的な の も、 外の 立場から 昆 た译、 それ は 矢張り 人生の 最も 美しく 贲 きものの 一 つに は相逮 

たい >  しかし それが 永 綾 的で はな いがため に、 すべての 人の 資際 生活の 某 礎と は、 したくても 出來な 

ぃ戀 愛で ある。 ダイヤの 玉 はた ふとくても 豚の 食物に はならない と 同じ だ" 

わたくし は玆 に. 水^ 的と ： 一 n つた。 戀 愛な 單に^ 德 的に のみ la て その 尊 ネ投劣 を 決す る 標準 は 、 決し 

て 荮愛 7$^- に^す ろので はない。 戀愛 そのものの 永辩性 純潔 性に よって 決せられ るので ある" 衝動的 

陶感的 戀愛は 永^ しないが、 全人格 的 結合で ある 純 眞た戀 愛に 至って は、 その 人格 的で あり 純眞 であ 

る こと それ 0 ら によって、 • 水 綾 性 を 持ち 得る からで ある。 

生活 革新の 道德的 衝 きとして 觀 すに、 單に 心理的 事實 として 客觀 的に 觀 るなら ば、 戀 愛に は 永^ 的 
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なの も あれば 非永裱 的な の も ある。 靑 春の 胸の 血の 躍る に 任せ た 一 時の 戀も あれば、 また 共 白髮ま 

で も繽ぃ て、 綾けば 綾く ほど 深化せられ 內在 化せられ て 行く 戀愛も ある。 だからた だ scin の 問 

题 として 見た 戀 愛に は 永 綾 性が あるとの みは 一一 一一：： はれない が、 sol!cn の^ 题 として 之 を考 へ ると き、 

永糗 性は戀 愛の 柬要 なる 本^ 的耍 素で あるの だ。 私が 《せて 『正しき 戀』 と 云 ふ 文字 を 使 ひ、 また h 來 

いくたび か 人格 的と 言った 時に、 いふまで もな く此. 4 質的 耍 素が 包含 せられて ゐる。 すべての 人格 活 

動 は 無閣に その 對象を 移動 させたり、 變轉 させたり する もので ない こと は 言 を耍 しない。 

戀愛を た だ變じ 易き が^な る 感情 作 S だとば かり 思って ゐ たの は、 舊 思想 だ。 そ こ に は 知的 剁斷も 

伴へば 强ぃ 意志の 作 W も 働いて ゐる。 だから こそ 全人格 的な ので ある。 その 戀 愛の 完成 は、 やがて ま 

た 人格の 完成で あり、 自我の 充^で あらねば ならぬ" それが 制度と して 現 はされ たのが 結娇 だ。 それ 

以外の もの は 結婚で はない。 掠奪 だ、 寶淫 だ、 駄洒落 だ。 

至上 至高の 道德 であり 藝術 であり 宗敎 である 戀愛 は、 永 綾 的の ものである。 然るに 永 綾 的で ない 一 

時 的な 戀 愛が、 事寶 上世 問に 多 いのは 何故で あらう か。 答へ て 首 ふ。 戀愛 至上と いふ こと を考 へて ゐ 

る 人が 極めて 少 いから だ。 一時の 感情 だ、 快樂 だ、 遊戯 だ なぞと 思って、 これ を忽 諸に 附 する 人が 多 

いから だ。 

火 は 燃える もの だ、 否な 燃えなければ 火で はない。 それが 燃えないで 消える の は 何故 だら う。 怠つ 
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て 居て 新しい 薪 をく ベなかったり、 通風 を 絶ったり する からで はない か。 人格 的な 戀愛& 火 は、 贞-邦 

の或祌 殿に 在りと. いん 永久の 聖火の やうに、 太初から 永劫に わたって 燃えなければ ならぬ- それが 永 

久に 永^ 的に 燃えな いのは、 戀愛 至上と いふ こと を考 へない ために、 之 を. 水久に 燃えし めんと する だ 

けの 努力 をし ないから だ。 吾々 の 肉 體が絕 問な き 努力に よって.！ 胞の 新陳代^ を 行 ひっつ 生命 を 維持 

して ゐ ると M じく、 人生の 藝術 であり 生命の 宗敎 である 戀 愛に、 滿 身の 努力 を こめた、 n に： みた^! 造 

創作 を繽 ける ことによって、 はじめて 永 镜性を 保ち 得る ので ある。 また 同時に、 身 體に害 ある 一 切の 

不悉 生 V- 愼 むと：！ 1： じく、 人格 的 戀愛を 破壞し 傷け る やうな 凡ての 害惡一 避くべく、 心の 衛生 ゃ费生 法 

を 忘れて はならない。 殊に^ 女人 格の 平等 を 破る やうな 一切の 行 爲を愼 み、 或は 肉 慾に 向って 卜 分の 

節制 を 加 ふるが 如き は、 何よりも 大切な 『愛の 衞生 法』 であらねば ならぬ。 かくの 如き 努力 を 不斷に 

接け ながら、 而も 戀 愛が 消滅す るなら ば、 それ は 恰も 生來 蒲柳の 人の やうに、 その 戀は设 初から 何等 

かの^ 弱 性た. 持って ゐ たか、 然ら すん ば また 人力の 如何と もすべからざる^. S に つくと 斷す るの 他 

は あるまい。 戀愛 は、 たと へ祌 殿の 聖火と 同じく 永繽 的なら すと も、 少 くと も倘 人の 生命と 11 じだけ 

に较き 得る ものたら しめねば ならぬ。 長命で あり 得べき 愛が 短命で あるの は、 養生と いふ 努力 か 足ら 

ないから だ。 

結婚に よって 戀愛は 一段落に 達する。 達しての ち 更に 新しき 時 S に 入り、 壯 年期より 老境に 及び、 
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翳う 花々 しい 良漫 S 霞、 その 光と 色と を 失 ふと 共に 深 潜 的と なり 內在ゃ 一な つて、 いくたび 力 

姿 1ft へる。 しかも 同一 の靈に 關 する 同一 の戀 愛が、 I を 通じて 其 人の 生活 中心と なる。 世に は. 

往 こして？、 或は 老境に 人って q 夫婦 愛 i して 靈に 非す となし、 mf 

と 言 ふ 人 も あるが、 それ は覽 だと 思 ふ。 S 炭火の 比？ 川ゐれ ば、 件 慾の 炭 は 燃えて 雲の 火と 

なり、 其 火 は 更に 白い 灰と なる。 しかも 裴は 同じ 灰白色の 他の 粉 ま は 全く 赛复 にして、 ォ 

り もとの？ 火と 同： 成分から 出來 一」 ゐる物 だ。 l^iwll-^^^ 

にある 一： ジ ヨン • ァンダ ソン』 や、 カァ。 ヘン タァの 霞に ある 『金 婚 式』 などの 管、 黑ぃ炭 カイ 

して 白い 灰になつ たのに 比すべき であらう  — 

霊 1 こよって 成立した 夫婦 間に 於け るかく の 如き 永鑌 性の 靈は、 單に戲 曲 小說が 吾等に 示す 

所の I でもな く 假構 でもない。 私 逢い 過去 や 或は 外 g 奪な しに、 眼前 曰 本の 家庭に 於て さへ 

現 i 之き てなる。 私 は その 適？ なる 一例と して、 爵野 夫人が 自らし るされ た 謹の 一 節をここ 

こ^: 錄 しょう。 

「私達 ま 二人の 稱に斷 えす 新しい 生氣 を 吹 込み、 壞 して は 建て直し、 且つ 鍛へ 且つ 深め 且つ 醇化 

する 事に 努力し ました。 まら 振 返って？ 最初の 頃の 私達の 靈 は菌 では ある 力 また 甚 

だしく 募の 足り ま、 置 Q 乏し 5 も Q でした。 私 管 久し^ ISS 壞と 改造と i 分 
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の戀 愛に 實 行して 來た のです。 私達の 夫婦 關係は 毎日々々 新規 蒔 直し を 試み、 毎 = 々々以前に 無い 

新し い 愛の 生活 を 築き上げ て 居る の です 。 

私逹は 昨日の 戀愛を 其 儘に 靜 止させ、 北ハ 上に 糊^して、 『永久 不變の 愛』 と 云 ふやうな もの を賴み 

にして 居る のでありません。 常に 大いに 一 一人の 愛が 進化 移動して 止まない 事， て 祈つ て 居る のです。 

それで 無ければ、 戀愛は 心の 化石で あり、 退屈と 苦痛と を 感じない では 居られないで せう。』 

と！ ___c ひ、 更に また、 

『愛の 創作 をし ない 夫婦 は is ゆる a 習 的 夫婦です。 古臭い 夫婦です。 其 仲に は 新しい 愛の 生活 は 無 

いのです。 それ は名蕤 上、 戶籍 上、 世 i! 的習惯 上の 夫婦であって、 常に 潑劍 とした 愛の 結合 を 意味 

する 完全な 夫婦の 寳^ を備 へて おない ものです。 

さう いふ 夫婦 は 基礎の 無い 夫婦で あるから、 その 精祌的 結合 力 は^ 弱であって、 何 かの 機 會に崩 

壞 すべき 危 險を內 含して 居る のです。 …… (屮 略) 

私 は 愛の 無い 夫婦 闢係 は破壞 すべき もりで あると 確信して 居る 一 人です。 さう いふ 夫^ 闢係は 如 

何に 物^的に 富んで 居る^ 級に あっても、 最大 不幸 だからです" 

併し 破壊 も、 改造 も、 新規 蒔 直し も、 ，：： 山來る だけ 現在の 夫婦の に 於て 智行 すべき ものであると 

思 ひます。 愛 は 紙上の 抽象 問題で 無くて、 二人の 人お に卽 した 重大た 事 a です。 二人の 人格 を 尊重 
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し 合 はねば なりません。 愛の 對象を 二三に する こと は、 自己の 內 にある 純粹 性の 苦痛と すると ころ 

である こと を 反省した いと 思 ひます。 梅の 花が 厭に なった から、 樱の 花に 心 を 移す と 云 ふ 事 は 火し 

た 問題で もありません。 それでも 人に. 5 つて は 同じ 梅の 花に も 新しい 美を發 毘 して 愛 を 綾け て 行き 

ます。 人と 人との 關係は 花と 人との 關 係と 違って 非常に 複雜 です。 雙 方の 眞劎な 努力に. 5 つて 新し 

い 愛の 音樂が 鳴り 出さない とも 限りません。』 

—— 『明 足』 II 大正 十 年 十一 n 號 所載 『愛の 剖 作』 より II 

私 は これらの 一一 K 葉に 十分の 敬意と 賛意と を 代表す るに 躊躇 しないと 共に、 戀 愛に 永繽性 なしと 斷す 

る 論者の 再考 を烦 はしたい と 思 ふ。 

七戀 愛と 自由 

人^と いふ 者 は 賢い やうで また 愚かな 者 だ。 天地 闢以來 林檎が 地に 落ちる とい ふ 事 は 誰し も^て 

居りながら、 -ー ユウ トンが 出る まで は 萬お 引力と いふ 事に も氣づ かす、 況んゃ 相對性 原理と いふ 事 も 

知らなかった。 地球が 動いて ゐ ると 斷霄 したば かりに、 酷い目に遇 はされ た 時代 さへ あつたの だ。 お 

しま あそれ はよ しとして、 古來 幾千 年の 間、 縱西 ともに、 婦人と いふ 者がん 格 ある 人間 だとい ふ、 こ 

の わかり 切った 事 富に 氣附 かなかった の は、 更に ー庥 ^くべき 率で あらう。 すべての 近代^ 恋の 沈^ 
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の やうに 見なされて ゐるル ソォで すら、 さう は 見て 居なかった の だから 驚いた もの だ。 ウルス トンク 

ラフト 女史の 『女權 擁護 論』 から 數 へて 見ても、 まだ 僅かに 百年 あまりの 事に 過ぎない。 

婦人 は扠隸 ではなくて 自. a の 人格 だ e この 解放 論が 一般に 認められる 時、 その 當然 のお 結と して^ 

愛の 自. S とい ふ 事が 考 へられる。 誰し も 言 ふ 通り、 戀愛は 自由で ある。 自由 + て楚 はれた る 精神的 奴隸 

に戀愛 はあり 得ない。 相手 を選擇 する の 自由が 戀 愛の 第 一 要件で あるから だ。 他の 强制 によって 或は 

何等かの 必要に 迫られて、 したく もない 戀を する 人 問 は 無い の だから、 戀 愛と 強制と は 根本に 於て 一 

致し 得ない 思想 だ。 自由の ない 所に 戀愛は 無い、 さう も 言 はれ 得る" 

卽ち 私が 前項に 述べた： 夫 •  論から 一一 一一 "ふと、 自出、 人格、 戀愛、 貞操、 さう いふ ものの 問に は 引 

き 離す ことの 出來 なレ關 係が 儼として^ 在す る。 生沽 革新の 理想と しての 戀 愛が、 男女 問の 性的 逍德 

の 根本と たり^.:^ となろ の も 亦、 これ あるが ためだ。 

1： 洋 人の いふ 自巾戀 愛と いふ 一一 E 葉 は、 『馬から 落馬』 とい ふのと 同じ 愚な 一一 一一；： 葉で ある。 簡單な ta-l 

？ logy に過ぎない。 自由がなければ 戀愛は 無い の だから、 馬 からでなければ 落馬し な い の と 同じ だ。 

唯 この 自. E 戀愛と 云 ふ 一 W 葉 を、 ^通の 惯 用法に 從 つて 放縱个 照の 戀愛關 係と 解す るなら ば、 私が 前節 

の 所論に 述べた 通り、 それ は實は 『自由 性交』 とい ふ 事になる の だ。 精祌 的な 人格 5 な戀 愛に 絕對の 

自. H を與 へ るなら ば、 結局 は 一 人格た る 男子と 一 人格た る 婦人との 一 對 が出來 るので、 最後 は 一 夫 一 
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婦の^ 則に 落着く 外 は 無い ので ある。 戀愛 そのものの 本質が 然 らしめ るの だ。 だから 自由 戀 愛と 云 ぷ 

霄 葉 は、 何も 道 舉 先生が 戰慄 したり、 新聞記者が 目 を白黑 したりす る 程の 恐ろしい 言葉で も 何でもな 

く、 實は 極めて 愚かた 詰らない 一一 一一！： 槳 に過ぎないので ある" 『戀 愛の 自由』 と 『自由 戀愛』 (卽ち 自山性 

交) と を ごつ ちゃに して 考ふろ 輩の 如き、 先づ 自らの 頭 腦の魯 鈍 を恥ぢ よ。 

奴？ f お 人が その 久しく 失 はれた 自. E を 藜 還 するとき、 得る 所の 最も 尊き もの は戀 愛の 自由で あらね 

ばなら ぬ。 

事新しく 一一 一" ふまで もな く、 自制の ない 自由と いふ もの は 有り得ない。 自由 は 放埒で もな く 我儘で も 

ないから だ。 だから 若し 戀 愛の 自由の 美名 を 借りて 放埒の 亂 行を敢 へて する もの あらば、 それ は社會 

奉仕の 美名 を 借りて 私腹 を 肥す 詐欺 泥棒と 问ー の 者で ある。 私 は玆に 至って 戀 愛と 自制との 關 係に 就 

いて、 簡^に 述べる 必要 を 感じた。 

さきに 私 は 『近代の 戀 愛觀』 の 文中に、 は， の 戀愛は 人生の 最も 尊き 理想なる が 故に 『難行苦行 だ』 

と も 言 ひ 、 ま た 『修道 の 高士に も 劣る まじ き^: い 純な 心 七 持った 者で なければ 本當の 戀は 出来な い』 と 

いふ こと を 書いて 置いた。 卽ち 至高の 藝 術に は、 必. f 奔放の 生命力に 加 へられた 制 壓 が ある。 眞 

の自. H に は必す 節 制 が あらねば ならぬ。 人生に 於け る 最大の 創造 蕩術 であると 共に、 また 人格の 

自 山を权 本と せる 戀愛に は、 强ぃ 節制 や 制御 が 必^ 條件 となると いふ 意^ を 一一 一一！： つて 置. S たの だ。 こ 


の 節制と 制御と が 無い ときに 戀愛は 遂に 破 減す るか、 然ら すん ば 荒^と なり 邪 浮と なり 亂淫 となって 

人格 的 生活 は その 根柢から して 破壞し 去られる であらう。 戀愛を 性的 逍德 の^ 礎と して 見る とき、 こ 

の 自制と い ふ 事が 何よりも 先づ 重要な 問題と なる。 

最近に 英米で この 性的 問題に 就いて 最も 廣く讀 まれ、 世の 視聽を そば だてし めて ゐる |曰 物 は、 スト 

ォプス 女史の 『結婚 戀愛』 と、 及び 之に 對 する 世の 非難と 質問に 答 ふべ く 女史が 再び 筆 を 執って 著し 

た 『賢明なる 親の 逍』 とで ある。 ニ册 とも 何が 書いて あるかと いへば 要するに 男女 (卽ち 夫婦 ii) の 

戀愛を 完成し 永 綾し 改新して 行く ための 產兒 制限の 必要と 方法 を 論じた ので ある。 肉的に も篛 的に も 

此 自制 節 慾 を 加 へ なければ 戀愛 は破壞 せられる と い ふ 事 を、 その 制限の 實行 方法 をまで 詳細に 論じた 

ので ある。 世の 先覺 者は旣 にかく 戀愛 のために は產兒 制限の 必要 をまで もカ說 して ゐ るの だ。 スト ォ 

ブス 女^ は 科^者で ありながら、 S に 樱井錠 二 博士と 合著の 日本の 能 樂に關 する 書 や 著 はし、 0 や 劇 

の 方面の 創作 も 多い 人 だ。 右の 二 卷の書 も旣に 日本に 早くから 輸入せられ、 最近 また 第三 卷 y の繽稿 

『輝け る 母性』 が 舶載 せられた。 

私 は產兒 制限の 問題に 就いて いま 可否 を 言 ふので はない。 ただ 一 對の 男女 問に 自制な き 節 慾な き 生 

活が、 動もすれば 產兒 過多と なり、 徒らに 質的なら ざる 量的の、 數 のみ 誇る 子寳 思想と なって、 それ 

が 遂に は 夫婦 問の 戀愛を 冷却せ しめ、 戀 愛の 永^性 を 阻止す る 一 原因たり 得る こと だけ を 指摘したい 


—— HG 


と 田 じふ。 

動物 的な 性慾が 淨 化せられ 純化 せられて 人格 的戀 愛と なる の は、 何に よってで あるか。 露 肉 二 元の 

生^の^-調和に 惱む人 問が、 性的 本能 (卽ち 性慾) と 性的 理想 (卽 ち戀 愛) との il に 合一 點を兑 出 

し、 兩 者の 矛盾 衝突な きを 得しむ るの は、 何に よってで あるか。 そこに 卽ち節 慾 自制の 必要 を 生す 

る 。 節 慾と は かの 昔の 宗敎 生活 に 於け る が 如く、 極度に 肉 を 虐げ る 事が 靈を 向上 せし むる 所以な りと 

考へ た 禁慾 主義. ではない。 之 を 食慾の 場合に 譬 ふれば、 節 慾 は 保健の ために 必要な 節食に 比すべき で 

ある。 決して 絕 對の斷 食で はない。 斷食は 禁慾であって、 生命 を 保つ 道で もな く 保健の 逍 でもない。 

また かの 荒^ 亂行 に 至って は、 まさに 之 を 過食 の 害に 比すべき であらう。 

ん 問の 飽く なき 欲^ に. H: つて 抑 壓が加 へられる とき、 そこに 淨 化 作用が 行 はれる の だ、 とフ ロイド 

1 派の 學徒 はいふ。 いかにも 人生 は、 自己の 生命力の 放恣な 無制限な 發 現であって はならない。 それ 

は 生活の 破壞に 終る からだ。 その 生命力に 加 へられた る 抑 ffi 作用 あるが 故に、 欲^ は淨 化せられ 純化 

せられて、 藝術 となり 宗敎 となり 知識と なり また 人 問 愛と もなる ので ある。 だから 人間 生活の 偉大 さ 

と 崇高 さは、 この 抑壓 作用の 結果 だと 言 つても 過 貢 ではない の だ。 唯 この 抑壓が 自己 以外の 人 や 物 や 

法則 や M 習に よって 加 へられる 場合に、 それ は壓 制と なり 强制 となる。 故に 抑！！ を 加 ふる 者 は、 また 一 

自己の 生命力 それ 自らで あらねば ならない。 すべての 逍德は 自律 的で あらねば ならぬ。 卽ち 自分が 自 " 


分に 加 ふる 抑^であって、 そこに はじめて 眞の 自由が あり、 戀 愛が ある。 これ を 宗教の 場合に， ふれ 

ば、 小我 を 克服し なければ 大 我に は 到られない、 三昧 法悅の 心境に は违 せられな いの だ" 戀 愛と 宗教 

との 心 i? の 相似に 就いては、 嘗て 私 は 『近代の 戀 愛觀』 に 於ても 之に 一一： 一；： 及して S いた。 

人 問に は、 他の 動物に 於け るが 如く、 週期 的な 交尾期と いふ もの が 無い。 卽ち 性慾の 休止す る 期 

問が 全く 無いた めに、 自然に 自律 的に 節 慾 を 必要と する に 至った。 性慾 を 醜惡視 する 傾向 も 亦 同じく 

それから 生じた。 勢 ひ 性慾に 向って 制限 抑 壓を加 ふるが 故に、 そこに 淨 化 作 川が 行 はれ、 性慾 は美レ 

き： ひー殳 心理と なって 花 さくの だ。 これ は 禽獸に 於て 殆ど 昆られ ない 現象で ある。 だからた とひ 人^で 

も、 おし 荒淫 亂行 によって 性慾の 無制限な 充足 を 得るならば、 そこに 抑壓 作用がない ために、 戀 愛の 

心境に は 決して 達し 得られる もので はない。 

わたくし は 人生 觀 上に 於て、 すべての 禁慾 主篛を 非な りと する。 何と なれば、 人 問の 本性 を 征服し 否 

定 しょうと する 禁慾 生活に よって、 肉體の 純潔 だけ は 保 たれ、 宽貞 の！. 淨 さは 保 たれ 得る であらう。 し 

かも 絕ぇ. f 肉の 誘惑に 煩 はされ、 本然の 欲求に 惱 まさおて ゐる 限り、 どうして 精神の 純^ を^む 事が 

W 來 よう。 そして その 結果 は 人格の 萎縮と なり、 破 壌と ならざる を はないで はない か。 宗教家の ノォ 

ス コ オトで すら、 『禁慾 生活 は 人類 進化の ある 道程に 於て は 確かに 價俽 ある ものであった" 然しながら 

その 精祌 上の 效 * に 至って は、 戀 愛に 及ばざる こと 遠き ものであった JK 『基 哲敎と 性的 問題』 八 七 Hu!> 
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と 言って ゐる。 . 

然 らば 如何にして か 至上の： W 德、 至上の 理想と して の 戀愛を 完成すべき。 それ は 童^でも なく 禁愁 

でもな く、 また Ml より 自. E 性交 を^ 味す ろ 自山戀 愛で もない。 ^體の 淸^ ：- 無垢と いふ ことで はなく 

て、 性的 行爲に 關すス 精祌の 無^と いふ ことで ある。 換言すれば、 性的^係に 就いて^ 肉の 合致 調和 

であらねば ならぬ。 女流作家 メイ • シンク レイ ァの霄 葉 を 借りて 一一 一一 " へ ば、 戀愛は 翳が 肉 を 救 ひ 肉が 靈 

を 救 ふための 施設で ある。 それが 眞の戀 愛であって、 それ 以外の もの は戀 愛で はない。 かくの 如き 戀 

愛 を 以て 私 は 性的 遒德 の 理想 極致な り と 言 ふ の だ。 

チヤ ティ ティ 

跺 返し 言 ふ、 純潔 とい ふこと は、 獨 身と か^ 慾と かいふ 消極的 生活 態度に よって 保 たれる ので は 

ない。 性的 生活が 戀愛 によって 美化せられ 聖 化せられる とき、 そこに はじめて 眞の钝 潔が あるの だ。 

異性との 性慾 結合に よって 吾等の 純潔が 失 はれる と 同じく、 また 異性との 戀愛 結合に よって 吾等 5 钝 

潔に 保 たれる。 異性と 沒交涉 である 事が purity ではない。 それ はた だ 血 あり 肉 ある 人 il をして、 强 

ひ て 木 偶たら しめ て ゐ る 不自然 な 駄洒落 に 過ぎ ぬ " 童貞で ある 事に よって 純潔 淸淨が 保 たれる と 思つ 

たの は、 昔の 宗教家の 迷妄であった。 戀愛 によって Isrlty が 保 たれる とき、 そこに 性的 生活の 眞の 

自 山が ある。 
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三た び戀 愛に 就いて 言 ふ 

私の 一； 一一" 葉 は上來 いくたびか^ 婚の 問題に 觸れ たが、 結娇を 論す る 事が^" 趣^で はない。 もとより 

給 婚は戀 愛 を 社會 化し 制度 化した もので あらねば ならぬ。 ^し^: に は 社 <& 化 せられす 制度 化せられな 

い 戀愛も 亦、 人生の^ 實 として 存在す る。 戀愛 卽結姘 ではない からだ" 制度 化せられて それが 結娇と 

成らう が 成るまい が、 戀 愛は戀 愛で ある。 その 腐 汎な戀 愛の 一 般 的な 諸相と 意義と に 就 いて、 私 は 

『近代の 戀 愛觀』 に 於て 述べよう とした。 それ を 讀んだ 人た ち は、 ただ 社^制度 とか 紅 含 道徳と か 云 

ふ 目 さきの^ば かり を氣 にして、 色 々の^ 問 や 批評 を 試みる のであった。 共 質問 や 批評に 答へ るた め 

に、 さきの ー篇が 草せられ たの だから、 勢 ひ 私 は 粒 風景な 文字 を 羅列して 之に 應 へざる を 得な かつ 

た。 

^返し 一 W つてお くが、 戀愛 にも 結娇 以外の 戀 愛が あり、 結娇 にも 戀愛 以外の 要件が ある こと は^ふ 

まで もない。 唯 そ 0 戀愛 以外の 要件 を、 結婚に 於て は 第二義 的 重^の ものな りと せよ とい ふの が、 私 

の 持論で ある。 

なほ 戀 愛と いふ 問題に 就いて、 私の 言 はんと 欲する 所 は 甚だ 多い。 ただ 梅雨の 頃から 初秋の 今に 及 
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んで、 數 箇月に わたって 私 は 痼疾に なやまされて 病臥して ゐる。 病苦と 炎熱との ために 衰弱し 切った 

私 は、 今 また 三た び 長 篇に筆 を 執って 纏まった ー篇を 草す る ことが 出來 ない。 病床 をお とづれ る 友と 

語る 折に、 また 枕頭の 書 を亂抽 しつつ、 或は 仰臥して 天井板 を 見つめながら、 思 ひっき 思 ひ 出す まま 

を、 斷片の 言葉と して ここに 採錄 した。 想 熟せす 文辭 到らざる 點は、 讀 者の 寬恕を 待つ の 外 はない。 

また 一 二の 重複が あらう とも、 それ は補逍 のつ もり だとして 毘 のがして 戴きたい。 

『曇った 空の 雲の 絶 問から 铈く明 S の やうに』 と 詩人が 言った、 美しき 羅 馬の 少女、、 ヮ アジ 一一 ァを街 上 

にみ とめた^ は、 アビ ァス *クロ オデイ ァス であった。 富者で あり 贵族 である 彼 は、 この 可憐な 處女 

をお のが 有と せんとした。 それ は戀 でもなければ 何でもなかった。 クロ オデイ ァス は、 しもべ ヤ^ は 

して 此 少女 を强 ひて 拉し 去ら うとした、 門地と 黄金との 暴力 を 以て。 

少女の 父 は 突如と して 走り 寄って、 衆人の 而 前に 於て 劍を 閃め かして、 おのが 最愛の 娘の 胸 を 刺し 

た。 

黄金と 門地との ために 處 女の 鈍 潔 を 奪 はれる 辱め を 受けん より は、 親の 手で いさぎよく^して 貰つ 

た * ヮ アジ -ーァ こそ は 幸福であった。 かくして まで 娘の 純潔 を 擁護して やった 親 こそ、 本 當に娘 を 愛し 
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たのであった。 

あ，：： 男に は 金が ある、 身分が ある。 だから 惚れて は 居なくても その 见の 所へ^！^ いひ ゆく のが、 

ぁグ 生^の.^ のた めだな ぞい ふ 鋭 は、 おの： T: 娘に 平氣 で賫汴 を 稼がせる 親 どもで ある。 娘の 命 を 絡つ 

てまで それ を G: 溃 から 免れし めた，、 ヮ アジ 一一 ァの父 こそ、 眞に娘 を 愛した 親 だと すれば、 戀 のない^ の 

n; に 無 f に 娘 を 嫁がせ 押 遣らう とする 親 は、 親で もなければ 何でもない。 それ は 娘に とって：^ だ.；； y 

だ。 『ま 度 金』 や 財産の 暴力に よって 娘 を 掠錄 しょうと する 相手の 男と 共謀せ る.^ か^でなくて、 そ 

れが 何で あらう ぞ。 

よほど I^s: に、 たしか マ コォ レイ 卿の 『古 0 馬 の 歌』 のなかで 讀ん だ、 この ヅ アジ 一一 ァの話 を 

想 ひ S 一した からま；； きつけた。 

^引の やうな、 不昆轉 の やうな 見合 ひ結娇 でも、 後に なって 夫婦の 愛が 出來 たら 可いで はない か。 

さう 首って 戀 愛結娇 に反對 する 人 は 多い。 わたくし は此 人々 に. ^ つて 下の ごとくに 反問す るで あら 

ラ o 

たと ひ 後に なって 愛お は 出来ても、 初 衣の 誘姦、 和^、 凌辱 は、 たしかに 卯.， にで はたい か。 .#粽 は 
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二度 や 三度 は搆 はぬ、 あとで 金 持に なって 返せば 可いだら うと 一一 一一 口 ふの か。 二度 や-:: 度の 誘^ 强姦 は， 

人 ii 生涯のう ちに 免れが たい 義務な り、 と强 辯す るの か。 

また 娩 初の 誘姦 和姦 強姦の 夜に、 將來 本當の 夫婦 愛が 必 す出來 ると 誰が 保證し 得る か。 その 保^す 

る i 任 者 は 誰も^ない ではない か。 それが おない とすれ は、 恐るべき 胃險 ではない か。 殊に 事實を 

よ、 かくして 成れる 夫^ 關 係の 多く は、 終生 遂に 熱愛に 燃 ゆる 魂の 抱擁な しに 終る もので はない か。 

殊に 女に とって、 それ は 精神的 『監獄 部 厘』 の賫淫 生活で はない か。 

木 常，： KI..E あって はじめて 本當の 責任感が 生す る。 自分の 自由 選擇で 結婚した のでない 夫 は、 ar 

分た ちみ づ からに^ 娇の 責任が 無いで はない か。 責任が 無ければ、 自ら 愛しよう とする 努力 をし ない 

のも^ 常然 ではない か。 無^任 結婚 は、 野合 私通よりも 更に 卑しむべき 不 ^ 德な 性的 關係 である。 

て、 いの 好い 一種の^ 操蹂翻 だと は考 へない のか。 

もし 結婚 後 になって 眞に 深い 愛が 出來 る ほどに 意粲 投合し 得る 二人なら ば、 何故 結婚 以前 に 於て こ 

の 一 一人 を 接近せ しめ 交際せ しめ て、 そこ に戀愛 ある に 至って 後 はじめ て 結婚 の 計ら ひ をし な 5, の か。 

父兄 なぞ は 何が 故に、 何の 必要あって、 當人 をして K 險を敢 へて せし むる のか。 それ 程までに して 見 

^ひ ^姙の 陋習 を 保^す るの は、 何故で あるか。 個人の 自由 を 奪 ふこと を それほどまでに 美德 なりと 一 

信す る 理由 を、 明らかにせ よと 私 は 言 ふ。 (本 卷五四 R 參 ii)  ^ 


當 人の 意志に 任せての 結婚なら ば 正しい、 と 一一 一一！ I ふ 人が ある。 不可 だ。 意志 は必 すし も戀 愛で はな 

い。 その 意志が 今の 世に 於て は、 餘 りに 多く 家名 や 財 產ゃ收 人 ゃ盧榮 心な どに よって 左右 せられて ゐ 

るから だ。 

ある 舉 者は苢 ふ、 最近 西洋の 寶淫 の 傾向 は、 他からの 誘惑 ゃ强 制に よらす して、 自分の 意志に よ 

つて この 醜業に 身を投 する 者の 方が 多い と。 自由意志に よるから といって、 賣淫を 正しと は 言 へ ま 

四 

媒 人と 云 ふ 者 は 出 露 目 を 言 ふ。 さりと て當 てす つぼう の 闇く もで 結婚す るの も 不安 だから、 貰 ふ 方 

も 貰 はれる 方 も、 お 互に 『聞 合 はせ』 とい ふ 事 をす る。 それ は 相乎ケ 泥棒の 如くに 探侦 する 事で あ. 

る。 ^に惡 事 を 働いた 覺ぇ もない 我が身の 上 を 探られる 事 は、 苟も 自尊心 ある 者に とって 不快 この 上 

もない リ 

人と して 设も 大切な 結婚 生活 は、 今の 日本で は 普通に、 先づ この 泥棒 扱 ひから その 第一 步を はじめ- 
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る. >  そして 理解な き 夫婦 はお 互に 一生涯、 兩 方から 胸の さぐり 合 ひ をして 暮 すので ある。 まるでが 棒 

の 共同生活 だ】 探偵に 始まって 探偵に 終る。 

之， V.- しも 名 づけて 『我が 阈 固有の 淳風 美俗』 なりと 强辯 する 者 あらば、 いづく にこれ 以上の 醜風惡 

俗 あり やと 私 は 反問しょう。 

五 

熱愛に 燃 ゆる 二つの 魂の 抱擁で はなしに、 ただ 冷やかな 肉と 肉との 性的 結合に 名づ くるに、 人倫と 

か^ 庭と か 和合と か 夫婦と かの 美名 を附 する。 實は 和姦で あり 强姦 であり 寶淫 である。 そして 人類の 

生 祯 作 W は營 まれて ゐ るの だ。 今 曰 世界人 類の 過半 數、 いな その 大多數 は、 かくの 如き 和姦 凌辱 寶淫 

の 結 W として 生れ 出で た 『人の子』 ではない か。 苟も 人倫 を說き 道德を 口にする ものにして、 之 をし 

も^ 在 人間 生活の 汚辱な りと は 思 はない のか。 

^女 闢 係に 於て 戀 愛の 重ん すべき は 百 も 承知して ゐる、 それ をのみ 誇張して 大聲叱 呼す る 事が 惡ぃ 

とい ふ 非難 を も、 私 は 某 博士なる 者から 聞いた。 


さう いふ 難お に 向って 私 は先づ S 一  に 反問したい。 今の 一般の 日本人 は、 單 に結娇 ^ 题 だけに 就い 

. て 言っても、 戀 愛の 如何にまん すべき か を 十分に realize して ゐる だら うか、 承， 5 して ゐる だら う 

力 

れ 族.：： H 杂の 家族ば かりで はない、 そのお 産 者た ると 無產 者た ると を 問 はす、 今の 『見合 ひ 結婚』 の 

方法と いひ、 ^果 とい ひ、 まことに 慘憎 たる もので、 それ は^に 一種の 人道 問题 だと 言って 可い。 父 

兄に 強制せられ、 家の ため 財產 のために 女 は 嫁ぐ。 惚れた とも 何とも 思 はぬ^に 肉 を 捧げた の だ。 結 

婚後 二三 日を經 てから、 『里が へり』 と稱 して 父母の もとに 苦境 を訴 ふべ く 泣いて 歸 るの が習惯 だ。 戀 

しと 思 ふ 男の そばなら ば 一 日 一刻 も 離れたくない とあって こそ、 眞に人 問 の 人^らしい^ 姘 ではない 

か" s 十の 日本で は 都 wi いづれ を 問 はす、 此 『監獄 部屋』 式の 結婚が 十 中の 七 八 を 占めて ゐ ると いふ 明 

確なる^ ^ の 存在 を、 * して 何と 考 ふべき であらう か。 

^ 人に {1 つて 『女 大^』 とい ふ 奴 隸道德 を强耍 して 居た 德川 時代に は、 敎莛 ある ^殺の 女た ちから 

-自. e は 全く^ ひ 去られて 居た。 自由が 無かった から 戀は 認められなかった】 不義 不道德 として 斥けら 

れた。 そこで 此 5- 代に 於て 戀愛の 人生に 於け る意蓊 を 描かう とした 詩人 近 松^ 林 子の 如き は、 その 材 
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料、 その 情趣て 狹斜 0 巷に 求む るの ほかなかった。 遊里に のみ は 辛うじて 戀 愛の 自. s が あ つたから 

だ。 しかし それが また 大なる 矛盾で、 旣に 前に も 述べた やうに その 作品の 女 k 人 公 は 婦 であるが 故 

に、 彼等の 戀には 戴 肉 分離の 缺陷が あり、 從 って戀 愛の 當然 の歸 着た るべき 貞操 觀に 不自然 を 生じ、 

一方 また 『愛』 と 『食』 との^に 衝突 を 生じて、 所 IS 『義理 人愦』 の悲釗 となった。 王朝 時代の 宮廷 

贲： K の 女に は、 自由 も あり 從 つて 戀愛 生活 もあった が、 武家時代に 人って から は、 女 は 極度に 虑 げら 

れて、 ^德 としての 戀愛觀 は^ 茶々々 に蹂 綱され た。 それ は 下って 德川 時代にまで も 及んだ。 だから 

今：：！ の H 本の 社會 が、 その 愛觀に 於て なほ 武家時代の 偏 兑を距 る 事 遠から ざる ものである 事 は、 怪 

しむに^ら たい。 

八 

いかにも おへ 族， 王^の 扠隸. ぉ德 は、 ^ 人の 人格と 自由 を 否定して 居る の だから、 それによ つて^ 操 を 

お 人に のみ 强耍 する 事 は 出来る だら う。 しかし 如何にして^ 子に 向って また 问 様の 贞操を 確守せ しめ 

得る か。 如何にして ^女 相互の 完全な 一 夫  一 て實 現し 得る ので あるか。 之を皆 行し 之 を 確守せ しめ 

んが ために は、 戀愛 至上と いふ 事 を 性的 道德の 第一 翁と して考 へる より 外に 道 は 無いで はない か。 一 

• 夫 一 婦の制 は 決して 家族 主義 や 功利 思想の 所產 ではなく して、 戀 愛に 於け る 相互 人格" 平等と、 お 互 
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に 相手 を獨ぉ する 蓽 によって 戀愛 0 純潔 性、 完全 性、 永 績性を 求めん とする 自然の 內 的^ 求に^ づ い 

たもの だ。 近代の 個性 自由の 思想 を 根柢と するとき、 戀愛 至上 主義 以外に 负 操 良 節の 合理的 解 釋は不 

可 であるべき だ。 

九 

文學 博士 某なる 者、 さきに 『家庭 雜誌』 の 記者に 談話て 筆記せ しめて、 わたくしの 戀愛 論に 批評 を 

加へ てなる の を 兌た" その 批評と いふ ものけ 间 より 一顧に： g する もので はない が、 そのな かで 頻りに 

家族 主義の 講釋 をして ゐる 所が、 如何にも 馬鹿々々 しくて 面白かった。 何でも 此人は 敎育者 や 地方 人 

を 相 乎に 倫理 道徳の 說敎 をしたり す^ 人 ださう だが、 とにかく 今の 日本 は 進んだ やうに a えても、 ま 

だ こんな：  一一 R 說に耳 を 傾けて ゐる 者の^: する 事 だけ は、 注意して おく 必耍が あると 思 ふ。 紙幅 をふさぐ 

事 は 甚だ 遺憾 だが、 その 說の 標本に とて わたくし は 八 「救 節 を 玆に引 川して、 讀^: のお 笑 ひ 草に 佻す 

る *- 

家庭に は、 少く とも その 家と L ての 來歷の 古い ものに は 家風が あり、 家法が ある。 この 家風 家法が 整： g せられて 

成文の 形 を 取った ものが 卽ち 家憲で ある。 これら 三者 は 何れも 家. M の 人々 に 向って、 これが^ 從を 要求す る。 彼等 

が これ、 しに 服從 すると ころに 主觀 的に は S 法の 精祌 が^はれ、 ^ 觀 的に は 一家の 統一が 成立った ので ある。 北 ：！、 羅 
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馬の 家長 は、 その 統率す る 人々 に 封して 生 殺權を 有し、 不 -A の^は これ を 殺した ので ある。 また 子女の 結婚に は 家 

長の 意志の み 働いて、 ^事 者の 意志 は 少しも 認められなかった。 拉 典^で 父 をパァ テルと いふので あるが、 これ は 

「力」 の義 である。 彼が 妻子^ 族に 向って、 力 を 以て 絕對服 從を耍 求した か、 りで ある。 けれども、 この 事^ は 他所 亊 

でない。 我が！： の德川 時代に あっても、 ある se 度まで はこの 事 を 認める ことが 出來 たので ある リ この 點 からい へ 

ば、 家庭 は 人の 法 作 的 訓練の 組^で ある。 

體 裁の 十分に^ はった 家族制度の 中軸 は 祖先 ^崇 である。 こ の點 から い へ ば、 家族 は； g 先な^ の 信仰に 依って 铳 

1 せらる る^ 闱 である。 信仰の 深い 家庭から 信仰の 深い ものが 現 はれ、 無 信仰の 父母に 無 信仰の 子女の ある は跟前 

の事赏 である。 (屮 略) また、 所お おしく は财库 は、 家庭の 構成せ、 しれ、 維持 せられる 主なる 條件 である。 羅^で 

は、 家族 を ファミリアと いったが、 この fn 槳は 「财 産； とい ふ 意味 を 有って ゐる。 凡そ 家お 櫂 は 家 S に财鹿 所々 嵇 

があって、 家族 を扶衮 すると ころに 成立つ ので ある。 また、 一つの 世代から これに 次ぐ 他の 世代に 國 家の 财 使を傳 

逹 する 點 からい へば、 家路 は^ 家鸫濟 の^ 要なる 機闢 たるので ある。 S 產の 所持と^ 殖とは 家お なる ものの^な S- 

任務の 一で あるが、 この 任務の 遂行 を、 國 家の 側から 見れば、 一代から 他 代への 財產傳 達の 手铙 きに 外ならぬので 

ある。 家^ 各員の 所な 觀念 はか やうな 生 沽 の 問に 養 はれて、 よく 逍德の 保障と なる ので ある。 

『家 虱』 『家法』 『家憲』 『祖先 尊崇』 『所有 財 『家長』、 なるほど かう いふ 說教 をす る 色々 の 人た ち 

から 私の 戀愛論 は 攻擊を 一 父け て ゐ たので あ る。 それ は 寧ろ 當然 すぎる ほど 當然な 事 かも 知れない 。 呵 


すべて 現在のお れる H 襲 や 制度 を改廢 して、 もっと ほ 由な、 もっと ゆとりの ある ものにすれば、 人 

II 生活 は^ちに 堕落し、 尜亂し * てる ものの やうに 考 へる 事が、 ^俗の 根本の 謬 H5T た。 この 都 は終濟 

^^政治 生活の 問题に 就いても 同じ だが、 性的 生活に 於ても 若し 今 = の結娇 制度に 於け る 強制的 一 夫 

1 ^ 制に、 より 多くの 自山を 許すならば、 忽ち 『自. E 性交』 の 亂倫狀 態が 出現す ると 思 ふ なぞ は、 笑 

ふべき 一片の 祀憂 に過ぎない。 女 は^ して、 けふ臾 客 を 送り、 あす 越 人 を迎へ る^^の 如くなる. 

だら う、 JMS; 拢も 何もめ ちゃ/ \ になる であらう から、 戀 愛の 自由 は認む 可から す、 今日の 結娇 制^ は 

動かす ベから すと 考 ふる 如き、 寶に人 問 そのものに 對 する 大 いなろ 侮辱で ある。 人 は 人間 だ、 畜生 

ではない。 尊き 戀 愛の 自由 を 得る 事に よって 向上 逃 歩 こそ すれ、 決して 禽獸の 亂娇狀 態にまで 墮 落し 

ようとしても 墮^ し^られる もので はない ので ある。 わたくしが §t て 例に 引い た^おの 生活 に 於て 

も、 肉 はたと ひ 衆人に 切^ しょうと も、 繫 的に はた だ 一人の^ 子に のみ 心 を 捧げ、 靈肉 分離の 不完全 

極まる 奇怪 至極な 形に 於て さへ も、 そこに. 一夫 一 婦の 貞操が 守られて ゐ ると いふ 如き 現象 を昆 るの が 

普通で はない か。 55婦 の資淫 生活の 如き 下等な 狀態に 沈められても、 人 問 はや はり S き 人間で ある * 


そこに 戀 愛の 自由 さへ あれば 一 夫 一 婦の 貞操 觀は、 何等の 强制 なくして おの づ からに 確立せられ るの 

だ。 いや だと 思 ふ 亭主に 無理やりに 添 はせられ て 生^ を 純り 附 けら るれば こそ、 不貞の 妻 も 生す る わ 

けで ある。 

舊套を 墨守し 因襲に 囚 はれた 旣 成の 結 娇制を 離れて、 そこに 爲の自 .m が與 へられた ると き、 人 は 

はじめて その， け俅 的た る道德 性に よって、 眞の 一夫 一 婦 制に 安定し 固着し 得る ので ある。 これ を 一 片 

のパ ラドク ス に 過ぎす と： a て 危險視 する ものの 如き は、 いまだ 人 性の «s を 解せ す、 人の惡 魔性の 

一面 ある を 知って 他の 半 而 に祌性 ある を 知らざる 味 者の霄 である。 男が その 妻に よって、 女が その 夫 

によって、 强制 的に^ 縛せられ てゐ ると 感 するとき、 その 結へ：； は^だしく 厭 ふべき もの だと 感ぜら る 

るが、 もし その 相互^係が 全く 自. e であると r ムふ 確信の 上に 立つ とき、 却つ て 彼等 は その 愛 を 存統す 

ベ く滿身 の 努力 を 惜します に 捧げ 得る ので あ る . 

近代の- X 藝に 於て、 人間性の 底 深く 根ざせる この 動かすべからざる 事實 も、 设も あざやかに 胶も藝 

術 的に 手際よ く表现 し^た もの は、 イブセンの 火 作 『海の 夫人』 だ。 はてしなき 大海の 自由 を 慕 ふ 妻 

エリ イダの 心 は、 あやしく も^えす 動搖 してな た U 蹈 迫が あり 束縛が あるから だ" 身 を も 心 をも^: げ 

て 現在の 夫.. ワンゲル を 愛し 得ない ので ある。 殊に 强く 彼女の 心 を 誘 ふ もの は、 外 Bi の 運轉士 であつ 一 

た。 最後に この 外國 人の 船乘が 海の かなたから 來て 彼女 を 誘 ひ 去らう とするとき、 ，ワンゲル は 今 はと お 


て 思 ひ 切って その 妻に 自山を 與 へた、 女 をして. に 行くべき 逍を遝 ばし めた。 その 刹那、 女の 心 は 

SIM の 愛に めざめた。 誘^ を ふり 棄 てて、 彼女 はや はり 現在の 良人と 共に 留 S つた。 そこに 自. E によつ 

て與 へられた^ の 勝利が、 あざやかに 描かれて ぬる。 

<fr- の經^ 組織 i 改^し なければ 人に 『食』 の G1 出がない と：！ I： じく、 八 マの^ 姘の 制度 因 襲 を 打お しな 

ければ 『愛』 の S 山 はない。 『食』 と 『愛』 との 自. S を^ はれて 生きる もの は 苦しい。 

一 I 

芝 $ の仕龃 と 云って^ にむ つかしい^ はない、 釗 的 境 遇の 數 はわ づ かに 三十 六 種の み、 と大 

^に^ ひ 放った 5,7 が ある。 なるほど 戀 愛悲釗 だけ そ 取って おへ て a て も、 先づ そんな 位の もの かも 知 

れ ない。 その なかには s?: 女の性 格、 11. 食- の 生活 問题、 階級^^と 云った やうな a 々の^ 柄が 數 へられ 

る だら. リが、 とにかく 最も 苷 通な 筋 書 は、 何とい つても^ づ 『永久の； 一- ^係』 だ。 卽ち ー對の 夫^ 

關係 或は 戀愛 1 係の 男女の いづれ か 一 方と、 更に 他の 一 人の？； とか 女と かが.： i をす：.： 3?合 は、 その 最 

も 深 划悲疝 なる もので、 耍す るに 男 ふたりに 女 ひとり か、 女 一 人に W 二人 か、 それ は 様，.、 な^ 宵と 變 

つても、 要するに 『三人の やりくり』 に は 相逮 ない- 西洋の 近代 制 だって、 仲の 町の 「ffi あて』 だつ 

て、 ^藤の 心理 は 卽ちー だ。 事情 を こそ 異にすお、 十；： 八？..^^ て マ 1 じて 變ら ざる もの は 人の 心で ある。 
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此 三角形の 三つの 頂點の 問に は悄恶 、 嫉妬、 恐怖、 ^fsK、 復饕、 そのほか 色々 の ものが 渦卷 をな し 

て、 そこに 人 問 苦悶の すがたの 萬 花 鏡が 展開せられ る。 

特に 戀愛 至上 を 性的 道德の 理想と して 一 夫 一 婦の制 を 確立し、 又つ よい 侗 性の 發 達した 人々 の 間で 

の 事 だから、 この n 一角 關係は そこに 毫も ふざけた 不眞面 HI: な 虚偽 や 空想 なぞの 分子 を 容れな いだけ 

に、 葛 藤 は 一き は 沈 if 深刻の 悲釗 となって、 直ちに 生命の 核心 を 突き-: 朋 すだけ の强烈 な破壞 力と な 

つて 别く。 ハウプトマンの 『寂しき 人々』、 マァテ ルリ ンクの 『アグラ.、 エイ ヌとセ リセ ッ ト』、 ダン ヌン 

チォの 『ジョ コン グ』、 ショ ォの 『カン デ イダ』、 一 々列擧 すれば 實に 際限 もない が、 近代 文藝に 於て 特 

にこの 三角 劇が 多 いのは、 右に 述べた 理. S に 基づく ので ある。 

三角 關係 は戀 愛の ために まことに 永久の 癌随 である。 或は 人生 永久の 苦悶の 極 かも 知れない。 平等 

の の 人格 的 結合 卽ち戀 愛 は、 原則として 一夫一婦 となる のが 當然 であり、 また 自然で あるの は 言 

ふまで もない が、 その 原則が 原則 ど ほりに 行 はれな. S ところに、 また 人生の 愦 趣が あり 人^味の 複雜 

性が ある。 わたくしが 曩に 述べた やうに、 一 たび 得た る 貴き 戀 愛の 擁護の ために は、 その 衞生養 生 法 

のために 滿 身の 努力 を 捧げよ と 言った の は、 卽ち この 癌腫に 罹らない ための ffl 心 を 指した ので ある 

< 、本書 一三 九 II 一  四 〇 頁參 照)。 養生の 外に 長生の 法 は 無い からだ。 

しかし 私 は 一一 一一 C ふ、 不幸に して 旣 にこの 三角 關 係の 癌腫に 罹った 場合に 於て すら も、 人 問と して 執る 


べき 锻 上の 道 はや はり IT 自由』 の 外に は 有り得な いと 思 ふ。 その 自由が 與 へられた る 時に 結 梁 は 意外 

にも、 多年 同铤を 綾け たる さき の 關係 は そ の 內在的 潜勢力 のために 猛^と して 復活し 來 つて、 『海の 夫 

人』 の ごとき 結末 を毘る こと さへ 決して 稀で はない。 性的 選 擇の自 .3 は 如何なる 場合に 於ても 失 はれ 

て はならぬ。 全く 愛の 無い ものが 互に 夫婦^係 持 綾しつつ、 他の 異性に 想 を 寄せながら 其 日々々 を 

胡 魔 化して & るが 如き は、 人間と して 最も 恐るべき 罪惡 である。 これが 罪悪で なくして 何で あらう 

ぞ。 ，： 3 らに對 して 自ら を 欺く 事 は、 他人 を 欺く より. 以上の 大 いなる 罪惡 ではない か。 

多た 牛の！ によって 愛 は、 その 浪漫的 色彩 を 失 ふと 共に 潜在的 內在 的と なる が 故に、 深く 鋭く 自ら 

を ^察して 反省し なければ、 意外に も 力強い 夫婦 愛が 自分に も氣附 かない 抨に 深い 胸の 奥に 伏在して 

ゐる 場合が 多い。 さきに 私が ビ- ルン ソンの 作品 を 例に 取って 說 いた 一節の 如き は、 三角 釗の癌 脇に 

榧った 5?,:=: に 於て^ く考 へ て 見なければ ならぬ 事 だ" そこに 輕擧 妄動 はかた く 戒められなければ なら 

ぬ。 

輕舉 妄動で もな く、 また 眞の 『自由』 が 得られた その 刹那に 於て、 意外に も 現 はれ 來る ところの 復 

歸 復活の 異象、 例へば 『海の 夫人』 の 結^の ごとき は 決して 狂言 綺 語が 吿 ぐると ころの 虛樯 ではな 

い。 そこに は 玄妙 深遠なる 『愛』 の 心现の 動きが あるの だ。 かくの 如き は、 かの 形式 萬 能の SI® 道德 

の 徒な どが 未だ 曾て 夢想 だ もな し 得ざる 新^ 德の 勝利で あり、 『自由』 と C 愛』 との 最後の！^ &を 語る 


 184 


ものである e 

かう いふ 愛の 勝利 を 語るべく、 わたくし は曩に 述べた ビ- ルン ソンの 『地理 舉と戀 愛』 (本書！  一 loa 

參照) と イブ センの 『海の 夫人』 との ほか、 また ズゥ デル マ ンの戲 曲 ：：- 一 隅に ての 幸福』 (Das  GHick 

ini Winkcl.  1896) を も、 同じ 思想の 喑示 として 讀 者の 考察 を 煩 はしたい と^ふ。 レ クー ーッ ッ 男爵 は、 

今 は旣に 片田舍 の小擧 校長の 細君と なって ゐる ヱ リイ ザべ トに 執念く も附 きまとう た。 女の 心が 遂に 

危 くも 動 根しょう とした 時、 そして 彼女が 死 を 決した 時に、 完全に 校長 夫婦の 心 は 解け 合って 彼女 は 

まだ 良人の 腕に 歸 つた。 一 たび 他の 男に 奔 らうと し、 不良の 妻た らんと した 彼女 は、 何等の 強制的 因 

襲^ 道德の 干渉な くして 苒び 永久に、 ひしと 良人の 腕に 抱かるべき 貞節の 妻と なり 得た ので ある。 愛 

の自. H ある 時に はじめて 眞の 貞節が ある。 自. E が 奪 はれた ときに そこに 不貞 亂 倫の 醜狀を 見る の だ， 

戀 愛の ほかに 道德 律が あると 思 ふの が 問 遠 ひだ。 戀愛 そのものが 道德 律の 根柢 をな して ゐ るの だ • 

かくの 如き 逍德 生活に 於て こそ、 はじめて-:::. E が あり 正義が ある。 

戀愛 は.. E 山な 人間性 そのものの 至高 至 醇の發 現 だ。 其 人 問 性 を 無理な 制度 や 因襲 道德 によって 强ひ 

て 喰 ひとめ、 ^め 撓 めようと すれば こそ、 虚偽に 縛られて 吾々 は 生き 苦しい。 戀愛は 人間 生 そのもの 

から 哚き 出た 最も 美しい 花で ある もの を、 人 は 動もすれば 自己の 人 問 性 を 忘れる と共に、 この美し い 

花 を も 『詩の 國』 へ迢き 忘れたり、 制度 因襲の がらくた^ 具の 中へ 投 込まう とする。 そこに 根本の 誤 
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謬が あるの だ。 吾々 の道德 を此 人間味 人間性の 基礎の 上に^:^ するとき、 戀愛は その 至上 至高の 道 6 

德 的^^ を 恢復す ると 共に、 人 問の 生活 はより 良き 自由 生活、 より 高き 正義の 生活に 向って 進 轉せざ 

る を ほない。 

一 二 

わたくし は 本書の 卷 頭に、 英國 近代の 最も 壯 快なる 思想家 力 アベ ンタァ の 語 を かかげて 置いた。 彼 

の^ 『il 愛の 成熟期』 の 最後の 一章 『自由 社會』 の 結論で ある。 あまりに 忠寳に 原文 を 遂語譯 にした 

ため 或は 了解に 苦しむ 讀者も あらう かと 思って、 更に ここに 繰返して おく。 

力 アベ ンタァ の 文意に よれば、 人間が 一方に 性慾の 奴隸 であり、 他方に は 法律 的 因襲の 束縛 を 受け 

て ゐる間 は、 自由 社會は 出現し ない。 性慾 は必す 法律の 束縛 を 受けなければ ならない からだ. * しかし 

性慾が に 進化し 淨 化せられて 戀愛 が實 在と なるとき、 戀愛 それ 自ら は旣に 至高^ 深の 法則で あろ か 

ら、 ここに 至って はじめて 吾人 は 自由 を 享有し、 合理的な 自由 社^ を 實 現し 得る の だ。 それまで は 矢 

張り 法律の 制 縛 を 必要と する。 だから 戀 愛が 實 在と なり、 性慾 を 制御して その^. 仕 者と なすに 至つ 

て、 はじめて 理想の 社會は 建設せられ るの だ。 

之 を 私み づ からの  一一 ー£ 葉に 引 直して 言 へ ば、 人々 が 性慾に 節制 を 加 へ る 事に よって 戀愛 至上と いふ^ 


を 3 取 も嚴 肅に考 へて 之. V 實 行す るに 至る とき、 はじめて そこに 性的 生活の 自. E が あり、 また 一夫 一 

婦、 贞操 などの 事が 因襲 法律の 干涉 なしに、 嚴 として 確立せられ 得る に 至る の だ。 

カァ ペン タァ 翁 は 更に 聲を勵 まして 言 ふ。 物の 道理の わかった 社會 は、 必す 以上の 如き 事 を 可能 だ 

と 認める" 一方、 美と 自由と を 殺して 人 問 性 を鐵の やうに 冷たい 一 つの 型に嵌める こと もせす、 他方 

に は雜娇 とい ふ 沼の 中に 陷り 込む やうな 危險を も 亦 全く 無くす るに 至る であらう。 さう 一一 一一：： つて、 彼 は 

最後の 結語に 遠大の 希望 を 述べた。 ：： く、 おもへば 今：：： 吾々 は戀 愛の 事に 關 して 如何に 幼稚で ある 

か。 數 しれぬ 百花 をつ み 切って、 葉：. て も 花びら をも强 ひて 悲しい 一 つの 型に 入れよう として ゐる。 不 

滅な るべき その 花やか さ荧 しさ を 破壊し 去る 者の 卑俗 をお もへ。 望む は 更に 充分に 成熟した る 未來の 

そこに はさま ふ \ の豐 かな 愛の 可能性 は 十分に 现 解せられ、 戀の 美しい 物語が、 情の ある 分^ 

と美 的な 節制と によって、 いや 榮ぇ 行く 完 美の 狀態 に 於て 年 ひさしく 保育せられ る ことで あらう。 

かくの 如き 美と 自由と は、 現代に 生きる ものの 理想で あり、 信念で あり、 また 新しき 宗敎 であらね 

ばなら ぬ。 

I ミ  一 

だは  & 

ある 裏店での 話 だ。 もとは 深い 戀 仲で 出來 あった 夫婦が、 朝から 晚 まで 猛烈に 喧嘩ば かりし てゐ ^ 


る e それ を 見 かねて、 近所の 交番の 巡査が 行って 言 ふに は、 

『そんな 喧嘩ば かりす るなら、 いっそ 別れたら どう だ。』  一 

夫婦 はに を 揃へ て 答へ た、 『刖れ る 位なら、 何も 喧嘩 はしません。』 

この  一一 E 葉が 暗示す る 複雜な 人情味 を 洞觀し 得ない もの は、 私の 戀愛 至上 說に對 して 全く 容嚓 する 資 

格な き 者 だ。 

一 四 

パイ a ンは、 その 『ドン • ジュ アン J の 一節に 於て、 かれ 特有の 厭 生 的な 悲調を 以て 下の やうに 言 

つた。 

-lis  2el£lnclloIy,  and  rcilnul  slwn 

Of  hunuin  frailtv,  folly,  also  crime, 

、rl-at lov ひ atl(l  siirriacv  rarely  can  combine, 

AitllouoTll  they  IXJtl-  arc び orn  3  tlic  Sa3c  clime. 

tvlarriag (-  from  love,  H だ e  vinegar  from  wine  

A  sad,  smir,  sober  IK.VCra^c—by  t ョ le. 


Is  slla-rpenvl  froni  its  lllwlr  cvk.sllal  flavour, 

Down  to  a  very  homdy  household  savour. 

 wyroll, i> ミ Juan ,  Canto  111, o. 

戀 愛と 結婚と は、 もと 问じ 所に 生れて ゐ ながら、 兩 方が 相 俘 ふ 事の 稀な の は 人間の 弱さ、 愚か さ 

を 示す もので あり、 また 罪惡 である。 それ は 悲しく も、 また 恐ろしい。 ちゃう ど 酢と いふ 悲しい 

酸っぱい 與ざ めた 飲み物が 洒から 出来る と 同 じく、 紡 婚は戀 愛 を 離れて その 高き 天上 の 匂 を 失 

ひ、 平凡な 世帶 じみた 所まで 下珞 して 了 ふ。 

まことに 古今： S 啖だ。 人^が 弱かったり 愚かであった りする ために、 結婚と 戀 愛と は 一致し 難い。 

あ ビ 

そこで 人 はしば/、、 性的 一 一^生活 を營 む" 心 は 良人 を 離れて 窃に 他し 男ケ想 ひながら も 身 はな ほ^-で 

あったり、 ^中： は 女房に 愛想 をつ かして 居ながら も 女房 は 女房、 戀の戲 だけ は 之 を 遊里に 求めたり、 

或は 希 腿の 名士の やうに 子 は 正^に 產 ませて S いて、 戀の 相手 は 遊女へ タイ ライに 求める。 また 日本 

の^, おが 心 を 一人の ra?: に 捧げながら、 肉 は 之 を 萬 人に 切赍 りする。 獨逸 あたりの 貞節 (？) な 妻が、 良 

人 を 愛して 居ながら も 其 良人の 永の 不在に、 舉に おのれの 肉慾滿 足の ため 平氣 でよ その 男 を 引 張り込 

む、 日本で は 亭主 は 妻 を 愛して 居ながら も、 それが 病身で あるた め 自分の 獸慾を 制し 得ない ために、 

或は 單に 『家』 のた めの 『あと 取り』 を 造らん がた め 蓄妾す る 者 も 多い。 以上す ベ て これら を 總稱し 
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て、 わたくし は ®. 肉 分離の ^的 二重生活と 名 づけよう。 その ニ^ 生活 は、 和服 洋服ち やん ぼんの 二重 S 

生活 どころ の 騒ぎで はない、 たしかに 人類 最大の 汚辱で あり、 人格 生れの 破 產だ。 右に 舉げ たうち 二 一 

三の 例 を 除いて、 それ は 多くお 婚と戀 愛と が ぴったり 一致して 居ない からだ。 要するに それ は、 バイ 

ロンが 甘 ふやう に 人間の 弱さ、 おろか さ、 醜 さの 恐るべき 表象で はない か。 この 弱さ、 この 醜 さから 

逃れよう とする ことが、 卽ち 私の いふ 理想主義の 努力 ある 所以 だ。 

I 五 

^德 上からの み考 へる とき、 結婚な き戀愛 は戀 愛な き 結婚と 问 じく、 共に 冒^で あり、 我儘で あ 

り、 私曲で ある。 これ は、 何も 現代の 作家で なく：： 十く 旣に 前世紀の 女性 作家 ジョ ォヂ *H リオ ッ ト によ 

つて、 その 小說 『アダム *ビ イド』、 『フ イイ リク ス*ホ オルト』 を はじめ、 最後の 作 『ダニエル •* テ ロン 

ダ』 に 至る までの 各 篇に现 はされ た 思想 だ。 H リオ" トは、 女に して は 珍ら しい ほど 銳い 强ぃ智 性の 

持主であった 事 も 思 ひ 合 はされ る。 -ヰ クトォ リア 朝の 道德 觀は训 として。 

一 六 

女 が^の 戀を すぐに それと 感づかたい たらば、 多くい 場^ その 女に は^に 戀 人が ある。 現在に 或は 


また 過去に 於て。 

一七 

小說 に、 詩歌に、 また 批評に、 才人 ゆく 所と して 可なら ざるなかった 故 レミ • ドウ つグ ウル モンの、 

情熱 被ゅ るが 如き 生命 讃美の 文舉 は、 近代- 乂藝 のうちで 私の 最も 多く 敬 仰し 愛讀 する ものの ひとつで 

あるが、 その 戀愛： iP  (rhysiquc  de  rAlllcsr,  Kssai  sur 1-i-lstinct  s。xuel) にだけ は 私 は 全く 感^し 

ない。 また 此 はじめて 請んだ 彼の 小說 『をと め ごころ』 (U1  一 Coeur  virginal) も、 戀愛 心理の 描寫と 

して さまです ぐれた 作 だと は 思 はない が、 その 第 十五 章のと ころで ふと R について 忘れられない 一一 一一 1 

棄、 美しい からこ こに 揭げ る。 

『女 は 反芻 者 だ" いく  =: も、 また 幾年 もの 間、 過ぎし 日の 歡樂の 思 ひ 出 を 味 はうて 生きる ことが 

出来る。 ある 女た ちの 一见、 有 德 なりと a ゆる 者も實 はこれ で說 明が つく。 不滅の 匂 を 有った 一 

輪の 美しい 花の やうに、 一 つの 美しい 罪 は 女の 一 生 を 祝福す るに 足る の だ。 男が 最後の 接 唇 を 忘 

れた とき、 女 はな ほ 最初の 接 唇 を 記憶して ゐ る。』 

ここに 云 ふ 女と いふ 文字 を、 『女性的な 戀を する 人』 とい ふ 言葉に 代へ て讀 むと 面白い。 ただ 過ぎし 一 

日の 戀 Q 思 出に のみ 生きて ゐる人 は、 つつまし やかな、 よわいた ちの 男に も 女に も 多い。 わるくいへ J. 


ば、 『戀』 のむ くろ を 抱いて 生きて ゐる かも 知れない が、 それ は 美しく 又た ふとい ことで ある。 モォパ 

ッ サンの 小說 にある 話 だが、 貧乏な 椅子 屋の 娘が 近所の 藥屋の 息子 を 子供の 時から 戀 して ゐた。 しか 

し 忍 ひ 通り 速れ 添 ふこと も出來 す、 女 は 遂に 一生 を獨 身で 送って、 かげながら この つれな き戀 人に の 

み 心 を 捧げて ゐた。 モ ォパッ サン は 之 を 評して、 さすが 女 だ、 女に して はじめて これが 出來 ると 言つ 

た" 女 は 反！^^ であるから だ。 

次から 次へ と 戀の和 手 を變へ て 行く ド ン • ホヮァ ン 型と、 ひとりの 戀人を いつまでも 一 途に思 ひつ- 

め  てゐ る，、 ェ  ェ ルテル 型と、 戀 する 者に この 一 一つの 型が あると ぃふ考 へ 方 は、 『男性的な 戀を する 人』 と- 

『女性的な 戀を する 人』 と 云 ふやう に 大^して、 それ は必 すし も 誤れる 昆 かたで はない， v 忍 ふ。 

しかし 人が 若し 『戀愛 至上』 とい ふ 事 を嚴肅 な道德 的の 生活 现 S として 考へ てお ないならば、 ゴネ 

ルテルの やうに 死んで 了 はない かぎり、 誰し も 多く は ドン， ホヮ アン 型と なって、 一つの 戀 から 他 Q 

戀 へと 移り行く 危險 性が ある こと は 首 ふまで もない。 個人と して 自己の 一 つの 人格 を 守る と 同じく、 

常に またた だ. つの 人格 的 戀愛ゲ 一力の かぎり 大切に 守って、 その 戀愛 をして 袞诚 せしめ ざらん とする 

滿身の » 力と^ 意の 大切な 所以 は、 卽ち此 點に存 する。 

しかし 個性 は發逹 する。 それが まだ 發 達しなかった 時代に^ た^ 愛 を、 後に なって は 物 足らな く、 

あきたら なく 思 ふが 故に、 更に また 新しき 戀の ffl 手- ゲ 求める とい ふ 事 は、 あり^べき 事 だ" だから 戀 


する ふたり はお 互に 自分た ちの 個性の 發達仲 長に 就いて、 深く 心 を 致さなければ ならない。 それ はま 

た戀 愛の 永 繽性を 擁護す るた めに 缺く ベから ざる 努力の 一 つで あろ。 

男の 方は發 達する が、 女の 方は發 達しない。 最初の 若々 しさ は 失 はれ、 あたまの 力 も 鈍って 行く • 

そんな 所から 戀愛 結婚が 後に は 破鏡の 嘆 を 見る 場合 は、 莨 際に 於て 甚だ 多い。 男子と ちがって 外部の 

社會に 觸れる 機^の 極めて 少ぃ 今の 日本 婦人の ごとき、 特に 『自分』 とい ふ 者の 發逹に 就いて 行 住 坐 

臥^く 对 へ てゐる 必耍が ある だら う。 

翳 愛の なかから、 唯 蜜の やうな 甘 さ だけ を 吸って 過ぎ行かう とする やうな、 なまけた、 だれ 氣味 

の、 上 すべりな 心で、 どうして 至上の 戀 愛が 完成せられ よう ぞ、 自己の 人格が 向上せられ よう ぞ。 繰 

返して 私が 向上 精神の 努力 を唱 へ、 愛の 生活の 至妙 境に 向って 險 難の 道 を 歩めと 勸 める 所以で ある * 

この 至妙 境 は 自我 を 最大限にまで 熟し、 高め、 深め 得た 所に のみ 見出される からだ。 

一 八 

戀愛を かれこれ 言ったり する の は ブル ジ， ァの閑 事業 だ。 け ふの 糧に 困って ゐるプ ロレ テリアンに 

は 用の ない こと だ、 とさう 一一 一 c ふ 人が あるか も 知れない。 『食』 と 『愛』 との 生活に 就いては 旣に 上に 述 

ベた。 ，愛 は 人と しての 問題で ある。 『食』 のために、 戀愛を 中心として ゐ るすべ ての 『愛- の 生活 を 


否定す るが 如き は、 人 問が 畜生道にまで 退化し 堕洛 する ことで ある。 有產 無産の いづれ た 問 はす、 吾 

等 は先づ 人間で あらねば ならぬ。 人 il であるが 故に 戀 愛の 問題に 就いて 眞 劍に考 へる の だ。 

フ- ルディ ナント • ラッ サル は、 マルクス と共に 近世 社會 主義の 祖 である。 そして マルクス 以上に 執 I 

烈な實 際 運動家と して 働いた。 その ラッ サルは 活動の 最も 盛んな 時に、 美しき へ レヌ • フォ ン • ドン 一一 

ゲ スを戀 して 此 女の ため 遂に はか 闘まで して、 年ゎづ かに 1： 十なら すして 命 ケー棄 てた ではない か。 メ 

トラジック *コ ミィ ディア ンズ 

レ， テ.. - スは その 小說 『悲喜劇の 人々』 に 於て、 忠 に事實 を 追うて この 悲壯な 社^ 遝動 家の 辯の 悲^ 

を 書いた。 小說の 主人公 アル 、、ワン は， § ちラッ サル その 人で あり、 ク a ティ ル， テと云 ふ 女は卽 ちへ レヌ 

の 名を變 へたまで だ。 無 產ぉ勞 働 者 或は また さう いふ^ 行の 活動^ は、 戀 愛の やうな 甘ったるい 事 を 

霄 つて は 居られない ぞと いふ^-百 を 吐いて 私の 文 を 批評した もの は、 先 づみづ から ラッ サル そのほか 

多くの 活動者の 閱歷を 見よ。 

『愛』 と 『食』 との 生活 を 離して おへたり、 戀 愛と 社會 活動と を刖 にして 考 へたり する の は、 見 かた 

が 上 すべりだから だ。 まだ 人 問の 生活 現象の 皮相 だけ を 見て ゐ るから だ。 さう いふ 皮相 淺簿な 批評 者 

に對 して、 私 は 一 々應酬 して ゐる 程までに 閑人で はない。 

私 は必. f しも、 ギッ シン グの 『ディ ィ モス』 や、 久米正 雄 氏の 『三 浦製絲 ^主』 (その他 勞働 問題 を 描 

ける 交^ 作品に 就いては、 本 集 第三 卷 ^ 勞働 問題 を 描け る 文 ゆ』 參^) など、 戲曲 小說の 類に 就いては 玆に緣 
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返さない だら-つ。 ただ 先 づ人マ 日 度 社.^ の 眞事簠 を見 よと 言 ふ) そして 『食』 の 生活に 於け る 階級 岡^ 

が、 愛』 の 生活に 於け 7?. s 性 問題と、 如何に 多く 如何にし ば/ \ 絡み附 き、 もつれな" つて ゐ るか を昆 

よと 宵 ふの だ。 食』 の 自由 を 奪 はれた る 者 は、 M: 時に また 『愛』 の..：：：. S を も 奪 はるる が 故に こそ、 苦 

しんで ゐ るので はない か。 苟も 人生 そのものに 對 して 熱烈な 執着 をお する 人で ある 以上、 『食』 のた 

めに 悶 へる と共に 『愛』 のために 惱む事 は、 また 當然 ではない か。 极柢は ち 一 だ。 

一九 

ちかごろ 經^ 問题ゃ 階級 闘爭の 事が やかましくな つてから、 變な 刑. 一の 人が 出來 た。 その 人 は 少し は 

,ズ ゆ ま：！ をも讀 んでゐ ながら、 社. &問 題と いふ やうな 荜 にの み氣ヶ 取られて 了って、 愛の 生活の 詩境に 

就いては 實に氣 の^な ほどまでに 理解がない。 それ は^が 散文的 だから なぞと 一一 一-!: つ てるの は、 自分の 

自惚れ にあら すん ば 他人の^ 辭に過 ^ ない。 まこと は 紙 W の やうな 頭 だ。 

先づ、 正しく^ # 問题 て考 へて ゐた ラスキン や モリス の 如き 思想家が、 ^愛 や：^ 婚に 就い て 如何に 

深い^. M と 理解と を もって 語り 或は 歌つ たかを H 儿 るが 可い。 また 近世 社會 改造 論の 先驅^ の 一 人で あ 

るヰリ アム • ゴドヰ ン の 生涯 を 飾れる、 ウルストン クラス ト 女史との 愛^ 係の 如何なる もので あつ 

たかを も、 調べて 3- たら どう だ。 かって 多くの 詩人 や 思想^の 名 を^ 列して、 私の 所說に 非難 を 加へ 
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た 者に 此 13 を迗 る。 

二 〇 

婦人の 解放 とか 自登と かの 叫びが、 ^  チに對 す る ゆ戰 で あ つたり、 ま た か の ^風景な 理^つ ぽ 5- 

『女 裝の豺 狼』 の やうな 坊；； ： 性の 女た ち をのみ 埒 おする に過ぎないた らば、 そ.； v は 確かに 人 社 

會 のために 悲しむべき 不幸 だ。 お， ^解放の 忍お は、 それが 兩 性の 自. E な 人格 結合 を 強調 せんとす る 新 

らしき 戀愛觀 となって 現 はれる に 至って はじめて、 より 良き 入 間 生活が 建設し^ られ るの だ。 卽 ち^ 

女兩 性の 奏でる 交響 樂が 人類の 生活 を^ 化し 醇化す る 事に よって、 地 卜- 樂 園へ の 道程に 一歩 を 進まし 

める からで ある" 

二  I 

男で も 女で も、 自已ー 人 だけで は 不完全な ものである。 異性との 人格 的 結合に よって 始めて 自己 を 

完成し 得る ので はない か。 その 設摅に は 生殖と いふ^で すら、 一人で は 成し遂げられない。 

1 づ 自己 そのもの をす らも {兀 成しょう としないで、 何が 出來る だら う。 自己 完成 は 人と しての 生活 

。^太 至高の^ 件で ある。 そして 戀愛 こそ は、 異性との 結合に 依る 自己 完成の ための 唯： 最大の 藝術 
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であり、 道德 であらねば ならぬ (本書 一九" 參 照) 

トラ ンセ ンデ ンタル 

更に 之 を 宗敎に 結びつけて、 極端に 祌祕 的な 超 絶 的な 見 かた をした バの隨 一は、 ス？：  HMn ン、 ポ 

コ ンジュ ザル •  7 ゲ  ディ ゲイン • ヰズダ A ディ ゲイ.， • ： ザ 

ルク だ。 その 著 『結婚 愛； に 於て、 彼 は 戀 愛 を 以て 聖 智と 聖 愛 との 結合の^ 微 たりと：： 儿 

た) W は 女に よって 始めて 神の 聖愛を 解し、 女 は^によ つて 始めて 祌の 聖智に 到達す ると 言 ふ。 私 は 

こ の 偉大な 祌祕 宗教家 に 何等 の 共嗚 もな け れば理 解 も 無 いが、 男性の 有す る 靈智と 女性 のおす る聖愛 

との 結合 を 以て、 人格 完成の 極致と 見る 事 は 首肯し 得ら わると 思 ふ。 靈智に 輝く まなこが 愛の 溫 光に 

向って 昆 il かるる とき、 そこに 祌ス の崇髙 が あり 完 美が ある。 之 を 佛敎藝 術に 見る も、 大慈大悲の 觀 

世 音 菩薩 は 本來^ 性の もので は あるが、 そ C- 愛の みすが たは 女性の 麗容に よって 現 はされ た。 

ニニ 

人格主義 を說く リツ ブスの 著 『倫理 學の 根本 問題』 の 邦譯が 出来た。 そのな かで 戀 愛の 要素の 一 と 

して 下の 事が 說 かれて ゐる。 

男 は 一 個の 人格と して それ 自ら 獨 立の もので は あるが、 それが 男と いふ すがたに 生みつ けられて ゐ 

るた めに 不具であって、 人^と しての 本性 を完 うし 得ない。 おなじく 女 もまた 獨 立の 人格で は ある 

が、 女で あるが 故に 人と して 全き もので ない。 兩性相 合して はじめて 自己 完成の 域に 達する の だ。 だ 


V7  


力ら W も 女.， 力.、；：、 n 分に 缺 くる 所の もの を 異性に 於て！ a 出さう とする 要求が、 『補足の 感情』 として 生 

する」 卽ち 自分の 方に 缺 けて 居る 者 を 異性に よって 兌 出し、 熱意 を 以て それ を 自分の 方に 引き入れよ 

うとす る 補足の 享樂 を、 戀愛 なりと 昆 たので ある。 

わたくし は 翁に、 强ぃ侗 性の 人が 自分の 孤獨 寂寞から 異性に よって 救 はれよう とする 耍求 を戀 なり 

と昆 たが (本卷 1 0 五 m 參 sd 、この 寂寞、 この あこがれ は、 やがて リツ ブスが 謂 ふところの 一一 補足の 感 

情』 ではなから うか。 一 つの 人格と して 自分の 個性に めざめる こと 强き人 ほど、 この 袖^の 耍求 もま 

た强 からざる を 得ない。 

オット ォ，， 、ワイ ユンゲルの 言 ふところ も 亦、 如上の 所 說と稍 趣 を 同じう する。 卽ち 如何なる 男子 も 

完全に 男子で はなく、 如何なる 女子 も 亦 完全に 女子で はない。 子の なかに も 女性 分子が あり、 女子 

のなかに も^ 性分 子が ある。 如何なる 人 もみな 扔女兩 性の かひの こだ。 だから、 たと へば 或 男子が 自 

分の なかに 七 分の 男性と 三分の 女性的 分子 を 有す るなら ば、 自己 を 完全 に 十分の^ 性たら しむべく、 

或 女の 持って ゐる 三分の 男性に よって 之 を 補足しょう とすろ。 その 女 も 亦^ 樣に、 この 男子が 有. U る 

三分の 女性的 分子に よって 自己 を 補； ：だ して、 完全な 十分の 女性と ならう とする。 かくして 男女 は 共に 

自己 を 完成し 得る ことによって、 戀愛 結合 は 成る。 疥 せた 男が 肥えた 女に 心 を 引かれる の も、 氣の强 

い 女が 柔和 な^を 好む の も 皆 この 理 によるので、 各自 分に 缺 けて 居る もの 反對の もの こ 向って、 强く 
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熱烈 に 心を牽 かれる のが 戀 であると。 

說 きかた や 考へ方 はたと ひ異 つても、 耍す るに 戀愛は 自己 完成の 要求で あり、 我充 莨の あこがれ 

である こと は 知らお る だら う。 ゲ H テが 百年 前 その 小說 に、 化學 でい ふ 『選 掙 親和力』 wahrvcrwanl 

ilschaften の 語 を 借りて 之 を 一一 一一！！ ひ 現 はした の も、 謂 ふこ ころ は 一 つの 個性が 他の 镯自の 僴性を 引き 附 

けようと する 力 を 指した のであった。 おなじ 言 ひかた で、 近頃の 性學 者の 或 者 はまた erotic  chemct- 

ropiss の 語 を用ゐ た。 また 異性の 細胞が 互に 牽引す る ものな りと 見て、 生物 擧で いふ dlcnstaxis で 

說 明した の も あれば、 また 戀愛を 純科舉 的に 解釋 しょうと 試みた ヒルシュ フ ルトの 如き、 相互の 性 

©^1. 引 を 以て gcnotropisnl に歸 して ゐる。 唯し かし、 かう まで 生物 學 的に のみ 戀愛を 見る ゃケ にな 

ると、 吾々 は科舉 者の 通弊に 對 して 警戒し なければ ならない" 人^の 生活 現象に は、 決して 形而下 的 

機械的の 解釋を 許さない 多くの 毐實が 儼^す るからで ある。 人 問 生活の 物^的 事實に は、 いつも それ 

と 同 一 歩調 を 以て 隨伴 せる 精 祌的事 莨が 他の 半面に あるから だ。 

ニー 二 

子^ 生み 子 を 愛する 事 だけ を 知って 『男』 を 愛する 事 を 知らない 女 は、 女の 肉 をのみ 求めて 『女』 を 

愛する 事 を 知らない 男と 同じ 稃 度の ものである。 こんなの が野蠻 人に は 多い。 


二 四 

さきごろ 女性 文化と 云 ふ 事 を 論じた 人が 多かった。 それ は 今までの やうな 殺伐な 粗 硬な 男性 文明で 

なく、 もっと 女性 Q 加 はった 新 文化 を 提唱す る聲 であった。 しかし この 女性 文化と 云 ふ 事 は、 男女の 

完>- た/、 格 的 ^合 を 意味す る戀 愛の 社會的 文化的 價 値のお 何に 偉大なる や を、 先づ 十分に 考 へ た 上で 

の、 王 張で あらねば ならぬ。 兩性相 合して 12 心ー體 となり、 二つの 心臟 がー つの 鼓動 を 打つ に 至って は 

じめ て^ 人の 自己 完成が 出來 ると 同じく、 また 之 を社會 的に 見ても、 文化 は 愛に よる 男女 兩 性の 結合 

によって はじめて 全き を 得る ので ある。 女性 を 生殖と 性慾 充足 の 道具に のみして ゐた 男で 横^の 社會 

は、 現 こ， 今日の ごとき 缺 陷に滿 ちた、 生き 苦しい 殺風景の ものと なり 了った 事 を、 心から 痛憤し 憤慨 

する もの は、 何人も 先づ戀 愛の 文化的 社會的 意義 に 就いて 深く 考察す べきで あらう。 

® 愛 は 人類 社會 のために、 その 肉的 方面に 於て 種族 存績の 使命 を果 すと 同じく、 その 精神的 方面に 

^て は 人文 發逹の 根源た るべ き 更に 大きい 使命 を 有する ものである。 

二 五 

睦 S とか 遺^と か、 さう いふ 方面に 於て 若し つ ニニ も tf ならば、 戀愛 結婚の 方が 無戀愛 結婚 
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よりも 優良なる 子孫 を擧 げ^る 事 は、 たやすく へ 〔理 的に 考へ 得られる。 人 マ 日の 優 種學は 此^に 就いて 

なほ 確固たる 斷案を 下して はゐ ない が、 人 問が 簡單 なる 動物 的 肉的 生活 を營む 者に 非ざる 以上、 わた 

くし は ^肉 全 の 性的 結合 の 方が、 生殖に 於ても 更に 優良 な 成^ を齎し 得る 事な 信ぜざる を 得ない。 

ショ ォ ペン ハウ H ル の戀愛 観が 單に 生殖 慾に のみ &: きを いた 點に 於て、 わたくし は 此厥世 哲舉者 

の 所說に 同意す る もりで はない" しかし 彼の 意志の 哲舉說 に 於て、 性的 牽引 を 以て 種族の 意志の 顯現 

だと：^ たと ころに は 半面の 眞理が あると 思 ふ" 彼 は 一一 n ふ、 戀 愛に 於 て 異性が 相手 を 選擇 する の は 自分 

侗 人の 選 擇 だと 思って ゐ るが、 實は それ は 種族の 生命への 選擇に 外なら ない。 その 人と： 緒になる 事 

が：： n 分の 幸福 だと 思って 强く慕 ひ 寄る の は、 實は 種族へ の感覺 である。 個人が 自分の 幸福 を 求めよう 

として ゐる 時、 お 能 は 莨 は 種族の ために &も 良い 事 を 求めて ゐ るの だ" 道理 を 斥け 生命 を 賭して まで 

戀を 遂げようと する の は、 實は 個人の 意志で はなく、 強大なる 種族への 意志が その 個人 を 左右して ね 

るの だ。 本能 は 無意識に して かくの 如き 目的に 向って 動いて ゐ るから だと (本卷 一九お 參 a ご 

戀愛 結婚 は 卽ちこ の 種族 意志に 逆行し な い 性的 結合で ある。 種族 意志に 逆らった 無 戀愛結 婚ょ. OS 

も、 祯族盘 ^に 合致し 順應 した 戀愛 結婚の 方が、 より 多く、 より 大に 種族の ためとな り、 優良な 種族 

を^ 米に 保存し 得る こと は、 極めてた やすく 考へ 得べき 道理で はない か。 

序に いふ、 シ 3 ォ ペン ハウ H ル の 戀愛觀 の弱點 は、 その 見方が あまりに 種族 へ の 意志 を のみ 强調 
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し、 個人の 自我の 耍求を 無視し！； 視 した 點 にある ので、 現代人の 全く 同意し 得ざる ところで ある。 卽 

ち 個性 主張 individuation と 個性 化 islividualization の耍求 は、 文化人の 生活に 於て は、 儼然とし 

て 種族への 意志 卽ち 生殖の 耍 求と 對 立し、 様の 重み を 持たなければ ならない。 換言すれば、 吾々 は. 

或 極の 昆蟲の 如く 生殖 せんがた めに 生きる ので はなく して、 自ら 生きん がた めに こそ 生殖 を營む ので 

ある。 生殖 は 手段であって、 生きる 事 それ 自らの 方が 目的な ので ある。 卽ち 生殖の ための 結婚と、 自. 

ら 生きん がた めの 戀 愛と がー 一 つの 問に 喰ひ逮 ひなく  ： 致す る 事が、 吾々 の 生活 理想で あら ねばなら 

ぬ。 やむ を 得すん ば 則ち 戀愛 のために 生航 を犧牲 とする 事 も、 人間と して は； 止しい^ である。 子な き- 

が 故に 愛妻 を 離別す るが 如き、  或は 子 を 得ん がた めに 一夫多妻 を 求む るが 如き、 ^^族 意志の 前に 個 

人 を犧牲 とした もので、 それ は 明らかに 畜生 逍だ。 人間と して は 個人の 要求 を 先 づ土蕞 に m にいて、 そ 

の 上に 生殖 作用 を營 まねば ならない。 換貢 すれば、 生殖 それ 自らが 個性 化せられて 秫族 意志に 對 する. 

盲目的 服從 でた くなる ところに、 人と しての 性的 生活の 第一義が あるの だ。 戀愛 や： 上說の 上に 立つ i 

夫 一 婦 の道德 は、 卽 ちまた 此思 恝の當 然の歸 結で ある。 

正しい 侗性 主張の 耍求 (性的 生^に 於て は戀 愛) は、 種族への 意志 (卽ち 生殖の 欲望) と必 すし も 

背馳す る 答の もので はない ので ある。 否な 兩者 は自出 生活に 於て は 本来 完全に 一 致すべき 笞 である も 

の を、 今日な ほ 幼稚な 階段に ある 吾等 人類と、 その 誤れる 制度 や 組織と が、 そこに 悲しむべき 痛まし 
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き 背反 背馳 を 自ら 作って ゐ るので ある。 そこに 改造の 切なる 要求が 起る。 

わかり 易く： 一；：" へば、 性的^係の 二つの 要求、 卽ち 糚族存 綾の ための 生殖 衝動と、 個性 充實 のた めの 

戀 愛との うちで、 重き を 前者に のみ 置いた ショ ォ ペン ハウ ヱ ル 一流の 昆 かたは、 舊 時の 舊 思想 だ。 現 

代の 新しい 戀愛觀 の 特色の 一 つ は 後老、 卽ち 人格 完成、 自我 充實 のた めの 戀 愛に 重大 意義 を 認めた 點 

にある。 今人 は、 この 自我 充實 のた めの 戀愛 がまた 同時に 社會 的に も絕大 なる 文化的 使命 を * しつつ 

ある こと を 確認す るに 至った。 すべてに 個性の 權威を 認め、 自我 充實 とい ふ 事が 社命 發逹 のために 重 

大 意蕤ぁ る を 知 つたこと が、 あらゆる 新 思潮 の大 いなる 特色 だ。 

原始人が 有する 單 なる 性慾 や 種族 本能が 漸次 進化し^ 化せられて、 精祌的 意篛を 有する に 至った と 

いふ こと は、 一方から 言へば 卽ち戀 愛の 個性 化と いふ ことに 他なら ない。 すべての もの は 進む ことに 

よって 益々 侗性 化せられ、 また 侗性 化せられる ことによって 益々 進みつつ あるの だ。 

繰返して 言って おく、 生殖 は社會 のた め 種族の ための 貴き 義務に は 相違ない が、 生殖の ために 戀愛 

を 犠牲と する こと は、 人文 發逮を 無視した る 不道德 な 野 蠻牛活 だ。 男女の 合體は 生殖に よって 新しき 

生命 を创 造す ると 共に、 靈的 にも 亦 そこに 個性の 新しき 生活 を 創造す る もので あらねば ならぬ。 


優生 舉ゃ遣 傅學ゃ 衛生 法を考 へてから 後に 戀を 始める 者 は 居ない。 しかし 錢愛 はおの づ からに、 ま 

た 本能 的に その 對 者の 選擇に 於て 樋 族の ための 利害と 一 致し、 決して 之と 背馳して 居ない と兑 ゆる^ 

象 は 事 實上甚 た 多い。 たと へば 近親結婚 は 有^なる が 故に、 血統の 近い 者の 問に 於て 戀愛は 比較的 少 

く、 兄と 妹と なれば 道德 律の 千涉は 無くと も 戀愛は 全然 生じ 得ない。 その他、 狂人^ 癎の ごとき 逍傳 

性 の^者、 未成 熟 者 或は 年齢の 差異 甚だしき 男女 間な ど、 すべて 種族の 優良 性の ために 害 ある ものの 

場合、 戀愛は 比較的に 發 生し 難いので ある。 色々 の人爲 的な 千涉 ゃ講釋 をし なくと も、 ショ オペ ンハ 

ゥ エルの 所^ 『秫 族の 本能』 が、 無意識に また 祌祕 的に 人 を 導いて ゐ るから だ" .11  口  ZZ なりと いはれ る 

戀愛 は、 その 自. 5 なる 選擇に 於て また 意外に も 明 目な ので はない か。 人^的た 戀 愛に 於ての 自. E 選擇 

は、 おの づ から 生理的に も 亦 自然な 雌雄；！ 汰を行 つて ゐ るので はない か。 

單 に生现 上の 問题 ばかりで はない。 人智が 進めば 進む ほど、 また 個人と しての 道 德性ゃ 社^: 意識が 

發逹 すれば する ほど、 戀 愛の. □： 然の 儘なる 0 由 選擇 は、 意外に も 客 觀的な 道理 や 利害の 標準と、 おの 

づ からに、 無意識に 合 一 すべき 性質の もので あらう。 必す しも 现笳屋 ゃ道學 先生 や 法律 萬 能 主義者の 

おせっかい を 待た すして。 

特に また この 選擇 を、 人 R 的因龔 的な 制度 に 基づ く 財^ と か 家系と か 云 ふ 事に よって 左右す る を、 

合理的な りと 思 ふが ごとき は 一 K 語 道 斷の誤 だ。 こまし やくれ た 頭で考 へ て a て： rational  selection" な 
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りと 思 はれる もの は、 意外に も "natural  selection** に 及ばざる こと 遠き ものである。 

動物に 於け ると 同じく、 人間に 於ても また 雌雄淘汰、 自. E 選擇の 標準 は 自然に 變邋 しつ つ あるの 

で、 それが 卽ち 進化 だ" 例へば 昔 は 女 を 生殖， 0 ためと 欲望 滿 足の 道具と したため、 細 膝の 美人の みが 

歡迎 された。 男子 は 武力 を 以 て 勞 働を以 一 - 食物 を^ る^に よって ^子 を 扶養す る 者で あ つたが 故に、 

女 はた^ 男子の 英雄的 武卄 をのみ 喜んだ。 かくの 如き 野蠻 時代の 簡單 なる 雌雄淘汰の^ 準 は、 今日に 

於て 旣に 社^の 發 達と 個人の 進化と によって^ 激に變 化しつつ あるで はない か。 選擇 標準の 進化 は卽 

ち 戀愛そ の ものの 進化 で あ る * 

同陋 にして 淺羝 なる 批評 者よ、 なん ぢらが 戀愛を 盲目な り危險 なりと 貶し. つつ ある^に、 戀愛 その 

ものが 現に 極めて 聰明に 明 目的に 進化し つ つ ある 專寳を 見よ。 

二 七 

戀愛 は戀愛 それみ づ らに 至上の 意璲が ある。 他の 何等の 目的の ために も 手段と せらる ベ きもので 

はない。 否な、 もし^ 愛べ. 純正であるなら は、 それ は 手段と しょうと しても チ 段と は 成らない もので 

ある。 

たこへば 敎宵ゃ 學問は それ 自らに 意義が ある。 之 を 乎 段と して 川ゐ 衣食の 资を 得ようと したり、 强 
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ひて 社會の 需要に 應 する 敎育 學藝を 選ぶ が 如き は、 根本に 於て 旣に大 誤謬 だ。 戀愛も 亦 それと 同じ 

だ。 

それ o: らに 於て 意義 ある 敎育 學藝 が、 おの づ から 侗 人の ためで あると 共に また 最も 多く 社會 のた め 

にもなる と 同じく、 それ 自らに 於て 貴い 戀愛 は、 またお のづ からにして 侗 人の 完成で あると 共に 社 # 

的！^ 族 的の 使命 を も 全うする。 

二八 

『愛から 爲 される ところの もの は、 誇惡の 彼岸に 在る』  • 

—— -ー イチ" 『善惡 の 彼お』 一 五； 二 節 I 

人 は 戀愛を 盲目 だとい ふ。 それ は^々 たる 利害の 打算 や、 ^識 や、 淺 薄な 理笳ゃ 法則の 立場から 見 

て 言 ふ 事 だ。 い つもながら 算盤 勘定 や 一一： 段 論法で 人生の 祌祕 がわ かると 思 ふ 者 どもの 妄言 に 過ぎな 

い。 戀 愛の 心境に 於て は 理知 以上の 理知、 人間味の どん底に 徹する 叙智の 洞察が、 殆ど 無意識に そし 

て 最も 力強く はたらいて ゐ るの だ。 若し 片々 たる 皮相の 现窟 ゃ算槃 玉で 計るならば、 ひとり^ 愛の み 

ではない、 人生の すべての 現象が みな 盲目 だ。 人間 は 決して そんな^つ ぼい 理^な どで 動いて は 居な 

ハ。 理窟で 動いて ゐる ものなら ば、 今 リ 現在の やうな 複雜 極まる 人 問 世界 は 決して 出来なかった 蒈 


だ。 わたくしの 戀愛論 を 評して、 『も 少し 理性に 富んだ 議論で なければ ならない J などと、 例の 村夫子 

づら をして ぉ說敎 をした 某某の 如き、 すこしく 生きた 人間 そのもの を 見て 考へ るが 可い。 

生きる 事 それ 自らが 人銘々 の藝 術で ある。 そして 戀愛は 人 問が 全 我 的に 全人格 的に、 ^も 力 强く最 

も 美しく 生きる 事で ある" 戀 愛に 於て 靈は. E 光に 輝き、 心 は 白熱に 燃える。 それ は 生命の 光で あり、 

生命の 熱で ある。 その 光と 熱との 前に は區々 たる 表面的 利害の 如き 論理の 如き、 太陽に 射られた ！t 氷 

の 一 片 に過ぎない であらう。 

二 九 

むかしから 人 はた だ 心理的 事寶 としての み 戀愛を 觀てゐ た。 之 を 倫理的 逍德^ に 見て 人格 的戀 愛の 

問題 を 考察す るに 至った 事 は、 近代 思想 史上の 著しき 進歩で ある 0 ただ 衝動 や 感情 作 W としての み戀 

愛 を 見て ゐる やうな 古い あたまの 男が、 戀愛 問題に 差し出口 を 利く が 如き は、 今日に 於て 旣に 許す ベ 

からざる 偫越 である。 

三 〇 

ス タ ンダァ ル の戀愛 論の 卷末、 『斷 片』 のなかの 言葉。 
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『戀 愛に 於て 人 は往々 にして 自分が 最も 强く 信す ると ころ を 疑 ふ。 しかし 他の 一切の 情愛に 於て は、 

吾等 は旣に 一 たび 明らかにした 事 を、 もはや 疑 ふこと はしない』 XXV.) 

『戀愛 は、 それ 自らの 入費 4- 拂 ふために 货幣を 鑄 造す る 唯 一 の 情愛 だ』 (CXLV.)" 

戀受と 他 S 愛^との 差別の 點は、 之を數 へれば 非常に 多から う。 單に 肉感の 有無と いふ やうな 差 だ 

け 一... -た いこと は 勿論 だ。 かの 性的.，： 理の學 者な どが 戀愛 て 定義して、 肉愁と 友情との 綜合な りと 事 も 

なげに； 一一 一；： ふの は、 まるで 成って 居ない 說だ。 水 は 酸素と 水素との 化合物な りと いふよりも 笾 かに 拙い 

一 W ひかた だ。 酸素 や 水素が 水と 全く m 〈なれる と 同じく、 肉 慾 や 友情 はまた 戀愛 ではない。 ただ これら 

一 一つの 物の 化合せられ^ h 口せられ る こと. によって 出来た 物 は、 その 成分と は 全く 異なれる 特色 を 持 

つ。 この 化合、 この 綜合に よって、 もとの^ 素 や 成分と は 全く 逮 つた、 更に 深い、 ^に 微妙 複雜 な、 

そして- 史に 不可思議な 新しい 生命が そこに 生れる からだ" 夫婦 愛は戀 愛に あらす、 そ は 一 湮 の 友情の 

みとい ふやうな 事 を 一一 一一 n つて、 私の 所說を 評した 人が あつたから 附け 加へ てお く。 

三 一 

性慾が 戀愛 となり、 また 廣く人 問 愛と なり、 道德 となる 關係 は、 動力が 電氣ゃ 熱に：^ 化する のと 似 

てゐ る。 本^的に 見れば 根源 は 一 つ だ。 
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三 二 

性慾の 轉 化して 行く 有様 は、 ごく 外面 的な 1= 通の 事 實に徵 しても 明らか だ。 或學 者の 首 ふ 如く、 靑 

年が はじめて 戀 愛の 苦み を 味 はふと き、 性慾が そのために 減退す る 傾向の あるの は 先づ第 一 階段 だ。 

次いで 子供が 生れる と、 それ は 親の 子に 對 する 愛と なって 再び 轉 化する。 殊に 婦人の 場合の 如き、 出 

產 によって 著しく 性慾が 減退して それが 母性愛と なって 輝く こと は、 すべ て の 性慾 學 古が 指摘して ゐ 

る事實 だ。 

三 三 

私 は 曩 に 性慾の 抑壓 節制が、 戀愛 となって 淨 化される と 言った。 (本卷 八 九； n:) 

二 イチ. * の 言葉に 『肉感 は往々 にして 戀 愛の 發育を あまりに 多く 無理す る。 だから その 根が 弱って 

しまって、 たやすく 戀愛は 破滅す る。』 

戀愛は 性愁に 根ざす。 しかし 抑歴を 加へ ない 不竊無 節制の 性慾 滿も は、 戀愛を 滅ぼして 了 ふ。 勁 物 

を 兌 よ、 また 動物の ごとくに 放縦なる 或 種の 人 を 見よ。 彼等 は戀 愛の 何たる や を 未だ 曾て 體驗- 得な 

いで はない か。 性慾の 要求が 畜生の 如く、 昆蟲の 如くに、 たやすく 本能 的に 滿 足せられ ると き、 そこ 
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に^: 化 作 W の 行 はれる 餘 地が 存 しない からだ e 

この 點に 於て 歐洲の 思想 史は、 極めて 興味 ある 事實を 提示して ゐる。 卽ち 基督教の 禁慾 思想が、 極 

度に 極端に 人 の 性慾 を 否定し 抑壓 した 中 世紀 は、 一 方に 於て また 最も 極端に 桢 度に 精祌 化せられ 祌 

祕 化せられた romantic  love の 戀愛觀 の 時代であった。 極端なる 禁慾 思想が 誤れる と 同じく、 中 世紀 

の 宗教 的な 祌聖戀 愛 觀も亦 過去の 美-き 無意味に 過ぎない かも 知れない が、 とにかく^ 的 生活に 於け 

る 仰 とほ 化 作用との 關係 は、 こ の 極端なる 例に よっても 知られる と 思 ふ。 

三 四 

『死の ごとく 强し』 と 人 は 言 ふ。 しかも 戀は 更に 强 くして 死 を も 蹂躪し 突破す る。 戀 する 人 はしばし 

ば 『死 を 恐れない。 

t 死』 を 恐れない と 私が 言 ふの は、 單に 情死 なぞ をのみ 指す ので はない。 ブラウ 一一 ングの 傑 作 『ゴン 

*トラ の 舟 中に』 を 見よ。 

靑^: の 熱情に 燃 ゆる 志士 は、 いま 人目 をし のぶ女との 最後の 逢瀨を ゴンドラの 舟 中に 身 を 託す。 互 

に 語り 互に 歌 ふ ふたりの 歡樂に は、 死の かげに 刹那な 惜しむ ものの 悲壯が ある。 ^を 刺すべく 今 三人 

の 敵が 待って ゐ るの だ。 漕ぎ 行く 水路の 兩 岸に は 寺院 や 宮殿が 聳えて、 眼前に 人生の^ 偽 (仝 疎の すが 


た を 見せて ゐ るが、 戀に 生きる 舟 中の 人に は 生の 充實が ある" やがて^ は 女 ど 抱いて 岸に 上らし める 

と、 忽ちに して 敵の 爲に 刺される。 彼 はな ほ 一 たび 最後の キス を 女に 求めて 死す。 その 臨^ 2 言葉 

I け was  or(laincd  <:o  .be  so.  Sweet;! —— aim  IK-st 

Com ひ s  now,  .heneyul  thine  eyes,  upon  thy  breast. 

Still  kiss  me  ！  care  a-ot  tor  the  cpwards  ！  Care 

Only  to  put  aside  thv  ueytlteolls  llalr 

M-v  blood  will  hurt  ！  rht-  Three,  I  do  not  sccrn 

To  death,  because  ttiev  aevcr  lived  :  but  I 

tt£lv つ lived  illdcl. 二，  and  so — (yet  SIC  nl:re  K-ss) — can  die 一 

 JR.  131.0\vnln^,  in,  a.  Gondola. 

(大意) かく あるべき は 定めな リ、 戀 入よ、  

至 ヒの時 は今來 れリ、 君の 眼の 下に、 れが 胸の 上に。 

なほ われに キス を * 弱蜇を 意と せず、 

君の 美しき 髮が、 わが 血に 汚れざる やう 心せよ。 

三 入の 者 ども さげすむ にも 足らず。 かれら は 
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生きた るに は あら ざり き。 しかも われ は 生きぬ。 

されば こそ 死す る を 得 0( さらば いま 一 たび の キス を )o 

戀 愛の 三昧 境に 於て 人 は 『死』 の 恐に 烦は されない。 Timor  mortis  non  conturbabant. それ は眞 

に 生きた からで ある。 生命の 完全 燃燒を 體驗し 得た ものにして、 はじめて 死線 を 突破し 得る の だ。 さ 

かしらなる 俗物 は 之 を 目して 戀愛は 盲 E! なりと 言 ふ。 どちらが 盲目 だか。 

戀は 死よりも 强ぃ、 それが 善い か惡 いか は 今 わたくしの 一一 K はんと 欲する 所ではない。 唯 それが 人生 

の あ る 嚴肅 悲痛な 事寶 であって、 詩的 誇張で も 何 でもない^ を 指摘す れば 足る。 

三 五 

社會的 道德的 の^ 實 として a る ほかに、 單に 心理 的事寳 として 叉 生命の 藝術 として 見た 戀愛を 論じ 

て、 その 亨樂 的快樂 的 分子 を 高 唱し讃 笑し 禮讃 する のに 何の 不都合が あらう ぞ" わたくし は 單に營 S 

としての みの 食物 を 斥ける。 滋養 灌腸の やうな 事 は、 私が 病人に あらざる 限り 絕對 にお 斷り だ。 ただ 

辨常铌 を^め 込む や う な 似 は、 誰し もした くな い の が當然 で は な い か。 食物 は 人生に 於て 營養の ほ 

かに 享樂、 翫味、 ^おとい ふ 重大 意義 を 有って ゐる) S ら稱 して 理性に 富む とやら いふ 者 ども はい ざ 

知らす、 ^1 迎の 人^たら ば 毫も 營養 にならない やうな、 否た も^な 不消化物 にさ へ 午：： 鼓 を 打つ のが 常 
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然だ。 たと ひ 支那 食に 於け る 谷 崎 潤 一 郞 氏の gastronomy や、 怫 §T=S の プリ ラ .サ ，ワラ ンの 『味の 生 

理』 ほどまでに は 徹底し 得すと も、 すべての 人 問 は それが 豐 かな 人 ii 性の ある 人間で ある^り、 營養 

とい ふ 事の ほかに 味 は ひ、 そのもの のために 食物 を攝 取す るのに、 何の 不都合が ある、 何の 不思議が 

ある- わたくし は 『食』 の 生活に 於て 快 樂享樂 を 讃美す ると 同じ やうに、 『愛』 の 生活に 就いても 亦 同 

じ 事が 考 へられる の を 正しと 信じて ゐる。 戀 愛に 於て、 人 は 最も 深く また 强く 人生 を 味 は i 得る から 

だ、 その 廿さ と共に 苦さ を も。 

性的 生活が、 單に 生殖 や 優 種 論の ために 營 まれる ものなら ば、 人 問の 種 をつ くり 精子 を 郵送して 

人工 姙^ 法 を やったら どう だ。 それと 同じく 工場の 食堂 や 家の 臺 所に 大きな 灌腸 器械 を 一 つ 備へ附 け 

て、 護講管 か 何 かで ー齊に 滋養 食 を 各人の 口 か 肛門から 注 人す るの も 可から う。 これ は 理性に 富んだ 

議論 だら-つ、 また それで 各人の 能率と やら も增 進す る だら う。 味 はふ だの 戀愛 だのと いふ 不健全な 事 

をし なくても 濟 まう。 

飢饑七 免れる ためだけ ならば 年百年中 辨當 飯で 澤山 だ。 また 性慾と 生殖との ためなら ば、 奴隸 とし 

ての 異性 を 『所有』 すれば 足る。 人格 的 だの、 自由 だの、 戀愛 など は螯澤 無用の 沙汰と なる だら う。 

わざく： 家圑 築の 食卓 を 園んだり、 晚 餐 服に 着かへ て會 食を樂 しむの は、 『詩』 と實 際と を 混同 

した も の だと なぜ 言 はない の だ。 


人^ のん il 性、 人愦 味が 最も 深刻に 最も 複雜に 現 はれた 現桨 として、 性的 生活の 諸相が 文藝 作品の 

主要な 题村 である 事 は、 ホ ォマァ の 昔から 一 一十 世紀の 今 代に 至る まで 少しも 變りは 無い。 殊に 文藝の 

うちで も、 人 g 生活の 表裏い ろくの 斷面を a 接に 動作 ゃ對 話に よって 眼前に 展開し、 人情味の 底に 

徹す る こ と 最も 强 きを 得る 演釗 に 於て は、 性的^係 が 多く 何等か の 意味 に 於 て 作品 の 契機と な つてね 

る- そこでい ま歐 洲 現存の 劇作家に 就いて —— S ち 故人で はなく 一 一十 世紀 現在の 歐洲釗 ^に^ 躍し 

て ゐ る 劇作^に 就 い て のみ 考 へて 見ても、 ひ ろく 性的 生活 を取极 つ た 優秀な 作品 は 一一 1 一 "ふまで もな く 枚 

擧に遑 なき ほど だ。 しかし.、 ェデ キント 一流の 性慾 描 t おで もな く、 また 社^: 道 德經浒 などの 問題に 聪^ 

しての 戀 愛描寫 でもな しに、 單に純 粹戀愛 そのもの を 取扱った 『戀の 芝居』 Th6rltl.c  (rAnlo_,r の 作 

者と して、 偉大な 成功 をして ゐる 天才 はさう 多く はない と 思 ふ" 私の 最も 多く 親しむ 英吉利 文舉 は、 

今 日で は 此點に 於て 全く 駄 n だ、 とても 大陸の 作家と 角逐し 得る もので はない。 また 獨 露の 劇作家 

も、 私の 知れる 限りに 於て は、 餘 りに 多く 戀 愛の 肉的 方面 や 社^的 意^に 煩 はされ てゐ る。 そこで 歐 

洲 現代劇の 作家と して、 純粹戀 愛の藝 術 的 描お にお も 著しく 成功した 第一人者と いへば、 誰し も先づ 

指 を澳多 利，：： シュ - ッラァ に 屈する であらう。 かれの 『アナ トオル』、 『戀 愛： 二 味』 以下の 諸篇 は、 戀 


愛 心理の 極めて 藝術 的な 描寫 として、 『わかき 維納』 のために 萬 丈の 氣を 吐いた 不朽の名作 である。 倂 

. しこれら はいくた びか 評論 ゃ飜譯 によって 我が 國の 文壇に 紹介 せられて ゐ るから^: 略す ると して、 さ 

て澳多 利の 文學が 何故に この 方面で シュ 一一 ッラァ の 如き 巨匠 を 生んだ かと 考 へて 見る と、 それ は^ 逸 

人の 现 知的で 粗野な のと 違 ひ、 襖 多 利 人 は 極めて；^ 的で 情趣に 富み、 纖 細な 氣分ゃ 心 持を捉 へ^ 事に 

すぐれて ゐ るからで あらう。 しかし さう いふ 特色から 言 ふなら ば、 歐 洲列國 のうち 最もす ぐれて ゐる 

の は 今 も 昔 も、 何と 言 つても それ は 佛蘭 西で あ る 事 は 言 ふまで もない。 劇文舉 に 於ても 現代の 怫蘭西 

文壇 は、 やはり 英獨 なぞに とても 兑られ ない 優秀な 『戀愛 劇』 の 作者 を 多く 有って ゐる。 

その 第 一 人 者と して 舉 ぐべき は、 今では 旣に 老大家で あるが 巴 m 劇^の 人氣を 湧かせた ボルト . リ 

イシ ュ Gl.orges  de  Porto-Wchc  ( 一  八.？： 九^ 生) だ。 彼 はさす がに 最初 は 詩人と して 文壇に 出た 人 だ 

けに、 近代 文舉に 腐る ほど 多い 『問題』 のために 烦 はされ て 詩と 藝 術の 境域 から^み 外す やうな 作家 

と は 全く 選 を 異にして ゐる。 かれは 戀 愛に 於て 心と 心と の^の、 にがき 葛藤 を昆 て、 そこに 美の 悲哀 

. を 描いた。 そして 永劫に 花やかな るべ き戀 愛の 勝！： を 讃美した 天才で ある。 

ボルト *リ イシ ュ が はじめて 剡 壇に 於て 名 を 成した の は 千 八 百 八十 八 年、 自. E 釗 場で 上演 せられた 

r  •  ■. ャ アンス  ， - * 

一^物 『フラン ソァァ ズの幸 運』 によって であった。 女 主人公の フラン ソァ ァズは 一 途に 田 あ ひつめ 

る 戀の熱 愦 に 生きる 女 だが、 良人の 方 は 藝術家 肌の、 心の 動搖 し^い 男であった。 二人の 結婚 後し ば 
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- らくして^ は滿 腔の 執 一 情 を 夫に 捧げて ゐ るが、 結婚 前す でに ある 女 を 愛して ゐた 良人の 方に は 之に 報 

ゆる だけの 埶 (愛がなかった。 それ も その 苦、 以前の その 情婦 は あの 變心を 怒って、 遂に 復饕 のために 

男 を 殺さう とて その 家に やってく ると いふ 騷ぎ。 ところが 情婦 は、 フラン ソァ ァズが 如何にも 忠實に 

熱烈 に、 眞心 こめて その 良人 を 愛し てゐ るの を 見 るに 至って、 深く も 感動 さ せられる と共に 復饕の 企 

て を も 放棄して 了 ふとい ふ 愛の 最後の 勝利が^ されて ゐる。 

この 作に 次いで 彼 は、 近代 戀 愛の 心 W 解剖と して は 最大 傑作の 名 ある 『戀の 女』 に 於て 更に 偉大な 

る 成功 を 得、 千 九 百 〇 八^. それが 國立 劇場に 上演され た 時 は、 巴 M 滿 都の 士女 を 狂奔せ しめた。 これ 

は 或 科^^の 夫婦生活 を 描いて、 人の 嫉妬 心が 遂に 愛の 新 生活に 入らし める とい ふ 人情の 機微 を 穿 

つた もい. である。 ボルト イシ ュ の 作品に は、 もとより 新 浪漫派の 傾向が 著しい。 だから 前世紀 初 

期の 浪漫的 夢幻 的 傾向と ちがって、 鋭く 人 il の內的 生活 を 洞觀し 分析し 得た 現實 的な 描寫 である。 

おなじく 佛 釗壇 一で、 ボルト • リイ シュ よりも 更に 社會釗 風な 戀愛釗 の 作家と して は、 モリス • ド 

ンネ (Maun.co  Fnllay 一  八 五 九 年生) の 天才が 群 を 祓いて ゐる。 社會の 因襲から 放 たれた 戀愛 生活 

. を 描く に當 つて、 その 極めて 巧妙な 釗的 手法、 水際だった 抒情詩 的な 對話 は、 現代人の 胸に 強烈な 感 

激を 喚び 起さす に はやまない。 二十世紀の 『0ォ ミオと ジュ リ H ッ ト』 だと 評せられる 彼の 傑作 『情 

-人』 が 巴 里の 劇 塊 を 熱狂せ しめてから 以後、 相次いで 出た 『も 一 つの 危險 』( 一九 〇五) より 『女 偵察 


 196 


圑： u』( 一九 一三) に 至る までの 諸 作 は、 みな 最も 巧みに 戀 愛の 諸相 を 剖 祈した 傑作と して、 今 は 英米 

の釗 壇に も 持て 囉 される に 至った。 なかには 社^ 剌ゃ 問題劇の 性質 を帶 びた 作品 も あるが、 その 本質 

は 矢張り 『人 情 劇』 である 所が ドン ネの特 &だ。 わたくし は 他日 更に 筆 を 改めて 『情人』 と 『も 一 

つの 危^』 の 二 大作 を 紹介す る 事に よって、 現代劇の この 偉才の 特色 を 明らかにして^ たいと 忍って 

ゐる。 殊に 後者の 如き、 母親と 娘と が 同じ 一人の を戀 する 心の 葛藤が 心理 描 寫の极 本と なって ゐ 

て、 そこに 色々 な 突し ぃ悲釗 的な 場面 を 作り出した 所に、 作者. ドン ネの 驚くべき 手腕が 發树 亡ら れて 

ゐる。 現代 文舉 といへ， ば 階級 岡 ゆと か、 社會 問題と か、 肉 慾 描. H とかば かりが、 王题 だと 忍って ゐる人 

A- ち は、 シュ 一一 ッラァ や ボルト • リ イシ ュ や ドン ネの 美しい 戀愛劇 を 見て、 太古から 今に 至る まで 變 

る 事な き 『戀』 とい ふ 人生の 詩境が、 如何に 現代の 文藝に 於て 取扱 はれて ゐ るか を 知る が 可い。 

三て 

更に また 哲^の 方面に 於て、 欧洲 現代の 哲人が 戀 愛に 就いて 如何なる 見解 を 持しつつ あるか を； a て 

私 は それらが 旣に 前世紀の ショ オペ ン ハウ h ル 時代の ものと 千里の 差 ある こと を 知る。 わたくし は 畏友 

米 sffi 太^ 博士の 著作 論义を 通じて、 リツ ケルト の^お S- が 如何に 强く戀 愛の 文化的 意義 を 髙唱し 一 

7 

ゥっ あるか を！ a た。 しかし^ をして 最も 多く 共鳴せ しめる もの は、 故コォ ヘンの 哲學に 於け る 戀愛觀 i 


である。 

わたくし は哲學 者で もなければ 心理 者で もない。 しかし 人 ii がま だ 感覺ゃ 理性 や 功利 思想 なぞで 

動 いて ゐる g は、 s 呉 劍に本 常に 生きて ゐ るので はない。 それが 感情の 激動 昂揚と いふ 所まで 來 なけれ 

ば、 生命力の 全 的 燃 燒には 到らない の だと 信じて ゐる。 この 完全 燃燒 からして はじめて 生命の 藝術は 

生れる の だ。 コォ ヘン は その 認識論に 於て、 一切の 實在を 以て 思惟の 結 * なりと：^、 先づ 純正 認識の 

論现^ に出發 し、 純正 意志の 倫理 學、 そして また 純正 感情の 美學 とい ふ 體系を 組立て た。 卽ち 一般の 

^術に 於て は 純正 感^ を 以て 根本な りと a 做した の だ。 そして その 批判 キ； 義の 見地から して、 この 純 

正感愦 の 木 體 は卽 ち^ 愛 ！ 及び そ の 戀 愛 を 中心 として il 展し て ゐる 一切の 人間愛 に 他なら ざる^ を 

論じた。 そして 天才が この 純正 感情. v 外に^ 現しようと するとき、 そこに 創造が あり 藝 術が あると. s 

ふの が、 彼の 理想主義の 美舉 の根據 だ。 脊て 私の 所論に 對 して 或 批評家 は、 戀愛 肯定 を 以て 舊 時代の 

萏忍 想な りと 言 はぬ ばかりの 出 鰐 目 をなら ベ て 居た が、 現に： 一十 世紀の 新お 學を 代^せる 新 力 ン 卜 派 

の學 おは、 リツ ゲルトに せよ、 コォへ ン にせよ、 かくの 如く 明らかに、 また 强く戀 愛 を 肯定して ゐる 

ではない か。 また 文學に 於て、 戀愛 讃美の 如き は 前世紀の 浪漫主義への 逆戾り だ なぞと 一一 一一；： つた 反對者 

を も 私 は 見た。 その 然ら ざる 所以 は、 さきに 旣に 『近代の 戀 愛觀』 に 於ても 詳說 して m はいたの であつ 

. たが、 いま 更に、 れ 詩 ゃ小說 よりもより 多く 『問題』 に 炽 はされ て 『詩』 を 失 ふ^の 甚だしい 現代 
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劇の 方面に 於て、 特に 私 は その 著しき 反證 として 佛澳の 作家 を舉 げたので あった。 甘ったる ぃ戀 物語 

なぞ は 過去の もの だと 放 一一 一一；： した 人達よ、 雨 等 は 現代の^ 舉文舉 の寳際 を-何と 見て ゐ るので あるか。 

三 八 

戀愛ゃ 性的 生活に 關 する 參考書 は 東西と もに 無數 にある。 しかし 學術 的に かかる 問題 を 研究した In 

物と して、 そして また 一家の 議論と いふより は 寧ろ 學說の 紹介と して、 事^の 叙述と して、 一般 齊迪 

の 讀^ —— そし て 英語 を讀む 人た ち のために、 わたくし は 近刊 書 のうちで 先づ 左の 二三 を 最良 の 寄と 

して 推^す る。 二十 年 も 三十 年 も 前から ある 名著の 類 を 一 々列舉 したならば 際限がない。 

性的 生活に 關 して は、 斯學の 權威ブ a ッ ホの英 譯を讀 むの が 最も 好い。 

ヒー K-  Sexual  Life  of  Our  Time  in  Its  Relations  to  M〇clcrn  civilization. 

.By  Iwan  Blodi.  Translated  into  English  by  M.  Eden  Paul. 

<I、：n<l:-l : Hclllcnlallll) 

また 性的 心理、 性的 道德に 就いては、 ハ アバ アトの 本が 好い と 思 ふ" 

I- lll-(lalll(-lltals  3 ひ exiuu  ntliics.  An  Inquiry  into  Mlxkrll ト\ 11<1っ|1 つ K.s. 

r-v  S.  HerbcTt- 


，39  . 


An  Introduction  to  the  physiology  and  psychology  ot ひ ex.  ay  the  same. 

(London  :  A.  &  p  Black) 

ハ アバ アトの 書 は 二三 年 前の 新刊で ある。 これらの 好 著 は、 專 門の 研究者に あらざる 人に も 興味が 

ある だら う。 今までの 舉 者の 多くの 浩 翰な 名著 を涉獵 して、 巧みに 綜合 集成して ゐ るから 一般の 讀者 

に 都き が 好い。 參考 書に 就いて 訊く 人が 多かった から 兹. に 附け加 へ た。 
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結婚式 を 評す 

ただ 形式 だけ を 全うして 置けば、 何 をしても 正しい 事の やうに 思 ふの が 世俗の 誤 だ。 それ はた だ 外 

形 をのみ 備 へて 居て、 中味に 生命 を 失った 腐れ 卵の 生活で ある。 法锘が 規定す る 條件を さ へ滿 たせ 

ば、 詐欺 泥棒 同然の 泡沫 會社を 組織して 手柄顔で 居る 者の 多い と 同じ やうに、 しめ 繩を 張って さへ 置 

けば、 人^し をしても 强姦 をしても 可い と 心得る のが 俗物の 常 だ。 主從 だの 恩顧 だの 御 _@ 貭 だの、 色 

色の 美名の もとに 多くの 扠隸が 使役せられ 搾取 せられて 居る と 同じく、 櫛笄を 飾り立てた 太夫の 道中 

の やうな 服装 をして、 三々 九 度の 盃をか はすこと によって、 無自覺 なる 多くの 女性が 不見轉 一 和姦 

の 結婚 生活. を强 要せられて ゐる。 結婚と いふ 外的 形式 たけを 一 生 一 代の 大事と 心得て はゐ るが、 戀愛 

を 人生の 一 大事 だと は考 へて 居ない からだ。 

性的 生活の 至高の 道德 であり 中心 生命で あるべ き戀 愛さ へ あるならば、 結婚の 俵 式 や 形式の ごとき 

は 決して 問題で はない ので ある。 また これと は反對 に、 いくら 婚姻の 形式 を 完備しょう とも、 戀 愛な 

き^ I 的 結合 は 要するに 恥づ べき fornication に過ぎない。 

貴族 富豪の 徒が 一 宵 萬 金を擲 つて、 その子 女の 結婚式 を 華美に し壯大 にす る その 心理と 動機と 來歷 
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と をお もへ。 わたくし は必. f しも それ を野巒 時代の 掠奪 結婚の 遣 風な りと は霄 はない。 むかし 嗨阈の 

女 を投 奪し 得た る 勝利者の 祝 突の 變 形との み 首 ふので はない。 また 彼等が 刖莊 n、 新築 祝と 稱 して そ 

の 財力 を 誇示す る 事に よって、 勝利者が 征服 掠奪の 『成功』 を 祝す るの.^ と は、 或は 趣 を 異にする も 

のか も 知れない。 それ は 兎に角と して、 かの 壯大華 E なる 結婚式が、 肝^の 當事者 二人の 問 に 人格 的 

精祌 的の^ I 合 ——- 卽ち鏺 愛と いふ 中心 生命 を 有せざる 場合に 於て、 それ は 明らかに 腐れ 卵と 選ぶ とこ 

ろな き 內容筌 乏の虛 偽 形式で はない か。 殊に また 彼 だしきに 至って は、 當 夜の 花嫁た る 一人の 處 女が 

象の ため 財產 のた め、 或は 圍の 人の 無现 解の ために 心に も あらぬ 新郎の もとに 赴く その 合卺の 夜 こ 

. そ、 この 可憐の 一 女性が 生涯 ゃも# り 去って、 <fr から は 『生ける^』 となって 世 を 終らう とする 悲しむ 

ベき 難这の 俵 式で はない か。 かくの 如き 結婚 披露の^ に參 する 當 夜の 客た る もの、 皆 まさに 左腕に 喪 

窣を つけ、 喪服 を縟 うて 然るべき であらう。 

その 夜、 無知 無自覺 なる 女性が、 みづ からの 盛装 を 照らす 爛々 たる 燭光に 眩惑せ られつつ、 ^涯 を 

^られ 2： はおて 行く 身と も 知らす、 夢の まに 處女。 純潔 神聖 を亵ひ 去られる の を a て は、 いやしくも 

自由 正義 人道 をお も ふ 者に して 一掬の 淚な きを 得る だら うか。 この美し き 『奴 隸』 の 門出 は、 胡 地に 

赴く 王眧 君よりも、 親兄弟の ため 遊女に 賫 ら^て 行く 女よりも、 なほ 吏に  一^の 悲慘 事で あると 私 は 

t_ln ふ" 何と なれば 其 女 は、 自分自身の 不幸 を さへ も 全く 氣附 かすに ゐ るから だ。 
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更に また 思へ、 その 女性が 枭敢 ない 虚榮の 夢に あこがれつつ、 『美しき 牢獄』 に 向って 嗜々 として 四 

はれて 行く さま は、 藝 者な ぞ の 服装 を昆 て：^ ましと 思 ふ 無知な 田舍娘 なぞ が、 .E ら^み また 喜ん で 苦： 

界に身 を 沈める のと 同じ 悲劇で ない、 と 誰か 言 ひ 得る も のぞ。 

人 は 言 ふ、 形式が 大切 だ、 それが 無ければ 結婚 は 野合 だと。 如何にも 御尤も だ。 しかし 忘れて はな- 

らない、  形式 俵 式が 大切な の は、 その 中味で あり 精祌 であると ころの ものと ぴったり 一致して ゐる場 

合に 於ての み 大切な の だ。 それでなければ 虚僞 だ、 锊れ卵 だ。 外形と 內容と は、 吾等の 生活に 於ても 

藝 術に 於ても、 せに 寸分の 隙 問な く 合致して 居なければ ならない。 二つの 問に 隙 が あるとき、 そこ 

に 偽善が あり 罪惡が あり 不正が 行 はれる。 形式 は 遂に 人 を 欺き 己れ を 欺く 假面 となる。 

熱 fi な録 愛と いふ 中味 さへ あるならば、 形式 俵 式 は 如何に 簡單 に、 いかに 贫弱 であらう とも 立派な 

結婚であって、 それ は 卑しむべき 野合と は 言へ ない。 秀吉 ではない が 筵の 上の 三々 九 度で も、 それが 

若し 懸 愛 結婚で あるならば、 述 n 述夜 盛娑の 馬鹿 铋 ぎより も遙 かに 贵ぶ ベ く遙 か に 芽出度 かるべき 正 

當の 結婚で ある。 

貴族 富豪の 輩が 何 をしょう とも それ は 勝手 だ。 しかし 家計の 相當に 苦し かるべき 無産者まで が、 結 

婚の 精神で あり 生命で ある 戀愛を 全く 問題外に してお きながら、 單に その 形式 俵 式 だけ を 人生の 一 大 

事 ひ あるかの やうに 心得、 苦しい 無理算段 をして まで 娘の 仕度 だの 婚禮 だのに 心を碎 くの は、 これ は 
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また 昆 0 に 忍びない 悲剌 であり、 また 喜劇で ある。 子女 をお も ふ 親 ごころ は 同より 貴く 茉 しい。 而も 

そのた ふと く 美し い 親心が 結婚 そのものに 對 する 根本的 の 迷妄 謬 想と 結び 附 いて、 かくの 如き 悲喜劇 

を 演ぜし めて ゐる事 を 思 はねば ならぬ。 

結婚に は、 その 結枭 から 見れば 勿論 重大な 社會的 意義の 存する 專はー 百 を俟 たない が、 愛に よる 男女 

の 性的 結合 それ 自ら は、 飽くまで も自覺 ある 當事者 二人の 私事と して 取扱 はれるべき もので、 世 問 や 

親兄笫 が 馬鹿騒ぎに 騷ぎ立 て て 俊 式 形式 を 八 釜し く 言 ふ ベ き 性質 の もので はない ので ある。 况ん や 無： 

理箅^ をして まで 之 を 披露し 廣吿 して、 荷 抱へ や 結納 や 盛^に 無 川の 浪費 をな すが 如き は 愚劣の 極. 

だ" 元 來人は 羞恥の 感を 以て 生殖器 を隱蔽 すると 同じく、 性的 關 係に 就いても、 たと ひ 之 を 性交 そ Q. 

ものの 如く 祕密裡 に 行 はな いまでも、 無闇に 之 を 世 問に 誇示したり 吹聽 したりすべき もので は 無い の. - 

だ】 好いた 同志が こっそり、 いつの 問 にか ちゃんと 納まって さへ 居れば、 それに 越した 事 はないで は： 

たいか。 否な その 方が、 より 多く 合理的で あり、 人 il として 純眞 であり 道德 的な ので はない か。 

ヒュウ マン • マリ ヂ  マト リ乇ォ  ー1 アル • インス ティ テ ユウ シ 3 ンズ 

先づ エスタ マ ァクの 『人 g 結^ 史』 や、 ハヮ アドの 『結 0 制 度 史』 を繙 いて、 結娇 進化 Q 

^史を 顧みよ- 最初 それ は 暴力に よる 婦女 掠奪であった。 n 木で も、 山^ 僻地に は 今な ほ 此^ 風 を 其 

儘に^ して ゐる 所が あると 聞く。 現に 英國の H ィルズ の 或田舍 では、 森林に 於て 馬上に 花嫁 を迎へ 取 

る 事が 今でも 結婚式と して 行 はれて ゐる。 これ なぞ は 明らかに 昔の 婦女 掠^ を 形式 化し 俵 式 化した も 
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のに 他なら ない。 朝鮮で は 今日な ほ總 角と 稱 する 獨身者 を 卑しんで ゐ るが、 それな ども 掠奪の 能力な 

き 弱者 を 侮蔑した 古代の 遺風で はなから うか。 婦人の 人格 を 認めす、 ただ 之 を 物品と して 『所 冇』 し 

た 時代に 於て、 掠奪 結婚 はまこと に 當然の 事であった。 そして その 結婚の^ 式 は、 IS 時に また 掠 寒の 

勝利の 实 であり、 征服者の 戰勝 祝賀 を 意味した が 故に、 壯歷 華美 を盡 くして 居た こと もた やすく 想像 

し 得られる。 

時の 流と 共に 掠棼 結婚 は、 毫も その 精 祌を變 へす に 唯 その外 形 を 改め 平和の 假裝 をな す 事に よ つ 

て、 次に は 進化して 資買 結婚と なった。 それ は 掠 盜が變 化して 貿易と なった 徑路に 等しい。 男系の 家 

族が 婦人 を 肉慾滿 足 と 家庭 勞 働と 家族 繁殖 とのた めの 道具と して 交县 して 居た ので ある。 次いで 女 を 

寳買 する 事 を恥づ るに 及んで、 賫買 結婚 は 更に 變 形して 贈 與結娇 となった。 西洋で は羅馬 時代に 於て 

旣に こ の寶買 結婚 はす たれ 始めた。 羅甸 語で い ふ C こ cmptio と い ふ結娇 法の 如き、 旣に賫 買の 形式が 

ー轉 せんとす る 時期の ものであった。 贈與 結婚に 於て は、 女の 買受 代金の 支 拂は變 じて 『結納』 とな 

り嫁资 金と なり、 女と いふ 寶 品が 變 じて 贈物と 云 ふ 形式に なった。 かくて 掠奪から 贈與に 至る までの 

變邋 はあって も、 その 权本 思想に 變りは 無い の だから、 かくの ごとき 結婚の 俵 式 はまた 勢 ひ 盛大に 壯 

歷に、 そして また 甚だしく 手數と 費用と を耍 する もので あらねば ならない。 掠奪の 勝利 を 祝 ふ 心 は 一 

轉 して 富 を 誇る 心と なり、 W 轉 して 贈答の 品物 を 飾り立てる 心と なった。 日本で いま 世 問 普通の 結婚 


の 形式 は、 なほ これらの 階 K に 低迷して ゐる ものである。 

今 =、 ^納 とか 仕度 令： とか 稱 する もの、 はむかし 女の 地位 や 美^に よって 相場 をつ けて 扠隸寶 買 

をした 顷の^ 風で ある。 かづき、 うちかけ、 櫛笄の 装飾 は 女郞の 盛装よりも 更に 美々 しく 派 乎 やかで 

あるが、 あれ は そ もく 何 だ。 『貰 はれ』 『片づ い』 て 行く 『女』 とい ふ 物品が、 立派な 贈物と して 熨斗 

水^で 飾られて ゐる ので はない か。 それ は 人格 あり 自. E ある 『女』 と いふ 人 ii が結娇 する の ではた く、 

； 側の 道具と して 或 『家』 または 『家族』 へ賫 られ、 ^はれて 行く 門出の 装飾で はない か。 俗に、 人 

形 に も 衣裳と 霄 ふ。 況んゃ 可愛い 娘で あり 生きた 女で ある 。『家長』 と 云 ふ^が 無け なしの 財布 を 絞 つ 

てこの 可憐なる 『喪 物』 『ii 物』 を、 お菓子 か 料现の 如くに 飾り立て るのに 不思議 は 無い。 それ はた ふ 

とき 親心で あり 父母の 慈愛で ある、 とま あ 左様い ふの か。 

試みに^ 赏七 兌よ、 八/ nil: 通の 牧入 高の 人で；：； 人 a 人の 娘 を 持ち、 それ を.， 々お菓子の 如く 料理の 

ご と く ¥. 立てて 嫁 人の 物にする こ と は、 『家お』 の 負擔 として 經濟箏 情が 旣 に 之 を 許さない 0 で は 

ないか。 叙た る ものが 今： n そのために 四苦八苦して ゐ ると いふ 審^ を、 何と^る のか。 社會 組織に 於 

てまた 絰め机 織 の 變 革の ため に、 封悲 時代の 家族 主義が 極めて 急速に 崩 m しつ つ ある 今 口、 なほ 强ひ 

て 舊時 の 形式 を 1|; 守し ようとす る こと は、 しばら く 思 想 上の 理由 は^ 問题. v し て も、 市 寳 に 於て 旣に 

不可能な 赛を 充分に 一； 小して 居る ではない か。 そんな 苦しい 思ケ してまで、 婦人 の 自. 2 と 人 格と を 無^ 


する 必要が 何處 にある のか。 世 は旣に 夏に なった。 いつまでも 冬の 時代の 綿入れ を 着て、 暑レ くと 

言 つ て 勝手に 自ら 苦しんで ゐ る^ ども の 愚 を嗤 へ 。 

あは S はす 岐路に 人った が、 掠奪、 寶買、 贈與の 結娇は 最後に K に 進化して 戀愛 至上 主義の 結婚と 

ならねば ならぬ。 それ は卽ち 互に 相^し 理解し 介った^ 女 一 一 人の 靈と 肉との 抱擁で あり 結合で ある。 

そして 十分に ほ覺 あり 反^ ある 二つの 侗 人み づ からが、 自らの 結娇 に全資 任 を 負 ふの だから、 わきの 

者 どもが 馬鹿 ii ぎに 騷ぎ 立てる 必要な どは斷 じて 有り得ない 害 だ。 形式 や 镞式を かれこれ 八 釜し く 言 

ひ 立てる こと は、 この 進化した 結婚に 於て その 理由 は 極めて 薄弱と ならざる を 得ない。 

先づ 因襲 を 離れて 合理的に、 率直に、 素直に 考 へて 見ろ。 結娇式 そのもの は、 责任 ある 當蔡 者侗人 

同志の 私事と して それが 進化 すれば する ほど、 形式 ゃ镞 式に 於て 益々 單 純化され なければ ならない 性 

質の もの だ。 その 當靠 者た る僴 人が 進めば 進む に從 つて、 卽 ちその 批判 や 自覺- に 於て 發 達すれば する 

呈、 ますく 他人 や 法律 なぞ 外部 的な 千 渉から 遠ざからねば ならない こと は、 他の 色々 の 人事 現象と 

毫も 異なる 所 はない。 これ は 結婚 進化の. 歴史が 明らかに 證 明す る事寶 である。 試に ル トウル ノォの 

『結婚 進化論』 の 所説の 如き を も參照 せら るれば、 事理 はおの づ から 明らかなる を 得よう。 

東京で 私 は いつも 或 ホテルに^つ て ゐる。 その ホ テ ルには 殆ど 铋 夜の 如くに 結娇 1 の 式が 擧 げら 

4、  ^段の 上の 廣 間に 『何々 何々 兩^ 御 席』 とい ふやうた 札が 麗々 と 指 げられ る。 おかげで ホテルの 
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止宿 者 はた 食堂から 追拂 はれて、 三階 あたりの 隅の 窮屈な 臨時 食堂に 入らねば ならぬ。 時には 私み づ 

から も 披露の 实の席 末に 列す る 事が あるが、 さう いふ 祈に 私 は 色々 の 事を考 へさせられる と共に、 い 

つも 獨り 苦笑お 禁じ 得ない。 しかし 近頃 朿京 ゃ大阪 で、 煩雜な 浪費の 多い 日本 料现の 披露宴 を廢 して 

ホテルに 持 込む 者の 多 いのは、 それ 自らが 旣に 一種の けちな 姑息な 單 純 化で あるから 結構 だが、 

田舍 などで は 今 もな ほ 速 日 述夜、 それ こそ 長夜の 宴 を 張って 婚禮祝 をす る あの 愚劣 さは 何とした もの 

だら う。 形式 騷 ぎで 奔命に 疲れたり とはいへ、 花婿 どのの 方 はな ほ 可な り だ。 花嫁に 至って は眞 に慘 

^たる もの、 費ら れ貰 はれ 奪 はれて 行く 可憐の 一 少女 は、 衆人環視の 的と なって 汗 だくだくの 姿で 苦 

しむ。 戀愛な き 和姦 强姦 寶淫 的の 結婚 は、 かくまで も 盛大に 花々 しく その 形式 を 飾り立てる 事に よつ 

て、 虚偽と 罪 惡とを 胡 魔 化す 必要が あるの だら うか。 

わたくし は、 昨今の 流行語た る 「節約 厲行」 なぞの ために、 之 を 言 ふので はない。 世上 保守 頑冥の 

徒が： W 人の 解放 を 認めす、 性的 道德の 意義 を 解せ す、 從 つて 戀愛 結婚の 眞諦を 無視す る もの 多き を慨 

し、 病床に 筆を呵 して 此一篇 を 作る。 
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學問 とか 文筆と かの 業に 從 事して ゐる者 は、 からだ は 動かさす、 一一 一一 n ふ 事 も莕氣 な 事ば かり を 言って 

るから、 わきから は 暇人の やうに 思 はれる。 雜誌ゃ 著述の 原稿で も 書けば、 それ は 仕事 をした やうに 

も 言 は^るが、 本を讀 むと いふ こと は 他人から は 全く 暇つ ぶしの 閑 事業 か 何 かの やうに 見える の だら 

う。 書物と 言っても 古臭い 昔の 書物 や、 さもな くば 戯曲 小說の 類を繙 いて ゐ るの は、 これが 職務 だと 

も 他人 は 思って 吳れな いらし い。 

事務 やら 周旋 やらで 柬奔西 走して 居る、 さも 忙し さうな 人が 義太夫 を 稽古したり、 盆栽 を いぢった 

り、 嗜 曲 をうな つたり、 碁 や 玉 突に 熱中して 居る の を 見る と羡 ましい と 思 ふ。 あれが 卽ち 忙中お のづ 

から 閑 ありと でも 言 ふの か。 そして 舉徒ゃ 文人の 業 はまこと に 閑中忙 ある もので あらう。 日曜 もな け 

^ば 土曜 もない。 晝も なく 夜 もな く、 謠 もうなら す 碁 も 打た す、 毎日々々 八 時間 勞働 はおろ か、 十 幾 

時 の勞慟 をして まだ 足らない。 われに 時 問と 精力と を與 へよ、 然ら すん ば 死を與 へよ。 しま ひに 

は、 そんな S まで 言 ひたくなる。 この 忙しい 人間 をつ かまへ て、 原稿 を 書け だの、 講演に 出ろ なぞと 

責め立て るの は、 言 ふ 方が 無理で ある。 
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忙屮 の^か、 閑 中の 忙か、 われ 之 を 知らす。 耍 する にかくの 如き 文字 を聯 ねる の は、 私たちに 取つ W 

て は obitc-r  dicta である。 否な obiter  scripta と， つた 方が 當 つて ゐる だら う。 

X 

述 励の 競走 なぞに 率 怯な 人 ^を兑 る ことがある。 到底 相 乎に 勝てない と 思 ふと、 自分 は 走る こと を 

中止して 了って、 さきに 走って すん/、. 勝って 行く 者に 向って けちをつける。 かれこれと 文句 をつ け 

て^ 負 を 胡 魔 化さう とする。 まことに 良くない こと だ。 

0 おな^^な 迚 さ で 時代 は 進轉す る e 自分 の 頭腦が 鈍く て、 とても これで は 追附 いて 行けない， V 思 

ふと、 へ r 度 は 0 分よりも 前に 進まう とする 者に 向つ てけ ちゃ 附け たがる。 さう い ふ 者に 限って 犬の 遠 

吠えの やうな 事 を 一一 一一 n つて、 同じ 仲^ を 呼ばう とする。 何事に も 同類と いふ もの は出來 る。 

さう いふ 人た ちに 限って、 自分で もっと：： 十く 定れる 練習 をしょう とか、 もっと 深く 物を考 へようと 

かいふ^ 力 を 決してし ない。 自分 は 其 儘に して 置いて、 兢 技の 相手 や 時代思潮の 方が 間遠って ゐ るの 

だと 强辯 する。 

彼等 は 他 を 欺く に 先だって まづ 自ら を 欺く。 今の 如き 時代に 於て^ 陋^ 冥の 首 をな す 者に は、 多 か 

れ少 かれ 自己欺瞞の あとが 見られる。 從 つて その 生活 は 虚偽に 始まり 虚偽に 終って ゐる。 

X 


^然として 傍靓^ の 態度 をと る こと は、 人生に 於て むつ かしい ことで ある。 

遝 動^の^.^ に、 うしろの 方から， 挺な 走り 方 をして、 ぶつく 一一 r" ひながら 隨 いて 行く 者が ある * 

超然と して 阔 外に 立つ こと も出來 す、 さりと て眞 先に 走る こと も出來 ないから、 仕方なし に まあ 尻 か 

ら隨 いて 行く。 しかしぶ つくさ 一一 一一：： ふ 事 だけ はやめない。 それ を やめれば、 實 はも 少し 早く 走れる 笞な 

ので ある。 

今の n 木 人の クゾ數 は 世界 思潮の なか を、 ぶつく さ 言 ひながら^ から 隨 いて 行く 方の 仲 問 だ * 

再び い ふ、 ぶつく さ 貢 ふ 事 を やめて 高速度 を 出せ。 

X 

頊冥無 现 解な 人た ちと その 反對の 人た ちと を 比較せ よ。 凡ての 場合に 於て、 どちらに 正直， な 無邪氣 

な 人が 多い か、 勇氣の ある 好人物が 多い か。 又 どちらに 姦佞 巧智の 徒が 多い か、 俚 おや ぢが 多い か、 

陰 險なチ るい 奴が 多い か、 利 巧 ものが 多い か。 そこ を考 へて 見よ、 personal  equation の 問題と し 

て o 

X 

或 人が^: ふ、 叫^ 日 新聞 を a なかった ので、 世 問に 後れた やうな 氣 がする と。 

薪 聞 を 見る から 世 問 に 後れる ので ある。 世 gl よりも 進む とい ふ 事 は 世 問 を 離れる 事で ある。 大いに 
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進んで ゐる事 は 大いに 離れて ゐる事 だ。 

四 五日 世 問と つきあ はす、 新聞 も讀 まないで、 ただ ぢ つと 自己の 內面を 反省し、 周圍を 凝視せ よ。 

また 何か讃 まう とい ふなら ば、 むしろ 古人の 害 七讀 め。 それ は 自分が 世 よりも 遙 かに 離れ、 遙 かに 

進み 得る 最良の 法で ある。 

あたま は散髮 にした が、 か^か 髭 だけ は 頭蓋せ のド に藏 まって ある やうな 說を 吐いて、 一生 騒 命に 

なって ゐる人 を 見る。 私 は 首 をうな だれて 其 人の 言 を謹聽 する。 その 說に 感心す るので はない、 その 

執 誠に 動かされ るの だ * 敬すべし とも 思 ひ、 貴い とも 思 ふ。 其 人 は 腹から さう 信じて ねる からだ、 牛 

點の 虚偽が 無い からだ" 私 は 古社寺 を 訪ねて、 國 寳を拜 する 時の やうに 難 有 味を覺 える。 

英語 獨逸語 佛蘭西 語、 さて はまた 片 假名の 固有 名訶ゃ 流行の 新 熟語な ど を 混ぜて、 女 大事 式の 賢母 

良妻 論， V したり、 形式 道 德の說 法 をしたり する ものが ある。 明らかに 虚偽で あり 詐僞 である。 

腐れ かけた 古 肴に 鹽を ふりまき、 でかぶ い を かけて 寶附 ける 小賣 商人の 奸譎を 學ぶ事 だけ は 止して 

貰 ひたい" その 鹽燒、 その てんぷら にも 拘 はらす、 古 滑から 發 する 惡臭は 鼻 を 突く からだ" 

全く 頭 I おの 働かない 同 陋の徒 か、 或は 思索と 努力との 價を拂 ふに 齐 なる 精神的 安價 生活 者 は.、 その 


古 肴 を も 値段が 安いから と 言つ て 珍 S する であらう。 ただ 識者の 笑 を 如： I： にかす ベ き。 

古酒 新囊に 盛る ベ からざる を 知らないと は、 世智に 長け たる 利 巧 ものに も 似合 はぬ 愚か さで はない 

力 

X 

封建時代の 賢母 良妻 論に 怪しげな てんぷら を かける 者の  一 二の 例 を 語らう。 女の 母性 を說 くの も、 

H レ ン， カイの やうな 筋の通った 說き 方なら ば 結構 だが、 新しい 假面を 使 ふ K 母 良^ 論^ は、 馬鹿々 々 

しい 譬へ話 なぞ を 持 出す。 两 洋の 話ゃ片 假名 を さへ ならべ て遛 けば、 何も 知らない 者 は 感心して 聽く 

とで も 思って ゐ るの だら う。 聽 衆ゃ讀 お を 侮辱す る こと 甚だしき もの だ。 

女 は 子 を 生み、 子 を 育てる のが 何よりも 大切 だとい ふ 解り 切った 事 を說敎 した さに、 或 €1 洋 人の 言 

つた 言葉 を 引く。 卽ち 女が 一 番 美しく： a える の は 子倂を あやして 居る 時 だと。 

なるほど さう かも 知れない。 そして 女が 臨 H: になって 大きな お腹 をして 居る 時 は 女性美の 極致 だ、 

と此 講演者 は 何故 首 はない の だら う。 そして 舞 姿 や、 媚びる やうな 嬌態 や、 美しい 聲で歌 ふ 時 なぞよ 

り も、 S の 按摩 をして ゐる 時の 方が、 すっと 美しく 女らしく けだかく 昆 える、 と なぜ 言 はない の だら 

また 賢 a. 良妻 先生 は、 頑冥な 家長制度で 固まって ゐた羅 馬 時代の 有名な 女、 コル ネ リアの： iti^v- 持 出 


す。 客が 自分の 寶石を 誇って 見せ、 あなたの はと 訊いた とき、 賢母 コル ネリ ァは 自分の 子供 を 引 張り バ 

出して、 『私の 齊石 はこれ でございます』 と 答へ た。 その 二人の 子供 は ティ ベリ ウスと カイ ウスと で、 一 

共に 羅^の 執政官にまで なった。 グラウ カス 家の 賢母 良^ < コル ネリ ァの名 は、 千戟の もと 靑.^ に傳は 

つて ゐる と講釋 す る。 聽 く 方で も、 さす が學者 のい ふ 話 だと 思つ て 感服した やうな 顏 をして ゐる。 

自分が 所冇 する 寳石を 誇る と 同じ 意味に 於て、 自分の 子 佻 を 誇る 親 はたし かに 愚物で ある。 子供 は 

親の 所^物で も 何でもない。 また 如何なる 品物に せよ、 自分の 所有物 を 誇る とい ふ^から して 旣 に^ 

遠った 話 だが、 IS じ 問 違って ゐる のなら、 子 佻 を 誇る より は、 まだ 寶石を 誇って ゐる 方が 罪が なく 無 

邪氣 で、 どれ だけ 好い かわからない。 氣陣さ 加減が 少 いだけ でも 好い。 殊に 母親の 私有 品で あり 装飾 

品で ある 齊 石と、 子供と を 比較した 其极木 思想に 於て、 賢母 良^ コル ネリ ァ はおの が 愛兒に 向って 大 

いなる 侮^ を 加へ た 者で ある。 

子供が 立派な 人 11 になって 執政官に なった。 なるほど 結構な $ に は相逮 ない が、 それ はた まく 子 

が 偉かった ので ある。 子 には子と しての 個性 も あり 人格 も あるから だ。 必す しも 親が 偉い からで もな 

く、 またお： scl,^ と稱 する 者の 育兒敎 育の 力の みに よると は、 ^ して 言 はれない。 馬鹿な 母親で も 立 

派な 子供 を 持って ゐる。 もし 子供が 偉い からと言って 母親が 誇と すべき ものなら ば、 子供が 惡事を 働 

S た 場合、 封建時代の やうに 兩親も ー緖に 罪に 服し なければ ならぬ。 子が 人殺し をしても 叙が 罰せら- 


る ベ き でな い 以上、 子が 偉くな つたから とて 親が 誇 とすべ き现. 5 は斷じ て あり 得な い 蒈だズ 子供 の 立 

派に なった の を、 情愛 の 上から 親が 喜ぶ と い ふ やうな 事と は 全く 別問題で ある。) 

親 は 親で ある、 子 は 子で ある。 子 は 親の 製造品で もな く、 所有物で もない 事 は 解り 切った 話 だ。 コ 

ルネ リア の 話 なぞぶ い 個人々 々の 人格 を 認めなかった 家 1^ 制度の 羅馬 時代 か、 或は 封建時代に 於ての 

み 通用した であらう が、 二十世紀に 於て は斷 じて お 座に 話せる 話で はない ので ある" 美談で も 何でも 

ない、 單に 古人の 蒙昧 を 語る 一 笑枘 に過ぎない。 昔の 『子寳 思想』 の 一 例と して 看過すべき もの だ。 

. 、ワイ 一一 ン ゲルの 言 ひ 草で はない が、 婦人に は 母型と 始婦 型との 二種の 型が ある。 着物の 柄の 選り 好 

みすら 出來 ない 母型と、 美貌 や 装飾 をのみ 誇と する 娼婦 型と 二 極の 女が 出く はせば、 此 コル ネリ ァの 

やうな 逸話 は 昔 も. ^も ざら にある 話 だ。 わざ/ \ 公 11 講演な ぞに持 出す 程の 珍談で も 何でもない。 

又 コ ルネ リア の 話 は、 少しで も 西洋の 書物 を讀ん だものの 誰でも 知って ゐる 陳腐 極まる 話で ある。 

同 じく 陳脔な 敎訓談 でも、 虚言 を 戒める ための、 華 盛頓が 親の 木 を 切った 話 や、 イソ ッ プ譬 喩談 にあ 

る 狼と 呼んで 助 を 求めた 子供の 話な ど は、 千古 萬 古に 通 W する 話 だ。 賢母 良妻 コル ネ リアの 話 なぞよ 

b は遙 かに贵 ぶべ き 訓話で ある。 

あんな 陳腐 平凡 談ケ語 る 者 も 語る 者なら、 聽く者 も 聽く者 だと 思 ふ。 世 問は廣 い。 


話は逮 ふが、 自分の 子供 を 誇る とい ふ 事から 思 出した。 わが 子の 自慢話 を 人前で 誇り顔に 聞かす や 

うにな つたら、 旣 うその 人 も 老い込んだ、 末路 だと 見て 可い。 

又よ く學 校の 先生 なぞに ある 事た が、 以前に 敎 へた 生徒が 一人前に なると、 ながながと 昔からの 來 

歷を 他人に 話して 聞かす。 あれ も わしが 敎 へたの だとい ふやうな 事 を 一一 一一 II ふ- 眞の 師^ 問の 情愛あって 

これ を 言 ふの ならば 奕し い。 ただ 自分が 敎 へた 事 を 誇る のなら.^、 その 先生み づ から は 十中八九まで 

旣ぅ 脈の 上った 人 だ。 氣の 毒で ある。 

何事に も あれ、 過去 を 語る やうに たったら 旣ぅ 駄目 だ。 わか/ \ しい まなこ は、 ただ 未來に 向って 

のみ 輝く" 

教育家と いふ もの は、 朝に 夕べに あの 元氣 のよ い 少年 や 靑年を 相手に して 居ながら、 なぜ； ：十 く 老い 

るの だら うと 或 人が 訊く。 

？；! ： さ^は 老人の 眞似 をす る 事 を商賫 にす る。 嘘から 出た まことで、 やがて 自分 も 老人に 出來 上る の 

だ。 さう も考 へ られ る。 

他の 會社 员 なぞ は、 老人の 重役 なぞ を 相手に して ゐ るから、 自分の 若さ を 守らう とする 自衛の 心 持 

が 〔然と 働く。 その 反 對に學 校の 先生 は、 少年 青年に 對 して 常に 自分の 偉 さ を 見せ、 先^ぶ り を 誇 


り、 常識ぶ りと 謹嚴 ぶりと を昆 せようと する。 相手の 逆に 行かう とする 心情 は兩 方と も 同じ だが、 結 

果 から 見れば、 老人 を 相手の 前者 は 若く、 少年 を 相手の 後者 は 老い込む。 

あれ は 好人物 だ、 正直者 だとい ふ 時、 それ を 褒める のではなくて 輕 蔑して ゐ るの だ。 

あの 男 は 詩人 だとい ふ 時、 輕蔑 する ばかりで ない、 敵視して ゐ るの だ。 

羅甸 語で は Vates とい ふ霄 葉が、 詩人に もまた 豫ー 一一-:: 者の 意味に も W ゐられ た。 

X 

聖書の 『豚に 眞珠』 とい ふ 言葉 は、 『猫に 小钊』 とい ふよりも 巧みな 一一 一一 1! ひかた だ。 

ある 美しい 人が、 ダイヤ や エメラルド や ルビ ィゃ ォォ パル ゃガ ァネッ トゃ 色々 の 寳石を 入れた 乎函 

のうちから、 腐珠を いくつか 地上に 撒いて やった。 そこに 居た 獅子 だの 虎 だの 豹 だの、 また 孔雀 白鳥 

など は、 喜んで その 眞珠 を存み 込んで 了った。 犬 だの 痰 だの 狸 だの は、 自分に 用の 無い 物 だと 思った 

か 見向き もしなかった。 

そこへ 五六 匹の 豚が 出て 來た。 いつもの 醜 惡な聲 を 出して ぶつく さ 言 ひながら、 前足で 眞珠を かい 

て 糞土の 中に 落さう とした。 

美しい 人 は 眉 を ひそめながら 言った、 『お、 可憐の 豚よ。』 
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その 腐珠は 『詩』 であった かも 知れない。 題 は 何と 言った か、 讀^ は 記憶して 居られる だら う。 

話 は^に さきの 陳腐 平凡 談に歸 る y 

. 常識 卽ち平 々凡々 識で 充分 にわかり 切って ねる 事 を、 長 々 と 書 い たり 喋 舌ったり し て ゐ る 者の 氣が 

知れない。 何のた めにあん な 事 をす るの だら う、 さう 思って！^ ると、 人 をして 苦笑 を 禁ぜ ざら しめる 

やう な 色 々の 理由が その 背後 に 潜む 事を考 へ さ せ られ る。 

陳套で 平々 凡々 で、 淺 薄な 言葉の 一 一三の 例 をい ふと、 

「何でも 垛 端な 事 を 言 ふの は、 よくない。」 

！新 思想 も惡く はな い。 時勢が 變 化する の だから 巳む を 得な い U しかも 昔からの 習 も 一 概 にわる いと は：：" へ な 

い。」  .  . 

一 戀.. おは 钴櫞 だ。 しかし 外の 事 も 大切. だ。 戀 のために は どんな 惡ぃ事 をしても よいと いふ 法 はない。」 

「も- V し 理性に おんだ 議論で なければ ならぬ。 一 

「流； 仃に かぶれる の はよ くない。」 

「あなた 方 は f な f に訴 へて 正 f 批判 をな し、 自らよ しと 俗ず る 近に や 〕 むがよ い。」 

士ふ いふ 人の ン 

霄 である。 ) 
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養生 1 urn  0<siiia こ if はたし 力 

のて ある 力 その 分 rf を：：：；。 J4r. 一 以て 始まる ものである 事 は、 改め 5 ふ 基せ ぬので ある 

ほ 一つの 必然的 意義が 存す るに I なリ tlf り 2 る。 |まこ しら 义々 を i し 5 に I 

I  ノ  、  i  I. 兄 ネ關. 糸、 姊妹關 係 笠が 成立 つ のて ある ^.1 は ，- ク リス --ー-$ 

がぷ、 こ V. 何時し 力 親？^ 兄 If  ,i さ； でく 人 そのものと して 必要なる I を備 へさせる 

.t  、  e  :c  、ま J-i な-、 M 汆の 入た るば 力て な ノろグ 4 グ 

:n"PH4rl 骂 ある。 SI! ベく、 ま 

^  T  \ .« 文の 終に 小さく 『文 责在) 

11 家 n^t,，^rif り、 人 蟹 丽者 である。」 

「力 服 を 左前に して 電^に 乘 つて 行く 率 力 H 來 たら ネ-そ r ノ 

い。」  ミ こ爲 する ま 出來 がたい 若乂 たち は、 よく か ti 論な どに 迷 

「思潮 の 動搖し 易い、 そ して 物 S 相 を 明ら 力— すす ； 

はえる。 一  ；. t.  了し：。 匕な ま f 慕の ずっと 後 SS つて、 前髮 I 中で 割った 

「  一 ^は H よけ になる 樣 な庇髮 とい ふの が 流行した i ば は^を^^ f 

リ、 七 分 土 分に わけたり する のが 流行る。」  し』 き、 ミせゾ 乂 として 一 々御尤も だ、 I 

„  、  „  I 1 で よ ： し^  R り JJ ずるが、 どれ も 皆 あ 影 f とし 一 一 ス f  』 

あまりに li しい 力ら I はこえ 5:「  i つて、 なほ そのう S 

誰し も 異存 はない。 こんな. t 凡々 の 『ただごと』 を£ も ニー 卩： 


ベ に 同じ^ を 同じ 文句で 色々 の雜 誌な どに 寄稿して 居る 者の 氣が 知れない。 否な 氣が 知れて ゐ るから 

4 古 笑 させられる。 

もとより 『眞理 は 平凡で ある。』 だからた とひ 平凡で あっても、 世人が 若し 誰も 氣附 いて 居ない やう 

事なら ば 千 言 离語を つらねても 之を說 くの 要が ある。 しかし 右の 例の やうな 『ただ 一一 一一 n』 は、 今日中 

ゆ 校 やか 〈^校の 二 年 三年の 生徒の 耳に でも、 陳腐 常套 だとし き や 聞えない の だ。 彼等と 雖も輕 侮 嘲笑 

なしに は^く を^す、 讀むを 得ない 程までに 平凡な ので ある。 それ も 辯 舌と して 巧い とい ふで もな 

く、 また 文章と いへば、 いつも こんな 平板な 事 を 一一： 一；： ふ 者 どもに 限って、 先づ 第一 行 nz からもう 調子が 

外れて ゐる。 乾燥無味、 蠟を嚼 む 位なら 辛抱 もす る。 まるで 匁の 缺 けた 鰹 かきで 鰹節 を搔 いて ゐるゃ 

うな 文章 だから 堪らない。 いったい、 あんな 拙. 惡な 文字 を聯 ぬて、 自分で それ を 恥 だと も 思 はない の 

だら うか。 

かの やうな 解り 切った 平凡 陳套 の內容 を、 かの やうな 書きなぐりの 出鳕 目な 文字で 綴って、 これ を 

世に 公に しても： 个氣 なほ どまでに、 人 は 厚顔無恥に なれる もの だら うか。 もし 成れる ものなら ば 私 

も、 たと ひ 劇務の 餘暇を 以てしても 原稿 や 講演 を^く 引受ける であらう。 十 中の 九まで は 之 を 謝絶し 

たり、 或は 心なら すも逮 約したり して、 他人に 迷惑 を 掛けないで 濟む であらう。 『自明の理』 を 事々 し 

くなら ベ 立てる 率に よって、 お茶 を 濁す 事 は 決して 難事で はない からだ。 
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X 

深き 痛ましき 人^味、 人生 味に 透徹せ す、 唯ゎづ かの なま 寧 問 や 常識 論 や^ 利說 だけで、 人間の 生 

、きた 事^ を 批判しょう とする 人々 が、 現代の 悪い 意味の ジャ アナ リズムと 野合 するとき、 そこに 出來 

るの は？ I 人が 謂 ふところの platitude  (平凡のお 談義) である。 その 手ぢ かな 例と して、 さきに 戀愛 

- 事件が 世を騷 がした 時に 出た 多くの 識者と 稱 する 者の 言說 を^よ。 

X 

人が みな 利 巧に なって、 上 乎に なって、 賢くな つて、 妥協したり 折 きったり 理窟 を附 けたり 胡^ 化 

. したりす る^: ばかりの 多い とき、 そして 人 問 生活 を 常識的に、 散文的に、 利害 打算的に しょうと する 

. 者 ばかりの^ える とき、 『トル イズム』 を說 くやうな 必要 は 毫もお しない。 ^に說 く 必要の ある もの は 

超 常識の 說 である、 反抗の 論議で ある、 建設と 創造との ためにす る 破壞說 である。 それ は (一 sstic な 

『詩』 であらねば ならぬ。 に 吾等が 聽 かんと 欲する もの は 凡庸の 說法 ではなく して、 天才の 聲だ、 

-豫首 者の 聲だ。 

X 

コィ A- ィヂ 

玆に超 常識と いふ 言葉 をつ かった から 一言して S く。 これ は 私の 假の 造語 だ。 常謅 とい ふ 平々 凡々 

-な ところから； 史に 超越して、 それ 以上に 出た 兑識 をい ふので ある。 
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「ン JP ンセ メス 

日 木に は 『cs 識 j とい ふ tt 葉 を、 時々 飛んでも ない 意^に つかって 平氣な 人が ある。 たと へば 

『巾^-を 卒業して 常識 を 得る』 なぞと： 一一 一！： つてる 者が ある。 想 ふに^ 識の語 を 『^通の 知識』 とい ふや 

う な ^味に 誤解し てゐる ものら しい。 ^格 だ。 その 沿 猪が 立派な 英語 の 先生に よって 爲 されて ゐ るの 

だから、 なほ さら 可笑しい。 昔の アリス トテレ エスより ハミルトンの 哲舉を 經て今 H に 到る まで、 

常 識と いふ 貢 紫 を そんた. 意味に 解釋 した 例は斷 じて 無い。 日常の 用語 例から 考 へても、 常 ■ 謙と 

は、 Alif や 想像に よらない 通の ふんべ つと か判斷 力と かいふ だけの 意^だ。 

常識に まです らも 逹 し^ない 非せ 識、 沒 常識に 至って は 論外で ある。 しかし 常識 だけ はあって、 そ 

れ W 上に また 一歩 も 進めす、 動け もしない 輩 は 平々 凡々 の 徒 共に 語る に 足らない。 われら は 超 常識 

を 詩人に 求め、 天才に 待つ。 その^ を 以^ 亞に聽 き、 H レ ミアに 求め、 親鹩に 聞き、 空 海に 聞く と 共 

こ、 また シ" リイに、 イブセンに、 北 村 透 谷に、 ラスキンに、 ホヰッ ト マンに、 ブラウ 一一 ング に、 一一 

イチ" にこれ を II くこと を 得る であらう、』 

沈默 亡よ、 常識の 徒、 平々 凡々 の 輩。 なん ぢら は^-しき Iog;?choppc>r にだ も 及ば ざろ こと 遠き 者 

なる を 知れ。 

X 

^識の 徒が 天才 を 嘲け る惯 用語が ある、 曰く  on ヨ k  (偏 癡氣 とで も譯 すべき か。) 
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X 

やりかたが ド手 だとい ふ。 下手で も 結構 だ。 己れ を 欺き 他 を 欺く 事のお も少 いやり かたが 最もた ふ 

といの だ。 成功と 失敗との みが 問題で はない。 

たと ひ失收 を豫 期しつつ も、 たと ひ 破滅 を覺 悟しつつ も、 ことさらに 拙劣に 正直に 直線 的に、 横 紙 

を 破り 横車 を 押す こと は、 今日の 如き 世の 巾に 於て、 自己の 正義と 自由と を 全うせん がた めに は 避け 

難き 場合が 多い。 それが 『失敗に 於け る 成功』 SIK-2 ケ s  in  fail 一一 n- を 得る ための 唯一 の 道で ある。 

目的の ために は 手段 を 選ばない 事の 不可な の は 誰し も 知って ゐる。 知って 居りながら、 目的の ため 

に は自已 を 欺き 他 を 欺く やうな、 『上手』 な 利 巧な 手段 を 取って ゐる。 そして 人生の 五十 年 は 過ぎ行 

人生 0 最後 は 死 だ、 減 亡 だ。 いくら 『上 乎』 な 手段 を 取っても、 『死』 は 避けられまい。 

そこで 此 ^十 年 を 如何 にして 送 るかが 問題で ある" そ れは虛 偽 ゃ胡糜 化し のない 直； 而 目な 眞 劍な努 

力 をす ると いふ 外に 道 はない ので ある。 努力 は 苦しみ-であり 惱み である。 この 苦しみ を 味 は ひ、 この 

# み を享樂 すると ころに、 人生の 生き甲斐 は ある、 生の 喜び も ある。 ただ I 取 小 抵 杭の 線 を 通って、 

御都合^義、 都な かれ キ篛、 折 合 ひ 主義で 胡糜 化して 行く 専 ではない。 人生の 表面 を、 ただ 氷、 I！ り 

の やうに 滑らかに， U つて 行く 事 は、 『成功に 於げ る 最大 失敗』 であって 『失敗に 於け る 成功』 では ある 


に ^  J ' 一' リ.， 
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まい。 成功と 力 失敗と かいふ 一 百 葉 は、 これ を 金錢ゃ 事業 や 名利 なぞ を 標準に してい ふべき ではなく、 

純眞な 第一義 的な 人間 生活と いふ 事 を土臺 として 考 へねば ならぬ。 若し それでなければ、 『死』 を 面：^ 

に控 へて 凡べ ての 人の 生活 は 結局 失敗に 終る とい ふ 事になる" 

X 

^から 迫る 自己の 欲求 を 胡 魔 化して ゐる やうな 虚偽の 生活に は、 力がない、 充實 がない。 自己 その 

ものの 生活の 充實を はからない やうで、 どうして 眞 に社會 のた め 人類の ために 盡 くす 事が 出來る だら 

う。 それでも なほ 盡 くして 居る とい ふなら ば、 その 言葉から して 旣に 虚偽で ある、 胡嚷 化しで ある、 

僞善者 の 聲 で あ る 。 少 くと も自 已 欺瞞で あらねば ならぬ 。 

唯 『仕事 を 上手に やる』、 うまく 纏めて 行く、 そんな 事 は 今の 多くの 俗物が 考 へて ゐる ほどまでに、 

人 問と して 立派な 事で は あるまい。 

X 

或 人 は 死後の 天 國を說 き 淨土を 言 ふ。 しかし 現在 五十 年の 生に 於て すら、 自己 を充實 せす 深化せ ざ 

る虛僞 或は 無 自覺の 徒が、 高き 天 國に 到り、 彌 陀の淨 土に 達し 得る と は、 わたくしに は 信じ 得ら 比な 

いの だ。 私 は從っ 一」 緦 ての 禁慾 主義 (節 慾で はない) や 消極 主義 を、 宗敎 としても 排斥すべき もの だ 

と^って ゐる。 


X 

世の中の 人事に は、 決して 褒めるべき 事で ない と共に、 また 惡く言 ふ 事 も出來 ないやうな 事件が い 

くら も ある。 ちゃう ど 爛熟した^ 物が 枝から 地上に 落ちる やうに、 やむ を 得ない 自然の 事な の だ。 わ 

きから 嚴正 批判 だの 何 だのと、 したり 顔に 言 ふ 者 ども こそ 問 違って ゐ るの だら う。 枝から 落ちる の を 

默 つて 見て 考 へて ゐれば 可いで はない か。 そしたら ば 一一 ュ ゥ トンの 萬 有 引力 說も わかる だら う。 更に 

1 一 百年 を經て 相對性 原理 も考 へられる だら う。 

『青春の 光榮、 何の 時に か歸 らん、 

再び 歸 ら，^  ああ、 遂に また。』 

vvlles  will  return  tlie  p.l:rv  of  your  pri-llc  •、 

Mo  rsore II oil,  never  alore  ！ 

歲 三十なら すして 伊太利の 海に 溺れて 死んだ シ H リイで さへ、 こんな 嘆き を 繰返した。 碌々 として 

四十 いくつかの 生 を 貪って、 なほ まご/ \ して ゐる此 身 は恥づ かしい。 革命 詩人 シェ リイ は あの 若さ 

で 世 を 去った。 而も その 遣した 抒情の 大 詩篇 は 全歐を 動かし、 彼が 激越の 調と 幻想の 詩 美と は、 英吉 

利 語と 共に 恐らく は 不朽なる べき 世界の 至寳 だ。 天才 を享 けす して 空しく 生 を 貪る 者の 悲し さ を、 歲 
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四十に してし み. <\ と 味 はは せられる。 いかに 我が身に 呵 K を 加へ て 見ても、 强く 烈しく. a ら鞭韃 を 

加へ て 見ても、 泥 細工の やうな、 張り ぼての やうな 此 鈍根、 , —駄目 だ、 火の 屮 にく ベても M に^し 

くないの は此身 だ。 燒き 殺して 昆 たって、 切り刻んで 見た つて、 肥料に もなら ない のが 此身 だ。 天 才 

なくして 徒らに、 うす ぼんやりと 唯此 世に 生れ 出た 我が身 を 呪 ふ 外に、 何の 仕様 もない レ 

忍へば ことし ( 一九二 二) はシヱ リイの 百年祭 だ。 矯激の 無神論 を 叫び、 ゴッ ドヰン に 共鳴し、 社 

^改造 を 夢み、 美の 幻影 を 追うて は 遂に 詩 神の 天國に 去った 若き 抒情詩 人の S 後の 日 は、 今から 百年 

前の 七 =：： 八日で あつたの だ。 新しき 理想主義が 赫奕 たる 光輝 を 放てる 現代に 於て、 更に 百年の 昔に 溯 

つて S 時代の P マン ティ シズム を 憶 ふとき、 電波の 如き 感動に 觸れて 胸 を 躍らす もの は、 獨り西 人の 

みで はなから う。 

X 

涅槃 經の 作者 は 人^に 生 老病 死の 四 苦を數 へた。 他の 三つ はしば らく 別と して、 老は今 現に 私たち 

の 眼前に 迫れる 苦しみで ある。 

肉體の 秋が 来る" ©髮 霜 をお き、 近視が 遠視に なり、 頭が 禿げる 位 は 何でもない。 『心』 に 老境が 來 

て、 動脈の 硬化の やうに 人と しての 己れ が 硬化し、 反撥 性 を 失 ひ 感受性 を 鈍らし、 情熱と 感激 を 失 

ひ、 自分で E 分が 造った 殼の 中に を さまり、 勇猛の 氣衰 へて は 遂に 諦めの 人と なって、 事なかれ主義 


の靜 w 安住 を 求む る やうに なったら、 もう 往生 だ。 私な どの やうに^： 卜 を 越した 者に は、 生きん とす 

るの 努力 は卽ち 老い ざらん とする の 努力 だとい ふ 事 を、 しみ/^., -と考 へ させられる。 

世間に は 貧乏 を 恥辱 だと 心得て 居る 俗物が ある。 また 無知 は罪惡 なりと 言った 人 も ある。 しかし 心 

が 老いて 行く 事 は、 貧乏よりも 無知よりも なほ 史に大 いなる 恥辱で あり 罪惡 である。 

とこし へ に 心の 若さ を I 內 なる 『靑 舂』 を 失 は ざらん とする の 努力、 それがなければ 老人 だ。 二 

十歲 三十 歳の 若い 老人 さ へ ^に は 珍ら しくない。 

稚氣 とか 幼稚と か は、 俗衆 や 老人が 侮蔑す る 程に 惡 いもので は あるまい。 その 半面に は 心の 若さと 

いふ 貴い ものが あるから だ" 老熟、 老成、 老獪、 老功、 老練、 そんな ものよりか 稚氣滿 幅の 方が どれ 

だけか^; い。 『老』 がいけ ない の だ。 

まことに 『老』 とい ふ もの は 取り柄の ない ものである。 そこで 老いた 奴の 處 置に 困った ところ か 

ら、 人 ^ は 利 巧な 一策 を 案じた。 卽ち 愚物で も 無能者で も 低能者で も 何でも 好い から、 老いた る もの 

は先づ 尊敬して 置け と 決めた。 これ は 東西 古今に 通じて 行 はれる 一種の 殘 忍なる 敬遠 策 だ、 老朽 淘汰 

だレ 外に 德義 を粧ふ 平和的な 人爲 淘汰の 便法 だ。 そして 死んだら 立派な 葬式 をして S く。 

X 
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六十 七十に なって、 肉體が 丈夫 だ、 この 通り 風 一 つ 引かない、 白 髮 一本ない、 今の 若い 奴が II な 

ぞと 言って 誇って ゐる 老人が ある。 みじめ だ。 肉 體は言 ふまで もな く 人 S の 動物 的な 部分で ある。 ほ 

かに 誇る べき 何物 を も 持たない 老人が 肉體と い ふ 物質 を 誇る の は、 無知な 富豪が 私有 財 鹿と い ふ 物質 

だけ を 誇に する のと 同じ 卑し さ 醜 さで ある。 

運命 はい たづら 者 だ。 そんな 事 を 誇に して ゐた 男が、 かりそめの 病 氣か何 かで ころりと 逝く。 皮肉 

なと ころが 面白い。 あちら を 向いて 惡 魔が 會 心の 笑み を^ら して ゐる だら う。 

さきに 言った， ンニ リイで 思 ひだした の は、 多くの 革新 思想家が^; 族 名門の 出で ある 事 だ *  、ンェ リ 

ィ、 バイ ロン を 筆頭に、 後の ラッ セル、 ワイルド、 クロポトキン、 ト ルス ルイ を 見、 更に 日本の 贵族 

のぼ 校から 『白樺』 が 出た 事な ぞを考 へて 見る。 一見 甚だしく 矛盾した 現象の やうで、 而も そこに は 

極めて 當然 な理. 5 が存 する ので はなから うか。 私 は 之を讀 者の 考察に 任せる。 

X 

シ" リイの 百年祭と いへば、 ことし は 近 松の 二百 年祭 (正確に 言へば 明年 か) の ほかに、 正月が モ 

リエ H ル の 誕生：：： 百年に 當 つて ゐる。 怫蘭 西の 梨園 は 非常に 盛んな 記念 與行 をした さう だが、 モリエ 

エルの 風俗 喜釗は 唯怫蘭 西に 於ての み 生れ 得べき 大藝 術で ある。 歐羅 巴で も 他の 國に は、 とても 出さ 

う もたい もの だ C すぐれた 『笑』 の 文 學を抟 たない 日本で、 モリエ H ルの甚 劇に 鲛も 近い ものと 言へ 


ば さて 何 だら うか。 博 多に わか、 それで は 比較に も 何にも ならない。 しかし その外に 似た もの は 無 さ 

さう に 思 ふ。 

日本 政府が、 佛蘭 西の 最大 國寳 である 『モリ H  H ル 全集』 の邦譯 に發寶 禁止 を 命じてから、 もう 十 

年餘を 過ぎた。 月日の 經 つの は n 十い。 今 は 浪花節が 流行って ゐる。 

x 

賀 川豐彥 氏の 『死線 を 越えて』 と 『太陽 を 射る もの』 を讀 む。 藝術 品と いふより は、 むしろ 藝術品 

の matrix であり、 素材で あると いふ 感じが する。 眞の藝 術 品と する に は、 まだ あの 上に 滿 身の， 力 を 

こめた 磨き を かけ、 精鍊を 加へ ねばならぬ。 しかし 私 は あの 物が 數百版 を m ねて、 多くの 人々 の 心 

に 情熱と 感激と を傳 へ 得た 事 を 深く 喜ぶ ベ き だと 思 ふ。 酒 を 飮んで ぶら /\ して 遊惰の 日 を 送って ゐ 

る 小説家が、 小手先の 器 W で II き あげた 作品よりも、 生活 そのもの を眞 劍な藝 術と して ゐる 人の 提供 

した 素 村 や メイ トリ タスの 方が、 より 多く 人の 心 を 動かす の は 當然な こと だ。 唯 あの 『死線. V- 越えて』 

に、 今一 息の 磨き を 掛け、 精練 を 加へ たなら ば、 そこに ドスト イエ フス キイが 出來、 イブセンが 出來 

るので ある。 しかし 今日の 日本人の 內 生活 は、 まだ さう いふ もの を ^ み 出す ところまで 行かない かも 

知れない。 或は また、 さう いふ 物 を 鑑賞し 得る までに 深化され て 居ない のか も 知れない。 それ は いづ | 

れ にせよ、 この 現在の 日本人の 生活に 一種の 感激 を傳へ 得た 『死線 を 越えて』 の 作者の 勞は 充分に 報 お 
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いられた。 たと ひその 感激 は、 まだ e; に 全 生命の 昂揚 飛躍にまで は 到らな レ セン ティ メンタ リズムで 

あらう とも、 そは必 すし も 著者の 罪で はない と 思 ふ。 

感激と 情熱と 憧憬と 歡菩と を 失った 生活 は 『詩』 の 無い 生活 だ。 『詩』 の 無い 生活 は 人 問 として 最も 

下等な 生活 だ、 墮 落した 生活 だ、 生き甲斐 のない 生活 だ。 首を縊 つて 死んで 了っても 惜しくない 生活 

だ。 

『死線 を 越えて』 を 讀んだ 人 は、 もう 一 度 それ を 自分の 胸の 奥の 精鍊 場で 磨き上げねば ならぬ。 白熱 

の 高^に 燃 ゆる 『生命の 藝術』 の 烈火に よって、 あのな かから 郯く寳 玉 を 取 出す だけの 努力 を 怠って 

はならない。 藝術 としての 『死線 を 越えて』 は旣成 品で はなく、 未成品で あるから だ。 


かの 一瞬 を 

(ブ ラウ 二 ング作 『ホ オフ イリ ァ の戀 人』) 

その 前夜、 女 を 殺した 男の 獨白 である。 

XXX 

女の 心に は 名利が 絡む。 

ただ 一途に 思 ひつめ、 すべて を 燒き盡 くす やうな 男の 戀も、 女が 名利 をお も ふ 心に 妨げられて、 今 

まで は 報いられなかった。 とこし へ に 報いられ すに 終る の だら うか。 

湖畔の 茅屋に、 風雨 ものすごき 冬の 夜 を、 ^は 悄然と して 獨 座しつつ 物 思に 沈む。 

獨 白 『今宵 早う から 雨 は 降り出した、 

やがて 凄まじい 風 も 出た、 

心に くしとば かり 楡の梢 を 吹き 折つ て、 

湖上の 波 をも騷 がせて ゐ た-。 

胸 張り裂ける 思で、 私 は 耳 を聳 てる。 
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は に、 そ つ と 這 人 つて 來 たのが 女ボ オフ イリ ァ、 

し 

すぐと 寒さ も 嵐 も 閉め出して、 

女 は 跪いた。 今まで 陰氣 であった 瀘 火が、 

ばつと 燃え立つ。 家 Q 屮は急 に 暖かい。 

やがて 女 は 身 を 起して、 

づ ぶ孺れ の 上衣 も 屑 掛も脫 い だ。 

汚れた手 袋 を わきに^い て、 

帽 C 紐 を 解き、 濡れた 髮毛を 垂らした。 

それから やっと 私の 側， 近く 坐って、 

私 を 呼び掛け たので ある。』 

男は默 して 應へ なかった。 應 へ るべ き 聲も首 葉 も 無かった からだ。 

獨. s 『女 は 私の 腕 を 取って 自分の 腰に 卷き、 

滑 かな 白い 肩 も 裸に、 

金髮 を、 つと 押しの けて、 
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こごみ がちに、 私の 片頰を そこへ 置かせた * 

金髮 がすべ てを蔽 うた II 

自分の 肩に 男の 頰を 置かせて、 いま 女 は 甘き 戀を 囁く。 いつも は、 つれない 女が、 今宵の みは 怪し 

うとき めく 胸の 思 を 語る ので ある。 

獨. 0 『私 を戀 しと 女 はさ さやく。 —— 女 は 

あせ 

餘 りに 弱い の だ。 どれほど 焦って 見ても、 

誇 や 虚榮の 絆 を斷ち 得ない の だ。 

もつれる 情緖を 解き放って、 

とこし へ に 私に 身 を 住 かせ 得ない の だ。』 

戀に上 F の 隔てな しと 人 は 言へ、 女の 胸に は 家門の 誇 もあった、 虛榮の あこがれ も 無いで はな かつ 

た。 思 ひ 切って、 贫 しい 此^に 一生 を 捧げる に は、 女は餘 りに 弱かった。 その 狹 5 胸の 奥に は、 虚榮 

と 愛慾と がいつ も 一 一つの 蛇の やうに 嗨み 合って ゐ たので ある。 

獨白 『しかし 時には また 情熱が 勝つ 折 も ある。 

今宵、 女 ははで やかな 饗宴の 席に 出て 居て、 ふと 

私 を 想 ふ の 情 を 禁じ 得な かつ たの だ。 
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思 ひ 焦れ 而も 甲斐な き戀に 窶れる この 私 を。 

それで 虱 雨 を 冒して 私の 所に 來 たの だ。』 

今宵ば かり は、 —— それ はふと した 女の caprice からで あらう、 怪しく も此 男を戀 しと 思 ふ 情に 堪 

へ， す、 そっと 实席 を拔け 出して 男の 所に 走った。 いつにな く 男に 身 を 抱かせて 純一 無 雜の戀 を 囁い 

た此瞬 ^ ばかり は、 いつもの つれな さと は 打って 變 つた ボ オフ イリ ァ であった。 餘 りの 意外に、 ^は 

^かざる を 得なかった。 

_^,n 『私が 見上げた 女の 目元に は、 確かに 

喜びと 誇が あった。 遂に 知った、 其 時 

女 は 私 を禮讃 して ゐ たの だ。 

愕然として 私の 胸は騷 いだ。 更に 

胸を靜 めて、 如何にすべき か を 自ら 問うた。 

かの 瞬時 こそ 女 は 私の ものであった) 美妙、 

また 至純 至上の わが 有であった。 忽ち 

私 は 如何にすべき か を思附 いた。 丈な す 女の 髮を、 

こんじき 

1 條の 金色の 繩に 束ね、 
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一重、 二重、 三重に 女の 細 頸に 捲いた。 

絞殺した の だ。 女に 苦痛はなかった。 

たしかに 苦痛はなかった と 私 は 信じて ゐる。 

蜜蜂 を 抱 いて 閉ぢ てゐる 花の やうに、 

心して 私 は 女の 眼險を 開いた。 再び 

曇りな くそ の 碧眼 は 微笑んだ。』 

いつもの 雜念を 離脫 して、 奇しくも 女の 心は此 時の みは 至醇 至高の 愛に 燃えて ゐた。 殆ど 發作 的に 

發 現した 熱愛が 最高潮に 達した その 一瞬 時、 その 一 刹那、 これ を 逸すれば いっか また 女の 心 は 冷める 

だら う、 またもや 雜 念に 煩 はされ よう。 この 瞬時、 この 刹那 を 永劫に おのが 至上の 所有と して 留めん 

に は、 男に とってた だ 一 つの 手段 あるの みだった。 女の 意外の 態度と 表情と に 一 たび は 愕然として 驚 

かされた 男 は、 忽ち その 手段に 氣附 いたの だ。 丈な す 金髮を 束ねて、 それで 女 を 絞殺した ので あつ 

た。 

かくて 死 は 女に 取っても また 限りなき 幸福で あり 歡 喜であった、 と 男 は 確信して ゐる。 たしかに 苦 

痛はなかった の だと 繰返し 男 は 言って ゐる。 絞殺され た 女の 眼険を そっと 開けば、 碧眼 は. 冉び莞 雨と 
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して 微笑む が 如くに 男 を 兌た。 

獨 n 『そして 女の 頸に 卷 いた 髮の頰 を、 

今度 は 解いた。 ； .1 の顿 は、 

熱い 私の 接吻に また 紅潮した。 

前の 通" に； 4 は 女の 首ケ 支へ た。 

が、 今 は 肩の 上に 載せた 

女の 首 は、 唯ぢっ こ 頸 垂れて ゐる。 

額 か たち 微笑む やうな 晴れ やか さ、 

そお は 至上の 願望 を 遂げ、 

蔑んだ 者の 忽ちに し て 去 つ た 喜び だ、 

代りに 戀 人の 私 を 得た からだ。』 

熱愛 高潮した その 瞬 問に は、 さすがに 女の 心に も 名利の 烦 ひはなかった。 それ は大歡 ^の、 また 

法悅の 心境であった。 おのおの 總てを 喜んで 戀 人に 捧げ 得た^: の 幸福であった。 この 瞬間に、 愛する 

者に 抱かれ、 愛する 者の 乎に よって 與 へられた 『死』 は、 女に とって この 上 もな く 嬉しい ものに 相違 

なかった。 死 顔に も 喜びの 色が 現 はれ、 男が 接吻した 頰に はさつ と 血の^が 高潮した。 どうして 『死』 


に 件 ふ 苦痛が あらう ぞ。 

カー ぱい 哓き 誇った 花が、 その 夜の 嵐に 散る の は 美しい ものである。^ いた i! で 梢に 残れば、 やが 

て 萎み もしょう、 色香の あせる 慘め さも あらう。 女ボ オフ ィ リアが 至上 至 醇の愛 を 男に 捧げた 高潮 白 

熱の 刹那、 それ は 唯 この 一瞬の 發作 だけであった。 この 一瞬に 得が たい 『死』 を 得た こと は、 男に と 

つ てより は 寧ろ 女の ために、 更に 大 いなる 幸福ではなかった か。 

獨 お 『ポオ フィ リアの 戀ょ、 女 は その 愛しい 願 ひが、 

如何にして 男に 聽 かれる か、 それに は氣附 かなかった の だ。 

かう して 相 抱いて 今朝 も、 ふたり は 坐って ゐ た。 

夜 ど ほし 身じろぎ もしなかった の だ。 

而も 祌様は 何とも 仰せられなかった。』 

ー篇 すべて 詩人 ブラウ 一一 ングが 得意と する 獨 白の 形 を 取って ゐる。 ゆ ふべ 女 を 殺した 男が、 翌朝に 

なって 自己の 胸奥 を抒 ぶる 獨 白で ある。 女 は 自分の 戀を 男に 告げる とき、 そこに 『死』 が あると は 夢 

にも 思って 居なかった の だ。 そして 殺した 男と 敉 された 女と は、 夜もすがら 相 抱いた 儘で 身じろぎ も 

せす 朝に なった。 この 殺害 は 愛の ために 一 一人の 幸福 を 作った ものである。 罪惡 ではなく して 祝福で あ 

つた。 どうして 神のお 咎めが あらう ぞ。 『神様 は 何とも 仰せられなかった』 と 詩人 は 最後に 言 ふ。 
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言 ふまで もな く 以上の 獨白 だけが ブラウ 一一 ングの 原作で、 他 は 難解 を 恐れて 私が 添へ た 蛇足に 過ぎ 

ない。 n 取 後に わたくし は、 此作 によって 喑 示せられ た戀愛 心理の 一面に 就いて^に 蛇足 を 加へ たい。 

男が その 愛する 女 を 自らの手で 殺して 滿足を 得る。 この 一見 奇怪と 見 ゆる 現象 を かの 變態 性慾に 歸 

し、 異性の 血 を昆て 喜ぶ sadism, 或は 戀人を 殺害して 快感 を 得る 『性慾 殺人』 Lustmord, 更に 甚だ 

しき は 死 體を姦 する ことに 特殊の 快感 を贪る Necrophilia の 類に 過ぎない、 とのみ 見ら るべき だら う 

か〕 ふと 私の 心に 忽ひ 浮ぶ の は、 ォスカ 7 ワイルド がその 『レディ ング 獄窓の 歌』 のうちに 繰返した 

下 0 一  節で ある。 

『すべ ての 男 は その 愛する 者 を^す。 

£ が 

^に 聞かせよ、 ある もの は 苦 々しい 目つ きで、 

ある もの は諛 ひの 言葉で 殺して ゐる。 

臆病 もの は 接吻で 之を爲 し、 

猛き もの は釗を 以て 殺す ので ある。』 

::::: んを 打ったり、 捻ったり、 引搔 いたり、 傷け たりして ゐ るの は、 まだ 罪がなくて 好い。 黄金 を以 

て、 2 一 c を 以て、 接吻 を 以て、 抱擁 を 以て、 女 を 殺して ゐる者 も 世に 決して 珍ら しく はない" ただ 猛 

き 者の みが 白 匁 を 閃かして 女 を 殺し、 その 黑髮を 頸に 捲 付けて 絞殺 を敢へ てし 得る ので はなから う 


—— 238 


甞て或 人 は 戀愛を 征服、 被 征服と いふ 首 葉で 現 はした。 强ぃ 者が 弱い 方の 異性 を 征服し、 弱い 方 は 

征服 せられる ことによって、 つまり は 矢張り 相 乎の 異性 を 征服し 所有して ゐ るので、 兩 者の 方向 はち 

がっても 結局 は；： I： じだ。 わたくし はこの 考へ方 を 面白い と 思 ふ。 さきに いくたび か 私が 言った 通り、 

戀愛は その 根本に 於て、 飽くまで も 自我の 擴大 であり、 自我の 主張で ある。 自己 を犧牲 とする ことに 

よって 自己 を 主張して ゐ るの だから (本 卷三四 n 參 照)、 それ は 色々 の 異なった すがたに 於て 展開せられ 

るが、 深く 本質 を さぐれば 呰 同じ ものである。 愛と 憎と が 同じ ものの 二つの 面で ある 事 を も、 私 は 

燈 『象牙の塔 を 出て』 のなかで 言った と 思 ふ。 戀愛 心理の 複雜性 —— いな 人間性 そのものの 複雜性 

は、 『人』 とい ふ ものの 腹の 中に 宿る 『神』 と 『惡 魔』 との 二 面が、 交錯し 紛糾して 現 はれる ところに 

生やる ので ある。 戀愛 結婚 者の 夫婦喧嘩な ども、 この 機微 を 透察 すれば おも ひ 半ばに 過ぐ る 場合が 多 

いで あらう。 相手 を 傷け る ことが 愛 そのものの 更新 を 促す 若返り 法で あったり、 それが 更に 極端に 走 

れば、 戀 愛の 最高潮に 於て 相手 を 殺す とい ふ 事に さへ もな り 得る ので ある。 

,,: ) ,  ンォ オル、 ダ ンネン ァゥフ ガン ゲ 

W 取 後に わたくし はまた、 獨 逸の ハウ ブト マ ンの 大作 『日 出 前』 の 第 四 幕に、 戀 愛の 最高潮 

に 達した 男女の 心理 を 描いた 一節 を 想 ひ 起す。 やっとの ことで 戀を 遂げた 口 オト は 女 ヘレ エネ を 抱き 

しめて、 二人 はい ま 熱した 接吻 を 交 はしながら、 ただ 無言で ある。 


口 オト 可愛い い …… 

また 繰返して 接吻 を 交 はし、 そしてお 互に 顔 を 眺め あ ふ。 

ヘレ エネ (口 オトの 腕に 犇と 抱かれて、 頭 を 胸に よせて、 ぼつと した 嬉し さうな 目つ きで 見上げながら 夢心地に 

叫く、) …… ああ、 —— 美い こと 美い こと。 

OOOOOOOOT- 

口 オト ではお 前と 死なう か。 

ヘレ エネ (熱烈に、) 生きる のよ、  (男の 腕から 離れ、) どうして 今 死なうての、  八 マ  

口 オト 誤解し ちゃ 可け ない。 昔から 僕は醉 心地に なって …… 殊に 嬉し. S 時 はすつ かり 醉 心地に なつ 

て 了って、 直ぐに も そんな やうな 氣 分になる。 わかった かい。 

ヘレ エネ 死ん ぢ まう やうな。 

D ォ ト (少しも セン ティ メ ン タルな ところな く、」 然ぅ e 死ぬ と 云 ふの は、 ちっとも 恐い も んぢ やない 

よ。 寧ろ 僕に は何處 かかう 懷 かしい やうな 氣 がす るんだ ね。 ^神 を 呼ぶ と、 すぐに もやって 

來る やうに 思 ふ。 死ぬ の はつ まり 一切の 物 ごと を 超絕す るんだ、 過去 を も —— そして 未來 

を も。 

愛の 高潮の 瞬時に 於て 男 は、 『ではお 前と 死なう か』 So  mit  dir  sterben  ！と言 ふ。 過去 を も 永き 將 

來を も、 すべて を此 瞬時に 縮めて 怪しく も 死 を 希 ふ 心 は、 戀 する 者の 胸に 浮ぶ ので ある。 ブラウ- 一 ン 
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グの此 作の 場合に は、 男が この 幸福なる 『死』 を 女に 與 へたので あった。 憎 惡をも 疑惑 を も 名利 を も 

虚榮を も、 また 時間 空間 を も、 すべて 一 切 を 超 絡せ しむる もの は 『死』 あるの みだ レ 

戀の いろくの 姿、 また 更にい ろくの 姿で 現 はれる 死、 この 二つの もの は 人間 生死の 大事 だ。 人 

間の 全 的 生命の 燃燒 である 『戀』 と、 その 生命の 根本的 絕滅 である 『死』 とが、 人生の 大きな 謎で な 

くして 何で あらう ぞ。 

(附言) この 原詩と 辭 句の 解釋と は、 拙著 『英詩 選釋』 (本 仝 集 第 六卷) を參 照せられ たい。 また 文學 にあら はれた 

る變您 性慾に 就いては、 先^ わたくし は 『小 泉 先生 そのほか』 (本 令- 柒第 四卷) のうちに 說 いてお いた。 なほ サデ 

ィ ズ ム その他に 就いては、 前 揭のブ ロッ ホの著 第二 十一 章に ある、 極めて 簡單 にして 要 を 得た、 そして 趣味 ある 

敍 述を參 照せられ る 事を葡 める。 


宣傳と 創作 

『人形の 家』 を 逢 I いた イブ セ ンを、 ある 多數の 婦人た ちが 集まって 招待した。 そして 女た ち はこの 偉 

大な藝 術 家 に 向って かう 言 つ た。 

『世界の 女 たちのた めに 萬 丈の 氣を 吐き、 婦人の 自覺 とか 解放と かいふ 事に 就いて、 人心に 新しい 啓 

示を與 へて 下す つたの は、 あなたの 『人形の 家』 でした。 婦人 は 皆 それ を 深く 感謝して 居ります。』 

イブ セ ンの 返答 は 女た ちに 取って は 意外な ものであった。 『わたくし はそんな りで あの 作 を 書い 

たのではありません。 私 はた だ 詩 を 作った だけな のです。』 

一個の 讀 書生と して、 全く 創作に もまた 實際 運動に も關 係の ない 自分と して 考 へる とき、 この イブ 

セ ンの 返答 は 心の底から 私 を 喜ばした。 それ は 如何にも イブ セ ンの イブ セ ン らしい、 卽ち籙 術 家の 藝 

術 家ら しい 一一 目 葉であった からだ。 これが 世 問な みの 俗物 か 何 かなら ば、 多くの 女た ちから こんな 言葉 

を 聞いた とき、 ぐっと そり 身に なって 得意がつ ただら うし、 またもつ と 俗惡な 奴なら ば、 內心 は大に 

得意で も 謙遜な やうな 一一 一一 口 葉 を 使って、 人 を そらさぬ 挨拶で もした ことで あらう。 謙遜の 裏に は 多くの 

場合、 倨傲が あったり 得意が あったり 自惚 があった りする から。 
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しかし イブセンの 返答が 如 伺に も藝術 家ら しいと 私が 言った の は、 そんな 意味から ではない。 イブ 

セン は、 ：！ 人 運動の 宣傳 なぞす る 積り で その 作 を 書いた のではなかった とい ふこと を、 明らかにした 

からだ。 

すべ て 思想家 ゃ舉^ ゃ藝術 家が ある 目的の ために 宂傳 なぞ をす る^だ、 と 思 ふの は大間 遠 ひで あ 

る。 卽ち世 問と いふ もの を 最初から 眼中に 置いて、 ある 目的の ために 世 問へ 自分の 思想 を弘 布す るの 

に、 學問ゃ 藝術品 を 利用したり 道具に したりす る、 そんな 事 も 固より 結構で は あらう が、 それが 藝術 

家 や 思想家の 本來の 職能 だと 思 ふなら ば、 根本的に 謬見 だ。 私 は 結構で あらう と 言った。 惡ぃ 事で は 

ないから である。 また それ を 自分で も 天職 か 何 かの やうに 心^て ゐる 所謂 『擧 者』 だの、 『藝術 家』 だ 

のとい ふ 者に も 立派な^ 在の 理由が ある だら う。 卽ち 廣吿屋 やべ ンキゃ 東西屋 や、 或はお 役所の 交通 

宣傳 とか、 流感 豫防宜 傳 とか、 保 險勸誘 員と か、 また 說敎 屋、 道 舉屋、 そんな 者に もみな 堂々 たる、 

そして 旗幟 鮮明な それぞれの 存在の 理由が 儼として あるから だ。 その ある もの は、 また ある 場合に 於 

て、 いにしへの 野に 呼ぶ 豫ー W 者の やうに 貴い 者で はない、 と は 一一 目へ ないから だ。 

しかし、 われ は 藤 術 家で ある、 創作 はした が 婦人運動の 宣傳 をした 積り はなかった、 と 答へ た イブ 

センと いふ 男 は やっぱり 偉い。 これ だけの 心がけが あつたれば こそ、 その 自然の 成行きに 於て 立派な 

{ー=； 体^ ともなり、 また 豫 lln^: ともなって 世界の 人心 を ゆるがした のであった。 


世界 大戰の はじめに 於て、 獨 逸の 幾ャ人 かの 碩學が 速お して 間 戰の理 .5 を陳 辯し、 カイ ゼ リズムの 

御用 を 勤めた 宣 を 公に したの を昆 て、 私 は 唾棄す 可し と 思った。 平生 尊敬 もし 信用 もして ゐた獨 

逸の 舉 徒と いふ もの を、 あの 時ば かり は、 成って 居ない 人 たちだな と 私 は 思った。 あの 宣言書の 內容 

が軍國 的な 國家 至上 主義と いふ 根本的な 謬 想で あると か 無い とか、 そんな 意味で いふので はない * 眞 

理の 探求 を 唯 一 最大の 目的と すべき 舉 者が プ a イセ ン 政府の 御用 を 勤めて、 世界への 獨逸宜 傅の 道具 

になって ゐた、 あの 態度 を 侮蔑し ない わけに は 行かなかった。 おなじ 學 徒のう ちで も自. E 思想家 は 無 

論 あの 連署に 名 を揭げ なかった 人 も 多い し、 また そんな 事と は關 係な く、 アイ ンシュ タイン 氏 なぞ も 

署名 を 担絕し た と 問く の は、 ま さしく 舉者 らし い 態度 であった と 思 ふ。 

しかし^^; なぞ は、 また 理窟の つけ やう 次第で 說 敎屋、 廣吿屋 が 任務 だ、 とも 一一 一一 E へば 言へ る だら 

う。 ただ 獨り 文藝 家に 至って は、 苟も 宜傳 なぞの 廣吿 根性 を 抱いて なるやう では、 決して 立派な 創作 

も 出来な いし、 ま た 藝術家 そ の ものの 本質 を も 傷け てゐる わけ だ。 

ひろく 藝術 とい ふうちに も 音樂の やうな 至高 至 醇の藝 術 を、 傳 に用ゐ るべ きものと 思 ふやうな 人 

はま さか 居 もすまい。 宜傳 すきの 米國 あたりで 演る や-つな 自 .5 公愤の 募集 川に 使 ふ 進行 曲の 類 を、 誰 

も 大昔 樂 だと は 思 はないだ らう。 また 繪畫 を宜傅 用に 使へば ボス タァ の繪 看板 だから、 それ を 大藝術 

だと 誤認す る 者 も 恐らくお まい。 そこで 宜 傅かと 誤解され る 虞の 一番多いの は、 すべての 藝 術のう ち 


で 最も 思想 的 分子の 重くなる 文學の 場合で ある こと は 勿論 だ。 

文學 のうちで も 最も 純藝術 的な 抒情詩に、 たと へば 戀を歌 ひ 春 を 讃し世 を 呪うた 詩人が あつたから 

とて、 それ を 宣傳者 だと 見る 馬鹿 も あるまい。 だから 最も 多く この 誤解 を 招き 易 いのは、 近代の 散文 

釗 特に 問題劇、 思想劇、 ある 小說、 H ッ セィ などの 散文の 文舉 である。 

いふまで もな く 一切の 文藝は 創造 创作 であるが 故に、 自己 表現で ある。 詳しく 言へば 作者が 內 から 

迫る 要求の ために 自己 を 表現した ものであって、 自己 以外の 世人と か、 政治 運動と か 社 # 運動と かの 

道具と して 利用すべく 筆 を 執るべき もので はない。 廣吿 用で もな く宜傳 W でもない。 創^! と 自己 表現 

それ 自らに 意義が あるの だ。 プ C! パガン ダは ある 實際 上の 目的に 奉仕す る 廣吿屋 の 仕事 だが、 タリ 

エイ シ 3 ンクリ H イシ 3 ン それ 自らが 目的 だ。 表現の ための 表現で あり、 創作の ための 创作 だ。 決 

して 功利的な ものでなくて 自己 目的の もの だ。 この 意味に 於て、 イブセンが 婦人 達に 答へ た あの 言葉 

は、 藝 術^と して は •  正しい。 昔から 文章 を 經國の 大業な りと いふ 時、 これ を 治國平 天下の 道具に 使用 

する もの だと 心^ろ 思想 は、 獨 り朿洋 ばかりでなく 西洋に も 多かった。 それ はみ な 謬見 だ。 文 藝は徹 

頭徹足 あくまで 自己の た^の 自己 表現で あらねば ならぬ。 それ 以外の もの は文藝 ではない。 

ダ ン テ は 羅馬敎 の 思想 を宜傳 なぞし ようと 思 つ て 、『祌 曲』 を UK いたので はな い】 ミルトン は 淸敎徙 

の宗敎 信仰 を說敎 したり 傳 道したり する^り で、 『失樂 園』 を 書き はしなかった- 否な そんな 宜傅ゃ 傅 
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笾を 目的と せす に 書い たれば こそ、 百 代に わたって 人心 を 動かす あの やうな 大作が 出来た ので あつ 

た。 宣傅 ゃ廣吿 のつ もりで 害 かれた ものなら ば、 三百 年 六 百年 を 隔てて なほ 人心に 感激 を傳 へる だけ 

の 力 ある 作 は、 決して 出來 なかった 苦 だ。 

沙翁は 何等か の 思想 宣傳 のために、 あの 三十 幾篇の 戯曲 を 書 いたで あらう か。 沙 翁をデ モク ラシィ 

の 思想^に こぢ附 けようと する 米^人 も あるが、 また 昆 かたに よって は、 沙翁は 立派な アリス トクラ 

テ イツ クな 思想家 だと も 昆 える の は、 どうした もの だ。 七色が 完全に 調和 せられて 出來た 白光の や 

うに、 沙 翁の 作品に は 赤 だの 靑 だの 思想の 色が 殆ど 無いで はない か。 宣 傅すべき 『思想』 とか 『主義』 

とか そんな ものが 最初から 出て^ ない ところが たのもしい。 さう いふ ものの 無い こと その 事が、 彼 を 

して 偉大なら しめて ゐる 所以で はない か。 

『人生 のた めの 藝術』 と い ふ 言葉 は おしい。 しかし それ は宜傳 だ の 廣吿だ のとい ふ 意味で はな い 。 こ 

の 事 は 更に 他：！： 別の 機^に 述べる。 また ある 作家が 自分の 作物 を齊 いた 後、 これ を 世 ii に 公に する 時 

だけ は、 それが 天 下の 人心に 如何なる 影響を及ぼす 可き かは考 へて 見ねば ならぬ。 それ は 然し 藝術家 

としてで はなく 罩に、 社^生活 をして ゐる 一人と して だけの 義務であって、 藝術 家と しての 事で はな 

い。 その 時 はた だ 平凡な 一市：^ としての 義務であって、 人 r わたくし はそんな 事 を 語って ゐ るので はな 

い。 それと は 全く 刖の 問題 だ。 ^も 文 蘇 家が 犖を 執る に當 つて は、 讀者 とか 世人と か 云 ふ もの を 眼中 
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に 置いて 居て はなら な. s とい ふの だ。 自分の 胸の 中に ある もの を 表現し なければ、 張りつ め 張り裂け 

て 自分が 死に さう になる から、 自分の ために 自分 を 表現す る。 その 心 持で なければ 本 當の藝 術 は出來 

ない。 もし 然ら すん ば 文藝を 廣吿 ビラ か、 樂隊屋 の 喇叭 か、 乃至 は 說敎屋 の講釋 だと 誤認した もので 

ある。 

トル スト ィは晚 年に なつてから 自分の 若 5 時の 作物 を囘 顧して、 それが 純藝術 的な 自己 表現で あつ 

たこと を 後悔し、 あんな 作物 を 破棄した いとまで 言った さう だ。 私 は トルストイの 藝術觀 に はいつ も 

全然 一致す る 事 は出來 ない。 かれが 沙翁を 攻擊し 或は 象徴派の 諸 詩人 を 非難した の も、 根本 はみ なか 

うい ふ 誤れる 藝術觀 に基づいて ゐ たの だ、 と 私 は 觀てゐ る。 若し 飽くまで も 『人生の ための 藝術』 と 

い ふ 事 を 功利 實利 の ため の文藝 と解釋 し、 實際當 面の 社會 人心 のた めの 宜傳 式文藝 なりと いふが 如き 

淺薄 卑近の 見解 を 許す とするならば、 問題劇、 社 會釗の 本家本元 である イブセンが 婦人に 向って 答へ 

た あの 言葉の 如き は 何と 解すべき だら うか。 私 は 繰返し 言 ふ、 イブ セ ンは眞 に 詩人で あり 藝術 家で あ 

つて、 眼中に 宣傳 だの 廣吿 だのと いふ ことがなかった ために、 あの 偉大な 作品 を 世界 文化に 寄與 する 

事が 出來 たの だ。 トルストイ だって、 彼の 名 をして 百 代に 重から しむる もの は 恐らく その 晚 期の 作品 

ではなく、 初期から 中年に 及ぶ 頃の 小說 類で、 それ は 却って 彼 自らが 後に 自分で 破棄した いとまで 言 

つた 作物の 偉大 さに あるの だら う、 と 私 は 信じて ゐる。 
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私 はか かる 意味に 於て 最初から 十字街 頭に 立って 道路 講釋を やる 積り で 戯曲 を 作った バ アナ アド • 

ショ ォの 作品の 如き を、 藝術 品と して は 劣等な りと 見て ゐる。 そして ショ ォと 同じく、 また 同じ 忍 想 

傾向で 社舍 問題 を觀 照しながら も、 宣傳奧 味の 無い ゴ ルス ヮ アジ ィの 作品 を、 イブ セ ン と问 じく 貴い 

偉大な 藝術だ と 私 は 信じ こゐ る。 

問 题釗、 倾 向小說 など はま だ 好い。 これが エツ セィ となると この 點 がな ほさら 紛ら はしい。 H ッセ 

ィ とはい ふまで もな く 散文の 抒情詩 だ、 自己 表現 だ。 社會 運動 や 婦人問題の ための 提燈 持で もな く、 

廣吿屋 の 喇叭で もない。 否な 提燈ゃ 喇叭であって はならない の だ。 创 作と いふ 贵ぃ 仕事で あらねば な 

らな いの だ。 

むかし ヂョ ナサ ン*ス ヰフト が 愛蘭の 慘狀を 見て、 赤兒 を鹽漬 にしたならば 食料に も 供せられ、 一方 

に は 人口 制^に もな つて 一 擧兩得 だら うとい ふ 天下の 名文 を *1 いた 時、 これ を 字面 通りに 解釋 した 馬 

鹿々々 しい 讀者 があった さう だ。 現代の チェ ス タトン は 倫 敦が大 洪水に なった 美 觀を 叙して、 平常に 

ない 壯^ だと 褒めちぎって ゐる。 誰が 赤兒 の鹽漬 を宣傳 したり、 倫敦 全市 を大 洪水に 苦し 夫. せる 宣傳 

ゃ說敎 をす る 狂人が ある だら うか。 創作 は 官ー傳 の 道具で はない。 

しかし 創作家に は、 それぞれ 皆 その 時代に 齎す 使^が ある 事 はいふまで もない。 しかし その 使命な 

る もの は、 創作に 際しての 目的で もな く、 また 或は 寇識 的に この 使命の ためにす るので もない。 .C 然 
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の 結 *、 第三者から！ a て そこに 或 思想の 啓示が あったり 暗示が あったり する ばかり だ。 『祌 曲』 も 『失 

樂園』 も 『人形の 家』 も、 出來 あがった 結果から 見れば、 世 へ 皆 それぞれの 见 想の 偉大な 影響 を與 

へて は 居る。 しかし そんな 事 を 目標と して は ダンテ や ミルトン や イブセン は、 あの 作品 を 創造す-ろ こ 

と は出來 なかった であらう。 ただ 詩 を 歌った、 その 歌った 事 それ 自らに 作家の 使命が 在る。 

教育家 は 巧 給 を 貰 ふ。 しかし 最初から W: 給の ために 敎 育に 從 事す る やうな 教育家に 立派な 敎育は 出 

來 はしない。 またよ い 教育家 は 高い 月給 を 莨 ふ 結^になる かも 知れない。 しかし それが 目的であって 

はならない。 作家の 創作 は宜傳 となる かも 知れない。 否な 作品が 偉大 なれば 偉大なる ほど、 より 多く 

宣傳 となる 事 は 月給の 多 いのも 同じ だら う。 しかし それが 作家の 目的であって はならない こと は、 敎 

宵 者が 月給の ために 仕事 をして はならない のと 同様 だ。 たと ひ 思^の 宣傳 ではなく とも、 藝術 家に は 

別に 藝 術 家と しての た ふとい 使命 も あれば 任務 も ある 事 を考へ ねばならぬ。 否な 宜傳 にならない 作品 

を 出す 文藝家 は、 月給 を 莨 は. f 無報酬で 獻身 的に 働く 教育家の やうに 貴い もの かも 知れない。 さう い 

ふ 人 は 『地の 鹽』 であり、 貴ぶべき エゴイスト である。 

たと ひ 世間が 顧みなくても、 また 誰も 認めて 吳れ なくても、 眞理を 探求し 作品 を 書かす に は 居られ 

ないから、 する の だとい ふ 入なら ば、 それで 本営の 思想家で あり 藝術 家で ある。 若し {ー且 傳と いふ 事 を 

最初から 重ん するならば、 誰も 相手に せす 讀ん でも 吳れ ない 研究 や 創作 はやめようと いふ ことになる 
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だら う。 これ は惡 性の エゴイスト だ。 

-:, 傅は必 すし も创 作の 如くに 侗 性の 表現 を 第一 耍 件と はしない。 ^に 實利實 用の ために 動かさ，， ，、 

或は 流行 を 追 ふ受寶 である 場 <fn さへ 尠 くない。 人^と して は 確かに 第二義 的 生活に 屬 する 事 だ。 ^も 

文筆の 寓に從 ふ もの 若し 讀 者の 顔色 をう かが ひ、 おのれの 筆に 成る 物が 如何なる 影響 を 世人に 與 ふべ 

きか を 顧慮しつつ あるならば、 そ は 創造に 終始すべき 文藝 の大椠 を 以て、 惡 しき 意味の ジャ アナ リズ 

ム に瞭 せし むる ものである。 


近代の 戀 愛 觀 1 終 
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黎明期の 第 一 聲 
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黎明期の 第一 聲 

 コッ ドヰ ン 夫人 ゥ ルス トンク ラフ トを g ふ II . 

S- として 私は考 へた、 社^ 改造への 唯一 の 道と 手段と は、 先づ 婦人の 新生， 向上、 擴大、 

强 壯に俟 つべき だと。 

 ヲ ルト， ホヰッ ト マン  

女 もまた 人類の 一部と して、 ほら を 改造す る 事に よって、 世界 を 改造すべく 努力すべき 

時が 來た。 

— ゴ ッ ド ヰ ン 夫 人 II 

人間 は 賢 さう に 見えても 意外に 馬鹿な 者で ある。 しばく、 自分た ちが /- 間で ある こと を 忘れて *  S 

具にな つたり、 畜生に なったり、 奴隸 になった りして 平 氣でゐ る。 文 藝復舆 期 は 人間 發 見の 時代 だと 

人 は 言 ふが、 古來 三千 年の 文化 發逹史 は 要するに 人 問が、 自分た ちの 人間で ある こと を 忘れたり、 ® 


出したり して 來 た晞史 語る に過ぎない。 もし 近世 史を人 問 解放の 膝史 なりと 首 ひ 得べ くんば、 さら 

に 遠く 溯って 三千 年 四千 年の を囘 顧せ よ。 誰し も それが 束縛 幽囚と 自由 解放との 交錯で ある こと 

を 見る とともに、 同時に また 此^お が 人間 忘却と 人問發 見と いふ 奇怪 至極な 事實の 交互 錯列 である こ 

と を 知る であらう。 

今し ばらく 他の 點は 措く。 婦人と 子供と が 立派な 人^で あると 云 ふ 明確な 事 實を發 15- して 以來、 ま 

だ 百年 あまりに しき やならない と は、 考 へて 見る と 驚くべき こと だ。 すべての 近代 思想の 源泉 だと 目 

ざされ る ルソォ で すら、 女 はや はり 男の 道具で あると しき ゃ考 へて ゐ なかった。 盛んに 人類の 自由 平 

等を說 きながら、 婦人 もまた 人で ある ことに 氣づ かなかった ルソォ は、 今日 通 選擧を 叫びながら、 

婦人 參政を 問題外に おく 者と 先づ 同じ 程度の あたまであった こと は、 一 寸 面白い。 

『女 こども」、 『女子と 小人』、 さう 一一 一一 n はれて 恰も 人 問 以外の ものの やうに 扱 はれながら、 愛犬の 如く 

に 可愛がられ 甘やかされつつ 侮蔑せられ 無視 せられて ゐた 婦人と 小兒 とが、 贲き人 ii であると 云ふ大 

發 見 をす るに 至った の は、 西洋で は 十八 世紀 後半 a マン ティ シズ ム勃與 時代 以後の 事 だ。 日本で は、 

 さあ 何と 書いて 可から うか、 まあ 一： 一年か^ 年 か、 それとも、 も 少し 前から か。 否な 八 r 日で も、 『ま 

だ』 と 答へ て 可い のか も 知れない。 

かう 云 ふ 大發は をな し 得た もの は、 勿論 文藝 上の 偉大なる 天才であった。 それ は 小兒の 無邪氣 さに 
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偉大なる 祌性 をみ とめた 祌祕 詩人 ヰ リア ム* ブレイク であり、 『小兒 は 大人の 父な り』 と 歌った n 然詩 

人ヮァ ズヮス であった。 生れてから 日な ほ淺く 天國に 近く 生きつつ ある 小兒 は、 やがて 年 を 經て大 

人と なる。 天 堂に 近く 生きて ゐた 子供 時代の た ふとき 自由 性と 美しき 人 問 性と は、 人の 世の 穢れに 揉 

まれ 絆 こ 縛られて、 曰 ごとに 年 ごとに 失 はれて 行く。 さか しらな 俗惡な 大人に 於て 兒られ なくなった 

自然 愛慕の こころ、 生活 享樂の よろこび は、 無邪氣 な小兒 時代に 於て こそ 見られ 得べき だ。 ちかごろ 

R 本で も、 急に 思 ひ 出した やうに 兒 童の 自由 窬ゃ 童謠に 深い 意味 を兑 出す やうに なった の も、 つまり 

は 十八 世紀 以後 口 マ ン ティ シズム の文藝 思潮の 末流 を 掬む ものに 他なら ない。 

人 は 幾千 年 前から 雷鳴 を 聞き 雷光 を 見ながら、 それが 陰陽の 電氣 である こと を 知らなかった やう 

に、 『女 こども』 が 人 問で ある ことに も氣附 かなかった の だ。 婦人と 子供と が 人 問 だと 云 ふこと を 知 

るに 至った 此發兒 は、 前世紀 以來の 思想 文化の 上に 現 はれた 多くの 價値轉 換のー つで は あるが、 發見 

として は 確かに ラ ディ ゥムゃ 電氣ゃ 電子 運動の 發 見よりも、 M に 驚くべく 偉大なる ものであった。 

婦人 もまた rap 子と 同じく 人 II である からに は、 解放せられ なければ ならない。 この 事 を 最初に 考へ 

た 者 は、 哲舉の 方面に 於て 佛蘭 西の コンドル セ h の やうな 自. m 思想家であった。 しかしながら 贲 際の 
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婦人 遝 動のう へ に 最初の 動機 を與 へ、 一 卷 の著胥 によって 忽ちに して 電波の ごとき 感激 を ！ 代の 人心 

に傳 へた その 最初の 第一人者 は 女であった。 十八 世紀の 終に 近く、 すべての 自. S 解放 思想の 黎明期と 

も 云 ふべき 口 マン ティ シズム 勃興 時代に、 その 時代の 思潮が 生んだ 一人の 女性であった。 ^ 人 解放 絶 

叫、 第 一 聲 が先づ 人から 出た とい ふ 此事實 は、 女が 先づ 女の 力に よって 解放せられ なければ ならな 

いとい ふ 一個のお 现を 語る ものと して 與味 あるの みならす、 また 動もすれば 挫け 易 からん とする 後代 

の 弱き 女性 を 赘め勵 ますに 足る もので あらう。 

そ の  一 & の 女性と は、 メアリ • ウルストンクラフト (Mary  Wollstonecraft  1759—1797)- 卽ち 後の 

ゴッド ヰン 夫人であった。 彼女の 一 卷の著書『女權擁護み|』">\^^すま1.0110ご11。1クれ17  0「\\ビ111;ョ" 

( 一 じ 九 二 年) は ^ 人參 政、 女子 教育、 婦人 勞働、 結婚、 母性な どのす ベての 問題に わたって、 後の 

笳人遝 動の ために 最初の 暗示と 啓 發とを 與 へた 點に 於て、 近世の 思想 史上 最も 注目すべき 述作の 一 つ 

である" 日本で も 最近に 起らん としつつ ある 人 運動が 若し 上 すべりの 空騒ぎでないなら ば、 先づこ 

の 運動の 源流に 溯って その 史的 意義 を 明確に して かかる 必要が ある だら う。 すべ ての 溯源 的硏 究を學 

徒の 閑 事業に 過ぎす と 見る が 如き、 淺薄輕 佻の 態度 を 以てして^ して 何が 出来る だら う。 

しかし 文藝の 研究者た る 私 をして、 いま 此 メアリ • ウル ス トンク ラフトに 就いて 語る に 至らし めた 

のに は、 また 別の 由来が ある。 


ことし 千 九 百 二十 二 年 七月 八日 は、 世界最大の 抒情詩 人で あり、 革命 思想の 巨人であった シ * リイ 

が、 伊太利の 海に 溺れて 死んだ 百年祭に 當る。 この シ" リイの 細君 ヌァリ は卽ち ウルストンクラフト 

と、 その 良人た る社會 改造 論の 先驅 者ゴッ ドヰン との 問に 生れた 娘であった。 今日 私たちが シェ リイ 

の 詩篇 を 少し 詳しく 讀ま うと するとき、 その 夫人の 筆に 成った 註疏が この 上 もな き 硏究资 料で ある 事 

は、 英文 學を 舉んだ 人の 誰し も 知る ところで ある。 また 彼女が 年ゎづ かに 十七 歲 のとき、 ゼネ、 、ヮの 湖 

^で バイ n ンゃシ H リイと 懸賞で 競爭 して 作った 小說 『フランケン ス タイン』 は、 鬼 氣人を 襲 ふ 妖怪 

談 として 今 曰な ほ 忘れられて 居ない 作品で ある。 私が ここに 語らう とする ウルストン クラ フ ト女史 

は、 卽ちこ Q 才藻 ゆたかな シェ リイ 夫人 を 生んだ 母で あつたの だ" そして 娘 を 生む ぉ產 のために 女お 

は：：" く 死んだ のであった。 

つ、 こ. ウルストンクラフトの 良人で あり、 また シ" リイ 夫人の 父で ある ヰ リア ム • ゴッ ドヰン に 就い 

て は、 社^問題に 關 する 研究の 盛んな 今 曰、 わたくしが 玆に說 くまで もなから う。 ゴッ ドヰ ン の 著 

ボリ ティカル • ジャスティス  -』， ■ • — 

『政治的 正蕤』 は、 當 時に 於て 一 代の 民心 を聳 動した 雄篇であった。 殊に また 彼が 遺した ー篇の 

小說 『ケ イレブ • ヰ リア ムズ』 は、 その 藝術的 愤値は 兎に角と して、 殺人事件の 背後に 潜む 複雜な 正義 

觀 念の 描寫 として、 また 此 種の 心理 小說 の先驅 として、 文舉 史上の 意義 を 失って ゐ ない。 殊に ゴッ ド 一 

ヰ ン の，：：：： に. にお 論 は、 他の 多くの 殺風景な 社會 改造 說を i? へ た 思想家の それと はちがつ r -、 ただ 现窟 お 


ばかり を 列べ たやうな ものではなかった。 ゴッ ドヰン の 說には 常に q 愛』 が改选 論の 基調 をな して 居 

た- 愛 V 根本と した 自由な 新 社 ^を 彼 は 理想と したが 故に、 ゴッ ドヰン の 所說に は必す 『詩』 が あつ 

た」 此點が 詩人 シュ リイに 向って 最も 偉大な 感化 を與 へた 所以 だ。 シェ リイの 妻 メアリ は、 かくの 如 

き 父 を 有し、 ウルストンクラフトの 如き 母 を 有し、 そして また 世界 设 大の 革命 詩人 を その 良人と した 

のであった" 先：. K 的に は その 血統に 於て、 後 H< 的に は その 周 圍を繞 る 人々 の 感化に よって シュ リイ 

夫^ はか れらの 生命の 藝術を 大成し 得た の だ。 

-ー 

荊 躲 を 切り開いて 新しい 逍を 行かう とする 先驅 者の 生涯 は、 いつも 苦悶 苦闘の 一生 だ。 思想と 愛慾 

と 物質との 問 に惱み つつ 悶 へつつ、 かれらの 實 生活 それ 自らが 旣に い つ も 血と 淚で 書き上げられた 悲 

慘な藝 術 品で ある。 殊に 全然 無理解な 世 問 を 相手に して、 弱き 一人の 女性が 自分の 新しい. 笾を 進まう 

とするとき、 運命と 社會 との 恐るべき 迫害 は 免る 可から ざる ものであった。 前世紀 以後の^ 人^ 放逑 

動の ため、 先づ その 最初の 道を拓 いた ウルストンクラフト 女史の 閱糜 は、 卽 ちかくの 如き 悲慘 を桢め 

たもの の 一 つであった。 

^人 覺醒 のために 最 利の 第 一 聲を 放った やうな 女 は、 お ほかた 例の 殺風景な 现 isr はった 「第： 一： 性」 の 
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II 人であった らう なぞと 思ふ讀 者が あるならば、 それ は 大^ 逮 ひで、 ウルストンクラフトの 生涯 は 愛 

の 一 生であった。 その f 愛』 のために こそ、 彼女 は 最も 多く 苦しみ 悶 へたので あった。 

ウルストンクラフト は、 一七 五 九 年の 春に 英京 倫敦の 町はづ れホッ クス トン に^れた。 ^女の 父 は 

大酒飲みで 近所の 評 剁も惡 く、 その 三男 三女 ある 子供の 敎 育に^ 意し なかった こ と は 勿論、 養育 の 義 

務 すら 完全に は^さなかった。 こんな わけで ウルストンクラフト 女^ は、 十九の 歳から 家庭教師 やら 

舉校敎 ：：：； やら を勒め 一 ) 、 辛くも 生計の 道 ^ 講じな けれ ばなら な か つ た。 殳 筆を以 て 世に立つ こ と は 彼 

女の かねぐ の 志望で あつたが、 年； 一-: 十に 逹 する や、 いよ /-,. 飜譯と 著述の かたはら、 ある 雜 誌の 校 

fi- 係 をして 見 す ぼらし. s 生活 を營 むこと になった。 前に 言った 『女權 擁護 論』 の 世に出た の は ： 七 九 

二 年、 卽ち 彼女が 三十 三歲 のこと であった。 

この ハ 牛の 終に 彼女 は 巴 里へ 赴いた。 目的と する 所 は、 怫蘭， 大 革命の 視察と 佛 IS 西 語の 學 おとで お 

クライ マク テリ ゾ ク 

つた。 おもへば 當 時の 欧羅巴 は 一つの 大きな 轉 換 期に 臨んで 居た の だ。 世界 は 米 國獨立 戰.； 卞と佻 

蘭 西 革命と、 この 二つの 大動亂 によって つぶさに 人生の 痛苦 を 味 はって^ た。 米 II 獨 立戰举 が 勃發す 

る や、 おき 血に 燃えた 怫蘭 西の 新 思想家た ち は 身 を 挺し て そ の 救援に 赴いた。 そして 米國 .2 獨 立が 愈 

確保 せられる や、 彼等が 服 前に 目 睹し來 つた 大西洋 彼岸の 美しい 新 理想 國を、 大 洋 のこな た —— 彼 一 

等が 祖國 の怫蘭 西に 於ても 建設した いとの 希望から、 あの 血^い 怫蘭西 革命が 起った ので ある。 今度 お 


の 世界 大戰に 於て、 佛蘭 西が 獨逸 軍^主義の^ 威 を 蒙る や、 米國が 敢然と して その 救援に 赴 いたの 

は、 モの 建 S1 當時 に 於け る 佛蘭西 の 好意に 報いた の だと も 苢 は れてゐ る。 

話が 少しく 横道に 這 入 つたが、 佛蘭西 革命 當時 に 於け る 米 N 人に 對 する 佛人 の 熟 狂 さ は、 今 H では 

とても 想^も つかぬ ほど 烈しい ものであった。 この やうな 雰圍氣 の 中に 住んで 居た ウル ス トンク ラフ 

トは、 ギル パ了ト *ィ ムレイと いふ 米國の 退職 軍人と いつしか 熱烈な 戀 に^ちた。 イムレ ィは利 巧な 

拔目 のない^ で、 當 時の 動 亂を當 て 込んで 一攫千金の 利 を 夢みながら 怫蘭 西へ 渡って 來 た^で あつ 

ヒリ 教.： い 接吻が いつしか 二人の 共椟 となり、 やがて ファ ン ニイと 云 ふ兒を さへ 擧 げた。 しかし 二人の 

樂 L い 夢 はいつ まで も續 かなかった。 ィ ムレイ は n いく も 彼女に 秋風が さすと 共に、 一再なら す 仇し 女 

を こしら へ た" 

ウルストンクラフト 女史 は、 愛 兒ファ ン ーーィ のために は 夫の 無情 をもぢ つと 辛抱して 來 たが、 夫の 

ド 了^が いよく 動かすべからざる 事實 である ことが 確かめられた とき、 彼女 は 遂に 自ら 死 を 決し 

た" • 

それ は 木枯し 吹きす さぶ 十 一 月の ある 夜であった。 最愛の 夫に 振り 扮 てられて 今 は 生き甲斐 もない 

^夂 は、 テムズ 畔の. バタ ァシィ の 橋の たもと に 立って、 人な き 折 を 窺って 居た。 いつまで^: つても 

のない 行人の 足 昔に、 彼女 は 遂に 意 を 決して 端艇？ 借り入れ、 パット-一 ィ まで 漕ぎ出した。 身に 
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. 沁む やうな 雨. -父 りの 秋風に^ き 曝されて 彼女 は 橋 上 を 幾度と なくさ ま よ つた。 こ れは 降り しきる 雨で 

衣服 を 濡れ^ら せて か ら 水底 深く 身 を 沈めん がた めであった。 かくま で 思 ひつめ て 決行し た e:3! 悟 の 自 

殺で はあった が、 彼女 は 遂に 道行く 人に教 ひ 土 げられ て、 復 もや 死に まさる 苦 惱に滿 ちた 寶 生活の 行 

路に 呼び 戾 された のであった。 この 事あって 後、 數週 にして 彼女 はィ ムレイに 對 する 思慕の 情 を斷っ 

て、 . 水久に 彼と 袂を训 つ ことと なった。 

いま 乳 ^卜 を 一 人 かかへ て さびしい 人生の 行路に 行き暮れた 彼女 は、 またもや 文筆に よって 糊口の 

-资を 得る ほかはなかった。 幸に して 當 時の 文 擅 はこの あはれ にも 又う つくしき、 獨 创の才 ゆたか なれ 

女を迎 へる に吝 なる ものではなかった。 卽ち 彼女の 第二の 良人 ヰリ アム *,、コ ッ ドヰ ンに會 つて、 そこ 

. に 〔愛】 の 新しい 生活が 開かれる に 至った のは此 時からで あった。 さきの 夫の やうた 輕薄 才子と ち^ 

ろて、 ゴッ ドヰン は卽ち 上に 述べた やうな 一代の 思想家であった。 

一 一人 は 幸 幅に 滿 ちた 結婚 生活 を倫敦 のかた ほとり サ マ ァ ズ に營ん だ。 しかし ゴッ ドヰ ンは くまで 

も その 自由と 個人主義の 主張 を 以て 立てる 人、 人の する やうな 因襲 結婚の 形式 はとらなかった" 婚 

禮 などと いふ^ 式 は W より 排斥した。 ゴッ ドヰン がその 『政治的 正義』 のうちに 說 ける 結婚 ：1 からい 

へば、 ^5^」 個人の 自. S を 奪 ひ、 女 を 一 つの 財^と して 所有す る 事 だ。 結婚？ T 度 止 は 何等の 惡結 

：果 を^す 虞 は 無い と 一一 目つ てゐ る。 それ を 彼 は 自ら 勇敢に 寳 行して、 世の 因襲に 向って 激烈に 挑戰し 
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た- 彼 は^、 fe^ に考 へた もので、 夫荽 同棲す るから こそ 鼻に もっけば、 また 夫 婦 お 互に 餘 計な 千 涉 

をして 双方の 個性 を 傷け るの だと 一一 一一：： つて、 最初 は 女史 と^に その 近所の 或 家に 部屋 借 七して 居た。 晝 

のうち は 互に 手紙 をと りか はし、 また 各自 分た ちの 文筆の 業に 從 事し、 おそく 晩餐の 食い； ：！. だけ を 共に 

する のであった。 だから， や 曰 傅 へられて ゐるー 一人の あ ひだの 遣り取りの 手 弒は^ に 類 ひなき ばかり 奇 

妙な 物で、 夫 の 問 でありながら 「あなたの 御木 を拜 借いた したいの です』 だの、 『今夜 はお 遊びに 

いらっしゃい』 だのと、 それが 夫： ^閥 係の 生活と はとても 思 はれない やうな 一一 一一 ！： 葉に 滿 ちて 居る。 中で 

も 特に 奇拔 なの は、 ウルス トンク ラフ ト から ゴ * ドヰ ンに與 へた 次の 一 文で ある。 

『わが 友ゴッ ドヰ ン樣。 昨夜 はお 芝居で お 目に かかった わね。 わたしの 方 を 向いて お 笑 ひに なった 

やうで したが、 でも 振り向き もな さらす にお S ましだった わ。 け ふ は 四時 半に きっとい らっしゃい。 

お^ち. S. して； W ります。』 

しかし こんな 生活 もお くは桉 かなかった。 一 七 九 七 年 三月 二十 九日 彼等 は 敎會で 正式の 結婚式^ 擧 

ぐるの 己むな きに 至った。 とい ふわけ は、 彼等の 愛の結晶が 產れ るた めに それ を 『私 生兒』 となす に 

忍びなかった からで ある。 彼等 は 遂に その 所信の 一部 を枉 ぐるに 至った 次第 を こまぐ と 述べて、 友 

人達に 結婚の 披露 を，. したので あった。 

一七 九 七 年 八月 三十日 ウルストンクラフト 女史 は 第二の 兒を擧 げた。 その 名 は メアリ、 これが 卽ち 
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前述の シ I リイ 夫人と なった^ 人で ある" しかし ウルストンクラフト はこの 產褥 から 再び 起つ ことが 

出 米た 「： つた- 夫の 乎 篤い 介抱 も、 知り あ ひの 醫師の 親切な 看護 も、 遂に 施す すべがなかった。 出產 

後 十；：！ にして ゴッ ドヰン 夫人 は溘焉 として 世 を 去った。 歲ゎづ かに 三十 八 歳。 夫ゴ， ドヰン の 造る 瀨 

た. き 悲痛 の 思 は、 彼が 友人に 送つ た當時 の 手 弒に今 もな ほ 後人の 袖 を 絞 ら せる。 

彼女の 遣 骸はォ オル ド* セント-パン クラス 寺院の 境內に 葬られた。 後年 彼女の 忘れ 形 身の メアリ 

と * 詩聖 シ" リイと が 甘い 戀を 囁き 合った の は、 その 母な ろ 才女の 墓 畔に喑 い 影 を 落す 枝垂柳の^で 

あつたと 傅 へ られて 居ス。 

^は 上に ウル ス トン クラ フ 卜の 一 生 を 略述した が、 これ だけで はごく 上つ つらから 見た 彼女の 外的 

閱. M を 語った に過ぎない。 痛ましい 慘 めな、 然しながら また 輝かしい 彼女の 內 生活に は、 まだ 說き及 

ぼさなかった" いま 私 は 更に 史乘 に殘 された 彼女の 經 歷を迪 り、 その 裏面に 潜める 內面 生活 を 探る こ 

とに よって、 更に 新しい 光の 下に 彼女の 悲痛 苦惱の 生涯 を 眺めたい と 思 ふ。 

先 づ^ 一  に 私 は 言 ふ、 彼女の 生涯 や I 貝いた もの は 『愛」 の 一字であった。 波瀾 曲折に 富める その 一 

生 を^ じ-,、 常に 博大 宏遠なる 人 問の 愛が 思索に 於ても 實 行に 於ても その 基調 をな して 居た』 しかし 
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女と して：^ も 偉な りと すべきと ころ は、 彼女が 徒らに 筌 疏な大 acn 敷 を擴げ て、 遂に 人^愛の 何たる 

^, 知らない 凡常な 人道. モ 義^ 流に，：！ ちなかった ことで あろ - 彼女 は^ふ 所の 博大な， 愛が、 先づ偶 

人お か ら出發 しなけ. J.4 ば な ら た いこと を 信じ て 、 之^ 强 調し て 店た) 先づ 彼女 の 霄 ふ 所 ケ- 間く と、 

『人^ a とい ひ ^愛と いふ も * 常に 個人 愛に 基礎 を^かなければ な、 りない" でなければ， そ， ハ. は閻& の^に 尾 を 

曳く 流お の やうに^ 取ない もので、 眺め^へ る 隙 もな う 消え失せる。 私 は 信じて ゐる、 .ur 分の 父母、 自分の 兄お 

姉妹. 自分の 家 杏 を も 愛しない やうな 人から、 どうして 入 顏愛を 期待す る こと が 出來 よ う ぞ o』 

これ は 彼女の 著書 『女權 * 趣』 第 十二 章に ある 一一 一一 c 葉で あるが、 彼女 は その 實 生活の 上に 於ても これ 

を 文字^り に贲 行し 敢行した 女で あ つ たリ 

龔に私 は、 彼女の 父が 大酒 家で 子女の^ 育す ら碌々 出來 す、 その 養育に も 事を缺 いた こと を說 いた 

が、 この 亂ぉな 父と 不幸な 一家 族と の^に 立って、 陰に たり 口. H: になって 幼い 弟 や 妹 を 保護した 者 こ 

そ- (c^-fe 入 解放の 最初の 絶叫^た るべき 彼女であった) 又泥醉 の 父が 母 を 打擲 せんとした とき、 身 

を 以て 母 を 庇 ひ、 その 鐵举を W き 受けた の も 彼女であった。 父の 暴行 は その 愛娘 * て も 容赦し なかった 

ので、 彼女 は 度々 起る 家庭 波^の 仲裁者 たるべく、 夢 まどかなら ぬ 幾夜 を寢 宝の 戶 口に 佇んだ ことで 

あったら Z 

お 妹 1" 漸く 長 じて、 しかも 糊口の 道に 窮 する や、 常に II り附 いた もの は 姉なる 彼女の 恩惠 であ-つ 
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た。 彼女の 深き 愛の 心 は、 親友 ファ ン-ー ィ* ブラ ッ ドが 葡萄牙 リスボンに 病 を 得た とき、 敢然 彼 地に 

赴いて 友の 臨終の 床 を 看護す るに 至らし めた。 彼女が 家庭 敎師 として 一時 身 を 寄せて ゐた キング ズバ 

ラ 家の 令嬢が、 後年 マウント キヤ シ" ル 夫人と なって ピィサ に 遊び、 偶 かの 女の 遣 子で ある シェ リイ 

夫人 卽ち メアリと 邂逅す る や、 往年の 恩師の 面影 tv- 傯び 出で 淚に 暮れた とい ふ 話 も、 ウルストン クラ 

フト 女史の 愛が どれほどまで その 周圍に 深く、 また 遠く 及んで 居 たかを 明確に 證 する もの だと 思 ふ。 

ィ ムレイに 對 する、 報いられなかった 愛の 痛ましい 物語 は玆に W び 繰 返す 必要 はない が、 前述した 

适 o その 不幸な 戀 愛の 形見で ある ファ ン ニイに 對 する 深き 母性愛の ために は、 ィ ムレイの 無 ^をん 堪 

へ 忍び、 又 第二 女 メアリに 對 する 愛の ために は、 平素の 主義 主張 を も 枉げて 結婚の 形式 を さへ 履んだ 

のであった。 

しかし 彼女の 愛の 一 生に、 最も 輝かしい 光彩 を 放つ もの は 何とい つても ゴッ ドヰン との 戀愛^ 係で 

ある。 はじめ 彼女が ゴッ ドヰン に出會 つたの は 三十 七 歳の 時、 そして ゴッ ドヰン の 方 は 四十 歲 であつ 

た >  ふたりともに 齢す でに 不惑に 近く、 ゴッ ドヰン は社會 改造 論の 急先鋒と して、 極端な 個人主義の 

熱心な 提唱者と して、 又 その 忠實 な遒奉 者と して、 負けじ魂と 不覊獨 立の 精神と を 以て 一世 を 動かし 

〈イエ 十 • イン *ぺ チコ ォッ 

た 人。 ウルストン クラ フト もまた、 ホレス ，ヲ ルボ オル をして 『女装の 山犬』 と 罵らし めた 程 に 

自尊心の 高い^ 人であった" 之を忽 ふとき、 二人の 戀 愛史 は、 うはついた ^年男 女の 戀 でなかった だ 
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けに それが 吾等に 敎 ふると ころも 亦 多い ので ある。 

一-われら 二人の 間に 萌 ざした 愛の 芽 は、 同じ 速度 を 以て 二人の ふの 中に 生長して 行った。 いかに 锭ぃ觀 察 者に とつ 

て も、 二人のう ち いづれ が 先に いづれ が 後に 愛した か、 それ を する 事 は困雜 であった らう。 ：： かくして 機 

渐く 熟し、 互の 胸のう ち を 明かし 合 ふ 段に なっても、 ある 意味に 於て は、 ふた リ 共に 明かし 合 ふべき 事柄 は 何も 

無かった と 言って よい o』 

此霄葉 は ゴクド ヰ ンが當 時の 追悽 であるが、 二人の 間に 成立った 愛が 如何に 自然な 徑路 をと り、 ズ 

どんなに 個人の 自由の 上に 基礎 を 置いた 至醇な ものであった かが、 之に よつ- - 十分に 知ら れ ると 思 

ふ A 

かく 理想的な 事情の 下に 成立した ふたりの 結婚 生活 は、 それが また 理想的な もので、 妻 は 夫に 渾身 

の 愛 を 捧げ、 夫 は 又 妻 を 敬愛し 尊重し、 自分の 誇と もして 居た のであった。 後年 ゴッ ドヰン は、 當時 

の 結婚 生活 を 次の 如くに 言 ひ 現 はした。 

『われら は入筠 に 許される R りの 幸福 を 味 はった。 しかし 記惊 せよ、 われらが 幸福で あつたの は、 私が 伎女の 智 

力と、 高 51! で X 大な忮 女の 氣質を 尊敬して 居 たから こその 話であった" われらが. af はった 幸福と 云 ふ もの は、 と 

て も 世間並みの 愛^ば かりで 達成され る やうな たちの もので はな かつ た OJ- 

私 は、 ふと 沙 翁の 悲釗 IT リャ 王』 の 一 節 を 思 ひ 出す。 頑迷な 老王リ ャの怒 を 買った 美しい コ オデイ 


ィ リアに 對 して、 彼女 を^ 取らう と .5. し 出で た フランス 王が、 尊敬 こそ は 愛の^ 礎で あると^く 听が 

あろが、 尊敬と は； 一一 一；： ひ換 へおば 相手の 人格 を 認める とい ふこと である。 かかる とき 兩性關 係 は 夫 唱 婦 

隨な どと いふ 不平 都關 係から 離脫 して、 人格 あり 個性 ある 『人』 と 『人』 との 對等關 係に 移る ので あ 

ろ" この 自由と 平等と Q. 光輝に 祝 幅され た 結婚 生活 こ そ は、 私 Q 常に 說く 人格 を 基礎と した 全 我的戀 

愛. 2 賜で あつたの だレ 

ウルストンクラフト 女史の 一一 愛の 一生』 は、 特に 兩忭 問の 相愛 を 以て 人 性の 根本的 事實 となし、 

又 『人間 生活に 於け る 至高の 悅び』 (ゴッ ドヰン の 一一 n 葉) となした ことによって、 いよ/ \ 光彩 を 加へ 

たので ある。 

ウルストンクラフト 女史の 戀愛 生活に は、 彼女が ィ ムレイと 別れて 後、 そして まだ ゴッ 、ド ヰン との. 

戀に洛 ちない 前に、 も 一 つ 書家 フユ ゼリに 想 を 寄せた 痛ましい 失 戀の揷 話が 傳 へられて ゐる。 そのこ- 

ろ 出版 所の  ジ  3  ン ソンの 家に は、 多くの 文士 や 美術家が 出入して ゐた。 彼女が ゴッ ドヰン と 初めて 扪 

識 つたの も此處 であった が、 その 前に フユ ゼリに 切なる 思 を 寄せた のであった。 しかし それ は 遂に 此 

富 凌に よって 報いられなかった 悲しい 失戀の 物語と して 終って ゐる。 約： 世紀 を 隔てて 後、 大詩 人リ 

バト • ブラウ 二 ング が、 この 揷話を 村 料と して 女史の この 失 戀の心 持 を 書いた ；篇が ある。 それ は必す | 

しも 厳密なる 史 實に據 つた もので はない が、 あの 激しい ^ 人 解放の 絶叫 者が、 その 半面に 於て いかに が 


も 『愛』 に 生きる 女らしい 悲戀の 心境 を 示す ものと して、 わたくし は 今 その 一. 節 を^す る S 

さ 

Oh  but  is  it  not  hard.  Dear? 

Mine  are  tlie  nerves  t こ (一 tutke  at:  a-  nlotlsr- : 

it  a  s 一一 Id(T  二 n>ps  I  xhinlk ン vith  fear: 

while  lor  you  did  tlh-e  danger  dared  Lring  help 11 

PVorn  a  Hon 一 s  den  I  could  steal  his  W1K】P, 

\vith  ae  s.ipent  round  mc,  stand  sttck-sti」, 

Co  sleep  in  a  c 一三 rdivanl, — so  would  win 

\JJW  In」 the  一 ><)wer  tc  dar (-  and  二 o 

valiantly I just  for  yon  ！  R.  Browtiing,  M ョ/  Ivollstonecrafl  a ミ /  Fit  sea-, 

(大意) ああ、 され ど S ；、 そ は 難き にあ、 りボゃ C 鼠 を 見て すら S ふ はわが 心。 蜘蛛の 落ちる を 見： さへ。 れ、 

屋敷に も 入、 りば たちに 死なん われな り- しかし、 がた めと あらば、 —— 危險を E す ことが ある わざ 

ならば、 虎穴に 入っても^ 兒を 得ん》 蛇 を 身に 卷 いても ずっと 立つ を へく、  K 地に て 眠る ミ と を も 得 5- 

なるべし" かく 無理に も 押して S し 得る 力 を われ は W ベ けん、 雄々 しく も。 そ はた だれが ため。 


筢問 なく 胸奥に 燃え て ゐた愛 の 靈光 は、 女が 遭遇した 千 波の 浮世の 荒浪ム 之^ 沿す ことが 出來な 

かった。 その 最後に^る まで も 保持した 溫 S 深い 愛の 心 は、 容智に 輝く 此 女の 麗容に 著しく 現 は れ 

た。 詩人 サウジ ィは 彼女の 明眸 を讃 へ、 夫ゴ" に ヰンは その：^ する が 如き 慈愛の 微笑 を讃 嘆した。 い. 

ま 英國國 民 肖像 畫^ の 壁 上 を 飾れる 彼女の 溫容 は、 當 時の 畫壇の 異才 ジ ョ ン*ォ ピィの 筆に 成れる もの. 

だ- また 寫眞 とい ふ ものの なかった 時代に、 彼女の 生き/、、 した 姿が 此^: 大な 肖像 盡 家の 筆に 描かれ 

て 不朽 に傳 へられて ゐる^ は、 獨り 婦人 解放 史 3 る ものの 喜び のみで は な い " 

ウルストン クラ ソ ト 女史の 述作 は、 IT 娘の 敎 育に 就いて の 考察』 と 題した 小冊子 を はじめと してお 種 

か あるが、 眞に 近- 朮 婦人運動の 源泉と なった もの は、 一一：：' ふまで もな く 前揭の 『女^ 擁護 論』 である。 

いま 此 名著の 内容 ヶ- 紹介す るに 先. たって、 わたくし は玆に 二三の 舆味ぁ る事寳 に讀^ の 注意 を 促し た 

『女 權摊^ 論』 は 一 七 九 一 一年の 刊行 だから、 彼女が まだ ゴッ ドヰン と 結婚す る 前に 書かれ た 物で あ 

る。 從 つて その 夫た る 立派な 思想家の 感化と 助 一一 一一 口 と を 得て 出來 た もので ない 事 は 遺憾に 思 はれる 點で 

は あるが、 それだけ また 强く 彼女の 個性と 獨創 性と が此 書に 現 はれて ゐる わに である。 おもへ ば 近世 


：^9 ~ - 
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の 思想 史上に 大波 湖 を 捲き 起した 婦人運動 I しかも その 第  一 飾れる 此論 著が， 一せ も 乃 子の 力 を 

借らないで、 しかも また 日.^ ならば 『女い.、 舉』 時代に 相 常すべき 十八 世紀の 英國に 於て、 純然たる 一 

入の 女性の 力に よって 書き 上 げ ら れ た と 云 ふ 壯 快な る 事 K に は、 甚大 の 意義が あると 思 ふ。 殊に また 

彼女の 閱歷^ 想うて 此 一 卷の論 著に 對 するとき、 思想と 實 行と を 並行せ しめる ことに 極めて 雄々 しい 

勇敢な 生活 態度 を 執った 女史 その 人 を 憶うて、 讀 者は瞧 しも fl 然として 襟 を 正さざる を 得な いだら 

う。 まことに 此書 は、 あれ 程までに 慘憎 たる^ 生活の 苦しみ を^め 盡 くした ウルストンクラフトが、 

みづ から 0 體 験と と を 血と 淚と. V 以て 喾 いた^ 命の 記錄 だ。 そこに 空理 蜜 闘 は a られ ない。 (f 

十く 此名 著の 原書 を 得たい と 思 ふ 人に、 私 は T1 ョ sect ク 

Jiijr.ry 笫 七十 卷 n にある 尿！？ K をお ぬめす る。  ) 

婦人 解放と いへば、 誰し も先づ イブセンの 「人形，：： 家』 を 想 ひお こすで あらう。 そして あの ノラが 

へ ル マァに 向って 言 ふ 一一 目 葉、 『自分が 自分に 對 する 篛務 です』 の 一 語が 想ひ當 るで あらう。 そして 此言 

紫 ケ- 以て ウル ス トンク ラフ トの 名著の 次の 一 節と 對 比せられよ。 

ヶ^ 仝般に 就いて^へば、 かれらの 第一 の 義務 は、 合理的な 生物と して 彼^ & 身に 對する 義務で ある。 ：： こ 

の ^務を 遂行せ ずに^ ます や う な 種類 の * 活は、 必 然的 に 女性 を 澄 落せ しめて 單な る 人形 となす もので あ る 0』 

(『女 f 擁. ^Is』 ^ 九 章)  . 

n はれた 女 を 「人形』 と 呼び、 In, 分が 自分に 對 する^ 務』 とい ふが 如き 霄 葉 は、 今日に 於て こそ 極 


めて I 平凡で あるが、 右の 一節に よって これらの 語の m 典が いづく にある や を 知る とき そこ" 

じめ て t 想 G1 を も 突きと める ことが 出来る。 舊の霄 精通す る 事 ふかき 批評家 ブランチ S 

適し こ、 ぇフ セン は ミルの 『女性の 屈從』 I、 更に 溯って ウルストンクラフトの 著に も 接した のて 


この 『人形』 とい ふやう 眷 葉が 今日す でに 少しも 珍ら しくない と 同じ やうに、 ウルストンより 

富して 直れば、 誰で lit な、 HJJ 

物 こ ^これが 當 時に 於 5 激の讓 と 見なされ たことの 方が 寧ろ 不可思議 だ 良 ゆ： 

"常套 の 語に 滿 ちて ゐる。 しかしながら また 他の 一面から 言へば ルソォ の 如き 大 IJn" 

の ri なかった 十， 世紀末の 西歐 は、 iiiiH^ 

hi さう いふ 時代に 生き、 さう いふ 周圍 の 中に 身 を 置きながら、 f^^H 

また 特に その 說く ところ I 分の 實 生活の 上に も 敢行し 得た 一個の 

とき、 誰し も ウルストンクラフトの 謹と 天才と に 多大の 敬 f 拂は is な 

ら" ドキ ンの傳 ふるところに 據れ ば、 女史の 『女權 I 論， I かに 六 籠に して 書き上げられ^ 

とい セ I の 如き も 直截な 所 も あれば、 また 十八 世紀 特有の 美 I？ 聯 ねた 所 も あり、 0? 


列の 如き^だ しく 不整 頓で あり、 また 精 疎 一なら やして、 爆 本題 以外に 走り 全體に 統一 均整 を缺 くと 

ころ、 如何にも 急いで 書き上げられた ー氣呵 成の 作 だとい ふ 感じが ある。 ただ その 文字の 背後に 閃く 

晤：； 小と 啓お とに 至って は、 一世紀 をへ だてて オリヴ • シュ ライナ ァ 女史の 婦人 勞働 論と なり、 ギル マ 

ン 夫人の 女子 經^ 論と なり、 H レ ン* カイの 結婚 論と なり、 パ ンカァ ストの 參政 運動と なって 强く现 代 

の.^ 性 を 動かして ゐ るので ある。 ハヴ ロック *H リスが 此 名著 を 評して 『近代の 女 權擴張 論と 雖も、 こ 

れ 以上 何等 補正すべき 必 耍を昆 ないだら う』 と 言 ひ、 ^人參 政論 者と して 名高い フォ セット 夫人 も 

亦、 この ー卷の 名著が 婦人運動に 與 へた 貢獻は アダム *ス ミスの 『富國 論』 に 比すべき ものな りとまで 

激賞した の は、 必 すし も 溢 美 の 首 ではない と^ふ" 

おも ふに 女お がその 夫、 その子、 その 姉妹 兄弟に 注いだ 個人 愛が、 更に 大きく 更に 廣く 『人 II 愛に 

向って 波打った』 ところに 此ー卷 が 成った 亊を想 ふとき、 たと ひその 內容が 令： n から^て 何等の 獰策 

新お を铋 しないに 佝 はらす、 私 ども は 婦人 解放の 黎明期 を吿 げた 此^ 一  聲に、 たと へやう もた き 熱意 

と 底力の こもれる こと を 認めざる を^ない。 まことに 此ー卷 こそ は、 十. ^ 世紀 以後の 新世界 を 建設し 

た 大きい 礎石の 一 つであった。 そして その 礎石 は 誰の 力 を も 借らないで、 ただ 一 人の かよわい 女の手 

1 つで 据 ゑら れ たのであった W 
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六 

わたくし は必 すし も 原本の 次序 を逐 はすに、 出来るだけ 簡單 にゥ ルスト ン クラ フトの 名著の 撮要 を 

試みる * 

過去の 女性 を 顧みる と、 女が 一 人前の 人 問で あると 認められなかった こと は、 西洋 も 日本 も 全く 同 

様であった" 佛敎が 女人の 罪障 を說 くと S じく、 西洋の 昔の 禁慾 思想 もまた 婦人 を 以て 永久に 呪 はれ 

たる 者と 觀じ、 羅甸 語の Femina  (女) は 『信仰な きもの』 の 意味に さへ も 用 ねられた。 ウルストン 

クラフトが 生きた 十八 世紀 とても、 法則 因襲 萬 能の 古典主義の 時代の ことと て、 女性の 扠隸狀 態 は 依 

然として 萄態 を脫 して 居なかった。 女が 生， V- 此 世に 受 くる は、 ただ 男性の ために その 虐使に 甘ん やる 

道具に 過ぎす と 見られて ゐた。 女が 生きる こと は、 それ 自らが 『目的』 ではなく して 他の 何等かの 『乎 

段』 たるに 過き すと 考 へられた。 女史 は 先づ此 風潮 を 憤慨して、 

レヴ オリ ユウ ショ ン 

『今や 女性の 風習に 一大 革 命 を 起すべき 時は來 た。 女性の 失 はれた る 尊 威 を 再興すべき 時が 來 たの だ。 そ 

して 女 も 亦 人類の 一部と して 自ら を 改造す る ことによって 世界 を 改造すべく 努力せ しむべき 時が 來 たの だ。』 (第 

！ニ 章) 

と 叫んだ. * 
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.:- 八 阯紀 はに^ へ ば、 女性 は W 性 を 向上せ しめる 逍具 に過ぎないの だから、 勢 ひ 女性の 牋能は 結婚 

によって 始めて 發 揮され る譯 である。 だから 未婚 女子の 唯一 最大の 目的 は 『婿 探 し』 とい ふこと 

である。 彼等 はこの 目的の ために は、 本 當の戀 愛 か 芽ぐむ まで 待つ とい ふやうな 廻 はりく どい 方法 は 

執って ゐら， れ ない。 遮二無二 その美 貌と嬌 態とに よって、 ^性の 肉 情 を そそる とい ふ 手っ取り早い 

方法 を 執る。 

ウルストンクラフトの 透徹せ る 直 觀のカ は、 先づ かかる 思想より 生す る 病弊に 注がれた。 病弊の 第 

一は、 女性に 結婚 以外の 生活様式 を 担 否す るの 結 架、 結婚 は 女に とって 男性の 就職と 同様に、 衣食の 

逍だ と考 へられる に 至った こと だ。 生れな がらの 理想主義 者で あり、 又 正しい 意味に 於け る戀 愛の 髙 

^^であった ウルストンクラフト は、 かかる 『何人も 之 を 寄れ し、 法律 も 之を認 むる 賨姹 制度』 (第 九 

章) を 否定し、 『その 肉體 を、 夫が 妻 を 扶養す る 努力に 對 する 適正の 報酬』 awra 章) と 思惟す る ことの 

迷妄に 極力 反對 したので ある。 

病弊の 笫ー 一として 女性が 徒らに 外貌の 美 を 誇り、 人 聞と しての 修養 を 忘れる とい ふこと が 指摘され 

た。 女史の 言に 俟 つまで もな く、 婦人の 容貌の 美 は、 『傾く 日影であって、 ：：： 眞 夏の 盛り 過ぎて 後 

は、 夫の 心 をつな ぐに 足らない もの』 である。 その 果敢ない 美貌の 鑌く 限り、 女性 は 女王の 如く 男性 

を 支配す る。 そして 一朝 槿 花の 粧ひ色 あせて は、 扠隸の 虐使に 甘んじなければ ならぬ。 何れの 場合に 
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於ても 兩 性の 平等 關係 は^めな いこと となる。 女史が^ むと ころ は 夫 喝婦 嗨 でもなければ、 况んゃ 

婦 1  曰 夫隨 でもない。 それ は實に 入 問と 人間との 對等 平等の 關係 でなければ ならぬ と 喝破した の で あ 

る" 

第三の 病弊と して 擧 げられ たの は 容姿の 端麗の ために、 身體の 健康が 犧牲に 供せられ ると いふ こと 

である。 日本人が 肺病 やみの 撫で肩 を 讃美し、 支那 人が 不自然な 纏足 を 喜び、 欧米人が 柳^ を 賞め た 

りするな ど は、 何れも 男子 横暴の 結果、 婦人の 弱き を 喜んだ 實例 である。 女史 は 一一 一一 口 ふ、 『その 生涯の 大 

部分が 病氣の 治療と 苦痛に 費され る やうな 人 問が、 どうして よき 妻で あり、 よき 母で あり 得よう ぞ。』 

しかして 女史が 最も 痛嘆した の は、 身體の 虚弱が 女性 隸屬の 素因と なって 居る 點 である。 古臭い 語 だ 

が、 健全な 精神 は 健全な 身體に 宿る。 虚弱な： E 體は 必然的に 因循な 魂 を 宿す。 

人 或は 一 i=n ふだら う。 天 才は遞 病弱の 人に 昆 られ る。 その 傑出した 精神力 は 決して 健全な 身體に 支持. 

されて は 居なかった と。 女お， は 此點を も 反駁して 一一 一一！： つた。 なるほど： 大才 は往々 にして 虚弱であった。 

し i しあの 異常な 精神力 は 決して 不健全な 肉體 から 生れた もので はな い" われわれ は 寧ろ^ 學，： ：- 探究 

や 詩の 创 作に 沒 頭して 生命の 焰を 消盡 しながら も、 あれ だけの 大事 業 を 成就 した その 旺盛な る 體カ を 

3^ すべ きもので はな いかと" 霄稍 奇矯に 失する の 嫌 ひ は あるが、 これ もまた 半面の 眞理を 道破し^ 

たもの だ * 
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最.： 伎 にこ Q 1? に^する 彼女の 眞意 を 誤な く傳 へんが ために、 煩 を 厭 はす 玆に 全文 を 引 川したい と 思 

ふ" 

^ も L も 女^! が 男性 の 肉恷滿 足 のために 造られた もので な いならば、 また 若し 彼女が 男性 のた め に 衣食 の 具 を 供す 

ベ き 高等： 卜 女 たるべく 造られた ものでないなら ば、 その 必然の 結果と して、 眞に 女子の 敎 育に 留意す る 父母の 筚 

一 め^ 務は、 よし 身 體を强 健なら しめず とする も、 ^くと も 美と、 女らしい 長所と いふ 謬 想に よって 彼女 S 體椅 

T 

を 破：^ しな いこと であるべ き だ。』 (第三 章) 

また この 『女權 擁護 論』 のなかに は、 殆ど 他の 問題との 均衡 を 失する までに 力 を 込めて 女子 敎^ 論 

がおかれ てゐ る。 しかし 私 は 彼女の 脫 線に 倣って 玆に また 數千 一可 を 費して、 本題に 餘り關 係の ない 國 

K 敎 育.，" など を 紹介す る 愚を學 びたくない。 否な 極端に 言へば 私の 最も 感心し ない 筒 所 は、 十八せ 紀 

思想の 露骨に 現 はれた この 敎育論 だと 言って 差 支ない。 しかし 筆端 一た び 女子 教育 論に 及ぶ や、 彼女 

の 文藻 は g 々たる 光輝 を 放つ て、 今な ほ 吾々 を 首肯せ しめ ざれば 已 まない とい ふ 趣が ある。 

彼女の f& 見の 第一 は、 佛蘭 西の H ルゴシ ィ ュスに 端を發 した 教育 感化 力の 過信に 對 する 修正で あつ 

た。 彼女 は、 女性の 地位 を 向上せ しめる ために は敎 育の 偉力 を 借らなければ ならぬ こと を 主 摘した. 

が、 それに 先だって 社 含 改造が；：； はれる に 非 すん ば、 その 效果が 甚だ 稀薄で ある こと を 指摘して 居 

る。 又 彼女 は、 世人が 往々 にして 敎 育-て-以て 生計 を 得る ための 手段と なす 倔 見 を较 し、 それが 『漸次 


完全の 狀態に 進み 行く 一個の 人間 を 形成すべき 最初の^^』 だと 説く ところな ど、 を 現代の 敎育 諭 

として 兑 て も 卓：^ たる を 失 はない。 

旣に 『祌と 人と をつな ぐ 糸』 である 理性の 敎養を 担 否され た 女性に、 ほされた 唯： の 力 は 木 能の 夠 

き 光で ある" その 本能 さへ もな まじ か 人間の 仲 人り 七した だけに、 動物の 本能の やうな 銳敏さ を 朱 

つて 了った-ご いふに 至って は、 女史の 言 ふ 如く 女性 は 『あらゆる 動物 中で 最も 悲慘な ものである』 に 

ちが ひない。 かくて 女性 は：： 取 31- その 唯一 の 職能た る、 妻たり 母た るに さへ 適しない やうに なって しま 

つ た。 小舉 兒童敎 育の E 的 は、 母の 膝下に ある 時に 習得した 惡 癖の 矯正に あると 云 つ たやうな 奇^お 

呈す るに 至った。 

女お は、 事の ここに 至った 原因 を： に 男性の 暴戾 に； | した" 

『女性 S 眼界 を廣 め、 その 理性 を IS かしめ よ。 しからば 女 件 は 盲 H;s 服 從ょリ 起す るに 逄 ひない」 檨カは 常に 

盲目的の 服從を 要求す る。 故に 暴れ や 色^が、 女性 を 無知の 境遇に S かう と 努めた の も 無^ はない。 蓋し 前者 は 

奴隸 のみ を 欲し、 後者 はた だ 玩具 を 欲した ので ある。』 (第二 章) 

男性 は 女性 を壓 迫して、 自分の 思 ふ 通りの 美しい： ^隸を 造り上げた。 しかし それ は 女性の 不幸ば か 

りで なく 人類の 不幸であった。 ただ K 母 良妻た らんが ためにの み 仕立てられた 女性 は 遂に 一 個の 『人』 

たるの 鼓 格 を 失って、 結局 は 妻たり 母た るの 能力 を も 完全に 有せざる に 至った。 
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かくて 女史 は、 男女 兩 性が 同様に 敎存 されなければ ならぬ こと を. 張した。  ^ 

『もしも 結婚が おに 社會の 結合 物で あると いふなら ば、 男性 も 女性 も问 じ^ 準の 下にお 育され なければ ならぬ。 一 

然ら ざれば^ 忭 n 係 は 決して！ R; の 伴侶と 稱 する ことが 出來な いし、 又 女性 は 女性 特有の 義務 を 遂行す る こと も 出 

來 ないで あらう。 これらの 事 は 女性が 立派に 公 R たるお 宵 を 受け た 時： ： 始めて これ を 望む ことが 出來 るの であ 

るに (笫 十二 章) 

かくて 女史の 論 は 百 尺 竿頭 更に 一 歩 を 進めて、 贝女 北ハ學 すら もカ說 して ゐる、 今を距 る^-:, H 二十 年 

,3 に 於て。 

七 

次に また 女史が 兩 性の 道徳に 就 い て t  一！： ふところ を閒 かう。 

善惡の 標準と か 良心の 本質と か は 女性に は 關係は 無い。 女に はた だ 表面の 禮俊 作法 を敎 へて、 その 

ラ おのみ を 取締って おけば 可い。 また 女子に は 世 問 の 評判が 大切 だ、 ん Si としての 獨 立の 道德的 批判 

た ぞは無 W だ。 まづ かう いふの が 十八 世紀の 女性 道德觀 であった。 女史 は 之に 對 しても 手 ひどく 反對 

の^^ を舉 げた。 性の 相 異によ つて 道德 律に 甲乙の 兹 あるべ きで はない。 殊に 婦人に のみ 通 ffl する 道 

德聿 とい ふが 如き は、 表面の 行爲 のみ を 修めて 世 問に 迎 ベ：： する こと を敎 へろ 功利的の もの. た。 それ は 


凄と して 又 母と して 男性に 滿：： えそ 與へ るた めに は、 かくかくの 行爲を すれば よいと いふ こと を 示す に 

過ぎない。 此 場合、 問題 は行爲 の善惡 から 行爲の 利害と いふ ことに 移って しま ふ。 卽ち或 女性が 一 つ 

の行爲 七した 場合、 その 行爲の 善惡は 一 に、 その 行爲が 男性に 致した 貢献の 多寡に よっての み 判斷さ 

れた。 すると 猫 は^-て 捕る から 善 だとい ふこと になり、 鼠 は 魚を盜 むから 惡 だとい ふこと になる。 動 

物ば かりで はない、 植物に も鎵 物に も 器械に も、 善-へやら 惡人 やらが 存在す る ことになる。 

女史 はこの やうな、 女性 獨 立の 存在 を 無視した 道德 に反對 した。 女性 特有の 道德 に反對 した。 女性 

特 おの 道 德と云 ふ ものが あらう 喾 はない。 それ は 男性の 場合と 等しく 『人間と して： の 義務 道德 でな 

ければ ならな い と 主張した。 

然 らば 人 問と して の 義務と は どんな もの か。 永遠の 原理に 基礎 を 置いた 絕對 的の 道 德とは どんな も 

ので あるか。 女史 は此 問に 答 へ て、 一 言に して 言へ ば、 それ は 意識的な 義務 觀念 でなければ ならぬ。 

卽 ち，：： n 己內 心の 现 性が 命じて 善と なす ものに 從 はねば ならぬ。 決して 世 II の 貢 ふ 所に よって 左右され 

て はならない。 

脔 式な 女性^ 德觀の 最も 極端な 例 は、 處 女の 純潔に 對 する 世人の 考へ方 だ〕 處 女の 純潔よりも 前 

に、 肉體の 純潔 を 要求 せられて 居る。 だから 彼女が 一朝 不慮の 災難に よって 肉體の 純潔 を 汚された と 

き. 彼女 は その 精祌の 純潔 を も 失った ことになるの だ。 その 時の 彼女に は、 絡對 的の 道德 から 判斷す 
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れば. せも^ 住 はない の だが、 しかし 彼女 は、 いかなる 乎 段 を 講じても 終生 拭 ふことの 出來 ない 汚辱 を 

ぉ豕 つてし まふの だ。 しかし 本當の 意味から 言へば、 無垢な 魂の 泶徵 としての み 無垢な 肉 體に價 倣が あ 

るので ある。 

ウルストンクラフト は 純然たる 理想、 王義の 立場から、 只管 行爲の 動機に 重き を 置いて、 內 心の 淸淨 

を 要求した。 

『心 をして 淸 からしめ よ  しから ぱ行爲 は 自ら 正し かるべ しに (第五 章 第三 節) 

私が 本節に 述べた 所の 女史 道德觀 は、 今日から 觀れば 毫も 耳新しい もので ないか も 知れない が、 そ 

れを 確信し 寳行 する 人 は 今日で も鮮 いのが 事實 だ。 

しかし 以上 說く 所の すべて は、 女史の 婦人 解放 論から 昆て 寧ろ 前提た るに 過ぎない。 卽ち 今日まで 

女子の 道德 性の 劣れる は、 全く 婦人 虐使の 結果で ある こと や-女史 は 指摘した。 曰く 

『女性 無. g の 人 部分 は 性の 專 制から 生ずる ので ある。 乂 現在 巧詐が 女性 性格の 一 半と なって る こと は 私 も 承 

認 せざる を 得な いが、 それ も 暴虐から 生れた ものである。』 (第 十一 一 一章 第五 節) 

女性の 社會的 地位 を 向上せ しめす して、 その 理性 德性 を開發 せんと 努む るが 如き は、 全然 本末の 顚 

倒で ある。 先づ 女性. て 解放せ よと 彼女 は 言 ふ。 

* マン シ ベイト 

- ^ 放された とき、 女性 は 始めて 完 仝な ものと なる c』 (同前) 
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『女性 を 解放せ よ。 しからば 彼等 は卽 座に 理性 あ リ德性 ある ものと なる であらう。 又 男性 は 更に 理性 あ リ德性 あ 

る ものと なる であらう。 女性の 改善 は问 時に 男性の 改善で ある。 現在の 如く 仝 人類の 牛數を 桎梏の 下に 置く 不正 

義は、 必ずや その 遯制 者に も 報復 を 加へ、 男性の 德性は その 蹂 鯛しつつ ある 女性に よって 蠢毒 さるる に 至る であ 

らう。』 (第 十二 章？ 

女史の 所說に 於て 多と すべき 點は、 その 眼が 常に 人類の 全 野に 注がれて 居た ことで ある。 彼女 はい 

つも 女性の 幸福と いふ ことより 前に、 ひろく 人類 全體の 幸福と いふ a 地から 問題 を觀 察して ゐた。 單 

に女忭 とい ふ 立場の みから 出發 した 偏狹な 婦人 解放 讁は、 ^局 かの 『男女の 戰」 とやら を激發 する に 

過ぎない 無 E な 論議 だ。 女^が n 十く も 婦人問題の 黎明期に 於て 示した 女性 解放の 人道的 論據 は、 なが 

く 後人 を 啓發し 指導す ベ き 目標 を與 へ たもので ある； 

しからば 女史に かくの 如く 廣き 眼界 を與 へ、 女性 通冇 G 缺陷 たる 狹甭： 偏執から 彼女 を 救うた もの は 

果して 何であった のかと いふと、 それ は 彼女の 不覊獨 立の 精神と、 熱烈な 『自由の 愛』 とであった。 

彼女 は その 序文の 中に 言 ふ。 

『久し い 問、 私 は 獨立が 人生の 偉. K なる 至福で ぁリ、 あらゆる 德 行の 茶 礎で ある こと を 信じて 來 た。 おは ベ るけ：；： 

を 食べないでも. たと へ 不毛の 荒野に 眠らう とも、 獨立を 欲して 巳まないで あらう。』 

又^ 1 H; 早に はかう 言って 居る。 
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『.；：：.i£ こそ は 性の^で ある。 もしも 女性が 體 質的に 奴：^ であって、 ，；！；： 山の 爽快な 大^ を 呼吸す る ことが 許され 2 

ないならば、 彼等 は 常に 土 離れした 花の 如くに 凋み、 自然界に 於け る 美しき 瑕 ものと， ん なされざる を 55： ないで あ 一 

女性^放^^の 核心 は實 に此 『自由』 の 二字に おする。 自山 のない ところに 人格 はない。 人格の な 

いところ に逍義 なく 戀愛 なく 理性がない。 自. H を與 へる と 云 ふこと は、 つまり 女性 も 一個の 入 ii だと 

認める と 云 ふこと に歸 著す る。 解り 切った 話の やうで、 その 頃まで は 人が 餘り考 へなかった 逍理 であ 

る" 

自. S が 女性に 與 へられた とき、 兩性關 係 は 面 W を 一新す る。 それ は玆 君と 扠隸 との 闢係を 離れて、 

人^と 人 11 との 平等 關 係に 移る" 妻 は 最：： 十 『美しき 人形』 ではなくて、 夫の 友人で あり 伴侶で ある * 

かくの 如き 自由と 平等と によって 祝福され た 兩性關 係 を、 女史 は 『友誼』 の 名に よって 呼んだ。 女史 

は此 語に よって、 眞の戀 愛に よって 結ばれた 男女の 對等 1 係 を 現 はし、 また 『獸 慾と しての 愛』、 『愛 

なき 性的 征服 慾』 と IHH 刖 せんと 試みた ので ある) また 性關 係が 主從^ 係 を 離れて 平等 園 係に 移る 當 

然， 2:^^ として、 一夫一婦の 制 は 避く 可^らざる ものと なり、 男性の 性的 純潔が 女性の それと！： 找に 

要求され るに 至る ので ある。 此點は より 女史が 滅 本書のう ちに 繰返し カ說 したと ころであった。 


ウルス トンク ラフ ト 夂& が此 一 卷 のうちに 説く ところ は、 多くの 車 枘が雜 然として 極めて 多岐に わ 

たって ゐる。 これ は 如何な る問题 に で も 最初 に先づ 手 を 着けた 人 の 論議 に 免れない 缺點 では あるが、 

その代り また 婦人問題に 關 する 總 ての 方面に 就いて 何等かの 最初の 暗示と 示 咬と を與 へ た 功 は、 な が 

くお すべから ざる ものである。 たと へば 以上の ほか 女子 參政 權に關 しても、 全篇 中た だ 次の 一節に 就 

いて 此！ 1： 题に觸 れてゐ る。 しかも 當 ゆ いまだ 一般^: 人が かかる 點には 夢想 だ も 及ばなかった 頃の^と 

て、 女史の 口吻 は 極めて、 つつまし やかな ものである〕 

『 い つか はお 行して 兑た い、 とかね.？ S つて nw る こと を 申 上げたなら、 或はれ：： さんの お 笑 を 招く か も 知れない 

が、 私 は 女性に も 代議士がなければ ならぬ、 現.^ の やうに 出 ssa な 政治の もとに ある 代リ に、 女子 も 亦 W 接闽政 

にや 與 しなければ ならぬ と 思 ひます。， { (第 九 章). 

この 婦ん 參政權 問題 は、 後に ミルの 『女性の 屈從』 を 待って 始めて 論理的 极 據を與 へられて、 それ 

が 遂に 一 一十 世紀^ 作の 姑 人 參政權 運動まで 成熟した ものである。 

女史 はまた： W 人の 職^ 問 题 にも 曾 及した。 經 濟的獨 立と 精 祌的獨 立と は、 m はば 刚翼 双輪の 關係を 

. なすが 故に、 女子 鸱. 菜の 自由が 認められざる 限り、 K 人の 自. S は筌 名に 過ぎない と 女史 は考 へた。 然 


るに 常時 十八 世紀 ごろまでの 女性に 向って 解放され た 職業と いへば、 賣 笑の 外にはなかった。 そして 

この 貞操 の 職業が、 過去の 女性 を 束縛して 扠隸の 境遇に おき、 戰|1 すべき^ 辱と 慘狀を 人類の 感 

史に淺 した こと は 言を俟 たない。 女史が 經濟 的^ 立 をカ說 したの は、 卽ち 婦人の 屈辱た る 此賣笑 制度 

を 絶滅せ しめんが ためであった。 

かくて 女史 は、 婦人に 最も 適した 職^と して 翳^ ケ 擧 げた】 英國で 女醫が 許される やうに なった の 

は、 實に 本書 刊行の 後 五十 年を經 てからであった こと を 思 ふとき、 ここに もまた ウルストンクラフト 

の 先 a の 明が 知られる。 

『女 權擁 擁護 論』 は 十八 世紀の 後半、 すべての 解放の 思想の 黎明期に 於て、 幾千 年の 長夜の 眠から、 

はじめて 世界の 女 をめ ざました 哓銃第 一 聲 であった- のち g に此 書の 所說 に哲舉 的 基礎 を與 へて、 組 

サブ ゼ クシ ョ ン* ォゲ • ウイ メ ン 

^ある 簿 まった 議論と したの が、 卽ち 後の ジョ ン， ステュ ァ アト， ミルの 『女性の 屈從』 である。 

花々 しかった 浪漫主義の 初期に 一 人の 女^の 筆に よって 現 はされ たホ張 は、 のち 半世紀 *v 過ぎて 同じ 

く英 の ミルに よって 遂に 思想の 問題と なる までに 大成 せられた。 それが 更に 前世紀の 後半から 今の 

. 新世紀に 及んで、 實際 上の 婦人運動 となった ので ある。 
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0  (『狂犬』 中の 飜譯も 含む) 


『狂犬〗 卷 頭に 

かりに 狂犬の こころもち になって 世の 人を兑 たなら ば、 かく も あらう かと 思って、 «1 いて 見た のが 

最初の ー篇 である。 本來、 一^- 究 である 私が、 かう いふ 突飛な ものに 筆 をつ けたので あるから、 若し 

これが. 江 戶 時代の 文人なら ば、 『戯 著』 とで も 1  一一 2 つ て おく かも 知 れ ない。 折角 書 いた もの だからと いふ 

薄弱なる 理 山の ほかに、 また、 多少 世 道 人心 を 益す る ものであると いふ 確信 あるが 爲 めに、 敢 てこれ 

を 世に.，、， 〈にす る 事に した。 實を 言へば 私 はスタ アンの 『トリストラム • シャン， ティ" か、 さもな くば 風 

來 山人の 『風流 志 道 軒 傅』 の やうな 類の もの を、 いっか は 書いて 見たい とい ふ 宿志 は 有って ゐ たが、 ま 

だ ^機 を 得すに ゐて、 たまく 筆 を 執れば、 こんな 『狂犬』 の やうな、 似ても 似つ かぬ 妙な 物が 出來 

て 了った。 おし ー讀の 後に、 白 村が 馬鹿な もの を 書いた と 言って 笑って 下さる 人が あるならば、 望外 

の 幸で ある。 

短篇 七 章の 最後の ニ篇、 『夢な りし か』 と 『寂滅』 と、 前者 は 怫のモ ォパッ サンの、 後者 は 米の ボォ 

の、 共に 短 Si の 傑作と して は 世に 知られた る もの- 私が はじめて 之を譯 して 或雜 誌に かかげた の は 今 

からもう 十四 五 年 も 昔で、 まだ 來京の 文科 大舉 にゐた 頃の 學生 時代であった。 その 文體 が、 今日 行 は 
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れて 居る 翻 譯小說 の それと、 全く 趣 を 異にして ゐ るな ども、 自分に とって は 却って 懷 かしい 扛 年のお 

も ひで- ゲ 一語る ものである。 

大正 四 年 十二月 

厨 川 白 村 

鬭者 附記。 如上の 文章に 見えた る 『狂犬』 は 著者 晩年の 意志に 副 ひ仝然 省略した。 


內 容 


短篇 

老婆 (佛、 モォ 。ハッサン)  ニー 九 一 

(佛、 トウ リ ェ〕  一 靈 

猩々 物語 (英、 キ プリング)  一一 一一 一一 

母親 (英、 ヰ イダ)  一一 一一 一一 一 

M0  (露、 チェ ェ ホフ)  一一 一一 一一 ノ 

夢なら しか (佛、 モォ. ハッサン)  一一 一四 五 

(米、 ポオ〕 II 以上 『狂犬』 より  一一 一 五一 一一 

夕 暗の 空 (S? 典 ヒア ルマァ • ゼ エデルべ ルヒ)  一一 一六 一 

背 ノノ  I 一- 1& 

靜寂 (米、 ポオ)  一一 一七 0 


詩  4 

へ レ ン のきみ に (米、 ポオ)  一一 一七 五  一 

F —— に (米、 ポオ)  一-一一 七 七 

ささやき (英、 ラゲ ァ)  ,  11ー 七 九 

晚秋 (英、 ォォス ティン)  11X0 

わがな やみ 〕英* シ モン ズ)  一一 一八 = 

戀歌 (佛、 トゥリエ)  Hi 八 一一 一 

夜の， (佛、 ゴォテ イエ 及び ュゴォ )  一一 一八 五 

月下 (佛、 ， エル レエ ヌ)  一一 一八 九 

慕 春 悲歌 (獨、 レエ ナウ)  一一 £ 

精舍 S. シ ルレ ル)  一一 一九 =1 

新モ ンロォ 主義  四 。一 


^  ^  (佛、 モ ォパッ サン 作) 

I 

十五 年と いふ もの、 自分 は 絶えて ギル II ォニュ の 方へ は歸ら すに ゐ たが、 秋に なって 久々 で そこ へ 

機に 出かけた、 そして 友人の 家に 客と なった。 普佛戰 爭で獨 逸人の ために 打ち 壞 された 邸宅 を、 友 は 

改築して 了った) 

自分 は あの 邊ー帶 の 地が 非常に 好きだ" nz に 受ける 感じから 言って、 あんな 好い 處は 滅多にない。 

全く あの 景色に は 肉感的に 惚れ込む ので ある。 人と いふ もの はよ く 土地に 心 を ひかれて、 ； ^なれた 泉 

A- か 森と か 池と か 山と かいふ ものに は、 何だか 嬉しい 事で もあった やうに、 いつまでも 懐かしい 思 出 

が附纏 ふ。 時として は 偸 快な 日に 唯の 一度し か 行った^ のない 林の かげ、 流の ほとり、 或は 花盛りの 

. 果樹園に も、 忘れが たい 思 出が 殘る。 ちゃう ど 或 春の 朝、 ふと 锊 で 見た 薄 衣 を 着た 美しい 女の 姿が、 

身に も 心に も、 何だか 名^惜しい 忘れ 切れない 樂 しみの 思 を 遂げなかった といった やうな 心 もち を、 

胸に のこす と 同じで ある。 
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全く 其 邊ー帶 が 好きな の だ。 あちこちに 小さい 森が あって、 土 を 養 ふ 脈管の やうに 小川が 流れて ゐ 

る。 河で^ ゃ鳗ゃ 蟹な ど を 取る の も 面白い、 また 水に 這 人って 浴す る 事 も 出 來た。 岸に 茂って ゐる背 

の 高い やの なかには、 山 鵜 を a つける^ もあった。 

草 を わけて 行く 二 匹の 犬の 後 を 追うて、 自分 も 山羊の やうに 氣輕に 歩いて 行った。 右 乎の 方に 友 は 

百 米突 も 離れて、 首蓿の 草原 を 蹈んで 行く。 ソォ ドルの 森の 端のと ころ を 曲る と、 そこにつ ぶれた 一 

& の 小^が あった。 

ふと 自分 は 想 ひ 出した。 戰爭の 前の 年、 この 小屋 を昆た 時には、 小 ざつば りした 葡莉蔓 の 絡んだ 家 

で、 に は鷄が 遊んで ゐた。 ^ばかりに なって かう も 荒れ 粱 てて 了った 破れ 家より、 みじめな 物が 

世 に またと あらう か。 

また 想 ひ 出した。 一 人の 女が、 酷く 疲れた 日に 私に 葡萄酒 を 一 杯吳れ た。 そして 友 はこの 家の 者の 

事 を 私に 話して 聞かせた 布が ある。 老爺の 方 は密獵 者で、 これ は 何でも 憲兵に 殺された。 息子の 方 

は、 ，：：： 分 も 一度 會 つた^が あるが、 武 竹な 大 ER で、 獵 にかけ て は 孰れ 劣らぬ 豪の者であった。 村の 人 

たち はこの 一家の 者 を 『野良』 と 曾って ゐ たが、 それ は.^ 名な のか 踔名 なのか。 

自分せ 友 を 呼んだ。 の そく 大股に 歩いて 此方 へ 來た。 

『あの^の^ は 如何な りました。』 


かう 訊いた ので、 友 は 次の やうな 話 を 私に して 聞かせた。 

『いよく 戰 ゆが 始まった とき、 三十 三と いふ 男盛りの 息子 は、 ^を 一人^に 殘 して、 召柒 され まし 

た" 人から はさう 氣の毒 がられなかった、 とい ふの は 婆さんが 相 常に 金 を 持って ゐる事 を 皆が 知って 

ゐ たからです。 

人里離れた 森の 端くれの 一軒^に、 ^さん は 一 人 ぼつち でゐ ました。 が、 平氣 です。 何 を^っても 

この 一家の^と M じく、 丈夫な 背の 高い 瘦 せぎ すの 老婆で、 滅多に 笑 ひもせ す、 人 もまた 戯談 一 つ 言 

ひかけ る 者はゐ ませんで した。 總體に 出舍の 女と いふ もの は 笑 顏を兑 せない もので、 笑 ふの は^のす 

る 事に なって ゐ ます。 ！^陶 しい、 少しも 晴 やかな 所の ない 生活 をして ゐ るので、 氣も心 も 滅入 ^やう 

か み 

な 女ば かりです。 そりゃ^の 方 は 時には 居酒^へ でも 行って 騒ぎ もし ませう が、 女房さん と來 ては^ 

が 年中、 f^ij かみつぶし たやう な^め 面 をして ゐま さあ。 つまり 顔の 筋肉が 笑 ひで 動く とい ふ^を 知 

らな いんです ね。 

婆さん はいつ もと 變らぬ 暮らし をして ゐ ましたが、 小^ は^もな く 雪に 包まれました。 一週 問に 一 一 

度、 村へ 麵龅と 肉 を 買 ひ 出しに 行って また 家へ 歸 つて 來 ました。 途屮 狼が 出る とい ふ^が あるので、 卯 
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. 息子の 鏽び饯 砲 を^に して、 乎に は 古ぼけた 杖 を 持って、 この 北" の 高い 女が 少し 前屈みに、 雪の 中 を 

の そくと やって 行く 風 は暂に 珍妙で した。 {1 髮頭を 誰に も 見せない やうに すつ ぼり と 被った 頭巾の 

上へ 鉞 砲の 筒 だけが 出て ゐ るんで すな" 

或 日、 lyr€I 兵が やって 來 ました。 家 ごとに 皆资 力に 應 じて 宿舍を 割當 てる 事に なった ので、 少し 

は貯 への あると いふ この 老婆の 處へは 人の 兵が 来ました。 

N 人と もに 究竞な 立派な おです、 肉附 のい い 髯の奇 匿な 碧眼の 若者、 連！ 《 の 疲勞を 物と もせす 元氣 

で、 占^地に 來て 居ながら、 ごく 温良し いおでした。 みんな 此婆 さん 一人 をいた はって、 親切に、 な 

る だけ K 力 を かけない やうに、 の少 いやう にと 心掛けて やりました。 雪の 降る 寒. S 朝な どに、 この 

叫 人の^が 井戶 端で 腕 まくり をして 手水 を 使 ふ。 北 人に 常な 美しい 桃色の 皮 腾をぢ やぶ^' 水に 浸し 

ご ばん 

てゐ ると、 その^ i に 婆さんが 奔走して 御飯 斿へ をす るので す。 それから 四 人の 荒くれ^が 人 マ 度 は 察 所 

を 掃いたり、 床 を 拭いたり、 木 をき る、 芊を むく、 衣 物の 洗濯 をす る、 何から 何まで 家事 芘端を やる 

所 は、 どう a て も 息子 四 人で 母親に 仕 へて ゐ ると いふ 格でした。 

しかし 婆さん は、 いつも 自分の 息子の 事ば かり 思って ゐ たのです。 あの^の 髙ぃ瘦 せた、 鼻の 曲つ 

た、 目の 褐色が かった、 上唇に 黒い 毛の 蒲 團を附 けた やうな 堅い 髭の ある、 息子の 身の上ば かり を老 

へて ゐ ました。 そして 今 自分の 家に 來てゐ る 四 人の 敵 兵に、 わが 子の 事 を 毎日 訊く のでした。 


『歩兵 一 一十三 聯隊 —— 佛蘭 西の あの 聯隊 はい ま 何處へ 出て ゐる のか 分りません か、 悴 がその 隊にゐ る 

ん です。』 

『そり や 全く わかりません ね』 と 四 人 は 言 ふんです。 

ra: 人と も 呰銘々 故 國には 母親の ある 身です から、 この 婆さんの 氣苦勞 の ほど もよ く 思 ひ 遣って、 色 

色と 親切に してやりました。 それで また 婆さんの 方で も、 敵と は 云 ひながら 此 四 人を悄 からす 思った 

のです。 元來が この 百姓 どもに は 敵愾心と いふ やうな 事 は 解ら な いんで、 それ はま あ 少し 上等な 人の 

言 ふこと です。 贫乏 だから 負擔は 重し、 何かと 言へば 取り立てられ、 頭數が 多いた めに 自然、 大砲の 

御馳走に もな りが ちで、 大勢 一 緖に 殺ら れる。 まあ さう 言ふ譯 から、 國と國 とが 一 生 懸命に 戰 ふとい 

ふ 意味 も此 人た ちに は 能く 呑み込めな いんです ね。 

『四 人と も 旨い とこ へ^り 込み やが つた』、 婆さんの 家に ゐる獨 逸 兵の こと を 皆が 左様 首 つ てゐ まし 

た。 或 朝の 事です、 婆さんが 獨 りで 家に ゐ ると、 遙か あちらから 一人 の^が やって 來る、 それが 郵便 

配達 だと いふ 事 も 直ぐに わかりました。 一封の 手弒を 置いて 行った ので、 婆さん は 例の 針仕事の 時の 

眼鏡 を 出して 讀ん だのです。 

「前略、 ここに 悲しむべき 報知 を 差 上げ 候。 御子 息 どのに は 昨日 砲彈 のた め、 身 は 二つに 割かれて 

戰 死なされ 候。 戰友 として 相 並びて 戰ひ 居た る 小生 は B 近に 居り 候。 若し 當日萬 一 の 事 あらば 故國 
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へ 報知の^-を、 衝て 小生へ 依顿 致されし に 候。 衣 褻に 在りた る 時計 は 小生お 預り 致し S き、 戰 後に 

御 地 へ 持^ 可 致^。 

匆々。 

歩兵^ 二十 三 聯隊に て  リ ダ ォ』 

手紙の U 附は 一一： 迎 il 前にな つ てゐ ました。 

^さん は 泣き もせす、 身動き もしませんでした。 殆ど 苦痛 を すら 感じない 程に、 全く 茫然と して ゐ 

たのです。 『ああ 悴は 死んだ の だ』、 唯 これ だけ おへました" 

それから 少しづつ 淚が 目に 浮んで、 ^て は 悲嘆に くれました。 苦しい 忍が それから それへ と 胸へ 込 

み 上げます。 可愛い あの 息子 を 二度と 抱かう と 思っても、 もう 出來な いんです。 父親 は 憲兵 に^さ 

れ、 の 方も^: 西 兵に 殺ら れて了 ふ。 砲 彈で身 竹 處を 異にした、 身の 毛 もよ だつ 其 光景 を 婆さん 

はい ま s の 前に^る やうな 氣持 がしました" ：！.：： は 落ち目 は 開いた 儘、 そして 常 も 怒った 時に する やう 

に、 太い 口髭の 端を嗨 ひしば つた そのお 様が ：：•• 。 

そしに しても 死骸 は 如何して 了った でせ う。 亭主の 折に は、 額に 撣 丸の 道 入った 儘で 戾 つて 來 まし 

たが、 今度の 息子の 方 も、 せめて は死體 だけで も 送り 還して 吳れる ものなら と、 親心に は 思った ので 

せう。 
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そのうち 人聲 がしました。 1： 人の 普魯西 兵が 村の 方から 歸 って來 たのです。 婆さん は .¥ 速 乎羝を 

^^に 入れ こ、 そ 知らぬ 振りで 兵隊 を迎 へ、 淚も 拭き取る だけの 時 問 はあった のです から、 平生と 變 

ら ぬ顏附 をして ゐ ました。 

W 人と も 面白さう に 笑って ゐ ました。 無論 盗んだ のでせ うが、 立派な 兎 を 一匹 持って 歸 つて 来たの 

です。 そして これから 御馳走 をす るんだ とい ふ 事 を、 婆さんに 目く ばせ しました。 

婆さん は 早速 御飯の 支度に 掛かりました。 が、 兎 を 殺す 段に なって、 これに は 弱りました、 無論 初 

めて ぢ やな いんです がね。 で、 兵隊の 一人が 兎の 耳の 後の 處を 打って 殺して やった のです。 

见が 粒され ると、 婆さん は 皮と 赤い 身と を 離しました。 しかし 乎 は 血み どろに なり、 生溫 かい 血が 

没々 冷えて 闳 まっての 來るを 兌る と、 婆さん は總 身が 慄へ たのです。 まだ 皴動 をして ゐる この 兎の や 

うに、 自分の 息子 も 二つに 割かれ、 血が ぼと ぼと 垂れる のが ぢ つと 兌え るので す。 

四 人の 兵隊と 一緒に、 婆さん も 食^に 就き はし ましたが、 一 口 も 食べられませんでした。 四 人 は そ 

-,  わき  , 

の 方に はお 構 ひなく 兎 をば くつ いて ゐ たのです。 婆さん は默 つて 傍で 見て ゐ ましたが、 腹に は 一 つ E あ 

はくが 有った のです。 勿論 平然たる 顏 をして ゐ るんで すから、 彼等に 氣の附 かう やうはありません。 

『もう 一 パも 一 緖に 居ながら、 まだ^さん の 名 も 知らないんで すよ』、 婆さん は 出し 拔け にかう 言 ひま 

した。 & も その 意 を 悟って n: ャ速 名乘り をし ましたが、 それで は 足ら ネに、 婆さん は 一 々名前と 所書き 
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を 钺 i- に 害 かせました。 そして 眼鏡 を 大きな 鼻の 上に 掛けて、 ぢ つと、 この わけの 解らぬ 書 附の字 を g 

しま  of 

兑 てから それ を 疊ん で、 例の 息子の 訃音の 手紙と 一 緒に 衣 S に藏 つたので す。 

『皆に^い 事 をして お上げしょう』、 食事が 濟んだ 時 婆さん はかう 言って、 四 人が 寢る 屋根裏の 部屋に 

芻秣を 運び 始めた のです。 

四 人 もこれ に は 一寸 驚き ましたが、 寢 るのに 餘程 暖か だとい ふ 說明を 聞いて、 成程と いふので 自分 

たち も  一 こ， 乎 傅った のです。 屋根まで 芻 秣の束 を 積み上げて、 四 壁 ことぐ くこん もりと 包んだ、 

^かい 匂の 大きい 部屋 を 一 つ 抱へ 上げて、 そこで 心地よ く寢る 事に なりました。 

食事の 時 婆さんが  一 口 も 食べない のを氣 にして、 尋ねた 者が ありまし たが、 唯 痙攣 だとば かり 言つ 

てゐ ました。 それから 婆さん は 火 を 焚いて よく 暖まり、 四 人の 獨逸兵 は 毎 晚使ふ 梯子 をの ぼって 寢に 

行きました。 

^戶. V- 閉める と、 直ぐに 婆さん は 梯子 を 取り除け、 そっと 表の 戶を 開けて、 藁 を どつ さり 待って 歸 

つて、 ^所 一杯に 積み上げ たのです ね。 跨 足で 雪の 降る 戶 外へ 出て 行き ましたが、 こそと も 昔 を させ 

ません から、 だれも 知らな いんです。 婆さん は 時々 四 人の 男の 大きな 鼾， 聲に 耳を澄まして、 さて これ 
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で 用意 も 十分 だと 思った 時、 火の 中へ を  一^く ベました。 いよ/ \ よく 燃えつ いた 時に、 それ を ま 

わらた ば  t と 

た 外の 藁 束の 上 へ 置いて、 今度 はまた 戶 外へ 出て ぢ つと 眺めて ゐ ました。 

數秒 にして、 火 は 忽ち 兑 ごとにば つと 燃え 上りました。 家の 中 一 面の 火です。 見る/ \ うちに 全體 

がー つの 炎々 たる 竈に なって、 凄じい 炤を あげる。 その 光が 狹ぃ 窓を拔 けて、 眩 ゆい 程に 外の 雪 を 照 

らすと い ふ 有樣。 

屋根裏の 万から は 大きな 叫喚が 聞え ました。 苦痛と 恐怖 を訴 へる、 胸 を つん 裂く やうな 悲鳴です。 

おとし ど  ぬ 

まもなく 落戶は 内側に 落ち込んで、 渦 卷く焰 は 忽ち^ 根 裏へ 通って、 藁葺の 屋根 を K いて 了 ひ、 -X? く 

空中に 炬火の やうに 燃え 上りました。 家 全體が 火に なった のです。 

焰 のばち/ \ 燃える 音、 壁の く づれる 響、 梁の 落ちる 音、 さう いふ ものの 外 はもう 何も 聞え なくな 

りました」 屋极は 急に 落ち込んで、 煙の 雲、 火の 海の なか を、 家の 燃えさし は 盛んに {仝 中に 吹き上げ 

ら れてゐ ました" 

きらめ 

皚 々たる 野原 は、 この 火光に 照らされて、 赤で 色 どった 銀色の 布の やうに 煌きました。 

遠くで 鐘が 鳴りました" ^さん は燒 けた 家の 前に 直立して、 若し あの 兵隊の 一人で も 逃がして はと 

E わって、 息子 Q 鋭 砲 を 持って 控 へてゐ たのです。 

ほう 

S よく 禁^った のを兑 すまして、 婆さん は 鐵砲を 火の 中に 投り 込みました。 爆聲が 聞え ました。 


大勢 やって来ました、 村の 者 も、 普^: 西 兵 も。 

婆さん は 木の 株に 腰 を 卸して 泰然と して 澄まして ゐ ます。 佛蘭西 人と 同じ ほど 佛蘭西 語の 話せる 

一人の 獨 逸の 士官が、 『兵士 はどうし たか』 と 訊きました。 

今 はもう 消え かかって ゐる 赤い 焰の 塊の 方へ、 婆さん は その 瘦せ こけた 腕 を 延ばして、 强ぃ聲 で 答 

へ ました" 

『あの 屮に 居ます。』 

の 者 は 婆さんの 周圍に 寄って 來て、 『如何して また 火 を 出した のか』 と 訊く のです。 

『私が 火 を 放け たんです』 と 婆さんの 答。 

こ り や 婆さん 不意 の 災難で 氣が 少し 狂 つたなと 思って、 誰も この 一一 一一；： 槳を M に 受け る 者 は 居 ま せんで 

した" それから 段々 皆が ffi まって 來ては 色々 尋ねます と、 婆さん は 事の 一部始終 ケ 話して 聞かせ まし 

た。 最初 先 づ乎弒 の來た 事から、 家 もろとも 四 人の 燒け 死ぬ ところまで、 すっかり 話した のです。 婆 

さん は 自分の 心に 思った 事、 自分の した こと、 唯一 つで も 忘れす に 事 こまかに 話しました。 

話し 終って 衣 藪から 一 一枚の 紙 を 取り出し、 消え かかって ゐる 最後の 火の 光に 照らして それ を a わけ 

るた め、 婆さん はまた 眼鏡 を かけました" そして 一 枚の 方を兒 せて、 『これ は 枠の 死んだ 方です』 と赏 

ひ、 他の 一 枚 を 出して また かう 言った のです。 
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『四 人の 名前 は こ こ に 書き 附け てあります、 誰か こ の 事 を故國 へ 知らせて 遣ったら いいで せう。』 

婆さん は 白い 羝片を 士官に 渡しました。 士官 は 彼女の 肩の 處を つかま へ ました。 

『どつ したの かと 云 ふ 次第 を、 手紙に 書いて 遣って 下さい。 そして その il 人の 者の 親類へ、 それ を や 

つつけ たの は 全く この 私 、「野良」 娑* たとい ふ 事 を 忘れない やうに 知らせて 下さい』 と、 更に 述べ立て 

るので す。 

士官が 早. 速獨逸 語で 何 か 部下に 侖令を 傅へ ますと、 兵士 は 彼女 を 捕へ て、 まだ 熱して ゐる 壁の 所に 

突立た せました。 十二 人の 兵士 は、 婆さんに 面して 二十 米突の 距離の 所に 一列に ならびました。 婆 さ 

ん は.^ 動き もせす、 ちゃんと 覺悟 はじて ゐ たのです、 唯 待って ゐ ました。 

命令が 下る と共に、 長い 鐵 砲の 昔が 錢 いて 響きました。 ー發 だけ 外のより 後れて 發 射した のが あつ 

たのです。 

婆さん は 倒れす に、 た^ 足 だげ 薙き 取られた 者の やうに、 ぐに やりと なりました。 

獨逸 士官が 近寄って 昆 ますと、 婆さんの 體は 殆ど 眞 二つに なって ゐ ました。 皺 だらけの 手に は、 血 

でべ と. <\ になった 手紙 を 放さす に 居た さう です。 

X  X  X  X 

友人 は此話 をして 更に 言葉 ど 足して 言った。 


3J1  


『その 地に 在った 私の 邸宅 を 打ち 壞 したの も、 獨 逸人が 全く 報復の ために やった 察です。』 

私 はこ \ で 燒き 殺された 憫 むべき 四 人の 事 を 思 ひ、 また 壁に もたれて 銃^され た 婆さんの 與暴を も 

忍った。 

自分 は 小石 を 一 つ 拾った。 それ は 火で 燒 けて 黑 くな つて ゐた。 
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^  0  (佛、 トゥリエ 作) 

十 一 月の 或 ゆ ふべ、 ！ 聖 カトリン 祭の 前夜であった II ォゥ プリ イヴの 中央 監獄の 鑌 門が 開いて、 

ひ 一.^ の 女が 9^て。 年 ごろ は 三十ぐ らゐ、 色の 褪せた 毛の 上衣 を 纏うて、 蒼 ざめ た その 顏に は、 木 翁に 

粗末な 帽子が 舊 しく^^の やうに 5 る。 懒げな 脹れた ® の やうな 顏色 は、 讓の秦 を I た 

者の 常 だ。 

この 女 はい ま 放免され たばかりの 囚人で、 獄中で は 仲間の ものが 皆 その 生れ 故 鄕の名 を そのまま 

に、 『ブル トンの 女』 と 呼んで ゐた者 だ。 嬰兒 絞殺と いふ m, 罪に 問 はれて、 監獄 馬車に 載せられ、 ここ 

へ这 られ てから 今で ちゃう ど 六 年になる。 

自分のか^ を 返して 貰 ひ、 また 獄中で 儲けた 僅かば かりの 貯金 を 書記局から 受取って、 いま 出獄の 

身と なった。 ラングル 行と い ふ 襄書づ き の 通行 券 も 貰 つて ある。 

ラングル 行の 乘合馬 単 はもう 出て 了った。 女 は 不恰好な 風に よろめきながら、 びく， （- もので J 

地で は先づ 重立った i 屋へ 4 りついた。 どうか 一夜の f、 と 如何にも 自信の 無い とい ふ 口調で 

頼んで は 見た が、 宿屋 は 旣に滿 員、 それに また 主人 はこん な 客 は あまり 泊めた くも 無い の だ 力ら、 更 
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に 村 は づれの 旅. 飽屋 へと 指圖 してやった。 

前よりも ー歷 びくついて 行った が、 女 はやつ と 其 宿屋 を 尋ね 當 てて 戶を 叩いた。 もとより 宿屋と は 

言 ふ ものの、 厳格に 言へば 舟 夫の よく 來る 酒店ぐ らゐの 所で ある。 女主 人が 出て 來て、 さも 不審 さう 

な 眼 付で、 じろ くと 今お 人った 女の 頭から 足の 爪先まで 見る ので ある。 これ は 何でも 監獄から 出た 

ばかりの 女 だな と 確かな 所 を 嗅ぎつ けて、 遂に k 終って 了った" 矢張り 寢窒が 無い と 云 ふの をロ實 

に Q 

女の 方で は强 ひて とも 言へ す、 這々 の 體で首 をうな 垂れて 出て 行った。 自分 を 疎外す る この 世 問 を 

か ち 

憎し と 思 ふ 念 は 胸の 底に 湧き もす るが、 さて 仕方 もない。 ラングルまで はすつ と 徒歩で 行かなければ 

ならぬ。 

ひとす ち 

. n の 短い 十一月の 暮だ、 森 を 貫く 薄黑ぃ 一條の 道路、 まもなく 益々 喑 くなる その 閽を女 は 迪ス。 吹 

きす さぶ 北風に 散る 木の葉 は、 地上に うづ だかく、 空に も 舞 ふ。 

ああ 幽囚 坐 紫の 六^、 いま は 歩む すべ を だに 知らぬ。 膝の 關節は 硬く、 木履に 惯れた 足 は 新しい 靴 

に 締め付けられ たやう。 まだ 二三 里と は 行かない うちに 肉刺が 痛み 出す。 女 は旣ぅ 疲れ切つ たので あ 

る。 今 は カも盡 きて 慄 へながら、 石の 積んで ある 上に 腰 を 卸して、 さて 自ら 問うた。 自分 は 飢寒に 迫 

られ てこ こに 死ぬ ので あらう か、 この 夜の 闇のう ちに、 この 骨に 徹する 朔風に さらされて。 
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女： A 淋しい 路^に 坐った 時、 風の まに-^ 忽然と して 聞く ともなく 聞え たの は 歌の 聲。 歌 ふとい ふ 

より は 寧ろ 口す さ t 力 如  きかす かなる 低い 調で ある。 ぢ つと 环を 澄ます と、 それ は兒守 歌の 單 調な 聲 

である ことが 分った。 

『ブル トンの 女 一一 は 立ち上って、 聲 する 方へ と 歩んだ。 徑の 曲り角の ところに 木の間 を あかく 照らす 

や  ラ しろ 

i 點の 火光 をみ とめた が、 五分 間ば かりで 女 は 泥 壁の 或賤が 家の 前に 來た。 尾根 は 芝 土で 葺 いて 後方 

は巖 角で 支へ たもの だ。 光 は その r 方 口の 窓から 洩れて ゐる。 

^しながら も 勇 を鈹 して、 遂に 戶を 叩いた。 歌 ははた と 止んで 百姓 女が 戶の ところに 出て 來る。 年 

輩 は 『ブル トンの 女』 と！： じくら ゐ であるが、 苦 勞の所 爲か旣 うや つれて、 且は 老けても 見える。 短 

い 上衣の 裂 目から は： ：！ に燒 けた どんより した 皮膚が 兑 えて、 あかい 髮の毛 は 見すぼらしい 毛皮の 帽の 

下に 亂れた 儘で ある。 常なら ぬ 顔附の 客人 を錄， 異なと いふ 風に、 冴えぬ 眼で ぢ つと 兑 つめて ゐ たが、 

『令晚 は。 …… 何 か 御用で？』 と、 乎に 持った 粗末な 洋燈を かざして 百姓 女 は 尋ねた。 

しま  みちのり  I 

『もうす つかり 疲れて 了って、 それに 町まで は 道程 も餘程 あるので すから、 どうか 若し 今晚 たけお 泊 

めド さいますなら、 まことに 有難い 仕 合せで …… 。 實は懷 中に 持 合せ もあります から、 相當 のお 拂は 

す、 りなき U 

致し ませう』 と 言 ふ 『ブル トンの 女』。 その 聲に はかす かな 啜 泣の 音 さへ 洩れた。 

しばらく 躊躇って はゐ たが、 遂に 
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『お 這 入りなさい』 

と 答へ た。 更に 言 葉を繼 いで、 

『まあ 何故 ォゥ プリ イヴに 泊らなかった のです？』 

と 訊く の は、 疑惑と いふより は 寧ろ 好奇心から であった。 

『はい、 誰も 泊めて は吳れ ません ので』 と、 女の 碧い 眼 は 伏目が ちになる。 『と 云 ふの も、 ぉ兑 かけ 通 

り、 監 t から 今 出た ばかりの 者で、 信用して 下さる 人 もありません ので』、 と 良心 は銳 くも 胸 を剌す 

ので ある。 

としつ a-  VX. 

『はい、 まあ 宜しい からお 這 入りなさい。 私 も 長の 歲月、 苦ば かり 昆て來 た 者です から、 何と も^ゃ 

致しません。 まあ こんな 寒い 晚に 他人 を戶 外に 粲 つて 置く なんて …… 。 さあ、 藁の 臥床で も 持へ てお 

上げし ませう。』 

百姓 女 は 物置へ 行って 枯れた 藁 を 持ち出し、 圍爐 裏に 近い 隅の 方に 敷いた。 

『ぉ獨 身です か？』 

と 『ブル トン の 女 ^ は 臆しながら 尋ねる。 

ふ. U り  ぐら レ 

『はい、 ことし 七つになる 娘と 二人き りで …… 。 わたし は 森で 仕事 をして、 それで まあ やっと 生計 を 

立てて ゐる やうな 始末で …… 。』 
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『ご 亭主 は お 亡くなり でした の？』 

『は あ』 と 女の 答 は簡單 である。 『娘 は 可愛 想に もう 父親が 居りません のです。 人銘々 みな 苦勞は 絶え 

ません のね。 …… さあお 床が 出来ました。 夕飯の 時に 殘 つたお 薯が 二つ 三つ ある だけで、 何 をお 上げ 

したいに も 他に ありません から。』 

この 室との 間 を 板で 隔 障った、 むかう の喑 いところ から 子供の 泣聲が 聞え たので、 言葉 はこ こで 途 

切れる。 

お あちら  〜 

『では、 おやすみなさい。 こどもが 憎え ますから、 わたし は 彼方に 參 ります。 どうぞ ごゆる りと』 

.  ま 

洋燈を 持って 女 はむかう の窒に 立ち去った。 あと は眞喑 であろ" 

『ブ ル ト ン の 女』 は薯を 食べ てから 薬の 床に 身^ 横た へ たが、 目 を閉ぢ ようとしても 更に 眠られな 

さ、 や  しさり 

い。 彼方で 母親が 子供に 囁いて ゐる 低い 娑が隔 障 越しに 聞え る" 容の來 たのに 目を醒 ましたき り 再び 

眠らう としない の を、 抱き上げて は搖 かし 接吻して 頻りに あやして 居る。 あどけない 子供の^^ は、 

奇しくも 『ブ ル トンの 女』 の 心 を 動かす の である。 

嘗て 産んで 間 もない 嬰兒を 殺して 獄 裏の 人と なった 女の 胸に、 奥深う 潜んだ る釵 ごころ は、 恩愛の 

この さま を 見て、 今 さすがに 湧 然として 起り 來ら ざる を 得ない。 鳴 呼 もし 惡事 を爲 なかったならば， 

自分の 產み 落した あの 子供 も、 今 はちゃう どこ この 女の 兒と 同じ 歲 ごろ. たらう、 と獨り 思に 沈む ので 
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ある。 これ を 思 ふに つけても 隔^: 越しに 聞え る 幼い 聲は、 女の 股の 底まで もお 慄 させる。 恩愛 慈悲の 

iw、 いま は殘 忍の 心に 澳 いて、 彼女 は 泣かん とする ので ある。 

『さ、 はやくね。 かやつ とお 眠み よ。 いい 兒 になる と 母 ちゃんが 明 口、 カトリン 様のお 祭に 速れ て 行 

^てあげる よ。』 

『カトリン 搽 つて 小い ちゃい 女の 兒 のお 祭ぢ やなく つて？ え、 母ち やん。』 

『さうよ。』 

『カトリン 拔は、 ちいち やい^に 玩具 を 下さ るんだ つて。 それ はほんと？』 

『さうよ …… 時々 はね。』 

『何故 我家 へ は 下さらないで せう？』 

『あまり 遠い のと、 そして 贫乏 だからに 

『i つや、 お金 持 こだけ 卩 さるの？ 何故で せう、 母ち やん。 わたし だって 何 か 玩具が 欲しい わ。』 

.  やす  o 

『は あ、 いっか また 下さる よ。 いい 兒 になって おとなし くお 眠み、 そしたら ね …… 』 

『さう？ ぢゃ寢 ませう。 寢 たら 明日 は 何 か 下さる のね。』 

いんと して 翳 もな く、 す やくと 眠る 息の 昔の み 高い。 が 子 共に 今 は 眠に 入った ので ある。 眠られ 

r-is^ り 『ブル トンの 女』。 刺す やうな、 また やさしい 情愛が 胸 も 裂けよ と 苦しめる。 過ぎし = に 絞^ 
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した 自分の 幼圮 を、 かくまで も强く 深く 思 ひ 人った こと は 未だ # てない。 遂に 夜 明まで そのまま 女 は 

悶へ铙 けた。  い， V まし 

夜が 明け はなれても 母子 はま だ 熟睡して ゐる。 『ブル トンの 女』 は此時 そっと 家 を 抜け出して、 急 足 

でもとの ォゥ プリ イヴ へと 行った が、 町はづ れに來 るまで 少しも 歩調 を 緩めなかった。 さて 一つの 街 

を 今度 は と 歩きながら、 店の 戶 ごとに 出て ゐろ^ 板 を 細かく 昆 ながら 巡む。 遂に その 注意 は 或 一 

軒の 店に 向ったら しい。 あわただしう 雨戶を 叩く と、 5： から 人が 出て 戶を^ た。 しろ の 

こ L ま^さな：： 尺 服い；： で、 ほかに 少しば かり 玩具 も裒 つて ゐる のお、 何れも^: 古つ ぼけた 代^" 羊づ 

舍、 ノアのば お 51、 それに 紙 人形、 先づ さう 云った 物ば かりで ある。 『ブル トンの 女 は それ を 悉く 殘ら 

す 買 ひ 取った。 5prt- を拂 つて 出て 行く あと を、 店の 者 は 驚いて ^ てゐ る。 

も 一度 あの. 賤が 家へ と、 もと 來た 道をリ 返へ す 時、 人 あり、 むすと 女の 屑 を捉 へる。 振りむ く 途端 

luj-g と を 合 はせ て 女 は 慄然と した。 それ は 巡^で ある。 放免され たる 囚人 は屮央 監獄の 附近に 诏ま 

るべ からすと 云 ふ 禁令 を、 あはれ や 彼女 は 全く 忘れて ゐ たので ある。 

『こっ^で ぐづ つく 事 はならん、 门十 くラ ングル へ 行く ベ き笞ぢ や， さあ H 十く 』 

と嚴 重に 巡 杏 は 追 ひ 立 て る 。 

辯 解 を 試みても 何の 斐 もなかった。 忽ちに して 巡^ は S 車を俽 ひ、 女 を 縛して それに 乘 せた。 ザ 


綱 を 取る や、 馬に ひと あて。 

涑 つた 道 を 礫って 馬車 は 走る。 あはれ や 寧 上に 坐った 女が 失望の 色 は 面に 溢れて ゐて も、 れた指 

に はま だ翫 具の 包み を 離さぬ。 或 角 を 曲る とき、 森 を 貫く さきの あの 道路 を 見て は、 さすがに 心 は 飛 

び 立つ おも ひ、 ^はこの 向 方に 住む 女の ために 用達しに 行った わけ、 どうぞ t: くこ こに 車 を 止めて 下 

は；， ひ 5- や 

さい、 と 女 は 哀願す る。 固より 腹の 底は氣 だての やさしい 此巡杏 は、 女の あまりに 熟、 七な 願^ を 否と 

は 〈：•；： ひかね て、 馬 をと ある 木に つたぐ や、 一； 人 は徑を かなたへ と 行った。 

賤が 家の 前で あの 母親 は 薪 を 伐って ゐ-, 一。 巡査に 連れられた 昨夜の.^ 人 を 見る と、 ばったり 手 を 止 

y 上つ  U, 

めて 愕然として 立って ゐる。 その 腕 はぶら りと 垂らした 儘 だ。 

『や、 孃 ちゃん はま だお 寐 つて？』 

は あ、 だけれ ど …… 。』 

『この^ 具 を t- つて 行って、 そっとお 臥床の そばに S いといて 下さい。 カトリン 様が 下す つたんだ 力 

ら つて。 寶は之 を 買 ひに ォゥ プリ イヴに 引返へ したんで すが、 さう は 出来な いんだ さう で。 今ち やう 

どラ ングル へ 引致ら れて 行く ところで すに 

『あら ッ まあ！。』 

らは 家に 入って * 兒の 臥床に 近寄った。 『ブル トン の 女』 は その 謹 送 者の 直ぐ 後に 隨 いて 行つ 


て、 霞の ま はりに ノアの ち 舟"、 紙 人形、 羊小舍 など を 撒き散らして 置いた。 身をかがめて、 眠って 

ねる 小兒の 素肌の 腕に 接吻した 後、 さて 眼 を 拭いて ねる 巡査 を 顧みて 言った 

『ぢ や、 參り ませう。』 
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® 々物語 (英、 キ プリング 作) 

猩々 は、 羊小屋に しばり 付けた 大きな 鐡檻 のなかで 文句 を 言 ひ 出した。 其 夜 は 息 もっけぬ：^ さで、 

や ^ 

ハ ンス • ブライト マンと 自分と が、 夜具 を 船首の 方へ と 引つ ばって その 前 を 通る と、 奴 は 口 を さまし 

て 無 1= にしゃべ つた。 元來 これ は馬來 群れ 3 のど こかで 捕られて 今から 英國 へと 渡り、 一 人前 一 志と い 

ふ 兌 世 物に 出されろ の だ。 もう 四日 問と いふ もの は藻搔 くやら、 叫く やら、 檻の 重い 鐵棒 を杻る や 

ら、 ま-るで 休みな しで、 或 ラス カァ 人の 水夫な ど は、 うっかり その 毛 だらけな 大きい 足の 逹く逡 まで 

近寄って、 あは や 一命 を 失 はう とした こと すらあった。 

『おい、 貴様の やうな 扠は、 ちった あ 船に でも 醉 へばい いのに よ。 そんな， 小つ ぼけな 世界で 我儘が 過 

ぎら あね』、 とハ ンス • ブライト マ ンは 檻の そばに 立ち どまって、 猩々 にかう 一 W つた。 

猩々 は 何 心なく 腕を鐵 棒の 間から 外へ 滑らした。 忽ちに して それ を 蛇の やうに、 この 獨 逸人の 胸へ 

ねまき 

向けて 突き出す と は 誰も 思はなかった らう。 寢 衣の 薄い 絹 は 裂かれた。 が、 ハ ンスは 別段 氣 にも 掛け 

や 後し ざり して、 船の 眞 近くに ぶら 下って ゐる ばななの 實を 一房ち ぎり 取った" 

「わが^が 過ぎら あ、」 かう 一 W つて ハ ン ス はばな なの 皮 をむ いて、 檻の なかで 絹 をす たくに 引裂いて 
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ゐろ 畜生に くれてやった。 

自分 等 は 船の 進行と 共に 吹いて 來る 風に 當 らうと て、 船首の かた、 ラス カァ 人の^て ゐる なかへ^ 

どこ  けむ だ 

床 を 設けた。 海 は 一面に 煙 立つ 油の やう。 唯 前方に 當 つて は、 それが 燃え立って 陰喑 たる 焰 をな し、 

暗中に 沒す るので ある。 數哩 のかな たは 全くの 暴 模樣、 電光の きらめく の も 望まれた。 船 屮の牛 は 暑 

さと、 檻の 中の 猿の 悪臭に なやまされて、 折々 ものうげ にうな つて ゐる。 船橋からの、 時 ごとの 指 

令に 應 する 船首の 見張 番の聲 が、 また これと ちゃう ど 同じ 調子に 聞え る。 機 關の蹈 みつける やうな 音 

は 恰も 手に 取る 如く、 灰搔 きが 海水に 當る ごとに その 音 は靜 かな 響 を 遮る ので ある。 ハンス はわが 脔 

に 身 を 横た へ、 寢 がけの 一 ぶく、 先づ 煙草に 火を點 じた、 これが 抑 も 話の はじまり である。 此ぉ、 聲 

は 波 しづかな 海の やうに 物柔 かで、 話の種の 無 盡藏な こと、 これ また 海の 如しと 一一 目 ひたい 位 だ。 それ 

も その 害、 職業と い へば 一 生 世界中 を あちこちと 流浪して、 蘭 だの 猛獸 だの 又 人類 學の 標本な ど を 採 

集して、 獨逸ゃ 亞米利 加の 商人に 寶り附 ける の だ。 自分 は此 男の 話聲の 上り. 下りと 共に、 暗中に^い 

ささ  &  9  9  9  9 

て はまた 消える 煙草の 尖の 火 を 見つめて ゐ たが、 いつの 間に かう と/,、、 眠らう とした。 猶々 は 森！ It の 

自 山な 天地の 夢に おそ はれて、 さながら 地獄へ 落ちた 精 |邀 の やうに 叫び、 檻の 鐵棒を 狂氣の やうに 扭 

り 初めた。 

『彼奴が いま 檻 を 飛び出さう もんなら、 それ こさ あ、 とても 私ら の 命 は 助かりません ね。 ^りに 躭ぃ 
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てゐ ますが、 一 つ 奴 を猇き 止ます ところ をお 目に 懸け ませう か』、 とハ ン スが靜 かに 言 ふ。 

猩々 の 號き聲 が 少時 途絶えた 折、 蛇の しゅう ッ とい ふ聲を ハンス は眞 似た が、 如何にも 餘り 眞に逼 

つて ゐる ので 自分な ど は 殆ど 飛び立た うとした 位 だ。 ながながと 繽 いた そ の凄慘 たる 聲が 甲板に 鳴り 

渡る と、 例の 鐡 格子 をね ぢる音 ははた と 止んで、 猩々 はた だ 恐れに 恐れて、 がた く慄 ひの 有様で あ 

つた。 

『これで 猇き 止んだ でせ う。 この やり方 は、 ^が 伯林の 人た ちに 賣る ため 小 猿 を獵り 集めて ゐた •©、 

はじめて モグゥ ン • タン ジョ ンで覺 えたんで、 一 體 この 世界で 猿 を 恐れない 老ほ 蛇ば かりです。 だか 

ら 私が 彼奴に 向って 蛇の 眞似 をす ると、 直ぐに 靜和 しくな るんで すな。 彼扠は あの 小つ ぼけな 處 であ 

ん まり 我儘が 過ぎ るんで さあね。 が、 これが 一 體锿の 持 前です からね。 あなたお 眠み です か。 もしお 

聞きな さるん なら、 とても 費と 思へ ないやうな 話 を 1 つお 聞かせし ませう か。』 

『どんな 話 だって、 廣ぃ世 にわたしの 信じない とい ふな あ、 まあ 在りません よ』 と 自分 は 言 ふ。 

『お信じな さるなら、 それだけ 物事 も 解る とい ふもんで すがね。 それ ぢゃ まあ 試しに お話しし ませ 

う。 以前 千 八 百 七十 九 年 か 八十 年 19 でした、 私が 小 猿 を獵り 集めて ゐ たの は、 あの 群島の なかの 或岛 

で —— ちゃう ど 彼處の 暗い 所 あたりで。』 と 言 ひながら ハ ン スは 南の かた 一一 ユウ， ギ -ーァ の 方 を 指 ざ 

した。 『それ はもう 小 猿 を 捕る よりか 赤 鬼 を 集める 方が よい 位な もんです。 人 問の 拇指 を 喰 ひ 切らんで 
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ノスタルジア  しろ ！*Q  やつら 

-ゐ ると、 いつも 懷鄉 病で 死に かける とい ふ 代物です からな" 元 來扠等 は 精神の 發迮を 中途で 停められ 

たもので すから、 どうしても 不完全 なんです ね 1 1 そして わが 儘が 過ぎ るんで す。 それから 私 は 一年 

, ばかり も そこに^ ましたう ち、 ベルトランと いふ^と 知己に なつたん です。 これ は 怫蘭西 人で 極の 好 

しん. VIJ 

人物、 まあ 心底からの 博物 學 者です ね。 何でも 世 問の 話で は、 逃亡した 犯罪 入 だってい ふ^です が、 

そり や 如何で もよ しとして、 ^に まあ^ 物 舉^: でした" 此 男が 森の なかから 獸を 呼ぶ と 皆 やって 來 

るんで すね。 それで 私が、 君 はどう も新梳 W 地に 出た ァシ シの聖 フランシス 様 だね と 一一 一一 I； ひます と、 そ 

の^は 笑って、 まだ 魚類に ぉ說敎 をした 覺 えだけ は 無い よ、 なんて 一一 n つてました。 そして 捕った の は 

なまこ 

皆 あの 海參と 交換に 赍る ん で す な - 

『まあ 獸飼 ひの 王と でも 言 ふべき 此^の 家に 一 匹 大^^ 飼って ゐ ましたが、 ちゃう ど 今お の 檻の な 

かに 居る やうな 奴で、 こいつ c 分ぢゃ 全く 人間 だと 忍って ゐ たんです。 まだ 子 共の 時分に 捕つ たん 

おどけし ばゐ 

で、 ベルトラン のために は 全く 息子に も 兄^に もな るんで、 滑稽 芝居の 役 も するとい ふ 風でした。 

の 中 なぞに は ^ ないで、 ちゃんと 家の 內に； 部屋 構へ て、 臥床 も あれば レ いつも ある。 その上で 臥て、 

賴 になる と 起きて 煙草 を 吹かす。 食^も ベルトランと 一緒にす るんで、 それから また a て も ぞっとす 

るの は、 互に 手に 手 をと つて 散歩す るんで す。 何ん とま あどう です。 畜生 ちゃんと 椅子に もたれ やが 

つて、 ベルトランが 私にから かってる と 奴 笑って るんで すね。 こり ゃ旣 ぅ獸ぢ やなくて 立派な 人 問 で 
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さあ 。奴が ベルトランに 話 をす ると、 あの 男の 方で も^の 話が ちゃんと 解る。 こり や^ 際 私が 兑 たん 

です。 奴い つも 私に は 丁寧に す るんで すが、 ベルトランと ばかり 長く 話 をして、 奴に  一 t:M も：：！ をき か 

i  (あし  こども  あし ン 

ないで ゐ ると 御機嫌 を抝 おる。 大きな 前足で まるで 小兒 でも 遇 ふやう に 私 を^; きのけ るんで す。 際 

あれで は獸ぢ やなく つて 全くの 人 問 です ね。 こり や^が あの 男 を 知って からま だ 三月と 經 たない うち 

に兑 たんで、 ベルトラン も それ ははて ゐ たんです。 この ビミ とい ふ猩々 は大 犬の やうな 齒ゃ、 おい-ば 

に 煙草 をく は へながら 一 一人の 話 を 聞いて ゐて、 それが 立派に 解 るんで したよ。 

『私 はお ほかた 一 ^. もこ こに ゐて又 ほかの 島へ も 行き、 時には 猿 を獵 つたり、 蝶 類 や 蘭 などの 採桀 

もやって ゐ ました。 或 時の こと、 ベルトランが 巾し ますに、 自分 は大變 よい 娘を兑 付けた から、 ^婚 

しょうと^ ふんだ が、 如何 だら うとい ふ 話です。 同より 私が 結婚 するとい ふ譯  1 ではなし、 別に 何とも 

言 はすに 遛 いたんで すが、 それから ベルトラン は 出て 行って 直ぐ 求婚し ました。 その 娘 とい ふの は佛 

蘭 西 人の 雜稅 で、 大變な 美人で してね。 おや、 あなた 煙草の 火 をお 持ちです か。 で、 そり やま ぁ大變 

な 美人で したよ。 それで 私 は 唯 これ だけ 言つ たんです。 「ビミ の 事 は君考 へたん かい？ 僕が^に 話し 

て ゐ る と扠俟 きのけ る 位 だもの、 細君に は ど んな篇 似 を しでかす か 知れ やしない。 隨分搔 き 裂 い 

て 殺し^ね まいよ。 僕が 君なら 先づビ ミを剁 製に して 妻に やって、 結婚の 祝 ひ 物にする がね。」 ー體、 

猿の^ に 就いては 私 はいくら か此 時までに 聞いて ゐ たんです。 で、 「敉 すの か」 つて ベルトランが 尋ね 
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ますから、 「あれ は 君の もの だ。 僕の ものなら 今 銃殺して 了 ふが ね」 つて 答へ ました。 

『言って ゐ ると、 私の 頸の 後の方に ビミの 指先が 觸るの を 感じた です。 どうで せう！ 扠は 思って る 

事 を こん な擧 動で 示 すんで す もの。 先づ視 話法と いふ 鹽 梅に 全 く 無 一一 一 5 で その 意 を 語 るんで すね。 毛 だ 

ら けの 腕 を 私の 頸に ま はして、 この 腮を ぐっと 突き上げて 私の 顔 を のぞき 込 むんで す。 今の 銃殺の 話 

が 奴に 解った と 同じく、 この 擧 動の 意味が お前に も 解る かいと 一一 一一 口 はぬ ばかり •：：• 。 

『それに ベルトラン はこん な 事 を 言って ゐ るんで す。 何う だい 君、 そんなに 懐いて くる 奴 を 殺す 氣に 

なる のかね。 獨 逸人て え 者 は 無情な 者 だ。 

『私 はもう ビミと は： W がた き だと 思って 居ました。 奴が 指 を 私の 頸の 後に 觸れ たの は、 喑に 殺す ぞと 

ビ スト- 4 

いふ 意 を ほのめかし たんです。 次の n にビ ミに會 つたと き、 私 は 帶に短 銑 や 挿んで ゐ たもので すか 

ら、 奴 ちょっと それに 觸 つて 兑 るんで すね。 で、 銑 後 を？ 1 けて 丸の 込めて あるの を 見せて やった で 

す。 ところが 奴、 森の なかで 小 猿の 殺される 處を かねて 見て ゐる もんです から、 直ぐ 了解つ たんです 

ね。 

『で、 ベルトラン は逮 に給婚 して、 ビミの 事なん ざ ぁ悉呰 忘れ. たんです か、 彼 扠は獨 り 濱逡を 飛んだ 

り はねたり して、 腹の 中にはな かば 人 問の 根性 を 持って ゐ たです。 見ます と 跳び ま はる やら、 大きな 

しま ひ 

木の 枝 を 取つ 1 砂地 A 打つ やら、 終に は 墓の やうな 大穴 を 造り 出す とい ふ 騒ぎ。 で、 私 は ベルトラン 
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. に 言 ふんです 。「何 は见も あれ、 先 づビミ を^し ちま ひ 給へ、 嫉妬です つかり 氣が 狂って ね るんだ も 

の」。 

si- なソ 

『すると ベルトランの いふに は 「なに 少しも 狂 ふち ゃゐ ない よ、 妻に 懷 いて 能く 言 ふ 事 を 聞 くんだ も 

. の。 命令る と 上靴 を 取って eK れ ると いふ 位なん だ」 なぞと 泣 まし 込んで、 あちらの 問に 居る 細君 を 見 

てゐ るんで す。 そり や 如何にも 美人で したね。 

-, i れっき 

『 「君 は ー體^ の 性質 を 知って るん か。 君が 話 をして やらない から ビミが あんなに 砂の 上で 狂 ひ 廻 は 

つて ゐ るの は、 能く 解って ゐる稜 りかね？ 家の 方へ やって 來る とき 一思 ひに 銑 殺し 給へ よ。 どうも 

あつ iji- ついた n つき は 確かに 殺：：^ v 帶び てる」 つて 言 ふと、 ビミは 恰度の ./\ 家の 方へ やって 來 

たんです が、 目つ きは稳 やかで 全く そんな 光 も 見せない。 そり やな かく 狡猾い 扠、 細君の 上靴まで 

取って やる とい ふ 1 ^です もの。 ベ ル トラ ンは扳 返って 私に 言 ふんです、 「僕 はもう 十二 年 も 彼奴 を 知 

つて ゐ るが、 君 は 僅か 九， 筒 月 位で その 僕よりも 能く 彼扠を 知り 拔 いて ゐ ると 云 ふの か？ 子 を 殺す 親 

が ある もの か。 まあ 考 へても a たまへ、 彼扠は 僕が 育てたん で、 もう 自分の 兒も 同然 だよ。 もう^ そ 

ん なく だらない 事 は 妻に も 僕に も 言 ふな あ 止して 吳れ給 へ 。」 

『翌日 ベルトラン は 私の 宅へ やって来て、 標本 人れ の 本箱 を遗る 加勢 をして 吳れ ました。 その 問 しば 

らく 細君 を ビ ミと 一 緖に 庭に おいて 來 たとい ふ 話でした。 箱 も 早く 出來 あがった もんです から 、「どう 


だ、 君のと^ V 行って 一 盃飮ま うぢ やない か」 と 私が 言 ふと、 先生 笑って 「ぢ ゃ來 たまへ」 と 言つ たん 

です。 

『細君 は 庭に 居ませんでした。 ベルトランが 呼んでも、 ビミ も來す 細君 も 出て 來 ませんで した。 そこ 

で 寢窒の 戶を敲 いて 昆 ると、 ぴ、 つし、 や、 り 閉めた つきり 錠が 卸して ある。 ベル トラ ンは 私の 方 を 向いて^ 

は眞靑 になって ゐ るんで す。 それから 私が 肩で 戶を 打ち破って、 見ます と 屋根 を葺 いた 藁 は 裂けて 大 

穴が & いて、 そこから 日光が 床の 上へ 道 入って ると いふ 始末です。 まあ^ 飽 のなかの 銑 やら 卓の 上に 

|む阵 の 散らばつ たやうな もの。 全く 細君の すがた は兑 えす、 それ はもう 實際^ 內には 婦人ら しいお も 

罟な いんです ね。 床の 上に は府が ある、 たった それつ きり。 私 は 非常に 心配し たんです が、 ベ ル トラ 

ンは暫 らく 床 や 壁の 上に ある もの、 屋根の 大穴な ぞを昆 てから、 にやく 笑 ひ 出 すんで すね。 や あ、 

こいつ あ 先生 氣が 狂った なと 知りました。 聲 も擧げ なければ 祈禱 もせす、 唯 tr 百で 戶 口に 立って 獨り 

笑って ゐる。 しま ひに 言 ふに は 、「妻が この 部屋へ 人って 錠 を 卸した。 すると 畜生、 屋根 を 破った もの 

だ XI" ちえつ、 さう だ、 それにき まつ てら あ。 まあ 屋根で も 修繕して、 ビ ミの來 るの を 待って a る さ。 

彼奴き つと 來 るに 逮ひ無 いん だ」。 

「それから 部屋 もちやん と 修繕 をして、 十日 間 其 家で 待って 居たん です が、 その 間に 一度 か 二度 ビミ 

が 森の 方から 少許 やって 來 かけた の を 見ました が、 何が さて 自分に 悪事 を 働いた 覺 えが ある もんです 
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力ら 恐れて るんで すね。 ちゃう ど 十 曰 目です、 ベ ル トラ ンが 呼ぶ とやって 來 ました。 濱邊を 跳びな が 

ら 手に は 長い 黑髮を 持って、 音 を させて 來るん です ね。 ベルトラン は それ を 見て、 Ja- の 上で コップで 

わ  ごく  - 

も 破った やうに 「チ エツ」 と 笑って居る。 ビミが 近寄って 來 ると、 ^1 を 極 やさしく 只獨 りで 笑って居 

るんで す ビミは 手 も觸れ させない もんです から、 三日の 問と いふ もの ベルトラン は 頻りにお-追 從を 

して ゐ たです が、 やっとの^、 しま ひに ビミも 私共と 同じ 卓で 飯 を 食 ふやう になった のです。 手に 持 

つてお る 髮の毛 は黑々 として、 而も その 手の 上に 乾いた 血が ついて ゐ るんで す。 ベ ルト ラン は頻り 

に、 葡勒 酒に 水 を 割った 奴をビ ミに飮 ませて、 たうとう 猩々 を醉 ひつぶ しち まった のです が、 それ か 

ら — 』 

シガァ 

ハンス は、 煙草 を 吹い かすの を 止めた。 

『それから 丫』 と 自分 も 言った 

『それからべ ルト ラン は ビミを 手打ちに す るんだ とい ふので、 私 だけ は： m 邊へ 散歩に 出かけました、 

殺す の はべ ル トラ ン 自分の 仕事です からね。 家へ 歸 つて 見る と 猿 は 死んで るし、 ベ ル トラ ン は その上 

になって これ も 死んで 居る。 しかも 矢張りに たと 笑って、 さも 滿 足の 體 でした。 一 體猩々 の 愈：！ 通の 力 

fi は、 御 承知の 通り 人 問 七 人 以上です のに、 ベルトラン は 見事、 匁 物 も 持た すに 手で^ したんです。 

それが どうも 奇體で …… 。』  . . 
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檫の ながで は 例の また ひどい 叫びが 始まった。 

『えい， また 奴め、 あの 天地で 我儘 を 張り をる。 こらつ 靜 かにし ろい！』 

ハ ンス が、 しゅう ッと 長く 氣 味わる ぃ聲を 出す と、 檻の なかで あの 大きな 獸の 震へ て 居る のが 聞え 

た。 

『然し 何故 また あなた は、 ベ ルト ランが 粒され ッち まふの を搆 ひもせ す 加勢 も爲 なかった のです？』 

と 自分 は 訊いた。 

ハ ンスは 眠らう として 泰然 を 身 を 横た へながら 言 ふ。 『そり や、 あの 通り 屋根に 穴の あいた 窒を 見て 

から 生きて ゐ るな あ、 私に だって あまり ぞっと はしません よ。 況ゃ ベルトラン は 亭主です ものね。 さ 

あ、 おやすみなさい。』 


5  0  (英、 ヰ イダ 作) 

にしゃ 寢 すごして 時 を 外して はとい ふ 懸念で、 母親 は 遂に 臥床に 入らう ともせぬ。 勿論 生れてから 

^朝  一^ 鷄 と共に 起き 出で るが 習 ひの 身で はありながら、 今夜に 限って 寢過 すと いふ 事が、 どうも 氣 

がかり でなら ない。 

『あなた もお 行 でな さらん か』。 

と： や 主に 向って 言った の はもう これで 百遍 目で ある。 その 返事に は、 

『いや、 おれ は 止さう。 なるほど 悴も 可愛い 奴ぢゃ あるが の、 今時 まあ 山越え 十 里の 道 をす たこら 出 

掛ける にも 常らない。 收穫は 未だ 濟 まない し、 それに 曆で 見る と もな う 嵐も來 るんだ から』、 と飽く 

まで 動かう とい ふ氣色 さへ ない。 一 兀來彼 は物靜 かな 好人物、 唯もう せっせと 働く ばかり。 金 も 使 はす 

泣 言 も 首 はぬ 男 だが、 物の 感じが 鈍くて、 情 は 半ば 眠って 居る とい ふ 虱。 これ も 貧乏と 過勞の 致す 所 

であらう。 a 分の 息子の ダ  一一 h  口 が 雲と 立つ 埃の なか を 通って 行く、 それにき ひたさに わざく 仕事 

を  一 H 休んで 遠い ところまで 出かける なぞ は、 抑 も 何のた めだか 此 男に は 解し 難いので ある。 ；體女 

とい ふ もの はさう いふ 狂 じみた 事 を やる もんだ などと、 男 はえら い 者 だと 言 はぬ ばかり、 心地 よげ な 
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憫笑を さへ 湛 へて ゐた。 

『お前、 わざ/ \ 出掛るな あ 馬鹿々々 しい や』 と 言っても、 女房の 方 は 矢張り 行く 氣で 居る。 兵隊 は 

ヺル テラ 郡の、 二十 五 里ば かり も 離れた 所に 陣取って 居て、 往返の 行軍に はべ ルヅァ とい ふ 峠 を 通る 

だら うが、 女で も其處 までなら 行かれる。 そしてみ な 正午に は 此處へ 停止って 午餐 を樊 ふだら う、 と 

實際は 分らない が少 くと もま あ 斯うい ふ^であった。 だから 母親 は、 それなら 是非 そこまで 行って 昆 

て來 たい もの だ、 と 一心に 思 ひつめ たので ある。 

とい ふの も 自分の 息子  かも 長^が その 隊 のなかに 居る からだ。 髮の あかい、 靑服 がちの 柔和 

な 美少年 ダ  一一 h  a が、 一年 半 前に その 生れ 故鄕の 城下 を 出て、 他の 新兵と 共に 人營 してから まだ 一目 

も^はぬ。 唯 機げ な 羝片に 蚯蚓の 匍うた やうな 乎 紙が 一度 か 二度 は 郵便で 來た。 それ を 母親 は 坊さん 

の 所へ 持って行って 讀んで 貰 ふと、 私 は 達者です が お母様 もどう か 御 無事で、 とい ふ 文句 を 聞かせら 

れた 事が ある。 一年 半の 問に わが 兒の 消息と いって は 唯 これの みで ある。 それで、 いま 山越えの 路を 

はるか 軍隊のと どまる 所まで 行って 一 目# ひたい、 と 云 ふの が 亭主に は 不審な ので ある。 

『掛 爺さんと いふ 者 はつ まらん 者で の』 と輕 蔑して  一一 一一 E つて 居た。 

この 夫婦 はほんの 水存 百姓で、 少しば かりの W 地 すら 不毛た 石 だらけで ある。 そのうへ 地主と いふ 一 

のが 酷な 男 だから、 取り立てる 事 も 苛 いんだが、 元氣 よくこれ に堪 へて 行く。 からだ は 丈夫、 カも强 § 


い、 それに また 子供 等は從 順で よく 働いて いつも 達者 だ。 食 ひもの は 固より 粗末な 麵齙に 油と 豆と を 

少し 混ぜた 位の もの。 小川の 水の 外 は 何も 飮ま ぬが、 唯 山間の 淸ぃ 空氣 は、 山 兎 や 野 鳩 を 養 ふ 如く 

に、 また 彼等 を 養 ふので ある。 

その 家 は 沼地の 片端に ある 石づ くりの 小屋で、 北側 は 二三 本の 松の木 隆 になって、 少しば かりの^ 

は 南方に 傾斜して 居る。 周圍 はすべ て 戰爭で 荒らされた 蕭條 たる 樹も なき 一 帶の 火山 地方。 住民 は 皆 

低く 扭め られ たやうな 虱に、 ところ/^ 凹くな つた 谷^に 在る 小さな 町 は、 さながら 巨人の 掌 上に 子 

佻の 玩具 を戟 せた やうで ある。 

彼等の 生活 は 苦しくて 飢^に 瀕する ばかり、 凶年 なぞに は 命 を 維ぐ だけが 中々 の 骨折で ある。 が、 

みた^が^くて 生來 快活な 方 だ。 殊に 母親と 來 たら 一家 中で 一 番 の元氣 もの、 唯 『お 上の 御用に 息子 

が 引つ ばり 出される^ さ へ 無ければ よいに』、 とこれば かり を獨り 苦にして 居る。 息子 どもが 家に 居て 

吳れる 事、 これ だけが 祌 様に 對し國 家に 對 して、 此 女の 唯一 の 祈願であった。 

いつも 巡回って 來る 旅商人の 話に は、 蜇隊 はこ こから 直 徑ゎづ か 七 里 ほどの 近い 所 を 通る とい ふ 事 

だ。 それで 母親 は 自分の 息子の 居る 聯隊 もこれ と 一緒で あらう と は 思って 居た が、 父親の 方 は、 『その 

大勢な S ぎの なかで 悴が どれ だか 見分けが 付く もの か』 と 言って 居る。 妻 は 笑って ゐた。 なに 五 百 人 

らうが、 五 千 人 居らう が、 否な、 たと ひ 五 百 萬 人 居ようと も、 自分の 息子が 目につかぬ 苦が あらう 
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敎 育ゃ學 問の 力 を 借りて 遠い 距離の 問 を も 橋渡して 考へ 得る 人に は、 一 寸合點 の ゆかぬ 事 だら う 

が. ^際 あはれ な 無智の 人た ちに とって は、 不在と いふ 事 は卽ち これ 眞の 無で あり、 また. 暗黑 である 

の だ。 全く 死んだ も 同然、 音沙汰 もなければ 一道の 光明 が この 闇 を 貫く でも 無い。 息子 は 家 を 去つ 

^ また 直に 歸 るの だと 他の ものが 何程 言って 聞かせても、 母親に は、 何 i 歸る事 だか、 何故で ある 

のか、 どうした もの やら 一切 解し かねる。 阈 家と いふ ものが 彼 を 兵隊に 取った。 國家！ 何だか 薩張 

り わけの 分らない もの、 これ 以上 を 彼女 は 知らぬ。 

年に 二度 づっ、 縫針 だと か ビン だと か 組紐な ど、 種々 の 品物-て 賣 りに 廻 はる 旅商人の ルツ フォ が來 

その 話に、 『兵隊 は^ 彼 處に居 まさ あ。 騎兵に 歩兵に それから 砲兵と、 隨分 立派で がす。 贵 家の 息子 さ 

ん にもお ひやした がね。 明日の 正午 頃 あの 聯隊 はべ ル、 プア を 通って、 多分 そこで 暫 らく 休息す る 事に 

ならう から、 家へ 左様 一一 ーーロ つて^れ つて いふ 事でした、 どうか お母様に 來 なさる やうに つて。 だから 私 

も 言って 置き やした がね、 道程 もなかく 遠い、 まあ ざっと 十 里、 それに お母様 も 昔の やうに お 若く 

はなし、 御^知の 通り 今 は牧穫 時分 だからって 言 ひやした。 それでも 息子さん は、 矢張り お母様に 來 

なさる やうに つて 傳 言で がす。 だから 賴 まれた だけ 申して おきやす が、 わたし や 知り やせんよ。』 母親 

ゎ瘦 せた 打ち沈んだ 面に は 熱心の 色が 現 はれる。 が、 その 仕事の 手 は 矢張り.^ めすに 頻りに 豆 を 積み 
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込んで^ た" 

『お行きな せいと、 そら あ 私が 言 ふん ぢゃ あり やせんよ。 多分 どうもべ ルヅァ を 通る 赛は無 ささう に 

思 はれ やすがね。 士官ても の はよ くその ぼ-際にな つて 氣の變 る ものです から。 が 唯 息子さんの 傳言を 

敉 まれたん です、 ベ ルヅァ を 通る から お母様に 來 なさる やうに ッ て。』 

ん う 

『悴は どんた 風です？ 見たところ は』 と 母親が 訊く。 

『ちった あお 瘦せ なすった やう だ。 が、 元氣 です よ。 ^に 弱って 居な さると 云 ふん ぢゃ あり やせんば 

母親 は 半白の 毛の 下から、 ちらと 鋭く 商人 を 見る。 

『あの 兒は あまり 丈夫な 方ぢ やなかった が』 とい ふ聲も かすかに、 『どうも f 佻 等 はお 股が 十分で ない 

と、 丈夫な^に やなりません わい。』 

『わかい 者 は^はして おきや 幾何で も 食 ふ もので さあ。 が、 息子さん は 泣-一 K なぞ 私に 一言 も 言って ぢ 

や 無かった。』 

『彼兒 は泣言 を 言 ふなん て wf: ぢ やありません』 と 母親が 一一 目 ふ。 

ふと 寢過 しで もしたら とい ふ 懸念の ため、 遂に 臥床に も 這 入らす、 麥^ を 編みながら あちこちと 歩 

いて 居る。 子供 等と 亭主と は旣ぅ 眠に 就いた。 

七月の 半ば だ、 夜 は 短い。 殊に 滿 月の 祈な ど は、 全く 夜の 無い も 同然、 唯もう 美しい 明るい « ばか 


りで ある。 

かきが； J  I 

朝の 四時が 打つ と、 母親 は戶の 矯 を外づ して 出て 行く。 あとに は 皆の 者が 何時でも 朝钣を 食へ る 

やうに、 薄い 冷 かい 珈琲と 麵 齣が 置いて ある。 姉 娘が 粗末な 錫の 器で 珈琲 を溫 める。 みな  一二 杯づっ 

吸って、 それで かち/ \ になった 麵飽を 濕 すので ある。 

夜 は 明け 離れた。 家の 周 圍の此 處彼處 に 在る 禿山に 柔 かい 光線が 射して、 冷やかな 安らかな とい ふ 

深い 感じ は、 さながら 寂然たる この 光景の 上に 祝福 を 祈る ものの 如く、 平生は 嵯峨 たる 石の 坂 も、 こ 

の 時刻に は 物 * かな 奥ゆかしい 美 觀を呈 して 居る。 雲 は 凹い 處に 漂うて、 山と 山の頂の 間に は 白 霧が 

內 海の 如くに 棚引いた。 

母親 は 背の 高い 痩せた 女で 歲は 未だ 三十 八、 それが 倍に も 老けて 見える。 髮は 多い が 旣に霜 を 戴い 

て、 赭 ばんだ 顔色に 寄る 年波の あと さへ 著しい。 輪廓 は 古代 彫刻の すらりと した 線で、 その 昔 妙齢の 

美人であった おもかげが、 いま 殘 つて ゐ るの は 唯 これの みだ。 燬 くが 如き 夏、 凍る が 如き 冬、 春の 崑 

にも、 秋の 山 かぜに も 弄ば るる 朽葉の 如くに、 吹き まくられ し^て は 打 落されて、 女らしき 姿 も 失せ 

た" 草 刈 も すれば 薪水の 勞 もとる。 險 しい 石 だらけの 田 を 行きつ 戾 りつ 犢の 後に 耕す。 かう して 年中 

一 日の やすみ もな く 働く ので ある。 

あたりの 靜 かさ、 林し さに はよ く惯^ て 居る から、 恐ろしと は 思 はぬ。 石 だらけの 丘の 間、 花崗石 
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ゃ輕 石の 混り 合った 小山の 起伏す る此邊 に、 生れて 以來 住んで 居た の だ。 西方に 海が あり、 東方に タ 

ス カンの 沃野が 連なる は 知って ゐる。 が、 親しく 自分の 眼で は、 未だ 曾て 故 鄕の山 以外 を 見た こと は 

ない、 この 地方に 僅かば かりの 產物 たる 食用 品の ほか は、 全く 何もの を も 知らぬ。 この 山間に 住む 入 

人 C. 水久 孤立の 生活 以外に、 彼女の 知る ところ は 一 も 無い のであった。 

衣 褻に は 一片の 麵齙を 入れた が、 岩の はざまに ここ かしこ 泉の ある を 知って 居た からだ。 脇に 鎌 を 

ぶらつかせて、 見當り 次第に 草 を刘 り、 歸路に は 肩に 一束 持って かへ る 積り である。 この 女の 癖と し 

て- 一分 一 秒たり とも 機 あらば これ を 逸せ ざらん とする の だ。 け ふ 着た の はよ い 方の 着物、 上衣 は鳶 

色の 毛織で 胸 は 黄で ある。 その上に 大きな 粗い 木綿の 前掛を 着けて ゐ るが、 靑ぃ色 は 褪めて 居た。 

頭に は 何も 戴かす、 袖 は 肘のと ころまで まくり上げた。 靴 を 手に 持つ の は 遠路に 損 ふま いとの 用 

心。 W し 愈べ ルヅァ の 峠に さしかかる 時 は 穿く 稹 りで 居る、 悴の 面目に 拘 はるから だ。 靴と いへば 十 

年に： 足 買 ふので、 皮 は 丈夫 だし 底 は 木で ある。 これ も 滅多に は 穿かない。 大きな 衣 囊に乾 酷と 小麥 

の麵^ を 一片 入れて、 悴に與 る铳り だ。 出来る 事なら その外に 葡萄酒 も 持て 來た であらう が、 山里の 

悲し さ、 そんな 物 は 見た くと も あり はしない。 唯 あの 岩 かげの 松の^に ある 小さな 敎會 で、 俵 式の 折 

に 使 ふば かりた- 

母親 は 平 かな 歩調で 歩いた。 これ は 一様な：： 十 足で 歩く のに 惯れた 人の 常で ある。 筌 氣は 冷やかで、 
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象から は そよ くと 風が 吹く。 太陽の 心地よ い 光 は 旣ぅ曉 の 喑ぃ影 を 遂ひ拂 つた。 心に 思 ふの は 唯^ 

子の 身のう へ。 彼の <f マまでの 短い 無事な 生涯 を 思 ひ 浮べて は、 甞て 自分の 胸に 抱いて 居た 昔 を 思 出 

す。 ちゃう ど" k ぃ蒲圑 包みの やうな 中から、 小さい 赭ぃ 手と 熱心 さうな 濡れた 赤い 唇 だけ 出して 居た 

事 を 思って 見る。 

； V  あや ふ 

次に は 息子が^ 4- 箇月ぐ らゐ の！ 9 を 思 ひ 浮べる。 母親の 腕 を 離れて、 歩み 初めの 足 も危げ に、 家の 

くるぶし  すすりな S 

前の 石つ ころの 上 を よろめく。 また 或 時 は 梅の 樹 から 落ちて 脚 踝 を 挫き、 自分の 膝に 抱 力れ て 啜 泣し 

ながら、 ちぢれ 毛の 頭 を 母の 腕に すりつけた 事 もあった。 

また 初めてのお 寺 參の日 を 憶 ふ。 息子 は 小柄で、 目のば ッ ちりした、 姿の よい 男 だが 肉 づき は惡 

い。 それ も 人数が 多い のに 食物が 不足が ち だから、 子供 等 は 常々 飢 ゑて 居る せゐ だ。 その 當日 母親 は 

一枚し か 無い 自分の 木綿 着物 を 切って、 襯衣と 袴 下^ 造って やった。 ちゃう ど それ は 夏の 眞中、 息子 

が 教^の 敷石の 上 を 歩いて 居る と、 日 は その あかい 髮の毛 をがん く 照らす。 敎 會は晝 なほ 暗い、 唯 

小さい 窓の 間から は强ぃ 光線が 射し 込んで 居た。 

かれ ま. 始終 善良な 息子 だ、 從 順で 活潑で 潔白な 男 W 兄弟に もやさし ければ 親に も 孝心 だ， 而 して 能 

くお のれの 分に 安んじて 居る。 然るに 一 たび 阈 家が 彼 を 母親の 手より 奪って 後 は、 消息 は 一 切 わから 

ぬ 9  £g 一 Y 人の 間に は 劃然たる 墻が 設けられた。 母親 は 唯 腰掛の 上に 跪いて、 聖母の 書 像の 前に 息子 
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のた め 祈禱を 捧げる 外はなかった ので ある。 

實に 二十 一年の 問、 息子 は 母親の もの、 彼のた めに 親 は苦勞 もし、 不自由 も 忍び、 身 を も犧牲 とし 

た。 然るに 一朝 忽然と して 彼 は 無き 者と なった" 國 家が 彼 を 奪った ので ある。 人 は 何と 言 はう が實に 

殘酷 だ、 非道 だ、 言語 道斷 とい ふべき だ。 母親の ものであった 彼を袞 ひ 去って、 母子 二人の 間に は喑 

黑の 空隙 を 造った の だもの。 

しかし 遂に は 息子に 會 へる だら う。 彼 は 母親の 來て 吳れる やうに と 旅商人に 傅 言した 位 だから、 勿 

嚙おれ てま. Q ない。 たと ひ 息子が 行軍で 炎天に 汗水 垂らして 行く の を 見る だけで も、 母親に とって 

V* し  ひ うち 

は、 それだけで 旣に 十分 生き甲斐が あるの だ。 世界の 端まで も 行く 價 値が あるの だ。 そして 若し 人力 

埒 する やうに、 行進 を 停める か夜營 をす る 事で もあった らば、 兩 腕に 彼 を 抱 くだらう、 彼の 聲をも 聞 

くで あらう、 まるで 小兒の やうに 顔の 埃 を も 掃って やる だら う 。『お母様に 來 なさる やうに』 とさう 彼 

ふる 3 と 

は  一一 一口った の だ。 ああ 可愛い 者 だ！ 彼 も 母 を 忘れて ゐな いので ある。 故鄕の 家の あたり、 岩^の^ を 

もな ほ 忘れて 居な い ので ある。 

日光 は 益 * 明るく 照り 渡って、 遂に 白晝 となった。 

段々 と番 さは 增す、 曉 方の 色 あざやかな 光と 矓の影 は 失せて、 あたり は 露骨に 狡 風景に なった。 昔 

から 此 あたりで 銅 を 採掘す るのに 岩 を 切り 碎 いた 斷片 が、 今な ほ 堆 く 積まれて 居る。 自然の すがた 
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はこの ためにいた くも 傷 けられた ので、 鑌山 は餘程 以前から 不用に なって ゐ るが、 荒らした 跡 だけ は 

今に^ 殘 つて 居る。 

母親が 行く 道 は 常 も 同じ やうな 所ば かり、 峨々 たる 岩 や 砂地の 上に 生えた 草 を 分けて、 見える か 兌 

しゅく 1 や 

えぬ 程の 一條の 道を迪 るので ある。 此處 彼處に 山羊の 群 や、 松の 並木、 寺の 塔、 それから 驛の^ 屋な 

どが 見える。 が、 固より これら は 遠き に 離れて ゐ るから、 此邊 ー帶の 山里 は實 に蕭條 として 荒廢 のす 

がた である。 

その 行く 道 は 南と 西の方へ と逑 なる。 もとより 眞の 道路で はない、 人馬の 通った 跡の かすかに 殘れ 

るに 過ぎぬ。 ラ ティ ン、 H トラス カン、 ゴ オル 人な どの 遠い昔から 幾 百年の 間、 この あたりの 峠を越 

して、 炭、 石炭な ど を 運んだ 馬の 行列が 踏みならした 蹤跡 である。 

幾哩 行け ども 行け ども 人に は 遇 はぬ。 人家 は 稀に、 道 は 依然として かすかなる 蹤跡を 迎る ばかり 

だ- 遂に 初めて 人に 遇った。 驢馬に 乘 つて 前と 後に 囊を つけて ゐる 老人 だ。 母親 は 直ぐ 立ち 止って、 

自悛の 事が 言 ひたさに 數語を 交へ る。 『これから 悴に會 ひに 行 くんです。 隊と 一緒にべ ル，、 ヮァ を 通り ま 

すから、 私 を 呼びに よこしました。』 

老人が いふ、 『や あ、 そいつ はお 樂 しみ ぢゃ) 乃 <ム もす つと 前 —— 若い 時分に は 兵隊 もやった がの。 

まあ、 おかみさん、 機嫌よう して 行きなさい。』 
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驢^の 蹄が 岩 だらけの 道を迎 る、 かすかなる 昔 は 遠き に 消えた" 斯くて 母親 は^び また 簫條 たる 山 

ひき^へ ,  . 

里に 唯の . 一 人と なる。 此邊に 住む ものと て は、 唯 蜈蟆か 毒蜘蛛ぐ らゐの もの。 

暑さ は 益々 加 はる。 跣 足で 踏む 岩 はさながら 熱した 銅の やう。 蠅 はぶん く 飛ぶ し、 蛇 は 日な た ぼ 

つじ *w 

つ こ を やって 居る。 見渡した ところ 靑 いもの は 殆ど 無い、 唯 あちこちに 枯れ かかった 松 や、 短 矮た護 

謨の 木が  一二 本 もの 淋しく 立って ゐる。 母親 は 旣ぅ路 の 悪い のと 暑さと に 疲れ切つ たが、 行けば：. 仃く 

ほど 胸 は 却って 浮き立つ 思 ひ、 『ああ 直ぐに 悴に會 へる。 もう 直ぐ だ』 と獨り 口のう ちで 繰返した。 

赫々 たる 日 は 頭上 を 照らして、 巖の上 は 勿論、 その 間の 平坦な ぼこくした 土の 上に さへ 陰 ひとつ. 

無い。 蚊 は 雲の やうに 群がる、 蠅も 無數に 居る。 が、 たと ひ 足 は 痛み 體 は 疲れても 心は樂 しい。 さう 

だ、 先刻 老人の 言った 言 は 尤もで ある。 悴の 達者な 顏を昆 に 行く の は 母親に とって 實に樂 しみ だ、 と 

うな ブ 

獨り货 く。 

崖の 間から 小さい 泉が 湧いて、 それが 苔 蒸した 巖穴 へと 流れ込む 或 場所へ 來たリ 母 鋭 は 水を^み 阁 

い 麵夠を 食つ て 暫く 憩うた。 

珍ら しく 一軒の 家の 傍 を 通った。 門 n に 止って 其 家の 者と 語る に、 得意の 色 は 面に おれる" 

『悴の 居る 聯隊が 今 口べ ルヅァ を 通ります ので、 私に 昆に來 いって 言 ふんです。 多分 彼&で i_ るんで 

せう。』 
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自分の 息子が 聯隊の 列に 人って 行軍 するとい ふ此 一 事、 母親に とって は 女王の 冠よりも 尙更 に 貴 

く、 また 道 に 殉す る 聖者の 苦しみよ り も尙史 に 悲慘 に感 ぜられ るの で あ つ た。 

すっと 遙 かの 彼方に 黑 いものが 列んで 見える。 これが 卽 ちべ ルヅァ の 峠の 頂に 在る 並木で、 この あ 

たりに 在る 唯. の 木立 だ。 母親 は遙 かに それ を 望み 見て 歩 を 平 めた。 日 は旣に 中天に ある。 ああ 軍隊 

が 若しも 其處に 停ら すして、 峠 を 素通りし たらば 如何で あらう か。 

あの 旅商人 も、 停らない のか も 知れぬ とい ふ 事 を、 旣に 言って 居た ので ある。 

これ をお もへば 脚 は 屈して 戰慄 くを覺 えた。 が、 氣 丈な 此 母親 は 恐怖の 念に 撓 むこと なく、 其 道 を 

繽 けた。 二 時問餘 りで やっと 木立の 端の 處に 達く。 そこに は 小さな 家が 五六 軒 も 固まって、 山羊の 群 

やら、 栗、 樫な どの 木蔭に ある 草原、 海岸の 松の 高い 並木な どが 見える。 ベ ^ヅァ の峙は その 下に あ 

るの だ。 

今 は物靜 かな 正午で ある。 心地 よげ な 松の木 蔭へ 下りて 行く と、 そこに は 山 苺が- ^いて 居る し、 ぜ 

ん しゃん 草 も 茂って 居る。 母親 は それ を 物 珍ら しさう になが めた、 勿論 自分の 住む 家の あたりに は 花. 

I っ^かない からだ。 

. 羊 飼が 一人 苔のう へで 假寢 乞して 居た のが、 今 足 昔で 目 を さました。 

『お 隊は 峠へ 来ました か』、 と 尋ねる 女が 胸の 動悸 は 肋骨に 響く。 


333-  


^はぽ 惚け 聲で、 『先刻 喇叭の 音が して 居た つけ。 皆 あすこで 休んで るんだ。』 

『怍も その 中に 居 るんで すよ』 と 例によって 自慢 顔で、 さっさと それら を 通り越して 行く。 

自分の 息子が 兵士で あるの は斯 程まで もえら い 事な の だ。 栗 や 樫の 茂って 居るな か を 半時 問ば かり 

も 降りて 行く と、 漸く 峠の 昆 渡せる 所まで 來た。 

さう だ、 如何にも 兵隊 は 居る。 白い 麻の 帽子、 馬、 大砲な どが 能く ^分けられる。 人 問の 圑 塊が あ 

ち こちと 動いて、 劍 なぞの ピ 力./, \す るの や、 天幕の 黄味がかった 色まで 手に 取る やう だ" さう だ、 

如何にも 兵隊が 居 るんだ。 女 は 十字 を 切って しばらく 松葉の 上に^ 坐いて 神に 感謝した が、 やがて 立 

ち 上って また 下の 方へ と^いで 行った。 

下り坂 はまが り まがって 隨 分な がい。 谷の 底 は 木で 隱れて 見えない が、 そこまで 行って 見る と 聯隊 

はな ほ 休息して 钣を 食って 居る。 早速 目についた 若い 兵隊の 一群が 居ろ ところへ 行って 尋ねる、 『私 は 

彼の^で ございます —— あの ダ 一一 エロの。 どうか、 悴の 居る 所まで 速れ て 行って 下さいません か。 實 

は 私を迎 ひに よこしました ので。』 

情が 迫って 聲は ©れ た。 その 指 は前褂 をつ まんで 居る。 見す 知らす の 人た ちが 大勢が ちゃく 居る 

前で 女 は慄へ てゐ るので ある。 ああ 如何して 息子 を 見つける 事 だら う？ 

•  らマ. f 'ら 

今 は カも盡 きさう になる。 あちこち 色々 の 人に 尋ねて； a る。 が、 若い 述中 は^ 顏を 見て 嘲笑った 
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じ やう だん  ひや  あれ 

り、 或は 背 を そ 向けて 取り合 はない。 笑 ふの も あれば 串談を 言ったり 冷 かしたり する の も 居る。 彼 か 

ほ  ひと att り  あた 

ら これへ と投り 遣られて、 遂に は 陣營を 一周 さされた。 地上に 轉 がる 兵糧 囊に 躓いて は、 ぼんやり 周 

圍を昆 つめて 居る。 

砲車 を 放した 大きな 野砲、 馬具 を 着けす に 繋いで ある 馬" また 食器 だの、 口の 開いた 背囊、 汚れた 

上衣な どが 扮然 雜然 たる 有様 だ。 皆が 襯衣 一枚に なって 面白さう に 騒いで 居る 模様、 いま はもう 車紀 

も 何もあった もの ぢ やない。 

や 力 13  9  9  9  9 

隨分亂 暴で 騷 がしい もの だ。 母親 は 近寄って 來 ると、 喧噪し いのと どさくさ とで、 21 まひがして 耳 

が 鳴る。 數か ぎり もない 大勢の 人々、 どれ もこれ も 同じ やうな 五分 刈 あたまに 脚袢 がけ、 そして 皆 揃 

つて 小柄た 體だ。 ああ 如何して このば たばた して 居る 群集の なかで、 自分の 息子が 目につく こと だら 

う。 

が、 女 は 毫も 屈しない。 

遂に、 外の 者より は 辛抱の よい、 寧ろ 憫 みの 深い 一人が 言って 聞かせた。 ここに 居る の は 砲兵 三 個 

中隊と 騎兵が 一 聯隊" 息子さんの 名 だけ は 聞いて 居る が、 それ は 後方の 歩 兵隊に 居られる。 此谷を 下 

りて 十 町ば かり も 行った 所に 停って 居る との 話。 母親 は 厚く 禮を 述べて、 彼が ために 祝福 を 祈って 立 一 

ち 去った" 旣ぅ四 眩 は 硬くなる し、 血管 は 張りつ めて 居る の だから、 歩行 は 容易の 事で はない。  お 


しかし 息子が 確かに 居 るんだ と 聞いて は、 豫想 する だけで も 喜 悅の色 は 面に 溢れる。 

かれは 通る 人 ごとに 嬉し さう に 話しかけた。 今 は 足の 痛み も 身體の 疲勞も ： 切 感ぜす 氣輕に な つ 

た 4 ああ、 悴は居 るんだ、 實際 居て さへ 吳れ やそれ で 結構 だ。』 

女の 衣 藜が 膨れて 居る の を 見て 邏卒が 怪しむ と、 『家から 麵 齣と 乾酪 を 持って 來て悴 にや るんで す』 

とい ふ。 邏卒も 笑へば 自分 も 笑 ふ。 そして 通して 貰 ふの だ。 

一 々聞いて 見たり、 じろ，， /\ 見 あるく のに は 閉口しながら も、 矢張り 屈する 色な く 捜して 行く。 『私 

はダ  一一 H  E! の 母です が、 彼 兒が會 ひたいって 言 ふ ものです から、 朝から 歩いて 參 りました。 何 處に居 

ます でせ う？』 

或 突き出た 巖 のかげ、 峠 を 下りて 少し 行つ に 所に 聯隊 は 居った。 白の 服 を 着けた 兵士が 彼方此方に 

奔走して 居る のが 見える。 少し 隔たった 岩の 問から 湧き出る 泉の 水 を 運んで、 兵隊 は 群が つて ゐる 

が、 さきの 砲兵 騎兵の 隊の やうに 賑やかで はなく、 物靜 かな 活氣 のない 有様。 士官 は 皆 一緒に 一 本 松 

の^に 立って 居る。 皆の 聲は ® く 打ち沈んだ 調子で、 憂の 色 さへ 昆 えて ゐた。 女 は 臆しながら ここ ま 

で來 たが、 疲れて^^した顔には猶^望の色が輝ぃた。 此人か 彼 人 かと 見 ま はして は 待ち焦がれ なが 

ら、 絕望 憂慮の すがたで ある。 しかし 息子 は 見 當ら ない。 

遂に 若い 人た ちが 一 團 になって 居る 處へ來 た。 皆 寂然と して 唯、 的 もな く 徘徊ながら、 地上に あ 
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る 何もの か を 見て ゐる。 昆 れば此 人達と 同じ やうな 三人の 壯カ 者が、 栗の 大木の 蔭で 仰向きに 横た はつ 

て 居る の だ。 女 は戰々 これに 近づいて 見た が、 何となく いふに 言 はれぬ 胸 さわぎが する。 

『あの人た ち は 如何し たんで せう、 病氣 なのです か』 と 女 は 尋ねる e 

ま はり  i  かみ 

周圍に 立って ゐる 兵隊 は 低い 調子の 聲で、 『いや、 死ん だんです よ、 お 主婦さん。 行軍 中に 仆 れつち 

まって ね、 …… まあ 此 暑さに 十五 里 ある くんです もの。』 

一 S"  ^ほひ 6 の 

そばに 近寄って、 地上に 横た はる 死體 のうへ に 女 は 身 を 屈め、 さて 順々 に 顏の蔽 物 を 取って 見た。 

かう して 母親 は 今 ふたたび わが 兒に會 つたので ある。 


f  (露、 チェ エホ フ作) 


可な， り財產 もあって 何 不足の ない、 そして 細君の 若くて 美しい、 禿 頭の T II は 頻りに 骨牌 戲を 

やって ゐる。 ある 友人の 家で、 誕生日の 祝を脤 はす 舞踏 や 骨牌 會の折 だ。 

方 外によ い 牌が 手に入る ので、 よほど 氣乘 りの して ゐる 模様で あつたが、 ふと 思 出した の は 大分 長 

い あ ひだ 酒 を飮 まなかった 事で ある。 彼 は 4 を 離れて 拔足差 足、 窒を 出て 行った。 W 心して ゆの 問 

を 通りぬ け、 まだ 町の 若い 逑 中が 舞踏に 餘念 もない 一 窒をも 通り過ぎた。 

小さい 戶を ぬける と、 そこから は 食堂へ 出る。 圓ぃ 卓の 上に いろんな 酒 を 入れた 罎が 列んで ゐる。 

傍に 山海の 珍味 うづ だかく、 靑々 した 新鮮な 芹 を、 さも 美味 さう に 取り合 はせ たのが ある。 なかに， 淫 

した 一片の 魚肉 を 載せた 一皿が あった。  、 

T —— は 自分で ヲッ 力 を小盃 になみ-^ と 注ぐ。 何だか 演說 でも やり さうな 身 振で 手 を 動かして、 

一息に それ を飮み 干した。 ちょと 額 をし かめる。 肉 叉 を 取って 一片の 魚肉に 手 を 着けよう としたが、 

—— 恰も この 瞬時、 隣室から 聞え る聲 がふと 耳に 入った。 

『私の 方 ぢゃ構 やしません わ。 が、 佝時 にした もので せう ね？』 女の 聲 である。 
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『i だな" 誰と 話して ゐ るんだら う？』 T -I. は 聲の主 を 認めて かう 言った。 

『^ぎな りと 楚か の 御 都合で、』 と 壁の 彼 側から 深い 豊かた 調子が 聞え る】 

『しかし 勿論 H 今が はいけ ません。 それに 明日 も 私 は 終日 忙し いんです がね。』 

おつ ごふ 

T —— は 自分の 友の 低調 聲を 直ぐ それと 覺 つた。 

「D  ^な！ 彼奴 も か！ どうして 吾妻め、 あの 男 を 取り込んだら う？』 

『さう 明が は 忙し いんです。』 また 聲が績 いて 聞え る〕 

『それ ぢゃ、 どうかお 手紙 を 戴きたい ものです がね。 しかし 文通 はよ ほど 大丈夫な 方 1^ 取らない と 

いけません。 どうも 郵便 ぢゃ" ^いです よ、 私から 贵 女へ 上げる の は、 いっかに は 彼の 老 痴漢の 手に 這 

人； ませう し、 また ^女から 下さる の も 私の 不在 中に でも 屆か うもんなら、 吾妻が 必定 開封し ます 力 

ら ね。』 

『さう ね、 ぢゃ 何う したら いいで せう？』  まよ や 

『何 かこれ は 新案 を發 明し なけり や 駄目です。 貴女の 奉公人 はとても 核み になり ません よ。 ^ 拔老 

^め、 女中 や 下男 は旣ぅ ちゃんと ぎ おけて ゐ るに 違 ひないで すから、 うっかり すると 欺され る。 どう 

です、 骨牌 戲の方 は 旨く行つ てるんで すか？』 

『旨くって？ な あに、 いつだつて 負けば かりよ。 駄目ね、 あの 馬鹿 は。』 
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『せ 牌に は^けても 戀には 勝つ か』。 言って D —— は 笑った。 『が、 そり やま あよし として、 旨い 策が 

あるです。 明日ち やう ど 午後の 六 時です ね。 役所からの 歸途に 私が 公園 を 通 るんで す、 そこの 監督官 

に 約束が あるんで。 だから 此 時刻より 少し 前にお 手羝 をね、 あの 葡萄棚の 左に 大理石の 甕が ありませ 

う、 あれに 投り 込んで おいて 戴きた いんです。』 

『ああ 彼處 なら 能く 知って ますよ。』 

『どうも 新案で 詩的で せう。 それに あなたの 方の 痴漢さん や、 吾 家の Ik なぞに も氣 取られな くって • 

どうで せう、 いいです か？』 

T II は^に 一杯 飮み 千して、 またもとの 骨 脾戲の 席へ 歸 つた。 かう いふ 秘密 を發 ^したから つ- 

て、  さまで 驚き もせす、 怒っても ゐ ない。 妻の 不貞の 新しい 證據を 握って は、 怒ったり 騷 いだり して 

篤 r.u や 威嚇 を やった の も、 今 はもう 昔の 話で ある。 今ぢ やそん な 事 は 思 ひ 切った。 しかし 矢張り 不懾. 

快に は相逮 ない。 殊に 『老 痴漢』 だの 『問拔 老爺』 だのって いふ 形容詞 は、 尠 から. f 彼の 瘤に 障つ 

た。 

骨 稗の 點數を 記き 入れながら、 彼 はこん な こと を考 へ た。 

リら  》c 

『一！ g あの D —— の 奴め、 怪しからん 野 郞だ。 街な どで 遇 ふと、 さも 親友ら しい 面 を しゃがって、 fee 

顔 をつ くったり、 近 IS は 如何です などと 御機嫌 を 伺ったり、 ちょと 肩を敲 くなんて 莨 似まで しゃが 
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る。 そのく せ 陰へ ま はると あの 通り だ、 老 痴漢 だの 間拔 だのって。』 勝の 方に； 生 懸命に なると、 菜 

益 さきの 暴言が 氣に かかる。 

『臆病な の だ！』 

鉛筆 を 折って、 腹立たしく 彼は考 へた。 

『馬鹿な！ 畢竞 初から、 あんな 野郞を 相手に する 氣 がない からだ。 左様で なき あ、 目に もの 昆 せて 

や るんだ が。』 

<せみ に 就いて から も、 T —— は D —— の顏 をぢ つと 見る 氣 がしない。 其 男 はまた 故意に でもす る や 

うに、 頻りに 種々 の 問 を發 して、 しばらく も 彼 を 休ませて おかぬ。 お勝ちな すった か だの、 沈んで い 

らっしゃ るが 何うな すった なぞと 聞く。 殊に 失敬 極まる の は、 親友と いふ 權利 を濫 川して、 T —— の 

細君に 向って、 もっと 旦那 樣を 大切に なさい よ なぞと 責める。 すると 細君 も 可愛げ な 目 付 をして 亭主 

の 方を昆 る。 無邪氣 な、 わざとら しくない 笑顔 をしたり、 洒落 を 言ったり する。 誰が 目に も此 細君が 

夫 を 愛して ゐな いと は、 夢にも 思へ ぬ やうに して a せる。 家へ 歸 つても、 T —— は 腹立たし くって 氣 

がいら/ \- する。 給 句 これが 獨 りなら、 恐らく 自分 を 制して こんな 感じ を鎭壓 める 事 も 來 たらう。 

併し 細君が お 饒舌 をしたり、 笑顔 を 見せる たんびに、 『ii 拔 老爺』 だの 『老 痴漢』 だのって いふ^ 構な 

名稱が 胸に 浮ぶ。 怒は鎭 まる どころ か、 却って 益々 昂す るば かりだ。 


『彼奴め、 横 ひとつお 兑 舞して やる ところ だが。 畜生め！ 衆人の 前で 辱し めて れる とい いん 

だ』.. 

と 彼 は 思 ふ。 

また 桠々 な こと を考 へて 見る。 彼奴 を 散々 打 負かして、 それから 外へ 呼び出して 飛ぶ 鳥 を 射る やう 

に^ 付けよう か 知ら。 さもな くば 今の 地位 を 失 はせ るか。 何か穢 いもの —— まあ 鼠の 死んだ ので も 壅 

のなかに 入れて 置いて やらう か。 な あに、 それよりも 良 いのは、 妻の 手紙 を 取り出して、 代りに 出鳕 

目の 歌 を 書いて、 可 笑な 署名で もして 入れて おくの さ) 夜お そくまで T —— は 寢窒を あちらこちら 歩 

行いて、 復 簪の樂 しさ を 夢想しながら 僅かに 氣を 晴らした。 すると 不意に 彼 は 歩-て 止め、 はたと 手 を 

額に 打った。 

『さう だ、 さう だ。 妙、 妙！』 かう 一 一目って 喜びの 色 は 面に 溢れた。 

『これ こそ 素 的 だ。 實に 名案.：』 

細君が 寢に 就いて から 彼 は^ぐに 机の 處に 座って、 大分 長く 考へた 後、 次の 文句 を 書いた。 わざ わ 

ざ 自分の 筆镇を U- せない やうに して、 文字の 誤まで もして ある。 

『ド リノ フ 商店^ 人へ。 

A ゥ ブル 

拜^ ：、 本日 (火 月 十二 日) 午後 六 時、 贵下は 市 公園 內 葡萄棚の 左に ある 甕 中に 金貳百 留 を 御 投入 
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可 有 之 候。 然ら すば 贲下は 殺害せられ、 貴下の 寳石 商店 は ダイナマイト を 以て 破壞 せらるべく 候」。 

再び 讀み 返して、 彼 は 嬉し さに 夢中で ある。 

『こいつ は 名案 だ、』 と嬸 しさう に 囁く。 

『第一 等. た。 悪魔に だって これ 以上の 復鱸 E 策 は 出まい。 先づ 商人が 必定 驚愕 仰天す る。 早速 警察に 

K ける。 すると 巡^が 木蔭に 潜んで 待って ゐ ると、 —— そら あ、 一二の 三と、 奴さん お出でな すつ 

た" 手羝を 取らう と 思って 甕の 中へ 手 を 人れ るが 早い か、 むすと 捕まる。 旨く 申し開き をして 仕舞 ふ 

までが IS 白い ところ さ』。 

彼 は 手弒に 切手 を 貼って 自分で 郵便箱へ 持って行った。 

面に 心地 よげ な 微笑 を 浮べて、 彼 は 眠に 就いた。 こんな 安眠 を 得た の は實際 久し 振で ある。 

翌日 目 を さましてから 前夜に 爲 たこと を考へ 出して は、 また 獨り 嬉し さう にくす-/ \ 笑って ゐる。 

出勤の 途中に も 役所で 執務の 間 も、 微笑 は 瞬時 も 彼の 面 を 去らない。 D —— が 全く 乃公の 陷穽 にか 

かった こと を 知って、 恐れる 處を 想像し、 胸 巾に 描いて 見る と 嬉しくて 堪ら ぬ。 

時計の 針が 六 時に 十分 前と いふ 處を 指す と、 彼 はもう 居ても 立っても 堪らなく なった。 早速 公園へ 

飛び出した。 目指す 敵の 周章 狼识 を、 前に 兑て樂 しまう とい ふの だ。 

『ああ！』、 と 巡^に 遇って 彼は獨 語った。 
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丁度 六 時 を 打つ と、 D-I は 例の 瘗の方 へ來る 道に 現 はれた。 實 に意氣 軒昂たる ものである、 煙 や 

を 吹かし 口笛 を 吹いて。 

『そ おら、 老&漢 の 問拔が 何う して 吳れ るか 見ろ！』 T —— は 窃かに 毒々 しく 囁いた、 『そ おら、 見 

ろ』。 

D —— は遨に 近寄って、 ぢっ とその 中へ 手 を さし 入れた。 T —— は 前方に 身 を 屈めて、 熱心に その 

1 舉 一 動 を 注視す る。 

D I は 甕の なかから、 小さな 包装 を 引つ ばり 出した が、 仔細に それ を 昆て肩 を聳 やかした。 今度 

は 躊躇 ひながら も^けて 見て 再び また 肩を聳 やかす、 そして 非常に 驚いた と 云 ふ 顔附で 在中 物 を 見つ 

めた、 II 正に 百 留 の 手形が 二 枚！ 

D —— は稍暫 らく 乎 形 を 見つめて ゐ たが、 遂に またもや 肩を聳 やかして、 衣 褻に 手形 をね ぢ 込ん 

だ" そして 口のう ちで、 『ありがたい ッ！』 

この 一語 T —— の 耳に 入る や、 彼 は 忽ちに して 歩 を寳石 商の 店に 向けた。 力 もな き 怒に 看板め がけ 

て 拳 を 振った、 そして 吱 いた。 

『臆病者め！  くだらね え！ この 腰拔 けめ が！』 
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夢，^ り-しか r 佛、 モ ォバッ サン 作) 

もの 狂 ほしき まで、 われ はかの 君を戀 ひたり。 

そ もい かなれば.^ は戀 ふるに や。 戀 ふる は 何の 故ぞ。 げ にも 奇 しき かな。 この 世に して 昆る もの 唯 

ひとつ、 こころに 思 ふ も 唯 その ひとつ。 胸の なかなる 願 ひ、 さて は 口にの ぼす 名 さへ、 また この 一 つ 

の 外 は あらす。 あはれ その 名、 絡 ゆる 間もなく 心に 浮び、 靈の 底より 湧きく る 水の やうに のぼりき 

て、 口に かたり、 繰り かへ して はまた 繰り返し、 祈禱の やうに、 いづく にも ささやきて、 やむ こと を 

知らす。 

ここに 語らん 物が たり 一 つ、 戀に はいつ も 同じき 唯 ひとつ ある を。 かの 君に 會 ひて われ は 纏 ひぬ、 

ただこれ のみ。 さても 或 一とせ が ほど は、 われ かの 君の なさけに、 その 愛に、 双の 腕に、 また 纏へ る 

きぬに、 その 言の葉に こそ は 生 をた もち けれ。 かの 君より 來れる もの、 何くれとなく わが 身 をつつ み 

て、 からみ 鎖し つ。 時 は 日 か 夜 か、 この 身い ま 生か 死 か、 人の 世に あり やなし やの、 そのけ ぢめ 分か 

ぬまで。 

やがて かの 君 は 逝け り。 如何にして ぞ、 われ 知らす、 竟に 知る ところな し。 さはいへ ど 或 ゆ ふべ、 
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雨ふりし きる に、 孺 れ衣 まと ひて 歸 りこし その 翌日に、 し はぶきし げく、 七日ば かり も 打ち 綾き て、 

さて 病の 床に ふしぬ。 何事な りしと も 今 記憶な し。 ただく すし 來り、 もの 書きて 去りき。 藥 もて 来て 

, ども 飲ませぬ。 かの 君の 手 は 熱し、 かしら 燃 ゆるが ごとく、 まなこ 輝きて 憂愁 あり。 われもの 言へ 

ば、 いらへ あり たれ ど、 われらが 語りし こと 今 はお ぼえ す。 すべて を 忘 じ 果てぬ、 何事 を も 知らす。 

遂て みまかりぬ。 わが 耳に 殘れる は、 臨終の まぎ は、 かすかに 唇 もれし 弱き その 吐息" 看護の をん な 

は獨 り、 『われ 知れり、 ああ われ 知れり』 とぞ言 ひける。 

わが 知る ところ はこれ のみ。 佾 にあへば 彼い ふ、 君が つまに やと。 此 ことば、 さながら われ を さげ 

すむ と^えぬ- かの 君み まかりて、 いま 何人 かこれ を 知る の權 あらん。 遂に かれ を逐 ひやり、 なさけ 

K ぶき ほかの 佾 きたり、 かの きみの 事 かたらへば、 わが 淚せ きも あへ す。 

人 はと むら ひの 事 われに 詢 りたれ ど、 その  一一 一一！ I へりし ことわれに 記憶な し。 いた 唯 想 ひ 起す は その ひ 

つぎ、 釘う ち 込む 槌の 響) ああ 祌ょ、 大神。 

かの^ 葬られぬ」 うづめ られ けり、 かの 君、 そのお くつき に」 人々 來 わり —— 女の 友 どち なりき * 

われ は そと 逃れて.^ り 去りぬ。 走りて 町 を 過ぎ、 家に かへ りつ。 旅 だち し は 次の R なりき。 
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旅より 巴 里に かへ りし は、 きの ふ。 

ふたたび おのが 室 —— われらが 部 室。 ふしど、 家具な ど、 逝きに し 人の あとに 遣し おく 物 かすく 

を兑 しとき、 新しき 悲愁 この 身 を 襲へ り。 窓う ち 開き、 身 を 街頭に 投げん とする 如くお ぼえぬ。 

す さ. a 

かかる 物のう ち、 かの 君 を かこ ひし 四 壁の あ ひだ。 目に こそ la えね、 その 罅 隙に、 逝きし かの 君が 

現し 身の、 數 かぎりなき 微分 を 宿す ところに、 いかで、 もはや 此身を 置くべき、 逃れん とわが 帽 とり 

あげぬ。 戶 口に 行きし とき、 わが 過り し大 鏡" おもへば かの 君 H ごとに， s で 行く とき、 すがた をう つ 

し、 かむ りより 靴まで、 よそ ほひ 整 ひて 美しき や を 見ん とて、 ここに 置きた る もの。 

わが はたと 止まりし は、 かの 君が いくたび か 姿 うつしし 鏡の まへ。 いくたび も いくたび も うつしし 

その 姿、 この 鏡に ぞ 宿りたら まし。 われ そこに 立ちて 打ち 顫ひ、 まなこ を 凝らしぬ。 その かがみ 平 か 

に、 幽 にして ^{ 仝、 かの 君 を そこに 宿し けん、 おも ひみ だるる われの 眼と 同じく。 

鏡 を われ 戀 ふるが やうに 思 ひぬ。 手 もて 觸 るれば ひややか。 ああ 问顧、 かく も われら をな やます 悲 

しき 燃 ゆる 恐ろしの 鏡よ。 

胸に 在りし こと、 おも ひ 浮びし 事 ども、 また そのな さけ、 マての 愛に 映りた る もの、 すべて をみ な 忘 

じ^つる 人 こそげ にも 幸 なれ。 ああ われの なやみよ、 いかに。 

みづ から 知らす、 また、 しかせん とも 思 はすして、 われ 家 を 出で て 行きた る は、 おくつ きど ころさ 
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してな り。 孤坑 あり。 白き 大理石の 十字架に して、 ゑり つけたる ことば、 

戀 ひつ 戀 はれつ、 遂に 逝きぬ』。 

と 0 

かの S ここに 在り、 朽ちて、 このし もに。 恐ろしき かな。 地上に ぬか づきて すすり泣きす。 ここに 

とどまる^ しばし。 

れ なんとす。 失 戀に伴 ふ あやしう 物 狂 ほしき 願望 われ をと らふ。 夜 を ここに 明かさん と 思 ふな 

り。 後の 一夜 を 夜もすがら 墓 上に 泣かん わが 願 ひぞ。 さりながら 人 や 見ん、 われ を遂 ふべ し、 いか 

にす べき。 

われ もさる もの、 身 を 起して 亡者 どもの 住まへ る この 市 を さまよ ひ 始めつ、 歩み 行きぬ。 われらが 

ま まへ る 市に 比して は、 その 小さき ことい かに ぞゃ。 亡者 は、 さはいへ ど、 生 ある ものよりも 數 はる 

かに 多 かる を。 時 を 同じう して 日 を 仰ぎ、 泉 を 汲み、 葡萄に 酒 を 得、 野に 麵飽を 求む る 兒孫四 代の も 

わに こそ、 大 IK^ 樓の用 は あれ。 

亡き人の 代々、 くだりて われらに およぶ 人類の かけはし、 すべて 殘す ところ 一物な し。 地 これ を 奪 

ひかへ し、 一； 忘却 J これ を 消す。 さらばよ。 

慕 どころ の はて、 ふと a れば われ は その 最も 古き ところに 在り。 この あたり 死して 久しき もの は、 


旣に 穢土と 混じ 了ん ぬ。 十字架 さへ 朽ち 粜 てて、 明日 は 新しく 来りし 者の ここに や 葬られん。 蔷薇は 

生 ふるに 任せ、 老椅 のかげ をぐ らく、 愁色 ある 麗しの 園 生 は、 人の 肉に ぞ養 はるる。 

われ は孤獨 —— まったく 獨 りなり き。 綠樹 のうちに 匐 ひ、 身 を を ぐらき 枝 かげに かくして 待ちぬ。 

餘 にしが みつくさ ま、 破船の ふなびと、 板に すがりた る を さながら なり。 

日 くれ * てし とき、 ここ を 出で ぬ。 亡き人々 のみの つどへ る此地 をし のびし のびて、 おもむろに 歩 

みそむ。 しばし が 程 さまよ ひたれ ど、 かの 君 ふたたび 《3? えす。 腕 ひろげて 進み 行き、 手足 もて、 膝 を 

もて、 また 胸に て、 遂に はか しら を もて 塚 をた たけ ど、 かの 君毘 えす。 手 もて 觸 るる その さま、 めし 

ひの 道 を さぐる にも 似たり や。 いしぶみ、 十字架、 鐵柵、 さて は金づ くりの 花環、 しぼめる 花た ば、 

ナベて 觸れ ざるな し。 刻みた る 名を讀 むに 指 もて 文字 を撫づ るな り。 ああ 如何なる 夜ぞ、 いかなる 夜 

. ぞ" われ^: びかの きみ を昆 す。 

巧 かげな し" いかなる 夜ぞ。 墳墓 二列、 その あは ひなる 小道のお そろし さよ。 おくつ き、 ああお く 

うき、 唯お くつき あるの み。 右に、 左に、 前に、 ま はりに、 いづく も 唯お くつき ぞ。 膝よ わり 果てて 

歩み かな はぬ に、 われ 遂に 墓 上に 坐し ぬ。 おのが 胸。 ひびきの ほか、 なほ 何もの を か 聞く。 なに ぞ、 

いひ 知らぬ^ 亂の音 。 ひびく はわが 腦裡 か、 閬 夜の 界か、 はた 祌祕の 地下 II ひとの 屍に 滿 てる 大地 

め 底 か。 あたり を^ ま はしぬ。 いつまで かわれ 其 處には 在りし、 みづ から 知らす。 おののきて 此 身し 
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びれ、 恐怖に 醉 ひて、 あは や、 われ 叫びて 死なん とぞ しける。 

忽ちに して、 わが 坐した る大 现石片 うごく と 見えぬ。 げ にも 動け るな り、 さながら 持ち上げ たらん 

やうに。 一躍、 身 は そば 近き 墓 上に とびつ、 ヶ しも わが 身 を 離れし 石碑、 直立した るが あり と： a 

られ ぬ。 亡き人 あら はれき。 骸骨な り。 かがみた る^も て 石お しゃりた る、 闇の 夜 なれ ども 明らかに 

a られ き。 や 字 架上の ことば、 

『じゃっく • おりばん の 墓 W 享年 五十一。 かれ 妻子 を 愛し、 ねんごろ にして 心け だか かりけ る ひ 

と。 遂に 大神 のめぐ みのうち にぞ 逝きけ る』。 

と ありき。 

亡き ひと 其い しぶみ を讀 みて、 逍 のべに、 さき 尖りた る 小石 ひろ ひ 上げ、 心 こめて その 文字 を 削ら 

けプ  まなこ 

ん とす。 のこりな く、 おもむろに そ を 刪り 去りて、 眼窩み ひらき、 その あと を ながめぬ。 さきに は 食 

指な りし 骨の さき もて、 明 光 ある 文字 かきつく。 さながら こどもら が 燐の まつち を もて 壁 上に 引きた 

すり 

る 線 0 ごとくに、 

『じゃっく • おりばん の 墓" 享年 五十 一。 かれ 無情、 父の 死 をい そげり、 遣產を 得ん こと を顿ひ 

てな り。 妻 を 苦しめ、 子 をな やまし、 隣人 を あざむき、 HI 掠 飽くを 知らす。 遂に みじめなる 最 

後を遂 ぐ』。 
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と o 

な 

かくま BT き 終りし とき、 亡き人つ と 立ち あがりて、 ゆるぐ 事な し。 われ かへ りみ すれば、 おくつ き は 

皆 ひらきて、 かばね 其處を 出で、 うから やからが 石ぶ みに ゑり つけたる 虚言 を 刪り 去りて、 代りに 眞 

實を それに 寄き 人れ たり。 見れば 皆 これ そのと なりび とを惱 ましし もの、 惡意、 不信、 僞善、 猜忌、 

虚言、 If 謗、 無賴の 徒な り。 いは ゆる 惠 みあつ き 父、 まめ やかなる 妻、 孝子、 節婦、 さて は 心 正しき 

■« さ 5 ど  む ぐ 

商人と いふ もの、 哲 ある は 欺き、 ある は盜 み、 卑しく 忌ま はしの 行なき 者 は あらす。 しかも 人 は無坭 

と 言 ひしな り。 とこし へなる 住居の かど、 時 を 同じう して 今 きつけた る は眞實 なり。 1 1 げ にも 恐 

ろしき 架き まこと、 これ ぞ 人の 生 ある あ ひだ、 知る ことなく、 また 知らす 額よ そ ほひた る ものたり。 

われ はお もへ り、 かの 君 はた 何 を か 書きつ けたる。 

, . I  S れ かう ぺ 

な 力 は 開きた る ひつぎ、 またむ くろ 输體の 問 を、 臆する こと も 無くて 進みつ。 かの 君 を 見ん こと を- 

知りて、 その かたへ と 行く。 おもて は 死 出の ころもに 包ませ たれば 見え わかね ど、 かの 君 をみ とむ * 

さきに 大理石の 十字架 上に、 

『戀 ひつ 戀は. れつ、 遂に 逝きぬ』" 

と讀 まれし は、 かき 消されつ。 今 は 

『ある 日、 戀人 あざむ かんとて 出で 行き、 雨中に 感冒の やま ひ を 得て 逝きぬ』。 
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とぞ ありけ る。 

* 


黎 s: われ は、. i も そらに、 おくつ きのうへ に ふした る を、 人 や 見たり けん * 


寂  ^  (米 、ポオ 作) 

『赤 死』 の 病に 國中 ながく うら さびれたり。 疫病の 數は あれ ど、 かく も猛 けく 恐ろしき は あらす。 お 

ぞ ましき くれな ゐの 血痕 は此 病の しるしに して、 はじめ 鋭き 痛み を覺 えて 俄に まなこ くらみ、 やがて 

夥しき 血汐、 皮孔を 流れ出で て 遂に 息 絶 ゆるな り。 深紅の 血痕 は五體 をけ がして 殊に 面に 著しく、 こ 

れ やがて 日頃 親しき ものの 同情 を さへ 失 はしめ、 助な きに 至らし むる 呪咀に 他なら す。 發ニ K より 經過 

をかぞ へて、 死に 至る まで その 問わ づ かに 半時。 

され どプ B スぺ 口 は、 世のう き 事 知らぬ 心强 くさ かしき 君に てお はしき。 領內の 民な かば は 斃れし 

ころ、 iH づ かへの さむら ひ、 女 どものう ちょり、 すく やかに して 氣輕 なる もの あまた を 召しつ どへ、 

そを隨 へて 狨 がまへの 精舍、 奥 ふかく 立 退かせた まひぬ。 

廣く はで やかなる この 精舍 は、 世の常 ならぬ、 しかも 莊 厳なる、 君が 趣味に まかせて 建てし もの。 

堅固なる 高き 城壁 をめ ぐらして、 これに 鐵門を 設けたり。 宮人 どもの 入りての ち は、 鎔爐 と鐵^ と を 

はこび 來 りて 閂を かたく 鑄 合 はせ たれば、 たと へ絕望 狂亂 の餘、 俄に 思 ひ 立ちて 出入り せんとす る 

も、 すべな からしめ たるな り。 精舍 のうち は糧も ゆたかに、 そな へ 整 ひたれば、 ここ は 恐ろしき 疫病 
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も^ 力 は、 城外の こと また 關 すると ころに 非す。 この 時 あたら 悲しみて うき 物 思 ひに 沈まん こそ、 げ 

に烏滸 の わざ なれ。 

プロスべ 口 は 遊樂の 用意 何 くれと なう まう け 給 ひ、 道化者、 歌よ み、 舞踏 師、 伶人、 さて はまた 美 

人 あり、 酒 も そな はりぬ。 城 中 はかく 宴樂の そな へ 足りて 病の 恐ろしき を 知ら ざれ ど、 あさまし や 

『赤 死』 の.. 荒る るに 任せた る 城外の さま。 

この 精舍 にこ もらせ 給 ひて より 歳の なかば を經 たらん 或 月の 末つ かた、 城外の 疫病 その 猛威の 限 を 

逞 うした る ころ、 ブロスべ 口 ここに 世の常 ならぬ 花やかなる 假面 舞のう たげ を 催し、 その 友 あまた を 

もてなし 給 ひぬ。 

この 催し こそ 歡樂 のかぎ りを盡 くし たれ。 いで 先づ その 場の 様より 物語らん。 窒の數 すべて 七つ、 

こ は 王者の 常の やうなる ひとつら なり。 さりながら 宮居に はすべ て、 此ー つらの 窒 ながき 直線 をな し 

て、 開 きの 戶を 左右の 壁に 折り返し、 眼 を 遮る ものな く 直ちに 全景 を 眺め 得べき が 多 かり。 さる を奇 

を 好みた まふ プ ロスべ 口、 もとより かくは 爲し給 はで、 窒の 配置 ゆがみに ゆがみ たれば、 一 ながめ 僅 

かに 一室 を 見る のみ。 尺 二三 十を隔 つる ごとに かど あり。 角 ごとに 趣 を 異にす。 左右に は 壁の 中程に 

せまき ゴシッ クが たの 高き 窓 を 開きて、 窒の 曲れ る ままに つづきた る 廻 廓に 臨む。 窓の 玻璃 は 各室の 

かざりに W ゐ たる 色彩に 從 ひて、 おのく その 色 を 異にせり。 例へば 東の はてなる は、 內 みな 靑の色 
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なれば 玻璃 も 亦 あざやかなる 靑を 用ゐ、 次の間 は壁絨 かざり なんど 皆 紫なる になら ひて 同じき 色 を 選 

び、 第三の はすべ て綠 なれば 窓 もまた 同じく、 第 四 は 光線 も 調度 もみな 黄に して、 第 A は 白く、 第 六 

は堇の 色な り。 さて 終なる 第 七の 窒には 黒き 天鵝絨の 壁 かけこと /^く 天井 四 壁 を 包みて、 裾 は 長く 

褶を なして また 同じく 黑 なる 絨氈の 上に 垂れたり。 さりながら、 ここの みは 窓の 玻璃、 窒の 飾と 色 を 

異にして、 血汐の 色の くれな ゐぃ とも 深き をぞ 選びた る。 

はで やかに 飾 を 置きなら ベ、 又は 上より 吊るした る 七つの 窒 のうち、 いづく にも ー點の 燭光 をみ と 

めす、 され ど これらの 室に 沿 ひし 廻廊に は 窓 ひとつ ごとに 皆 重き 香爐を 置き、 うちに 燃 ゆる 燦 たる 火 

光 まどの 色 玻璃に うつり、 まば ゆきば かり 窒の內 を 照らして、 ここに 常なら ぬ あて やかなる 光景 を 現 

はしぬ。 さても 西の はてなる 黑き 一室に は、 血汐の 色に 染めな したる 玻璃の 板 を 貫く 爛々 たる 光芒、 

うちなる 喑黑の 壁 絨に映 じて、 ここ はまた 物す ごさ 一一 目 はんかた なく、 鬼氣 ひとに 迫る。 殊に その 火光 

こ の窒に 人る 者の 顔に 映 じて 恐ろしき こと 限りなく、 われ こそ はこ こに 踏み 入らん と 勇む 者 ひとり も 

あらす。 

大 なる 黑 擅の 時 g 儀が 西なる 壁に 向 ひて 立ちた る、 これ ぞ 物凄き 此 一間に て ありけ る。 右左に ふれ 

る扳子 は、 にぶく 重々 しき 單 調の ひびき をな し、 分 を 示す 針、 時計のお もて を めぐりて、 ひと 時 を 報 

する や、 嗚り 出づる そのお とさわ やかに、 調子よ くも 整 ひて、 楚々 ひと を 動かす しらべに、 常なら ぬ 
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1 き はの 力 びたり。 されば ひと 時 ごと、 樂人 はしばしが 程、 殫奏の 手 を 心に も あらす とどめて 此 

ひびきに-斗 を 傾け、 舞蹈 もまた 從 ひて やむ。 笑 ひさ ざめ きし 一 坐し ばし は與 さめて、 この 響の きこ ゆ 

る 間 は 心なき やから さへ そのお もて 色 を 失 ひ、 年老いて 心 やや 落着きた る 者 は、 手 を 額に して 深き も 

のお も ひに 惱 める さまな り。 やがて 反響の やむ 時、 一 坐の 面々 忽ち 微笑 をた たへ、 樂人 ども 互に 頹 a 

あはせ つ。 人 r; 史 こころ 弱 かりし 嗚呼の わざよ とうち 笑む さまに 昆 ゆ- かたみに ささやきて、 次の 時 こ 

そ は 時計の ひびき も 物 か は、 なで ふ 再び 心 動かさるべし やと 誓 ふ。 さりながら また 六十 分 •：：. 過ぎ ゆ 

く 『時！ の、 秒を數 ふれば 三千 六 百。 さらに 鏘々 の 響き こ ゆれば、 戰慄、 沈思 またもや さきと 同じき 

け は ひ。 

さはい へど 此 うたげ は 快樂の 極み をつ くしぬ。 プロス。 へ n が 好み は 世の常 ならで、 また 色彩の 鑑 (A 

に まなこ 高く、 常に 今やう の 式 を 顧みす して、 大膽 にして 燃 ゆるが やうなる 葸匠を 選びた まふ- 思想 

さながら、 烈火の 勢に まかせて 爛々 たる 光芒 を 放つ にも 似たり。 さる 人々 が 此公を 見て 物 狂 ほしと 言 

,  さみ 

ふ は あやまれり。 げ にけ らいの 者な どし かくは 思 はす。 親しく 近づきて その 聲^ に 接せば、 公の 狂 ひ 

たま へ るに 非ざる は あきらか なり。 

此 うたげの 折、 七つの 窒の よそ ほひ、 お ほかた は 公が 好みの ままに しつら ひたれば、 假面 舞に 一き 

は奇 しき 異彩 を帶 びて、 後の 『ヱ ルナ -1』 に 見 ゆらん やうなる、 埃 墚 たる 奇 g 峻 刻の 趣 を そな 、 た 
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り。 手足 装束の ふさ はしからぬ 亞 刺比亞 がた の ほりもの なんど、 皆 狂人の 作と や 見るべき。 美 あり、 

妖艷 あり、 險奇 あり、 また おぞましき 色を帶 びて 人の 厭惡を まねく もの 尠 しとせ す。 

まぼろしの 一 むれ、 まこと や この 七窒 のうち を 身 をね ぢ りて ゆきか ふ。 窒の 色彩 を 身に うつして、 

伶樂は その さまよ ふ 歩みの 響と 聞 ゆ。 時 辰篏時 ごとに 鳴り 出で て、 あたりし ばし は閬 として 唯鏘々 の 

おと を 耳に す。 まぼろし は 歩み を 止めて ゆるぐ 事な し。 さりながら 響 やむ 時 …； 忍びし は 僅かに 一瞬 

 かろく、 おさへ たらん やうなる さ ざめ きの 聲鍾 いで 起り、 伶樂 もとの やうに、 まぼろし また 動き 

そめて、 香爐の 光に かがやく 玻璃の 色 をう つし、 もとより は 心 ゆく さまな り。 

人影な き 西の はてなる 例の 一 窒に は、 夜の 更け ゆく ままに 血汐の 色の 玻璃 を 貰く 光い よく くれな 

ゐに、 烏羽玉の 黑き壁 絨の色 ものすごし。 足 この 黑の絨 氈を蹈 む もの は、 近く 時計の 沈 昔 を 耳に す。 

隔 りたる よその 間に ありて、 实樂 のなかば に 聞かん よりも、 おごそかに、 强さ いやまされる 響な り。 

ほかの 窒 にて は、 さりながら 人つ どひに つど ひて、 物 狂 ほしう 騷ぎ あへ り。 與酣 にして、 やがて 時 

辰、 中 夜. V 報 すれ ぼ、 樂聲の やむ 事 まへの やうに、 实 舞の 聲を さまり て 不安の 色、 一 坐を蔽 ふ。 鏘々 

の ひびき 此 たび は 十二、 その 間の 時 長ければ、 心な やます 人のお も ひの 數々 もまた 多 かりけ り。 

最後の 一 音 反響 やまん とす、 しばし のい とま あり。 さきに は 知る 人な かりし 假面を か むれる 一 人、 

こ のとき 衆の こころ を惹 きぬ。 目 なれざる 此 怪しの ものの 噂、 たちまち 口より 口へ と傳 はりて、 遂に 
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^，お 驚愕の ことば、 やがて はまた 恐怖 戰慄、 厭悪の ささやき 一 坐より 起り ぬ。 

^欲 亂 舞の ただなか、 かくまで 人 を 動かしし 物の怪の、 世の常の さまなら ぬ は 知る に雞 からす。 {比 

舞 まこと ゃ放郎 のかぎ りを盡 くし たれ ど、 くだんの 物の怪が 常規； ..- 逸せる さま はこれ にも 增 して、 プ 

n スぺ a が不硯 奔放 を さへ も 超えたり。 すべて 情の 力なら では 動かしが たき 琴線 は、 放逸なる やから 

の 胸のう ちに も 潜みて、 生死の 大事 を さへ 笑 ひて 過す 心なき き はさへ、 笑のう ちに はえ 過さざる^ ど 

も 世に は 多 かり。 げ にや 一 坐は+ この 怪物の 裝ひ、 振舞いと ど みだらな るに、 いたく も 心う ごきて a 

えぬ。 

怪、 たけ 高く して 瘠せさら ぼひたり。 總身を 死 出の ころもに 包ませて、 か むれろ 假 面の かたち、 こ 

まかに 見る とも 硬き むくろ がお もてに 見 まが ふべ くも あらす。 され ど、 これの みならば、 忌ま はしく 

とも 一 坐 はな ほ 忍び 得つ らん。 さりながら 甚だしき はこの 假裝 者が 『赤 死』 のかた を 装 へる ことな 

り。 はれば 血汐の しづく 衣 を ひたして、 廣き 額の みか は、 おもて は 悉く おぞましき くれな ゐを 點じゐ 

たに 

ゆるやかに、 また おごそかに、 坐 中 を かなた こなたへ と 忍び あるく 怪物 は、 さながら 一き は 心 こめ 

ておのが 役割 を つとむる に 似たり。 プロスべ 口 その 怪しき 姿 を昆 やりし とき、 恐怖の 裟慄 か、 はた 厭 

悪の それ か、 强 くも 身 を ふるはせて、 やがて 忿怒の 色 はお もてに 燃えぬ。 


1  3So 


『可 人ぞリ たれ か此 いやしき 戲を なして われら を 辱し む】 召し捕りて かれが 假面を 剝げ、 その 何人 

なる か を 知らす。 翌 早朝、 城壁に 梟さん もの を。』 

かた ヽ に 立ちし さむら ひ を 顧みて、 聲荒々 しう プ 口 ス ベ 口 叫ぶ。 

公の かくの 給 ひし 祈 は、 ^の はてなる 靑の窒 にお はしき。 され ど 身す くや かに、 たくましき 公 なれ 

ば、 朗々 の聲は 七つの S に淼き 渡り、 手 もて 相圖 した まへば、 伶樂 のおと も はたと やみぬ。 

靑の^ にあり て 公に 侍り、 色 を 失へ る！ むれの さむら ひ 共、 怪物の 方へ と 俄に どよめきつ。 怪物 こ 

のとき 亦 乎 近き ところに ありけ るが、 しづ/ \ とその 歩み 確かに プロスべ 口め ざして 近より ぬ。 さは 

れ、 この 假装 者の 物 狂 ほしき 粧 ひに、 ものと はなくて 一き はの 恐に 打 たれし やから、 そ を 手捕りに せ 

ん ことい かで かな ふべき。 妨 ぐる 者な きに まかせて 怪物 は 進み 寄りつ。 きみ を 去る こと 今ゎづ かに 咫 

尺" 滿座ー 齊に窒 の 眞中を 離れて、 壁の かたへ とよろ めく ひま を 怪物 は、 初より きはだち たる その あ 

ゆみ 今 も おごそかに、 靑 なる 間より 紫に、 紫なる を 過ぎて 綠の 問へ、 轉 じて 黄より また 更に 白の 間 

へ、 ^こ は堇の 色の それに さへ も 進み 行きぬ。 召し捕らん とての 立ち騒ぎ この 時に はじまれり。 

公 はおの がしば し 心 臆せし を 耻ぢて 怒に くるひ、 あはた だしう 六窒を 貫きて 進みた まひぬ。 され ど 

人 皆 はおの のきて これに 隨は す。 プロスべ 口 は 鞘を拂 ひし 劎 高く かざして、 退く 怪を めざして 獅子 奮 

迅の勢 すさまじう、 四 五 歩のと ころに 近づき 給 ふ。 茧の 問の はてに 至りし 怪物、 いま ふり かへ りて 追 
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手に うち 向 ひぬ •  g 

この 時、 叫び 唯 ひと聲 、 きらめく 劎 くろき 絨氈の 上に 落ちて、 プ n スぺ n またたく ひまに 斃れ たま 一 

ひぬ。 

絶望の 勇 を 奮 ひて 黑の窒 にと び 入りし 一 むれ、 黑 擅の 時計の かげに 身動き もせで、 すっくと 立てる 

たけ 高き^: 物 を 捕へ ぬ。 死 出の ころもと、 むくろ の やうなる 假面を 荒々 しう 取り 拂 へば、 あやし や 手 

に觸 るる 形 ある もの そのうちに 在らす。 此時 いひ 知らぬ 恐ろし さに 人み な 吐息 を 洩らしぬ。 

城內 いま は 『赤 死』 の 病 ある こと 疑 ふべ くも あらす。 みそか ぬすびとの やうに 夜の まに 入りた るな 

り。 一人 また 一人、 血汐に 汚れし 樂 堂のう ちに 斃 れつ、 絕望 のさ まあ はれに 息 は 絶えぬ。 

時 辰 俵の ひびき は宴樂 と共に とだえつ、 香爐に 燃えし 焰も 消え はてぬ。 『喑 黑』、 『寂滅』、 『赤 死』、 

ただ 世を蔽 へり。 


"メ  ill? の §  (瑞 ゆ、 ヒ アルマ ァ 。ゼ エデルべ ルヒ 作) 

ぼん や B- 

雨 あがりの 夕暮、 晴れ渡った 靑筌を 眺めて 僕 は 窓のと ころに 坐って ゐた。 茫然と 別に 何を考 へる で 

も 無い。 ただ 或 悲しい 事 を 思って はゐ たが、 それ も あへ たからって 別によ くなる 程の 事で も 無かった 

. の だ。 其 時 輕く戶 を 敲く音 が した。 友 は 窒に這 入って 來た。 

『お 邪魔 ぢ やない かね？』 

『いや、 よく 來て 吳れ た。 相變ら す 君 は元氣 だら う。』 

友 は 大き い 璲 椅子 に 身 を 落着け た 僕 の 机から 目を轉 じて 窓の 方 を： ^ て、 ぢっ と 靑空を 眺めて る。 

ほんと 

『け ふの 空模様 こそ は、 どう 兌ても ^個の 四月 だね。 朝のう ち 先 づ天氣 が 好く つて、 それから 雨が 

しま ひ 

降る、 雪が 降る。 お 終が この 通り 晴れ渡って、 いかにも 舂 めいた 夕 景色になる。』 と 友が 一一 目 ふ。 

ほん.：  ゅふぺ 

『さう だ、 眞侗の 春の 夕 だ。 どう だ 君 シガァ を 取らない か。』 

友 はまた 更に 語り 出した。 『ね 君、 ここから 昆 える だけで は 全くの 靑{ 仝 だ。 すっかり 澄み渡って 

眞にー 碧 洗 ふが 如し だ。 小さい 雲 一 つ ある ぢ やなし、 嵐が 吹き 殘 した 一抹の 霧 すら a えない。 ところ 

が だね、 君、 此夕 景色に は 何だか 雨 あがわの 空 だとい ふ處が 明らかに 昆 えて ゐ るよ。 確かに 全體の 
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調子に さう いふ 處が ある。 かう いふ 感じ はー體 如何して 起 るんだら う？ 朝のう ち 雨が 降った とい ふ 

だけの ことで、 靑筌 がかう どこか 異 つて 見える。 これ は單に 僕の 方の 氣の 所爲か 知らん。 自分の 胸に 

さ b 

まだ 新しい 過去の 思 出と いふ やうな ものが あって、 その 所爲で 目に 見る 景色が かう 變 つて 見える の だ 

らう か？ 君 はさう 思 はない か？』 

『さう らしい ね』 と 僕 は氣の 無い 返事 をした。 

『實 際どう も 不思議 だ。』 

二人 は暫 らく 無言で ゐる。 熟く 視 ると 友の 顔 はいかに も 健康で 若々 しい。 其 日 は 田舍で 暮らして 來 

た. と 見えて、 顔の 色から して 旣に 日に 燒 けて ゐる。 胸に ゲイ ォ レツ トを ー對揷 して ゐ たから 

『君、 それ は 誰に 貰った？』 と 僕が 訊いた。 

女 は 白い 齒を 見せて 笑って ゐ たが、 直ぐに また 眞 面目に 返った。 

『ゲル ダ から』 と 友 は 言 ふ • そして 僕の 方から なほ 一歩 進んで 訊かない うち、 また霄 葉を繼 いで、 

『ゲル ダと いふ 女の 事で 以前よ く 君に 話した 事が あるが、 もう 君に は覺 えが 無い かね？』 

俟は首 を 振って、 『それ は餘程 以前の 話 か』 と 尋ねる。 友 は 暫 らく ほへ 込んだ。 

r 待ち 給へ、 僕 等 はい ま幾歲 だ。 さう、 三十 六 だら う • すると、 これ はどうしても 十五 六 年 以前の 事 

になる よ、 其 頃 僕が まだ 廿歲 位で。』 


— ま 


そこで 僕 は いろんな 事を考 へて 昆た。 今から 十五 六 年 前と、 —— おもへば、 歳月が すん/ \ 頭の 上 

を 通って 行く 間に、 隨分澤 山の 思想が 衰 へて、 そして 地上から 消えて 了つ たんだ。 かと 思へば また 一 

方で は 他の 新しい 思想が 起って 來て 盛んに 勢 を 逞しう するとい ふ 風で ある。 それ は 先づ別 の 事と し 

て、 ゲル ダの話 は 全く 僕に は 思 出せなかった。 

記憶 は 吾人の 生存と いふ 一 つの 構造 を 繼ぎ合 はす 漆喰の やうな ものである。 毎日の 生活 は 様々 の 色 

をな した 珠の やうに、 此 記憶の 糸に 貫かれて ゐる 傳へ來 りの 洗 禮の證 書と 同じて、 記憶あって 始めて 

昨日の われと 今日の われと が 同じ もの だとい ふ 事が 毎朝 確かめ 得られる の だ。 どうも 自分の 記憶 はこ 

こで は 少し 怪しい ぞと思 ふと、 無理から でも 其 記憶に 依頓 したくなる。 かう いふ 事 は 誰し も ある 事 

だ。 だから 僕 は きっぱり かう 答へ た。 

『、ゲル ダと いふ 名前 は、 まだ 一 度 だって 君の 口から 聞き やしないよ。』 

『さう、 では 君が もう 全然 忘れ 了つ たんだ。 が、 それ も 別に 不思議 は 無い。 もともと ゲル ダと いふの 

は 女の 本名 ぢゃ無 いんだ。 以前 君に 話して 聞かせる とき、 其 女が 誰と いふ 事 を 嗅ぎつ けられ まいと 忍 

つて 僕が 命け た變名 だ。 のみなら す さ、 どうも 其 本名が 言 ひ惡く かったん だからね。 が、 それ は 鬼に 

角、 先づ 今日の 始末から 話さう。 

友 は 大きな 椅子から つと 立ち上って、 あちこちと 歩き 出した。 これ は 何 か 心に 激した 事が あると 此 


男 0 いつも やる.^ だ。 そして 例の 大股に 歩かれる と、 僕の 窒が 何だか 小さ 過ぎる やうな、 狹 いやうな 

氣 がする。 

『君 も 知って る 通り、 春になる と 僕 は 頭が 常 も そは^^して 一向 落着かない。 終日 何處 でもい いから 

戶外を 彷^かな いと 氣が濟 まな いんだ。 さう いふ 氣分 になって 來 ると、 機 濱行ゃ 新嘉坡 行の 切符 を 買 

ふの も、 また ひょっこり 電車に 飛び 乘 つて 何處か 田舍へ 出かける の も、 自分に よって は 少しも 違 ひ は 

な いんだ。 そこで 僕 は 今日 この 後の方 を 選んだ わけさ。 今朝の 天氣 といへば、 君 も 知って る あの 通り 

だら う。 風が ざ わつ いて 音が 耳の 中で 鳴る やう だ。 壁 も 街 もみな 一様に 物 狂 ほしい 眩 ゆい 光線 を 浴び 

て、 辻々 に は 到る 處盲目 乞食が 居る。 小路と いへば 何處 にで も 風船 賫の伢 太利亞 人が 出て ゐて、 風琴 

の 昔が ぶう /\、、 —— まあ どう 見ても 舂 景色 だ。 先づス トウ ウレ 街から 電車に 乘 つて クン ダス ホル メ 

ン まで 出かけた。 そして 病院 前で 下りた。 此處は 子供の 時分から 僕に はお 馴染の 處だ。 壁に は ペスコ 

ゥ さ んの薪 像が 掛か つて ゐ る 僧房の 小さ い 床几に 坐って、 僕 は 常 も 曾^母さん の 糸繰り の 手 助 を させ 

られ たもの だ。 

『話が 撗 道に 道 入った がね、 そこから 僕はド 口 ティング ス ホルム の 通 を すん/ \ 前方へ 行つ たんだ * 

するともう 全く 舞臺 が變 つてる、 卷 らしく も 何とも あり やしない。 ー體 田 舍の春 位、 當て にならん も 

の は 無い よ、 これまで だって 幾度 僕 はさう 思った 事が あるか 知れない。 簿 黄色くな つた 雪が あちこち 


- ~ 3G4 


に殘 つて ゐて、 道路と いへば まるで 泥 田 だ。 田舍 での 春と いふ もの は、 まあ 何の 事 は 無い、 冬と いふ 

奴が そろ/ \ 老い込んで 來て、 穢ぃ 檻褸の 古着 を 引つ かぶ るんだ ね。 それ は實に 酷い よ。 煤^の やう 

な黑 雲の 大きい 奴が 出る。 ところ- 少しば かり 靑{ 仝が 顔 を 出して 此方 を兑 つめて ゐる、 それ も 血の. 

氣の 失せた、 氷の やうに 冷い 死人の 色 さ。 先づ 嵐に ならう とい ふ 前、 空が 曇り かける あの 時の 模様 だ 

ね- 

£ ち li プ 

『侯 は 襟 を 立てて それから 急に 引返し たんだ。 ちゃう ど 町 端れ まで 來た時 降り出し たの だから、 お蔭 

かどぐち  ふぶき  ブら 

で 或 長屋の 門口で 雨宿り だけ は出來 た。 先づ跋 初が 吹雪 だ。 何でも 僕の 横着 面 を 一 つ 驚かして 吳れょ 

うと 言 はぬ ばかり、 酷く 顔に 吹きつけ るんだ ね。 い やまた 寳際 その 戶 口が 無かったら、 僕と 雖も 全く 

降参した かも 知れない。 何だか かう ひどい 贫乏 長屋の やうな 所でね、 人口に は 袅 垂小佾 が うぢ やく 

して ゐて、 石段の 上に も 遊んで た 奴が 居る し、 そこいらの 壁と いへば 范書 だらけ、 人名 だの 惡： =： だ 

IV. と  さ& 

の、 それから まだ 符牒の やうな 盡 まで 書き散らして ある。 外の 方で は 嵐が ぉ定 りの 濕 つぼい 雪に 變っ 

て、 それから 雪が また 雨になる。 全體が ひどく 退屈で 堪らなく なった。 壁に 書いて ある 拙い 文字 を讀 

んでゐ るう ち、 ふと 目についた 張 札が 一つ、 

「貸 問 あり。 11 一室、 外に 臺所 付" 四^う へ」 

かう 書いて ある。 固より 窒を 借る 必要 は 僕に は 無 いんだが、 ただ 何が 無しに まあ 上り 込んで ！ つ 様子 
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を 昆て やらう、 家の人と fK 氣 の^か 世 11 話で もして ゐる うち、 雨 も 晴れる だら う 位な 考で 居たん だ。 

はしごだん あ ザ 

^は梯 段を士 つて ベル を 鳴らした。 表札の 名前 は 何でも 平凡な 名だった から、 別に 氣 にも 止めな かつ 

V- んな  あた リ  <- くら 

た" 取次に 出た の は 小 綺麗な 女中で、 どうも 其 女の 風から 見ても、 此 一家が 近所の 者より 幾許 か 上品 

に 相 遠ない と は 直ぐに 氣が附 く。  HMml な 衣 物 を 着た 子供が 一人、 女中の 後から 尾いて 出て 來た。 が、 

元来 子供に 黑ぃ 衣服 を 着せる の は 喪の 時に 限 るんだら う。 だから これ は 何でも 凶事の 家へ 僕が 飛び込 

あるじ 

ん だんだ、 事によると 主人が 死んで からま だ 一 一三 日と いふと ころ かも 知れない と 思った。 

『飛んだ 處へ 押し掛けて 來 たもの だと 思って、 酷く きまりが 惡 かった。 どうも 僕の 物腰と いひ、 言葉 

し  へ a- 

S ひとい ひ、 何だか 弔慰に 來た 男と いふ 風 を 思 はす 知らす して 居た と、 さう 自分で も E 心った はだ。 ^ 

だ t いくら  なの プ 

代 を 幾許と 訊く のに さへ、 僕の 聲が 自然と 物柔 かで、 そして 先方に 同情す る やうな 調子に なった の を 

われながら 氣附 いた。 女屮は {H5 料の 事 を 言って から、 勝手の 間へ 行く 戶を 開けて 吳れ た。 先づ 最初が 

食堂、 これ は隨分 汚穢し かった。 が、 座敷の 方 は 全く その 正 反對。 僕 は 驚いて 入口のと ころに 突っ立 

かへ  ためら  ばで やか 

つた 儘、 蓖際歩 を 還す に 躊躇った 位 だ。 座敷の なかの 物 は 悉く 美しく つて、 上品で 華歷 である。 刖に 

きたな 

^似な 品 は 無 いんだが、 さりと て沒 趣味な 物 や、 汚 稜ぃ物 は 一 つと して a られ ない。 立派な 時計の 兩 

側に 青銅の 燭臺を ー對 つけた 机が 忽ち 目に付く。 靑 石の 上に 陶器の 人形が 二つ、 硝子の 花 立に は堇の 

花束 を揷 して、 框に篏 めた 小さな 寫眞 がー 妆 置いて ある。 何だか 僕 は姿繪 でも 描かせる 時の やうに 身 
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動き もせす に 立って、 其 寫莨を 見て ゐ たんだ。 ちゃう ど その 時、 太陽が 雲 を 出た。 窓から 這 入る 銀色 

の靑 白い 光線が 長く 曳 いて、 机に も靑 石に も燭臺 にも 寝具に もす ベての 上に 射した。 ところが さ、 其 

寫眞が だよ！ 少し 近寄って a たと き、 全く 僕 は 一時 自分の 頭が ぐら/ \ す るんだ と 思った よ。 それ 

が 僕 自身の 寫眞 なんだ もの！ まだ 學生 時代の 白い 帽子 を 冠って ゐる 古い 扠だ。 どうして また それが 

とんな ところに 在 るんだら う。 誰が 置いた の だら う？』 

『ゲル ダ が！』 と 僕 は 定めて 了った。 

『さう だ、 全く さう だ。 が、 待ち 給へ。 僕 は そこ に 立って 眩惑で もし さうな 心 持で 居る とね、 戶が 

開いて 這 入って 來 たのが、 その ゲル ダさ。 一目 昆 ただけ では 一寸 分らなかった がね —— 。』 

『いや 君』 と 僕が 遮った。 『その ゲル ダと いふの は- 體何 だ？ 君の 初めての 女 か？』 

『否、 さう でも 無い がね、 或 一 夏と いふ もの は 殆ど 毎日 二人が 顔 をな 口 はせ て 睦まじかった もの だ * 

一緒に 森の なか を 歩いたり、 船 遊 i した 月夜の 景色、 それから 殊に まだ あけいし やの 樹 蔭が、 中で も 

一 番 忘れ 難い。 すっと 以前、 ^に それ を 皆す つかり 話した 事が ある、 君 は 自分の 事で でも ある やうに 

面白がって 聞いて ゐた。 それが 今ぢゃ 全然もう so 記憶に 無 いんだ。』 

そろく 漠然と 僕の 頭に も 浮び 出して 來た。 

『あけいし やの 樹 蔭と いへば、 成程 そんな 事 もあった ね。 さう だ、 ゲル ダの事 も 思 出せる。 色白の 
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瘦 形の 女 だ。 色澤 がよくって 喑 い 眼の 女 だって 君が 話して たよ。 さう いふ 口の 女だった らう？ それ 

とも また 外の 女の 事だった か 知ら？』 

『もとは 左様だった よ。』 

『そして 令ぢゃ …… ？』 

友は暫 らく 默 したが、 再び 語を繼 いだ 時に 聲 がかす かに 震 へて ゐた。 

『さう だ、 もう 老けて 了った よ。 あの © は 僕と 同じ年 輩だった が、 今では 婆さん だ。 病氣 の, 爲か、 

而篓れ がして 苦勞 皺が 寄って ゐる。 併し まだ 君に 話したい 肝腎な 事が あるんだ。 二ん とも 驚きあって 

困亂 いて ゐる とね、 やがて 僕の 寫眞を 指 ざして 女が 言 ふんだ 、「あなたのお 寫眞は 常 も 此處に 立てて は 

なかつ たんです。 今日まではありませんで したの。 それ を 今日は ふと 貴方の 事 を 思 ふやう になって 取 

り 出したん です。 そこへ ちゃう どまた 偶然 貴方が …… 。」』 

此霄葉 を 聞いて 僕 は 獨り吱 きながら 窓の 閾で 拍子 を 取った。 實際僕 はさう 爲 すに は 居られなかった 

の. た。 

『おい 君、 まあ そんな 述懷を や るん なら、 そこへ 腰 を 落着け て ゐても 爲れょ うぢ やない か。』 

友 は刖に 怒った と いふ 風 も： a えなかった。 そして 言った。 

『うん、 話 は それ 切り だ。 それでお 終なん だよ。』 
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日 は 暮れ かかる。 友 は そこに 腰 を 卸して 無言で 居た。 僕も默 した ままで ある。 机から 窓の 方へ と視 

線 を 移して、 友 は 凝 然と 靑空を 見つめて ゐ たが、 空の 色が 益々 濃くな つて、 今 は 薄暗い 堇 色に 光って 

罟 る。 

友 は 遂に かう 言った。 『僕の いふ 雨 あがりの 心地と、 夕暮の 空との 關 係が 始めて 自分に も 解った。 見 

給へ、 あすこの 石板 色 をした 屋极は 新しく 塗り 更 へたば かり、 まだ 濕っ てきら，/ \空 色 を 反射して ゐ 

る" 全體の 調子が 目立つ の は 彼 物が あるから だよ。』 

『全く さう らしい ね』 と 僕 は 答へ た。 


w  0  (米、 ポオ 作) 

北米 文^の 史上に 極めて 著しき 異彩 を 放ち、 また 遠く 海 をへ だてて 西歐 大陸の 詩文に も 影 饗 ありし 稀世の 詩才 ボ 

ォは、 惡 しき 傳 記者の 曲筆に あやまられて 、世 は 長く 彼 を 重んぜ ざり しが、 今や、 かなたの 文塽 とみに その 述作 

を よろこぶ の 氣風を 生じ、 不覊 奔放なる 彼が 性行と 詩文と を說 くもの 極めて 多き に 至れり。 こよ ひまでに とて 純 

文 社より 稅を需 めら るる まま、 曾て 譯 したる 『散文 £ 中の 一 篇の舊 稿 を 寄す。 

ダイ ィ乇 ン その 手 を わが 頭上に おきてい ふ。 

聞け。 わが 物語らん とする は、 おそろしき リビアの 地、 ザ ィァの 流の ほとり、 絶えて 靜寂 なきと こ 

ろ。 

流る る 水、 黄なる 病し き 色を帶 び、 うみに 朝せ すして 白日 赫 突の もと、 とこし へに 激湍 をな して 躍 

れり。 泥 ふかき 河床の 兩側幾 里に わたりて、 大きさな みならぬ 睡蓮、 その 色 蒼白く、 落寞 のうち かた 

みに 歎 を 洩らし、 空に むかひて 延びた るうな じ 長う して、 此 世の ものと も おぼえす。 かなた こなたに 

やむ 事な くその かう ベ を ゆれり。 このうち に 聞 ゆる かすかなる 淙々 のおと、 地下なる 水の ながれ を さ 

ながらに して、 睡蓮 は 皆 かたみに 愁聲を 洩らしつ。 


ひつじ 草の 打ち つづく き はみ、 こ は 高く 恐ろしき 喑黑の 森な り。 森の 下草 は絕 えす へ プリ， ティ ィズ 

島 かげの 荒波の やうに さわげ ど、 大空に は 風 そよ がす。 太古の ままなる 喬木、 いつも ひしめ くやうな 

る 烈しき 一 冒 をな して かなた こなたに ゆれたり。 とこし へなる 露の しづく 高き 梢より したたりて、 限 も 

とに は あやしき 有毒の 花 ねむたげ なる さまに てね ぢれ たり。 頭上 颯々 のおと 高く、 喑澹 たる 雲と こし 

へに 西に むかひて 走る。 その 極まる ところ 懸河を なして 地平線 上に 落ちたり。 され ど 大{ 仝に は 風 そよ 

がす。 ザィァ のな がれの ほとり 絡え て靜寂 あるな し。 

夜な りき、 雨ふりぬ。 さなり、 降れる うち は 雨 なれ ど、 ふり たれば そ は血汐 なりき。 たけ 高き 睡蓮 

生 ひたる 沼澤の ただなかに 立てる、 わが 頭上に ふりかかりぬ" 肅 たる 荒凉 のうち、 ひつじぐ さかた み 

に 歎 を；^ らしぬ。 

たちまち にして 幽喑の 薄 霧 を 破りて 月 は のぼりぬ。 深紅の いろ を帶 びたり。 岸の ほとりに そば だち 

て 月光 を 浴びた る 巨巖、 この 時 わが まなこに とまりぬ。 厳う すぐろ く 物凄う して 高 かりき  さな 

り、 薄黑き 色な りき。 前の かた 石に 刻ら れ たる 文字 あり。 われ 睡蓮 生 ひたる 淺沼を あゆみ 過ぎて 河邊 

に 近寄りぬ。 巖 上の 文字 をよ まんと てな り。 され ど 解し 得す、 ふたたび 淺 沼のう ちへ と 引き返せ ると 

き、 月皎々 と 照り わたりければ、 かへ りみ して 巖上 をな が むれば 文字よ まれぬ？ いはく 『荒 凉』。 

仰ぎ 兑 れば巖 上に 人た てり。 われ は 睡蓮のう ちに 身 を かくして、 この 者が 動 を a あら はさんと お 


371 ~~ ► 


も ひぬ。 かれた け 高く して かう しく、 總身 にいに しへ 羅 馬の トガを まと ひたり) 輪廓 はお ぼろな 

れど姿 は 大祌の それと 見られぬ。 おもての みは、 夜の ころも、 狹 霧のお ほひ、 明 W 白^ を はら ひて、 

あら はれ たれば なり。 秀でた る 眉の あたり 思想 を やどして、 まなこ は心づ かひ 輝き、 頰の あたりの 

W 悲哀、 困憊、 厭世のお も ひ、 さて はまた 煢獨を 得ん 願 を かたれり。 

かれ 巖 上に 坐し、 手 を 額に して 荒 凉の景 を ながめつ。 さわげる 叢 を 見お ろして は、 また、 かみ.^ 古 

のま まなる 喬木 を 見、 なほ その かみ、 大空に 深紅の 色な せる 明月 を 仰ぎぬ。 われ は 水く さの かげに 身 

をよ こたへ て、 かれが 動 靜を觀 き。 その ひと 煢獨 のうちに 身 を ふるはせぬ —— され ど 夜 は 更け 行き 

て、 かれ^ 厳 上に 坐したり。 

その 人 まなこ を 大空より 轉 じて、 恐ろしき ザィァ のな がれ、 もの 凄き 黄ばみた る 水 をな がめ、 蒼白 

う 打ちつ づける 睡蓮 を 見 わたしつ、 水草の なげき、 又、 そのうちより 起る 淙々 のおと に 耳 かたむけ 

ぬ- われ は 水草の かげに 身 を 横た へて、 かれが 動靜を 見き。 その ひと 煢獨 のうちに 身を顫 はせ ぬ —— 

され ど 夜 は： 史け ゆきて、 かれ 祸巖 上に 坐したり。 

これより われ 沼地の ふかみへ とく だり 行きつ。 水草の しけみ の 問 を 遠く たどりて、 しめりが ちなる 

此 あたりに 奥 ふかく 住まへ る 河馬 をよ びぬ。 彼等 わが 呼ぶ を 聞きて、 その やからと 共に 大 岩の もとへ 

來 りつ、 おそろしの 聲 たかう 月下に 嘯きぬ。 われ は 水草の かげに 身 を 横た へて 巨人が 動靜を 見き。 そ 
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のりと 勞獨 のうちに 身 を ふるはせぬ —— され ど 夜 は 更け ゆきて、 かれ 熵巖 上に 坐したり。 

このと きわれ 『騒擾』 の 呪 もて 四 天 をのろ へば、 風 そよ とも 吹 かざりし 天つ 大空に、 おそろしき 嵐 

吹き 起り て、 その すさまじ きに 空 は 薄墨の やうな りき。 雨、 巨人の 頭上に ふりかかり、 みなぎる ゲイ 

ァの 水な がれ 落ちて、 河 はさ かまき 泡 だつ。 睡蓮 その しげみの うちに 號 びつ。 廉 ま- M にく づ ると 見え 

て、 雷籙 電擊、 岩が 根 も ゆるぎぬ。 われ は 水草の かげに 身 を 横た へて、 巨人の 動靜ヶ la き。 その 人^; 

獨 のうちに 身 を ふるはせぬ —— され ど 夜 は 更け ゆきて、 かれ 5«: 巖 上に 坐したり。 

この 時い かりて われ また、 流と いは. f 水草と いはす、 嵐 を も 森， て も、 さて は 天つ 空、 いかづち、 荜 

間の 愁聲、 すべて を 『靜 寂』 の 呪 もての ろ ひぬ。 のろ はれし もの 皆 しづ まりぬ。 空に のぼる 月と どま 

り、 いかづち 止みて 電光 きらめかす。 雲 動く 事な くして、 水た ひらかに、 木々 ゆるがす。 愁聲 はた 聞. 

ゆるな し。 淙々 のおと も 今 はう ち 絶えて、 * て もな き 荒野 微音 なし。 このと き巖 上の 字 を みれば、 さ 

きと か はりて 『靜 寂』 とぞ ありけ る。 

わが まなこ 巨人が 面に とまりぬ〕 そのお もて 恐怖の 色につつ まれたり。 か^は あわただしう 手より 

かう ベ を もたげつ、 巌 上に 立ちて 耳 かたむけぬ。 され ど 架ても なき 荒野が 原た だ閱 として、 巖 上の 文 

字 は 『靜 寂』 とぞ讀 まれけ る。 その 人 をのの きて 面 を そむけ、 いそぎ 遠くの がれて また 隻影 を 見す。 
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いにしへ 波斯の ひじり が卷 II ものうげ なる 鐵 装の 卷 のうちに" たへ なる 物語 あり。 あめつち とわ 

たつみとの、 また 海、 くが、 ： 火つ 大空 を しらせし 神仙の 贲 き物詒 なり。 また 豫- 一一.：：^ が 述べし ことばの 

うちに も 一一 n ふところ 多く、 ドトナ を めぐりて そよ ぐ 木の葉 かげより、 むかし 問えし いとも^ なる もの 

がたり も あれ ど、 デ イイ モンが われと ならびて、 おくつ きの 蔭に 坐りし 折に 語れる かの 物語 こそ、 げ 

にや これらに もまして 奇 しきもの なれ。 ，ティ ィ モン 語り 終れる とき、 身お くつき の 深き に 落ち かへ り 

て、 うち 笑 ひぬ。 われ は、 さはいへ ど 彼と 共に 笑 はんやう もな し。 笑 は ざり ければ、 かれ 此身を 呪 ひ 

ぬ。 おくつ きのな か、 とこし へに ここに 住ま ふりんく す 出で きたりて、 デ イイ モンが 足 もとに 横た は 

り、 屹 然として かれ を 見つめぬ。 


ヘレン のきみ に (米、 ポオ 作) 

う. る はしき ヘレン のきみ は、 

似た るかな、 いにしへの-一 ケの 小舟に。 

靜け くも、 うまし かをりの 波路 を、 はるか、 

つかれ やつれて たび 人の せて、 

ふるさとの 濱邊 にむ かふ。 

世の 荒波に 幾 歲をゎ わ も ゆられつ、 

綠 なす 君が 黑髮、 いにしへの 神の おもかげ、 

プげ， チ 

水神の みすが たにこ そ、 しのば るれ。 

ありし むかしの ギリシャ の ほまれ、 

ありし むかしの n ォマ のさ かえ。 

かなた、 光明の 窓に ねより て、 


たたせ る 君ぞ、 祌の御 ま。 

御手に 瑪琐の 燭 もたせる 

サイ キの 女神よ、 うたび との 

聖 なる 國 より ぞ來 し。 
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F —— n  (米 、ポオ 作) 

ああ、 うら さびぬ、 

わが 世の みち は、 はしき 君。 

うきな やみ、 つど ひつ どひて、 

蓄薇 花の 色香 も 知らす。 

なぐさめの 唯 ひとっこ そ、 

君が 夢、 ここ やすら ひの 神の 園 生。 

君に ささぐ る わが 思、 

たと ふれば 沖つ しまやま。 

荒ぶ る 海の ただなかに、 

吹きし きる- M をよ そに、 

け やけく も 日 はかが やきて、 


うらら かの 大空 あ ふぐ 沖つ しまやま- 
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さ さぞき (英 • ラブ ァ作) 

みどり 子ね むりて、 母は淚 にくれ 居たり • 

荒ぶ る 海に 遠く 夫 ゆきて、 海人のと まやに 風 あるる ころ。 

『おお、 なつかしき ダ ァモッ ト、 はや 歸り ませ』 と 母 さけぶ。 

妻 は 祈禱の 念珠 つまぐりぬ。 みどり 子 はな ほ も 眠の なかに。 

女 ひざ ま づけば 面に うかぶ ほほ ゑみ。 『ああ わが 子、 いまし の 眠 をかざる 警告に 幸 あれ や。 で使， のま 汝 

にさ さやく を われ 知れば なり。 

みっか ひ 

天 使レ ましの S を 守らせる この 時、 わが 子よ、 ともに 祈らん、 いざ、 おもむろに。 吿ヂ よ、 いまし 

の 父 を こそ 守らせた まへ、 これ ぞ願 ひと。 IK 使い ましに ささやく を われ 知れば なり』。 

あかつき、 ダァ モット は 歸り來 つ。 みどり 子が 父 を、 妻 は 見て 歡喜 の^に くれぬ。 祝禱 もて、 ひし 

とその 子 を 抱き、 妻 はいふ、 『天 使い ましに ささやきし を われ 知りたり き』。 
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喷  ^  (英、 桂冠詩人 ォォス ティ ン作) 

そら 喏く、 木の葉 さへ ちり も はてぬ に、 

しら § さ 

い かなれば 白雪の まだき ふりく る。 

きの ふまで ほこらしの 園に に ほひし 

菊 もま だまさ かり を 刈りし は あらす。 

度 ふく 机み なさび しき も あれ ど、 

葉と 雪 を 重ねた る 枝 こそた わ わ。 

玉の緒の まだ 絡えぬ 秋の 埋^に、 

つくりし か夂 A はは や 死 出の ころも を。 

こころ あり、 さはいへ ど 『自然』 のさ まに a 

a すやこれ うつり 行く わが 世の 相 か。 

『死』 はたと ひ 招け ども、 すみなれし 世 を 


さりが たき 執着のお も ひなき か は。 

かすかなる 笑ま ひこ そ 面に 見 ゆれ、 

かなしみの ひと しづく 胸に ありと も" 


00 


わ 、が，^ ゃスノ  (英、 シ モン ズ 8 

いたむ わが 心 やす かれ。 

胸なる なげき しづ めんに、 

ああ こ こに すべ は あらす や、 

なぐさめ も 甲斐な きわ ざ か。 

『わが^め る このな やみ、 

to- はら げんす ベ こそな けれ-' 

靑 春の わ づらひ 去らば、 

贤 からん を 老いら くに。』 


0  ^  (佛、 トゥリエ 作) 

卯月 はこ こに か へれ ども、 

日 はまた 同じ 日に あらす、 

舂も むかしの 春なら す、 

愛しぎ みが 去に しょり。 

わが 行く 森の したみちに、 

みどりの 樹蔭、 過ぎし 日の 

おも ひでの 花ぞ 亂れ呤 く、 

見れば いや 增す なやみ かな。 

すずらん 

ゆらぐ 鈴蘭の 花に いふ、 

『わが 戀君 を！ a ざり しゃ。』 
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またく くと 鳴く 鳩に ふ、 

『いまし は 人を昆 ざり しゃ』！ - 

され ど 山鳩 ものい はす、 

わかくさ ばな 

若草 花 も いらへ なし。 

これより 常に 尋ね 行く、 

つれな き 人の 行きし 蹤 跡。 

人の よろこぶ 戀 のみち、 

さも こそ 似 たれ 高き 峰" 

のぼるに 人 は 歌 へ ども、 

なきて P 'り ゆく くだり 坂。 


(佛、 ゴォテ イエ 及び ュゴォ 作) 

日 は 落ちて、 喑黑の つばさ 旣に地 を蔽へ り。 仰いで 天空に 星斗の 斓々 たる を 望めば、 人 誰か ここに 幽 なる 天 籁の妙 

音 を聽 き、 また 所謂 「コズミック • ィモ オシ ョ ン」 の 油然と して 胸奧 に^き 來る を覺ぇ ざらん や。 吾人が 最も 明らかに 

人間の 小 を自覺 して 天地 自然の 無窮 を觀 ずる、 まさに 此 時に 外なら ず。 おも ひ を 遠く 天涯に 馳 せて、 宇. W の 神秘に 觸 

れ祌 の靈舆 を 感ずる は 豈獨り 哲人の ことのみ ならん や。 げ に西歐 古今の 詩人が 『夜』 を 欲 ひたる 抒情詩、 亦 常に 此種 

の 感想 を 合め る ものお も 多き も 1.d なる かな。 かの "Nox  nocti  indicat  sc-ientia-m" のこ ころ、 こ. h 必ずしも. ！• 七 世!^ 

の英 國 1 詩人の 名作 を俟 ちて 知るべき に は あらざる なり。 

ここに かかぐ る 短篇 ニ窣 は、 近代 佛國 ろまん ていつ くの 詩人 ュゴォ とゴォ ティ ェ との 作たり。 共に ゆ ふべ をな がめ 

夜を觀 じて、 自然の 萆に祌 意の 洩 るる を聽 くの 意 は 1 なり。 いはく 

う さぐ 6 

日 は 落ちぬ。 うすす み 色の 浮 雲 は、 

暮れて 行く あまつみ そらの 高き より、 

かば 上 ど 

しづかなる 動く と もな き 川 淀 に 、 

R- すそ 

白ぎ ぬの 裳裾 ひたしぬ、 さりげなく。 





しめ やかに 打ち沈み たる 『夜』 は來 て、 

はらからの 『晝』 のうれ ひ を 伴 ひつ • ， 

星 は 皆 こがねの ころも 身に まと ひ、 

女王い ます 雲井の 宫 にあら はれぬ。 

きこ ゆる は 音 をの みぞな く綠 鳩、 

また 聞 ゆ、 ね やに 夢む るち ごの 聲。 

げに もこ は 目に 見ぬ 鳥の はばたき や、 

0 签な る^ のおと に 似た るかな。 

天 は 地 に 低き？ ほ も て 語ら ひぬ、 

いにしへ の 希伯來 ことば そのままに、 

今 もまた 異靈 の わざ をな すが 如。 

ここに わが 悟りし ことば、 『こ は祌ぞ 』。 
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『また われ 大 なる 聲を 聞きぬ』 …… 默示錄 第 一 章 十 節 

星 あかき 夜 を獨り われ 濱邊に 立ちぬ。 

空に 雲な く、 海のう へ 帆影 も あらす、 

現 世界の あなた 目 も遙に 遠き をな がむ。 

山 も 林 も わかちな く、 森 羅萬象 

こ と 

みなこと ごとく さ ざめ きて 言と ふらし も、 

海の なみ 空の 光に むかひて。 

P 萬 無量の こがねな す 天つ 星 かげ、 

たかき や 低き もも ちぢの 諧調 は 妙に、 

光 明の 冠う つぶして みな 答 ふらく、 

また、 何者 も壓 へんに 力 かな はぬ 


1 海の^:、 包 たてる かしら も 低う 

^1 ふらく、 『われら 神 をた た ふ』 と。 

 Victor  Jrhlwo,  B-xtyse 


月  f 佛、 ヹ ルレ ェヌ 作) 

しろがねの 

月て る や、 森 かげ、 

枝 ごとに 聲 あり、 

青葉のう へ に。 

はしけ やし。 

ま そ 力 力み 

照る 池に、 やなぎの 

宿せる は、 くろき かげ、 

吹く 風な げく。 

おも へ いま、 


おほら かの 『i 女 觀』， 

星 てらす み 空 ゆ、 

降り 來 るら しも- 

う まし この 時。 
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暮春 悲歌 (獨、 レエ ナウ G 

そよかぜの 

ラさ 

いか なれば 憂 を ささやく。 

かなしみの^ みつ 森 や。 

濁れる 浪の なげき はなが し、 

『^」 の祌 いま はの 折に。 

雲 ふかき 

お ほ ぞらは を ぐらき 胸に、 

なやみ をぞ 深く 祕め たる。 

みどりの 床に 『春』 の 愛兒の 

フィ a メェ レ 泣きく づ ほれぬ。 
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『お』 の 日の 

たのしき に 痛む わが 心、 

とく 知りぬ 樂 土の はて を。 

燃 ゆる 日の 矢 は 『春』 を つらぬく- 

^齿 のこ ゑた かければ" 

いなづま や 

なる かみの 空 ふきはら ひ、 

森な， - ゆく 嵐に ほほ ゑみ、 

いま 逝く 『春』 が 胸の 血汐の 

ながれ ゆく 花 さう びかな。 


|p  ^0  (镯、 シ ルレ ル作) 

丈夫 やかた 戀 せんと なげけ ども、 

しこの 丈夫な ほ戀 ひに けり (萬 葉 集) 

こはシ ルレの 作、 stts-  T-O^gcnbllrg のうた (バラ アデ〕 な"。 

われ 妹の 愛を捧 ぐれ ども、 君を戀 ふる を 得ず。 しづかに 抉 を 分た せた まへ、 と 女い へば、 萬 斛の愁 思 を 最後の 拘擁 

にの こしつ、 もののふ は 去って 征途に のぼりぬ。 驍勇 よく 敵 を やぶれ ども、 胸の なやみ をい かに せん。 ひととせ を經 

て 遂に 故山に tt リ 見れば、 女は旣 にお 院に 入りて、 ^の 身の せんすべ もた く、 彼 は 遂に 庵 を むすびて 隱稜の 人となり 

ぬ。 ひね もす 精 4：： の 窓 をな がむ るに、 女 はまた こなた を 見お ろす 朝た 夕な をせ めても の 心 やり、 幾と せか はる 事な か 

りき。 男 は 遂にみ まかり たれ ど、 むくろ は 猶ほ靜 坐、 精舍 のかた を 兌つ めしとい ふ あはれ の 物語。 

レゲ A デ  ， 

なだかき 口 オラン トセ ック の說 話に 基づきて、 シ ルレ ルが 潤色 を 加へ しもの， ぅタし 世の 戀と、 歐汧 十-な 軍 時代の 

f. 小敎 U 念との 銜 突ー裹 をう つし 出で たるな り。 英詩に ぁリて は、 トマス-カメルの "Tls  Brave  Roland" おなじ 材を 

とりて 名 だかし。 (五月 九日、 この 詩聖が 百^祭の 日に) 
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『君に ささげし 妹 ごころ。 

もとめます なよ、 わが 胸に、 

あだし おも ひ はわ づら ひぞ。 

君 や 去り ませ、 やすらかに、 

來 まさん 折 もまた しづか。 

聲 なき 君が そのな みだ、 

しるよ しもな きわれ なれば。. A 

二 

かたる を 聞けば、 くるしき 胸の 

おも ひ あまりて い へ ばえ に、 

抱きよせ たる もろ 腕 や。 

駒に またがり、 いざわ かれ。 
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シ 3 ワイツの ともびと 呼びて、 

a-ょ みば か  > 

聖き御 墓 を さして ゆく 

むねに かけた る 十字 や。 

一二 

仇び との 雲な すな かに、 

かぶとの 羽ぶ さ、 ひらめき て- 

ま すら をが たてし  いさをし。 

トツ ゲン ブルクの たかき 名 は 

ムゥゼ ルマン  ， „ 

囘々 敎 徒のお のの きぞ〕 

さはい へ、 胸の なやみ こそ、 

と はに いやさん よし もな く。 

むねに ひめた る ひととせの 


おも ひに 堪 へぬ ますら をが、 

こころ 靜け きひ まもな や。 

手勢 をす てて ひとり 去る。 

ョッべ の はまに かぜ 孕む 

孔ぶ ねよ、 行く はこ ひしき ひとの 

き かをる かのう まし 國。 

城門お とな ふ 旅の ひと、 

とびら 開きて いかづちの 

ことば ぞ聞 ゆ、 『たづね ます 

その 女の きみ は、 いますで に 

のり ごろ も 

かづきた ま へ る 法衣、 

神に 仕 ふる 聖き- 神 女" 

ちか ひまつり の ありし はきの ふ。』 


fa 先の 城 を あとに して、 

愛馬 武器み な 捨てぬ。 

トツ ゲ ン ブルダの 城樓 を、 

ひとり 下り ゆく ものの ふが、 

おも ひ をつ つむ 布 ごろ も、 

た ふとき 身に こそ まと ひたれ- 

人 は それとも 知らな くに。 

菩提樹の くらき もり かげ、 

精 舍の窓 をみ ると ころ、 

くさ の い ほり の わびす ま ひ。 

朝 まだき より ゆ ふべ まで、 


ながめく らしつ、 あこが るる 

おも ひ はなが し、 おもわに は 

のぞみ 

しづけ き 希 の 色 こそみ ゆれ- 

はしき 君お はす 精舍 を 

ながめ 居れば、 やがてき く、 

窓の とびらの ひらく 音、 

ひらく と：^ れば うまし 女の 

あえかの すがた あら はれぬ。 

た を やかの あまつ をと めが、 

俯して ^おろす 山 かげ や。 

こ の なぐさめに やすらけ く、 


さても 甘睡に 入りて また、 

翌 R- の あさ 日 を こころまち- * 

いく 日 を かく も 坐り ゐっ、 

いくとせ か くもなが めけ る 0 

窓 あくお と を まちわびて、 

なやみ も あらす、 なげきな く- 

十 

め 

ひらく と 見れば うまし 女の 

あえかの すがた あら はれぬ。 

た を やかの あまつ をと めが、 

俯して 見お ろす 山 かげ や。 

いほりの ひとの ある 朝、 

坐りし はむ くろと なりて、 

まな ざす かたは 猶も よ。 
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編^者い ふ" 右の 他、 本 仝^ 中に 收 めた 諸 述作 中に 一た び兑 えた もの は、 再び 之を錄 しない。 又 以上の 譯詩 は、 譯 

者が 獨 立した 譯詩 として ，て發 表した ものの み を 採り、 註 釋の際 『.K 意』 として 添へ たもの など は 凡て 之を收 めない 

から、 希^者 は 本佥集 第 六卷の 『英詩 選釋』 ニ卷に 就いて 見られたい。 
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m 
モ 


ン 口 ォ 主義 


原著者 序文 

余 は 全 米 主義と 其大 なる 將來に 就いては 信 をお く 者で ある、 <JTn まで 如何なる 國の盡 した 外交 政 

策と 雖も、 之 ほどまでに 愛 他 的で あり、 また 同時に 實 際 的な もの は 他に ないから である。 それ は 『何 

フテ • ファスト  アメリカ *フ ァァ スト  ，  1 

よりも 先づ 安全』 と 『何よりも 先 づ亞米 利 加』 とい ふ 一見 調和し がた き此 二つの 獰語 を、 みごとに 調 

和して ゐ るからで ある。 それ はまた 吾等が 安泰 を 求む る 願と 愛國の 至情と を 二つながら 滿 足させる か 

ら である。 他國 民の： a 解お 研究し 之 を 尊重し、 かくて また 自國 民の 精神 を も敎養 するとい ふの が此政 

策の 根蕃 だ" 先 づー國 民の 精祌的 方面 を 進めたならば、 物質 方面の 事 はおの づ から 出来て 行く もので 

ある。 最も 實際 的な 人物と 極端なる 理想家と が、 何等の 矛盾な くして 相 合し 得る 一定の 外交 策 は、 卽 

ち 之から 生す るので ある。 二十 一 の 共和 國が其 最良の 特性 を 集め、 よって 以て 共同の 利益の ために 協 

力して 之 を W ゐ、 しばらく 其 短所 を 度外視し ようとす るので ある。 かう いふ 風に 鑑賞と 寛容と を 相 交 

へる 事の 有效 なの は、 個人が 集った^ くの 集圑に 於け ると 同じく、 諸國 民の 集合の 場合に も 矢張り 同 

じで ある。 皆が 一朝 この 心掛け を さへ すれば、 之に 關 係の 諸共 和國が 如何に 人種的 特性 を 異にして 居 一 

ようが、 それ は 殆ど 問題に ならない ので ある。 全米 主義 は愛國 心の 一勝 廣濶 なる、 また 深遠なる もの ^ 


である。 單に 己の 祖國を 愛する 狹^ な 利己心に 加 ふるに： ^に 他阈 民の 見解 を 重ん する の 精！： を 以て 

し、 而もな ほ 自國の 利益 は 之 を 擁護 せんとす る ものである からだ。 之 は 實に米 國史に 於け る 千 七 百 七 

十六 年の 精神の 直系 を傳 へた もので、 かの 武器 を 執って 起った 米國 人が 晚霞 丘の 防戰に 赴く に 先 だつ 

て、 黎明 劍 橋の 野に 跪いて 祈禱を 捧げた とき、 此 精神の 貴き 淵源 は 認められた のであった。 

政策に よって は 之 を 完全に 遂行して こそ はじめて 有益な もの も あるが、 全米 主義に 到って は然ら 

す、 未だ 完成の 域に 達しなくても 有益な ので、 若し 完成 すれば、 共 福利 まことに 測る 可から ざる ものが 

あるの だ。 國際的 平和の ため 今までの ところ 工夫 せられた 最も 寳際 的な 方法で ある。 ：並 米 利 加の 多く 

の 共和 國が相 結んで 仲裁 をした ために、 旣 に墨哥 西と 合衆國 との 衝突が 防がれた。 また 此效縝 を 基礎 

にして、 更に 進む で ここに 完全な 三角形 を 作りたい ので ある。 卽ち 東方に は將 來歐洲 との 問に お 藤な 

からしめ、 西方に は 太平洋に 於け る 平和 を 確立して、 ここに 吾人 は 平和の ため 全米 三角形 を 得る に 至 

るので ある。 全米 主義に 對 する 責任 は 大陸 全體 にある。 モン a ォ 主義に 對 する 責任 は、 勿論 他 國が之 

に 加 はるに しても、 常に そ は先づ 我が 米 國の雙 肩に かかる ので わる。 兩方 ともに、 大西洋 及び 太平洋 

に 於け る 侵 勢なる 海軍 力と、 また かの 平和 を 愛する 瑞西 人の やうに 訓練され た 市民 軍を控 へた 充分な 

陸軍 力と によって、 保證 せらる 可き ものである。 

米 S 紐 育 市に 於て  チヤ アル ズ • ェ チ* シ I リル 戮 
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コ n ン ビア 大學 總長パ ト ラァ氏 序文 

年 や 米 國人常 面の 問題で あり、 また 最も 興味 ある 緊要なる 問題の 或 ものに 就いて、 著者 シ "リル 氏 

は 本書のう ちに 極めて 壯快 にして 痛切なる 論議 を 公に して ゐる。 多くの 論點に 觸れ、 且 また 斬新な、 

隨分 急激な 提議 をす らも、 試みて ゐる。 之 を 論す るに 當 つて、 氏 は 読者 を 刺钱 し、 否な 强 ひて でも、 

國際 政策の 問題に 關 して 各自に 考 へさせよ うとして 居る が、 之 は 實に今 日の 米國 民に とって 焦眉の急 

を耍 する ものである。 

人力の 如何と もす ベ からざる 事情の ために、 また 吾人が 之に 變^ を 加 へ ように も 方法の ない 狀 態の 

もとに、 合 衆國の 對外關 係と いふ もの は、 ちゃう ど 今 代の 人の 生 時の 間にす つかり 變 化して 了った。 

多 かれ 少 かれ 諸 外國 との 貿易 は絕 えす あり、 移民の 流 は 幾 十 年 問滔々 として 我阈を さして 這入り込ん 

でく る。 國 境の 別な く國 語の 制限な き 科學に 至って は、 いつも 阈際 問の 鑑賞と 理解との ために 盡す 一 

勢力で あり、 美術 もさう であった。 ただ 文學に 至って は 少しく 後れて ゐた。 S つの まに か 世界 は萬國 

共同の ものと 化した。 千 九 百 十四 年 八月 一日、 突如と して 大戰亂 の 破裂した ときには、 國際 交通と 國 

際相關 の、 喑默の 間に 而も 有力なる 組織が、 働いて ゐ たのであった。 それ を 一 も 二 もな く戰爭 が粉碎 
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して 了って、 高 價な犧 牲を拂 つたの だ。 米 人は從 來自國 外の 事 を、 遠い^ 世界の やうに しか 思って ゐ 

なかった。 それが 今では、 未だ 曾て 會 つたこと もなければ、 其 國語を 聞いた 事 もない 異國の 男女が 自 

分た ちと も 矢張り 連 終が あり、 また 世界 戰爭 あるに 至って 始めて 斷 たれた 目に も 見えない 繋 索で、 互 

に 相 結ばれて ゐた事 を も、 切に 之 を 感ぜざる を 得ない 次第と なった。 あらゆる 國際 海運、 國際 貿易、 

阔ほ的 財政、 國際 交通、 みな 悉く 一瞬に して 其 高き 安固の 地位 を 失うて、 非常なる 危險と 損害と に陷 

るに 至った の だ。 國際關 係と は 抑 も 如何なる 意味の もの かと 云 ふ 事 を 示す ために、 歐洲戰 ^は、 米國 

は 勿論 のこと、 全世界が 普く 受けた る 最も 力強き 嚴肅な る 教訓で あった。 

til の 表題が 直ちに 示して ゐる 通り、 シ リル 氏 は 主として 米 大陸の 問題 を 論じ、 ^に 之から 生やる 

他の 國際 問题に 及ぼして ゐる。 亞米利 加 三部の 共和 國は 今や 等しく 皆 戰亂の 巷 を 離れて ゐ るが 故に、 

之 を 糾合す るに は 今日 こそ まさに 心理 上 重要の 時機で ある。 其 政體に 於て は 皆 同じく 共和政で あり、 

また 新鮮なる 土壤、 無 盡藏の 富 源 を 有する 新國 民に とっての 當 面の 問題に も、 等しく みな 接觸 して ゐ 

るので ある。 しかしながら 亜米利加の 各 共和 國が 互に 糾合した からと 云って、 それが 歐 洲ゃ亞 細亞の 

萑國 民と 對立 すると か、 或 ひ は 如何 かして 反對の 位置に 立つ と 云 ふやう に 思 ふなら ば、 そは大 なる 誤で 

ある。 否な 亞米利 加 三部の 共和 國 結合 は、 全世界が 今後い つか は到逑 すべき 一 ほ 偉大なる 結合の 寧ろ 

象徵 とこ そなる 可き ものである。 各人 皆 自由と 正義の 確保 を 得て 四海同胞の 大 理想に 向って 人類の 精 
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神が 進まん とするとき、 戰爭は 一時 これ を 延引させる 事 はあって も、 全然 それ を 阻止す る 事 は 出來な 

い。 亞米利 加と 非 亞米利 加と 云 ふやうな 二つの 世界が あるので はない、 ただ 一つの 世界が あるの だ。 

そして 此 一 つの 世界に 於て 亞米利 加 各國が 如何なる 住 務を盡 すべき か は、 かれ 等が 己の 理想に 忠實な 

る やの 如何により、 また 相互 ii の 友情と、 亞米利 加 以外の 舊國の 同胞に 對 する 交誼の 如何に 在る ので 

ある。 

米國 人に して 若し 本書 を讀ん で、 自國の 東と 西と 南と にある 大洋の 彼岸 を も 見、 また 彼等が 何の 防 

禦も なき 一 條の 長き 想像 線 を 境界と して ゐる 北方の 隣人に 對 すると 同じく、 海の あなたの 隣人に 對し 

て も、 よく 調和と 安泰と を 得て 生^: する の 可能なる べき を 知る に 至らば、 こ は實に 著者 シ" リル 氏の 

本懐と する 所で あらう。 氏が 多年の 外交官と しての 服務 も、 また 米國の 商業と 其 要求 を 精細に 研究し 

た 事 も、 心け だかき ー米國 市民の 任を艰 すべく 孜々 として 努力した 事 も、 皆 ここに 至って はじめて 徒 

繭で ない 事になる であらう。 

人み な 世界 問題 を la るに、 單 に自國 民の 立場よりの みせす して、 他 阈：^ の 立場から も 兑る事 を 知る 

に 至って、 ここに 世界の 平和 もまた 幸福 も增 進せられ るので ある。 シ" リル 氏の 著 は 實に米 人 をして 

世界 問題 を昆 るに 當っ て他國 民の 之 を 見る と 同じ やうに 見せしめよう とする もので あらう。 

千 九 百 十六 年 一 一月 一 日 
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譯者 序文 

^こ 著者み づ からと、 コ n ム ビア 大 學のバ トラ ァ總 長の 序文に 全米 主義の 本質 を說 いて、 この 書の 

性質 を 明らかにして ある 以上、 私が ここに 加 ふる 數語は 寧ろ 蛇足の 感が あらう。 唯 本書 を 日本の 讀書 

界 ニ紹ト f るに 當 つて、 私 は 少しく 著者 その 人に 就いて 述べ、 また 本書に 對 する 自分の 所感の 一節 を 

しるして おく 事 は、 譯者 としての 義務. たと 信す る。 

ことし 三月の 末^であった、 紐 育 滞在中の 或 日、 總 領事の 依頓 によって、 はじめて 私 は 著者 シ-リ 

ル 氏と 銀 llmi ラ にブ會 した。 午餐 を 共に して 後、 談話室で 色々 の 話 をして ゐ |、ォト^^ ス本 書の a 

本 譯を諾 する 事に なった ので ある。 著者が 其 時 傍の 窓 硝子 を 指して、 米國各 州の 紋所 を ゑが いた 美し 

ぃステ インドた グラスの 話 をした 泰を今 も 記憶して ゐろ。 外交官で あり、 法律家で あり、 運動選手で 

ある 本書の 著者 は、 また 美術の 鑑賞 家と して 英吉利 伊太利 佛蘭 西の ステ インド • グラス を 研究した 三 

卷の著 を 公に して ゐる。 學界 における 人物 を 外にして は、 著者 は 私が 米國に 於て 見た 最も 品格 ある 紳 

士の 一 人で あると 云 ふの が 私の 第 一 印象であった。 

シ- リレ^ は 千 八 百 六 卜 七 年 四月 華 盛頓に 生れた。 エイル 大學の 出身で、 今 は 共和 黨の 名士で あ 
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り、 また 最も 有名な 南米 通で ある。 亞爾然 丁の 公使 をして ゐ たの は 千 九 百 〇 九 年から 千 九 百 十一 年 ま 

でで、 殊に 前大統領 タフト 氏の ときには 日本 駐 剳の 大使と なって 柬 京に 赴任す る 害で あつたが、 淺念 

な ことに 常時 十六 ヶ月に わたれる 過 勞の爲 に 全然 健康 を 害して、 病の ため 其 任に 就く こと を 得な かつ 

た。 外交官 を^して から は實 業界に 政治的 興味 を 鼓吹す る ことに 努め、 今 現に 合衆國 商業 會議 所の 對 

外お g; おの 任に ある。 また 近頃 紐 育 市の 美術 委員の 一人と なった。 この間 鈕育 市で は 非常の 大 仕掛で 

t, 防 列^ J いふ こと を やった が、 氏 は その 時 これが 元 帥 の 任に 當 つた。 此 行列 は 銀行家、 

製造 家、 宗敎 家、 醫者、 商人 等 あらゆる 職業の 代表者 無慮 十四 萬 人の 大 行列で、 之が 總 指揮者たり 編 

成 者た る 任に 當 つて 大成功 を收め 得た こと は、 氏が 統率の 手腕の 凡なら ざる を證 する ものであった。 

文筆の 人と して 著者の 文 は 極めて 簡潔 明晰で ある。 また 氏が 政論 家の 常なる 大言壯 語を敢 へて せ 

す、 精緻なる 學者的 態度 を 持す る 事に 至って は、 本章 第 七章モ ン b ォ 主義の 起源に 關 する 犀利なる 一 

篇の 史論が よく 之 を 示して 餘り ある。 本書 は モン ロォ 主義 そのものに 就いての 外、 また 南米 問題に 與 

味 を 促さう とする もので、 殊に 第 十三 章 太平洋 問題 を 論じた る 一章の ごとき、 世界政策 を 論じた る 用 

^^到なる ー篇の 論策と して、 わが 日本の 讀 者の 最も 注意すべき 所で あらう。 

コラム ビア 大舉 總長バ トラ ァ 博士 が 本書 序文の 終り に 、『世界 問題 を單に 自國の 立場から のみ 見す に 

他 眉 民の 立場から も 見る に 至って、 はじめて 世界の 幸福と 平和と は堉 進せられ る。 シ， * リル 氏の 著 は 


確かに 此點を 米 人に 敎 ゆる ものである』 と 言った の は、 日本人と しても また 傾 聽 すべき 言で あらう * 

人間 は 極めて 皮肉な 動物で、 動もすれば 逸早く 他の 短所 や 喑黑面 をのみ 見て取って、 其 長所に はな 

かな か氣附 かない ものである。 本 ま K の 著者 は、 他 國民を 愛する に は先づ 深く それ を 知らねば ならぬ と 

いふ 意味 を 再三 說 いて ゐ るが、 現に 正直に 云 へば 私 なぞ も 在 來米國 を 誤解して ゐた 一 人であった。 な 口 

衆國 民の 物質的 生活の 一面 をのみ 見て、 商賣 本位の 民との み^って ゐ たの は、 今 親しく 此 國に留 つて 

國 民の 內部 生活 を 見、 精神的 智力 的 方面の 現 狀を昆 るに 及んで、 少 からす 自らの 誤を覺 つた。 シ， -リ 

ル 氏が 南米に 對 する 態度 は 此點に 於て 私共の 深く 學ぶ 可き ところで ある。 國際 間の 惡 感情の 如き、 多 

く は 互に 理解の 足りない のに 起因す る 事 を 思 ふと、 私 はかの 『すべて を 理解す る は、 すべて を宥恕 す 

る 所以』 の 語の M 意 を、 今更の やうに 痛切に 感ぜざる を 得ない。 

シ - リル 氏 は 足い まだ 日本の 地 を 踏まない が、 他國 民に 對 して 之 だけの 同情と 理解と を 有する 氏に 

して、 若し 親しく わが 日本に 來 つて、 全く 人種と 展史を 異にした わが 絕東 帝國の 文明 を觀 察し、 氏が 

隣國の 南米 を 理解した る 如くに、 太平洋 彼岸の 姉妹 國 たる わが 日本 をも现 解したならば、 そ はた だに 

日米： .1 國 民の 幸 幅の みで はなから うと 思 ふ。 

譯者は 今 遠く 海外に 在って、 本書の 校正 その他に 關 して は、 友人 一宮 榮氏 及び 竹 友 藻 風 氏の 勞を烦 

はした" 二 氏に 對 して ここに 厚く 感謝の 意 を 表する。 


411 —— 


大正 五 年 七月 

米！； 紐 育 市に 於て 

厨 川 白村識 
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第一章 南米と は 如何なる もの か 

歐羅 巴の 事 は 其 都市、 國民、 生活 文明 等に 就いて 隨分 精細な 知識 を 以て 論じ 得る 人が 米國 人に 決し 

て尠く はない が、 さて 南米の 『羅 甸亞米 利 加』 の 事情と なると、 之に 通じて ゐる 人は實 にな さけない 程 

少数^。 しかも M 、少數 の 人た ち は、 大抵が 僅に 冬期 西 印度と か、 巴奈馬 運河と か、 南米 北部の 諸 港へ 旅 

行して 得た K の 零碎な 知識 を 有する に過ぎない。 その 結 枭國民 全體 からい ふと、 米 人 はすぐ お 隣り の 

南米と いふ もの を 全く 现 解して ゐ ないか、 さもな くば 熟帶の 暑苦しい 日蔭に 煙草 を卷 きつつ、 . 時 々頓 

狂な 聲で Marusa! と 叫ぶ 南米 人 を 椰子の 木の葉 蔭に 想像して ゐる。 そして 折々 革命が この 氣 倦い 光 

景に廑 に 生氣を 添える 位に 思って ゐる。 しかし 之 は 確かに 事 實の眞 相 乞 誤った もので、 先づ 何も 知ら 

/西班牙 『マ -I アナ—』 よ 明日の 意、 ム& 惰 者が いつも ン 

ない 書家が 描いた 繪盡と 同じ 程度の もの だ。 (lim^i を 翌日に と 云って 延ばす を 云 ふ — 譯者 ) 

革命と い ふ 事に 就 いて は 私 は 恐らく 誤られた 見 かた をす る 一 人 だ。 何故かと い ふと 私の 南米 滞在の 

二 年間に は、 一度 も 革命 を 見た 事はなかった が、 歸途 リスボンに 上陸した 時には 革命の 眞 最中で あつ 
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た。 革命 を 一 つ 見る ために は、 プ レエ ト 河から 歐羅 巴まで すっと 出掛けて 行かなければ ならぬ^ を考 

へて 兌ら れょ。 亞雨然 丁 や ウル ガイの やうな 國に 革命 を la る 機き のない 事 は、 紐 育の ブルク リンに 革 

命の ない のと 同じ だ。 南米 人に 對 する 月並な 想像の 誤謬 は單 にこの 革命の 一事に 止らない。 米 人 は 

南米 人 を賒り 遠く 離れ て 望遠鏡で 見て ゐ るの だが、 然も 其 近 い 方 のれ ん すが 熱帶 の 薬 蔭で 喑 くさ れ て 

ゐる。 また 南米 人 は 酷熱の 氣候 のために 精力が 衰 へて ゐ ると 思 ふの も 誤謬 だ。 その 國 土の 大部分 は溫 

帶 にある か、 さもな くば 海面 以上 非常な 高さに あるから 溫 帶の氣 候に なって ゐる事 を 忘れた のか、 或 

ひ は 知らないの だ。 h クァ ドアの 大部分 は 赤道 直下に 在る が、 その代り 海拔 一千 尺の^ さに あるた め 

全く 酷熱 を 免れて 居る。 他の 南米の 中央部 並に 北部の 方 も、 やはり 海拔、 右と 同じ 位の 高さに あるた 

め斷 じて 熱 帶の氣 候で はない。 いかにも カリべ ァ ン 海に 瀕する 一 帶の 地の 如き は高溫 度で は あるが、 

南米の 大部分 は、 地圖 上の 位置 はさう でない にしても、 合 衆國と 等しく 溫帶の 緯度に 伴 ふ 極めて 爽快 

な氣 候を享 けて ゐる。 

しかし 『南米と は 如何なる も のぞ』 とい ふ廣ぃ 問題 を此 一章のう ちに 詳論す る 事 はいふまで もな く 

不可能 だ。 ただ 其 國土ゃ 人民に 對 する 一般の 見解が 如何に 正鵠 を 誤って ゐろか を 示す だけの 事 は 云へ 

る だら うと 思 ふ。 だから 玆に 論す る 所 は、 說明 叙述と いふより は 寧ろ 一般の 謬見に 對 する 辯 駁 (明細 

書 をつ けた) である。 或 種の 人々 を 覺醒し 或 ひ は 尠くとも 自分の 目で 眞相を 見る やうに 促が せば 足る 
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ので ある。 不幸に して 著者 は 未だ 南米 共和 國の 全部に 足跡 あまね き 者で はない から、 唯 自分の 觀 察し 

ただけ を 語り 得る に過ぎない。 しかし 千 九 百 卜 年に ブヱ ノス • アイ レスに 居た 者 は、 その 時、 此 都に 

集った 南米 全 體 の 主な 政治家 や 思想家が W 度まで も 一 おに 相^す るの を 見る 好機 を 得た わけお。 それ 

は 亞雨然 丁 獨立紀 念 祭、 第四囘 全米 會議、 全米 科學 會議、 亜米利加 舉生 大食の たびであった。 著者 

は 時 恰も 此^ 都に 在って 凡ての 代表 と會 見し、 また 其 多數の 人達と 交 を 結ぶ の 快 を 得た。 著者が 心 

から 南米 人 を 好む に 至った 所以 は卽ち ここに 在る —— 私 は 南米 人 を 知って ゐ るから だ！ 

しかし 私に 順序 を逐 ふて 研究の 第 一歩から 始めて 行かう。 そして 之から 私 どもが 最貭 にしよう とす 

る 南米 人の 國へ 行く 道屮に 就いて 先づ 述べたい。 私と 一緒に 來られ るなら ば讀 おは 必す 南米 を 好まれ 

るに 相違ない からだ。 第一 に そこ へ 着く までの 旅行の 偸 快な ことと 云ったら、 いよ/ \ 、近寄って lal 際 

を 見る 興味と 變ら ない 位の ものである。 しかしい くら h デン の樂園 だって、 途中 沙漠の なか を 徒歩で 

行かなければ ならない やうで は 行き 甲斐 もない が、 ブ H  ノス • アイ レスへ は、 行く 途中の 旅行から し 

て 其 愉快な こと は 一寸 他に 類のない 位の もの だ。 先 づ米阈 の 港 を 出てから 南米 大陸へ 行く に は 西 印度 

を 通る 極めて 偸 快な 航海が ある。 英國共 他 欧洲の 港から 出掛ける 人 は先づ 途中 晝間 八日 は 陸に 寄港す 

る】 途中に は 西班牙 北部の ギゴォ や、 共の 驚くべき 港 I： など を a 物し、 奇妙な リ ス ボ ンの 古都 を訪 

ひ、 また 世界の 愛嬌 黑 子の i つで ある マデイラ 群島 中の ファン カル も兑 物が 出來 る。 それから 大西洋 


417 —— 


を 横切る のに や； つ 六日 問、 この 問 は 甲板 遊戟に 寸暇 もない 位 だ。 それが 濟 めば 『ブラジルの 、-ェ 一一 ス』 

とも 云 ふべき ペル ナン ブコ で、 合衆阈 からと 歐洲 からとの 二つの 航路 は 此處で 合して 一 つに なって 了 

ふ。 そして 海岸に 沿うて 船はバ ハイア (ブラジル 金剛石の 出る 此國の 海港) に 留まる。 次 は リオ。 デ* 

ジ ャネィ u へ萧 く。 そこの 美 さとい へば 寳際 行って 兑た 人で なければ 本 當の事 は 分らない。 寫 眞ゃ說 

明の 到底 盡く すべから ざる もので、 熱帶 植物の 廣々 と生繁 つたな かに、 砂糖の 塊の やうな 阆錐 形の 丘 

陵が それ を點 緩して ゐる。 大 都に 屬 する 色々 な繁 榮の徵 候を兑 る さへ 頗る 景氣 がよ い" 

リオ ニァ • ジャネ イロから は サン トスへ 下る。 その 奥まった、 河に 近い 港から 世界の 珈琲の 六 割が 

出る の だ。 そこから また 海岸に 沿うて 海路 五日で 乇 ンテヸ デォに 着く。 之 は 廣大な リオ •* テ • ラ • プ 

ラタの 河口に 位して 人口 三十 萬に 及ぶ 代表的な 西班牙〜 亞米利 加 風の 都會 だ。 この 河 を 溯る こと 百 一 一 

十五 哩 にして、 亜爾然丁の 首府 ブ エノス • アイ レスが ある。 人口 約 二百 萬、 羅甸 人種の 都市の 第二 位 

にあって 世界 大首府 の 一 つに 數 へられる。 海 を距る こと 百 一 一十 五哩の 上流、 ブ エノス • アイ レスの 逢 

へ 行っても、 河 幅 はな ほ且 三十 哩 ある。 そこへ 着く まで は 目に 觸れろ ものす ベ マ 皆 西班牙： 亞米利 加 

の 風で あるが、 ブ H  ノス • アイ レスの 都に 至って は 全然 歐 ii 巴 風で ある。 維納 や ブラ ッ セル スを 知つ 

て ゐ る 人に は 親しみ の ある 地 だ。 

南米 諸國が 物^的に 如何に 重要の 地位に あるか を、 一 目 瞭然に 數 字で 示す こと は 難事で はない。 ^ 
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洲戰爭 の 突發の 前年 亞繭然 丁の 外國 貿^ は 約 十億 弗に 上り、 ブラジル は 約 五 億 弗、 智利は 約 二 億 弗、 

ウレ ガイ は^ 一億 弗の 巨額に 達して、 他の 南米 諸國は 一億 弗 以下であった。 いま 物質的 重要 さの 點か 

ら兑て 南米 諸國が 各々 如何なる 等級に 立つ か は 一 見 この 數 字で 明瞭で あるが、 更に 亞爾然 丁が 其 首位 

にある 事 は 下の 事實 によって ー庥强 めら れる。 卽ち ブラジルの 人口 二 千 一 百 萬 人に 對 して 亞爾然 丁 は 

九 百 萬 人で あるのに、 外 國贸： ^の 上から 兌る と、 後者 は實に 前者の 二倍に 達して ゐ るので ある。 

亞繭然 丁の 比 物質 上の地位が、 その 犬なる 首府に 現 はれて ゐる 事は怪 むに^らない。 此國は そこへ 

巧，、 途中に 是非 通過し なければ ならぬ 多くの 熟 帶國の やうな 風景 絶佳の 國 では 決してない。 先 づ合衆 

國 Q ミシ シッ ビィ河 以東より 稍 大きい 位の 廣漠 たる 大 平原 だと 想像 すれば よい。 それに 米國 のより は 

わけ 

もっと^ 軌の鐵 道が、 欧洲 式に 行屆 いた 設備に 出 來てゐ る。 米國 では 妙な 譯で 今もって 不^生な 中世 

風と も 言 ひたい 寢毫 臥床 を 使って ゐ るが、 此國の 汽車 は皆寢 臺 周に 出来て ゐる。 アンデス 山の 

方へ  一 7  く^ 行列 車に 乘 つて ブヱ ノス • アイ レス を出發 すると、 先づ 山麓の 小 丘に 達する まで 十八 時間 

ラナる。 比 距離の は 樹木の 一木 もない 坦々 たる 平野 七 走る ので、 a 渡す かぎり 家畜の 大群に 滿ち 

キヤ トル • イング 

てゐ る。 車中から 兌た だけで も此 國 の 富裕が 知られる。 小麥 その他 穀物の 莫大な 牧穫と 所謂 畜 產 ェ 

業と 稱 する 農業の 副^物 は、 S にこの 廣大 なる 冲積厣 平原の 賜物で ある" そして これ 等の 產 物が ブ ェ 

ノス • アイ レスに 食品 を 牌 給し、 更に それから また 外部へ と 送り， 出される の だ。 


米 II に 較べろ と亞ー 1 然丁 G 方が 富の分配 はすつ と 平等に 行 はれて ゐる。 生活 费も 非常に 高い。 鈕育 

市の 俱樂 部で は 入會金 三百 弗 を 超える の は 無い が、 ブ H ノス • アイ レスの、 王 要な 惧樂 部の 入 會金は 金 

貨千五 百 弗であって、 其俱樂 部が 實に會 員 二 千 人に 達して ゐる。 私の 滞在 二 苹問 に は、 街 上で 醉漢ゃ 

乞食 を 見た 事がない。 最下 等の 貧民で も 靴 は 上等の を 穿いて ゐる。 人口 約 二百 萬の 大都 にして、 ^民 

窟と いふ ものが 一 つもない と は 驚かざる を 得ない。 

千 九 百 十^、 亜爾然丁 獨立百 ギの紀 念 祭が 行 はれた。 この 重要な 催に は 世界の 五大 强國 から 代表の 

特使と 艦隊と を 派遣し、 多くの 他の 强國 も、 稍控へ K に此 例に 倣った。 百年祭の 三 週間 内に、 ブ H  ノ 

ス • アイ レス 市 は 街 上點炝 のた めば S りに 三百 离弗を 費した" 此國が 公共の 饗实を 如何に 大 仕掛に 贅 

澤 にやる か は、 之 を 見ても 一 斑が 知られる。 

南半球の ra: 季は 北半球の 正反對 であると いふ 事 を、 擧校を 出てから 大抵の 人 は 忘れて 了って ゐる • 

米 國 で S の 間 は、 あちら は 春 だ。 我々 が 暑が つて 汗 を 流して ゐる 時に、 あちら は凉 しい。 此事は 色 * 

の點に 於て 南米 人に 都合が よいので、 たと へば ブ H ノス • アイ レスで は、 怫蘭 西の 巴 里から 市の 建築 

師を轵 んで來 る惯 例に なって ゐる。 巴 里で 冬の 仕事が 濟 むと 建築 師は 赤道 を 越えて 行って、 更に 此他 

鄉の 冬に 會 する。 亞雨然 丁の 人が 其 立派な 首府に すべての 改造 を 施す の は、 此 建築 師を 顧問に してね 

るの だ。 
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此 四季の 相逮が 彼等に とって 都合の よい 赛は 更に 他に も ある- 歐米第 一 流の ^劇 家 はこ ちらで 住 期 

を * してから、 中ハ や は 南方へ 出掛けて 行く から、 冬期の 南米 人 は 其 美音に 醉ふ 事が 出來 るのお • 

どうかす ると 米國の 方での 承諾 を 待た すに、 先づぉ 先き に 彼方へ 招ぶ 事 さへ ある。 現に カル ゥソの 如 

きも 鈕 肓で演 るより 一 k や も 前に ブ h ノス • アイ レス で 歌った し、 テ イタ， ルツ フ ォ共 他の 名手 も 矢 張 

りさう であった。 此大 都の 歌劇 劇場 は 紐^の よりも 確かに 立派で、 趣味に 於ても 勝って ゐ る- 米國式 

の棧 敷の rgf! がた』 に 加 ふるに、 巴 里 オペ ラの 立派で 筌氣の 流通の よい 階 段 式と 遊歩 場 式 を 折衷 

して ゐる。 自慟 車に 乘 るにん 紐 育での やうに、 半時 問 或 ひ は それ 以上 も 入口で 待た される やうた 事 は 

なく、 劇場の 下に 通つ 一- ゐる いくつかの 車道が あって、 それへ 各々 皆 一時に 澤 山の 自働車 を 引 込み 得 

るた め、 少しも 外氣に 常ら す、 其 儘す ぐ乘り 出して 行く 事が 5,1 來る。 

ぉ阈 自慢で 北米ば かり そ 好 いと 思って 獨り 得意で ゐる 外人 を 驚かす に 足る ものが、 ブ エノス • アイ 

レ ス に は 隨 分 色 々あろな かに、 かので ば あとめん と • すと あの 思ひ附 きな ども 亞雨然 丁 人 はな か/ \ - 

發逹 した もの だ。 ガス • ェ ンド • チェ ー ヴ ス商會 など は大 商店 一軒で は滿 足せす、 いくつもの 店 を 持 

つて ゐる 。それが 市中の 各部に あって 皆 商品 も刖々 だから、 一つ は 衣類^ 門、 1 つ は 日用品ば かりと 

いふ 風に 出 來てゐ る。 旅館な ども 新式で、 其 或 者 は隨分 g 澤な もの だ。 プラザ • ホテルの 如き、 米國 

の いづれ の 旅館に も 劣らぬ 最新式で、 紐 育 倫敦巴 里に ある 他の リツ ッ 旅館に 比しても 遜色な き 營粱振 
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だ。 また 此 市の 地下 電^ は 紐 育 市のより も 優れて ゐる • 

南米の 埶 (帶國 に は 勿論 雨期と 乾燥期と が ある。 しかし ブ エノス • ァィレ ス での 天候 は、 怫蘭 西の リ 

ギ ェ ラ 地方に ありと 廣吿 されて ゐて 而も そこで は 減 多に 昆 られ ないやうな 好い 天氣 である。 日 あた. OS 

は實 にょい。 夂 A は 恋いが、 氷 點に逹 する 事 は先づ ない。 夏 も 寒暖計が 九十 度に 達する 事 は 稀 だ。 

此國の 人 は 主として 北部 西班牙と 北 伊太利から 来た 羅甸 人種の 有用な 寄 集りで ある。 亞雨然 丁 は 半 

ば 西班牙な かば 伊太利 人の 移民 約 一 一十 五 萬 人 を 年々 受け入れる。 政府 は 之 等の 移民 を 好 遇し 上陸 させ 

て 家屋 食料まで 支給し、 國屮 所々 に 無料で 配分して やる。 千 九百ト 年の 一年 問に 柊^ は 一千 十 一ヶ所 

に刖々 に 配分され て、 竹 W に 分離して ゐる事 を 許されなかった。 

亞爾然 丁 人 は 色より は 形に 趣味 を 持って ゐる。 その 國旗 は淺 黄と 白で、 これが 國土 とその 趣味と を 

付 表して ゐる やうに^ える。 到る 處に 灰色と か薄祸 色と かまた は 他の 鈍い 色調が ss^ の ほに つくで あ 

らう。 伊太利の 移^ 共 は 敁初來 たと き 派手 やかな 頸卷 をして 來 るが、 すぐに それ を棄 てて 了って * 矢 

張り 新しい 周圍 にもつと 適合した ものに 代へ る。 亞爾然 丁の 女 は 非常に： ^澤な 身なり をす るが、 彼等 

と雖も 派手な ものに 對 して は 矢張り 國民的 反感 を 持って みる。 冇名 なブ H ノス • アイ レス 競馬場に あ 

る 馬術 仉樂 部の 構內に 於け る 位、 立派で しかも 地味な 服装 をした 集龠は 一 寸外 では a られな い だ ら 

う。 馬兑所 はみ な 混 凝 土で 出来て、 俱樂 部の 特別 馬昆 所の 頂上に は 二百 人を容 るるに 足る 食堂が あ 


る。 四面 を 硝子で 張りつ め、 食事 をしながら 競馬 を昆る 事の 出来る やうに したの だ。 また 農業 協會 Q 

競技場に 至って は、 此稷の もので 世界 第一 の 構造で、 經費實 に 四百 萬 弗 を 要した もの だ。 

亞爾然 丁で 最も 通俗な 遊戲は アツ ソシ H ショ ン 式の 蹴 球で、 英吉利 人の 所謂 "soccer- と稱 する 

もの だ。 米國 では 春 夏の 候になる と 空地 は 皆 野球 を やる 少年で 一杯になる が、 それと 同じく 亞爾然 丁 

では 靑 少年 は $1  "soccer" の 決勝 點で 蹴球 を やって ゐる。 大學の 運動 競技 はま だよ く發 達しない が、 供 

樂部 問の 競技 は隨分 熱心で も あれば、 また 好い ティ ィムも 出る。 英 國の專 門の 選手た ちが ブ H ノス • 

アイ レスへ 行った 時 も、 勝つ のに は 手一杯であった 位で、 亞爾然 丁の 最上の ティ ィム に對 して 得點は 

三に 對 する 四 に 過ぎなかった。 英吉利の テ ムス 河の ヘンレイ あたり を 思 はせ る やうな プ レ ー ト 河の、. V 

地よ い 入江 タイガ ァ まで 出掛ける と、 澤 山の 漕艇 俱樂 部が あって、 漕 手 八 人の 乘組 は實に 立派な 訓練 

を經 たる 堂々 たる 者で ある。 

南米 各國の 憲法 は 大抵 わが 米國 のに 倣った もので、 多くの場合 それに 改善 を 施して ある。 たと へば 

亞爾然 丁で は 大統領の 任期 は 六 年で、 大統領 は 直ちに 再選 せられる 事 は 出来ない。 それ は 行政官 をし 

て 自己の- 冉選を 得る ために、 聯邦の 『公聯 槻關』 を 利用す る を 許す は 不都合 だと 信ぜられて ゐ るから 

だ。 亞雨然 丁で は 選舉は 義務的で、 選 擧投翦 をし ない 者 は 罪人 名簿に 記載され て 米貨 四 弗 四十 仙に 相 

$3 する 罰金 を 課せられる。 


423 ~~ - 


—— 424 


しかしながら 選 擧に關 して 亞雨然 丁が 取れる 此 進んだ 地位が、 凡べ ての 姉妹 共和 國に 於け る 自由 解 

放に 關す る 現狀を 代表して ゐ るの だと 云 ふこ と は 出來な い 。 これ 等の 國の 或^ の 無敎 育な 扠 僕に 選 舉 

投票が 許されて ゐな い と 云 ふ 事^に 對 して 、 吾人 は 今まで 隨分 不當な 酷評 を 下した も の だ。 併し 之 は 

吾々 の はす 可き 事で はない、 殊に また 墨 西哥の 新聞が 下の やうな 事 を 繰返して 書き立てた 以上、 どう 

して 他國の 批評な どが 出來 よう ぞ。 『合 衆國に 於け：.：. -黑人 投^^の 奇怪なる 狀況。 I 多くの 場所で 

有， 1 な る白 人 はお 色 の 同胞に 對 して 投^ を 許さ ない。 最近の 配分 によれば、 各^ 舉 -R は 千 九 百 十四 年 

に、 ニー 一、 八 七 七の 市 K をお して ゐた。 しかし 北部 及 西部で は、 各選舉 15!: で 多 數の投 おが 投 ぜられ 

たに 拘らす (S 三 オハイオ IE!: では 六 四、 七 七 五。 ^七 イン ディ アナ 11 では 六 二、 九 八 七" ^じ ィ リノ 

ィ區 では だ-六、 九 〇 七、 等)、 南部 諸 州で は 投^ 救から 黑 人の 投票者 を 除去す るた め、 ー區 にっき 五 千 

驟 以上が 投 ぜられ る^ は 稀で ある。 し シ ョォ ジァ、 ァ アカン サス兩 方 共に a 千 票 以下 を投 する 數 お あ 

り、 また フ 口 リダに 至って は ft 千：：^ 以上 を投 する ものた だ 一 15!: あるの み。 第 四. ルイジアナ は 僅に 三 

四 票 を、 ^ft ルイジアナ 區は三 〇 一四 票 を 投じた。 云々』。 外 函人の する かかる 批評、 かかる 千涉 

を 私共 はどうして 快し としょう ぞ。 一代 議士 を 選擧 する のに、 ニー 一、 八 七 七 人のう ちから 僅に 三千 

入 だけに 投蔡を 許して ゐる やうな^ 屈な^ 舉區に ゐる人 問が、 羅甸亞 米 利 加 共和 画の^， 上の 惯ぉ を 

彼 之 云ったり する の は 止めた 方が 可い ので ある。 殊に 他の 國 家の 政治 糾^ なぞ は、 私共の 容^すべき 


問題で はない の だ。 

思 ひ附の 好い 法律 は、 之が 運用 上に 時として は 制定 者 自らの 豫 期しなかった やうな 或 利益 を 齎らす 

事が ある。 其 一例 は 亞雨然 丁の 法律に、 年々 一 萬 二 千の 壯丁を 軍務に 服させる 規定が あって、 射的 家 

の 资格ぁ る もの だけ は 此 徴集 を 免れ 得る 事 になって ゐる。 其 結 菜 亞爾然 丁 の靑年 はっとめ て 銃器 を 取 

极 ふに 堪能な らん 事 を 心掛ける、 政府が 特に 設けた 多くの 射的場で、 彼等 は 農々 其 技 を 練って ゐる。 

だから 射的の 出来る 亞爾然 丁の 男子の 割合と 來國 の それと を 較べる と、 米 國の方 はなさけ ない 程に 後 

れてゐ る。 思ひ附 きの 好い 法律が、 其 副産物と して 射的 上 乎の 國民を 生す るに 至った ので ある。 

亞. 爾然丁 は 米国と 同じく 聯^ 政^と 各 州政府と を 有し、 聯邦 裁判所、 州 立 裁判所な ども 之に 附屬し 

てゐ る。 その 政府の 廉潔 を^る ー證 左と して は、 下の やうな 事實七 想 ひ 出す の も 面白から う。 卽ち亜 

雨然 丁の 二 千 三百 萬 弗の E 額に 達する 製 艦 契約の 競爭 (この 競 爭に加 はった 者 は 七 ケ國民 を 代表す る 

會社 數實に 三十 七に 及んだ。) が、 いよく 千 九 百 十 年に 契約 成立した 時、 合 衆國の 入札者に 此 契約 を 

許した 點に 就いて 行政 上 一 點の 非難すべき もの を さへ、 反 對黨の 新聞紙と 雖も 指摘す る 事が 出来な か 

つた。 恰 かも 合衆國 共和 政府 か 或 ひは^ 一流の 歐洲國 民の 政府に よって 行 はれた ると 同じく、 潔白に 

すべてが 處理 せられた のであった" 

南米の 自屮 解放に 盡 した 最大 偉人 は 亞颇然 丁の 將軍 ホォセ • ドウ サン • マ ルタンで、 南米の 自由の 
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ために 爲 した 功業 はま さに 北米の 華 盛頓の それに 比すべき であらう。 先 づ千八 百 十六 年に 自國を 解放 ^ 

し、 アンデス 山 を 横切り、 順次、 智利、 祕露、 エクアドル 等 を 自由なら しめた。 之に 對 して 熱烈な 感 一 

謝 を 捧げた 國 民が 將 軍を總 統 にしよう とした 時、 彼 は 何と 答へ たか。 その 立派な 一一 一一 n 葉 は、 ながく 後 

世に 傳 ふべき ものであった。 曰く 『自分が 戰 つた 國々 に對 する 約束 は 旣に果 された" 卽ち 彼等 を獨立 

せしめ、 政府の 建設 を 彼等に 任せれば 足る の だ。』 アン グ n  • サ クソンの 共和 論者に して 嘗て 選 擧の自 

.E に對 する これ 以上の 自信 を 明言した 人が あつたで あらう か。 サン • マル タン 將軍は あらゆる 名譽を 

辭 退し、 金錢の 贈與を 斥け、 怫蘭 西に 退隱 して、 晩年に は 世に 聞え す、 淸 貧のう ちに 餘生を 送った。 

南米に とって 仕 合せな の は、 家族が 多人数な の を 美な りと する 風習 だ。 亞爾然 丁の 內閣の 或 大臣 

に 小 供 を 十. V- 人 持って ゐた 人が あった。 他人が お目出度う ございま すと 云 ふと、 一寸 妙な 目附 きをし 

て、 いや 之 はま だほん の 手始め 位な 事に 思って ゐ ると 答へ るの が 常であった。 金 持 ほど 澤山 子供 を 持 

つ 傾きが あるが、 之 はわが 米國 では 不幸に して さう は 行かない e 新世界の 羅甸 人種 間で 土着 住民の 增 

加の 率 は、 我等 ァ ング a* サクソ ンの それに も 勝って ゐる。 そして 此事實 は 今後 一 一代 もさき へ 行く と、 

確かに 重要な 結果 を 齎らす であらう。 

また 南米 人が 外 國人を 遇する の 懇切 叮嚀な の は 有名な 話で 今更 こ.^ に 喋 A する を 要しない。 之は單 

に國 良の 胸の 中にば かりで なく、 明らかに 法令 書に も 規定が あるの だ。 たと へば 如何なる 外國 人と 雖 


も、 亜爾然丁へ 來て、 土着 市民と 全く 同一 の 立場に あって、 銀行業 その他 如何なる 業務 をで も 營む事 

が 出来る。 米國 では 外國 人に こんな 取扱 を與 へて はゐ ない。 此 一般 通則に 對 して 唯一 の 除外例と も 罔 

すべき もの は、 商業 上の 旅行者が 課稅 される 位な 事 だら う。 また 亞爾然 丁に 對す K. 、私の 個人的 P 係 か 

らい ふと、 私 はかう 云 ひたい、 此國 人の 問に 住まった 如何なる 外人と 雖も、 私が 抱く 程まで も 好感 情 

^以て 故 國に歸 つた 人 は 今まで あるまい と 思 ふ。 

米國 人が 全體 として、 眞に 南米 は 如何なる も のぞと 云 ふ 事 をよ く 知らな いのは 遣憾 である。 しか レ 

此 問題に 就いて 毫も 知る 所な き 人と 雖も、 大に 役に は 立って ゐる。 近頃 は隨分 全米 主義 を惡し ざまに 

云 ふ 論 育が ある —— 序に 云 ふが、 此人 たち は 概して 先づ 南米 人の 間に 侏 まった 事 もない くせに、 色々 

と 勝手な 事 を 書く 人 たちだ。 —— 仉 しかう いふ 反對 論者と 雖も、 此問 题に對 する 世の 注意 を 喚起して 

吳れ ると いふ 點 から 云へば、 大に 私共の 援助に なって ゐる わけ だ。 全米 主義 を 害する のでなくて、 之 

を 助けて 吳れる 人 たちだ" 何と なれば 先づ それ を硏究 する 事が 何より 肝腎な ので、 知られ さ へ すれ 

ば、 それ 自らが 最も 有力なる、 王 張 者になる からだ。 

、全米 未来の 平和 を 保護す る 策 を 建てようと 試みる に 先だって、 先づ其 準備と して 『羅甸 亞米利 加』 

の 著しき 商業 上の 進歩に 就いて 一 考 したい。 何と なれば 新世界 全體を 通じて  一 & よき 现解を 得ん がた 

■ めに、 わが 商業 組織が 如何に 國 家に 盡す所 あるか を、 之に よって 示す 事 を 得る からだ" 其 次に 私はモ 
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ン o ォ主载 を 諸方 面から 論じよう。 そして 此、 si が 何故に 外國で 誤解 せられて ゐ るか を 明らかにして 

置いて、 その上で、 此 主義 をして 最近の 事愦に 適せし め、 目前の 問題 を 解決す る 時の 旗幟に する だけ 

の 修正^ F 柳の 案が 立てられる わけ だ。 さて これ 等 豫備的 研究 を 終っての 上で、 ^九 章に 人って から 全 

米^ 蓊を 我米國 の 將來に 適用し、 依って 以て 冇 事の 日に 備ふ る 外交 策 の 完全な る もの を 得ん とす る點 

まで、 論及しょう とする ので ある。 

第 二 章 南米の 市場、 世界的 平和 仲介者と しての 商業 

商業に は先づ 取引 をす る 相手の 國人を 知る 必耍が ある。 そして！： 際 間の 誤解の 主なる 原因の 一 ク 

は、 ー國： ^が 他國^ の眞の 特性 を翫 味す る 事が 缺 けて ゐ るから だ。 卽ち 互に 相 知る 事が 足りない の だ。 

商^ は  一^よ き 现解を 生す るが 故に 平和の 仲介^で ある。 南米に 關 して、 今 は 數ハ牛 前 程に 一般的で な 

いにしても、 今日と 雖も狗 如何に 米 人が 無知で あるかと いふ 事 を考 へて 見る と、 わが 南米 貿易の 遠く 

英獨に 及ばざる 现 山が E ぐ わかる。 或る 新英蘭 土の 大 都で 商業 會議 所の 會長が 私を聽 衆に 紹介す ると- 

き 『人口 十 萬 人 以上 ある ブ エノス • アイ レ ス から』 來られ たと 云った。 如何にも 御尤 で、 あすこの 人 

口 は 約 二百 萬 人に 及んで ゐる。 また デム バァの 板 硝子 商が 私の 公使館へ、 ブ エノス • アイ レスの 商店 
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では 窓に 硝子 を 使 ふかと 云って 問合せて 來た。 

米國 都市の 或 もの は、 今日な ほ 未だ 十分に 外國 貿易の 眞惯を 知らない のが ある。 しかし 他の 都市 は 

旣 によく 輸出 業が 製造業 者に 與 ふる 利益 を 周知した のが あるが、 この 覺醒の 原因に 至って は 都市に よ 

つて 色々 と 異なって ゐる。 一例 を 云 ふと、 シン シン ナティで は 外 國贯^ に對 する 興味と 知識と が 下の 

やうな 具合で 出來 たの だ。 千え 百 〇 七 年の 秋 不景氣 の 時に フ * ィ •  H ガ ン商會 は獨り 時間 一 杯に 營業 

して ゐ たが、 他の 製造所で は 大抵 そんな 事 は 無かった。 とい ふの は それより 少し 以前に 此會 社で は 

『外！： 部』 が あると いふ 事が 製品の 文房具に も 利す ろ 所が あらう と 云 ふ 見込 をつ けて、 とにかく 小規 

模の外 國部を 開始した。 それが 千 九 〇 七 年の 秋に は 十分の 大きさに 達して ゐ たため、 工場の 全力 を 注 

いで やる だけの 仕^ を 得られる やうに なって ゐ たの だ。 時 恰も 內地 商業の 不振、 市場の 萎縮の ために 

シン. ン ン ナティの 他の 商會 では 注文が 全く 途絶えて ゐた。 此 一大 教訓が 此 市の 活動家の 心 を 動かした 

と 見え、 其 結^、 此 地の 製造 家 は爾來 外^部 を 設立して、 よし 他に 目的 はない に 4 しても、 これ を內地 

不景氣 の 際に 吹き 流されたい 用心の 碇 とする に 至った の だ" 

外國 貿易の 問題に 關 して、 私が 處々 の 商業 會議 所で やった 前後 約 二百 囘の 講演の 間に、 如何 すれば 

1 番 うまく 取引が 得られる だら うと 云 ふ 質問 を嗞々 受けた。 之に 對 する 最良の 返答と して は、 昔話に 

まち 

ある 市の 小 供が 始めて 田舍へ 行って、 百姓に 『牛が 乳 を吳れ るの か？』 と 訊いた 話 を 思 ひ 出す がよ 


い。 百 は 之に 答へ て 一 一-お 翁、 そり や 自分で 行って 牛から a を 取らな けり や 駄目 だよ』 と 云った。 恐ら 

く此 は 下ん 事霣， va ると  一 &剴 切に g じられ る だら う。 卽ち 世界の 一大 市場た るブヱ ノス • ァィレ 

ス 市に WW の荚吉 利 人、 三 萬 五 千の W 逸人、 三 萬の * 麵西 人が 居る のに、 米 人 はとい へば、 僅々 約 四 

HH 人し か 居ない の だ。 牛の 處へ 行って^, V- 取って来な t り や 駄目 だとい ふこと を、 どの 國民 がよく 

地 こ 知って ゐ るか、 又 ど の 國 民が 今日な ほ 未だ 化 重要 の 事實 に 氣財 いてね ないかと 云 ふ 事が、 容易く 

之に よつ て 解る だら う， - 

ここに 少しく 世界の 市場に 就いて 論じ、 特に ミ た 新しく 外國貿 易に 興味 を 感じた る 製造業 者が、 最 

も 手近に 利 S を *J 期し 得べき 一 市場に 就いて 研究して たいと 思 ふ。 先づ 重要なる 市場と E すべき も 

乙 をえ «T- つに 分類して、 第一 に歐羅 巴、 第二に &柬。 第三に 南米 『暴 甸亞米 利 加』 とする。 さらば 

化 i 二者の 相異は 如何。 今日まで その 米國の 輪出繁 者 は 其 注 怠 を もつ ばら 歐洲 の 市場 にの み 注いで ね 

た- へ；"^ はこ こに 最良の 代理人 を^-り、 また 極めて 好 成 较をも 得た。 しかし 歐洲ん 市場で 歐洲人 を 

相手に 狻爭 七す る 段になる と、 關稅、 言語、 赁に 於て、 また 地方の 要求 を 知る 事に 於て、 どうして 

も R 洲 人ん 方に 豚眛が あろの はいふまで もない。 われ 等 米 人に、 歐洲 人の 本國へ 出掛けて 行って 彼等 

と齄 争す る f  32 ^者 J で あ る。 

E に默 W より 目を轉 じて 極東 を 見る と、 ここで も 亦 我等 は歐洲 人と 铰爭の 位 S に 立たねば^ らぬ • 


ここで は 船 找 ハ^で は^ゆの に^^ はない が、 其 代り また 此 地方の 取引に は 特に 必要な wi? の 要求 

に對 r る 特殊の ^細た 知識 を、 わが 輪^^^ は^いて ゐ ると いふ. 个 利益が ある。 支那 人 n 木 人 及び 印 

^人 は 從來旣 に は W わた ^物 を^ ひたがる。 また W 川，：：^ 方で 出 來た荷 造 を 妤み又 M 特殊な 商檩 のつ 

いた 物 を^ ひて 求め^ 風が ある。 だから 米^の 輸^^お が これ 等 特殊の 要求 を 4. 分に 呑み込んで、 歐 

洲の 熟練な^ 人と^^で おゆの 兢ゆ をな し^るまでに は 随分畏 日月 を 要し、 また^ ffl も かかる の だ。 

さて 以上の 二 火 市 i? から 轉 じて 南米の 方 を兑 ろと、 大 に^^ E.V 與 にした ものが ある。 何と なれば 他 

ハ^ ヒ はわ が 米 入 に 邪- M になつ た. 小利な 點 がい E 米で は 無い からで あ る" ^際^ 米 人 は 非^に 『珍ら し 

物^き』 であるた め、 この^で 鎖る お 利な 仪^ にある の は 米 人 だとい ふ i がわ かる。 ^界屮 どの 國民 

と雕 も、 米 人-化に 箭奇な 物 を^り いだす 川お の ある もの は 他に 無い。 これ は 特許 局の 記錄を 兌れば 一 

见 して わかる。 い E 米 人 は^ 奇の物 を 好み、 そのために は ^ 似 を拂 ふに ぉ路 しない。 從 つて 米 國の 製^ 

tsc ケ^つ 利^が 如何に 被迚 であるか は^くべ きものが ある。 わが 新しき 赊出 ；が此 南米の 市場で 

は 洲の錢 ゆお よりも 侵 越の 地位 をい：： め、 かの 欧洲 や 極^に 於け る ごとく ひどい 不利益の もとに 錢爭 

す -る のと はへ」 然她， は： にす. るャ た^ 取し 得る の は、^ に以. ^述ぶ るが 如き 理由 あるが ためで ある。 苟 

も 外 ww^" にお F しょうと する 5^3^ おに 向って、 先 づ^ 注^ を 南米に 向けよ と、 確信 を 以て 勸め^ 

るので ある * 
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この 南米との 取引 は、 單 にわが 米 人 を 利す るの みで はない。 片方に だけし か 取 柄の ない 所謂 『水 差 

の 柄の やうな 取引』 とは逑 ふ" これ は 普通の 商業 上の 理由で 双方の 利益に なるとい ふげ かりで なく、 

南米 人に とって は特刖 たお まけの 惯俽が あるの だ。 と 云 ふの は、 米 II も 今では 非常な 投资國 民に なつ 

てゐ るが、 南 氷 は 其 偉大な 富 源 を 11 拓 する ために 资 本が 要る の だ。 特に また、 歐洲の 大戰亂 が、 嘗て 

外！： に投资 を 求めて ゐた其 巨 萬の 貯蓄 を蕩盡 しつつ ある 際、 尙更こ の 必要が ある。 わが 南米 ^の增 

加に 伴う て 益 み 米國の 銀行家 は、 こ こ に 安全に して 有利なる 投資の 機會を 知る に 至る だら う" 換言す 

れば わが 11 の 過 剩の富 を この 方面に 轉 じて、 南米 人と 共に わが 米 國人を も、 双方 を 富ましめ る 事に な 

る。 また 私は敢 へて ここに 豫ー 一一 一口す るが、 この 投资の 可能な 事の 價 値が 實 地に 知られる やうに なれば、 

南米 各國の 政府 も、 勢 ひ 外资を 保護す る 事に 一 翳 骨 を 折る だら うと 思 ふ。 さすれば 政府で は 益々 かか 

る投资 の 增加を 急速なら しめる 事になる からだ。 

南米^ 國の 物質的 ffii^ の 地位に 就いては、 前章に 於て 旣に之 を 二三の 數 宇で 示した。 卽ち 亞雨然 T 

が 十億 弗、 ブラジルが -A 億 弗、 智 利が 二 億 弗、 ウル ガイが 一億 弗。 外阈 貿易の 年額が 之 だけの 額に 達 

すると 一. ムふ事 は、 南米の 購買力の 大 なる を 示し、 この 方面の 販路が 吾人の 研究に 値する を證 する のみ 

ならす、 また 其瞵買 力が 如何に 分布され てゐ るか を も 示す ものである。 しかも 今日まで わが 米 人が 南 

米の 市場で 相當の 成功 を牧 めて ゐな いのは、 ここに 種々 の 理由が あるの だ。 


！ つの 理由 は先づ 銀行の 足りない と 云 ふ 事、 この 點は今 現に 十分な 改良が 施されつつ ある 際 だが、. 

私の いふ 意味 は、 送金 その他の 普通の 便宜が 缺 けて ゐ ると いふので はない、 事實 そんな 事 はない から 

である。 が 在 來赝 かう いふ 例が あった。 卽ち米 人が 南米で 手が たい 事業 を 引受ける のに も 手 を 引く と 

いふ 場合が ある。 それ は 何に よる かと 一一 一一 ！： ふと、 英獨怫 の 銀行が 其 事業に 關 して 出す 報告に 過ら れ るの 

であった。 現に かう いふ 話が ある、 米國の 西方 中部から 來た或 契約者が、 亞爾然 丁の 或大鐵 道で やる 

仕事に 受 負の 入札 を 見合^た 事が ある。 之 は 全く ブ H  ノス • ァィレ ス にある 英吉利の 或 銀行が、 此鐵道 

に 就いて 彼に 與 へた 餘り 面白くない 報 吿ケ- 基と して 考 へたから である。 しかも 此 英吉利の 銀行の 重役 

のなかに は、 當時 この 鐵 道の 業務に 携 はって ゐる 人が 二三あった ので、 從っ てまた 此鐵 道の 肘 政狀態 

が 非常に & いとい ふ 事 も 特に 熟く 知り 拔 いて ゐ るので あった。 卽ち此 鐵道は 使 W 人 五 千 人 を 超え、 受 

負 契約に 對 しても 十分な 支拂 をす る 力 を 持って ゐ るのに、 全く かの 銀行の 報告に あやまられた 計りで 

この 米 人 は 人 札 を 見合せ て 了った の だ。 かう いふ 例 は 擧げれ ばいく らも あるが、 此 一例 だけで も 我が 

不利な 點 はよ くわ かると 思 ふ。 但し 今では 『ナ ショ ナル • シティ っハ ンク』 其 他 米 國の大 銀行が 之に 手 

を 着けた ために、 此點 はよ くな りつつ ある。 

銀行の 事 を 云った 話の 序に 一 言した いのは、 亞爾然 丁 は 以前から 長く 『中央銀行』 卽ち國 立 銀行 を 

うまく 遝 S して ゐる事 だ。 亜爾然丁 紙幣の 價 値の 保 證 になる 其 『兌換 金庫』 に は、 世界で^ 四 位に あ 
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る 多額の 豫備金 K、 約 二 ^六 千 萬 弗の 備が あり、 之に 優る 金貨準備の ある もの は 露 西 亞と怫 蘭 西と 合 

衆！： の 三 ケ！： のみ だ" その 結 * として、 勿論、 亞爾然 丁べ ソ弒幣 (にかケ ョ辦^ ) の價 値の 動嵇 せざる 

$ は、 米！： 紙幣と 毫も 變り はない。 ウルガ ィ鉞幣 もまた 同様 確固たる ものであるが、 唯 ブラジル ゃ智 

利の 方 は、 未だ 不幸に して そこまで は 行って 居ない 所が ある。 

米 國には 更に 今まで も 一 つの 弱點 があった。 卽ち歐 羅巴ゃ 極東の 方へ は笫 一流の 代理者 を 遣る 習慣 

になって ゐ るが、 南米へ 出掛ける 商業 代理者に なると、 熟練の 精んだ 販賣 人の 中から 選ばれた 者 は 比 

铰 的少數 に過ぎない。 ここに 一 つの 適例 を 云 ふと、 嘗て プ エノス • アイ レ スの 私の 公使館へ 一 日 或 男 

が 訪ねて 來て、 封 じた 紹介 狀を 持って来た。 その 封 じて あった 理由 は讀ん ではじめて 解った。 之は杻 

育の 或大會 社の 副社長からの 紹介 狀で、 ざっと 下の やうな^ が 書いて あった。 

拜啓、 猩に國 務^ を 經て當 方 共へ 宛て 御 報吿被 下候篛 を、 取 急ぎ 寳行 仕度と 存じ、 此 紹介 狀持參 の 

一 代理業^ を贲 地へ 御 送 巾 候。 當人は 荊妻の 弟に 有 之、 紐 育に 於て はこれ まで 種々 の 事業に 携は 

失敗 仕 候 得 共、 贵 地に 於て は 事業 を 開始 致 候 事 甚だ 好都合と 存じ、 當人も 御 地に 於て 將來の 成功 を 

希^ 罷在 候。 云々。 

南米へ 送られる 人物に はかう いふ 風の 者が 甚だ 多い が、 此 一 大 販路 を 目して 恰も 商業界の 屑籠の や 

うに 遇する の は 非常な 誤で ある。 勿論 その 男 は 西班牙 語 も 話せなかった。 苟も 外國へ 派遣され る 代理 


業者た る 者 は、 これから 仕事 をしょう とい ふ 其 國の言 葉の 話せる 者を耍 する 位な 事 は、 今更 說く 必要 

もない 害 だと 思 ふ。 誠に 今 或 亞爾然 丁 人が 紐 育へ 來て 仕事 をしょう と 云 ふのに、 英語が 全く 話せない 

者で あったら、 人 は 之 を 何と 思 ふだら う。 幸に して 私共に は、 西班牙 語 は 他の 如何なる 外國誥 よりも 

覺ぇ 易い ので ある。 

製造 家 が 之 か ら外國 貿易 に 手 を 着け ようと 思 ふが、 代理者 を 送 る 費用 を 單獨で 負擔す る 事が 出来な 

..ぃ とか、 或 ひ は 欲しない とかい ふ 場合に、 どうかす ると 他の 二三の 製造 家と 聯合で 一人の 代理者 を玄 

セて すべて を 代表させる 事が ある。 之 は 果して やり 甲斐の ある 事 だら うか、 —— それ は 勿論 その 代理 

者が 一人で 代表す る 製造品の 種類 如何によ る 事で ある" 嘗て ブ H ノス • アイ レスで かう いふ 代理 老の 

1 人が、 私に ど-つも 旨く行き ませぬ と 云 ふ 話 をした が、 問いて 見る と此 は 木綿 製造 家と 農具 製造所 

と汽關 荜 會 社の 三つ を掛 持で 代理して ゐ るの だとい ふので、 失敗の 理. S も 成程と 思 はれた 事が ある。 

私 0 目に 吋いた 今一 つの 例で、 之 は 非常にう まく 行った のが ある。 それ は 立派な 文房具の 製造者 

と、 骨牌 屋と廉 物の 銀細工 屋と、 此 三つ を 一人で 代表した 場合で ある。 かう いふ 組合せで 實 際に 仕事 

をす ると 如何な つた かとい ふと、 先づ その 代理者 は 或る 大きい 『でば あとめん と、 すと あ』 へ 行って 

此 三種の 製品 を 提出した。 買手の 方で は 文房具 をい くらか^って、 他の 二種の 提供 品 は 担 絶して 了つ 

^0 と， しろが 此 文房具の 注文に 應 するとい ふ 事に 關聯 して、 勢 ひ 同じ 『すと あ』 へ 幾度 も 出入す る必 


要が あつたが、 その 結 栗、 これが 緣に なって、 其 地 を 去る までに は、 此 男の 代理して 居た 他の 凡べ て 

こと 

の 製品の 注文 も 取れる^ になった。 若し 軍に 銀細工 だけ を 代表して ゐ たなら ば、 恐らく 最初の 時に 担 

わ  t な 

絡 られて 了った きりに なって、 銀細工の 注文 は 得られない 事に なった の だら う。 それが 他の 種類の 商 

ひで 出， 八して ゐる うちに^られ たので ある。 だから 共 人の 代表す る 凡べ ての 製品が 同 1 の 買手に 提供 

さ れ ろ 場 (：： に は、 聯合 の 代表お も大に 有效に 仕^が 出來 るふ 云 ふ 教訓が 此 話に 現れて ゐる。 

か しう n- 

南米 人が S 期お の貸資 を 求める の は 事^だ。 しかし 之 は 一方から 云 ふと、 ま拂が 手が たいとい ふ 信 

用の證 據 として、 歐洲の 製^^が 南米 人に かう いふ 便宜 を 提供した ために、 さうな つたと 云 ふの も 事 

^だ。 ブ H  ノス • ァィレ スで アル • ジィ • グ ン商會 の 行って ゐる 優秀な 商業 與信 所の 支配人が 公に し 

た 所に よると、 平均して 此市 C 商人の 信 ffl は、 紐れ に^ける 商人の 信用と 同じ 程度に 良好 だとい ふ。 

ま. た 合衆國 商業^ 議所の 名，^ 總裁フ ァカァ 氏の 說 では、 多年 南米との 取引 を やった が、 氏 は 貸倒れ 

の爲に 一 弗と 雖も損 をした 事. に 無い さう である W 

亞爾然 丁 を 旅行す ると、 阔 土の 非常に 平坦な 事に 氣が附 く。 ブ hi  ノス • アイ レ ス市は 海洋 を 距るこ 

と 寳に百 一 ；十 だ哩 であるのに、 ォォ ニァ • ラ • プ ラタ 河は此 市で 三十 哩の廣 さが ある。 之で 1 ^て も 水 

力 を 供給す る やうな 水の 落下の ない 事が わかる。 それから 此國は 石炭 も 不足 だ。 この 二つの 事實 ある 

が爲に 製^^ は實に 多額の 費用 を耍 する。 從 つて 米國の 製造 家に して 若し 此國に 販路， v 確立す るなら 
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ば、 咳 也 方の ェ篛 の爲に 後に なって 商寶を 恋 はれる やうな 傾向 は、 支那に 於け るよりも 少 いとい よ 事 

が、 之で わかる だら う。 支那で は 近 e: に 出來た 工場が、 旣 に米阈 の锊軌 や 木綿 製品の 製选 家よりも 安 

惯に寶 り 出して ゐ るので ある。 だから 一朝 販路 を 確立 さへ すれば、 其 取引の^ 固な 事は此 事^で 明ら 

かで ある * 

おもへば 南米との 一大 貿易の 戶ロを 塞いで ゐる もの は、 ただ 一つの 『惰性の 龍』 あるの みだ。 しか 

しわが 米！； の^ 名な 企業 力が かかる 奇怪な 神話 的 動物に 妨げら おて、 其戶 口の 彼方に ある 立派な 機會 

を 長く 逸し 去らう と は E や はれない ので ある。 

第三 章 商業 會議 所、 W 際 的 並に 國民 的に そが 盡 すべ き 

愛國的 任務の 機會 

fc. 章に 於て 論じよう とする の は、 此大 なる 南米 方面に 活動す るに 當 つて、 米 國には 今 直ぐ 手近に、 

どの やうな 國體的 設備が あるか、 又 その 設備が 商 紫 上 並に 國家 のために、 如何なる 任 矜を盡 し 得る か 

とい ふ^に 就いて、 少しく 考察した いと 思 ふ。 今 若し 米國 人が、 政府に よって 代表され たる 者と して 
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ではなく、  w 衆と して、 全米 主義の 進歩が 如何に 重耍 だかと 云 ふ 事に 氣が附 くなら ば、 わが 國民 史上 

に、 嘗て 阈 家の 進歩 を 妨げた 扠隸 制を排 したる 先代の 人々 と 等しく 功勞 ある ものと して、 現代の 人 も 

亦 後世に 傳 はるで あらう。 

ここに 『民衆』 と 云 ふ 意味 は、 昔の 巿 會 が體 現した る 政治 機關と 同一 の 意 だ。 卽ち 地方 的 利 

害^ 係の 事柄に 就いて 市民が 自： W 討議 をす る^: 合であって、 國 政に 於け るが 如く 之 を 政治的 劃一 主義 

で 決する ので はなく、 如何に すれば 其團 體の爲 最良 策な り やの 問題 に^して 黨派を 離れての 意兑の 1 

致で 定める ので ある。 かう いふ 會合 によって 以前に 如何に 立派に 有力な 民、 王 的 組織 を發逹 させて ゐた 

か を、 今では 吾々 は 忘れて 了って ゐる。 そして 政治 界に關 係 ある 一切の 事柄 は、 當然 大政 黨に よって 

取 及 はろ 可き もの だとの み 思 ひ 込む やうに なった" 吾々 はなる ほど ー國 民と して は黨 派に よって 政府 

に^ 托され、 恐らく 將來も 長く さう であらう。 しかし それ だからといって 政治的 調整の 一方 式と して 

其 範圍內 で この 昔の 市會の やうな 結構な 方法 の あるの を、 全然 放棄し 或 ひ は 忘れて 了って ゐ るの は、 

«a は 申譯の 立たない 話で ある。 現に 私 なぞ はかう 信じて ゐる、 卽ち此 立派な 舊 制度 は 棄 てられ もせす 

忘られても 居す、 却って 更に 健全な 狀憨で 近年 復興され たと 思 ふ、 それ は卽 ちわが 米國の 大小 都市で 

近 w 著しく 注意 を惹 いた 商業 會議所 運動に 現 はれて ゐる" 

近^ は 著しく 此圉體 の數が 殖えた のみなら す、 旣に 在来あった 多くの もの も 更に 改造され て 一 餍 © 


活 氣を呈 する に 至った。 千 八 百 〇 一年に は 商業 會議 所は單 に四ケ 所で、 ボストン、 一一 ユウ， へ ヴン、 

紐 育、 及び チヤ ァ ルス トンに 在った。 千 八 百 五十八 年に は 唯の 三十 ケ所、 そのうち 十 ケ所は 商業 食議 

所で、 二十 ケ所は 商務 あった。 それが 現今で は 約 四千に 達して、 殆ど いづれ も 皆 一昔前の、 お 手 

本に なった 以前の 會議 所に 較べる と、 遙 かに 活氣が あり 從 つて 有 效な働 をして ゐる。 數に 於ても 性質 

に 於ても 一般に 此 長足の進歩 をした と 云 ふ 事 は、 或 一致 運動の 結果で はなく、 また 一 つの 中心から 指 

導され たもので もない。 吾々 の 間に 起った 能率に 對 する 要求が 增 加し 確固と なった 自然 且^ 用な 結果 

の 一 つと して 出來 たもので ある。 

最近 二十 年間 米國は 政治 上の みならす、 實 業に 於ても 根本的の 大掃除 を やった。 之 は 米 西戰爭 によ 

つて 吾々 に與 へられた 新しい 國民的 精神の 結果 だ。 此戰爭 は 部分的の 傷害 を 治療し、 更に 強烈な 國民 

的 愛 國心を 鼓吹した ものであった。 或 制度 は、 ^に それが 在來 存在して ゐ たからと いふ だけの 理由で 

は、 もはや 立てな くな つた。 それが 存在す る だけの 立派な 理由が 若し 示されなければ、 勢 ひ 公 德ゃ實 

p!Q 新 標準に 合體 する か、 さもなければ 經濟 的の 掃 溜へ 棄 てられる より 他、 致 方が 無い 事に なった。 

かう いふ 效用 如何の 新試驗 にか けられた もの は單に 商業 會議 所ば かりで はない。 此 傾向 は 米 國の國 民 

生活の すべてに わたり、 純正 食料品 法、 純正 藥品 法な どの 新规 則に あら はれ、 また わが 政治 組織の 1 

皎 にわた つて 修補 を 加 へ る 事に もな つたの だ。 この 一 般的 運動のお 蔭で こそ 多くの 商業 會議所 は 更に 
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活氣 を呈し 新生 命 を 得、 ー賸有 S の ものと なった ばかりでなく、 また^ 俄 古、 ボストンの 如き 大都會 

の 或 ものに 於て は、 商^ 刚 體の聯 ベ；！ が 行 はれる に 至った。 かう いふ 都會 では 多少たり とも 活氣に 乏し 

い 小團體 は、 "史 に冇 乃なる 剛體に 併合され て 了った の だ。 

絕對に 黨派心 を 離れて 現存の 一は^ 阁體を 合同 させて 了ふ舉 が、 どれ 位まで 市の 利益と なる かとい ふ 

靠 實の證 明と して、 市 俄 古の 商^ 協會 及び ボストンの 商業 會 fl 所の 適例 を 示し 得る 事 は、 まさに 私共 

の^とすべき 所で ある。 また 费 府 に 於ても 之と 等しく、  S 市のお 力 家の 盡 力で、 其 地に 或 小さい 

商業 圑體を 一 大中心 W 體に合 同 させる 梨が 遠から す 立派な 成功 を牧 める 事 は 期して 待つ べきで ある。 

米！； の 西方 中部で は 一般に 認められて ゐ るかう いふ 事實が ある、 卽 ちビッ ツバ ァグ、 バファ 口、 ク 

•Tallin 

リイ ヴラ ンド、 シ ン シ ン ナティ、 及び デト 口 イトの 商業 會議 所が、 最近 一 一十 年間の 時々 に 於け る 其 有效 

の 程度 を 比較して I 光る と、 この 期 問に 於け る 之 等 各 都市の 發 達が 逮ふ原 凶 がよく 分る。 卽ち 人口の 上 

から 兑て のこれ 等の 都市の 等級の 變化 は、 その 各 商業 圑體の 活動の 程度 Q 差と、 驚くべき ほどよく 一 

致して ゐる。 今日の 商業 會議 所が、 たまにし か^かれなかった 舊 式の 落莫たる 會 合と は 如何ば かり 趣 

を 異にして ゐ るか、 また 多数の 副 委員が 單に 昔風の 地方 的 利害の 問題 を 論駁す るの みならす して、 更 

に 進んで 將來其 社^ の 利益た る ベ き 新 活動 に 手 を擴げ るの に 如何に 熟 心 であるか、 これ 等の 點は 米國 

の 多くの 商業 會議所 を ^訪 する 機會を 有した 人の みな 驚嘆す ると ころで ある。 しかし 之 は、 先祖が や 
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つて ゐた 有名な 市 會 によって 喚起され た 地方 的 利害の 念 を、 更に 復^させる とい ふ 事に よって 

の ほか、 如何して かう いふ 仕事が 出來 よう ぞ" 

しかし かう いふ 商， 圑體 も、 時には 誤った 勘 遠 ひの 方面に 力^を入れて ゐる事 は 認めねば ならぬ 9 

かう いふ^ は 固より 度々 あるので はない。 しかし 脊て私 は 或 州の 首都 の 商^ 仉樂 部で 講演し た 事が あ 

るが、 其 市で は 市の 住宅地 を變 じて 商業の 屮、 むにしようと 當 時專ら 苦心 をして ゐた〕 しかし 考 へて 昆 

ると、 市中で 旣に營 業して ゐる 商店の 位置 を單 に變更 したりす るよりも、 外から 何 か 新しい 利益 を 

求める 工夫 をす るた めに 皆が 一致 協力した 方が、 どれ だけ 益になる か 知れない だら う。 そこへ 行く と 

市 俄 古の 商業 協# なぞ は 全く 面目 を 異にした もので、 巿俄 古の 製產 品を廣 吿販賫 する 爲に 南米の ブ ェ 

ノス • アイ レスに 新しい^ 築 物 を 造って、 大膽に 新 方面 を 切り開いた。 之 は チヤ タス ゥガ の巿內 で、 

其 地の 製造 家 協會が やった 造り 口と 同 巧異曲 だが、 ただ 市 俄 古の 方 は、 坐して 買手の 來 るの を 待た す 

に、 出品物 を どし/ \豐 富な 市場に 送り出して、 こちらから 遠くまで 乘り 出して 行った とい ふ點が if 

ふの だ。 

商^ 團體 がかう いふ 風に 活氣を 盛り返して 來た と共に、 ここに 一 つ 新しい 職業が 出來 た。 之 は 今 も 

隨分値 打の ある もので、 將來は 更に 益々 立派な 職業になる だら うが、 それ は 各 商業 食議 所の 要する 有 

給の 粋審 である。 此 任に 堪へ 得る ために は、 かう いふ 訓練の 出来た 人物が、 常に 其 所屬の 圑體に 卒先 


して 行く だけの 人で なければ ならぬ) 此事實 は 之から 益々 發逹 して 行く 新 方面に、 立派な 訓練 ある 專 

門 家の 職業 をつ くり、 また 今 現に この 人た ち は 共 素養と 技倆と で 立派に 任務 を^しつつ ある。 この 幹 

^ の 人た ち が染 つ て 今では 全國 商業 圑體 幹事 協會と いふ もの を 組織し て、 國家 のために は將來 殽も冇 

-1- な^ 力なる 幽結 をつ くって 居る。 この 幹事 は 共 所屬の 商業 會議 所で 實に 『武器 を 持つ 働き手』 で 

あり、 またい つも 本部に 詰めて ゐて、 絕 えす 一切の^ 件 を 纏め、 事情 精^の 任に 當 るので ある。 之 は 

人々 が 協力して やる 仕^に は 非常に 必耍な 事で、 殊に 船頭が 多くて 船が 山に のぼる 危險の ありがち 

な. 有志 家の 商 紫 團體に は 何よりも 必要な ものである。 どうも 此轮 事が まづ くて は 商業 會議 所が 如何 

し-」 其社會 のために 十分の 仕事 をお し 得る か は 疑問 だが、 また この 反對 で、 好い 幹事の 居る 所では 必 

す 立派な 商業 會議 所が 兌ら れ るの は 確か だ。 今や 此 新しい 職業が 冏定 して 來た 事が、 大舉 ゃ專門 m. 校 

の： 力で も 認められて、 靑年を 此方 面に 向ける 課程が 授けられる やうに もな つたの だ。 比較的 新しい 職 

業で は あるが、 之に 從事 する 人た ち は 旣に世 問から も 認められ 相當の 尊敬 を 受けて、 此 職業の 將來は 

S に 前途 洋 々 た る 希望に 輝 いて ゐる。 

急速に 進歩 改良の 實を擧 げた これ 等の 商^お 議 所が、 一 切の 地方 問題に 關 して 非常に ためにな つた 

事 は 同より 疑 を容れ ない。 單に 最初から 公-一一 一；： された 方面の 仕事で 市 を 益した ばかりでなく、 また 共同 

に 働く 市民の 問 の 交情 を 著しく 親密なら しめ、 殊に 近隣の よしみ を增 して、 明らかに 一 般社會 の 調子 


タウン- --ィ ティング ス 

を 高めた ので ある。 かくて 吾々 が 昔 市 會 から 得て ゐた 凡ての 難 有 味 を、 今や 此 商業 會議所 によ 

つて 再び 得た わけで ある。 

これ 等の 團體は 地方の 事柄に 非常に 有益で あり、 また 其 事實は 一般に 認められ もした が、 さて それ 

等が 皆 一致 協力して 一 つの 國民 的圑體 となるとき、 國民 として 吾々 にどれ だけ 冇難 いものになる だら 

うかと いふ 點に 氣が附 いたの は、 極く 最近の 事に 過ぎない。 嘗て 地方 的の 事柄に 處 して 立派な 成功 を 

牧め たと 同じ 方法で、 今度 は 國民的 重耍の 問題に 對 して、 最良の 實業 家が 團 結して 事 をす るの だとい 

ふ 事 を 試に考 へて 兑られ よ。 かの 必然的に 政權を 求めて やまない 政黨 とい ふ ものが、 動もすれば 一問 

题に關 す る 議論 を 偏 兑に陷 らしめ ろ 怨恨な ど はこ こ に は 微塵 も昆 られな いので ある。 この 廣く國 民 全 

體 にわた つた 國結 は、 合衆國 商業 會議 所と いふ 國民的 i の 形 を 取る に 至った。 之 は 創立 以來 僅に 三 

年で は あるが、 旣に七 百 以上の 商業 食議 所、 商務 局、 商業 俱樂 部、 全國 商業 協會を 糾合し、 其 上な ほ 

個人の 會員約 三千 人 を 集めて ゐる。 之 は ： に 最初 一 一代の 總裁、 卽ち市 俄 古の ハリイ •  H  • ホヰ イラ 氏 

と、 ボ ス トンの ジョン •  H チ • フ "ヒィ 氏との 乎 腕に 負 ふ 所お るので ある。 

わが 米 國の實 業 家が 一致 協力して、 かの 勞働 組合が 勞働者 を 益した と 同じく、 極めて 有效 なるべき 

つの^ 注 的 勢力 を、 思 ふ 儘に 用ゐ 得る に 至った の は、 米國史 あって 以來 初めての 事 だ。 どの 市で も 

他の 巿 では 同様の 問題 を 如何に 處 して 行って ゐ るかと 云 ふ 事 を 確かめる のに、 今では 易々 と 出来る 方 
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法が 講ぜられた。 どこで でも 機敏な 委員 や 幹^の 第 出した 新 思想 新 方法 を .一 ケ 所に 集めて 了 ふ 一 つの 4 

手形交換所が H 來 たわけ だ。 以前に はよ く、 或 一 つの 市 は 近所の 他の 市で 工夫した 新式の 冇效な 方法 一 

の あるのに 全く 氣附 かす、 いつまでも 綏 慢な舊 式の 法 を 執って ゐる やうな 事も隨 分あった らう。 草木 

は 風の 媒介で 稗 子 を廣く 散布す るが、 市政の 新 方法 を、 それが 無くて 困って ゐる 他の 巿へ傳 へる 便法 

が、 以前 は絕 無で あつたの だ。 今 曰で は、 如何なる 商業 會議 所で も、 米 ES 一流の 人物が 市の 改良の た 

めに S ひ附 いた $ を 耳に して、 更に 之を赏 地に 精練して 見る だけの 機會が 無い とい ふの は 巾譯の 立た 

ない^に なって 來た。 さう いふ 新 知識 を 得たい 時には、 華盛頓 の全國 商業 會議 所の 木部へ 巾 込み さへ 

すれば すぐ 出來 るので ある。 

こ の 屮心 ^體 が 八：' 行して ゐる 最も^ 構な 事 は 私^ 投^の 法 だ。 之 は國民 的の 利害 關係 ある 問^ 

にたる と、 時々 やる 事 だ』 元來 0 ^主 政治に とって 一 つの 靴關 は、 或 問題に 對 して 或 地方の. W 民から 愼 

^たお^ を微 する^の 困 維で ある、 地方 新聞紙 は呰 政治的 侷見を 抱いて ゐる、 此 政治^ 味が 加 はる 

と、 投お 場に せよ、 ^聞雜 誌に せよ、 ffi^;: にせよ、 或 ひ は 他の 小^: 合に せよ、 偏見の 無い 公平な 意昆 

とい ふ もの は^られ なくなって 了 ふ。 さて かう いふ 公平な 議論 をす るのに 一 番 好い 舞臺 といへば、 商 

^^議 所から 出た 代 ま 者の龠 議 だとい ふ 事が 一見して 考 へられる が、 赏は そこでで も 矢張り ffil 要 案件 

に對 して 愼 m^tl をす る^ は 出來な いので、 第一 そんな^ 議を する だけの 時間がない ので ある。 しか 


しこれ 等の 寳業家 の 圑 體は嚴 然とし て 黨派心 を 離れ て 行って ゐ る だけに、 頗 る 有望な 點 の あるの は 明 

らか だ。 だから 代表 # が會 合の 席で 十分に 議論 ケ戰 はせ て、 何等かの 決議 を 得る だけの 時間が 無い 爲 

に、 下の やうな 方法が 出來 た。 卽ち先 づ論题 を これ 等 屬 の圑體 へ交附 して 置いて、 そこで 1 

赉都 合の いい 時に、 また 都合の 奵ぃ 方法で、 其 問題 を 慎重に 窸議 させる の だ。 そして 何等かの 決議が 

^られ たなら ば 更に 之 を 本部へ 還附 し、 他の 同様の 決議と 合せて、 公布 出版す ると いふ W になる。 此 

方法に よって こ そ 始め て 吾々 は 全國の 何等 偏昆 の 無い 愼 重な ft 葉 上 の 意^ を 集成す る 事が 出來、 また 

單に 全國の 輿論の 大勢 を るの みならす、 各地 方 ごとに 意 兌 を 異にする 點ま でもよ く 知り 得る ので 

ある。 一般 公衆が 其 代表者に よって 決議 さるべき 問題に 就いて、 どうい ふ 考を冇 つて ゐ るか、 それが 

此方 法で わかる の だが、 國會 にしろ 或 ひ は 各 州の II 會 にしろ、 苟も^ 面目な 立法者に とって、 之 を 知 

る 事の 必耍 なの は、 ちょと 言葉に 盡 せない 位 だ。 たと へば 通货 改正と か 海運と かの 問題に 就いても、 

レフ レエ ン y ム 

全 M 商 議 所の 私選 投^に よって 如何によ く經濟 上の 事情が わかる か、 之 は 合成 投袅の 公刊され た 

報齿書 を 一 讀 した 人の ゆ i 驚く ところ だら う。 

全國 商業 食 あ 所 は、 華盛頓 にある 設備の 極めてよ く行屆 いた 本部、 及び 各市に ある 其 支部 を 通じ 

て、 何時でも 外^ 貿^に 關 する 問題に 答へ るので ある。 旣 に外國 貿易に 從 事して ゐる 製造 家に して 

も、 或 ひ はまた 景氣の 好い 時の 過剩の 製品 や、 一時的な 內地不 景氣の 折の いつも 通りの 製 症 高 を、 う 
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まく-, いて 外國の 市場へ 出さう とい ふ考で 之から 新しく 貿易 を 始めようと いふ 人で も、 みな 此 本部 

へ^ 介せ さへ すれば：：.！. 速 答が 得られる の だ。 のみなら す此 本部へ は 外國の 商業 圑體 でも、 或は 外國 

に 55 る侗 人の 商人で も 皆 問合せ をす る 察が 出來 る。 だから この 西半球の 南北 兩 大陸の 國 民間 相互の 理 

解ケ -3 進 .， . ，，c 爲 にい ま 活動し て ゐ る あら ゆ る機關 のうちで、 この 商業 會議所 は 最も 前途有望な も の の 

1 つ だと 兑られ るので ある。 そして 實業 家の かう いふ 國民的 集合 體が國 際 間に 於ても 可能で ある 率が 

また 之から ^ひ附 かれる。 

歐洲 戰亂の 始まる 直ぐ 前、 卽ち千 九 百 十四 年 六 巧に 私 は 巴 里で 開かれた 商業 會議 所の 國際會 議に出 

席した。 之は此 種の 會 合で^て 昆 られた 最も 感銘 深き ものであった。 全世界から 菜った 代表者の 數無 

慮 一 一千 人、 それより 一 一年 前に 2^ に ボストンで M かれた 時 集った 六 百 人を遙 かに 超えて ゐる のみなら 

十、 之より 以前にあった IS 種の 如何なる 命.： 合よりも 蜇耍な 結果た 齎らした ので ある。 それ は 異なった 

各國 代表者の、 數に 於ても また 勢力に 於ても 遙 かに 前に 增 して ゐ たから だ。 その 時の 討議に は 半點の 

政治的 意味 を 交へ す、 阈際的 重要の 實桊 問題 を、 皆が 腹藏 なく 明晰に 力を入れて 討究した もの だ。 之 

が 政府の 仕事と して 行ら れ たなら ば、 充寶 した 實業的 感情と いふ 後榍 がない ために、 同様の 事情で 

は、 とても かう はう まく 行かなかった らうと 思 はれる。 多數 者の 意志 を少數 者に 無理に 押し 附け ろと 

レ ふやうた 風は斷 じて なく、 かう いふ 實 業 家の 討究が 進む に從 つて、 必然的に 全體の 輿論が 益 * 敎練 


せられ、 遂に は其敎 練され たる 舆 論の 力が、 多數決 なぞで やった のよりも、 遙 力に^ 效な ものと なつ 

たので ある。 そして 此會議 によって、 如何なる 阈 民の 代表者よりも 多く 學ぶ 所あった 者 はわが 米！： の 

代表者 だ。 以前から 外國 では 商業 會議 所と いふ もの を 如何に 重く 毘てゐ たか、 唯 それだけ を 知った だ 

けで 他に 得る 所はなかった としても、 件 折 甲斐 は 十分あった わけ だ。 米國 の代衮 者 は、 今まで 氣附か 

なかった わが 全 國 商業 會議 所の 可能 力 を、 之に よって 始めて 知り 得る に 至-つたから である。 

若し 今後 各國 の 實業圑 が、 いま 政府の 手に あ る 宜戰或 ひ は 平和維持の 力 を 其 掌中に 握る の 日が ある 

ならば、 慘 憎 たる 戰爭が 今までの やうに 突如と して 國 民の 頭上に 落ち 來る やうな 事 は 二度 と な か ら 

う。 之 は あの 商業 會議 所會議 に毎囘 出席した 人の 誰し も 皆 氣の附 く 事であった。 戰爭 とい ふ もの を 欲 

しない 商業 團體の 勢力が、 急速に 增 大して 行く 事 は、 未來の 戰爭を 避ける ために は、 何よりも 前途 有 

望な 事 だ。 戰爭は 莨に 詰らない、 實業 家に は 全く 有難くない 事で ある。 

-. 元來實 業と いふ もの は、 其 地方 的た ると 國家 的た ると を 問 はす、 すべて 賫 手と 買手との 間の ー罾ょ 

き 理解 親密に よって 助成せられ るの だ。 全米、 王篛の 期す る 所 も 要するに 此點 にある ので、 西半球の 國 

民 問に 一 暦 理解 親密の 度を增 さう とい ふに 他なら ない。 從 つて 全米 主義の 味方と なる 人た ちが 昝、 實 

業圑の 勢力の 日に 大 なる を la て 衷心の 滿足を 表す 可き 所以 も 之に よって 明らかで ある。 また これ 等實 

業圑體 が、 西半球 到る 處に國 家の 爲に盡 すべき 機會 を、 充分 實 際に 働かせる 時が あるならば、 亞米利 
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加 全部に わたる 平和 黄金時代の 方へ 旣に 一歩 近づいた の だと 信す る 理由 も、 亦 ここに ある。  99 

, 第 四 章 外國 貿易 從事 者の 要する 立法 上の 援助 

米^の^^^ は、 今や 眞 面目に 外 II 貿易の 問題に 身 を 人れ てゐ る。 そして 此 問題の 解決の ために、 

有名な 機敏と 適應 性と を發捋 しょうとして ゐる。 ところが 困った 事に、 其 成功の 道に 當 つて 三つの 大 

なる 障碍が ある。 これ は 是非とも 何とかし なければ ならぬ 障碍で、 それ を 取 除け る 事 は、 商人 侗 人と 

して、 或 ひ は 商人の 聯合 體の 有って ゐる 力で は、 如何と もすべからざる もの だ。 之 は實に ffi 大な 問題 

で、 立法 袱を 以てする 治^ を 加へ てはじめて 出 米る 仕 iir た。 今では 全國 到る 所に、 かう いふ 聲が M え 

る. 『我 國の錢 近 や、 濒 死の 狀 にある 我が 商船に. 新しき 自. E な- 與 へよ。 それ は外阈 ^易の 十字軍 を 

援助す るた めで ある。 米！： 勞慟者 雇主と して、 外國で 聯合す る 事 を 許せ。 これ は遙 かに 赁 銀の 廉ぃ外 

國の圑 lg に對 して、 うまく 競^して 行ける 爲 である。』 

米國 到る 處 にこの 消息 は 聞え てゐ る。 だから 若し 其 音波の 尠くとも 或 者 だけで もま だ 耳に 這 入ら 

ない とい ふ 立法者が ありと すれば、 その 人た ちの 政治的 無線 m 信の 器械が どこか 損じて ゐる のか、 或 

ひ は 古い 文句 を 借りて 云へば 『地べたに よく 耳 をつ け 一 聞かなかった からだ』。 この 消息 は、 是非 取 除 


けたいと 云 ふ 或 種の 難物に 近頃 漸く H の附 いた 覺醒 したる 國 おの 聲 である。 リップ • ヴァ ン • ウイ ン 

クルが 內國 取引と いふ キア ッ キルの 山中に ながく 眠って ゐた あとで、 n を さまして うんと 背 延び をレ 

て 見ようと すると、 さて 手足に 絡み付く 蔓草の 邪魔になる 事が わかった。 此 蔓草 は 何としても 取り去 

りたい が、 今の 立法 家の 智慧が 若し 之 を 一刀 兩斷 する だけに 銳 くないと あらば、 他の 人の 智慧 を 借り 

て來 なければ ならない。 

この 消息の 傳 へられる 國は もはや、 農夫 は 己の 畑の 柵の 彼方 を昆 す、 銀行家 は 地方の 顧客の 外 思 は 

す、 又 商人 は內 地の 販路 以外 を 顧みない と 言った 風の、 あの 昔 B の！： ではない。 農夫 も 商人 も 銀行 衆 

も、 みな 擧 つて 外！： 貿易の 學生 となった のみなら す、 しかも 立派な 上敘學 生に なった。 かれ 等は自 1; し 

の 要す る も の を 如り、 W げ となる 不利な 點を知 つ て これ を 除去しょう として ゐ る。 かれ 等 o 發す る此 

の 消^ は 全 國の約 一 ー百ケ 所の 商業 會議 所から 著者に 傅 へ られ た。 

マン ハッタ ン 島の 局部 主義 を 離れて 更に ー步外 へ^み 出して、 我 米國の 商業 團體 によって 人 r 鋭意 富 

行せられ つつ ある、 公益 增 進の ための 驚くべき 戰場 へ來て 見る と、 そこに は實に 吾人の 學 ぶべき 事が 

非常に 多い ので ある。 私の 彼等に 對する 使ん § は 南米に 關 する もので、 その 友誼、 その 取引の 機 會に就 

いてで あつたが、 彼等の 私に 齎らした 使命 は 更に 之よりも 廣ぃ 重耍な 意味の もので、 之に は 吾々 すべ 

て が 注意す べきで あるの みな らす、 特 に また 法律 の 制定 と 政府の 行動 ケ- 委 托さ れてゐ る 人た ちの 注意 
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を 促す に 足る ものであった。 

わが 製造業 擴 張の 舞 臺 として、 或 ひ は內國 市場の 一時的 收縮 をう まく 相敉 して 行く 爲の 釣合と し 

て、 外國 市場の 必要 を 論す ると いふ やうな 古めかしい 議論よりも、 すっと 彼^に わが 商業 會議 所は旣 

に 歩 を 進めて ゐる。 商業 會議 所では、 汽軍賃 割 一お の 弊害と 其 匡正 策 を 研究した 結 *、 これ 等 內國の 割 

昃の 如き は、 之 を かの 海運業の 方で 外國の 商船 聯合が 外國 人に 與 へて ゐる 割^に 較べて 昆 ると、 殆ど 

云 ふに も 足らぬ 少額 だ、 と 云 ふ 事 を 知る に 至った。 後者 は 運 貸、 保險 などの ために 實に六 億 弗の 巨額 

を 年々 わが 米 人の 肘 布から 外國 人へ 渡して ゐる わけで、 之 は單に 財政 上の 損失で あるば かりで ない、 

いつまで も 外國人 に 商船 を 所有 させて 置いて、 米國 との 競爭 に對 して 外國の 製造 會社を 保護 させ る 事 

になる ので ある。 

かの ヰ リア ム • ァ アル • ハァ ストが、 わが 米國 商船の ため を 計り、 自分の 所有す る 多くの 新 閲を利 

用し て 愛國 的の 熱心な 活動 を して ゐ るの は 感心 だ。 海上 の 運賃 や 旅客 船賃の 率 を 支配し て ゐ る 英獨汽 

船^ I 社から 取れる 廣吿 契約 を、 そのため 全く 棒に振って 了 ふ 事 を さへ、 頓着せ すに やって ゐる。 今 H 

若しす ベ ての 新聞の 持主が 此點で ハ ァ ス ト 位に 愛國 的であった ならば、 米國が 以前に 有した 公海上の 

盛運 を 米 ^々旅の もとに 恢復す る 事 も、 立法 權で 遠く の 昔に 出來 て ゐ たらう と 思 ふ。 

鐵 道の 割 戾 しとい ふ 事 も、 或 地方の 船舶業 者に のみ 幸 ひして 他の 地方の 同 業者の 不利 を 生す ると 云 
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ふ 差別 をつ ける 意味から； a て、 その 弊害 は 大きかった に相逮 ない が、 しかし 之 は 精々 わるく 行った と 

ころで、 外國 汽船 會 社が 米國の 製造 家に 對 して 爲 すと ころに 較べる と、 先 づ戯談 ぐら ゐな 事に 過ぎな 

い。 シ ン シ ン ナティの 人で、 其 地の 或 大きな 製造 會 社の 役員 をして ゐる 人が、 紐 育 市から ブ H  ノス， 

アイ レ ス までの 機械の 運賃 率 を 問 合 はせ た 事が ある。 ところが 獨 逸の 汽船 會社は 其 問合せに 答へ た 後 

ハ ン ブルダ 

で、 さて 進んで 下の やうな 事 を 申出た、 卽ち 若し 獨 逸で 機械お 購入せられ るなら ば、 漢堡 から ブ エノ 

ス • アイ レ ス まで を遙 かそれ 以下の 賃 率で 引^け、 おまけに まだ 海上 保 險の項 目 も 其 中に 込めようと 

云った。 また かう いふ 話 も ある、 ブヱ ノス • ァィレ ス で！^ 凝 土の 大きな 請負 をした 人が、 私の 慰吿で 

合 衆 國へ來 て、 米阈 製造 家 協會の 手を經 て、 或米國 混凝土 # 社から 供給 を 受ける 事と し 多額の 金高の 

支拂 をす る 約定まで 成立った。 そこで 弒育 市に ある 一 英！： 汽船 會 社の 事務所へ 運賃の 事 を 其 人が 問 合 

はすと 其 返事 をした 上で、 下の やうな 事 を 申出で た、 若し 英國の 方で 混 凝 七 をお 買 人れ になるなら 

ば、 サゥ ザムプ トンから ブ H  ノス • アイ レスまでの 運貨率 は、 絲 育から ブ H  ノス， アイ レスまでの はり 

もす つと 少額で 行ける やう にしようと 云った。 また 華 盛 頓の或 法律家が 私に かう い ふ 話 をした、 リオ • 

，テ • ジ ャネィ n から 紐 育 へ 歸る とき 其 人は歐 羅巴經 由で 来た。 リオから 歐羅 巴までの 切符に 對 して 三 

十九 磅拂 つた。 しかし 聞いて 見る と、 若し 歐 ！i 巴から 鈕 育まで を 聯合 汽船で 行くならば、 リオから 歐 

羅 E へ 行 つて 更に 紐 育までの 切符 は 四十 磅で濟 む、 換^すれば 歐羅 巴から 紐 育まで が 僅に 米貨 五 弗で 


行ける S になる。 

こ れ が^し 十 年 も 前で 西部 の ^物 栽 埒^ か 或 ひ は 南部 諸 州 の 綿花 耕作者 に 上の やうな か を 云って 聞 

かしたら ば、 必 すかう 答へ たらう、 『なに 構 やしま せんよ、 外阈 船は廉 いのです から。 手前の 方で は 製 

品 を咴く 運んで 貰 ひた い のです。』 併し 今： n では すっとよ くもの が 解って 來た。 卽ち 外國人 へ の 內證の 

割戾と 其 所謂 『銃爭 船』 の ある 結^と して、 外！！ の 商船 聯合が 獨 立の 船舶 を 海上から 驅遂 して 了った 

爲に、 穀物と 綿花との^ 貸 率 は、 r 九 百 ト^に は 各々、 ヒ ；.{ 及び、 .12 であった のが、 千 九 百 十三 年 

までに は 之が 『整现 され』 て、 各々、 及び. さ の 割合にな つた。 今では 人々 も氣附 いて ゐ るが、 

裁 培 業ぶ が 其 牧 益の 巾から 外國 船に 拂ふ 貢物が 三年 間に 一一 一 估に なって ゐ たと は、 寳に ひどいで はない 

かレ 哉^?^ の 方で も、 もう 此上 そんな 取り立て をされ ないやう に、 米國の 商船が 保護して 吳れる 事の 

-出來 る の を 主張す るに 至った の は、 全く 之 あるが ため で あ る。 

各ム 面の^ 力 者で 商業 會議所 を 組織し て ゐる 人た ち は、 單 に米國 の狀況 ばかり を調杳 する に 止まら 

すして、 更に 目 を 海外に 放って、 他國の 政府が 自國 民の 外！： 貿^ 發展 のために 果して 如何なる 方法 を 

講じて ゐ るか を 調べて 見た。 そして 如何なる 事 を發 兌した かとい ふと、 外國 では 政府が 被治者の ため 

にして ゐる 多くの 有 ほな 事柄が、 米！： では 法律で 禁止され てゐる 事に 直ぐ 氣附 いた。 卽ち 進取 的な 海 

外 i 出 業者の ために、 よその 政府の 與 へて ゐる 援助の なかで 主な もの は、 輸出品の 爲には 特に 海岸 ま 


での 鐵道 割引 をして やり、 また 內國 市場で 互に 競爭 者になる 諸會社 は、 成るべく 外國 貿易の 方面に 向 

つて 圑結 する やうに 獎勵 して ゐる事 だ。 內國 で兢爭 をす ると 內國の 相場が 下がって 了 ふが、 一た び國 

境 を 出る と、 唯外國 人ば かり を 相手に、 一 致 聯合して 商戰を やる 事になる からで ある。 

ところが 米國の 方で ると、 輸出品の ために 優先 權を與 へて 鐵道運 賞 を 低率に する 事 は、 各 州 問 の 

商業 條 例で 禁ぜられて ゐ るし、 外國赏 易の 爲に 聯合す る 事 もシャ マ ン 條 例が 邪魔 をして ゐる。 以上 

は 大きい 商業 圑體 を 組織し て ゐ る 實業家 連 に はよ く 解 つて ゐ るので、 之 を 何とかし ようと 思って 隨分 

と 手を盡 した もの だ。 そして 結局 かう いふ 事が 知れた、 米國の 商船 をして 現在の 妨害 を 離れて 自由な 

らしめ、 鐵 道が 輸出^ 者 を 援助す るの を 妨げる やうな 面倒な 規則 を 取 去り、 また 製造業 者 をして 海外 

で^ ふ 儘な 圑結 をす る 自山 を與 へ るに は、 是非とも 政府の 力が 必耍 だと 云 ふ 事が わかって 來た。 米國 

の 海外 貿^の ために 此 新しい 自. E を與 へよ、 さすれば、 今まで 長らく 外 國の勞 働と 資本と に 流れて 行 

つた もの を、 わが 米 國の勞 働と 資本と に赢ち 得る やうになる の は、 米 人の 腦 力と 精力と を 以てして 直 

ぐに 出来る 事 だら う。 

圑結 をな して ゐる la 業 家が 今や 一 般に 廣く且 熱心に 希望して ゐる 以上 三つの 大きい、 手近な 救濟策 

のうちで、 後の 二つの もの は 比較的 容易に 得られる。 早速 法律 を 制定して、 一 つ は备州 間の 商業 條例 

に 改訂 を 加へ、 輸出品に は 海岸までの 鐵道 運賃の 優先的 低率 を 許可す る やうに し、 ベニ つの 法律に は 
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かの シャァ マ ン條例 を 改めて、 國境 外で は 商業の ため 聯合 をす るの を 適法と 認める やうに 改める ので 

ある。 ところで 笫 三の 商船の 援助と 云 ふ 一段に なると、 + まで 隨分 色々 と 議論 も 出た ことで、 結局 之 

は 難 問 題に なって ゐ るが、 ^して 難問題 だら うか、 此 點を考 へて 見たい。 

今度の 歐 洲戰爭 で 多数の 船主 は 驚 い て 自分 の 船舶 を米國 々旗の も とに 登錄す る やうに な つ たが、 戰 

^開始の 時に 米 人 は 海外 貿^の 僅に 百 分の 八 だけ を米國 船で 運送して ねたので、 それ 以外の 物に は悉 

く 外！： 船舶 聯合が^ めた 如何な る M: 賃率を でも 甘んじて 拂は なければ ならなかった。 そこで 吾々 は 遠 

く：^」 溯って、 千 七 百 八十 九 年、 華 盛頓、 マディ スン、 ジフ ァスン によって 法令 書に 規定され た あの 

や.. な 法律に 立ち か へ る 必要が ある。 當 5. 米國の 船舶 は 其 輸出入 品の 僅に 百 分の 二十 三 を運迗 して ゐ 

たに 過ぎない。 ところが 其 法律 は 千 八 百年 末までに は 旣ぅ百 分の 八十 九と いふ 割合まで の 增加を 生ぜ 

しめ、 千 八 百 十 年に は 百 分の 九十 一半に 及び、 同時に 千 八 百 十二 年の 戰爭 にわれ に 勝利 を 得せし めた 

一 商船 を も 我 國に與 へて ゐる。 

や 八 百 1 一十 八 年自國 貿^品の 百 分の 八十 九. を米國 船で 運送して ゐた 頃、 農業 地た る 南部 及び 西部が 

二 ユイ ンゲ ランド  レ シプ B シティ • ァクト 

聯 へ：： して 新英 土の 船舶業 者に 當り、 千 八 百 二十 八 年の 相互 條 例と いふ もの を 定めて 了った。 わが 

貿易が 外, との 競爭の 端緒 はこ こに 開かれた。 忽 にして 一大 損失 を 生じ、 金額 は 縮 少して、 現今の 百 

分の. < と いふお 恥 かしい 少額に なって 了った の だ。 南部の 民主 黨 首領 ボォク は、 當時 新設の 船舶業に 
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英國が 補助金 を與 ふる 事の 頗る 好 結 * であるの を 見て、 直に 其 伢に淤 ひ、 間もなく 汽船に おける 我^ 

の 成功 は、 以前 まだ 快走 船 仕 立の 船で やって ゐた 頃の 盛況に も 匹敵す る 位に なった。 ところが また 千 

八 百 五十六 年の 南北 間の 大破 裂と いふ 大騒ぎが あって、 阈會 でジニ ファ スン、 デ. ヰ スの率 ゐてゐ る 南 

方 組 は、 遂に 郵船 補助金お 撒廢 して 北部 諸 州の 造船業 者に 打擊を 加へ る 事と なった。 それ は 思 ひ 通り 

に 行った。 ただ 有難い 仕 合せに は、 かう いふ 喧嘩 もまた 其 原因 も、 今では 旣ぅ皆 跡 を 絡って 了った の 

である。 

今日で は 綿花 栽培 者の 南方 諸 州 も、 穀物 耕作者の 西部 諸 州 も、 共に 東北の 海岸と 同じく、 米^ 商船 

をして、 其發逹 を 妨げる 網の 目 を脫れ しめる 必要 を、 痛切に 感す るに 至った。 

米國^ 船に 補助 を與 へる の 必要 は 何人も 知って ゐ るので、 千 八 百 十一 一年の 選擧の 折に はすべ ての 黨 

派が それ を 約した の だ。 ところが 選擧. 伎に はどうな つた かと 云 ふと、 民主 黨は 國會と 行政 部との 兩派 

を 抑へ て、 千 九 百 十三 年 十月 三日の 關稅法 を 制定し、 その 中に、 米國 船で 運送す る 貨物に は 百 分の 五 

ほうぼう 

の S 稅割引 をす ると 云 ふ 一 項 を 加へ た。 すると 早速 方々 の外阈 政府から 國務 省へ 抗議が 提出され た。 

實は 以前に わ が 共和 國で 非常 にうまく 行 つ て ゐた 法律 规定 に 立ち 歸ら せない やうに と、 これ 等の 外國 

政府で は 長い間 策 をめ ぐらして ゐ たので ある。 某々 大臣が 自分の 省の 歷史ゃ 政務に 通じる より は、 條 一 

約 面に 自分 達の 名 を 不朽に 傳 へようと する 方に 熱心であった 其お 蔭 さまで、 これ 等の 外 國 人 は 昆 ごと 4- 


條 約の 網を栴 へ 上げた の だ * 米阈撿 事總長 (千 九 百 十三 年 十月 三十 一 日に 大藏 大臣に なった る) の說 

では、 此條約 こそ は、 米！： の 商船 を 袖 助しょう とする 一切の 規定 を 反古に して 了 ふ 性質の も Q であつ 

た。 それで は旣ぅ 之で 事 は 終った かと 云 ふに、 决 して さう ではない、 單に 一段落 を 告げた まで だ。 何 

となれば 國務 省が 外國と 如何なる 契約 をす るかと いふ 事に、 國 民は絕 え， チ 監視 を 怠って はならぬ もの 

だと、 今 こそ 始めて 米國人 は氣附 いたから だ。 报 して 吾々 のためになる 好い 約定 をして 吳 れてゐ るの 

か、 その 逡を 是非とも 知って おく 必耍が あるの だと 思 ふ。 現に 今まで 隨分 ひどく 米國の 外交 家が 出し 

拔 かれて 馬鹿を見た 驗は あるので、 此條 約な とも その證 據 になる。 千 七 百 八十 九ハ 牛に^ 盛頓、 マディ 

スン、 及び ジ-- ファ スンが 折角 やって^いた 事 を、 吾々 が 行 ふ 事の 出来ない やうに して 了った の は、 

此厄 介な 條 約のお 蔭で ある。 

しかし 吾 * は 果して 旣ぅ手 も 足 も 出ない だら うか。 全く 馬鹿を見 たので あらう か。 そこ は 一 つ. 

の 條約を 一 覽 して、 前述の 检事總 長の 說 以上に 何等か 附加 へる 餘 地がない かどう か、 ！考 して^た 

い。 よく 調べて 昆 ると、 この 條 約に は 皆 殆ど 除外例な く、 先づ 概して 一 ケ年 前に 特定の 通牒 を さへ す 

れば、 雙方 いづれ も隨 意に 其 規定 を 解除して 差 支ない と 云 ふ 一項が 加 へられて ゐる、 だから 撿事總 長 

の 意見の 中に 述べられた 條約を 解除す るに は、 何も 條約ゃ 契約の 違反 をす る 必要 は 毫も 無 いので あ 
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之に は 我國の 方で 必要 だとす る 事項 を 通牒 さ へ すれば 十分な の だ。 何と なれば こちらの 方の さう い 

ふ 要求 は 正當な ものであるから、 どの 國民 でも 條約を 修正して 我國の 意見に 投合す る 事 を 承諾す るの 

ァヌリ カン • ァソシ エイ ショ ン, フォア たセ* アド ザ アンス メ ント ti》 イエ シス 

である。 かって 千 九 百 卜 §： 年 十二月 二十 九日に 亞 米 利 加 科學^  ^の 席上で， 

私が 比 意 E>>s すと、 若し 左様な 一 般的 通牒 を發 したら ば外國 政府から 恐る ベ き 結果 を 我國に 招く だ 

らうと いふ 豫 1 一 c も 出た。 しかも 其 後數ケ H を經 てから、 ラ • フォ レツ ト 船舶 法の 條 項の もとに、 ちゃ 

うど 其 1 りの 通牒が 當該條 約 に關 係の 各國 政府に 向って 實際 提出され たので ある、 ところが 其 時の 害 

とい ふの は.^ しも 對 外的の ものではなくて、 唯內國 的の ものであった。 卽ち 以前 聯合 代表者 を 出して 

此洽舶 法の 通過 を 促した 米國 海員の 責ロゃ 商船の 側に 損害が あった だけで ある。 

千 七 百 八十 九 年の 自由 を取戾 すため に 若し これ 等の 條 約の 修正 をし ないならば、 こちらで は それ を 

廢. ^する§ を 利用す る 積 だと、 かう いふ 一般的 通牒 を發 したならば、 外 國の爲 政 者 は大に 吾々 を 尊 

敬した ので あらう。 今日で は 外國の 方で は 米 國 の 商船 をう まく 條 約の 網の 中へ 捕へ て やった と S つて 

笑って ゐる ではない か。 若し かう いふ 修正 を担絕 する 國が ありと すれば、 果して 何れの 政府が 拒絶す 

るの か、 * れを 知って 置く 事 は 興味 も あり、 また 大に 有益で も ある。 

民主 黨は 好んで ジュフ ァスン の 說を 引用し、 何れの 黨 派も眢 好んで 華 盛 頓の言 を 引く— 結 構な 事 

だ。 若し 現今の 狀 態から 免れさへ すれば、 願 はく は 吾々 すべてが 協力して、 昔の 此ニ大 政治家が 米國 
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の 法典に 戟 せた 法律 を、 再び 制定す る 事に したい。 幸に して この 點 では、 我國は 巴奈馬 運河 條 約に 於 W 

ける ほど 困った 問題 fe 一^て ゐ るので はない。 この 運河 條 約に は 廢 止の 規定が 無いた めに、 英 國が大 一 

に 優勢の 地位 を 占めて ゐる丼 約定の 通りに、 わが 米國 はいくら 苦しくても、 之に 背かない やうに やつ 

て 行く わけ e ある。 夹國 もい つか はこの 條 約に 修正 を 加へ るの を 便な りと する 日が ある だら う。 英國 

にして 若し 此次何 かわが 米國に 好意 を 求めて 來た 時には、 それ を 承諾す る 報酬と して、 かの ヘイ *バ 

ゥン スフ ォ ー ト條 約に 修正 を 加へ、 吾々 が 自分の 頭腦と 巨資と を 投じて 揷 へた 運河 だから、 吾々 の 思 

ひ 通りに しょうと 云 ふ 要求 を 持 出す の は、 實に我 政府の 義務で はなから うか、 此點は 後段に 至って 更 

に 論じよう。 

y 、上の 說は 決して 青二才 どもの 討論 會 から 出た 聲 でもな く、 また 遠慮が ちに 『どうか』 なぞと 云 ふ 

前 S きを 附け たもので もない、 か 體も頭 も 立派に 一 人前に なった 幾千 人の 堂々 たる 人々 の聲 である。 自 

己の 權刊を 保護し、 正當に 得べき もの を 得ん とする 爲に圑 結した る實業 家の 言 ふところ である。 彼等 

は そこに 障碍 ある 事 を 知る に 至って、 もとく 自分た ちが 選擧 して 出来た 政府 だから それ を 除去して 

吳れる だら うと 豫 期して ゐ るの は、 當然の 事で ある。 殊に その 求む る 所 は 前人 未發の 治療法と いふ 譯 

でもない、 —— うち 二つ は獨逸 政府が 行って 見て うまく 成功した もので あり、 第三の もの は 我 米國で 

華 盛 頓とジ H フ 7 スン との 指導の もとに 旣に； 度 は 立派に 試みられた ものである。 この 使命、 之 を わ 


が 政府 は 可とする であらう か？ 

第五 章 南米の 見地、 是 果して 考察の 價値 あり や。 

西半球に 於て、 二十世紀 はこれ 南方 人の 世紀な りと して 知られる の 日が 早晚必 す來 るで あらう。 さ 

うい ふ 確固たる 强き 傾向が 旣ぅ 明らかに 證據 になって 現 はれて ゐる。 此倾向 は 何 か 膝 史上 驚天動地の 

大變 動で も 起らない 以上 は、 吾々 が旣 に^み 込んだ る 一 一十 世紀の 上に 必す ゃ此 表題 を附 ける に 足る も 

ので ある。 苟も 天下の 大勢 を議 する 者に して 南方 人の 見地 を 度外視す る 者 あらば、 そ は 政治家た るの 

價 なく、 同胞の 信 住 を 得る に 足らざる 者で ある。 之 は單に 西半球に 於て 然るの みならす、 また 歐羅 

巴 に^ても 同様で、 かの 歐洲に 於け る羅甸 民族の 覺醒 に氣附 かぬ 人が 誰か あらう か。 佛 Ira 西に 於け る 

立 咬な 新！； 民 的 精神の 發現 は、 卽ち此 運動の 冇 力なる 證 跡ではなかった か。 また 南北 兩 米の 鐵道 や^ 

穫 期に 孜々 として 働く 經濟 的な 伊太利の 勞働 者が、 絶えす 本 國に迗 つて ゐる 金高 は 如何で あらう？ 

こ- 丄ら勞 妫 f ま 大， は 其 故^に 歸 つてから、 單に國 富 を 益す るの みならす、 また 立派な 公民と しても 

大 に貢獻 する 所 あるので ある。 また 更に 亞爾然 丁 や ブラジルの 外國 貿易が 旣に 著しき 發達 をな し、 年 

年 驚くべき 增加を 示して ゐ るに 至って は、 更に 驚嘆すべき ものが ある。 
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米國. Iffi 剖の 升に 於て は 商業界の 最も 不可思議な 物語が 着々 と 實際的 方面に 霣 現せられ てゐ るの を 

見る ではない か。 誠に、、 ハァ ミン ガム か アトランタ か 或 ひ は チヤ タス ゥガ か、 其 他無數 にある 南方の 近 

世 七され た 都會へ 行つ て： a るなら ば、 以上の 事 實が厫 然として 驚く ベ く 完全に 立證 せられ る の で あ 

る" 嘗て 私が 全國 到る 處の 商業 圑體に 講演 をし に 行って ゐ た顷、 色々 の經驗 をした 中で、 私に とって 

nK も 有益であった 事 は、 概して 市の 圑結 的の 努力で は、 其考 から霄 つても、 實行の 上から^ て も、 ま 

た.^^ に 於ても、 南部 諸 州 ほど、 うまく 行って る處は 他に 無い ので ある。 今：：： は 合 衆國全 體が、 新し 

い 南方 諸 州の a; 惯を認 めて 之 を 誇と し、 わが 國 力の 上に 有する 其 意義 を大 なりと して ゐる、 しかも 獨. 

り 南米，！； F に^: して は、 同じ ほど 其價 値を認 むる を 欲しな いのは、 ^して 何が 故で あらう。 

南米 諸 國に對 す る米阈 人の 意向が 常に 著しき 愛他主義の 特& を帶び てゐ て、 之が また 米國人 の內、 や 

にある モン ロォ、 王^の 力 だとい ふ 事 は、 恐らく 何人も 認める 所で あらう。 吾々 は 飽くまで も 正義 を以 

て、 わが 南^の 隣人の 利益の ためだと 信じた 方法で、 いつも 行動して ねたので ある。 しかしながら 吾. 

吾 は 南米 人の 見地 を^ ど考の 中に 人れ す、 わが 米 人の 行動が * して 南米 人の 氣に 入る か、 或 ひ は我國 

の 忠言が 菜して 南米 人の a 解と 一 致すべき 方式に 出来て ゐ るか、 その 邊の 事に 至って は 未だ 曾て K- へ 

なかった ので ある。 之 を^ へ て 一一 H ふと、 旣ぅ 腹一杯 食事 をして から 料 现店を 出て 行かう とする 人 を、 

或 友人が 引き 捉 へて、 も-一度 あと 戾り をして 食事 をし 給へ と勸 める やつな もの だ。 その 友人の 厚意 は. 
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肝， 自分が 喜ばしたい とお も ふ 客人の 外視 して ゐる もので あ 

から 一 I と、 集 主義 は 今や 旣に 一新 時期に 人った もので、 蒙な 謹の 驚に は、 他人の 

地 を.^ して 度外視 しないと 云 ふ 事が 基礎に たって ゐる。  •  ， 

^地 を； f ,: 匕^. へ 刀が アン グ U  .サ クソンお 族で ある 事 は 將來の 爲に緒 

わが 西半球の 南半 分か 雞甸 民族て あり 15. 力 「、：  . お ； ia^^l 

構 な事 である。 何と なれば 此 二つの 人称 は 各々 他の 足らざる を 柿 ふ I の ものた。 一力 は 他 S 辜 

uita  I 一  まみが 單 5」 達し f よりあ かに 完全に 近 U 

C 共に 得られる からだ。 然しながら 西半球の I 人種 もつ ング了 サクゾ ンも兩 方 U 、包 ^ 

M^^, よほど 趣 を 異にして ゐる。 私に はどう も かう^れ る、 米 人 は 南方の 我 同胞と 同 

じ： 多くの 點に 於て I 風で ある。 殊^ の 機敏な こと、 氣分 の 快活な こと、 また 所^: ful.. 

X き il な醫 のない I だ、 Hi 此ゾ f 

氣^^ ま 妨げに ならす して 却って 明らかに お 利な 點が ある。 合菌に 於け る 人種の 混合 は、 ^ 

こよって 之を 觀れ ば、 『人糧 合の. 亞米 利 1 想』 と 云 ふ 雲で さへ 美しい 銀色の 裏地が ついて ゐ 

i おかと 云へば、 S に 於け る 英吉利 ま はいつ も 英米 國の擎 に反對 し、 同じく 獨 |の矛 

人 U 避けた がるので ある。 此 I か あ へても 下 5 は 明らか だ。 ？ f  of 


と 羅甸亞 米 利 加 人の それとの 相違 は、 亞米利 加 全 體が 他の あらゆる 世界の 國々 と 平和 を 保た うと 努め 

パ ン* アメリカ ニズ. I 

る點に 於て、 寳に 全米 主^ のために 大ぃ に资 する 所 あ る わけで ある。 

われ 等 西半球の 諧 は 八/まで 自由の 空氣の 中に、 卜 分な 機會を 有して、 自然の 儘に 發 達する 事 を 得 

た。 これが 歐 ^巴なら ば 古 來の文 明の 藕絆 があって、 とても 出來 ない。 或 ひ は 出来ても 非常に 困難な 

の だが、 とにかく かう した^ 構な 周 園の 事情のう ちに 發逹 して 來た。 此亞米 利 加 各國の 自由と いふ 事 

が、 ここへ 移住して 來た歐 洲：^ 族に 不思議な ほどの 人 穂 的 變化を 生じ、 其 影響に よって 米國 化して 了 

ふやう になった ので ある。 羅甸 人！ ti を米國 化した と 同じく、 アン グロ  • サ クゾン 人種 を も米阈 化して 

了った" 北米の アン グ： t* サ クソン 人種の 心智を 敏活に し、 羅甸 人種の 英氣と 精力 を 強大なら しめ、 仏 

つて 以て、 兩者 をして 不知 不識の 間に 結合し、 歐羅 巴に 於け る羅甸 人種と アン グ a  .サ クソン 人種と 

よりも 遙 かに 多く 接近した る ものたら しめたの である。 この 作用 は 南北 兩 米に 於て 同時に 進行して、 

逮に 殆ど 全米 一 致の 均 衔を得 るの 點 まで 到達し 得た ので ある。 

若し 此點を 疑 ふ 人 あらば、 自ら 問 ふて 見る がよ い、 わが 米 人 は 政治 上に 於て 英佛 人よりも 性急で.^ 

り輕 浮で あるかと" 英國 または 邠國に 於て は、 政攛を 司れる 政黨は 不信任の 決議 を受 くれば 何時でも 

官 嗨を罷 めねば たらぬ。 若し 合 衆阈で この やうな 事が あるならば、 華 盛頓 政府の 政權 は^ 速に ！ つの 

黨淤 から 他へ と轉々 として 行って、 政府の 不安定 を 来す 事で あらう。 
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更に また 南米 人 は、 或 種の 論者が 私共 をして 信じさせよう とする やうに、 激昂し 易い、 從 つて 信用 

の出來 ない 國民 では 決してない。 南米 人 は 一人 ごとに 吾々 と 同じ だけ 常識に 富んで ゐる。 ここに 而白 

い 事 は 或 愛蘭 人が 愛蘭から 絲 育へ 轉 仔して 來て 受ける 變化、 及び 西班牙 移民が 故國を 出る前と、 周圍 

に 非常に 米！； 化する 力の ある ブヱ ノス • アイ レスへ 着いて 後との 變化、 この 兩者を 較べて 見る と、 モ 

の 間に は 興味 ある 人糚的 類似が：^ 出される。 ところが 此變化 を 生す る もの は卽ち これ 新しき 周 園で な 

くて 何で あらう ぞ、 —また 新世界の 兩 極端、 その 問 相距る 六 千 哩の兩 地點に 於て 同一 の 影響 結 摄が與 

へられる とすれば、 この 結枭 こそ まさに 全 米 的な りと 稱 せらるべき もので は 無から うか。 米！： 化さ 

れ たる ァ ンゲ ふ • サクソ ンの見 地 を 重ん すると 同じく、 米國 化された る 羅甸入 種の 見地 を も 重ん する 

の は 極めて 當然 ではない か。 後者 もまた 吾々 と 同じく 自由と 好機の 問に 生れた る もの、 十分に 考察の 

價 値が あるの だ。 

アン グロ  • サ クソン 人；： g は 確固と して 自制に 富み、 己れ の 意見 を 尊重す と 人 は 云 ふが、 しか し^は 

ブ エノス • アイ レスに. Q た 時、 西班牙 及び 伊太利 血統の 人間に 對 して 此米國 的 感化 力の 確固す る 影響 

効 架 を 見る の 機會を 得た。 それ は 大きい 歌劇 劇場で 或 無政府 黨 員が、 米國 化された る羅甸 人種の まん 

なかで 爆彈を 投じた 折 だ。 其 場の 光景 はどうで あつたか。 第 一 、 讀 者先づ 自ら 問へ、 紐 育の 首 都 歌 一 

劇場で アン グロ  *サ クソン 人種の 中で、 爆彈が 破裂した らば、 どう 成ったら うか。 『それ は 恐らく 不幸 ^ 


な^^と なったら う』 と 云 ふ 事に、 正直な 人なら ば不性 不承、 一 致す る だら う。 然るに ブ エノス • ブ 

ィ レスで は 如何で あつたかと 云 ふと、 莨に 兑 ごとな もので、 亞爾然 丁 市民の 光榮 とも 云 ふべき であ 

る。 何等の 混雜 なく 無 問な 騷動 もなかった。 負傷者 を 運搬して ゐる ra、 樂手は 國歌を 奏し、 やがて 演 

技 中止の 旨 を 舞 豪から 知らせる と、 觀 客は靜 かに 退場して 行った。 讀者 にして 若し 其 場に 居られた な 

らば、 私と 同じく この 人々 を 誇と せられた だら う。 其 落ちつき、 其 度胸 を 偉な りと し、 a はまた 西 半 

球の 盛述を 叢 も 熱心に 信す る 人の 考へ 通りに、 南米 人の^ 地の 貴ぶ 可き を も 感じた であらう。 當 夜の 

^くべき 光景 を 見た とき 獨 りで 私 はかう 思った。 古 來米人 は 何が 故に 南米 羅^ 人稱の 姉妹 共和！： の 意 

a をい つも 無視して、 之と 相 諮る 事 をし なかった のかと。 彼等 は 確かに わが 米 人の 十分なる 信任 を 得 

るに 足る 者で ある。 

ブ エノス •  了ィレ ス滯 在中に 私 は そこの 立派な 大學と 親密な 關係を 有し、 ft は 亞米利 加が 十！ Kg の 

大學 ^生！： 際^ 議 にも 仲間入り をした。 將來 公民の 責任 を雙肩 に 荷う て 立た うとして 修業 中 の 南米の 

靑年 は、 米！： の靑 年と 毫も 異な る 所な く 素養 を铳 み、 愛國 の精祌 にも 富んで ゐる事 を 自分 は斷霄 す る 

资格 ありと 感じた の は、 全く 常時の 經驗に 基づく ので ある。 のみなら す、 南米の 靑年は 理想と 责 任の 

念 をお し、 此點に 於て はどう かする と米國 普通の 大學生 以上で あるかと も 思 はれる の だ。 

南米 で 高等^育の 重んぜられる こと は 殆ど 言語 に 絡す る。 この 諸國 では 政^に ^ 與す るせ は 他の 如 
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何な る 階級 よりも 先 づ 知識階級 である からだ。 國家 が 有爲 の 靑年 をし て 最高 の 官職 を 得しめ ろ S3 惯 に 

なって ゐ 急で、 此事寳 は大學 生の 上に 明らかに 反響 を 示して ゐる。 米國 では 大學 生の 集^で 講演 を 

すると、 聽衆 たる 靑年は 現在の 學校 生活に 關 係す るより 以外、 何等 他の 定 つた 目的 を^した いんたち 

だとい ふ^にす ぐ 氣が附 く。 ところが 南米で は 之と 全く 異なった 事情が 存在して ゐる。 卽ち ここで は 

擧 生に は 卷氣 な擧生 生活 の 學校臭 味が な い 。 共 代り 將來國 家 の 實務 に 携は る 事 を 得し め る學業 の 終る 

を 熟 心に 待ちながら、 <f マ は孜々 として 學事 を勵ん で、 他日 學 校外の 實 生活に 入る の 日に 備へ ようとす 

る靑 年が、 卽ち 南米 諸大 學の學 生で ある。 

ブ エノス • アイ レスの 人 學は七 千 人の 學生を 有し、 法科で も醫 科で も 之より 以上に 設備の 行 届いた 

所 は 他に 無い Q である。 これ 等 諸 大學の 長所 を 知り、 また 公生涯に 人るべき 人 物 養成 の爲に 其お す 所 

如何に 尺なる や を 度外視して は、 到底 南米の 觀察は 不完全なる を 免れない。 これ 等の 養成 所 を 卒業し 

て來る 人た ち は、 能く 國 家と いふ 船 を運轉 する の 任に 堪へ、 政府の 將來は 彼等の 力に よって 安固なる 

を 得る ので ある。 

今まで $ 共和 II に對 する 米 國の處 置 は 殆ど 常時 庀當 ならん 事 を：^ めて ゐ たのみ ならす、 また 南米 

の爲良 かれ かしと 吾々 が考 へた 事 を 試みた ので ある。 之 は 私 も 信じ 且斷言 する を 憚らない 點 である。 一 

しかし 吾々 は 今まで 何故 さう 頑 同に、 物 知ら やに、 思 ひ逮ひ をして、 肝 の 南米 入の a 地 を 無視した ^ 


ので あらう か。 不注意に も 之 を 研究す る 事 を 怠った ので あらう か。 

勿論 皆が 皆ながら に 左様 だと は 言 はない。 この 不注意と いふ 事に はまた 立派な 例外が あった。 その 

1 つ は卽ち ヘン リ* クレイ だ。 偉大な 政治家で あり 雄 辯 家であった 此人 は、 米國 をして 南米に 於け る 

班 牙 諸 州の 獨立を 承認せ しめる 運動の 卒先 者であった。 南米 人に 代って 彼が 揮うた 雄 辯 は^に 見事 

な ものであった。 W し 此の 雄 辯 すら、 彼が 南米 人の 同愦的 考察に 値する ものなる を 味 得した 其 透欹な 

る 服識に 比すれば、 更に 光 を 失 ふの 感が ある。 彼が 此點を 味 は ひ 得た 事 は 南米 文明 を 仔細に 研究した 

のに 基づく ので、 之 は 千 八な 十七 年 十二月 三日と 千 八 百 二十 年 五 巧 十八 日との 問に、 米 國 下院に 於て 

述べ た 其 立派な ^說 によって 明らかに 證 明され てゐ る。 此演說 こそ かの 脔闘 せる 南米の 姉妹 共和 n を 

歡迎 して、 干： 權！： 尺の 仲 ii 人り を させよ と 辯 じた 演說 である。 彼が この 南米 問題 を 研究す るのに 如何に 

骨 を 折った かと 云 ふ 一番 好い 證據 は、 當時 南米に あった 進んだ 社 會狀態 や 思想 を、 あれ 程までに よく 

解る やうに 說 明した の は、 今日 いづく にも、 如何なる n 語に も 見られない 事で ある。 

ヘン リ • クレイ の 指摘した 所に よると、 ブ h  ノス • ァィレ ス市 だけにで も、 公衆の 思想 教育の. K 機 

閥た る 新聞紙が、 西班牙 葡萄牙の 兩方を 加へ たのよりも 澤山 にあり、 また 質 もす ぐれて ゐ たと 一； ムふ • 

クレイの 言った 通り、 斩聞弒 の 標準 3 高い 事 は、 今日に 於ても 依然として 少しも 變り はない。 百年 以 

前に 彼が 髙尙な 文明の 此驚 くべき 證 據を觀 察し 得た この 同じ ブ h  7 ス • アイ レ ス 市に 於け る ほど 立派 


な 新聞 羝、 或 ひ は 公事 を 忌 悼な く 論す るに 適した 新聞 鈹は、 ヶ日 わが 米國の 如何なる 都會 にも 無い と 

云 ふ 事 は、 確信 を 以て 玆に 明言し 得る ので ある。 南米 到る 處に^ 閗紙は 世界の 他處 では 見られない 大 

なる 政治的 勢力 +  て 有って ゐ るので、 此事實 は 如何にも 尤 だと肯 かれる。 ブ H  ノス • ァィレ ス 市の 『プ 

レン サ』 (^|| 義) とい ふ 新聞 は 平時で すら 電報 通信が 二 頁より 少ぃ事 は 決して 無い ので、 わが 米 

國 には此 半分 だけ も ある 新聞 は 一 つも 無い。 此 新聞社 は 大きな 施 藥院ゃ 無料の 音樂學 校 や 無線電信 局 

など を經營 して ゐる 外に、 三百 稀 以上の 他の 諸 新聞社に 電報 を 供給して ゐる。 此大 新聞の 絡大 なる 勢 

力 は 之 を la て も 解る ではない か。 之 はもと ホォセ • シ* パ、、 ッ 博士の 創立した 新聞で、 今 は 其 子息の ェ 

ゼ キイ ルが、 嚴 然として 父祖 傳來の 方針 を 守って 經營 して ゐる。 ブ h ノス • アイ レ ス 市の 立派な 新聞 

ナチ ォ ン 

はこれ 一 つで は 無い、 他に も澤 山あって、 『國 民』 とい ふの は 北 (偉大な、 王 筆 ミトレの 名に 背かぬ 立派な 

もの、 また 活氣縱 横の、 極めて 近代的な 『亞 雨然 丁』 が あり、 不覊獨 立の 『道理』、 慧敏なる 『毎日 新 

聞』 其 他澤山 ある。 公衆 思想の 二ん 指導者た る 大事と 新聞 羝 とに 就いては、 後段 更に 政治 閂題を 論す 

る 時に 詳しく述べ たいと 思 ふ。 

南米 人の 見地 を 無視 するとい ふ - 般的 通則に、 も 一 つ 立派な 例外と なる もの は H リウ • ルゥト の 事 

である- 氏が 單に 公人の 资格を 以て 南米へ 行った ばかりでなく、 また 特に 個人と しても、 阈 際 問題に 

關す ろ 南米 人の 見地に 就 い て 深い 與 味と 細心 の 研究 を 積み、 南米 到る 處に 深い 感銘 を 生じた 事 は 之 を 
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讒 する さ へ 寳に國 家の 爲 喜びに 堪 へない 次第で ある。 北ハ 誠意 は、 氏が わざ/ \ 出掛けて 調べに 行った 

南米 人の 信 ffl を 博し、 從 つて 一人の 共 目的 を^ 解す る 者な く、 また 最も 崇高な ス- 動機に 出で た 者に 外 

ならす とせられて ゐろ事 は、 まことに 我が： 胞 "凡てに とって 賀 すべき 事で ある。 ルゥト が 南米 人 を 

研究して ゐる^ に、 南米 人 も 亦 氏 を 知らう とした。 氏の 如き 人に よって 北米の 人物が 代表され たた 

め、 わが 南方 大^の 所お 者た る、 極めて 感じの 銳ぃ 理解の 早い 國 民の 上に 深い 感動 を與 へた 事 は 固よ 

り 當然の 事であった。 恐らく は 彼の 言 つた 事で 下の 言葉ぐ らゐ 熱心 に歡迎 された もの は あるまい 、『來 

つて 私 は 諸君に 吿げ る、 願 はくば 互に 相識る 事 一 翳 深から しめよ、 文明 進歩の 大業の ために 共に 協力 

して、 八， ま で 富と 繁盛と を 致した やつ に、 智力 上に もまた 精祌上 にも 將來互 に 相 抉け て發逹 したい も 

の だ』 と 氏 は 言った。 

氏の 言 は * して 何 を 意味した か。 さきに ヘン リ • ク レイが 盡 した 聰明なる 愛 他 的 友情 は、 合自々 

^卿と しての H リウ • ルゥト の 行動に よって、 更に それが 公に 政府 行動の 最高 範囔に 高められ たに 他. 

ならぬ ので あろ" 換 一-:: すれば 一 個の^ 家が、 相互 尊重の 念 *V 公に また 嚴肅に 裏 寄き した ことになるの 

で、 是卽ち 此ニ大 政治家が 其 生涯と 行動との うちにい み じく も 明 一-小し たる 思想であった。 惜 むらく は 

之 は 米^人の 南米に 對 する 思想 態度。 一般 狀 態から 見れば 寧ろ 例外と なる ものであるが、 若し 左様で 

なくて、 此 一 一大 政治家が 眞 に 我 國の對 外 態度の 常習 を 代表し 體現 する ものであった ならば、 外 國に於 
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け る米國 々民の 評判 ，  >  そ實 に 素晴し きもので ある だら う。 

第 六 章 南米に 於て 誤解され たる 米國の 見地、 全米 

&議 は^ 解 を： H£ 止す。 

米 人 は贅に 南米 人の 見地に 對 して 全く 不注意であった。 從 つて 吾々 の 彼等に 對 する 態度に つ いて、， 

歡か 方で も 誤解に 陷 つたの は、 無理から ぬ 次第で ある。 しかし それでも まだ、 南米 人の 吾々 に對 する 誤 

解 は、 こちらで 彼方 を 誤解して ゐる 程に は 烈しくな いので ある。 由來、 對外 問題に 興味 を缺 いて ゐる 

米 人の 多數 が、 よその 國 のこと を 知らな いのは 常然の 話で あるが、 我國の 主要なる 新聞 雜 誌の 如き、 

他の 方面の 事に はよ く 精通して ゐる 者が、 外！： の 事と なると 同じく 事情に 喑 いのは、 驚くべく また 嘆 

すべき 次笫 だ。 ここに  一二の 例 を舉げ ると、 つい 數 ヶ月 前に、 或 西部の 大舉敎 授が眞 面目に 支那 友 

び 日本の 移民が 亞繭然 丁に 及ぼす 危險を 論じ 、た 一 文が、 米 國三大 月刊 雜 誌の 一 つに 褐載 された。 若し 

此 大學敎 授か、 或 ひ は 雜誌發 行者 かが、 亜爾然丁の 憲法と 移^法と を 讀んで 知って ねたならば、 何等 i 

此 種の 危險の 無い 事 は 解って ゐ たらう と 思 ふ。 また 昨年の 十月、 さる 紐育發 行の 昔から 重き をな して 


ゐる 週刊 雜 誌の 主擎 が、 墨 西 哥の事 莨 上の 大統領で ある ゥ ェ ルタ 承認 を 米阈で 拒絶す べしと 主張した 

る、 氣の 利いた 社^ を 書いた。 ところが その 理由の 一 つと して、 他の 强國は ウェルタ を 承認し なかつ 

たとい ふ 一條 を舉 げてゐ る。 然るに 實際は 如何 かと 云へば、 あらゆる 列强 ことごとく 皆ゥ H ルタを 承 

認し、 而も それ を：： 十 速 承認して ゐ たので ある。 之 は 同じ やうな 話が 他に も澤山 ある 中から 單に 二つの 

例 を 引いた までで あるが、 論す る は 易く して 調べる 事 はむ づ かしい と 云 ふ 好い 例 だと 思 ふ。 かう いふ 

人た ちの 論じた ものば かり 讀んで ゐる讀 者が、 我 國土を 離れて 世界の 事情に 疎 いのも 毫も 怪む には^ 

らぬ ではない か。 

南米 人が わが 米 國を誤 解し、 吾々 の 心理 を 誤認した 原因 は、 溯って 考へ ると 源 は 大抵 米 國が惡 い C 

だ】 惡 いからと て 何も 面 を 背ける に は當ら ない ので、 事實 は事實 として 正面から 昆 るが 好い。 第一、 

最も 良くない 求 は、 吾々 は ー兑愼 重な やうであって、 莨 は 南米 人の 誤解 を わざ/ \ 招いて ゐる やうな 

次^だ が、 それが 如何して さうな るの か、 本當 のと ころ 呑み込めて ゐな いんだ。 之 は旣に 前章で も述 

ベた 事 だが、 米 國 の實業 社會の 代表者と して 南米の 方へ は隨分 都合の 惡ぃ 人物が 派遣され てゐ る。 ど 

こか 他處で 失敗した から、 今度 は 南米の 『寳の 山』 へ 遣って 役に立つ かどう か 今一度 やらせて a よう 

とい ふやうな 式の 人 間 がよく 行く。 かう いふ 事 は實に 好くない。 殊に 利口な 南米 人 はこん な 人物 を、 

我が 鼓爭 者た る英獨 から 南米に 行って ゐる 立派な 素養 訓練 ある 代理者と 比較して 昆 るの だから 堪らな 
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い。 之で は 米 人が 尊敬され な いのは 當然な 話で、 寧ろ 馬鹿にされなければ 不思議な 位の ものである。 

また 此點 では 米國 政府 も 矢張り 實業 家と 同じ やうな 遣り口で、 國務 省が 南米へ 派遣す る 外交官の 多く 

は、 世界の 他の 方面へ 行った 外交 家 程に 能く 其 職 着 任務に 堪 へて ゐ ない ので ある。 

また 吾々 は - 國 おとして は 時々 大統領の 言った 事 や 或 ひ は爲た 事の 爲に 迷惑 を 受けた 場合 も ある • 

とい ふの は、 ^米 諸國 では 我 行政 部から 出る 事柄に は 非常に 重き を 置いて ゐ るので、 つまり 大統領 は 

心 を 用ゐて 一般の 輿論 を 代表して ゐる者 だと 彼等 は 信じて ゐる。 此點は 忘れて はならない。 今まで わ 

が 大統铂 にして 南米 諸國の 行政、 王 權を嚴 格に 認めて ゐ ながら、 而も 大言壯 語の 賒、 痛く もない 肚を探 

られた 人 も あれば、 或 ひ はまた 文句 はちゃん と 穩當な 一一 一一 C 葉で あっても、 南米 諸國の 政治 行動に 千涉が 

ましい 事 をした 大統領 もあった。 過去に 於て この 兩 者の いづれ が 敏感た 南米 人 をして わが 米 國を惡 く 

思 はせ るのに 力あった か、 そこ は 一寸 一一 一一！： ひにくい。 が 兎に角、 この 兩方 とも 等しく 面白くなかった の 

で、 これ は 共に 同一の 原因に 基づいて ゐる。 卽ち これ 等 公の 一一 一一 n 動に よって 觔 かさるべき 外國 人の 見地 

を、 叮嚓に 考慮 尊重す る を 欲しなかった と 云 ふ 一 事に 歸す るので ある。 

之まで わが 米 人 及び 米 人の 意向の 誤解され た 場合 は 多い が、 之 は 能動的に もせよ、 受動的に もせ 

よ、 呰吾々 がわる いので、 今 その 一例 を ここに 擧げ よう。 さきに も 述べた 通り 南米 大陸の， ff- な 日刊 新 

聞 は 實に昆 ごとに 電報で 海外 通信 を 得て ゐて、 概して 云へば 米國の 同程度の 新聞よりも 立ち 優って ゐ 
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る 位 だ。 そして 其 海外 通信 は 主として 歐羅 巴の 事件が 多く、 合 衆國の 時事に 至って は 不幸に して 少し 

計りし か 出て ゐな い。 そして 其 少し 計りと 云 ふの も、 不愉快な 事柄が 多い ので、 私刑 だの、 また 我々 

が 時々 思 ひ 出した やうに 『大掃除』 を やる 際 出て 來る氣 味の 惡ぃ 事件 や、 tfl 業界の^ 托金 費消 や、 政 

界の 醜聞と いった やうな 事柄ば かりだ。 之に 反して 西班牙、 伊太 钊、 葡萄牙、 佛蘭 西の 政治問題に は 

新聞^者が 大に 興味 を 有って ゐ るの は、 其國語 並に 生 國の闢 係 上 極めて 當然の 事で ある。 また 商寶上 

の^ 係 あるが ために 英 國ゃ獨 逸の 商業 通信に は 重き を 置く の だ。 從 つて 米 國の爲 す 事 は經濟 上、 政治 

卜：、 商粱 上、 すべて 之に^ を倾 けようと しない。 かう いふ 事態 を 匡正す るた めに, チ までの 何等の 法 

を 講じなかった の も 米國の 落度であった。 

ブ エノス • アイ レス で 私 はかう いふ 事に 氣附 いた。 其 大 新聞に 到着す る 正確な 報道の 重 んす べき 

は、 海外 特に B 本 及び 獨 逸で 認められた。 何と なれば これ 等 二 國の國 おの 利害 關 係に 好都合な 報道 は 

お 週き まって 南米 大陸 全體 にわた つて 配布され てゐ た。 此 通信 事務が 如何い ふ 風に して 行 はれて ゐる 

のか 其逡は 少しも 明示され てゐ ない。 若し 此 報道が 開放 的に 或 商業 围體の 手で 行 はれて ゐ たなら ば、 

效 * は 更に 多から うと 思 はれた。 ところが この考 はやが て 一定の 共體 的な 形 を 取る やうに なった。 卽 

ち 千 九 百 十五 年 一巧 八日 以来 は、 米國 商業 會議 所の 對外 委員の 手で、 三 百沌 以 h の 南米 新聞 羝に 週報 

を發 送す る 事に なった。 華盛頓 にある^ 備の 立派な 商業 會議所 本部 は、 米國 工業界の 進歩、 立法 上の 


直 要 事件、 公衆 慈善の 活動、 或 ひ はまた. 曰 耳蓊、 波 蘭、 セル ギア 等の 救 恤に米 人の 盡 した 事な ど、 時 

市 通信 を宽 集す るので ある。 そして これ 等の 報道の 褐狨 される 新聞紙の 要求に 適 ふやう に 週報の 形 を 

按排して 行く 取 計 ひ をす るの は 委員長の 特權 となって ゐる。 この 通© 事務が 現在に 於ても 將來に 於て 

も、 南米 人の 眼前に 米 國の眞 相 を 示す ために 與 つて 力 ある 事 は 期して 待つべき である。 殊に 南米 諸國 

の 新聞記者が、 異人 種 間に 好感^ を 起さう とする 此 努力に 喜んで 協力しつつ ある 事 は、 實に 衷心 愉快 

に堪 へない 次笫 である。 が 之 は 恐らく 當然の 話で、 かう いふ 事柄に は 南米の 記者 は 米國の 同業者より 

も昆 解が 廣 くて 、 精祌に 於ても 地方 的な 偏狭な 所が 少 い からで ある。 

ここに ニー 一一 n したいの は、 特に 羅甸 人種と 交る 場合、 行儀作法の 問題で ある。 かの 十四 世紀の 偉人 ゥ 

オック スフ ォド  ,， r  - 

ヰ 力 ム のゥヰ リア ム が创 立した：^ 津の ，『 一一 ユウ. カレ ッヂ』 と.. ハ ムプシ 7 の お 寺の 町に ある ヰ ン. 

チェ スタ學 校に は、 この 立派な 校舍で 人に は 膾炙した る 金言が ある。 それ は 『行儀作法 は 人 そ 作る』 

とい ふ 言葉 だ" すぐれた 建築家で あ o 政治家で あり 聖儈 であり、 二度まで も英國 の大尙 書に なった 此 

偉人の 驚くべき 榮逹の 祕訣を 語る この  一一 一一 口 葉 は、 苟も 外人に 接する 人々 のみな 心すべき 所で ある。 米 人 

は 特に 此 語に 思 を 致さねば ならぬ。 米 人は國 おとして 考へ ると、 巧慧 であり 變通 自在で ある 點に 於て 

すぐれて 居る と共に、 行侬 とか 氣の 利く とか 云 ふ 側で は 大いに 足らない 所が あるから だ。 南米 人は寳 

に 行儀が よい、 從 つて 其 接する さきの 人 も 矢張り 行儀の よい 者 だと 定めて 掛かる。 かの ヰ ンチュ スタ 
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や 『一一 ユウ • カレ ッヂ』 の學 生に お 馴染の 『行镞 作法 は 人 を 作ろ』 とい ふ 言葉 を、 過去に 於て 米 人力 も 

つと 能く 心に 銘 して ゐた ならば、 南米 と吾國 との 關係 は遙 かに 好 都  <；= であった らうと 思 はれる。 

兩 者の 間が 圓 滑に 行かない 原因で、 も 一 っ餘り 人の 氣附 かない 事 は、 米 國の敎 授ゃ學 生で、 人選 を 

誤った 人物が 大勢で 矢鐽に 南米へ 出掛ける 事で ある。 かう いふ 『案內 者附』 の 連中 は、 先づ 多く は 遊 

び 半分 だ 位の 事 は， 吾々 の 知って ゐる 通り、 彼方の 人た ち も 十分に 承知 はして ゐる。 然し それでも 矢 

張り 外國 人が ぞろ くと やって 來て、 留 針で 剌 した 甲 蟲を蟲 眼鏡で 見る やうに 視察され るの は、 聊か 

領に谆 る も Q である。 社會學 研究 會の 標本 か 何 かの やうに 思 はれる の は 誰し も 好まない 事で ある。 此 

七 チ 

事に 關 して は、 彼 地の 大 新聞の 社 說 にも 強硬に 論じられた 事が あった。 殊に 乎 きびしかった の は 『國 

お』 の 紙上で、 敎 育の ための こんな 無禮は 止めて 貰 ひたいと 云 ふので あった。 昔話 を 引合に 出す ので 

はない が、 子供に は 面白から うが、 蛀には 迷惑な わけで ある。 最初のう ち はかう いふ 舉問 上の 旅行 も 

大いに 有益であった らうが、 餘り やり 過ぎた ので、 先方の 氣を惡 くした の だ。 また かう いふ 圑體の 人 

物 は、 同じ やうな I！ 質の 旅行 をす る 商業 會議 所の 連中 程に 氣が 利かない ので ある。 序の 話 だか、 さう 

云 ふ 商業 的の 旅行に さへ、 ま-た 改めたい 點 はいくら も ある。 單に 一個人が 米國 から 商用で 出掛けて 行 

く^ 合 は、 先づ 自分が 豫定 通りの 結^の 得られる やうに 仕向けて 行く 事 は 差 支な く出來 るが、 多人数 

^ 1 團 となって お 掛ける 場合、 卽ち 吾國の 商業 會議 所に せよ 他の 圑體 にせよ 其 代表者と して 行く とき 


に は、 是非とも 下の 點を 念頭に 置くべき である、 卽ち 代表者と して は 飽くまで 代表者た るの 资 格に 心 

掛け、 其 行動に よって 我國 文明の 最良の 方面 を 代表して 行く 事 は、 阈 家の ため 望ましき 次第で ある。 

此點を さ へ 心掛けて 置けば、 必す 吾國人 全體の 利益と なる に 相 遠ない 好 印象 を與 へ る 事が 出來 る。 

私の 確信で は、 米國の 大使 公使 は呰 各々、 住 命 派遣され てゐる 其國 との 通商 貿易 を！？ 進す るのに 十 

分力 を 注ぐべき だと 思 ふ。 かく 信す る 所以 は、 市場の 事に 精通しょう とすれば 勢 ひ 職務 上 多數の 市民 

中の 頭祠 連と 知り合 ひに なつ て 肝膽相 照 すに 至らざる を 得なくなる からだ。 しかも かう い ふ 頭株 速と 

は 外の 事で は 滅多 に 顔 を 合 はす 折の 無い ものである。 兩國 問 の 物貨 の 交易 を 益 々 增 大して 雙方 の 利益 

を 計らう とい ふ 其 目的 を かう して 外^人に よく 现 解させる の は、 大公 使た るの 地位 を 高め 從っ てまた 

其 能率 を も大 ならしめ るに 相逮 ない と 思 ふ。 大抵の 人 はかう いふ 事 は 領事 だけが 爲る事 だと 信じて ゐ 

る。 しかし それ は 領事が 外務省と 直接 接觸 しないで、 大使 公使 を 通じ 一」 外務省と 掛合ひ をす る もの だ 

と 云 ふ 事實を 知らないに 基づく ので ある。 だから 大使 公使 は 政府 耍路の 人た ちと 面談す る機會 はいく 

らも あるが、 領事に は それが 全くない。 すべての 米國の 外交 代表者が 商業 上に 於て 國 家の 爲に盡 し、 

それと 11 時に その 地位に 居て 交際 を廣 くす ると 云 ふこの 一 一重の 機 食に 氣附 かす、 之 を 逸して ゐ るの は 

何故で あるか 甚だ 了解に 苦しむ 次第 だ" 闼顿 すれば 私が 亞爾然 丁に 居た 極めて 興味 ある 一 ーケ 年間に、 

共！： で 得た 私の 友人の 大多数 は、 兩^ 11 の 通商 關係 を增大 しょうと 私が 絡え や 骨折った る 間に 得られ 


た 知合 ひであった。 この ニケ年 問に 於け る 亜爾然丁との 貿易の 增 加が 年額 四 七 •〇〇〇•〇〇〇 弗よ 巧 

り 八 〇 *00〇 •〇〇〇 弗に 上った 事よりも、 之 等の 友情 こそ 私に とっても つと 貴い ものであった。 一 

勿論 こ の 友情が 出來 たとい ふの も 貿易^ 加 を 針ら うと 骨折つ たがために 得られた のに は 相違ない。 殊 

に また 約 一 一六 •〇〇〇•〇〇〇 弗に 達する 亞： 爾然丁 政府との 契約 を 米國の 製造所の ために 得る に は、 

米！： 公使館 は 出来るだけ 骨 を 折った ので あるが、 之 は 亞爾然 T をして 我國の 製造 力 を 知らし め、 また 

一方に は米國 をして 亞爾然 丁の 世界的 勢力と しての 進歩 を 知らし める に は 非常に ためにな つたので あ 

る。 商^ 上の 事柄に 關 して 私が 會談 した 多数の 亞雨然 丁の 人々 は 二 國民を 一 翳 親近せ しめようと する 

おめて 莨 際 的な 此 十字軍 を 衷心から 賛成 したので ある。 そして；！ 阈間 に 隨分古 くから 蟠 まって ゐた多 

くの 誤解 を さへ、 之に よって 排除す る 事 を 得た の は、 多くの 事寳 が證 明す る 所で ある。 

ここに、 も！ つ 魔 除で 追ひ拂 ひたい 邪魔物が ある。 敵の 力 を 分割 さして 置いて 之に 勝た うと 云 ふの 

は^ 法の^ だからと 云 ふので、 米國人 はわが 姉妹 共和 國の 間の^ 固な 聯^に 反對 し、 且 成るべく 諸國 

たやす 

を 小さく 分けて S いて、 小 n から 呑嗥 して 行く のに 容易い 様に して 置かう と^って ゐ ると、 そんな 事 

を隨分 物の 分った 南米 人まで が 信じて ゐる事 だ。 之 はまた 途方もない 馬鹿々 々しい 邪魔が 這 入った も 

3 で、 之に 就いては 後 章に 於て 現存 共和 國の聯 な 口に 就いての 意毘を 述べて、 十分 魔 除 をしたい と 思つ 

. て ねる。 この 梆 ヘリ は 確かに 全體 としての 羅 S 亞米利 加の 勢力 を增大 する ものであるの だ。 米國の 方で 


はお 隣の 南米が 弱國 であった 事 を 望むな どと は 以ての ほか、 それが 强 からん 事 を こそ 願 ふので、 之 は 

局外^が 乇 ン n ォ 主義 を どこまでも 敬 重す る 事 を確實 ならしめ る ものである。 

に また 如上の 謬見 を 除かん がた めに、 西班牙 語 を ffl ゐる 南米 人の して ゐる仕 專を思 ふと、 さなが 

.ら 窓 を 開いて 一陣の 淸風を 入れる が 如き 感が ある。 西半球の 南北 兩 大陸 間に 一 匮の妤 感情 あらしむ る 

ため 力 を 致した 人で、 何人も 亞爾然 丁の 大統領 サ ルミ H ントォ の 右に 出 づる人 は 無いだら う。 彼 は 米 

圃の 教育制度 を 熱心に 研究し、 わが リンカ アンの 友人で あり、 また 其 傳記を も 書いた 人 だ。 『學 校敎師 

の 大統領 サ ルミ H ン トォ』 、—後世に 傅へ て 之 を 口にし 之 を 思 ふのに、 何とい ふ 意味深長な、 氣持 のよ 

い、 ^い 名前で あらう。 政治家ら しい 彼の 扮 装に は、 米 國に對 する 愛 他 的の 友情と 共に、 米國 文明 を 

. 自分で 細心に 研究す ると 云 ふ 事が 加 はって ゐた。 現に ミ シガ ン 州の 屮等學 校 制度 を 彼國の 政府で 採用 

したな ど は、 米 國に對 して 立派な 敬 怠 を 表した 次笫 である。 彼は實 際 かう 思った、 ー國 民の 組 繳的敎 

育 は 確 ral たる、 また 國民 的の 意味の 發逹 にも 必要な もの だ。 殊に 我が 米國と 同じく 彼國も 左様 だが、 

ー國： ^の發 達と いふ 事に は 是非とも 先づ 外來 の 移民 を は や く s 化 し て 了 ふ必 要の あ る國柄 に 於 て 、 特 

に 之 を 大切な 事 だと 彼 は 忍った。 元 來が友 愛の 精祌 と、 外 國 民の 長所ば かり を 知らう とする 熱心と に 

よって、 かれは わが 米國の 公： K 敎 育が、 同じく 此移 住民 問題 を 中心に して 發達 した もの だと 云 ふ 事を觀 

した。 そして 彼が 我^を^ 問した の は 批評家と してで なく、 友人と して 來た のであった。 サ ルミ H 
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ントォ はかう 思った。 人種 を 異にする 兩阈： ^間の 誤解 を 去り a 之 を 不可能なら しむる 最良の 道 は、 よ 

く 互に 相識ろ^ である。 殊に 各々 他國 民の 啊 する 長所 をー曆 よく 知る 事で ある。 この 長所 を 知らない 

がた めに、 何かと 批評が ましい 事が 云 ひたくな つたり、 また 外人の 特性の 快くない 側ば かり を あげて、 

詳論す る やうな 事に もなる の だ。 彼の 死後に 幸 あれよ。 獨 り我阔 のた めの みならす 彼の 國 のために も 

良友であった この 偉人の 記念と して、 ボストンに 建てられた 立派な 立像 こそ、 洵に ふさ はしき もので 

あった。 願く は 彼の 如き 崇高き 心の 人の 一 人で も此 世に 多 かれよ と 祈りたい。 さすれば 『外 1! 人』 と 

ハふ霄 葉 はやが て 其 意味 を變 じて 『良友』 とい ふ 意味に 近くなる 日が あるで あらう。 

これら 誤解と いふ 魔 もの を拂 ふのに^ 效 であった 主な もの は 全米 會議 の集會 であった。 之はゼ ヱ ム 

ス • ジィ • ブレインが 國務卿 をして ゐた 時に、 E 心 ひ 付いて 富 行した こと だ。 我國の 如何なる 政治家と 

雖も、 此方 面に 於て 彼が 爲 した 程に 透徹の 識^ を 示した 人 は 他に 無かった。 その 创 意に 出で た 政策の 

成功に、 かれが 先兑の 明を證 する 好個の 記念であった。 この 食議 は多數 共和 國の 第一流の 人物 を 網羅 

し、 各/、 ル：： 其！：：^ 的 並びに^ 人的の 特色 を 異にしながら も、 ここに 集った 目的に 於て は 皆 心 を 一にし 

てゐる 人た ちであった。 人類 共同の 利益の ために 諸國 民が-^ 親密なる 同胞と なった ので ある。 私が 

ブ H  ノス • ァィレ ス 在職 中 一 度 この 會議が 開かれた が、 その 評議の 模様と いひ 目的と いひ、 實 にこの 

上 もな く ^派な も ので あつ た 事を證 し 得る の は、 云 ふべ から ざ る 愉快で あ る。 こんな #議 は先づ 花火 
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昆物 式の 演說會 だら う 位に 思って ゐた 人た ち も、 莨 際 を 昆ては 案外であった らう。 畲の 趣向と 云 ひ、 

また 其 結果と 云 ひ、 兩方 ともす ぐれて 實際 的な ものであった からだ。 かう いふ 會議の 實效に 就いて 疑 

を 抱く 入 は、 要すろ に 米 大陸の 諸共 和國を 向上 進歩 させて ゐる眞 精 祌を现 解せ す、 また 吾々 の 抱く 高 

遠の 理想 は、 その 實现 のた め に實 行方 法 を 求む る 切なる 希求と 相 並立す る 事 を も 熟知し な いからで あ 

る。 獨立は 決して 口先の 藝ゃ {仝 騷 ぎで 得られろ もので ない 事 は、 世界の 如何なる 他の 國：^ よりも 吾々 

がよく 知って ゐる。 米！： は實に 世界の 應史に 於け る 一新 現象であった。 南北 兩 米の 解放 的な 新 領土で 

獨立を 得ようと する 共同の 努力 は、 吾々 を 促して、 a 先が 自由 を 得ん がた めに 血を灑 いで やった と、 

劣らない ほど 實際 的で また 進歩的な 實行 方法 を 求む るに 至ら しめたので、 此點は 如何 かする と舊 世界 

の 人た ちに は 能く 理解が s 來な いので ある。 全米 會議は その 擧げ た實績 の 外に、 またよ く國民 問の 軋 

櫟をも 減殺す るのに 功が あつたので、 各國 人の 間に 相識る ことが 淺 ければ 兎角 圓滑 を缺 くの が 常で あ 

る。 各國の 主な 政治家が 此會 合で 結んだ 友誼 こそ、 實に各 共和^ 間 一般の 理解と 調和との 基礎 を 作る 

に與 つて 力あった ものである。 

互に 相 信じな いのは 畢竞 互に 相識らない からで、 此弊を 一 掃す るのに、 も 一 つ 有力な 働き をした も 

の は 全米 聯 きであった。 之 は 華 盛頓駐 剖の 羅甸亞 米 利 加 各國の 大使 公使から 成る 一 つの 事務局の 

監^の も」 - にあって、 米！；々 務卿 がその 議長に なって ゐる。 最初 は 極めて 微々 たる もので あつたが、 
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歷 代の 指 错ぉ の 熱心な^ 力のお^ ひ、 今では 其 代表せ ん とす る. 王张 のために^た^ 力な ものに なつ g 

た。 主として アンドル ゥ • カァネ ギィの 先：^ の 明 ある 好意に よって、 之 はい ま 華盛頓 に、 大现 石造の 

立 K な 建築物 や-おし、 また 今までの 幹事のう ちで 最も 敏腕な 精力 家の ジ ヨン • バ レツ トの 力で、 益々 

く  一^から 認められろ やうに なり、 從 つて 在 來 よりも 更に 實效 ある 有力な ものに なって ゐる。 何時 

問仓せ をしても、 ¥ 速 正確な M 答が 得られる に 極って ゐる。 かう いふ 恒久的な 中心が あると いふ 事 

は、 其 偉大なる 國際的 理想の ため、 に此上 もな く 大切な 事で ある。 たと ひ 全米 主義の 理想 は 如何に 

結！ W な もので あっても、 永久 的 性質 を帶 びた 十分な 設備がなくて は 到底 莨鎮 を擧げ ろ 事 は w 來 ない。 

それ は.^ も 中、 レ となる 交換局な し に 電話 を やらう とす る の も 同然 で あ る。 

たび/ \全 米^: 議。 s^t を^し、 全米 聯合の 效カ をして 益々 大 ならしめ、 米國が 南米 人の 毘地を 深 

く 尊重す るに 至り、 南米 もまた^に モン 口 ォ主篛 の 利益と 責任と を 周知す るに 至るならば、 雙方間 誤 

，の 時代 は 全く 過去の 夢と して 消える であらう。 のみなら す、 更に 進んで 未來の 誤解 をも妨 ぐべ き不 

0 の 保障 を 確立し、 米 大陸 各 共和 阈 悉く 皆 最も 熱心なる 愛國者 をして 奮起せ しめ る に 足 る 程 の 保^が 

^られ る 事 は、 私共の 固く；！ IS じて 疑 はない 所で ある。 


第 七 章 モン 口 ォ 主義と キア 二 ング說 話 

『私 は舊 世界の 均衡 を 得ん が爲 に、 新世界 を 生かした』 この 言 槳は、 英國の 首相 ジョ ォヂ • キア 一一 ン 

グが千 八 百 一 一 十六 年 十一 一月 十二 日 下院に 於て 傲然と して 述べた 所で ある。 英國の 議院 制度が 嘗て 產レ 

たる 最も 偉大なる 人物の 一人が 吐いた この 目 ざまし い 一 言 は、 それ 以來廣 く 一般の 信用 を 博して、 米 

國の 論者まで が モン ロォ 主義の 文句に も宜傳 にも、 此 キア ュ ン グの喑 示が 與 つて 力あった の だと 認め 

てゐ る" 南米で は、 其 自由の 獲得に も 擁護に も キア 一一 ングの 抑制に 3： ふ所大 なりと 信じられて、 いく 

つもの 記念碑が 彼の 爲に 建てられた。 ところが キア 一一 ングは 自由の 愛の 爲に 行った ので は 無く、  t 洲 

に 於け る 自己の 外交 政策 を 維持す るのに 新しい 何もの かを耍 したがた めに 爲た 事で あると、 自ら 其 傲 

語の 露 相 を 打ち明けて ゐる。 しかも 之が 爲に 彼の 記念碑 なぞが 少しも 影響せられ ないで ゐ ると ころ 

は、 馄愦 に甯む 南米 人の 名譽 となる ので ある。 

巧 世界 を 生かした 功縝は キア 一一 ングの もので はない。 之 はかの 幾多の 齊戰 苦闘に よって 西班牙 人 を 

追拂 ひ、 プレイト 河畔に 英軍を さへ も收北 させた る 殖民の 壯烈 なる 愛 to 心に 歸 すべきで ある。 獨カを 

以て 能く 政治的 獨 立の 大 なる 恩恵 を竊ち 得た る名譽 こそ 彼等の ものである】 サン • マル タン、 ボリ ヴ 
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ァ、 .ン ユカ 了 以下、 その 名譽 ある 勝利^; たる 戰友 の爲 にこ そ 萬^ を^ ふべき だ A かの 亞^ 利 加た 化し お 

て 遂に 欧洲 風！^ aK" 地と して 了った 歐洲 人の 土地 慾に 反抗して、 敢然と して 共 奮 11 の^に^: たる^  | 

立 を 確保した る 功績 も、 これ 亦キ ァ 一一 ン グ に^す ベ きもので はな い の である、 北 ハ功は 合 衆國々 おに ュ o 

る- 卽ち 大統^ モン 口 ォの敎 書 こそ 實に 全米 主義の 際 銬 とも^ ふべき もの、 彼 は 骨界に 向って かう 叫 

んだ 『乎 を觸 るべ からす、 ここ は 自分の 天地、 われ 等が 姉妹 共和 1； なり』 と- 

今 ま で .ぉ く 忘れられ 或 ひ は 近頃に たって 始めて 公 に さ れた 文書に 徴し て 見て、 私 は 玆に下 の毐を 示 

し U い、 キア 一一 ングの 傲 語 は堪に 一場の 筌 一一 一一 s: に 過ぎなかった、 そして 彼 自ら も それ は 知って ゐた。 ラ 

ッ シ ュ (常時 倫 敦駐剳 の 米國. 公使 ) に 言 つた 彼の 言葉 は モン a ォ 主義 を 構成す るのに 殆ど 何の 關係 も. 

なかった- ラッ シュ こそ、 全く 非公式に キア 一一 ングに 向って 英米の 協力 を勸め (それより 五 年 前 カツ 

スル レイに，； 1： つても 同様の 意兑 を^した と 问 じく」 た 人であった- キア 一一 ング は實に モン 口才 主義の 

^條を 見て^いた のであった。 それが 西班牙に 對 して 南米の 自由 を保證 する 事に も反對 し、 また 歐洲 

が 米 大^に 栌 尺地 をつ くス、 ^をモ ン a ォ 主義が 禁じて ゐ るのに も反對 したので ある G 

^して 米國の 方で キア -ー ングを 信じて 有難が るに 至った 主な 现山 は、 モン ロォ、 王 蓊には キア 一一 ング 

の 言が 大に 任が あつたと ラ ッシュ が 其^ 信 を 明言した からで ある。 ラッ シ ュ がかう いふ 事 を 信す る 

に 至 つ た の は 極め て 當然た 事 で、 かわの 姉妹が 一 i 人英 固で 結婚し て ゐ た。 從 つて とかく 英人 の： a 地に 


鋭し • ふ 、 それ を 有難 が る やう にもな. o  、^て は 英 S  ，一- 自！： と の 協力 を 狳り 多く 貿 ひかぶ る やう な 事 に 

もな つたの だ。 のみなら すラッ 、ソ ュ はまた キア 一- ンダの 言った 一一 一一 c 葉 を自 政 特に 傳へ る 仲介者と して 

な がく^^に 殘る ので あるから、 自然 ふ 一 の 肯葉 に 重き を 置 き 過 ぎ るの もこれ また 人情 の然 らしむ る 所 

である。 ラッシュ は、 大 铳領モ ン n ォが 公に した 政策が 歐羅 巴に 與 へた 深い 感銘 をみ とめて 之 を報吿 

した。 しかし^して 如何なる 程度まで キア 一一 ング 一 侗の考 がラ ッ シ ュ の 所信と 一 致して ゐ たか、 此點 

を 小，' しく 論じて a よう。 

ラッシュ の 一一：." ふところ によれば、 千 八 百 一 一十三 年 八；^ U. 旬 (モン 口 ォ主蕤 は 其 年の 十一 一  一  n にな 

. つて 始めて 宣言され たの だ。) ラッ シュが キア 一一 ングに 向って、 英國 がわが 國の！ IRi? に 同意して 在來西 

班 牙植： ^地の 獨立を 承認す ると いふ^ 題て 持ち出した 後の 事で ある。 キア 一一 ング は^に ラッ シュの 窓 

向 を 探った、 卽ち 『如何なる 欧洲の 强 國と雖 も、 西班牙の 爲に、 或 ひ は それに 代って、 植 W 地 (^班 

牙の) を 服しょう とか、 或 ひ はまた^^: 略取に よって 樅：^ 地の 一部 をで も 自分の 物にしようと 云 ふ 

無理な 計^ をす ろ 者が あ るなら ば、 英米 兩！： は 共に 聯合し て 之に 反對す る 事 を 示す ベ き』 何事 か の 公 

式の 宜言が 出來る だら うかと いふ 點に 就いて、 キア ニン ダは ラッシュの 腹 を 探った の だ。 千 八 百 二十 

" 二 年 十月 九日に は、 キア 二 ング はまた 冋 じ やうな 事 を怫蘭 四に 對 しても 提議して ゐる。 英國の 議舍で 

班 牙 王が その 在米 祯^ 地 を 取 返さう とす る 事 は 我國の 方で 許諾され る だら う か』 と 云 ふ 質問が 出 
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た 車が ある。 其 時 キア 一一 ングは 下の やうな 事 を 1  一一！： つて 澄まして ゐた、 卽ち、 『&國 たる もの は 自己の 植 

民 地 を 取 返さう とす る 權利を 有 つて ゐる。 しかし 外 II が 其國に 代つ て そんな 亊に手 を 出す 權利は 無 

い』 と 唯 さう 首った だけ だ。 かう いふ 事赏 が、 如何に 速 かに 世 問から 忘れられて 了った か、 ^ぐ 化 ハグ- 

あとから キア 一一 ン グ s 身 も 忘れ て、 あの 有名な 大 一一 一；；： 壯語を や つたの を 見 て も 分 るで はない か。 ^時 一 

^^八 § になって ゐた 植^地の 方で は 彼の 大言壯 語に のみ 氣を 取られて 了って、 折^ その 手 を 離れて 獨 

立 を^.、 得た？： 班^の 國へ、 キア 一一 ングが 植民地 を^さう と 思って ゐた 事に は、 氣が附 かすに 居た。 

また- €： 班 牙桢： ^地の 爲には 王政 こそ 最良の 政體 であると いふ 所信 を、 キア 一一 ングが 千 八 百 二十 三年 十 

一 リニし-^:  口に 公言した、 それ を ラッシュ がちゃん， u.^ 苦して ゐる、 と 云 ふ事實 も、 一般 世？ i から は 

^過され てゐ る。 いかにも キア ユング こそ は、 一生懸命 になって ゐた 南米 共和 國 のために、 飛んだ 良 

友であった わけ だ。 

西班牙 植尺 地の 永遠の 自由と いふ やうな、 わが 西半球に 於け る 極めて 壯烈 なる 自由の^ 利が、 國際 

道德の 流れ を 溯って よく 源 を 尋ねて： a ると、 何の 事 はない、 一 政治家が 己れ の歐洲 政策の ため、 一種 

の 柢當 とし て 使 ふために、 南米 の 自由 を 得 せしめた の だ と 自分 で 公言して ゐ るに 至って は、 世の 多く 

の 論者 も默 つて はねられまい。 否な 或 不安 を 感ぜす に は ゐられ ないだら う。 モン a ォ 主^も 源を尋 ぬ 

れ ば， 歐^ 巴の 策略の 渦卷の 中から 發 生した ので、 漸く 後に なつてから、 かの 『獨立 立 一一 n』 に 源 ケ^ 
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したる 自由の 大河と 合流す るに 至った の だと、 こんな 事 そ 私共 は 認めなければ ならない だら うか。 國 

際 的 愛 他 思想、 -」 は斯 くまで も 懸け離れ たる 原因から して、 かくまで も 立派な 結 架が 生じた と は、 何と 

しても 餘り に不釣 合な 話 だと 多くの 人 は 思った。 しかし 英國の 方の 史料 を 尋ねても キア 一一 ングの 言 を 

1 ^證 する 村 料 はちよ と 見附から ないやう に 思 はれた。 が、 大統領 モン a ォは單 に廣く 一般の 米 人が 抱 

いて ゐた 政策 を 公一 一一：：： したまでで、 自分の 思ひ附 きを 發 表した ので もな く、 また 一人の 歐 米の 政治家が 

大統^に 入 智^ をした 說を 公に した 譯 でもない と 云 ふ 事 は、 明らかに 之 を 示す 證跡 がいくら も 在る の 

だ。 そして 凡ての これ 等の 證跡 は、 キア -ー ング がラッ シュ に 意 a を^ら したよりも 以前の 事寶 であ 

るリ 常時の 國 務卿ジ ヨン • ク ヰ ン シ • アダム スの 『曰 記』 によると、 (千 八 百 十八 年 五月 十三 日) 大統 

領乇ン a ォは內 閣お議 の 席で 下の やうな 問題， て 提出した、 卽ち 『西班牙と 南米 人との 間に 仲^ ゲ 入れ 

る 如何な る 計 迸で も、 それが 植；^ 地 の 完全な 獨立を 助長す る も のでない 以上 は、 合 衆！： は 之に 黎 加し 

ない と 云ふ赛 を、 tf 洲駐 剳の 合衆國 公使に 訓令すべき か。 また、 これ 果して 英國 政府の 政策な り や を 

確かめ、 若し 然 らば、 此 政策， V 確立 せんが 爲に 英國と 協力すべき 手段 を講す 可き か』 を 閣議に 附 した 

ので ある。 さて それから いよ^- - ラッシュが 此事を 持 出した 結 架と して、 西班牙と 植民地との 問の 仲 

裁 に^して 英米 兩國が 協力す る 事に 就いて、 カツ スル レイ はラッ シュ の 意向 を 訊いた (千 八 百 十八 年 

-. 七月 M 一十  一 n) 、此時 K ぅラ ッ シ ュ は 公式の 囘答 をす る やうに 成って ゐ たので、/ 本 H 政府 は愼 重なる 審 
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一. まの^^ かう 決した、 卽ち 梳^ 地の 獨立を 根 木と する のでなければ』 お 仲 叫 人り はしない と 答へ た • 

汴^ すべき は、 この 『愤 Iwii なる 赛議の 結果』 なる肯 葉で ある。 また 之 は、 キア 二 ング 並びに 其 崇拜者 

が 非货に きを いて ゐる キア - 一 ング よりの 例の 提議 を、 ラッ シュが 耳に する よりも 滿^ 年 も 前の 話 

ではない か。 ジ エフ ァス ンがヰ リア ム， ショ オトに 寄せた 手 銑 (千 八 百 一 ート年 八月 四日) に は 、【東 S 

しさり 

兩 半球 を 分 て る 大洋 を 以て 仕切の 子午線と なし、 海の こなたで は 決して 欧羅巴の 砲^ ^聞く 事 のない 

やつに、 米！： が 正式に 要求す る を 得る の 日 は、 必す しも 遠き に 非るべし』 と ある。 兩 半球 を 以て 自由 

の鄉 なりと、 If 張す る わが 國 民の 政策 は 一般 人士の 是認す る 所で ある。 此の 事實に は、 少く とも 海の こ 

なた では、 誤， 解 を 抱く 者 は 無かった 喾 である。 また 乇 ン 口 ォは單 に 一 定の國 是を閬 明した までで、 決 

して 新說 を發 表した もので も 何でも無い 事 は、 亦 人の 知る 所であった らう。 そ は 華 盛頓が 面倒た 外國 

の！！ に對 して 發 した、 かの 有名な 宣言から、 當然發 生し 發袞 したる ものに 他なら ぬのであった。 

キア 一一 ン グがモ ン b ォ主篛 の發案 者で ない 率 は、 米 阈史の 研究者から 昆れば 之を證 する に 極めて 容 

な 事であった にも 佝ら す、 ごく 近 顷 まで は 何等の 新しい 證 跡が 现れ す、 キア 一一 ングの あの 大 霄 壯語 

は、 自分で も それ は 法 蝶 だと 云 ふ 事 を 承知の 上で あつたと 云 ふ事實 を、 斷乎 として 立證 する 事 は出來 

なかった ので ある。 この 新事實 の發 見は檨 史上の 『掘 出し もの』 の 物語に 更に 一章 を 加へ る もので、 

. そ の 發掘は 大事 件 の 由 來を 探らう とす る學者 にと つて 非常 に 與味 の ある 事で ある。 私共 は 史 に 膀史家 


を 伴うて 誊^ の 舉究的 雰圍氣 の 中に 入って、 塵に 埋もれた 浩瀚の 書冊 や、 未だ 世に 公に されざる 書翰 

集が 泰然と して その 卓 兑^ 藏し、 また 筆者の 祕密を 封 じて ゐ るの を 見よう ではない か。 かの ファン 

アル キイ ゲ 

ク， プレン タノが 『バ ス ティ ュ 文^』 を 探 つて、 ，テュ マ がそれ を 基 に 面白い 小說を 編んだ る 鐵假面 を 

着けた 不 mi の 人物 (^pffls ^翻 I) の 本尊 を 突き止め たの も、 矢張り かう した 古文書 を 骨 

折って 穿鑿した からで ある。 ジョ ン • フィ スクの 著 『米國 革命』 を 見る と、 やはり 同じ やうな 穿慇を 

して、 英 II ソ マセッ ト 州の サッ トン コ オトに 在る ス トレ H チ 家の 書庫 內に 古書 を獵 つて、 將軍 チア ァ 

ルズ • リイの 書翰 を發： a した。 之は將 軍が 革命 戰爭 中、 英國の 牢獄に ゐた 間に 書いた 物で、 其 事の あ 

つて 後 約 八十 年も經 つてから、 將 軍が 謀反 人であった 事が 之で 分った。 おもへば モンマスの 戰に あは 

や 收北を 致さう とした あの 當時 合點の 行かなかった 將 軍の 行動あって 後、 華 盛頓が 彼の 職 を 免 

じたの は 如何にも 尤 だと 思 はれる。 S く 誤解され、 あやまり 傳 へられた 事件の 糜史を 正すべく かく も 

峻嚴 の態庞 を以 つ て 古文書の 中から 立ち 現 はれて 來る幽 靈の列 こそ、 まことに 堂 々 として 犯す ベ から 

ざ る も ので ある。 

キア 一一 ングは モン 口 ォ主篛 に は 全く 贲 住が 無く、 在米 西班牙 領地の 自. S を も保證 しょうと はしな か 

つた】 此^ 實を 一言 もっけぬ 抨 的確に 示す 證據 は、 それで は 誰の 喾 いた 遣 文 を a れば 一番よ からう 

か。 彼が お 四亞駐 剳英國 公使 バ ゴッ トに與 へた^ 翰桀が 最近に バ ゴッ ト家の 人の 手で 世に 公に された 
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が、 これ 以上に 明確な 史料が 又と あらう か。 一 政治家が 己の 政策 を 擁護す るた めに、 こ こぞと 云 ふ 所 

で 吐いた グー の ある 文句 を、 私共 はいよ く打棄 てて、 當時 彼が 親友に 內證で 云って 遣った その 儘 

の事實 を 知る 事が 出來 るの だ。 

あ t 

モ ン a ォの 名高い 敎 書の 報知 を 得た 直ぐ 後、 卽ち千 八 百 二十 年 一 月 九日 外務省の n 附の ある 或 公 

文書の 巾に、 キア ニン グはバ ゴ ッ ト に 向 つて かう 云つ て ゐ る】 

『大統領の 一一 一一 E のうち、 在米 西班牙 領地に 關 する 部分 は、 果して 如何なる 程度まで 此 事に 關する 英國 

政^の 意向 を 知って 云った もの か、 其邊は 何とも 言 ふ 事が 出来ない。』 

英國 政府 の 意向と 大統領 の 言と の 相違に 就いて、 彼 は 更に 進ん で 下の やうに 云って ゐ る" 

『お-一^も 根本的な 相逮點 は、 合 衆！： 政府 は 西班牙 桢民 地の 獨立を 事 上に 認めて ゐ るが、 英！： 政 

盼の 方で は 今 もな ほ獨立 承認 を 差 控えて ゐる。 …； 若し 大統領の 敎 書が、 西班牙の 領土 恢復に 反對 

する もの だとして 考 へらる 可き 性質の ものなら ば、 大統. g の^ 地と 英國 政府の それと の^に は、 ま 

た此上 もた い 重要な 相違が ある わけ だ』 

後に なって キア 一一 ングが 分で こしら へた やうに 云った 所 IS 『新世界』 なる もの は、 『舊 世界の 均衡 

を^ろ』 ために、 若し 敁 ひとりに それ を 利用す る 事 を 許して^ いたらば、 再び 西班牙 配下の ものと な 

つて 了った だら う。 彼 は 更に かう 云って ゐる。 


『また これ は 言 ふまで もな. s 話で あるが、 (中略)、 米 大陸に は將來 他國の 植民. V 禁ゃる 方針 (もし 之 

が 方針と 云へ るなら) が 大統^の 言説の 中に 示されて ゐ るが、 之 は佛蘭 西に も 初耳 なれば 英國 にも 

初耳 だ。』 

キア 一一 ング はわが 姉妹 共和 國が 西班牙に 對 して 自由 を 失 ふのに 異存な く、 また 將來 歐洲 植民地が 設 

けられない やうに する 事 も キア 一一 ング は^まなかった。 以上の 文句 は 有 體に之 を 打明けて 書い てゐ 

る。 天 下 これより モン ロォ 主義と 似 もっかぬ ものが あらう か。 共和 國 一時の 自由 は 全く 彼の 政策に 適 

合させる 爲で、 キア 一一 ングの 思 はくで は、 また 西班牙の 配下に 逆 戾りを させて、 ちゃう ど 印度、 埃 

及、 アル ジィ ル、 トリ ボリの やうた- 植；^ 地に して 了 ふ 事 も 出來 たわけ だ。 たうとう 終に は 化の 皮 は 現 

はれる の である。 

キア -1 ング とラッ シ ュ の 二人が (前者が 發起 者と して 後者が 取次 人と して) 有名な モ ン n ォ 主義の 

爲には 偉大な 貢獻 をした なぞと 一！ 目ふ說 は、 昔から^ じられ てゐ たが、 之に 就いては 同じ キア 一一 ングの 

手弒 から 拔萃 した 下の 一節 を讀 めば わかる。 

『私 は 時 を 移さす ラッ， ンュ 氏に ，2 つて 友^的に、 大統領の 言 說の其 部分に 就いて 說明を 求めた。 と 

ころが ラッ 、ンュ 氏 は 其 事件に 關 して は 全く 何等の 訓令 を 受けて ゐな いと 公霄 し、 且 かう 言った。 氏 

は本國 政府から 議會 II 會以來 未だ 何等の 消息に 接せす、 また 正式に は 大統領の 言説の 寫 しすら も受 
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取って ゐな い。』 

之 は 千 八 百 一 一十 四 年 - 3: に 書いた 私書の 文句で ある。 そして 千 八 H  ！ 十六 年 十一 一月に なると、 キア 

一一 ンズ は英國 下院で 厚顔し くも 『私 は舊 世界の 均衡 を 得ん が爲に 新世界 を 生かした』 なぞと 公言した 

ので あろ。 彼 はたし かに ジャック • ホル チアの 上手 を 行って、 『乃公 は 偉い 者 だぞ』 と 云った ばかりで 

なく、 梅の 取り出し たの も、 菓子 を燒 いたの も兩 方と も 乃公の 手^だ と 云った ので ある。 (g^ 

r ら オ^  、饿 のジャ ッ クぃ ホル ナァ の 事 を 云った ので、 欲の 文句 は 『ジャ ック • ホル ナァ ナ； 隅つ こ こ 坐つ c、  くり 

す M ノの お^子 ほた ベる。 を 突 込み、 梅 をお を-取 つた。 そ^て 【乃公 はいい 子^;」 と 一 15i』 ； 此^ 名 

^^か^ u^a^^^is い) 南米に 在ろ キア 一一 ングの 記念 像の i 碧に は、 『彼 は 西班牙 絞 治 

の-お W を^し、 南米で は 共和 國 よりも 王政の 國を 好し とした』 と 何故 彫り 附 けない ので あるか。 

南米 人が- 冉び n 班 牙の 配下に it しょうと また 他の 歐洲 强國が 南米に 植^地 を S かう と、 いづれ にし 

てム 南米 永遠の 自由に は、 キア 一一 ン グは與 味を缺 いて ゐた。 從 つて 此 新興 共和 國に 派遣され た 最初の 

公使 ボンソン ビィ 卿が、 千 八 百 二十 六 年に 故國へ 出した 手紙に、 下の やうな^ を 書く が 象^で ゐ たの 

は^も^む に 足りない 次第で ある。 卽ち 『この ブ エノス， アイ レス の 如き 嫌な 國は まだ 嘗て 見た 事 はな 

5ヽ それ は 全く 言^に 絕し たもので お 話に ならない』 と 云 ひ、 同年 十 十七 口に は、 『キア 一一 ング 氏が 

自分の 行動 を 承諾して ゐる』 事 を 書いた 手羝の 中に、 ブラジル 人 を！ HI して ： ^ ひどく 惡し ざまに 一； ムっ 

て ゐ る。 
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南米 入に 對す るかう い ふ兑 解から^に 目 を轉 じて 下の 如き 一一 目 を 見る の は、 大に人 意を强 うすろ に 足 

る ものが ある、 『そこに は 千 八 百 萬の 民が、 蓰^ を脫 し、 自由の 身と なるべく、 營々 として 努力せ る 壯 

烈の 光景 を觀 る』 と 云った の は、 わが ヘン リ • クレイで ある。 植民地 獨 立の 承認の ために は、 『プッ 

，ティング』 を燒 くこと にも 梅の 實を 取り出す ことに も、 かの 傲然たる キア 一一 ング なぞよりも、 クレイ 

の 方が 遙 かに 多く 盡す 所あった 人で ある。 千 八 百 十六.^ 以後、 ヘン リ. クレイ は 米！： 議會の 巾に 於て 

も 外に 於ても、 絶えす 此方 面に 力 を盡 した。 キア 一一 ング から ラッ シュ に 意見 を 洩らす よりもす つと^; 

前、 千 八 百 二 卜 一年の 冬に、 クレイ は n いく も 下の 如き 決議が 華 盛頓の 議會を 通過す ろ 事 を 得しめ た。 

r 自. F3 と獨 立と を 得ん が爲に 奮闘せ ろ 南米の 西班牙 領土に 對 してん：： 衆國： ^の 抱け る 深き 興味に は、 F 

院も亦 之に 與 かる 可き 事。 また 合 衆國尸 、統領が、 上述の 諸 州の 主 權と獨 立と を 承認す ろ 事な 機宜の 處 

置な りと 考へ 得る 場合に は、 何時でも 大統領に 協賛 を與 ふる』 の議を 通過せ しめた。 千 八 百 二十 二 

年、 大統領 モン a ォが 正式の 承認 を發 したの は、 ^れ卽 ち クレイの 長い 問の 努力の 成 架であった。 

近代の 南米 人 はへ ンリ • クレイが 不屈 不撓の 聰明なる 努力 を 以てした 友 is を 忘れる 程までに、 橾返 

し/ \ 人の 一一 一一：； ふ キア 二 ングの 『說 話』 に 胡^ 化されて 了った ので ある。 南米 人の 祖先 は^ 際 ひどく ク 

ンィを 愛慕した もので、 クレイが 獨立 承認 を獎說 して 千 八 百 十六 年から 同 一 一十 年までに 米 阈議會 で や 

つた 演說の 幾 部分 を、 かれ 等 は 革命軍の 頭上に、 聲 高らかに 再三 讀み 上げた ものであった， - 自山を n す 
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ようとて 戰ふ 南米 人の 爲に、 又 これに 代って クレイが 愛 他 的 精神 を 以て 努力 を惜 まなかった 事 は、 か 

の ラァフ ，1 ヱッ トが 同じ やうな 察 情の もとに わが 合 衆國の 爲に盡 した 厚誼と 互に 相呼應 する に 足る も 

*,， な ザ 

のが ある) 健氣な 一 阔^ の 奮闘 努力に 對 する 感嘆、 獨 立！： K の 仲 ii 人り をした 點に 於て 一 日の S たろ 

國が 南米 獨 立の， 水久 的た 承認 を與 へ る 事 を 熱心に^ 求す ろの 精祌、 これ 卽ち ヘン リ • クレ ィを勁 かし 

た 動機に 他なら なかった ので ある。 クレイに は、 政治 上の 耻 引の 抵當に 使 ふために 南米の 自 m を 願 ふ 

やうな 氣は 毛頭なかった、 また 市 米 を 西班牙の 手に i ^さう とか、 また 後に なって 歐洲 の^お を 認容し 

て 、 折角 南米 人が 骨折 つ て 得た る 主 權を其 手 から^ はうな どの 考は 更になかった の だ" 

j  とに し  おせつ い パ 

南米 諸！： の 得た 自 山の 賜物が 長へ に 歐洲諸 國の飴 計な 世話 を 免れ^た の は、 歸 すると ころ 歐洲  一？ 國 

問の 策略のお お だとい ふやうた^ はは、 今や 古書 椎裡の 害 翰 集が 旣に祕 密を鋒 露して くれた 以上、 全 

く 一  掃せられ 得る ものである。 一 侗の利 巧な 政治家の 傲； おが、 かの 公け の 言の み を M いて 內密の 書翰 

を 知らす 無闇に 人 を 信す る！：^ の 信用 を 博して ゐ る 事 も 之から は旣 ぅ出來 たくた つ た - d 山 共和政の 

堂ぐ たろ 進路と はお 門 遠の 返へ 乇 ン 口 ォ主義 を 置く にいた つた 長い 問 世の 信 川 を 得た あの 『； が^』 も 

ソ y き 

全く 之 きりだ。 モン ロォ、 王：！ おは 一本の 枝であって 決して わきから 接 木と して 出來 たもので は 無い と. s 

つて、 ここに 始めて 亞米利 加の 自由の 木の すがた も 一お 整って 見える わけ だ" かの 萬 r お-小 朽の， ズま 3 た 

る 米國獨 立^せ；： のお 薩で、 西半球に 於て 政治 上の 自由の 爲に 得られた 利益の 常然 のおお こそ、 モ ン B 
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ォ敎 書に 示された 政策の 本来の 位置で あらしめ たい。 かの 獨立宜 言に は、 自由 を 以て 舉に逍 具に 使 _ 

ひ、 用が なくなったら 弊履の 如くに 棄 てる やうな 政治家と は 比較に ならない ほど 崇高な 『；! 慮』 が 丼 

思 S の 源と なって ゐ ス 事が 特に 明言し て あるの だ。 

かの 支那 人が 祖先に 對すろ 尊敬 こそ、 寳に すべての 國民 性のう ちで 最も 愛國 的なる ものの 一 つで あ 

る。 吾々 の 中に も 亦 支那 人に 倣って、 かの 以賽亞 の 語 を 借りて いふと、 一 f 昔の事 を われらに 示す』 人々 

が 常に 居て 欲しい もの だ。 これ 卽ち 吾々 の 祖先が、 阈 民の 爲 に壯大 なる 自由の 殿堂 を 建設し、 ながく 

^界 の あら ゆ ろ國民 の 做 ふべ き 典型 を 示して 吳れ た る光榮 を、 祖先 の ため 心 を 用 ゐて擁 謹せ んが爲 で 

ある。 

第 八 章 モン 口 ォ 主義と その 海外に 於け る 誤解 

『自己 保全 は 自然の IS 則』、 モン n ォ主篛 はた だ その 卑近な 格言 を 亞米利 加 流に 表白した ものにす ぎな 

この 主 篛 の 基礎と なって ゐる 思想 はモ ン ロォ によって 創められ たもので はない、 コンコ ォドに 『戰 

陣を 敷いて ゐた 農夫』 が 『世界の 耳目 を辫 動した 射维』 の 火蓋 を 切った 時より このかた、 わが：！ 是极 


本の 察實 となって ゐた。 かの 著名な 阈 際法雜 家で 全 亞米利 加に 認められ、 從 つて その 信 II を 博して ゐ 

るジ ヨン • バ セット • ムゥァ はかう 一一 一一；： つて ゐる。 『千 八 百 一 一十一 一： 年の 敎書. が 書かれなかった ものと して 一 

も 是非 案出 せられなければ ならぬ 主篛 —— 西半球 に 於け る歐 【I 巴の 勢力 影響 を 制限す る主雜 —— を 事 

^ に 現出す ろ も の を 便宜上、 稱 して モン n ォ、 王義 とい ふの だ』。 

華 盛頓は その 訣刖. い^の 屮で 『歐羅 巴が われ 等に はまる で 利害 闢係 のな い、 あっても 極めて 遠. s^i 

係に ある 第  一^的 利害 關 係の 幾つか』 を 有って ゐる こと を 指摘し、 海洋 を隔っ ^諸 II と は 盟約 を 結ば 

ないやう に勸齿 して ゐる。 かつ 又、 豫霄 して 『交 砘 諸國 がわれ ら から は 何物 を も 獲^す ろ 事の 不可能 

を 知って、 容易に 挑戰を 試みなくなる …… さう いふ 時代が 遠から すして 來る』 と 首って ゐた。 

一に 八 百 〇 八^ 大統領 ジ H ファス ンは玖 馬と 墨 西 哥の事 を 語って、 『われら は 兩國の 利害 關 係が われら 

の.， てれに 同 じ もの だと 思 ふ" そして、 兩國の 目的 はこの 半球から 歐羅 巴の 勢力 を驅逐 する 事で なけれ 

ばなら ぬ』 と 一一 一一：： つた" 後 大統領 モ ン 口 ォの 諮問 を 受けた 時に も、 ジ H ファ ス ンは 『わが 第 一 の 基礎た 

るべ き 余 科 玉條は 如何なる こと ありと も 歐洲爭 岡の 渦中に 投じない とい ふこと、 第一 ： は歐洲 をして，； へ 

西洋の こたた の^れに 容喙 せしめない 事で あらねば たらぬ』 と： W つて ゐる" 千 八 百 六リだ 年 十一 ；；： ： 六 

日阔務 卿、 ン イワ アド は、 佛曲 西の 墨 西哥に 求めた 權カ 要求に 抗議 を i? へた。 その^せ 『該權 力が 常 方 

政府の 政お； 及び 共 基づく 鹿の 方針に 背馳す る』 とい ふので. &る" しかも、 この 抗議て 有効なら しめる. 


ために、 ^西 哥國 境に 態々 一隊の 精兵が 派遣 せられた。 今 此自衞 翊！： の m 心^が 阈 事に^ 吸した ろ 人々 

の^って 想 ひ 到った 所で ぁケ？ ^を 示す に は、 實 に我國 初代 政治家 の 語 を 引 い て 數卷を 埋めなければ な 

るまい。 

モン n ォ、 王義と は 何で ある。 多くの 議論で は、 論題の 性質 を 定める 爲に往 々議論の 後半が 費され て 

プふ^ は 珍しくない。 われら はかう いふ 過に 陷ら ないやう にしたい。 —— 其 處で先 づ眼を 文書の 上に 

轉 じて 兑 よう。 千 八 百 二十 三年 年 十二月 二 曰 大統領 モン 口 ォ が國會 に 送った 教書に は、 この 『主義』 

を 構成す る 二つの 長文が ある。 これら 長文 中、 二つの 部分が やがて 全文の 意義 を傳 へて ゐる。 『この 際 

八- -衆^ の 槠利、 利害 を 包含せ る 主義と して 下 の^を 主張す る こと は 正當 であ ると 思 はれ る。 卽ち亞 米 

利加兩 大陸 は、 その 領有し 保持し 來 つた、 C.E にして 且獨 立せ ろ狀 態に より、 向後 如何なる 歐洲强 

！ E によって でも、 將來 その 祯民 政策の 配銶 たるべ きものと 考 へられて はならない。』 一 一章の 中更に 意味 

深長なる 他の 部分に はかう ある、 『かかる が 故に 我々 は 合 衆國と これら (歐洲 ) 列强國 との 間に 存在せ 

E^^a. 义 親お z な 關 係の 爲に、 この 半球の 如何なる 部分に たりと も、 彼等に して 苟も 自己 系統の 

伸張 を^ る やうた 事が あれば、 それ はわ が平靜 安寧 を危 ふから しめる もの だと 公言した い 。 何れ の 歐 

洲列强 にもせ よ、 彼等が 現在 持って ゐる屬 li 植^地に 對し 我等が 干渉した 事 もなければ この 後 干涉す 

ス： ひも あろまい。 ゆしながら 旣に獨 立を宜 一一 目し、 維持し- 又 われらが 公^の、 王篛 に基づいて 審議 熟考 
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し た 上、 そ の 獨立 を^ 定 した 政府に 就いては、 歐 洲列强 より 彼等に 壓迫 の 意向 を以 てす る 如何な る容 

咴、 又 方法 は 如何 ともあれ、 彼等の 述命を 掣肘しょう とする もの は、 どう 考 へて 見ても、 やがて 合 衆 

M に對 する 不和 不 親の 倾向を 示す ものと より 外^る ことが 出來 ない …… われらの 平和 幸福 を危 ふくせ 

卡 して 聯合 强國が 如何なる 部分に もせよ、 南北 兩 大陸に 彼等の 政治 系統 を 仲 張す る 事 は出來 ない。 か 

っ义、 何方の M 胞が、 若し その 儘に 放 ffi して 置くならば よく 自ら 進んで これ を 採る だら うな ど はどう 

しても 考 へられない。 故に、 孰れに せよ、 われらが かくの 如き 容喙 を、 その 如何なる 形で せらる るに 

もせよ、 冷眼 視 する こと は 不可能で ある。』 

この 第一 一の 方の 引用 は敎 書の 中 特に 歐洲 列強の 神聖 同盟に 依って 加 へられよう とする 目前の 危害に 

關係 する 部分から^ いたので あるが、 第一 の 引例 は 北 亞米利 加の 沿岸 を距る 北緯 五十 一度より ベ エリ 

シゲ 海峡に 至る までの 海上に 於て、 一 切の 商業 權及 漁業 權 より 外國人 を驅逐 しょうと する 露西亜 皇帝 

. の耍 求に 就いて 述べた 章句から 探った ので ある。 この 要求 は、 露西亞 皇帝が 該 地方に 植民地 を 持って 

ゐな いとい ふ理 山に より、 かつまた 『われら は此大 睦 に 於け る 露 西亞の 如何なる 領土 建設に 就いても 

北ハ權 利を爭 はねば ならぬ。 又亞米 利加兩 大陸 は 最早 如何なる 新しい 歐洲の 植民 的 施設に 對 しても その 

配下で はない 事 を 明白に、 王義 とする』 とい ふ此 二つの 論 據で担 否 する のであった。 この 要求 は 千 八 百 

二十 四 年の 條 約で 話が 糖った ので ある。 露西亞 との 談判が モ ン a ォの 公言 を 促す 一原 因と なった とい 
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ふ 事 は、 今や^ 西^が 國家 としての 抱負と 將來の 發展に 於て、 平和のう ちに 進められて 行く 全米 主義 

の 進歩と、 毫も^ 馳 する 所な き 世界に 於け る 唯一 の强國 だから 殊に 興味が 深いので ある。 かつ 又、 商 

業 上に も 領土 擴 張の 上に も、 露 西亞の 志望 は、 現在 はもと より 將來に 於ても、 新世界の 安寧 を危 から 

しめる やうな 事 は 決してな いの だ。 寶際 若し 入念に 將 米の 事を考 へるならば 露 西 亞とー 切の 全米 人と 

の gl の  ー& 親密な 交情 を 求めるべき あらゆる 理由の ある 事 は、 愈々 益々 分明になる やうに 思 はれる • 

これ こそ 實 にわが 外交 政策 次回の 大發展 であらねば ならぬ。 

話 はかの モ ン &ォの 公一 百に 戾 るが、 わが 歷史を 通じて 大統領 國務卿 及び 其 他の 政治家が これに 多大 

の 承認 を與 へて ゐる こと を發 la する。 が W しこの 『主義』 を發展 させた とい ふ 記錄は 極めて 少 い。 そ 

の 中 主な もの は 大統領 グランドが、 千 八 百 七十 年 五月 二十 八日の、 サン ト， ドミンゴに 關 する 敎 書で 

ある ぺ大 銃領モ ン a ォの發 布した、 王篛 はすべ ての 政治的 團體に 依って 守られて ゐ るが、 予は 等しく 重 

耍な 主義と して 下の 事 を 主張す る ことが 當然 であると 考 へる。 卽ち 向後 この 大陸の 如何なる 土地と 雖 

も、 これ を歐洲 强國に 交付 さるべき ものと 看做されて はならぬ』 と。 かく この 主義 を發展 させた 事に 

は 中々 意味が ある。 とい ふの はこの 理窟で ゆけば、 何れの 亜米利加 共和 國が 何れの 地面 を歐洲 强國に 

賫 却しょう としても、 かかる 寶買 はわれ 等に 關 係が あると いふ ことになるから である。 故に これら 共 

和國 の^ 主たる 歐洲强 國 がかの 如き 土地 割讓を 迫らう とする に 際して は、 われら はこれ を 妨げる こと 
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： やお^で あると 感す る。 千 九 ほ〇 五 年 八月、 大銃铽 ロウズ.、 エル トは公 首して、 『どの やうな 狀 態の 下に 

あらつ とも 合 衆 II が 他國の 領土 蠶食 の隱れ 蓑と して モン a ォ、 王義を ほゐ る こと は 無い』 と 首った。 大 

統^ ヰん ソ ンが千 九-,:: 十三 年 十 HI 一十 七 nl 乇ビィ 凡で せ：； つた-: t 葉 は 更に 一 歩 を 進めて ゐる。 『予 はこの 

機會を 幸と して 霄 ひたい ことがある。 合 衆國は 今後 また 征服に 依ってす る 尺寸の 領土 を も 加へ ない 铳 

である。』 

おに この 『主^』 の 他の 一 方の 發展は 所謂 『n ッヂ氏 修正案』 に 現 はれた 元老院の 決議で ある。 是 

は 外^ 商會 が自ゅ 政府に 有利な 土地 を買牧 する 事、 言 を換 へて 云へば、 若し その 會 社が 屬 する 政. S に 

よって 經 ^せられるならば モ ン 口 ォ 主義の 本意に 北 "くやうな 外 國會^ の 取引に は反對 する も ので あ 

ろ。 なほ 『a ッ， チ氏 修正案』 に 就いては 後段 太平洋 II 題に 關 する： 章に 於て^ に 充分 論及す る铳 であ 

る。 (笫4 '二 章 參搠) 

ある^ 被の 論者 はこの 大 『主義』 が、 かって 一度 も われらの、 、王 要な 立法 機關 である 議會の 承認 を 

^なかった 市で て 論す るが、 然しながら 多くの 揷 話の 中から、 僅に 二つの 例 を 引き さへ すれば、 これ 等 

論 老 の^は 確かに 立證 する！^ が出來 る。 千 八 百 十 一 年 一 月 三 H 大統領 マディ ス ンの ほのめかす 處 によ 

り， 議^ は英士 口 利が 或 ひ は 西班牙から チのフ 3 リダ 西部の 地を購 人す る ことがある かも 知れない と 知 

つて； g ちに ：！" 同 の 決議案 ヒ 通過 さ せ た . それに はかう あ る、 『合 衆國は 現在 危機 の 特^た 事怙 の 下に 在 





つて、 前記 土地の 如何なる 部分が 如何なる 外國の 手に 渡る としても、 これ を 重大な 危惧の 念な くして 

看過す る こと は出來 ない。 又 正當に 自己の 安寧 を 重んぜん とすれば、 ^然の 事故に 備 へんが 爲、 If 

前 ffi の 地 を 領有す ろの 止むな きに 至る』 と。 この 内容 を ひきく るめ て 今 n 地现 上の 事寶に 移して 云 へ 

ば、 若し 丁 採が 丁 祙領西 印度. S を獨 逸に 割讓 すると すれば U 會 はこれ に反對 すべ き歷 史上の 先例が あ 

ると いふ 事になる。 序ながら 千 九 -&〇 ニ年ト 月、 丁抹 上院が 僅： M の^で、 これら 群島 を 合 衆！ ！ に K 

却す る 協定 を 通過 させなかった のは獨 逸の 影響が あった からだと いふ 話 だ。 ス ティ ヴン。 ボンサルが 

カリ ビ ャ 海の 事 を 書いた 著書の 中には、 漢堡 . 亞米利 加 航路が これらの 群島 中に 所有す る大 造船所 

は、 ペマ ゃキュ ラソァ 島に ある 主耍 港の 實 權を獨 逸人に 掌握 させて ゐ ると 報告して ゐる。 

阈會が モン 口 ォ主雜 を 確認した も ： つ の 例と して、 博び ジ ョ ン， パ セット。 ムゥァ の  一一 一 e に 立ち 歸っ 

て a よう。 曰く 『然し ゴネヅ h ラ^ 件 (で 八 百 九十 五华) の 政治 上 最も 重大な 結艰 は、 土地 問題の 決 

定 ではなく して、 モン a ォ 主義が 合 衆國國 きに よって 公に 採 川せられ、 又歐洲 の、 王なる 海上 國が 明白 

に 之 を 承認した とい ふ點 である^ は、 一 歩 退いて 之 を 認めなければ ならぬ。 r: 

これに 關 して W び 同じ 人の 一一 一一 C 紫 を 引く、 『大不 列 及び 獨 逸が 明白に 之 を gt 容 した ことに 加へ て、 ls< 

に 下の 宜霄 を附 加す る ことが 出來 よう。 これ は 海 牙 會議 の覺誉 に 滿場ー 致 を 以て 擴 布せられ、 叉！： 際 

的爭論 ケ- 平和 の 中に 協定す るに 際し 米阈 派遣 の 代表者に は 其 署名 と 共 に 附記す る こ と を 許された { 一口； 一 百 
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である" 卽ち この 中に 包含せられ てゐる 何物と 雖も、 合 衆 II に 向って 『外國 の 政治問題 或 ひ は 內地打 

政に 容喙、 干涉、 關係 しない 傳來の 政策 を 離れる こと、』 或 ひ は 『純 粹に亞 米 利 加に 關 する 問題に 對す 

る 其 傳來の 態度』 を 放棄す る こと を 要求す る もの と解釋 せられて はならない レ 

モ ン a ォ 主義に 對 する 獨 逸の 態度 を 示す ものと して、 華盛頓 駐在 獨逸 公使 伯锊ョ ハン， ハイン リツ 

ヒ。 フォン • ぺ ルンス トル フが千 九 百〇 九 年 十二月 六！： n 費 府 で演說 した 中に 言った 事 は 興味が あ 

る" 曰く、 『クウ リツ. チ氏 E 心へ らく、 獨 逸と 合衆國 との 問に 横 はろ 障碍の 主なる 原因 は、 モン ロォ 主義 

にある。 そして この 主義に 關 して亞 米 利 加 は 如何なる 論議 を も 安 協 をも界 さす、 且 如何な ろ 價を拂 つ 

て も その 地位 を 維持す ベく 備 へて ゐ る。 吾等^ 逸の 方で はこれ 等の 事實を 熟知し て ゐ るが こちらから 

西半球に 陸上の 立脚地 を 得ようと する 如き 意向 は 毛頭 持って；：？ ら ぬ。』 數週後 十二 W: 十  一 n、 獨逸 外相 

フォン， シヱ H ン 氏が 伯林で この 演說 のこと を 話した 時に 『南米に 於け る^ 逸 殖民 帝國 とい ふ 妖怪の 

S 治 を 謀った 伯爵 フォ ン • ベ ルンス トル フに、 予も亦 公然と 赘同を 表しなければ ならぬ」： と 述べ てね 

る。 „ぉ^ の演說 が カイ ザァ の 御意に 協った こと を 示す ものと して、 们 lit フォ ン • ベ ルンス トル フが 問. 

もな く 高貴なる 勳窣、 赤 驚 第二 等 章 を 贈られた こと は 意味が 深い。 これらの q 例 は、 茜 に モン y ォ主 

^の眞 相に 關すス 私の この 簡單 な說 明の 終結た るの みならす、 これが -歐洲 の 主なる 海上 H で 容認 

せられた とい ふこと は 以前から 此ホ義 が 海外で 誤解 せられて ゐた事 を 明ら さまに 吾等の 面前に 示す も 
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の だ。 

、、ヱ ネヅ H ラと 英領 ギアナとの 間で 論爭 のあった 境界 問題に 關 して 千 八 百 九十 五 年 大統^ タリ イヴ ラ 

V ドと 英吉利との 折衝の 初に 當り、 ソ オルズべ リ 卿が きっぱりと 言った 一一 H 葉に、 『合 衆國 政府 は、 其 行 

動に 就いては 該 政府が 何等の 莨 任 を も 持って ゐ ない 多 數の獨 立 州に 關し、 唯 彼等が 西半球に 地 そ 占め 

てゐ ると いふ だけの 理由の 下に、 これら 獨立 州の 上に 起った ことが 何でも 合 衆國の 利害に 影響す ると 

いふ やうな こと を、 一般的 提議と して、 不張 する 權利 はない わけ だ。』 之はソ オルズ ベリ 卿の 誤 だ" 何と 

なれば モ ン ロォ 主義 を 誤解して ゐ るからで ある。 そして この 交渉が 終る 以前に、 卿の 政 苻が乇 ン 口 ォ 

主義の 正しい 解釋を 受けた こと は、 大 に、、 エネ ヅヱラ の 利益に もな り、 また 合 衆 國の國 民と しての 威信 

にもな つた。 大統領 ク リイ ヴラ ン ドがゾ オルズべ リに 寄せた 答 書 (米 國國會 への 敎 書中に も 載って ゐ 

る) に は、 『われらが ー國 民と しての 平靜 安寧に 必要であって、 かつ われらの 自由なる 政治 機 關に缺 く 

ベから ざる この 「主義」 は …… わが 國 K 生活の あらゆる 時期に 適應 する やうに 考 へられた もので あつ 

て、 わが 共和 國の存 綾す る 限り 廢滅 する こと はない』 と ある。 一切の 榮譽、 大統領 タリ イヴ ランドと 

その 敏腕の 國 務卿リ チヤ アド • ォォネ H との 上に あれ。 

歐羅 巴に 於け る モン a ォ 主義の 誤解 は 止んだ けれども、 南米に 於て は、 全く 異なった さまざまの 理 

由の 下に、 猶長く 引 綾いた。 ここに 二人の 著名な 英人、 クロ ォマァ 卿と 子爵 ブライス とが、 この 問題 
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に 就いて 言った こと を考 へて 兑 よう。 趕千九 ぱ十だ ¥ 一  月 クロ ォマァ 卿 は 霧の 『スぺ クーア イタ .. 

ァ』 ^上に その 南米？ 發表 して 日く  5 等に は モン ロォ裹 を 快し としない 倾， M がき。 纏 はこ | 

の-干： 篛に 多少 恩に 被せが ましい 所が あると^って ゐる。 充分に 自衞の 出 來-る やうに なった 今 n、  i 立 

を^ 持す る爲に は、 この キ； 義は 別に 政治 上、 必要が 無い と考 へて ゐ るの だ』 と e 

その 著 S 米』 の 中に、 子？ ライス は 記して ゐる 、『西班牙 地が その 獨立を 成就して 後 多年の 

^ これらの 祯 が 地と 合泶阈 との 政治 上の 結緣 は、 亞米利 加の 如何なる 國 にもせ ょ歐 洲强國 がその：^ 

ネ 政府 を轉^ し、 或 ひは^ 土 W 合 をしょう とする 如何なる 計 晝に對 しても 合 衆 國が斷 乎と して 之に g 

^しょうと する 意向の あるの を兑て も 明らかで &る， 歐羅 巴の 方から 期の 如き 行動に 出る 觀 念の あつ. 

た はは、 かく 約束 せられた 保護 は歡迎 せられ、 合 衆國の 方で もまた 被 保 謹 國に對 する 相 應の與 味な^ 

じて ゐた" 然しながら 境遇 は 事態 ゃ變 化させる。 今 n では、 £ ぅ舊 式の 理解 は 消滅した。 南米 諸阈の 

或 ものが 旣に 自ら 己れ の强 きを 感じて 来た 時、 聞くなら く、 彼等 は 異なった 見解 を 以て 现狀を 見る に 

至った。 『|朿 には驅 の氣 合が しないと いふのに、 いくら 御 I にもせ よ、 if  : さしかけて や 

らうと 言って 聽 かない 譯が あらう か r 若し 必要が あれば こちらに 充分 その 備へも あるのに。』 更に 子^ 

は义 記して 首 ふ、 『合 衆 國に關 して、 南米 は 愛慕と 疑惑との 中間に ゐる) 南米 人 は 介衆國 との 好誼 を辏 

ける こと を^み、 その 最も 聰明た 政治家 は、 これまで 猶 燃えさし の やうに 殘 つて ゐた 敵意：^ ともす 
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れ^ 炎と 燃え 出さう とする 彼等 共和^ 間の 平和 保持の ため、 合 衆 國の外 交行爲 の 價値を 感じて ゐ る。 

との 價値は 近年-再なら す驗 された) 之に 反して また 他の ： 方で は、 旣に 述べた 如く、 自ら その 威厳 

を呆っ ことに 汲々 として、 全然 恩 を 被る 考 がない。 かつ 何事に もせよ、 威嚇に 類す る こと を 快し とせ 

ざる 餘り、 彼等 は その 自國に 加 へられた ると、 他 共和 國 に 加 へられた ると を 問 はない ので ある。 

阈 民と して 我 米國の 手腕の 足りない 蓽で 非難すべき 點は 主として、 羅甸亞 米 利 加に 長らく ある モン 

" ォ 主義に 對 する 誤解に あると 一一 一 n はなければ ならぬ。 ^し 時には わが 米 國の眞 意 を 誤る これらの 見解 

がらすし も 吾々 の責 だと は 言 はれない 事 も ある。 —— その^ 解 は單に 思ひ逮 ひで あるか、 さもな くば 

商お 上 の 敵手 か、 或 ひ は阈際 の 悪感情 はやが て 各人の 氣を惡 くす る 事 を 知らな い 善意の 而も 狹 i な 

人士て よっても と/ \揑^- 亡ら れ たもので ある ことが 後に は 分る だら う。 玆に .i 例と して 如何に これ 

らの 誤解が 發 生し 展開して 行く かを兑 よう。 之に よって また 誤謬 矯正の 爲 にす る忌惯 なき 一一 H 論が、 如 

： 何に 有效 であるか も わかる だら う。 

數 UL^ -、 亞繭然 丁の 名士で、 後に は その 國の 大統領に 舉 げらるべき 入であった 博士  口 ック • サェン 

ヅ • ぺ  一一 了  (仉 し^、 今や 此人 亡し) はかの 秀句 『人類の 爲の亞 米 利 加』 を 公： 一一 一！： した。 モ ン 口 ォ 主義 

が 南米 大陸に とって 何 か 忌 はしい 意味 を 持って ゐる、 —— 『亞米 利 加の 爲の亞 米 利 加』 は その 實 『北^ 

米 S 加の 爲の亞 米 利 加』 の 意で ある I と 誤信す る 羅甸亞 米 利 加 人 は、 この 崇高なる 公 胃 『人類の 爲 


の 亞米利 加』 のお を捉 へて モン 口 ォキ- ^に對 する 挑 戰の聲 とした。 ここに この 事寶を 引用した^ 以 

は 利他 的な モン 0 ォ主蓰 を 様々 に 誤解した 者の 中に 之が 最も 代表的 だから だ。 合 衆阔が 南米の 尺寸の 

地 をで も 取る とい ふやうな 事 は、 此 主義と して、 今まで そんな 積り もなければ、 また ある 可から ざる 

次第 だ。 これ は 間 じ やうな 多くの 誤解の 中た だ 一例た るに 過ぎない。 これらの 誤解の 亡靈は 久しく あ 

ち こち と彷 0 し てゐ たが 幸に して 此亡靈 は 難なく 取り 鎭 めら る ベ きも ので あ る 事が 分 つた。 『人類 の 爲 

、、- 一二  o  cy^  nn  * 1 、つ. IT 、  u 

の 亞米利 加』 のこん な 風な 解釋 は、 全米 主義 を 誹謗す る 人た ちに はブ ウメ ラング (おる l^wi 种ぉ S 

は 卜 ^^1~。 つ) である ことが 分った r 此人 たち を 困らせる に は 唯 聰明なる 一 赞 を 以て 足れり とする 

て.^: る 力まる ：  ^ 

からだ" それ はいふまで もな く、 寳際ヒ は、 下の 事 を 全世界に 示す に 他なら ぬのであった。 全米 主義 

は 言語の 相違、 汽船 航路の 缺乏、 相互 • 般 の 無^解 等の 爲に 互に 疎隔され て 亞米利 加 諸共 和阈 問に 一 

■ "交 を 希求す る ものであるが、 さりと て われらと 舊 世界 諸國民 との 問に ある 歷 代の 交情 尊敬 

を 弛錢 せしめよう とする もので は斷 じて ない。 

モ ン B ォ生^ の 敵 は、 かの ： 句 こそ は 此主菝 の 主張た る 『亞米 利 加の 爲の亞 米 利 加』 に對 し、 その 

袂 K を 難 じた もの だとして 喜んだ。 サ H ンッ • ぺ -ーァ の 『人類の 爲の亞 米 利 加』 の 一 句 を 解して 米大 

睦は亞 米 利 加 各 共和 II の爲に 保存 さるべき もので はなく、 一  般 人類の 問に 分割 さるべき もの だと 云 ふ 

怠 味 だと 吾 * が 信す ると この 徒 は 思 ふの だら うか。 或 ひ は 叉、 ぺ -ァ が全亞 米 利 加 共和 國に 結ばれん 
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と す ： な 交愦 に反對 したの だと 思 ふ 事が 出來 るか。 かの 如き 說は 苟も 事理 を辦 する 人々 を 動かす 

ベく 餘 りに 不合现 である。 

ここに 私 は 喜んで 記載したい ことがある、 わが 著名なる 友サェ ンッ *ぺ ユア 博士 は、 第 四 全米^ 議 

の 代表者に 對 して 私が 博士の 秀句 を 前述の 如く 解釋 したる 演說を 請んだ 後、 これに 懇篤なる 黉 同の 意 

を 表し、 更に 言葉 を 進めて、 博士の かの 言葉に 附耱ふ 誤解に は 彼 自ら も 了解に 苦しむ の だと 言った こ 

とが あ る。 

これに 就いて 首 ひたい こと は、 故！： を 去って ブ ヱ ノス ，ァ ィレ ス に 行く 前、 多くの 友人 は 忠告して 曰 

く、 南 亞米利 加で モン ォ？ 王義 のこと を I！  一一 口 ふの は 危險な 話題 だ、 彼 地で は 信ぜられて ゐ ない 主義で、 

弱國 はこれ を 恐れ、 强國は その 干涉 がまし く且 不必要なる 保護 を 快し としない から、 之に 就いて 語る 

こと だけ は W 心して 避けなければ ならぬ とい ふ 事であった。 私 はかう いふ 事情 あるが 故に こそ、 沈默 

は 決して これ を 矯正すべき 所以で ない と考 へた。 乇 ン n ォ 主義が かの 地で 恐れられたり 怨 まれたり す 

る 理山は 露 ほど もな いので あるから、 沈默 に あ ら すして 友誼 ある 首 論 こそ かくの 如き 誤 つた 印象 を 癒 

すべき 唯 一 の 妙藥だ と 思った ので ある。 サ H ンッ • ぺ 一一 ァ 博士が、 其 人道に 基づく 廣汎な 公言 を 私が 

辯 護した のに 賛同して、 モン a ォ 主義に 對 する 問 接の 攻 摩と いふが 如き 狭量な 主義に それが 解せられ 

たこと を 憾みと したの は、 偶々 以て かかる 誤謬が 通 川す る毐の 許されない ー證と 見る ことが 出來 る。 
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方の 间胞 が、 わが 外交 政策の 根 本義に 關 して 往々 迷路に 入った こと は 古 まな である。 力う いふ： 誤つ 

た 心意の 狀 態に は、 橋 正 か 或 ひ は 說明を 加へ るべき ではなから う 力， 

おし それ わが 阈 尺の 中、 國 外の 與論に 冷淡な ものが あって、 モン n ォ主莪 はおの づ から 明. 2 であ 

る。 今の ままに して S いて、 完全な もの だとい ふ 人が あるならば、 その 人に はかう 答へ るべき ではな 

からう か。 『南方の 一大 共和 II へ 行って、 彼等の 兌 解 を學び 得る まで そこに 生活せ よ。 かくして ォか愛 

する 祖國 が、 モン P ォ 主義 巡^、 大 棍棒 を 持った 無 i な 世話 燒 として 誤解され てね るの をみ すく 兑 

つつ、 しかも われら は實 はこれ と 全く 異なった 考を 持ち、 又 この 誤解 を 矯正す る ことの 然 かく 容^で 

ある こと を も 知りながら、 菜して この 儘に して 置いて よい もの か、 われに 告げよ』 と。 

わが^ 今 代の 人た ちの 手腕 は、 過去に 於て 手腕が 無かった 爲に 蒙った 缺陷を 補 はなければ ならぬ * 

さらば 如何にして これに 取掛 るべ きで あらう 力， 

お 九 S 平和の 爲に する 全米 三角 同盟 二) 

其底邊 U 半球に 於け る 戰爭を 防ぐ 爲に する 全米 聯合 調^ 策 

西 牛欤の 現在 及び 將來 に備 ふる 至上の 方針と して、 モン ロォ 主義 を 新しく 適用す るの 方途 如何。 こ 
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の 覲ハ味 あ ^§  V 攻究す ベく われら は上來 W 意し 來 つて 今や 其 時機に 人つ たので ある。 旣に讀 者と 共 

に 南米 を 旅行し、 その 阈 人に 接し、 市場 を 研究し、 かつ その 兑 解の 重ん すべき を も 知った。 われら は 

自國の 狀況を 顧み 、 R 下 何時たり とも 阈際 十字軍に 着手す る 事が 出來る やうに なつ て ゐ る 商業^ 議所 

其 他の 設備^も 點撿 した。 また 外交 史に 鑑み、 わが 外交 政策の 當 初に 於け ろ 明徹の a 解 を 得、 その 甚 

たる モン" ォ 主義 を 論じて 愛 國の念 を 新に する を 得た。 われら は モン 口 ォ、 王 赣の擴 張と 共 新しい 適 川 

の 必要 を も 認めた。 かくして 將來 その 過.^ になされ たやうな 誤解 を 防ぐ のみなら す、 亞米利 加入. n- 州が 

全 外 國に對 する 平和 確證 として、 モン 2 ォ生 篛の效 * を墦大 せんが 爲 である。 われら は 今や 更に 將來 

を 望み、 また 以上 见 聞した 事 を 活^す る ことに 依って、 將 來に備 ふるの 方^ 如何 を 凝議し 得る 所まで 

••1 じて 來 たので ある。 

ここに 將米を ^み： ^る 時、 私の 股 前に 今 として 現 はれる もの は 堂々 たる 一 個の 幾何 學 的の 圖形 

である) ァ.、 ッ テック 土 尺の 三角 塔の 如く 丈に、 かっ^-: 我た る 『平和 三角 同盟』、 全米 主篛 よりその 各 

邊の 勢力 を械 取し、 打って 一丸と して E 阈 防衛に 怖へ ようとす る 『一二 角 同盟』 である。 この 平和 一一： 角 

同盟の 榴衡 がし かく 勢力 ある こと は、 • 方 その 崁邊が 西半球 全體を 通じて 共和 阈 相互 間の 調和に 及ぶ 

と共に、 朿 方の * 邊は、 歐洲 との 軋櫟 誤解に 對 する 城^: となり、 叉- S 方の ー邊は 太平洋 上. 水久の 平和 

を^ 證す る ものであるに 依って も 知られ る。 こ の 大規校 の 一一 一角 同盟 は 穴 r: 論より A じた る 茫漠たる： 廓 


でもなければ、 瞹哝な 幾何 H 式 を 表 はす もので もない。 寳に 建築家の 細心な^ 計圖の 如く 精確に 作ら 

^> 叉、 これと Z!: じ やうに、 愈： 二 角 同盟の 着手され るに 先だって 極めて 緻密な 審議 を受 くべき もの 

で" こ^は 認容され て 完成す る處 まで 徹底的に やる か、 さもな くば 卽 座に 棄却 さるべき 明確な： つの 

て 

外交 政策で あろ。 われら は 忍んで 待つ こと は 厭 はない。 よしや 待つ こと は冃的 もな く 流に 從 ふこと を 

^求し、 z: 的 もな く 流に 從 ふこと は 誰も 尊重し ない ことで あるに しても、 われら は それ を 厭 はない。 

若し また 設計 全體に * 致す る ことが 出来なければ、 初めから 全く 乎 を 着けない ことにしたい。 何とな 

れ ば^も HE 民が ： たび 口にした る 首 葉が そのまま 移し 變 へ て 惊に繼 綾し、 徹頭徹尾 完成 さるべき 行爲 

となる やうで なければ 最初から 之 を 口にしない 方が 好い。 臨機 應變は 政策で は あるが、 ^の經 世^の 

業で はない。 平和 三角 同盟 は 喜ばれない かも 知れない が、 決して 曖昧な もの だと 評せら る 可から ざる 

もの だ。 

第！ にこの  一一； ^同 盟 の底邊 を考 へ、 粟して これが 共和 阈 相互 問 の 調和 を 完成し、 之に よって^ が 協 

力して 他の 束 西の 兩逡： て も 形成す るに 足る ものである かどう か を先づ 調べ て 見よう。 

こ の ^逸 を備 へ る爲に は、 モン " ォ 主義の 意義が 羅甸亞 米 利 加で 誤解 せられて ゐた • 般狀^ と 之に 

S する われらのお 向と を 先づ 一 考 して 置く 必要が ある。 時の 長短 を 問 はす これらの 諸 國に滯 在して ゐ 

人 はこの 事態に 對し 一. 是非とも 腹藏 なく 言 はんと 欲する 所を霄 ひ、 且 モン 口 ォ 主義 そ！^ 等 の^人に 


對 して 明瞭に し、 且 新しく 適用す る やうに しなければ ならぬ 事 を 知った。 かくの 如き 進歩的 手段が 過 

去、 將來に 於け る 誤解 を 一 掃す る こと はモ ン a ォ 主義 を 放擲す るよりも —— たと ひその やうな 選擇が 

可能で あると しても —— 遙 かに 有力で ある。 若し モン n ォの言 を撒囘 する 事と なれば、 論理 上 當然吾 

人 は 亞米利 加 諸 州の 或 部分 をして 埃 及、 トリ ボリ、 アル ジ H リャ はた モロッコの 如くなら しめる に 同 

意して ゐ るの だとい ふ 結論に 歸 著して 了 ふわけ だ。 これらの， 誤解に 對す るに、 大統領 クリ イヴ ランド 

が.、 エネ ヅ H ラの 難問に W ゐ、 また 大統領 マツ キン レイが 玖 馬 事件に 用ゐ たと 同じ やうな 堂々 たる 直截 

な 態度 を 以てする ことが 出來 ない 理^ はない ので ある。 何と なれば モ ン n ォ 主義 或 ひ は 米 國 の 意向に 

對 する 誤解 は、 何お にしても 存在の 理由な きもので あるから だ。 

わが 友、 わが 愛する 亡友 は、 玖 馬， い 丘の ほとり、 そよ ぐ 草葉の 蔭に 眠って ゐる。 これらの 友が 全 f 

主裟 至高の 现 想の 爲に 身を殉 じた 人で あるかない かとい ふこと は、 誤解の 餘地さ へない ので ある。 『& 

いのち 

その 友の 爲に 生命 を棄 つる は 之より 大 なる 愛な し』。 われら は、 かの ニ囘の 交涉の 後に、 ^馬から^ 退 

した こと は、 實 にわが 最も 光輝 ある 戰 勝よりも 更に 大に 誇と す 可き ものである。 かっこの 撤 返が、 わ 

が 米！： 共和 國 史上の 如何なる 功業に も 優って、 大 なる 信 住 を わが 國 旗の 上に 齎らした こと は、 南米 全 

體の 感じて ゐる 所で ある、 之 は 私の 熟知す る 所 だ。 

乇 ン n ォ 主義と わが 意向と に關 する 疑惑の 暗雲 を 一 掃す る 方法 は、 これに 對 する 南米の 見解 を 尊重 
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して 米 化 if ^ 族と 米化ァ ング n  • サクソ ン 族との に 介在す る論珂 の徹ら ない 障壁 を 打破す る ことで 

あった。 之に は 次の やうな 方法 を 取れば 最もよ からう と m や はれる- —— 何時に^ら す 西半球に 難 IE の 

起った 時、 合 as: は^に 姉妹 共和 國 の 一 つ 或 ひ は 數ケ國 の 協力 を 求め、 かくて その 問題に 關し、 われ 

らァ ン グロ  . サクソ ン 族が 未だ 曾て 爲 なかった 或 物-て 維.：^ 人の 兑 解から 得る やうに する^ だ" 然し， に 

がら 何 は、 また 如何にして、 かくの 如き 計畫 をう まく 機に 應 じて 活川 する ことが 出來 ようか。 

突如と して 起った の はわが 國と 墨西哥 との^の 紛議で おる。 わが 阈 おの 多く は 武力 を 以て 干涉 せよ 

と 叫んだ。 ここに 南米 题は精 明の 形に よつ 一-現 はれた—— 如何に これと 應對 すべき か。 かくの 如く 

^大な る 危機 を變じ て 、 わが 羅甸亞 米 利 加に 對す る L 係 を 今まで よりも にす る梭 分と なす 事が、 

果して 出來る もので あらう か。 この 緊張した 闹際^ 係に 際して、 私 は愛國 心の 爲に、 l^rA 問題に 就 

いて はお 時 せらた 戏カ 干渉の 範阖 外に 一 歩 も 踏み出さない やうに 自ら 抑制すべき を 感じた。 s よ 

り 私 とても、 如何なる 方法 を 以てする にせよ、 阈家 の 主權に 武力 を 以て 外國が 千^. する^ を "小穏 常 だ 

ふ-思 ふの は、 わが 南米の 友人と 意 昆 を 同じく して ゐる" われら は歐 洲列强 のした 如く、 ゥ H ルタ を以 

一 . み- ぱ上 の 大铳钳 と 認定す べきであった" わ が 賛同 を經 なければ 如何な る 個人に 對し て も 承認 を 担 む 

なぞと いふ 惠は、 わが まさに 行 ふべ からざる 選榨の 形式 を 行 ふので、 かくの 如き 殊に 米 大陸 共和 國 

め 場合 には设 も-おすべから ざる 事で ある。 無論 如何な る國家 と雖 も. その 阈 尺の 他國に 於け Z  §0 
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產 を 擁護す る 義務 は ある。 然し この 事た るゃ必 すその 國に 現存せ る 政府 を顚 S せす し 一 - 行 はれな けれ 

ばたら ぬ。 

合 衆國は 墨西哥 に干涉 すべき 箬 ではなかった の だ。 わが 南北 戰爭の 際、 若し 歐洲列 强の或 ものが 武 

力 干涉を 企てた とすれば、 われら は 何と 思った であらう か。 論者 或 ひ は 言 はむ、 墨 西哥の 革命 は然く 

長引いた からだ、 從 つて われらの 干涉は 止む を 得 なくなつ たので ある、 と。 わが 南北 戰爭は 四 年の 長 

ひとと さ 

日月に 百 一 つた。 而も： 時として われらが 干 涉を恕 し 得た 時 は 無かった ので ある。 西哥を して その 嚮 

ふ 所に 從 はしむ る こと、 わが 前日の 如くせ しめて はならぬ とい ふ 理由が 何處 にある か。 この 問に 答へ 

る 者 は、 或 ひ は 比較が^ 當で ない と 云 ふか も 知れない" 何故かと 云 ふと、 墨 西哥の 場き、 若し われら 

^干渉し なければ 歐洲列 强の成 ものが 手 を 出さない とも 限らぬ。 然 らば これ 實 にわが 外交 政策の 最も 

肝耍 にして また 公明なる 金 科玉條 たる モン 口 ォ主蕤 に 反する もので はない か、 とかう 云 ふだら う。 遮 

莫、 冀 くば 吾等 をして 干涉の 習性に なづむ 事な からしめ よ、 その 容易に 習性と なる ものである こと は 

歷史が これ を 示して ゐる。 われら は 今日 旣に 充分の 領土 を 有して ゐる. - わが 大 共和 國 一切の 愛 國の士 

はむしろ 迸んで 南 隣の 全き 信任 を 得る とい ふ 重大の 問題に 全力 を盡す 可く、 また わ^ら はま さに この 

信任 を 得 べき 苦の 者 だと 云 ふこと を、 私 は 信じて 疑 はない ので あ る。 

私 はわが 外！： 貿^の 熱心な 擴張 論者で あるが、 また 一種の 對 i 發展 論者であって、 わが 姉妹 共和！； 
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の 信 iil を 得る ことこ そ、 商業 上 又 人道 上、 その 何れの 領土 を 得る よりも 遙 かに 重大なる 事 だと 信じて 

ゐる。 そこで、 これら 光彩 ある 諸國 民の 全き 信任 を 博す る こと は、 卽ち この 諸 阈の大 貿易に 與 かる， 

捷^で あ る 事を斷 一一 一 一口す るので ある。 

われ 等 は 南米 人の： a 地が 充分 斟酌すべき ものである こと を 結論した。 以前 モ ン a ォ 主義に 關 する 誤 

解が あった 爲に、 之に 對 する 彼等の： a 地 は 殊更に われらの 注意に 値した の だ。 然 らば 羅甸亜 米 利 加 人 

の モン 口 ォ、 王 篛に對 する 地 は^して 寳際 如何なる もので あるか、 また 肢鈸 なく この 地と 應對 する 

ことに 依って、 モン n ォ、 王義 が片務 的な 蕃戒 的な ものの やうに 南米 人に 忍 はれす、 飽くまで^ 米 的な 

る 事 を 主眼と する もの だと 云 ふ 事 を 知らし める 方法 は 如何に。 之が 當 面の 問題であった。 ところが 恰 

度 この 時、 平和の 爲の 三角 nnEi に底邊 を なすこの 考を、 いよく 實 現すべき 恰好の^ 機が 到来した や 

うに 思 はれた の だ。 

<?r より 三年 前、 千 九 百 十一 一-年 一月 九 n、 亞爾然 丁 公使の 手から 私 は亞雨 然丁國 民に よって 贈られた 

特刖 金脾を 受けて 深く 心 を 動かした。 その CI、 私 は 米 化 羅甸问 胞に對 する 自分の 知識と 愛慕と に 促さ 

れて 一片の 勸 吿を敢 へて したので あった。 これ は 前後 二 年 11 私 は 南米に 滞留し、 その 便宜に 依って 國 

民の R 常に 於ての みならす、 また 各種 國際 今- 議に^ 集した ろ、 多數 共和 園の 政治 及び 知識^級の! 

の 意^ を も 私が 知り 得た 其 結果で ある。 この 勸吿は 私 は 感謝す るが、 三つの 有力な 代表者 (一 々亞 顿 
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然 丁の、 他は鈕 育の) の 手 を經て 三百の 羅甸亞 米 利 加の 新聞紙へ 電 達せられた。 それ は 次の 通りで あ 

つた。 

『この 墨 西 哥干涉 の 議論 こそ 恐らく は、 全 羅甸亞 米 利 加の 股 中に 映 じたる モン ロォ 主義の 問題に 就い 

て 吾々 の考を 正す 可き 機會 ではなから うか、 此點 を先づ 一考し、 また 同時に 干涉 そのものに 對 する 問 

題の 出來 得る 限りの 解決法 を も 講じて 見たい。 さて 私の 新しい 勸吿 とい ふの はかう だ、 假に墨 西脊或 

ひ は 他の 姉妹 共和 國の 事態 容易なら す、 爲 に歐洲 列強の 或 ものが 自， S 市民 を 保護す る爲、 先んじて 武 

力 干 涉を行 ふか、 或 ひ はわが 西半球の 或 市：^ の爲に 同様の 世話 をす るか、 何れに もせよ、 終に 必然の 

勢と して モン ロォ 主義の 條 項の 下に、 合 衆國が 起って 千涉す るの 必耍を 生す ると 想像せ よ、 その 時、 

私の 意昆 として、 われら は 亞雨然 丁 及び ブラジル か、 或 ひ は 他の 亞米利 加の 一 國 若く は 數國を 誘つ 

て、 共に 協同して これ を 行 ひたいと 考 へる。 これ は 國務卿 ノックスが 秘露 H クヮ、 ドル II の 紛議に 用ゐ 

た 策と 同様で あるが、 當時は 有名な この 主義 も 武力 干涉も 問題に はならなかった。 かかる 誘引の 結果 

は 如何なる であらう か。 それ は 二つの 顯 著なる 傾向と なって、 共に 大に 歡迎 すべき もので あらう e 先 

づ 第一、 この 事 はわが 南米 隣邦の 人た ちの 頭から、 わが 米國の 目的が 領土 獏得 にあるな どの 誤解 を 一 

掃す る だら うと 思 ふ。 何と なれば おのれ 獨り利 を 占めよう とする 者が 隣人 を 一 一人 も 誘 ひ 出す 事 は 無い 

からで ある。 第二に は、 私 は 之 も 等しく、 大切な^ だと 思 ふが、 已の懊 を 粑す爲 にわが 單獨交 涉を望 
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み、 わが 米國が 他の 列強と 共同で 交涉 する こと を 喜ばない 個人 ゃ圑體 のしつ こい 請求 を わが 政府 は 之 

によって 免れる ことになる。 更に また 是は羅 甸亞米 利 加 をして われらと 共に モン 口 ォ主篛 の S 任を頒 

ち、 その 發展 に參與 せしめる 誘引の 最上の 策であって、 かつ 最も 得心の 出来る 形式で ある。 この 大主 

は^ちに 大陸 的の ものと なり、 今日 その 一大 缺點 である 片務 的の 性質 を脫 する 事になる。 合 衆國の 

^お 1 ： 羅^ 亞米利 加 の 取締 をす る ことで はない。 ひ とり 南米 に 於て のみなら す 又 北米に 於て も、 此忍 

想の 何播 が：： 十ければ：： 十い ほど 益 々わが！： 際 的名聲 を 博す る 事になる であらう。 何時に 限らす、 モン。 

ォ、 H-;^ 條项の 下に、 西半球に 於て 武力干渉の 必要が 起った 時には その 如何なる 場合た る を 問 はす、 他 

の 亞米利 加が 諸國を 誘って 共に 贵任 を頒 ちたい。 亞米利 加諸國 はすべ て^ 等しく 此 主義の 恩惠と 責任 

と に與 かる ベ きも ので ある。』 

以 上 は 私が 三年 前 に聲 明した とこ ろ、 爾來 事態 は當時 公言し た 私 の 意 a を 愈 々益々 强 める ものと な 

つた。 W 米 利 加 共和 阈の 共同 交 涉の爲 に 形成した この 計畫の 主なる 價値 はこれ が 電達を 受けた 三百の 

新^^  - つと して 不同^ を i? へた もの はなく、 殆ど 皆す ベて を擧げ てこれ を 是認した とい ふ目醒 まし 

い を 見て 明らかで ある。 この 羅甸亞 米 利 加 諸 新聞の 異常な： 致 は、 われらが 長く 等閑 視 して ゐた 

或 もの 卽ち 南米 人の a 解と 全き 調和 を 得た 基調の 彈ぜら れた事 を 示す ものである。 合 衆國の 新聞が 敵 

^を 以て 私の 所說を 評し、 方 案の 概略 を 見て 實 行し 難しと いふの を 主たる 論 據 としたの は 殊に 面白い 
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と ©3 ふ o 

十 五ケ ほの 後、 千 九 百 十四 年 四月 二十 五日、 墨 西哥の 難局に 關 して 恰も 先き に 述べた やうな 好意の 

仲裁が、 華 盛頓駐 剳の 外交 代表者 を 通じ、 亞雨然 丁、 ブラジル、 智 利三國 によって、 次の 通り 徹頭徹 

尾 歎賞すべき 提議と なって 合衆國 政府に 向って 提出され た。 

『わが 大陸に 於け る 平和、 文明の 利 を^らん とする 目的、 爾後 流血の 慘を 防がん とする 熱^に より、 

盅米利 加 諸 國の阈 民と 政府と を 常に 圍繞 せる 友誼 協同の 跽斷を 十 ；-. として、 吾 儕、 ブラジル、 亞雨然 

丁、 智利 三國の 正式の 全權 使節 は、 米 墨問 ^闘の 和 順なる 解決 を 兌ん が爲、 わが 好意の 斡旋 を 閣下の 

政府に 致すべき 光榮を 有す。 

この 提案 は 吾等が 勸吿 案と して、 該問題に 關し曩 に國務 卿の 机下に 呈出す る 機會を 有せし もの を更 

に 正式なら しめたる なり。 玆 に國務 卿に 對し、 いま 又 新たに わが 最高に して 特別なる 推 重の 意 を 確言 

す。 

デ  ィ、 ダ  ガ  マ 

アル、 エス、 ナ オン 

エド ゥ ワルド ォ、 シェア レツ、 ムジ 力』 


こ の 仲裁が 米 の戰を 防ぐ の ほか 他意なかった こと、 叉 その 目的と すると こ ろ 毫も ^西哥 の w 亂 

に容咴 する の考の 無かった こと は、 紬 心に 注意すべき である。 此點は 該案が 如何なる^ 度まで 成功し 

たかを K- へる 時、 是非とも 念頭に S かなければ ならぬ。 

此投案 は 直ちに 米國 政府の 容認す る 所と なった。 次に 揭げ るの は 常時の 國務卿 プライア ン 氏に 依つ 

て 迗られ た 容認 書で ある。 

『合 衆國 政府と 今； = わが 姉妹 共和 國墨 西哥を 代表 せんと 要望す る 者との 問に 横た はれる 現下の 難局に 

關し、 能 ふべ くば 解決 を 遂げん 爲、 貴 政府の 好意 ある 斡旋 を 致されん とする 贵 官等の 速 名 書 を 受領す 

る や、 合 衆 1： 政府 はこれ に 示された る 友誼、 好 情、 及び 亞米利 加の 平和 安寧に 關す^ 寬 厚の 配慮に 對 

し、 ^く 感動に 堪 へざる ものな り。 旣に 提案の 作成せられ たる 目的の^: する 听を 知れる が 故に、 わが 

合衆國 政府 は 猥りに 之 を 謝絶す る を惮る ものな り。 わが 政府の 主眼と する 所 は、 亞米利 加の 平和に あ 

り、 また その 諸共 和 國と國 おとの 親交に あり、 共 目的に 基け る忌拇 なき 相互の 理解と 友誼に よつ 

ての み 生すべき 幸 幅と 繁榮 とに あるな り。 この 故に 貴 政府の 寬 厚なる 提出 案 は 容認せられ たり。 墨 西 

^ ^ の 各 異分子 を 代表して、 滿 足なる 從っ てまた 永久 的な る 解決 の 條項 を議す るに 足る もの を贵官 

等が 發 見せら れんこと、 莨に これ 我が 政府の 熱 に堪 へざる 所な り。 若し 贵宫 等に して 彼等に その 意 

ある こ と を發兑 せられな ば、 わが 政府 は 喜んで 其 議に與 かり、 如何なる 要求に あれ キ： 權 によって 形成 
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せられた る 提案に 關 して は 最も 腹藏 なく 且安協 的なる 精 祌を以 て 之 を議 し、 彼等が 亞米利 加に 於け 

る 相互の 協力と 信賴 との 新時代の 可能 を 示し、 其 將來を 察する の 明 あらん 事 を 望まん とす。 わが 政府 

をして 忌憚な く 言 はし むれば、 現下 米 墨 間の 外交 關係 は： 時斷絕 せる が 故に、 貴 官等の 提議 せられた 

る 仲裁 計 畫を行 はんとす るも必 すし も 障害な きを 保せ す。 また 墨 西 哥國內 の 兵 勢 を 管理せ る 人々 が 進 

攻の擧 に 出づる 以上、 勢 ひべ 口 衆國は 直接 平和の 希望 を擲 たざる ベから ざる こと も、 これ 亦 論 を 俟たざ 

るな り。 然れ ども か くの 如き は 吾等 をして 贵 官等の 寛厚なる 意 兑を容 るるに 躊躇せ しむべ き 理由た 

る ものに はおらす。 無謀なる 示威 行動が わが 平和の 希望 を 失 はしめ、 談判 を 中.： a せし むる の 憂 なきや 

う、 短 時 H-r に 最良の 結^ を 得ん こと を 希望す。』 

五 年 前 ——- と 言へば 實に 短時日の 事で あるが、 —— 五 年 前まで は、 南米で よく 言 はれた 事 は、 どう 

して 北の 兄 分た る 合 衆！： が、 阈際 問題の 解決な どに 就いて、 南の 弟 共の 援助 や 忠告 を 容れる もの かと 

いふので あった。 今や この 誤解の 亡靈は 影と 消えた。 現に 此 場合 恰も その 援助が わが 合衆國 によって 

本式に 容れ られ、 かつ 歡迎 せられた ので ある。 各國の 歴史 を 通じて、 西半球の 南北 國 民が 各 共和 國相 

互の 平和の 爲に 協力の 實を 示した この 好例ぐ らゐ 著しく 健實 を證 する もの はない ので ある。 これ 實に 

W 界的 事件と して 重大な 事で は あるが、 亞米利 加の 事件と して は 更に 最大 重要の 事柄で ある。 提供 さ 

れた 仲裁 を 吾 々 が 容認した 事 は、 單に 墨 西 哥國 民に 對す る 調停 を 得しむ るに 與 つて 力あった のみなら 
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す、 リ いて は、 +n 欧羅巴 を荒廢 しつつ ある 軍 力 主義の 西半球に 薆延 する を 防ぐ 機關 として モン ロォ 

4f: お の ^俽 を、 南米 全 體に 痛切 に會 得せ しめたので ある。 

このお 認 に引桉 き、 加奈陀の ナイアガラ (バ ファ o 附近の) で、 五月 二十日に 始まり 七月に 人る まで 

核いた る 全米 會 合が 開かれた。 之に 列席した 者は此 提議に 調印した る三國 大使と、 合 衆國の 代^^ 及 

び の 代 巧者であった。 この 會 合の 審議 は 絶えす. 一般 公衆の 深大 なる 與味を 惹 いた。 會 期の 終 を 

せげ たと き、 仲裁 三 國の 外交官の 故參 たる ブラ ジ ル 公使 は、 之 を 新閗弒 上に 公表す るに 當 つて 下の 如 

き^を 川ゐ た。 『衝突の 國際^ 係の 方面 を議 する 事 は、 確かに 吾 々のぶろ ぐらむ の 耍點の ； つであった 

が、 之 だけ は先づ 解決が ついた と 言 ひ 得る の は、 私に とって 何よりの 滿 S である。 だからといって、 

吾々 が車旣 に 成れり として 歸！： するとい ふ 意味 は此 中に 含まれて は 居ない。 唯 先 づ此點 まで は戰爭 を 

避 け 得た と^々 は感 する ので ある。 また 最も 直接に 利お：； 闢係 ある 國 々の 合意の 上で、 且 はまた 合衆國 

政- 5 の 感^と も 十分よ く 調和して、 ここに 吾々 が 決定した： 事が ある。 卽ち 吾々 の國民 的^: 题には 常 

に 公明の ^ を 遂げ て、 海外の 干涉な し に 問題 を 解決す る 事を亞 米 利 加 の 根 本 方針と する 事で あ る。 

以上の 如き 結 * が 得られ さへ すれば、 吾々 は 確かに 亞米利 加！： 睽 政策の 上に 〜厣 都合の よい 新空氣 

を 作り出し たの だと 信す るの だ o』 

今 この 章 を 終る に當 つて、 ； 言して おくべき は、 かかる 仲裁が 或 限度 以上に は 有效な 目的 を 達す 


る 事が 出来ない とい ふ點 である。 この A,  B.  C 仲裁 は、 國の 大小 を 問 はす 各國 民の 完全なる 獨立主 

權と いふ ^想に ： 大 刺戟 を 與 へたに は 相違ない、 (之 は 今日まで 羅甸亞 米 利 加の 人た ちが、 モ ン "ォ主 

篛 によって 威嚇され ると 勘逮 ひして ゐ たもので ある。) しかし また 國際關 係の 發 達の 今の やうな 程度で 

は、 かかる 仲裁の 提議に は 或- n 限 を S くべき だと 云 ふ 事 も、 亦 同じく 眞 である。 或 種の 問題 は a に 一 

國 民の 獨立 主權の 中に 深く も 織り込まれ、 其 安寧 幸福に は 非常に 大切な 密接の 關係 ある もの だと 信ぜ 

ら れてゐ る。 從 つて 中立 强國 からの 仲裁 案が、 其 國の獨 立 主權の 爲に眞 に危險 となる 事 も あるの 

だ。 たと へば かの プレ H ト 河脊轄 問題の 如き、 之に 沿へ る兩國 民に は 非常に 大切な 事柄で、 また 同時 

に 外部からの 干涉は 却つ て 無謀で あり 實際 的で ない と 云 ふ 程まで に 際どい 問題であった。 大西洋の こ 

なた に 於て、 吾々 は阈際 平和の tr 眞 に信賴 すべき 防護の 法 を 得る に は旣に 長足の進歩 をした ので あ 

る。 わが 南米の 友邦が 示した あれ 程までに はまた よく 國際關 係の 事に 素養 を 積んで ゐ ない 他の 方面 か 

らして、 若し 實 際に 疎い 勸吿が 出て、 これ 以上の 進歩 を危 きに 陷 らしめ る やうな ことで も ぁ比ズ 、 そ 

れ こそ^に 淺念 だと 5 や はれる 程の 極めて 實際 的なる 一 大 進歩 を 遂げた ので ある。 

以上 私 は 平和 三角 同盟の 底邊が 如何にして 出來 上る に 至つ たかを 明らかにした。 そこで 次に は 比^ 

力 が^して 功 を 奏し たかを 一考して HJ- よう。 何と なれば 底邊が 確固して 居ない 位なら ば、 三角形 を完 

成す る 他の ニ邊 は、 一 餍 初めから a 策し ない 方が 好い からで ある。 
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第 十 章 A.  B*  C(A 亞爾然 丁、  B ブラジル、 C 智利) 

仲裁 は 果して 成功せ しか 

從來稍 人 をして 失^ せしめた 感 ある 國際 平和運動の 爲に、 何等かの^;^ 的 寄 "策 を講 する 事 は、 われ 

らが經 來れる 如き 世界史 上の 危機に 際して、 焦眉の 必耍に 迫った。 此遝動 は、 叫ら かに、 また 人 をし 

て 如何にもと 忍 はせ る だけに、 實際 的な もので なければ ならぬ。 平和 協會は 極めて 實 際に 疎い とい ふ 

のが 殆ど 定評の やうに なって ゐ るからで ある。 それと 云 ふの も寶 際に 疎い 或 人た ちが、 徒らに 口 さき 

ば かり を 材料 にして、 動と も すれ ば 共 動機に は 自分 の 名が 新聞 雜誌 に 出る のを樂 しみに すると 云 ふ 臭 

味が あるから だら う。 のみなら す 彼等の 努力 あるに も拘ら す、 戰爭は 無くなる どころ か、 寧ろ 益々 頻 

繁の度 を 加へ たので ある。 

菘^: 界の 方で は 大陸 全體が 戰亂の 渦中に 投じて、 恢復までに は 幾年 も かからう とい ふ騷 ぎの S! に、 

大. €:^h のこな たで は 前述の やうな 實際 的な 平和 策が^? へられて、 それが 物に なり、 うまく 戰爭を 避け 

る 事に，、" 成功した ので ある。 この 畫策 は實に 世に 所謂 A*  B.  C 仲裁と して 現せられ た。 しかし 其 
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火なる 眞價に 至って は 未だ 十分に 認められて は 居な い。 或 大きな 國 ほの 變 局の 時に 生き て ゐる人 

は、 先づ 概して その 重要な 點に氣 付かない もので、 ちゃう ど餘り 近く 木の そばに 立 つて ゐ る 爲に森 

が 目につかな いやうな もので あ る" 然 らば 此畫 策が 効 を 奏した と 信す るに は^し て 如何な る 理由が あ 

W 力  • 

墨西哥 問題に 際して 此 仲裁から 出來た 二つの 著しき 結果 は、 第-、 舆 論の 取 高 審判 所が 西半球に 出 

來た 事と、 第二に は、 モン 口 ォ 主義が 忽然と して 大陸 的の ものと なって、 羅甸亞 米 利 加の 方の 人た ち 

から 見ても、 最早 片務 的な^ 戒的な もので は 無い ことにな つた。 大きい 奴が 大きい 棒 を 持って ゐ るの 

だと 思って ゐ るの は、 ^に 心の 迷 ひであった 事が 分った。 新世界の 政治 史上 こ、 に はじめて 輿論の 最 

高 {# 判 所が 現 はれて、 羅甸亞 米 利 加の 人に もまた アン グ a  • サ クソン 種の 人に も 同様に 重んじられ、 

其 決議 に は 南北 兩米 ともに 之 を 尊重し て 承認す ると 云 ふまでに なつ た。 如何な る國と 雖も此 承認 を 無 

視 する 事 は、 海 牙 審判 所の 正式の 判決 を 無視す るよりも 更に 困難の 事と なった。 種々 の 方面から 見 

て、 之 こそ かの 海 牙で 速續 して 開かれた 會 合で 考察され た 立派な 國際 平和 機關 の結枭 として、 最も 實 

際 的な る も の に 他なら ぬので ある。 

之 を 『舆 論の 最髙 ^判 所』 と 名 づける が、 かく 呼んで はならない 理由が ある だら うか。 この 名に 對 

して 誰か 異存が ある だら うか。 正式に、 根氣 よく、 また 禮節を 重んじて 或 難問 を 諸方 面から 考究し、 域 


その 努力の 結^ こ そ戰ゅ を 未 前に 防ぐ 事で はな か つた か。 この 戰爭た る や 不必要な 戰举 では あるが， 

しかしお し此 仲裁が 無かった ならば、 危 くも 目前に 迫って ゐ たもので、 實に 國 威に^ すズ， 侮辱と して 

いかなる 阈 民と 雖も 忍ぶ 能 はざる 程の ものが あった からだ。 

判廷 にして 勢力 あらしむ るに は 先づ之 _v 尊朮 しなければ ならぬ が、 之 は國際 ii の { さ判廷 に 於 

て 然りで あ る。 それ は 裁判 權が 自國 W 問に 限られ て ゐ る^ 通 審判 廷の 享有す る， 察 力 と 云 ふ もの お 

つてね ないから である。 法廷に して 眞に 有效 ならし めんに は先づ 輿論の 裏書 を 得なければ ならぬ が、 

今 ここ に 論じ て ゐ る 法廷 こそ は. K に此裘 ^を^ つ た 裁判所 で 、 こ れ寶 に舆論 そ の もの の 座 物で あ る と 

いふ 立派な 现 由が あるから だ。 亞爾然 丁 > ブラジル、 智 利の 與論」 して 若し 此 仲裁 提議 を諾 する だけ 

に 進んで ゐ なかったならば、 かう いふ 提議 をす ス. 事 は 決して 無かった だら う〕 しかし 之を諾 したる 以 

上、 も 一 つの 羅甸亞 米 列 加の 國 たる 墨 西哥が 仲裁者の 決議 を 大丈夫 承認す る だけの 堂々 たろ^^ を そ 

れが 作って ゐ たので ある。 アン グロ  • サ クソン 種の ー國が やり 出した 位の 事で は、 此 承認と ても^ら 

れ なかった ので ある。 

かう いふ 裁判所が やがて 西半球の 方で 國際 問の 利益の ために 如何に 冇 力な 機 四になる だら うかと い 

ふ^を、 合 衆！； 人が 本當に 理解す るに は、 なほ 多少の 時 問 を 要する だら う。 何故かと いふと わが 米國 

人 は全體 から DH」、 奧 論が 米阈に 於け るよりも 南米に 於て 遙 かに 有力で ある 惠を まだ 知らないからで 
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ある。 南米で 之が 有力な の に は 色 々の 理由が ある。 その 一 つ は、 .. I - 殊に 其 最も 重大な 理由の 一 つ 

は、 ヘン リ • クレイが 之 を 知って ゐて、 前に も 述べた 如く、 しきりに 藻搔き 立てて ゐる 西班牙 植民地 

の 獨立 承認 のた め に 米國上 院 で論爭 の あつ た 時、 ク レ ィは 植^地 新聞紙の 驚く ベ きば かり 優秀な る蔡 

を 指摘した ので ある。 昔から かの 國 では 立派な 新聞 傳統 があった が、 今 も それ を 見事に 維持して 行つ 

てゐ る。 殊に 南米の やうに 新聞 閱讀に 熱中す る國 民の 輿論の 上に は、 新聞 弒が 如何に 大勢 力 を 有する 

か、 殆ど 測り 知る 可から ざる ものが ある。 かの 地の 大 新聞が 讀 者の 注意 を國際 問題の 方に 向けようと 

する こと、 米阈に 於け るよりも 如何に 大な るか は 特に ここに カ說 して 置く 必要が ある。 わが 國人 は殆 

ど 以上の 點 に氣附 いて ゐ ないから だ。 ブ H  ノス • アイ レスの 『新聞』 の 如き も 有力なる ものの ： つ だ 

が、 二 K 全郃を 日々 電報に 費して、 如何なる 米國 新聞 鉞と雖 もま だく 達し 得ない 標準 を 示して ゐ 

る。 澤 山の 外阈 通信 は 日々 南米 人の 目に 觸れ て阈際 問題に 就いて 考量せ しめ、 日に日に かう いふ 問題 

を 考へ敏 けさせて ゐる。 之 を 見る と、 普通の 南米 人が 米國に 於け る 同型の 人た ちに 比して、 外阈 問題 

*v お へ るの に遙 かに 多く 熱中す るの も、 蓋し 怪しむ に 足りない 次第で ある。 

南米の 隣人が 概して 國際 問題の 事に 明らかで、 この A,  B.  C 仲裁の 如き ニ國 民に 重大の 關係 ある 

難問に 對し て： i めて 聰明な 實際 的な る 解決 を 下す を 得 るに 至 つたの は單に 新聞 購讀 によつ ての みで は 

ない。 南米 第： 流の 大擧 では 米國諸 大學に 於け るよりも 國際 法に 重き を 置いて、 有力な 法律家が 多く 


此方 面に 力 を 注いで ゐる。 米！： でなら ば 先 づ國內 の 大事 件の 方に 意 兑を發 表し さうな 型の 人た ちが、 

か：： 國際 法に^ 係して ゐる。 試みに ブ H  ノス- アイ レスの 大 學を兑 ると、 此： 大學の 法科 だけで 養成 さ 

れた 有名な 闽際 法^者の 救の 如何に 多い かを兑 て、 他 國人は 先 づ • 驚 を 喫する ので ある。 その 中で も 

カル ヴォ 及び ドラゴ 二 氏の 如き は！： 際 法の 二 大學說 に その 名 をと どめて ねる。 その他 メラ. c、 ゼバ ル 

"ス、 モンテス • デ. ォカ、 ピ 一一 ェ "等の 斯學の 名家 は^だ 多い。 

南米の 諸大 舉が舉 問と しての 阈際法 を 通俗化し たが 爲に、 かの 國の敎 育 あろ 人士 は、 國際 間の 法律 

問题を 論す るのに、 米國 人より 遙 かにす ぐれて ゐる。 之 は 毫も 驚く に 足らない ので、 此 種の 問題が 多 

年 かの 國の先 S 者の 注意 を惹 い て ゐ た^は、 介衆國 に 於け るよりも 多かった からで ある。 

南米 人が！： 際 問题を 論す る 立派た 素養 を冇 つて ゐる事 は、 ： 般米國 人士の 知って ゐる 以上で あるの 

みたら す、 また 其^-はが 元來氣 力に おんで ゐる ので、 此點に 就いては わが 米國人 はま だよ く 知らない 

やうで ある- 愈：：： 汕には 南米 人 を：： してた だ熱帶 の氣 候で 困らされて ゐ る 熱 帶人嵇 だ とのみ 思って ゐる 

が、 之 は 確かに 誤解で ある。 かれ 等の 能力に 就いては 私は澤 山の 例 を 知って ゐ るが、 其 一 つ を 一 K ふ 

と、 ブ エノス • アイ レスに はかう いふ 人物が ある。 其 人 は 代議士と して 有力で あると 共に、 一大 法律 

事務所 を經營 し、 法科 大舉の 職： « として^ 動し、 また 國の內 外に 寶 行の 廣ぃ或 法 a: 雜誌を も 編輯して 

ゐる。 かう いふ 極めて 廣ぃ 活動の 範阁 は、 かの 國 では 毫も 珍ら しくない 事で ある。 


南米 人？ -れ- む 人、 义た學 や 新 問^から 南米 人が 多年 S けて 來た阈 際 的 知識の 敎 育の ほど を 知って ゐ 

る 人に は Au  B.  C 仲裁の ごとき 實際 的な 方策 は實に 彼等に よって 發展 せられた 事 だら うとい ふ點を 

理解す るの は 蓋し 難事で はなから う。 また 之に 從 つて 起る ベ き 結論と して、 かくして たてられ たる 審 

判 廷に對 して は^ 米 こぞって 十分 之な-尊 m する だら うとい ふ點 も、 尤 だと 容易く 理解され るので あ 

る" 

この A-  B,  C 仲裁の 坊 二の 大 なる^ * を 語る： つの 前^-きとして、 また 上に 述べた やうに 有力な 

る 南米 新聞紙の 讀者 として、 ここに^だ 愉快な 重大な 意篛 ある： 事が ある。 それに は 米 國が此 仲裁の 

提案 を 承諾し、 ゴラ、 クルツ を 軍事的に 卜 一： 領 した 費用の 賠惯 ケ ： 切 放棄した 米國の 行動 を 見て こた 等 

の 諸 新聞紙が； 般 に赏讃 したと いふ 事實を 見る 事で ある。 此賞譜 が 愉快で あるの は、 南米 人の 吾々 に 

對 する 熊 度の • 變 した 事 を 示す からで ある。 また それが 重大な 意義 を 有する の は、 米 國國民 性の 根柢 

に^む 愛 他 的 精祌を 现 解しょう とする 友情の 傾向 を も 示す からで ある。 米國が 喜んで 此 仲裁 を 容れた 

の はわれに 領土 併存の 野心な き 事 を 南米 人に 知らし むる 上に は、 干渉あって 後に 玖 馬から 順次 手 を 引 

いたのより は 以上ば 效^ があった ので ある。 近年 わが 米！： の 誠意 を證 したる 實例、 卽ち千 八 百 九十 五 

年に 米！； が.、 H ネヅ ラフの 領土 を 保護し、 また 支那に 對 して 拳 匪の 亂の 償金の 大部 を 返還した る 唯- の 

國民 であった とい ふ 行動、 これ 等 二つよりも 以上に、 今では 南米 人 はわが 米國の 誠意 を 納得す るに 至 


つたので ある リ 

さて A,B*C 仲裁の この 第二の 大なる 結^に 就いて 見る に、 是は卽 ち 南米が 進んで モ ン a ォ 主義の 

资^  ： 發：^ とに 千與 しょうと する ものに 他なら ぬので ある。 他に 別に 効果 を 齎らさな くと も、 之 だけ 

で旣に 设に此 仲裁の 成功た る を 示す に 足る もので あらう。 此點 から 言 ふと、 千 八 百 二十 三年 十二月 二 

モ ン a ォが其 有名な 敎書を 米 國議會 に交附 して 以来、 こ の 仲裁 ほど 重耍な 發展の 場合 は 確か 

に 他に 無かった ので ある。 千 九 百 十四 年 五月 六日 全 米 聯 合の 總務 局に 集合した る 外交 代表者の 滿 

場 . 致の 決議に よって、 三國 仲裁の 行動に 對 して 他の 十六 ケ國 もまた 之に 賛同の 意 を 表し たので あ 

る" その 決議 は 『亞米 利 加が 大陸の 平和 保全の 爲に 亜爾然丁、 ブラジル、 智 利の 政府が、 其 代表者 を 

仲介と して 提議した る 仲裁 を 赏讃し 且之を 援助す』 と 云 ふので あった。 

米：！： 外交 政策の 核心た る こ の 點に關 し て 、 南米 も 亦 遂に 吾人 の 見地た る 愛他主義 を實 現した の で あ 

る。 そして 四 半球に 於け る諸國 民の 安寧 幸福に 茧大 の關係 ある 問題に 關 して、 南米の 舆 論が 如何に 大 

な る^ 際的惯 to を 有す るか を も 米 人は遂 に 理解す るに 至った ので ある。 この 兩 方面 を 具 へ た る 立派な 

繁 現が かく も 手早く 出來 上る ために は、 仲裁に よるより 以外の 方法で 如何して 之が 出来よう ぞ。 

咔 々血に 渴 したる 哲^-おが 打寬 いだる 姿で 安閑と 爐邊に 坐して 兇暴の 語 を 吐く の を 聞く。 曰く、 戰 

爭に媳 む 時がない、 遠から す 吾等の 番も 廻って 來 よう、 そして 南米と 戰 ふの 日が あらう と。 しかし そ 
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は 架して 何が 故で あるか。 殊に 今や 旣に 其效 カを證 明せられ たる 『聯合 仲裁』 とい ふ機關 が運轉 して 

ゐ るのに、 それ はまた 何故で あるか。 試に 思へ、 羅甸亞 米 利 加の 國 民が 合 衆 國に對 して 宣戰 したと こ 

ろで、 政治 上 經濟上 或 ひ は 領土の 上に 果して 如何なる 利得 を 望む 事が 出來 るか。 或 ひ はまた 同じく 合 

衆阈が 羅甸亞 米 利 加 の國 民に 宣戰 して 采 して 何の 得る 所が ある だら うか、 苟も 正氣の あるん 問に して 

此 利得 を 勘定して 見るならば 潸來 そんな 戰爭の 起り さう もない 事 は 十分な 口 點が行 くだらう と 思 ふ。 全 

米 恒久の 平和から 得られる 商業 上の 利益と いふ やうな ごく^ 同な 論點 から 之を考 へ て 見ても 平和が 繽 

くだらう とい ふ 事の 確實 なの は證 明され る。 合衆國 にして 若し 南米の 領土 を 獲得しょう とするなら 

ば、 そは實 にす ベての 南米 人の 好意 を 失って 了って 今や 增大 しつつ ある わが 南米 貿易 を 危地に 陷れる 

もの だ、 折角 結構な 林檎の 積んで ある 車 を 蹴り 返す やうな もの だ、 な 口 衆國人 はこれ 位の 事の 解らない 

程に 沒 常識な 國民で はない ので ある。 

全米の 難問 を 解決す るに 當 つて 全米 諸國が 一 致の 行動に 出る 必要が、 はじめて ブ H ノズ • アイ レス 

で 論じられてから、 今で 約 五ケ 年になる。 此說 はかの 地で 歡迎 せられ、 特に 其 敏腕な 新聞記者、 わけ 

て も かの 『新^』 S ^筆た る 才人 ダギラ 博士の 如き 屈指の 人物に よって 歡迎 された ので ある。 しばら 

くで も此 人と 談話 を 交換して ゐ ると、 此 思想の 爲に 十字軍 を 起さう とい ふ 精神 を 鼓吹され るの だ。 そ 

して 後日 私 はさう い ふ 聯合 行動 を 全阈到 る處に 獎說す る 機 を 得た の である。 固より 之 は 理想と して は 
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確かに 人 を 感奮せ しめる もので あつたが、 『かく も 心 こめて 願 はるべき』 大願成就の 所へ 行き着く まで 

に は、 前途な ほ 遼遠で 且 幾多の 苦闘 ありと 思 はれた ので ある。 しかも それ は 速 かに 立派な 事資 となつ 

て la 現せられ るに 至った。 後の 者の 倣 ふべき 先例と なり、 また 將來人 をして^ 往 邁進せ ざる を 得 ざら 

しむる 程の 旗 章 ともなって 現 はれた。 千 九 百 十三 年； 月、 私が 聯合 仲裁の 案 を 立ててから： 兩日 にし 

て、 或 友人 はかう 一一 一一 〔つた、 そんな 架空の 案 を 立てて それが 實際 社會の 人達の 赘同を 得る までに は、 果 

して 如何ば かりの snra;: を 要する 事と 思 ふかと。 此 問に 答へ て、 私 は 恐らく それ は 多年の 努力 を耍す 

るで は あらう が、 常時 五歲 にな ス 私の 男子^して 是非とも 此 運動の 爲に 一 生 を 捧げし める やうに^ て 

上げたい 希望 だと かう 答へ たので ある。 しかも それ はこの 幼兒が 乳母の 乎 を 離れる 前に 旣に 立派な 事 

宣 となって 出來 上った。 一 一年 半なら すして 此カ案 は 今や 旣に 西半球に 於け る阈際 問題解決の 法と して 

衆 の 認む ると ころと なった ので ある。 

モ ン & ォキ： ^が 米國の 領土 獰^ を^ 味す る もので はない とい ふ 事 を 南米 人に 納得させる か、 或 ひ は 

南米の 好意的 協力が！： 際^ 件に 當 つて 如何に 實際 的憒値 ある や を わが 米 人に 納得せ しめる か、 この 兩 

^いづれ が 多く 闲難 たり や は • 寸言 ひ 難 S 點で ある。 而も 此 一 見 不可能な りと 思 はれた る 結果 は兩方 

共に みごとに 成就 せられた。 實際 的な 閾際 仲裁裁判の 精神 を 以て 提議せられ、 之 を 受ける 方で もまた 

等しく 國ぉ的 誠意の 精祌を 以て 承諾す るに 至った 不 南米 仲裁と いふ 此 〜 行動に よって、 そ は 成就 せら 
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るるに 至った。 華 盛頓駐 剖の 亞雨然 丁、 ブラジル、 智 利の 外交 代表者 I ナ オン 博士、 ダ， ガマ 博 

士、 及び スァ レヅ 博士； 一： 氏 —— が此 仲裁の 爲に 致した る 偉功に 至って は、 殆ど 讃賞 に辭 なきば かりで 

ある。 各方 面に 於て 最高の 好評 を 博し、 米 國議會 をして、 まさに 之に 相應 したる 行動に 出づ るに 至ら 

しめ、 米國諸 大擧の 賛同 を も 得る に 至った など は、 それ は實に 感嘆に 値する もので あつたの だ。 完全 

なる 平和 時代の 尙ほ 未だ 到らない、 唯國 際の 誤解と 調停 或 ひ は 仲裁すべく 飽くまで 實際 的なる 手段 方 

法を講 するとい ふだけ で、 今のところ 吾々 は滿 足す るの 外 はない ので ある。 願 はくば 實際 的で ありた 

い。 南米 人が 其 A  •  B  •  C 仲裁に よって 一： 小した ほどに 寳際 的な もので ありたい と 思 ふ。 

大西洋の こなたに 於て A  •  B  •  C 仲裁と いふ 事の 結 枭は實 に ごとに 成功した ものであった、 從っ 

てまた 之と 同じ 思想 を歐羅 巴の 方で 之に 倣うて 行 ふ 事の 出來 なかった のは實 に 不幸 だと 思 はれる。 例 

へば 假に 歐羅 巴の 方に も 字 母の 順 を 追うて E  •  F  •  G 卽ち E 英蘭 土、  F 佛蘭 西、 G 日耳曼 三 國の間 

に 之に 倣った 協約が 若し あつたと 想像す るなら ば、 歐洲戰 爭の慘 劇の 如き は 蓋し 起らなかった であら 

う。 尙 更に 進んで 考へ ると、 歐洲の 方で も粉爭 解決の ために 何等か 此 種の 方法 を 速 かに 講す るに 非す 

んば、 大戰 以後の 平和と 雖も 長く は繽 かない 事 は 明らかで ある。 

この 墨西哥 事件に 關 する A . B • C 仲裁 速 動 成功のお 蔭で、 吾々 新世界の 人間 は 今日 吾々 の 考へ得 

るよりも 以上に 政見 發 表の 共同 形式 を發逹 させた。 これ^に 北は大 湖水 地方より 南 は 南氷洋に 及べ る 
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政 は^^の 共同 形式 をな す もので、 われら 凡てに 向って 重大の 意義 ある 危機の 發生 するとき 全米 協議 

の 如何に 有効なる かを實 際の 上に 示した る ものに 他なら ぬので ある。 

A  •  B  .  C 仲裁の 提議 を 何故に 墨 西哥は 承諾した かと 云 ふと、 之 は 全く 墨 西 哥と國 語 を 同じう し、 

其 兌 地 を 共に し、 また考 へ かたに 於ても それと 全く 同様で ある 事の 知られて ゐる 姉妹 共和 國の 口から 

出た からで ある。 此 亞爾然 丁、 ブラジル、 智利三 國が墨 西 哥に對 してな したる と 同一 の 提案に して、 

サ 右し 之が われら 米 人の 方から 出た ものなら ば、 墨 西哥は 確かに 之 を 担 絶した と 見て 差 支ない。 何とな 

わば かう いふ 國際 間の 誤解に 對 して、 羅甸 人種と アン グ a  • サ クソン 人種との 間に は 到底 調停の 道な 

ャ、 な 兌 の 相 異がぁ ると 墨 西哥が 信じて ゐ るの は 極めて 當然 の 事で あ るから だ。 

米 化 アン グ b  • サ クソン 人種と 米 化 rl 甸 人種との 聰明なる 協力に よって、 此 仲裁 成功の 結朵 として 

阔 際 ii の * 大 危機 を囘 避す る を 得た る事寶 は、 今や 南北 兩 米の 認 むる ところで ある。 そこで また 將來 

に 於ても、 かう い ふ 危機 を 何が 故に 同様の 方法で 囘 避すべからざる かと は 何人も 問 はんと 欲する とこ 

ろで あろ。 是れ實 にかの 舊^ な 『唯" 國 民』 の 思想 以上に 踏み出し たる 長足の進歩 として、 眞に 一新 

時代 ゃ剡 する に 足る ものである。 西半球の 諸國 民が 悉く 皆 * 致して、 殆ど 如何なる 阈際 問題に 際して 

も 共同の 安. ¥ の 爲に盡 す 事 の 十分 可能 だ と い ふ 事が、 今では 半點の 疑た 容れな い 事と なった ので ある。 

全米 キ^ は幾ト 年の S1 多く は 熱 k に 過ぎなかった と、 米 1： の 新聞 羝 なぞで 唱 へて ゐた 批評家 も、 今 
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B では 其 熱 氣が旣 に蒸氣 力に なった 事 を 認めなければ なるまい。 此 主義の 味方た る 吾々 は、 此蒸^ 力 

の 利用すべき を 忘れて はならない。 之 を 閉塞 すれば 危險を 生じ、 之 を 開放 すれば 蒸氣 となって^^ す 

るからで ある。 

この 重要 事件から 生じた 新しい 用意、 また 政見 發 表の 此 共同 形式が、 西半球の 外部から 來る 危險に 

對し 吾々 の 平和 を 保障す る爲 に、 如何に 利用 さるべき かの 點に 就いては、 次の 數 章に 於て 之 を 論じよ 

う。 大洋の 彼岸から 來る危 險に對 して、 かう いふ 共同. 一 致の 行動 が^して 出來 るか 出来な いかさへ 

も、 A  •  B  •  C 仲裁の 成功 以前に は 殆ど 問題に ならなかった ので ある。 しかし 今では 旣に 吾々 の S1 で 

共同の 仲裁 方法が 出來 上った 以上、 ここに はじめて 海外から 生す る 他の 問題に 對 しても 共同 一 致の 力 

を盡 し、 之に 對 する 自衛の 爲に 協力す る 事が 出來 るに 至った ので ある。 この 新しい 方面で 羅甸亞 米 利 

加の 吾が 同胞 は、 千 九 百 十四 年 十二月 吾々 とに 對 して 爲 した かの 共同 勸吿 によって、 全米 人 は〜 致し 

て 歐洲交 戰國に 向って 飽くまで も 西半球 近海の 中立 を 維持して 行かう とい ふ 道 を 開いた の で ある。 

A  •  B  .  C 仲裁の 成功 以前 は、 殆ど 考も 及ばなかった 事で ある。 相互の 信賴 もな く、 羅甸 人種 もァ ン 

グロ  • サ クソン 人 極 もお 互に 他の 見地 を 理解す る 事が 出来なかった からで ある。 しかし 此方 面で 更に 

一 歩 を 逃め て 行るべき 事が あるで はない か、 I す ベての 全米 諸國の 共同の 安寧の 爲に 別に 最も 有力 

た る 策が あ るで はない か。 そして 今 こそ 實に 之 を 莨 行す べき 絶好の 機 食で はない か。 


o3t 


平和-一； 角 司^の^^ は旣に 立派に^ 來 上った。 そこで^に これ を 某： 礎に して 東方の ー邊を 建て、 歐 お 

洲 との 紛議 誤解に 對す る 保障た らしめ ようとす る點に 就いては、 以下 之 を 述べようと 思 ふ。 

お 十一^ 平和の 爲 めに する 全米 三角 同盟 (二) 

其 東方の 一 邊、 歐洲 との 葛藤 を 防ぐべき モ ン ロォ 主義の 完成 

個人の 生^に 於け る 如く ー阈 民の 生涯のう ちに も、 非^に 有用な 機會 の到來 する 事が ある。 そして 

それ を 利 ffl する^が 緊急の 義務 だと： n される までに 明らかに 有 W な 好機で あろ 場合が ある。 私の 信す 

ろ 所に よれば 米！： は 今や 莨に 此^の 好機に 際 # してゐ るので、 それ は卽 ち歐洲 が我阈 から E 額の 負憒 

を 求めて ねる 辜 だ。 大統^ モン a ォが其 有名なる 警吿を 歐洲に 向って 發 して 以来、 今日に 到る まで 到 

底出來 さう もなかつ たし、 將來も 亦 -冉 び出來 さう にもない 程の 貢献 を、 今や 吾々 に は 全米 主義の 爲に 

致す $ を 得 る の で 、 之 は^に 史上 未 首 有と も 言 ふ ベ き阈際 問 の 現 狀の然 らしむ る 所 だと 私 は 信じ 一 』 ゐ 

る、 そこで 今未來 を 論す る 前に 先づ 過去 を囘 顧して 見よう。 卽ち 全米 主義の 現在に 於け る狀 態と、 こ 

こまで 進んで 來 た徑路 とに 就いて ： ^して 兑 よう。 最も 北に 位する 共和！： たる わが 米國 にと つて、 全 
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米 主義 は 常に 乇 ン n ォ 主義と 相卽 不離の 關係を 有して ゐ たが、 この モン a ォキ： ：® は 単に 重要なる 際 

的の 一 事 赏 たるに 止まらす して、 實に 一 大根 本 方針の 上に 基礎 を 置いて ゐる ものである。 若し さう で 

なければ、 到底 わが！： 人の 人氣を 得て、 それが 遂に 米國 外交 政策の 一 目標とまで なる 事 は出來 なかつ 

たので ある。 自阈の 利益の 爲に盡 しながら、 同時に また かくまで も 理想的に 愛 他 的で ある 政策 は、 如 

何なる！：^ の糜史 にも 其 例を昆 ない ので ある。 乇 ン 口 ォ、 王蓊は 西半球に ある わが 同胞 共和 國の いづれ 

から も 領土 を 我に 獲得 させよう とする もので はない。 唯 かかる 領土が 歐洲强 阈 の 手に 歸す るに は反對 

し、 山て 以て 吾等 をして 欧洲 政 举の渦 屮に陷 るの 憂な からし めんと する ものである。 

モン a ォ の敎書 は、 かの 華盛顿 との 言して 迤 引用せられ る、 外！： 同盟の 中に 棬き 込まれる なと 言 

つた 說 から 當然出 る 論理的 系 論に 過ぎない、 こ は 吾々 の 忘る 可から ざる 點 である。 なぜ 系 論になる か 

とい ふと、 たと ひ 吾々 はさう い 云 ふ H: 盟に 直接 加 はらない にしても、 欧洲 殖 W 地が 西半球に 出來れ 

ば、 勢 ひ ^接に 其 渦中に 卷き 込まれな いと は 限らぬ からで ある。 モン 口 ォが 避けよう としたの は卽ち 

此危險 であった の だ。 『吾々 は 海 を 越えて 諸君の 事に 手出し はしない。 諸君 も 亦 海 を 越えて 西半球の 

ど -o 

事に 乎 を 出して はならない』 と、 かう 吾々 は 言 ふの だ" 然 らば この 防衛 隔離の 政策 は 如何して 出來上 

り また 發逑 した か。 モ ン ロォ、 王義が 海の かなたで 一 般に 承認 せられて 後、 當然 これに 次いで 起るべき 

問 S ま、 モン ロォ 主義が 大港 全體の ものである 可き 事に、 わが 同胞た る 亞米利 加 共和 國の 意見が 皆 一 


致しなければ ならぬ とい ふ 事であった。 卽ち比 大陸 政策の 莨 任に は 諸國皆 之に 與り、 從 つて モン ロォ 

4f,^ はも はや 片務 的た る 可き もので はなく、 また 共 運 W  (防 衞或ひ は 其 他に も) に 於ても、 單に之 を 

な：： fl: にの み委 ぬべき ではない と 云ふ點 であった。 勿論 他の 諸 國が賛 1： しょうが しまいが、 もと/ \ 

わが 米^から 出て、 また 我 國には 最も 大切なる 此 モン a ォ主篛 は、 米 國が之 を 維持し 主張して 行かな 

ければ ならぬ。 然るに 諸^ は旣に 先んじて 此處 S に 出で かの A . B • C 仲裁が うまく 米 H 問の 戰を未 

前に 防いた^ は實に 感謝すべき である。 近頃 更に 範图 を廣 めて 亞米利 加 七 共和 國が 共同して 墨 西哥の 

に 向つ て 好^の 中 出 をした の も、 希く ば 之が うまく 成功し て 內亂 を鎭め る 事が 出來、 恰も かの A, 

B  .  C 仲裁が 1： 際 間の 衝突 を 未然に防 いだと IS じ やうに 成功す る 事 を 望む ので ある。 此 第一 ー闼の 行動 

が W してう まく 行く か 行かない か は 別問題と して、 たしかに それが 第 一 囘の 行動 を 改善した ので ある 

の は、 小！； 民 を も大國 民と 同様に 重耍の 位置に 置いた 點に 於て、 莨の 民主的 平等の 精神 を 現 はして ね 

るからで ある。 兎にも角にも、 歐洲の 方で は 今や 共 R 一  致の 努力が 戰爭に 向って ねる 此 時に 當 つて、 

大西洋の こなたで は、 平和の 爲 にかう いふ 共同一致の 行動 を 取った と 云 ふ 事 は、 實に 立派な 著しき 事 

S に 他なら ない。 

しかし 平和 を 確保す るた めに 全米 主義の 發展の 上に、 更に 一 歩 を 進めて 行る 可き 事が あるで はない 

卜。 そして • 歩 を 進める に は 今や 實に機 到れる 時で はなから うか。 全米、； 土義は 旣に此 西半球で 國際平 
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和 を 保つ 實際的 方法 を 作り出し たが 更に 一歩 を 進めて、 歐洲と 西半球の 平和 を 確保す るに 足る 赏際的 

な 方法 を 案出す る 事 は出來 ないだら うか。 私の 信す る 所に よれば かう いふ 手投は 確かに 在る" そして 

4 の 時 こそ 寶に 之を實 行すべき 絶好の 機會 だと 思 ふ。 千 九 百 十 W ^十： 一月、 わが 南米の 友邦 は 相 聯んロ 

して、 全米. 切の 海上 を 局外者 間の 武力 上の 衝突から 全く 離脫 させよう とする 努力 をした。 そして こ 

の秀拔 なる 提案 は實際 的なる 條件 として 現 はれた。 わが 米 人が 國際 問題に 興味 を 持つ やうに なった の 

は、 ほんの 近頃の 事で あるが、 さすが は 多 ^'この 方面の 研究に 素養 を 積んだ る 南米 諸國 民と して は、 

いかにも やり さつ だと 思 はれる 程の 立派な ものであった。 これら 南米の 人た ち は實に 一 個の 華 盛頓た 

り-モン n ォ たるの 明察 を 以て 將來を 達観した。 そして 歐洲 戰亂の 渦中に 陷ら ざらん が爲に は、 是非と 

も亞米 利 加 海睦を 武力 上 の 衝突 或 ひ は 其危險 から 脫せ しむ る の 必 要 ありと 感じ て 、 こ の 離脫 の 爲遂 に 

聯合 ： 致の 耍求^ 發 したので あった。 

試みに 南米の 此正當 なる 要求の 如何なる ものな り ゃを撿 して 昆 よう。 そして 華 盛 頓とモ ン n ォとが 

カ說 したる、 米阈 をして 全く 外國紛 ゆの 鬧 外に 立た しめようと 云 ふ 方針 を、 徹底的に 完成す る 爲に目 

下 必要なる 第一 一の 手段の 如何なる ものな り ゃを此 要求が 果して 示して ゐ るか 否か を も .1 考 しょうと 思 

ふので あろ。 先づ考 ふべき 第一 の點 は、 全米の 海上 を 中立 させようと いふか かる 要求 を、 わが 歐洲の 

友邦 は 菜して 如 佝に感 する か、 これに 對 して 歐洲の 友邦 は 如何なる 囘 答を與 へ るが 正當 であらう か、 
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の^ n である" おも ふに 正當 なろ 囘 答と は 次の 如き もので は 無から うか、 卽ち、 西半球に は、 大陸の 

方に も 或 ひ は 其 近海の 島 * にも、 歐洲 列强は 多年 その 領土 を 保有して ゐ たの だから、 從っ てまた 之 等 

^地 を 軍^ 根摅 地と して 用ゐ、 共 海上に 軍事行動 を 執る の 權利を 有すと U 若し^して かかる 囘 答が 公 

叫..^ 大な ものである とならば、 一切の 亞米利 加 諸阈が 歐洲 列強の， 王權を 離れて 了 ふまで、 全米の 平和 

,、 

は-: だ 仝に 之 を 確保す る 事 は 到底 出來 ない。 此點を 十分 明らかにする 事 は、 ^にこれ 西半球に 於け る 一 

切の 共和 國の 義務で はない か、 乇ン 口 ォも ここまで は 歩 を 進める 事が 出來 なかった の だ、 -! 渠は唯 

將 がの 植：^ に 與議 ケ^へ たに 過ぎなかった。 千歳： 遇と も 云 ふべき 今の 時に 當 つて、 此极木 的 事實の 

^  ^ を獎說 す るに は、 別に 大 なる 理由の^ する ものが ある。 

合 衆國が 欧羅巴から 好意 を 求める のに 今よりも 都べ 口の よい 位遛に 立つ 事が、 又 再び ある だら うか 疑 

問で ある。 そして 间 じく 全米の 平和 を 求めろ にしても、 武力に よるより は、 好意と して 之 を 得た 方が 

遙 かによ い。 然 らば 現在の 位 笸 と は 如何な ろ もので あるか。 歐洲^ 國 への 外 國公债 が 殆ど 前例な き 程 

に 今 は米國 で募羝 されて ゐる際 だ。 そして 金に 困って ゐる諸 阈2^ が 皆 米國の 方へ 心 を 向け て ゐる時 

で、 こんな 事 は 將米. 恐らく は 二度と あるまい と 2 心 ふ。 かう いふ 事情 は .教 に 吾々 に 向って 一種 特別の 機 

食 を與 へた もので、 かかる 機會を 逸しない 事 は 殆ど 吾々 の 義務 だと 言っても 可い 位 だ。 總 ての- ゆ； 米 利 

加 姉妹 共和^に 對し、 また 華 盛頓ゃ モン 。ォ C 壯大 なる 遣 志に 對 しても、 之 は 合衆^の 負へ る 義務で 
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ある。 この 二 大政 治 家 をして 世に 在らし めば、 必. チゃ此 好機 を 利用せ ざる をはなかった に 違ない。 

かかる が 故に 吾々 は 歐洲の 友邦に 向って 次の 如く 曾 ふべき ではない か、 『思 ふに 吾々 が 諸君に 對 して 

爲し或 ひ は 將來爲 さんと する 一 切の 行動の 妤意的 承認、 I 亞米利 加 諸 國全體 が 皆 感謝 を 以て 迎 ふべ 

き 寬宏の 承認 は、 今 諸君が 西半球に 於て 領有せ る 一 切の 植^地 を 該國人 それ 自らの 主權に 委して 之 を 

解放す る 事で ある。 加奈陀 は 若し 自分 さへ 望めば 其 獨立を 得る 事が 出來 るの だが、 唯 だ 自ら 好んで 英 

國 との^ 係 を 繼絨 して ゐ るので ある。 ギアナ ニ洲、 英領 ホン デュ ラス、 及び 共 他の 歐洲 植民地と も 之 

と 一  の 機會を 提供せ よ。 わが 南米の 同胞 は 『全米』 の 海上に 砲火 を 交へ たる フォク ランド 島の 海戰 

に 異議 を屮 立てた が、 若し 之 等の. S 喚に して、 それと 相 近く a 起原 を 同じう せる 亞爾然 丁國に 還附さ 

れたな らば、 此諸島 は 決して 歐洲 强國が 海軍 根據 地と して 利用す る やうな 事 はなく、 また 海戰 もど こ 

か 他の 場所で 戰 はれた 事で あらう』 と。 

米！： から 歐洲 に對 して 爲す 如上の 要求 は モン 口 ォ、 王義 のみなら す 全米 主義の 根^ ともなって ゐる眞 

の 愛 他 的 精神の 充實 したる ものである。 これ 蓋し 合衆國 自らの 爲には 領土 は 勿論の こと 何 一 つと 雖も 

求めて ゐ るので はない。 西半球の 自. a と 平和の 確保の 爲 にあら ゆる もの を 求める の だ。 のみなら す此 

要求 を 出す もの は 極めて 潔白なる ー國 民で ある。 さきに 一度なら す 二度まで も 玖 馬 を 解放して、 之 を 

其 自. h の隆に まかせて 置いた 國民 である。 旣 にかく 吾々 米 人が 自ら 行った 通りに 他人に も爲 よと 求め 
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K. 、^は、 吾々 にと つて 決して 不當の 事で はない ので ある。 

歐 洲列 强 にして 若し かか る 解放 の爲に 財政 上の 代償 を 求め る 事が あ るな ら ば、 わ が米國 の 豐 富な る 

財源 を 以て 西半球の 自. 5 の 爲に之 を 費す 方法と して は此 代償 を支拂 ふよりも 以上の 良法 はない ので あ 

ろ。 そし て 此支拂 に 亞米利 加 の 他 の 姉妹 共和 國が參 加す る 事 は、 こ れ亦大 に歡迎 せらる べき は 言を俟 

たない。 ^米 利 加 全土 を自. S ならしめ る爲に は、 人/や 實に機 熟せる 秋で ある。 そして：^ もよ く 之 を 知 

れる もの こそ 卽ち ^洲の 諸政^に 他なら ない の だ。 そ は 何故かと 一一 一 c ふに、 歐洲 諸國の 公愤の 多く を 今 

やわが 米 國 の 取引所で 引受ける 事 を 米 國は需 めら れてゐ るが、 こは^に 各外國 政府の 保持す る 特權で 

あって、 之 を 譲る 爲には 外！： 政府 は^も 代 惯を耍 求す るので ある。 若し 此言を 疑 ふ 人 あらば、 かの 亞 

SLn-J の 公^が 數年前 何故に 巳&; の 株式取引所で 其 相場 を 失った か、 また 如何にして 其 相場 を 恢復し 

たかを 調べ、 或 ひ は 外國で 之に 類似した 多くの 話の あつたの を 調^^て a れ ば^ら かで あらう。 

すべ て 之 等の 外國 公^に 對 して 米 國 取引所 を 閒 放す る 事 は、 これ 卽ち歐 洲に對 しわが 米國の 懐， VIS 

放す る わけで あるが、 之に 對 する 代^と して、 <fr 日 各 國が亞 米 利. R 各地に 保有して ゐる 一切の 領地 を 

自. E 解放す る^ を わが 歐洲の 友邦に 向って 求め、 華 盛頓と モン b ォが 提言した 遺志 を 貫徹し、 外國同 

盟に捲 込まれる 毐を 全然 免れる やうに 十分な 取 計 をす る 事 は、 實に 吾々 の 義務で ある。 わが 同胞た 

る亞米 利 加の 諸共 和 國に對 し、 また 吾々 の 子孫に 對 しても、 彼等が 其繼 承した る 自由 を 平和のう ちに 
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享樂し 得る やうに、 之 を-完成して 置く 事 は實に 吾々 の 義務 だ。 千 八 百 二十 三年に は モン 口 ォは 唯將來 

の歐洲 植民に 對 して 抗議した に 止まった。 しかし 今日で は、 全米 一切の 國土を 現在の 歐洲植 W 地から 

解放す る專を 求め、 之が 代償 を拂 ふの 位置に 吾々 は 今 在る ので ある。 

亞米利 加 諸 國の自 .3 は 吾々 今 代の 者の 生 時には、 それが 十分に 事寳 となって 現 はれる に は 到らな 

いか も 知らぬ。 しかし 確かに 之 は 早晚實 現せられ るので ある。 恐らく は 吾々 の 期待して ゐ るよりも 门十 

く 出来る だら う。 何と なれば、 全米 一 切の 誤解 紛議に は 全米 諸國聯 ベ！ 1 の 行動 を 希求す ると いふ 希望 

は、 ひろく 南米 諸 新聞の 賛同 を 得た ものであるが、 私が 此希^ を 千 九 •.：：： 十三 年： 月 九日に 公に した 時 

に は、 之が：： 十く も 今日 旣に 立派な 事實 となって 遂行 完成せられ、 西半球に 國際 平和 を 確立す る 公認の 

法が 出來 ようと は 殆ど 誰も 考 へなかった からだ。 從っ てまた 全米 主義 成功の 花 も やゆ、 きになって、 西 

半球が 海外の 制御 や 干涉を 免れる の 日が I ^く來 るか も 知れない とい ふ 希望 を 吾々 は 抱く 事 を 得る ので 

ある。 

上述の 說は千 九 百 十五 年 十月 一 一十 日 バッファ 口 大學で 講演せられ たもので あった。 そして 此 全米 主義 

の 思想 發表 のために は、 合 衆國中 バッファ n 市よりも 以上に 適した 場所 は 他に 無い ので ある。 何とな 

れば 先づ全 米 博 覽會を 開催して、 ： 切の 亞米利 加 諸國の 共同 ； 致 を 堂々 と 全世界に 向って 示す とい ふ 

先見の明 を 有った の は、 寶は バッファ b 市お の建觀 であった からだ。 且 また 墨 西哥の 難局に 際し 亞爾 


然 丁、 ブラジル、 智 利の 外交官た る 仲裁者が、 ナイアガラ 市の^: 議を いたの も、 此 バッファ 口 市 

の 門戶の 地であった からだ。 此 仲裁 こそ 實に 吾々 が確问 たる 永遠の 平和に 進む 爲に 大切な 一 里 塚で あ 

つた。 

此講浈 が 日刊新聞に 發 表された 時、 忽ち 世上の 注意 を惹 いて、 ： K= 以上の 新聞社 說が 出た 事 は 非常 

な^ ft が ある。 それ は赞成 側の 新聞の 所說 (固より 之は滿 足すべき もので はあった が) の爲 ではた 

く、 却って 之 等 以外の 他の 諸 新聞が 論じた 攻擊 論が、 凡べ ての 反對 論者の 說を 明らかにし、 吾々 にし 

て 速 か に 是非の 論點を 決す る を 得し めた からで ある。 

今 これらの 攻繫論 を精沲 する に 先だって 一 言した いのは、 加奈陀の 境遇と、 西半球に 於け る 他の 外 

^領地の 境遇との ii に 私が 區^ を 立てた 點に 就いて、 世 §1 に は隨分 誤解が あったら しいと 思 ふ $ であ 

る。 此兩^ の 別 は 極めて 著しい 差異で、 私の 所說は 何等の 說明を 加へ る 必要が 無い^ なの だ。 しかし 

世^の 或 種の 論者の 說を 見る と、 此 差異に 就いて ここに. 一首して く 必要が あるら しい。 加奈陀 は英 

V^N,0  部た る 自治 國で、 共 母 國語を 用 ゐてゐ る。 然るに 他の • 切の 在米 歐洲桢 W 地に 至って は單に 

列國の 所領た るに 過ぎす、 其 住民の 大多數 は 植民地 所^ 國の國 語 以外の 言葉 を 話して ゐ るの だ。 また 

加奈陀 は 何時で も 自分 の ^み 次第で 獨立 を 要求 し 獲得す るに 足る だけの 鞏固な 自恃 の 地位に ある こと 

久しき にわた つて ゐ るが、 新世界に 於け る 他の 歐洲桢 W 地 はま だ 一 つと して かかる 機 # を 得べき 地位 
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に 達し もせす、 またよ し渠 等が 求めた ところで 之 を 得られる もの は 一 つも 無い ので ある。 

さて 凡べ ての 反 對說は 結局 下の 六秫の 說に歸 著した" 卽ち 二) 歐洲の 一時的 危難 を兑 て、 其 機に 

乘す るの は不當 だ。 (二) 歐洲 列强は 如何なる 事情の もとに も 植^地 を賣 却す る 事 は 諸し ない。 (三) 米 

國は 之が 購入に 要する 巨 萬の 財 を支拂 ふだけ の资 力が 無い。 (四) 各 殖民 地 は自. H 解放 を 得てから より 

も、 現狀の 儘の 方が 繁榮 する。 (五) 羅甸亞 米 利 加の 建てた 共和 國は旣 に サン • ドミンゴと ハイ ティと 

で 其 失敗 を 示した。 從 つて 諸 植民地 も 自由 を 得るならば、 恐らく は 同樣の 轍を蹈 むこと であらう。 最 

後に、 (六) 將來 植民地 を 造る ものに 反對 する 事に よって、 旣にモ ン ロォ 主義 は 十分 やった の だ。 何と 

なにば 現存の 植民地 を 歐洲が 領有して ゐた とて、 ^に 吾々 に は 何等の 危險を 生じない ので ある。 以上 

六 M の 反對論 は國屮 所々 で、 炯眼なる 社說 記者が 論じた ものであった。 これら は^ 毫も 此新 思想に 對 

し て 道樂 半分の 政治 論 をしょう とする 者で は なく、 唯正當 に此 問題 を 世上 に 示 し て 公平 の 論議 を 試み 

たもので あった。 こはま さに さも あるべき 事で、 如何なる 新 提出の 阈民 政策と 雖も、 かく も 明晰 公平 

に發 表せられ、 以上 六 種の 反 對說に 解答の 與 へられた 時、 かくまで 一切の 誤解の 一掃せられ る もの は 

なから うと 思 ふ。 

今 順次 之 等の 反 對說に 就いて 考察す るに 當 つて、 先づ 最初に 擧 ぐべき は 西半球に 於け る 歐洲の 植民 

地所 有圃に 向って、 今の 際に 當 つて 之 を 寶れ よと 求める の は 不當の 嫌 ありと する の 論で ある。 —— 卽 
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ち 歐洲^ 强が 今次の 戰亂の 如き 恐るべき 災厄と 出費と に 苦しめる 際に 當 つて、 吾々 は 果して かかる 提 

議を發 すべき 箬の もので あるか、 とい ふ 論 だ。 しかし 何が 故に 此捣議 を發す 可から ざろ 现 山が ある 

か。 试 に^へ、 列强が 正貨 を 要する 事 今日の 如く 急なる は 史上 殆ど 例 を： ^ざる 所で、 歐洲阈 は 今や 

戰爭 と 勁： ：：： との 爲に嘗 て 前例な き 種の 重稅を 課せられ て ゐ る 0 此 際に 當 つ て K 額 の 正貨 支拂 を列强 に 

提^す る^が、 如何して 不人情な 行爲 だと 解釋 されよう か、 此植： ^地 購入の 提案 を 出す に 常って 私の 

心 山- に は 歐洲の 關 係諸國 何れ に對 して も 敵意 とい ふやう な も の は 寸毫だ も 無 いので ある。 私の 提案 を 

n し 一 ^ 洲に 對す る 敵意 あ る ものの やうに 考 へた 人の 見解 は 尠か らす 私 を 驚か した も ので あるが、 

現に 重稅に 苦しめられて ゐる歐 洲の納 稅者は 私よりも 尙ほ  一^ 呆れ返る 事 だら うと 忍 ふ。 卽ち 列強が 

今 必要に 迫られて ゐる 正貨 を かく も 親切に 妆供 する 事が、 最も 喜ぶべき 救濟 であると 思 はれた い と 

は、 ：れ にお ゆの 意外とす る 所で あらう。 渠 等が 今日 領有せ る 植民地 は 到底 收支相 償 はすして、 之が 維 

待 に 金が か i る爲に 課稅の 源と な つて ゐ るので ある。 だから 今 之 を寶拂 へ ば 设も妤 時機に 金が 得られ. 

るば かりで なく、 また 現在の 所有 主たる 各 國は植 K 地の 缺損を 埋め 合 はす 爲の 年々 の 流用 金 を も 免れ 

る S になる の だ。 だから 植^地 買 ー义の 此米國 からの 申出で が、 吾々 をして 之を爲 すに 至ら しめたる 友 

誼の 精神 以外の 心 を 以て 受けられ ると いふ 危 險は斷 じて 無い わけで ある。 

次に^ 二の 反對說 は、 この 提案 は 架 { 仝の 說 だと 云 ふので、 其 理由 は 歐洲の 四大國 政府 (丁抹 、和 蘭、 
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佛蘭 51 及び 英吉利) は いづれ も、 如何なる 事情 ありと も該 領土 を 手放さう と は 思 はない からだと いふ 

の だ。 しかし 此^ 難に 對 する 返答 は 直に 得られた。 それ は 新聞 弒がバ ッファ a の 演說を 報道した る 後 

J 一週 問に して、 丁抹は カリべ ァ ン 海に 於け る 其 領地 を 米 國に寶 渡す 談判 を 11 始 しょうとして ゐ る事實 

を、 同じ 新 閒羝が 報道した 事で ある。 またたと ひか かる 談判の 報道が 特に 此 異論に 答 ふるに 足る もの 

でなかった にしても、 之 等歐洲 政府の いづれ も、 米國の 方から 話 を 出さない 以上 は、 植民地 を賣 渡す 

^は^しないだ らうと 云 ふ 事が 如何して 云 はれる か。 これ 等 四つの 國 民の 歷史 のうちに、 如何なる 事 

愦の ものに も 此諸國 が 植民地 を賣拂 ふな どと は 思 ひも 寄らぬ と い ふ 事 を 示す 證據 が粜 して どこに あら 

う。 世界最大の 植民地 所有者た る 英吉利 はへ リゴ ランド を獨 逸に 交附 したで はない か。 また 近頃 もサ 

ィ プラス 島 を 希臘に 提供し 其 一考 をに 求めた ではない か。 しかし 如何にも 論據 薄弱と 見える 右の 反對 

論 は、 次に 私が 撿察 しょうと する 諸 說の或 もの ほどに は 重要視せられ なかった ので ある。 

第三の 反 對論は 甚だ 儉 約い 論で、 これら 一 切搲民 領地 を米國 化する に 要するに 巨 萬の 費用 を 吾々 は 

到^ 彿ひ 得ない と 云 ふので ある。 先づ 第一、 此 費用 を 尤 らしい 數 字に： a 積って 昆る 必要 はない ので、 

杭 W 地 は 到底 引合 はない ものであるし、 また 其 所有者に 何等 感情 上の 惯値を 示す わけの もの でもな 

い。 いづれ さう 云ふ國 外の 領地に 住ま ふ本國 人と 云へば 數は 甚だ 少 いからで ある。 そこで 恐らく はか 

うい ふ 論が 出る の だら う、 卽ち之 等の 植 K 地 は 其 所有者に とって 海軍 极據 地と して 非常な 軍略 上の 價 
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； g あるが 故に、 これらの 政府 は 之 を 提供.^ るに 當 つて 高い 價を 吹き掛ける だら うとい ふの だ" しかし 

此 論を駁 する 爲に は、 『どの 國に對 して 備へ る 海^ 极據 地ぞ」 とい ふ 一 問を發 すれば 足る ので ある。 何 

となれば 之 等の 根 據地は 其 現在の 所有者が 合 衆 國に對 して 敵意 を揷む 場合に はじめて 軍略 上の 價値を 

有する ので あるから だ。 ところが 幸に して 之 は實に 滑稽な 想谏說 に過ぎないので、 何國の 政府 もこん 

た现 山の 爲に 高い 惯を 吹き掛ける 事 は 全く 不可能で あるから だ。 

之と 聯關 して 更に 想像 をして 見る、 假に 今度の 歐洲 戰亂に 英國が 海上 權を掌 握し なかった とする、 

そこで 英^ ギヤ ナ或ひ は 英領 西 印度 島の 一部、 或 ひ は 巴 奈^ 運河に 近い ホン デュラスに 向って 獨 逸が 

英阈に 陸上 攻獰を 加へ たと する。 若し さうな つたならば モン ロォ、 王篛の 下に ある 米！： にと つて、 之 は 

かの フ オクラ ンド お 沖の 海戰 などよりも 如何に 多く 焦眉の 問题 であつ たかは 一 見して 明らかで はな い 

か" わが 米^も 或 ひ はために 戰亂の 渦中に 捲き 込まれ はしなかったら うか。 旣 にかう いふ 事が 分って 

米^ は 旣に共 機# を與 へられて ゐる 以上、 かかる 萬 一 の 場合 を 除去して 置くべき でな からう か。 

そこで 先 づ惯格 は 相當の 額で あると 想像して 見る と、 ん：： 衆！： は 之に よって 自國 永久の 平和と 隣^の 

平和と を 確保す る爲 に、 其 總惯格 を 支 拂ひ或 ひは總 額の 幾 倍 をで も支拂 ふに 堪 へない と は、 如何して 

^へよ っぞ。 如何にも かう いふ 事 をす るの は 愛他主義の 行動で は あるが、 之 こそ わが 米！； 人が 阈 民と 

して < おに 最も 與味を 抱いて ゐる 種類の 愛他主義に 他なら ない ので ある。 かの 玖 馬 を 解放す る爲 に米國 
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は^んで 幾お 萬 金 を 投じ はしなかった か。 米國は 支那が 拂 つた 举 II の 亂の惯 金 二 千 萬 弗 を擧げ て、 之 

を 返して 了った ではない か。 序ながら 言 ふが、 あの 拳 匪の^ 金に 與 つた 諸！； おのう ちで、 其の 一部 を 

でも 支那に 返して 了った の は米國 唯一 國 だけで ある。 また ^界の 多方面の 窮民に 對 して、 わが 米國は 

赤十字社の 手 を 通して 巨 萬の 財 を 送った ではない か。 米 國が白 耳篛、 波 蘭の 窮民に 送った 巨 萬の 財 

に、 誰か 異議 を 唱 へた 者が あつたか。 米 國は其 負 擔に堪 へない とか、 或 ひ は 苦しめ るん 類 を 助く る資 

力がない と 誰か 感じた 者が ある だら うか" 新世界の あらゆる 國 人の 爲に 自由と 共和政の 祝福 を 全うせ 

ん とする の^ 川 を 彼 之と 非難す る 者 こそ、 實に 米國人 の お 精神 に 反する ものと し て排す ベ きで ある。 

過去に 於て 愛他主義の 爲に盡 したる 感史を 有する 國民 はかくの 如き 立派な 献身的 行動の 費用 を 惜んで 

屈する もので はない。 此 卑しい 反 對說を 論す る ほどまでに 卑しい 所まで 身 を 屈して 見ても、 尙且全 米 

國人 をして 欧洲との 直接^ 藤の 危險を 免れし むる に耍 する 赀川は 之 を支辨 する に 値し、 且保險 ゃ國防 

費と 差 引す る 事の 出來 ると 云 ふ 一事に 至って は、 容易く 之を證 する 事が 出來 るので ある。 なほ 此 費用 

に關 する 反對 論に 就いて、 更に^ 紙の 答 辯 は、 後段 第 十三 章に 於て、 購入に あらざる も 交換の 策 を 論 

じて 之 を 明らかにしよう。 

また 反對說 のうちで、 若し それが 极據の ある 說 だとす るなら ば、 一番 注目に 値する の はかう いふ 說 

だ、 卽ち植 W は 自由 解放され るよりも 現在の 儘で ゐる 方が、 すっと 妤ぃ狀 態に あると 主張す る 論で あ 
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る。 おし^ 際せ々 が 骨折って うまく 成功した ところで、 それが 折角 庇って やらう とい ふ 其 同胞の 利益 

にならない 事なら ば、 吾々 は 大きな 顔 をして^ 愛人 道の 味方 だとい へた 篛理 ではな いので ある。 しか 

し^ほ k からい ふ 反對論 は植ぉ 地の 現狀を 誤認して、 それ を論據 としてす るので はなから うか。 最も 

信^す るに 足るべき 參考書 を 一 閲 して だけで も、 歐洲の 植^ 制度に 感服して ゐる 人た ちに は隨分 案外 

だと 思 はれる 事が いくら も ある。 英領 ギアナ は 其 境域 を擴 張しょう として 千 八 百 九十 五 年に 英米 に 

^たな 誤解 を 生じ、 僅に 大統領 タリ イヴ ランドの 手際で 見 ごとな 解決の 出来た 事 は 今な ほ 一 般の 記憶 

に 新なる ところで ある。 此 記憶 は 確かに 隣接の 地に 歐洲 植^地の あるのに 賛成 を 促が す もので は ある 

まい。 また 佛領 ギアナ は 主として その^ 役 植^地で 有名に なって ゐ るので、 かの ドレ フィ ュ スが 多年 

恐ろしい 月：：！ を 送った の は 卽ち此 地であった。 佛 蘭 西 人 は 此植ぉ 地へ 多数の 暹羅人 や 支那 人を玆 つた 

の は、 ちゃう ど 和 蘭人が 蘭領 ギアナへ 多数の 爪 哇人を 持 込んだ のと 同様で ある。 かく 柬洋人 を 混入 

す：.：， が これら 樅 尺地の 氣風を 向上せ しめる と は 恐らく 何人も 言 はないだ らう。 また 之 は 明らかに 合 

衆 ¥ 及び亞 爾然 丁の 人 政策に 一 致しな いもので ある。 暹羅 人、 支那 人、 爪 哇人を かく 梳 入させる 事 

は、 ^して 之 等 杭：^ 地の文 明 を 進歩 させよう とする 希望 を 示す もの か、 或 ひは單 に^ 低 慮の 勞鋤 を以 

て 之が 所^者た る 欧洲 人の 爲に 植民地 il 拓を させようと 云 ふ 目的で あるか、 此點に 就い て 問を發 する 

は 布 極めて 常然 で はない か。 
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千 九 百 十 一 年の 英領 ギアナの 人口 調杳が 示す 結^ を a るなら ば、 何人と 雖も 歐洲の 支配の n 繽に贊 

成す る 事 は 出来ない 蒈* た。 卽ち人 n 總數ニ 九 六 •〇 四 一 人のう ち.！ E 人 ほ 僅に 一 〇•〇 八 四 人に 過ぎす 

して、 しかも 支那 人 は 二 六 ニニ 人 あり、 黑人は 一 一 五 • 四 八 六 人、 そして 東印度 人の 人夫が  一二 六， 

五 一 七 人で ある。 之 は皆英 人が 其 地 を 柘く爲 に 持 込んだ ものである。 最初 東印度 人 七 人 を ここ へ 送つ 

たの は、 かの 英國大 宰相の 父に 當る ジョ ン* グラッ ドス トンが 千 八 百 三十 八 年に やった 事で ある。 ジ 

- ムス、 a ドウ" ィが其 著 『英領 蘭領 及び 佛領 ギアナ』 (一九二 一年) の 中に、 英領 を 以て 三つの 中の 

最上の ものと し、 且 それに 就いて 下の 如く 云って ゐる。 『國人 は 殆ど 法律 を 守る 者 だと は 云へ ない。 

■ …… 一世紀 も 前なら 財産 も出來 たらう し、 叫 卜 年 も 前なら 立派な 收入 もあった らう。 しかし 今では 植 

民^ は營々 として 働いて、 しかも 得る 處の 利益 は 僅少で ある。 以前 はさ ほどで もなかった 闲 難が 今で 

は 全く 牧支償 はない 狀態 になって 了った。』 更に また 佛領 ギアナに 就いては かう 云って ゐる、 『カイ ェ ン 

ヌは 今では ギアナの 汚辱で あり、 また 他の 植^地へ は危險 となった ものである。 以前 はかう でもな か 

つた。 佛領 植^地 は 嘗て 其 隣 地と 比較す るに 足る 程の ものであった。 いつも 少し は 後れて はなた が、 

今 n ほど ひどい 有様ではなかった。 以前 は 立派に 耕地の あった 所に も、 今では 僅に ^廢 減の 遣 跡 を兑 

. る ばかりで ある。』 

更に 問 ふべき はお^の 問題で ある。 卽ち廣 さ 十七 萬 一千 平方 哩 以上に わたり、 人 n 約 十 n; 萬 人に 
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tsr へる ギアナ 三 州、 —— 全體に 於て アラバ マ、 ジ" ォ ジァ、 及び フロリダの それに 等しく" また 殆ど 

オハイオ、 イン ディ アナ、 イリノイ、 及び アイオワ を 合した る ものに 等しき 此大 領土 を 改善し 發展せ 

しめんが 爲に、 これ 等の 外國の 支配者が^ して 幾 百 哩の鐵 道 を 敷設した かが 問题 である。 英領 ギアナ 

に は 九 卜 Nine 玆逍 あり、 佛^ ギアナに は^ 無、 蘭領 ギアナに は 僅に 百 四哩。 三 植民地 を 合して 總計 

In に 卜八哩 に過ぎない。 之 を.、 H ネヅ ェ ラの五 百 八十 八哩、 コラム ビ ァの六 百 十四 哩に 比して なほ 遙か 

に 遜色 ある 冇找だ 。 更に：！ n を轉 じて 英領 ホン， テュ ラス を兑、 その 鐵道 の發逹 僅に 二十 五哩に 及べる 

ゝ，、 111： の^ 州と 比較せば 如何に。 ，§ ち ホン， テュ ラス は 百 七十 五哩を 有し、 コスタ • リカ は 六 百 十四 

哩、 グァ テマ ラは： 一一 百 五十 哩、 一一 力 ラグ ァは百 九十 ー哩、 及び サル ヴァ ドア はは 六十 哩に逹 して ゐる 

ではない か。 ^洲 拉^ 地 を 以て 他の 自治の 同様なる 地方と 比すれば、 此點に 於ても 亦 前者 は 劣って ゐ 

るので ある。 また 外 II の所冇 者が ギアナ 三 州に 設立した る學校 制度 を 見る と、 他の 全米 諾 1： の 平均 以 

下にお るか、 或 ひは此 制度の 呰無な 處す らも ある。 然るに 其 隣！： の ゴネヅ H ラは舉 校の 數約千 七 百 校 

に 及び、 兩 隣の コラム ビアに 至って は、 其數實 に 五 千 校 以上に 達し、 且此^ 國 ともに 昔からの 舊ぃ大 

舉を 有して ゐ るので ある。 

顧みて カリべ ァ ン 海の 植民地 を 見、 歐洲の 統治 が^して 之 等 諸島の 利益 を增 進し たかを 一 考 して 昆 

よう。 蘭 印度 の 人口 著しく 減じて、 千 八 百 三十 五 年に 四 三 •〇〇〇 人 以上であった のが 千 九 百 
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十  一^に は； 一一 一 •〇〇〇 人 以下に 減じた。 蘭 領^ね で 商業 は 少しも！？ 加して は ない、 マて L て 千 力 百 

十 年に は 九， 一  一一 一 • 五八 六ぎ るた あの 不足 額 は 之 を 本 國の和 蘭 政府からの 流 川 金で！ ^合せ をした ければ 

ならなかった。 また^ 領諸. S の 商業 統計 を a て も、 之 また かの 在米 铽地は 共和 自治 制に 住すよりも 外 

國 支配 攒の もとに S く 方が 榮ぇ ると 主張す る 人た ちを菩 ばせ る 性^の もので は 無い ので ある。 マル テ 

ィ ュ イクの 佛 西桢： ^局の 統計 は、 千 八 百 八十 ニ^から 千 九 百 〇 七 年に 至る お期^ を 通じて、 輸人年 

額 は 一 一八 . 三 七.！ ハ . 六 六 o 法から 一 五 . 九 四 〇 • 〇 三 丸 法に 至る 減少 を 示し、 輸出^ 額 は 三 八 - 九九 

二  • 七 四 一 法から 一 八 • 九九 七 •  二 ニー  法に 減じて ゐる。 そして 年々 該 島の 外國^ 易 全額 は、 千 八 百 

八士 ーハ 牛に 六 七 • 三 六 六 • 四 〇 一 法から、 千 九 百 〇 七 年に 於け る 三 四 . 九 三 七 • 一  ； 六 〇 法に 減じて ね 

る。 グヮ ダル ゥプの 統計 公報に 至って は、 マルティ -ー イクよりも： 史に悪 ぃ狀態 を 示して ゐる" 同じく 

千 八 八十 一 ーハ やより 千 九：. c:〇 七^に 至る 期 II に、 輸入 は 一 一六 ， 六 六 七 •  ニ〇 一 法より 一 ；：： . 六 一 一 五， 

八^ A 法に 減じ、 輸出に 至って は、 W  一  • 八 一一， 六 叫一 一法から 一六 二 一 六 九， 一 五六 法に 減じ、 全 

體の 海外 赏易ハ 牛 額 は 六 八 • 四 七 八 • 八 四 三 法から、 二 丸 • 八 五六 •〇〇 一法に 減じて ゐる。 これら 諸 

島 いづれ もハ や々 の 不足 額 は、 之 を 佻 蘭 西が 埋 合せ をす ると いふ 有拔 だ。 卽ち千 九 百 〇 八 年に は マル テ 

ィ -ー イクね の 不足 は： ^:〇 •〇〇〇 法で、 グヮ ダル ゥプの 方 は 四 〇〇•〇〇〇 法に 及んで ゐる。 是等 

ffiw 地 を歐洲 お^が^ 心しての 此 結^と、 ボルト • リコ を 米 國 が 管理して からの 驚くべき 迆 歩と を 比 


U0  


校して 见ょ。 以上の ポ ぼと 之に 似た 多くの 事實は 容易く 立證 する W が出來 るの だが、 併し まだ 是等は 

^米 歐洲桢 ^地の， u m 解放に 對 する 反 對 論者 を說 服す るに 足りない かも 知れない。 しかし 説服す るに 

は 至 らぬ にしても、 少く とも 之 等 反對者 の 說の眞 相 を 示 すに は 足る わけ である。 

多 救^ 對論^ の i? へ る 異論 はかう いふの だ、 サン ト • ド ミ ン ゴ と ハイ ティ と は 近 ごろ 自治 を 試みて 

失^に 終った からして、 之 等 植^地 は いづれ も s: 治を實 地に やって 見る 事 は 可くない。 後に なって 米 

！ 十涉 をし なければ ならぬ 恐れが あると、 かう 言 ふの だ。 しかし さう いふ 議論 をす る 人た ち は 下の 

^ぼ-て 知らない のか、 さもな くば 忘れて 了った ので ある、 卽ち此 二つの 島 1! は 一 つの 點、 特に 此點に 

^て、 一切 他の 亞米利 加 共和 國とは 異なって ゐるの だ、 II 此ニ 國は黑 人の 共和 國で、 敎育 ありまた 

自立の 能 ある 米 國の黑 人に 比して、 自治の 能力 遙 かに 劣れる 黑 人の 國 である。 吾等が 全米 主義の 迢動 

は、 羅甸 人桠と アン グ n • サ クソン 人種と の^に 增 して 行く 相互の 理解 承認 を 基礎に した もので あ 

る。 そして 一 切の亞 米 利 加 共和 國は呰 羅甸、 アン グ n  • サクソ ン或ひ は 土着の 印度人の 民族性 を 有し 

てゐ るが、 サン ト • ドミンゴと ハイ ティ だけ は 除外であって、 此ニ國 は 13! 弗 利 加のお 族 を R; (へて ゐる 

の だ" これ 卽ち この 二 國 がー 切の 他の 共和 國と 全く 趣 を 異にして ゐる 所以で あり、 また、 これ 等黑人 

の 二 州に 於け る 失 肷を兑 て、 亞ぉ利 加 人 或 ひ は 其 子孫の 國 でもない 他の 諸國 にも 自治 は 決して 成功し 

な い と斷 する の 不可なる 岍以 である。 いま 此論點 を 終る に當 つて 下の 問 を發 する 赛は 蓋し 宜しき を 
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得た もので あらう。 卽ち サン ト* ドミンゴと ハイディ の 困難 を 見て 悲觀 し、 之が 欧洲の 植民地で あつ 

たらば、 もっとう まく 行 くだらう と 信じて ゐる 人た ちに、 若し 之 等 諸島が 日本 か獨 逸の 植民地で あ 

り、 從 つて 其 海軍 极據 地であるなら ば、 また 何とか 別の 感じが する だら うか、 それ を 訊いて 見たい。 

EE 尺 性 の 發展 のた め に 自治 の 如何 に贵 いも のかと い ふ 事 を 知らない 人た ちに は、 其惯 値を囘 想せ し 

める 最良の 法が ある。 卽ち 彼等の 態度 を 一 一十 世紀の 文明 をして 十九 世紀 初期の それに 後戾り をさせる 

もの だとい ふ 事を斷 言し、 且此斷 1  一一 ロを證 する に は、 千 八 百 一 一十一 一年 十 一 月 一 一十 二  ロ普# 西、 塽太 利、 

露 西亞、 及び 佛： g 西が、 ゴ ロナで 調印した る祌聖 同盟 條 約の はじめ 二 ケ條の 文句 を 彼等に 示す に 若く 

はない。 

條、 ここに 盟約せ る諸國 は、 代議制が 王政の 主義と 兩立 せざる 事、 恰も 人民 主權の 語が 帝王 

祌樅 說と兩 立せ ざるに 等しき を 信じ、 相互に 儼 乎と して 一 切の 手段 を用ゐ て、 歐洲 中旣に 代議制の 

現存せ る國に 於て は 之を絕 減し、 未だ 存 せざる 國々 に は 代議制の 輸入 を防遏 せん 事を努 む。 

笫 ニ條、 自ら 民權の 擁護 者と 稱 する 者が、 王侯の 權を 害して 用 ゆると ころの 最も 有力なる 手^ 

は、 t 論の 自由に 他なら ざるが 故に、 ここに 盟約せ る 諸 II は、 單に 自國に 於ての みならす 欧洲の 他 

の 部分に 於ても、 之が 自由 を抑壓 せんとす る 一 切の 手段 を 執るべき 事 を 互に 約す 0 

六つの 反 對說の 最後の もの、 卽ちモ ン a ォ主 篛は將 來米國 への 植^に 反對 する に は 十分 旣 にやる だ 


お 1 — = 
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け はやった ので ある、 この 上 まだ 現存の 植3^ 地 を自 .5 解放 し て まで 其 完成 を 期す る 必要 は 無い とい ふ 

說は、 容^く 之を駁 する 事が 出来る。 若し 旣に モン P ォの 公言に 鞏 阁 な論據 ありと すれば、 そ は卽ち 

求 1： が歐洲 政治 の 渦中に 捲き 込まれ る 憂 を 除きた いと 思 ひ、 植 尺地の 所有者た る國 々 と ^藤 を 生す る 

が 故に 米阈は 將來： 切の 植 W に反對 して 之 を 逃れん としたので ある。 この モン 口 ォの 公： 一 E は！ ：！ に米國 

外交 政策の 柱石た る ものであるが、 しかも 米 國が此 主義の 擁護に 努めて ゐた 多年の 間で、 本來 モン P 

ォが 避けよう とした 術 突に！^ も 近づいた 折 は、 實 にかの 千 八 百 九十 五 年、 、、エネ ヅ エラと 英領 ギアナ 植 

民 地との！： 境 問題で 英國 との 問に 紛議の あった 時で ある。 ところが 此 英領 ギアナ はモ ン 口才の 時代に 

旣 にあった 植^地で、 彼が 反對 した^ ii 將來の 植^地と いふ 中には 這 人らない ものである。 若し 常時 

モン a ォ にして 米國 には將 來歐洲 植^の 出來 ないやう に 保 譏す ると 共に、 旣 存の桢 尺地 を も自山 解放 

する 事が 出来たならば、 . 、エネ， H  H ラの 難^題の 如き は 起らなかった であらう。 殊に あんな！： 際 Si の窮 

地に 陷 つて 能く 干戈に 訴 へす、 手：： 十く、 しかも 體 面な-損せ すに、 難^ を切拔 ける だけの 大統領 は 滅多 

に 無いで あらう。 かう いふ 危機に 臨んで いつも かも タリ イヴ ラ ンドと 同じ 程の 人物が 大統領の 職に あ 

ろと 定まった 譯 ではない ので ある。 だから かかる 萬； の 場合に 倫へ る煅 善の 策 は、 先づ 進んで 豫め其 

Igs! とな る 可き も の を 除去 し て く に^るの だ。 

乇 ン " . 丁、： 十：^ を 完成し、 一 切の 亞米 利. p 铂 土から 現在 將來 共に 歐洲主 横の 暗雲 を ： 掃す るなら ば、 
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華 盛頓と モン b ォと兩 者の rn 的は违 せられ、 千 八 百 九十 五 年 Q やうな 事 は 又と 起らない であらう。 ^ 

に 都な：！ のよ. は、 旣に^ 藤の 原因と なり さうな ものが. i 掃せられ たる 以上、 わが 歐洲の 友邦との 關 

係 も 更に 親善の 度 を 加へ るで あらう。 平和 三角 同盟の 東方の； 邊 はかくの 如くに して 成立し、 大西洋 

の 側から 起り 得べき 一 切の 危險を 吾等 は 免れる 事になる の だ。 

一 第 十二 草 巴奈馬 運河 

全米 主義との 關係 

全米 主義 は 平和の 爲に 利す る もので、 其 平和 調 歌の 時に 常って は、 巴奈馬 運河 は 西半球 各部の 連絡 

を^^な らしめ、 之に よって 此 主義の 利益の 有力なる 一要素と なり、 また 大動脈と もなる ので ある。 

しかし また 一朝 有^の 3 に 営って、 この 全米 主義が、 外國 からの 襲 擊に對 して 其 防禦 力 を 示す 必要に 

迫られる 事 も 起る であらう。 巴奈 馬^ 河 あるが 爲に 米國は 敏速に 其 艦隊 を，. - 方の 大洋から 他の 方 へ 移 

す^が 出來、 從 つて 著しく 米阈 海軍 力 を 倍す る 事が 出來 ると いふ 希望 も 生じた ので ある。 海軍 綜 小論 

お は： マ：： ふ、 これ 兩 大洋の 各々 に 大海 軍 を 要しない 證據 で、 かの 米 西 戰爭の 時に オレゴン 鎰が マゼラン 

、火 を S つた あの やうな 長途の 航海 は 最：： 十 不必要で あるから だと。 また 言 ふ、 大西洋と 太平洋の 兩岸 
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を 同時に 攻擎 される 茧 はない の だから、 どちら か 一 方 敵 を 受けた 方の 海岸へ 全 艦隊 を 移せば 足る ので 

あると。 或 紐 育の 日刊 新 M のおり 文句 を 借りて 云 ふと、 之 は 如何にも 『本當 ならば 有力な』 說 である。 

然 らば 述 河が^ して^ 際上國 防の 上に それだけの 重大 任務 を果す ものと して 依賴 せられる か 如何 か を 

一 考 して 毘 よう。 

一^ 外國 との 戰ゅが 始まる 場合に、 敵が 加へ る 最初の 攻擊、 或 ひ は 攻搫の 一 つ は、 先づ 運河 を 目 ざ 

すで あらう。 水上飛行機 を 敵 艦の 甲板から 卸す のに、 なるべく 巴奈馬 地峡に 近い 地點を 選む で、 飛行 

家の 空中 旅行の 距離 を 短 かくする やうに し、 運河 工事 を 目が けて 爆彈を 投下す る 事になる。 かう し 

て 落した 爆彈幾 百のう ち 唯一 つで も 運河の 水門に 命中す る 事と なれば、 此亞米 利 加 生命の 大動脈 Q 爲 

に、 米國が 費した 無慮 四 億 弗の 軍事的 惯値 は： 朝に して 堙 となって 了 ふので ある。 倫 敦が獨 逸 空中 飛 

行 船の 襲黎を 防禦す るのに 困難した 事が 分って 見れば、 從 つて 此 運河 地 帶も戰 時には それ以上の 安全 

を 期： する わけに は 行かない ので ある。 運河 を 利用して 一 方の 大洋から 他の 方へ 艦艇 を 移す 事に よつ 

て 米！： 海軍 カを增 すと 云 ふ あて をす るより は、 運河 附近への 敵の 襲來を 防ぎ、 運河 をして 十分の 作 S 

をさせる ために •， 胫 多くの 軍艦 を 要する わけで ある。 

この 水道の はたらき を危 ふくす る もの は、 單に 空中からの 襲擊 ばかりで はない。 尙更 にもつと 恐ろ 

しい ものが ある。 米國の 軍器 製造所が 平時で さ へ 放火され 爆破され る 事の ないやう 豫 防が 出來な いと 
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すれば、 一朝^ あるの 日に、 遝 河地帶 にか かる 憂な からし ある 事が どうして 期待 出來 ようか。 

全米 主義 は 十分に 防禦す るに 足る ものである。 從っ て 之 を 防禦す る にも、 大西洋と 太平洋と の 西方 

に 強大なる 海軍お 要する ので ある。 .i 侗の艦 際 をして 兩 方の 役 口 をさせる と 一 K ふ 事 は、 運河が あった.. 

處 であて に はならない からで ある。 

一 企 米主讜 は、 かの ヘイ • パン スフ ォ オト 條 約が 吾々 の 手 を 縛って 了って さ へゐ なければ、 運河：. 

から^に 有力なる 援助 を卒け 得た であらう が、 今 は それ を 全く 楚はれ てゐ る" 我米國 にして 若し 自由 一 

に遝 河の 取扱 をす る 察 を 許されろ ならば、 先づ 凡ての 姉妹 共和 國に 通航 料の 優先 攒ヶ與 へる 事が 出^ 

る - 此 一： 余た る ゃ實に 全米、 王篛 の 政治的^ん：； の爲に は、 今まで 說 かれ もし 行 はれ もした 如何なる 靡 枘ょ" 

りも^ 効な もの である。 然 らば 米！： をして 此 友誼 的な 方法 を 採ら しめな い やう にす る も のは^して 何，. 

であるか。 

お.. --レ 出の 1 河^^に は 千 八 ほ 五十.^ 'のク レイトン • ブ ル ヮァ條 約が あって 邪魔 をして ゐる、 英國 で. 

さへ 此^に d 附 いて 其 改訂に 同意した 位で ある。 かの ジ 3 ン*ダブリゥ*フォ スタ將 軍 は 老練な 名髙 

い 外交 家で あり、 また 嘗て 阈務 卿で あり、 今の 米 阈阔矜 卿の^ 父に 常る 人で あるが、 此 人が 書いた 文 

中に、 『此條 約 ほ 米阈 外交 史 中の 最大 失策で ある。 また 千 八 百 二十 一二 年 一一」 ン 0 ォ主载 の宜言 あ つて 以 

來、 比.： 丄揭 を 1ほ 默の 中に 否^し 或 ひ は！ S みなかった 唯一 の^ 例で ある。 卽ち亞 米 利 加の 一大事 粱の保 


,し|-^^ とに、 英！； が 等しく 之に 參與 する 亊を 認めて ゐ るからで ある』 と ある Q 

ジョ ン* ヘイ 氏 は 北へ 阔^ 卿 時代に 何とかして 此 不都合な 點を K 正しようと 全力 を盡 した。 氏は資 に 

米阈が 曾て 冇 したる 最大 外交^の 一人で あり、 また 米國 ml 大阔務 卿の 一人で あつたが、 此 人の 乎 腕 を 

以てしても クレイトン • ブル ヮァ條 約 全部 を廢 止す る 事 は出來 なかった。 氏の^ 力の 結^ は 第！ 次の 

ヘイ • パン スフ ォ オト 條約 となって 現 はれた が、 之 は 合衆^ 上院の 協赞を 得る 事が 出來 なかった。 ヒ.. 

院が條 約 を 承認し 或 ひ は 担 絡す る の 權能 を苻す る^ は 米 HI 滋法 の规定 であるが、 右の 條約 に 協賛 を 與.： 

へなかった 恭は、 ト： 院 として は 確かに 此说定 の正當 なる を 示した ものであった。 へ ィ氏は そこで 再び， 

サ. V 折り、 其 結^と して 笫 二の ヘイ • パン スフ * オト 條 約が 出來 たので ある。 之 は其當 時に 於 一-望ま ハ 

れ 得る 限りの 最上の ものと して 上院の 賛 En を 得た ので、 大統^ は 遂に 之 を 公布す ろ 事と なった。 令ロ： 

まで わが 米！： はこの 條项に 背かない や-つに 川 心して 來た、 將來 もまた、 遂に 英 n が 自分の 方からの 發 

議か或 ひ は代惯 のために、 此條项 の 改刪或 ひ は 全 餒に同 する まで は、 米國は 忠^に 之に 背かない や 

うにして 行く の e ある。 

ヘイ • パン スフ ォ オト 條約 は、 米！： の！： 威の 上から い へば クレイトン • ゾ ルヮ ァ條約 ほどに 屈^的 

な もので はない が、 フ * スタ將 軍の 痛說 したる 不都合な 點は 確かに あろ。 我 II の 運河の 管理に 今 もな 

ほ 外部からの 拘柬を 受けて ゐ るからで ある。 考へ て a ると 此 二つの 條約 おに： ^英^ 外交が 米 1： 外交に 


優って ゐた 記念物に 他なら ない ので、 また 同時に 國民 をと して は國 辱で も あり、 また 西半球の 領土 保 

全に 對 する 侮辱で でも ある。 約 百^ 以上 も わが 米 國は乇 ン a ォ主蕤 を 主張し、 獨 力で 誰の 援助 も 借ら 

すに 運河 を^ 鑿す ると、 その 遝 用に 就いては 英 國 のお 指 I! を 受ける！ 米國の 對外關 係の 藤史 は、 わ 

が 米！； の 代表者が 概して ひどく 詰らない 取引 者で ある こと を 示して ゐ るが、 わけても 此ク レイト ン • 

ブル ヮァ條 約ぐ らゐ (後に ヘイ • パン スフ ォ オト 條 約で 修正 を 加 へられてから も) 馬鹿な 目 を たこ 

と は 他に 無い ので ある。 

ヘイ， パン スフ ォ オト 條 約の 示す 所に よれば、 其 目的と する 所 は 下の 通りで ある、 卽ち 『合 衆 國の保 

謹の もとに かかろ 述河を 開鑿す る 事に 對 して は、 世に 云 ふ クレイトン • ブル ヮァ條 約、 卽ち千 八 百 五 

十 年 四月 十九 H3 の 協約から 生す る 故障が ある。 だから 該 協約の 第 八條に 規定して ある 中立の 一般 方針 

に抵觸 せす して、 此 故障 を 除去す る』 のが 其 目的で ある。 英國は クレイトン • ブル ヮァ條 約で 自分が 

少し かり 過ぎた のに 氣附 いたので ある、 卽ち 運河 開鑿 を 制限して 了った 爲に、 世界 第一 の 海述國 たる 

英國 にと つて は 極めて 重要な 水路が 选られ ない 事になる。 そこで 該條 約に 修正 を 加へ て、 遝河を 開鑿 

させる やうに し、 而も また 依然として 其 管理に 與 かるの 榴は棄 てない やうに する 必耍を 感じた ので あ 

る o 

試に 思へ、 佻 蘭 四 人が 旣に 空 しく 巨 萬の 財を费 したる 大規模の 計 畫に對 して、 英國 は^して 金錢上 


或 ひ は 技術 上に どれ だけの 貢献 をす る^ を諾 したので あるか。 約定に は 『述河 はべ；： 衆阈 政府の 保護の お 

もとに^ 憨 せらる る W を 得、 北 ハ^川 は^-接に 政府が 負擔 すと も、 或 ひ は 個人 や 關體に 金錢を 下附贷 與 

し、 又は 公^株 式な どを嗨 入し 或 ひ は 募集す ろ も 不可な し。 また 本條 約の 規定に より、 合 衆！； 政府 は 

述； に附帶 する 一 切の 權利を 享有し、 また遝 河の 整理 取扱 を辨 する の 特樅を も 享有す る ものな 

り』 と ある。 之 は 一は^だ 結構で ある、 しかし 成 行の 上から 兌る と、 合 衆 阈，： ：： 身、 或 ひ は 全米 隣國の 

^船に 優先 權の ある 率を與 へる 事が 出來 ない ので ある。 遝河は 問 慇の爲 に 英！！ が どれ 丈の 貢献 をした 

かと 云 ふと、 米 阈が思 ふ 儘 に 自分 の 金 錢を使 つても 可い とい ふ 許可 を與 へて 夾れ たと 云 ふに 止まる の 

である。 これほどに 茧大 な問题 でなければ、 實に 一場の 滑稽と も 云 ふべき もの だ。 

. 英國は 今 口 蘇 +遝河 を 管现 して ゐる、 之が n 鑿に は佛蘭 西の き 錢も尠 からす 出て ゐ るが、 而も 英國 

は 兎に角 大金 を 之が 爲に费 ^して ゐる。 しかしながら 巴奈馬 運河と なると、 英國は 一 弗の 资本 もこれ 

に 入れす に、 米 2： をして 之. v 開^せし むる 法を勒 つた。 旣 に蘇士 運河の 場合に も佛 HE: の 外交 家は英 

國の 外交^に 出し 拔 かれた ので あるが、 それで まだ 米 國が巴 奈^ 運河 を此 手で やられた 程に は 酷くな 

かった ので ある。 

英^ は 一切の 外阈 商船に 代って、 運河 通航 料 を總て 同額に する 事 を 主張す るの だとい ふ 辯 解 は 面白 

いが、 しかし  一 £ 感服し ない。 何故かと いふと、 英阈は 他の 如何なる 國 民よりも 糜 S に 船 を 建造し 航 


潸 させる 事が 出來 もし、 また {ほ ほして なる からで ある。 つまり 之 は各國 同一 の 料金 を拂 ひながら、 英 

國が 一番 廉價に 運河 を 通航す る 事が 出 米る と 云 ふ 事 を 意味す るので ある。 米國 にして 自國 及び 隣國の 

船舶 を 保護す る 力なき 限り、 英國 はいつ まで も晏 如と して 其 最上 權を失 はない わけで ある。 米 阔が英 

I： に對抗 し^べき 唯； の 道 は、 自國の 造船業 者、 航海 業者に 拂ふ 賃銀 を 英國と 同じ 處 まで 引 F げるほ 

か 仕方 はない ので ある。 卽ち 米國の 職工 や 水夫の 生活 程度 を 引下げて、 心から 米國勞 働の 眞 利益 を S 

,  5- や 

つて ゐる 凡て の 人た ちの 厭 だと 思 ふ^; 度に して 了 はなければ ならぬ。 

米國 がかう いふ 網に ひっかかった 以上、 如何なる 方法で 之を脫 する 事が 出來 ようか。 米 國が約 五 億 

弗の 大金 を 使って 之 を 仕上げ、 他！： 民 は ー錢も 之に 使 はすして 出來 上った 運河、 —— 佛蘭 西が I！ 憨を 

試みて うまく 行かなかった の を、 米！： が 成功して 我國 人の 能力の 偉大 を 示した 此 運河 を、 思 ふ 儘に 使 

用す るに は、 米！： は 如何した らば 行動の 自^ が^られ るか。 之が 唯一 の 方法 は、 英國 自身の 發議か 或 

ひ は 代償の 報酬と して、 條約を 改訂す るか 或 ひ は全廢 する かに ある。 然 らば どうして かう いふ 處 おが 

出來 るで あらう か。 

他： n いっか 海の かなたの わが 友邦の 利益になる 何 かの 事柄に 就いて、 英國 政府から わが 米 國！： 務ぉ 

に 申込の ある 時に、 米 國當局 者 は 下の 點を 指摘す る 事が 出來 る。 卽ち 巴奈馬 運河 は 米國が 全く 外國の 

抆助を 借らす に 開鑿した ものであるが 故に、 また モン c ォ 主義の 主張 もす る 事 ゆ ゑ、 ヘイ • パン スフ 
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♦ オト 條約 及び それに 代って 出來た クレイトン • ブル ヮァ條 約 を、 兩 方と も釵 止して 了 ふ 事 を 米國は 

滿 足に 思 ふ、 そして 英 國が此 好意的 行動に 出で てはじめて、 米 國は之 を 先決 條件 として、 何 か 他の 點 

に 於て 英國の 希望 を かな へ る やうな 心組み をしょう と 此點を 指摘すべき だ。 

この 仕 ま を は ご と^し 遂げる 國務卿 こそ は、 實 に 名 を 竹帛に 垂る る 人で ある。 米 國の爲 に 運河 行政 

に 於け ろ 行動の 自由 を 得しめ、 之に よって 全米 聯合 の 爲には 嘗て 取られた る 如何なる 手段よりも 偉大 

たる 一歩 を 進める 人で ある。 かかる 國民的 『信念の 擁護 者』 の 出現の 一 日 も n 十 からん 事 こそ、 ^に 望 

ましい 次第で ある。 

モ ン a ォ、 一 ヒ^ を 完成す るに は、 新世界の 一 切の 領土 を 歐洲の 植民地 的 支配から 脫 せしめる ばかりで 

はない。 また i£ 洲政爭 と 全く 離れた る 防衞的 態度 を 執る とい ふ 同じ 理由で、 わが 大 運河に も 外交 支配 

節の 一切の 跡 を 絶つ やうに しなければ ならぬ。 

運河 地帶に 於け る 米國の 行動の 邪魔になる 條約 を、 改訂し 或 ひは廢 止す るに はな ほ刖に 一策が あ 

る) それ は 次の 章に 於て 指摘す る 事に しょうと 思 ふ。 
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第 十三 章 平和の 爲に する 全米 三角 同盟 (三) 

丙 方、 大平洋 のかな たに 於け るモ ン B ォ主義 の實行 

全米 三角 同盟の 底^と^ 方の ー邊と は旣に 以上 述べた おりだ。 そこで 今度 は. 方の 側 を 論じて、 太 

平洋に 於け る 恒久の 平和 策 を 講じ、 此 三角形 を 完全な ものにしなければ ならぬ、 ところが 若し 私の 考 

誤りで ない 以上、 この 三角形の 西方の 一 遜 こそ は 一二つ の 中で 最も 造り^い ものである。 卽ち 極艰問 E! 

に關 する 吾等 米 人の 見解 を IM 正しようと いふ 心掛ー つで 出ぉゃ ろ 事 だから だ。 その 心掛けさへ 出来れば 

早速 事態 はおの づ から 暗雲 一 掃と いふ 亊 になる の だ。 太平洋の^ 岸に 於て 米 人が 他の 强國に 向って か 

くせよ と 望んで ゐる 通りの^ を、 米 人 自ら は 大平洋 の 西岸で しょうと 望む のか、 望まない のか。 乇ン 

ロォ 主義が 『EI1>-Er つるな。 他に 千涉 する 勿れ』 と 云 ふ 以上 は、 此 主義 は 吾々 の现 性に も訴 へれば 

愛阀 心に も訴 へる もの だ。 約 一世紀 間と いふ もの、 米！； は 西半球に 關 して 此說を 全世界に 向って 說ぃ 

たので ある。 そこで 吾々 米 人 は 米 大陸の 方で 說 いて ゐ る此說 を、 ^亞の 方に も實 行しょう とする の だ 

とい ふ 此^ を、 わが 姉妹 民た る 口 本が 十分に 納得して？. 犬れ るまで は、 太平洋に 於け る 平和 は 確保し 

難い 事が 分って くる。 


大西洋に せよ 太平洋に せよ、 西半球の いづれ か ー國の 上に 外方から 及ぼして 來 る危險 は、 必 やや 凡 

ての 他の 諸共 和國 にも 累を 及ぼす に 相 遠ない。 ところが 今日 合 衆 國の內 外に、 眞 面目に 物を考 へる 人 

で、 R 米戰 ゆの 危險を 信す る 人 は 決して 尠 くない。 何故に 吾々 はかう いふ 事 を 信す るので あらう か。 

之に 對 する 如何なる 豫防 策が この 全米 主蕤の 研究から 展開せられ 得る だら うか。 

衝突 は 商^ 上の^ 因 から 起る だら う。 所謂 『商業 戰爭』 の やうな 事になる かも 知れない とい ふ^を 

樹 てるの は、 吾々 が 自ら 欺く ものである。 米 人が 頻りに 『門戶 開放』 を やかましく 言 ひ 立てて、 それ 

が 何 か 吾々 の特權 でで も ある やうに 一一 目って、 支那 問題に は保證 されて ゐ ない 一種の 地位 を 持って ゐる 

やうに 信じたり、 或 ひ は 日本の 支那に 對 する 對度を 彼 之と 言 ひ 立てたり、 殊に また 最も 重大な の は、 

米國が R 本の 西方發 展を 阻止し ようと 望んで ゐ ると、 こんな 事 を 信 すれば、 日本 は 米 國に對 して どん 

な 强ぃ阈 民 的 反感 をで も 起す であらう。 何だか 米國が 極東 問題に 對 して 世話 燒き顔 をして ゐ ると いふ 

，に 就いて 日本側の 思 ひ 違 ひ を 如何した らば 一 掃す る 事が 出来よう か。 また 全米 主義が 飽くまで 他國 

民の a 地 を^ん じて、 太平洋に 於け る 恒久の 平和の 爲に 極めて 有望な 其 目的 を 達する に は 如何 すれば 

可い か。 

米！： の 極^ 政策に 種痘 をして、 モン a ォ 主義の 所謂 『他に 干涉 する 勿れ』 の 痘苗 を 植ゑ附 ける のが 

何よりも 肝耍 だ。 よその 人に 『良 樂』 たる 物 は 吾々 にも 亦 利く 可き 害 だ。 
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米 人 は モン a ォ、 H.M を 主張す るが 故に、 從 つて 條約中 かの 所謂 『& 恋國 條款』 の もとに 各 强國に 俅 

證 されて ゐる權 利の ほか は、 何等の 權利 をも耍 求す る もので 無い とい ふ此 ー毐 を歐洲 並に 祸朿 諸阈 に 

對 して 明らかに しさへ すれば、 之に よって 吾々 は 之 等の 諸！： W に對 し、 モン & ォ、 王義に 於け る 米！： の 

地位 を  一^^ にし、 また 從 つて 有力なら しむる に 至る ので ある。 

ここに 蔽ふ ベから ざる 車^: は、 多くの 米 人が 其 所 isn 本の 支那に 對する 侵略なる もの を兑 て、 當然 

自ら 支那の 保護者で あり、 また ある 可き笾 だと 思って ゐる事 だ" また 之に 關聯 した 事寶 として、 かう 

いふ！：^ 問の 喑鬼 を拂ひ 除け て 了 ふまで は、 太平洋 上 永久の 平和 を 生むべき n: 本の 十分な 信 W を 米國 

が 得る 事 は 到底 出來な いで あらう。 太平洋の こなたに 外！； の 如何なる！. 民の 侵入 を も 許さ な い ；止當 な 

攒利 を^々 米 人が 保 W する 以上 は、 條約で 保陣 された 米 國の横 利 を 侵害され ない 限り、 他！： おが 太平 

洋 の 彼岸に 發展膨 腿 すろ に對 して、 吾々 がかれ こ れー 一一 一口 ふ權利 は絕對 にない わけで あ る。 

米國 は常然 支那の 保護者で あると いふ こんな 危險な 無意味な 事が どこから 考へ 出された のか、 一 つ 

其 源に 溯って 考 へて 兑 よう。 近年 其 主な 原因と 目すべき もの は、 『ま那 に 於け る門戶 開放』 に關 して、 

また 之に よって かの ジョ ン， ヘイの 國務 卿のと き、 米國 のために 保障され たと 信じられて ゐる特 樅に 

關 して、 米國 一 般に行 はれた 謬見が その 源 をな して ゐる。  f 

そこで； っ此 『門戶 開放』 とい ふ 迷信の 本尊 を點检 して 見よう。 たいした 寳際 上の 效果 もない のに が- 


矢^に 感情的に 騷ぎ 立て、 共 眞意雜 もまた 廣く 一般に^ 解され てね るの だ。 日本で は 之 を 以て、 人 は 

皆 米 阈が亞 .1 亞 政策に 容喙 する 權利を 厚かまし くも 主張す る もの だと 信じて ゐる。 之 は 誤解 だ。 しか 

し 之よりも もっと ひどい 誤解 は、 米 國 で 新聞 雜誌或 ひ はまた 多く の 個人の 一一 目說 にも パ 何等 事實 に极據 

を ^かすに 唯 風 M を 基に して 說を たて、 之に 對 して 一種の 解釋を 下して ゐる 事で ある。 それから また 

支 W の 方で は、 日本 ゃ米國 よりも 更に もっと ひどい 誤解 をし 一- ゐる 者が あるので、 米國を まるでお 伽 

噺 にある 名 親の やうに 思って 誰に 對 しても 何事に 對 しても、 保護す る だけの 俽 打の 有る 無しに 拘らす 

ま 那を保 謹して eK れる ものと 思って ゐる らしい 支那 人が 隨分 多い。 そこで かう いふ 樣々 の 誤解 は 一刻 

も：： 十く 匡正 すれば する 程よ いので、 わが 米國の 地位 を 確立す るに は モン b ォ 主義の 標準に よって 之 を 

識^す るの が、 一番 明確の 法で ありまた 捷徑 である。 さて 此 標準に 照して 考 へて 見る と、 米國が 支那 

に^て 何等か 特殊の 權利^ 務を 要求す るの は、 明らかに 他所の 仕亊に 手出し をす る もので はなから う 

か。 ちゃう ど 口木 人が 若し 全米 主義の 事柄に 何 か 同じ やうな 干涉 をす るなら ば、 米 人から 考 へて 見て 

それ は 全く 日本に 用の ない 事で あると 思 ふのと 全く 同じで はない か。 一 方に あてはまる 事 は 他の 方に 

も 同じく 適用が 出來 る。 米 人 は、 かの プラット 修正案 あるに も 拘らす 日本の 新聞 雜 誌が 玖 馬の 門戶開 

放に 彼 之と 言 ひ 立てる の を 如何して 喜ぶ だら うか。 

かの 『鬥戶 問 放』 の 語が いま 米 國 の內 外で^ 解され て ゐる事 は、 ちゃう ど 以前 モン ロォ 主義が 南术 


で- n 、解され てゐ たのと 同 じだと 言っても、 それ は 誇張の 言で は 無から う。 後者 は 旣に之 を 1 51 する 事. 

を^た とすれば、 前者 をして 门リ 横行せ しめる の は 何故で あるか。 先 づ^^ は 如何で あるか。 條；^ 

中の 『お 故^ 條款： 一 の もとに 各國 民に 賦與 されて ゐる 支那に 於け ろ 商業 上 具 他の 桢利 は、 勿： 一! 米國 は. 

今リ まで 常に 要求 もし、 また 將來も 之を耍 求す るで あらう。 それ以上^ 米阈は 決して 要求すべき では， 

ない ので、 米^が 公 W 正大に 此 立場 を 取る こと c: 十ければ；： 十い ほど、 太平洋に 於け る 暗雲 は ！掭 せられ 

る 事になる の だ。 米 ら 任じて 支那の IK 來の保 謹 者な りと 思 ふが 如き は危險 極 まる 不條现 である。 

しかも 今 n 米^人の 多数が、 吾々 は 支 邾に對 して 此篛務 ありと 思って ゐる。 そして 其 義務 あるが ため 

に、 或 有利な 特植を 我！： に與 へる 『門戶 開放』 の 約束が 出 來てゐ るの だと も 信じて ゐる。 それならば- 

如何な 特權 かとい へば 彼^も それ は 知らないので、 唯 何が なしに そんな 特灌が あるの だと 思 ひ 込んで- 

ゐろ。 

そこで-： H づ かの 敏腕の 國務 鄕ジョ ン* ヘイが、 所^ 『支那に おける 門戸^ 放』 とい ふ 藜 は を 如何し- 

て 化 上げた か、  共. e 來を考 へて a よう。 

此有 名な 交渉の 相 を 解す るに は、 先づぉ 時の 文 孰！ i を  一 ra して 見る に K る。 千 八 百 九十 九ギ 九月 六： 

口の R 附で、 お 時の^ 務 卿ジョ ン* ヘイ は、 巴 rar 伯林、 敦、 聖彼得 俊、 羅^ 及び 束 京に 於け る 米 

國の 外交 代衮 者に 訓令 を？^ して、 ^該 各^ 政府に 下の 專を 通ぜ しめた。 ^ち 合 衆 E! は、 支那の $ に關 
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して 各 政府の 正式の 保證を 得る のみなら す、 また 他の 列國 よりも 同様の 保設を 得る に 協力 せられん 事 

を 望む。 そ は 各 c: 銘々 の 勢力 範 函 內に 於て、 下の 條項 (種々 異同なる 訓令のう ち 全體に 通じて 12 様な 

^分 は 之れ だけで ある) を 促進 せんが 爲 である。 

れ"：、 ふ W がい 乂那に 於て 有する 如何なる 『勢力 範園』 內、 または 租借地 内に 於ても、 條約港 或 ひ は： 

投^の 利益 を妨 寄す ベ からざる^。 

^二、 支那の 現行 關稅法 は 陸揚げ 船^みの 一切の 商品に 適 川し、 また 何れの S; の所禱 たる を 問 は 

す、 ^ 『利お 範^』 內 にある 一 切の 港 (自由港に あらざる 以上) に 適 川 さるべき 事。 また かくし. 

て 取 立 てらる ベ き稅金 は 支那 政府に よつ て徵收 せらる ベ き 事。 

巧：；、 各！： は；^ 『範 固』 內に 於け る 各 港に 屮 z 入す る 他！！ の 船舶に 對 して、 自 a: の 船舶に 課せら る 可 

きょり 以上の 港；^ 稅を 課せ ざ る 率。 

また 該 r 範园〗 內を遝 送 せらるべき 他阈 臣^ 所有の 商品に 對 しても、 同 一 距離 を遝玆 する a 阈 rac 

所お の 商品に 課せら る 可き より 以上の 弒逍述 貸 を、 該 地域 內に 敷設し^ 现し或 ひ は經營 せる 線路. 

に 於て 課せざる 事。 

各！： 政府から は滿 足な 答が « られ たので、 ジョ ン* ヘイ は： 史に 倫敦、 C 里、 伯林、 聖 彼ね 垡、 0 

馬 駐^の 米 H 大使、 および 人 京駐 剖の 米！： 公使へ 宛てて、 下の 訓令 (各々 相 鹿の 文字 だけ を變 へて > 
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發 した。 

拜^ I 國 政府 は、 ま那に 於け る 外！： 貿易に 闢し、 其條件 は缝に F "令お I 號に 於て 贵 下へ 宛て 

交附 しにる、 合 衆國の 提議せ る宜 一一 一 ほに 同意し、 また、 ^紙に よって 明らん なる 如く、 ま 那帝國 に 

於て 机 偕 地 或 ひ は 所謂 『利益 範圍』 を 所有せ る各國 みな 旣に 同様の 行動に 出で たるが 故に、 貴宫 

は 更に 駐 剳の 各！； 政府へ 下の^ を通吿 せられん 事 を 望む。 最初の 承諾に 附隨 せる 條件 (S- ち關係 

諸！： はすべ て、 等しく ベ；； 衆國 政府の 提案に ni:^ する^) に 承諾 を 得た る を 以てな "衆阈 政府 は、 I 

—が 之に 與 へる 承認 を 以て、 最後の 决定 的なる ものと 認む べし。 

贵官は 更に 外務大臣に 同封の 刖紙 を交附 し、 且 その 際、 今囘の 交涉が 圓滿の 終結 を吿 げたる に對 

し、 大統领 は 衷心の 滿足を 表する の 意 を 通ぜら るべ し。 これ 寳に 支那 帝國に 於け る 商工業の 自由 

なる^ 展に 興味 を 有する 諸阈を 動かせる 友愛の 精神 を證 する もの にして、 且全 商業界に 英大の 利 

益の 源た ろ は、 大統領の 信じて 疑 はざる 所な りとの 意 を も 致された し。 云々 

千 九 百^ 三 H  二十日  華 盛 顿！； 務 省に 於て 

ジ 3 ン • ヘイ 

この 交渉のお 結 は、 支那の 事件 を 永久 的に 滿 足に 調整し 得た ものであると いふので、 米國の 新聞 は 

非常な 滿足を 表して 敉迎 したので あった。 然しながら 外國の 方で は、 之 は 各 國 が 有難く もない 宣言に 


巧く 陷れ られ たの だと か、 或 ひ は、 各國 はい やで も 協 担 絶り かねる やうな 具合に 手際よ く 持ち 掛 

けられた 爲に、 色よ い 返事 をした までの もの だと かいふ^が、 隨分 あちこちで 胺面 もな く 云 はれた の 

であった。 ^ほ-つ まく 出來 した 此遣 口が 支那の 領土保全 を 永久に 保證 する も の だとい ふ赛を 米 人 ほど 

に 感じた 外に は 無かった やうで ある。 勿論 この 『 一 紙片 xfssss 麵ぉ きが、 

勢 益々 盛なる 六大 强阈の 野心に 對 して、 後代の 政治家が 出て、 更に 新 問题新 事態に 面して 阈政 を處理 

するとき、 かの 防お もな き龙大 なる 領土 を 保 謹す るに 足る もの だと、 米： 1 が いつまでも 信す るのに 

は、 各 國と雖 も Bn^; はなかった のであった。 

この 門戶 が^ 際 上 開放 せられて ゐて、 米！： は 支那に 於て、 また 支那に 對 して、 特殊の 權利 義務 を 有 

すと、 吾々 が 信す るに 至った の は、 莨に 此時 以來の 事で ある。 この 信仰 はしば らく 綾いた が、 いよい 

よ 之 を 莨 地に 試す 時が 來た。 卽ち此 I： 戶を はじめて 吾々 が赏 際に ^ ゐ ようとした 時 如何い ふ 事が 生じ 

たか。 上述の ヘイの 投 謹の 第三 條は 特に 支那に 於け る錢 k に關 する もので あつたが、 而も あの^-ほお 

の 政治家 阈務卿 ノックスが 滿 洲饯逍 の阈際 中立 を 遂行しょう とした 時に、 此 II 放された^ の e: 戶 がか 

たく 閉 されて ゐる赛 を 知った ので ある。 今も^ 特殊の 利權 のために 此門戶 が ^ かれて ゐる やうに 信じ 

て ゐる人 は、 それ は 突し い 夢 を 兌て ゐる 人で ある。 さう いふ 人 は 先づ事 を兑て 目 ざめ るが いい、 卽 

ち モン b ォ主雜 は 中 球に 於け る 外！； の 千 涉を禁 する が 故に、 吾々 はまた 太平洋の 側の 亞. 1:=S の^に 
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も 干渉すべき ではない ので ある。 

『ま那 に 於け る 門戶 開放』 とい ふ此 文句が、 何故 また さう 强く 米國 人の 胸に 響く ので あるか。 その 极 

本を尋 ぬれば 遠い昔に 溯って、 新英 蘭の 快走 船が 支那 貿^に 巨利 を 占めて、 極東の 富 源の 嘘の やう 

な、 人の 慾 心 を挑發 する 話 を 齎らし 歸 つた 其 頃に 在る ので はない か。 あの 千 八 百年の 互恵、 王 篛の條 例 

とい ふ 愚な 規定のお 蔭で、 わが 商船 は 保護 を 奪 はれて 了 ひ、 米^ 船 はかの 邊の 海上に は 殆ど 姿 を 兌せ 

ぬ 事に なった。 しかも その 頃の 金 儲の 記憶と、 ま那 貿易の 有望 だとい ふ 話 だけ は、 いつまでも 忘れら 

れ すに あつたの だ。 然しながら 事實は 如何で あるか。 『I 甸亞米 利 加の 外國^ 易 は 支那の 外國 貿易の 十 

八 倍に 達して ゐる。 ま^ 亞爾然 丁 一 ケ國 だけの 外阈 貿易で すら、 支那と 日本との それと 殆ど 同額で は 

ないか。 そして 益々 それ を 大 しつつ あるの だ。 羅甸亞 米 利 加の 市場 こそ 實に 極東の それよりも 今日 

すでに 遙 かに 重耍 であり、 また 人を惹 くに 足る ものである。 そして 現在よりも 更に 將來に 於て 签々 然 

らんと する の 有様で ある。 

全米 主義の 根本 珂想 は、 他國 民の 兑 地に 對し、 友愦を 以て 之 を 尊重 せんと 欲する に 在る。 かの 亞爾 

然 丁、 ブラジル、 智利 三！： 相 結んで 米^^の 戰爭を 制止し 得た の は、 全く 此 精神に よるの た。 この 態 

度 を 以て まさに 太平洋 問題に 臨み、 口 本人の は 地に も 相應の 注意 を拂 ふやう にしたい。 全米 主義の た 

めに しかく^ 耍 なる モン 口 ォ主蕤 を 吾人が 固.；！ えす るの 權 ありと すれば、 まさに 理笳 上から 言って 他國 
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もまた n 己の 大陸に 於て 同様の 權 利と 主義と を 有し 得べ しと 考 ふる は 當然 である。 吾人が 支那に 干渉 

する の は、 H 本が亞 米 利 加の 事に 干涉 しても 可い と 云 ふ^を 示す わけ だ。 日本が 柬方 にも 西方に も發 

展す るの を、 米國が 阻止す る ものの やうに 思 はれて はならない ので ある。 吾人 は 固より そんな 考は無 

い、 しかし そんな！： 際 的 千涉の 高壓 的な やり方に 見える 事 だけで も 避けなければ ならぬ。 その やうな 

裉槠 なき 政策 を强 行す る 事 は 物質 上す でに 不可能で あるの みならす、 また、 日本が 西方に 向って 何 を 

しょうが、 それが 『设 惠國 倏款』 の もとに ある 米 國の利 横に 侵害な き 以上、 米 國の彼 之い ふ 可き 事で 

はない ので ある。 

記惊 せよ、 かの 所謂 『a ッヂ氏 修正案』 の わが 元老院 を 通過す る や、 近頃 モン b ォ、 干； 窕は强 く 日本 

人の： "asrl を 喚起した ので ある。 この 修正案の 發布 以來、 モン &ォ 主義 は K に、 貿^^社が 其 政府 を 助 

けて 15 半球に 地歩 を 得しむ る 事を禁 する の 一項 を 加へ たわけ だ。 之を兑 た 日本人 は、 米國は 太平洋の 

東岸 に 於て 日本に 對 して 執れ る 態度と、 西方に 於て 取れ る 態度 とが 全然 刖物 であると 思った ではない 

力 

世に 『II ッヂ氏 修正案』 として 知られた 米國 政府の 宣言が、 如何にして 現 はれ たかは、 其 報 ^ 書 を 

引 川 すれば 设も 明瞭で ある。 卽ち千 九 百 十二 年 七月 三十 一 日 マサ チュ セッッ 州の 上 院議： B; へ ンリ • キ 

アボット •  a ッヂ が、 上院の 外交^お を 代表して 上院に 報告した ものである。 
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『千 九 百 十二 年 四月 三日、 上院 は 下の 議決 をな せり。 曰く、 曰 本 政^ 或 ひ は 曰 本の 或會 社の マ グダ 

レナ 灣に 於け る 土地 I 貝 牧に關 し、 政府の 有する 一切の 報吿は 公益に 害な き 限り、 之 を 上院に 交附す 

べき 率。 また 千 九 百 十二 苹四月 三十日、 大統領 は此 決議に 答へ て、 質問 事項に 關 する 國務 卿よりの 

記述 書 を交附 せり。 

『千 九 百 十三 年 五お 十六 日、 上院 は 更に 下の 議決 をな せり。 口く、 マグダレナ 灣に 於け る 土地 利害 

關係 ある 「米 國 シン ディケ H ト」 に關 する 往復 文書の 寫 しを^ 求す。 

『これ 等の 書類 幷に 之に 附隨 せる 往復 文書 は^に 外交 委： n 〈の 手に 移されたり。 外交 委員 は愼重 審議 

の 結^、 下の 事 を報吿 せり。 曰く、  ^良が 得た る 往復 文書 幷に 一切の 報告書 を a るに、 如何なる 外 

阔 政府 も、 マグダレナ 灣 及び 其 邊ー帶 の 土地の 所有 榴を璲 得し 或 ひ は 獲得 せんとし たる 者な し。 さ 

れば 更に また 事^に 微す るに、 マグダレナ 灣！ 帶の 土地に "ま 利 を 有し、 或 ひ は 有すと 稱せる 圑體或 

ひは^ 人が、 一 つの 「シン ディケ エト」 を絍弒 し、 また マグダレナ 灣 及び 之に 接鑌 せる 土地の 有す 

る 商業 上の 價 ig と は 全く 離れて、 此！： に 於け る 外！： 尺の 爲に或 阈家的 利益の 存在 を 理由と して、 之 

等の 土地 赍却 をな さんと したる 者 ありたり。 かくの 如き 思想 こそ、 マグダレナ 灣ー帶 の 土地 所有者 

と、 外！： の 市民、 臣民、 或 ひ は團體 との 間の 談判の 根柢 を冇 したる もの なれ。 かかる 事實 ある は.、 

此問题 井に 他の 類似の 問題に 關 して 米 國 上院の 意 兑を發 見 すべき 好個の 椤會 を與 ふるもの なりと、 
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ル 交さ U は 忍へ り。 兹に 於て か委 は 左の 決議の 採 W を薦 むる に 至れり。 

『亞米 利 加 大陸に 於け る 如何なる 港灣其 他の 地と 雖も、 軍事上の 目的の ために 之 を 領有す る^が、 

合^！: の 交通 或 ひ は 安寧の 爲に害 あるが 如き 位 S にある 場合に は、 如何なる 圑體或 ひ は 組合 と 雖 

も、 米國 以外の 他 EI 政府に 向って 國紫的 目的の ために^ 地 制御 植ヶ與 ふるが 如き 關係を 有せ る 者 

が、 かかる 港. C 共 他の 地 を 所有す る 事 を、 米！！ 政府 は輕々 觀過 する 能 はざる 也。』 

米 國 の態庶 及び^ 向に 對 する 外國の 誤解 を 匡正す るよりも 更に  一 ^肝要なる は、 此桢束 問 题に關 し 

て 米 人 自らの 見 を 正す の必耍 である。 米國は 決して 支那の 當然の 保護者で はない。 さう いふ K 任 を 米 

阈は 如何なる 现. a からい つても 荷 はう と 思って はならない。 米國の 地位 は、 かの 千 九 百 〇 八 年 十一月 

三十日、 ^^卿 h リウ • ルゥト と、 日本 大使 高 平 男との 問に 正式に 交換せられ たる 文面に、 a ごとに 

現 はれて ゐる 通りの あれ だけの 範 圍に嚴 として 限られる 可き ものである。 曰く、 『(第 四) 兩" は あら 

ゆる 平和の 手段に よって、 支那の 獨立 保全 及び 支那 帝国に 於け る 諸國^ の 商工業 上の 機^均等 主義 を 

維持し、 之に よって 支那に 於け る 各 强國の 共同 利益 を 保たん とする の議を 決す』 と ある。 

支那に 對 する 日本の 或 行動に 封し 抗議して、 ま那 在留の 米 國官： 教師が 大統铂 へ 『近^ 送った』 もの 

だえ して、 千 九 百 十五 年 四月 十 A 日の 公報 中に 引 ffl せられた 或 聯合 電報に 就いては、 ，上^ 分 鬼 ft: の 
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議論が 喧しかった。 この 電報 は 五 千 語 以上に 百 一って、 當 時交涉 中の 支那に 對 する 日本の 要求 は 『結局 

合 衆 國に對 する 威嚇と なって 現 はる 可き 侵略 行 爲』 なりと 論じた ものであった。 また 此 電報 は、 當時 

ま那 日本 兩國 の當事 者 問に 進行 中の 含 見に 米 國の參 加 を 支那へ 請求す る やうに、 大統領へ 巾^した の 

であった。 この 電報に 署名した る 3 典 面目な 敬虔な 人た ちが、 日米 國に 紛擾 を 起させようと 思ったり、 

或 ひ は 米國が 支那に 代って 武力に 訴 へる 事 を 望んだ と は、 私 は 信じようと 欲しない 一 人で ある。 何と 

- なれば かくの 如き 意向 は、 全世界に わたって 此點で 特に 米國 宣教師の 名譽 とせられて ゐる 慣習と 全く 

. 相反す るからで ある。 米國 -X 教師が 宜傳 する 宗敎 はいつ も侗 人の 宗教であって、 國民 的宗敎 ではない 

とい ふ 理由の 爲に、 吾々 は 特に 之 を 誇りと して ゐ るので あるから だ。 此人 たち は 米國々 旗の ために 領 

土 を 得ようと は 未だ 曾てし なかった。 唯 彼等の 力の 及ぶ 個人へ 祌の眞 理を傳 へる だけであった。 獨逸 

人の 言 ふところ によれば、 英國々 旗の 爲に ウガンダ を 得させた もの は英國 宣教師であった。 之に 對し 

て英 人に 言 は せれば、 獨 逸の 宣教師が 二人 ま那で 殺された ので、 其 報償と して 獨逸 政府 は 膠 州 灣の耍 

害 幾 平方 哩の地 を 要求す る 事 を 得た ので、 之 を 取った の は 實に千 八 百 九十 七 年、 十一月 十四日で あつ 

た。 かう いふ 多くの 論 辯が 當れり や 否や は 姑ら く 別問題と して、 とにかく 此 種の 非難が 未だ 嘗て 米國 

究 教師の 上に 加 へられなかった 事 は、 吾々 阈民 として 大に 安ん する 所で あり、 また 誇りと して 然るべ 

きもので ある。 官； 敎師は 政治 上の 傅 道 者で はない、 また 米！： 政府 をして 他阔 政府と 紛議 を 生ぜし むる 


573  


襟 を 欲する もので はない。 從っ てこの 北京から 來 た.^ 敎師の 電文なる もの は、 支那の 保護者と して 米 

國が 日本に 對 して 干^す る爲の 論議 だと は 決して 解釋 せられる 可き もので はない。 獨 逸が. in 耳 if に 侵 

人した からと て、 米國は 之に 向って 何等の-抗議 を 提出し なかった。 .EE 耳^と 支那と、 どこに 異ふ とこ 

ろが あるか。 

次に にソ、 は设も 面倒な 問題に^ 蔻す る、 それ は 比 a: お 島の 問題で、 之 を 如何にす るかで ある。 極お 

のポ 忭に對 する 米^民の 態度が、 モン a ォ. H, 翁に 於て 確立 せられた^ 準 通りに 行かな いのは、 單に 『門 

^11 放』 に 就いての 米 11 の 誤解ば かりで はない、 比律贫 領有と いふ 事 も 矢張り さう である。 米 が こ 

の ^嶼 4 ゲ^た の は、 戰ゅの 偶然の 結果であって、 ^汴に 地 ^をい：： めたい とか 領土 を^よう とか 云 ふ 慾 

望の 爲 では 決してなかった。 しかし 此 問題に 就いて n 木 人の 兑解 はどうで あらう か。 【a^ に亞 細亞の 

海岸に 近く 米 國 が 大桢^ 地 を 所有しながら、 こちらの 西 半球に 外！： 植-ぉ 地の 出来る のに、 米國が 如何 

して 飽くまで 異議.^ 唱 へる 事が 出來 るか、 それ を 日本人が 不思議に 思 ふの も 無理 はないで はない か。 

n 仁に して 若し ffl 印 俊 諸^の 或 もの を 我物に しょうと するならば 米 人 は 何- -E 心 ふだら う。 之れ 明らか 

に モン a ォキ： 篛 に^する 凌辱で はない か。 且 本の K 旅が 若し 南米 カリべ ヤン 海に 樹 つの を たなら ば 

米 人 は 何と 感する だら う。 其 通りに 曰 本人 はまた 米國 が^ 洋の. を 占有して ゐろ に對 しても、 同じ 

く感 する に相逑 ない。 然 らば 吾々 は 何が 故に カリべ ァ ン海 では 全米 主義 を 立派に 唱 へて 置きながら、 


 574 


吾々 自ら は柬洋 で 例の モ ン ロォ 主義の 所謂 『自國 を出づ るな。 他に 干渉す る 勿れ』 と 云 ふ-干： 義を寳 行 

しないので あるか。 

今日 この 比 律 { せ 問題 は、 如何なる 米 人に も滿 足の 出来る 方法で は 解決 せられて ゐ ない。 能く 此靴關 

を變じ 却って 今後^ 利な 結 * を 生す る やう、 忌憚な く此 問題に 面する 事 を 何故 しないので あるか。 ち 

ゃゥ ど！！.； 四哥の 問題が 却って 全米 的 仲裁の 機關を 生じ、 现在 すでに 其 價値は 非常な ものであるが、 將 

來も 益々 其 發展に 伴うて 有益な ものと なり、 禍は變 じて 幸と なる、 あの やうな 具合に 何故 やらない の 

であるか。 

米 國の比 律 贫锁有 は モン II ォ主篛 と 其根憨 たる 『他に 干渉す る 勿れ』 とい ふ 精神に 協 はない もので 

ある。 しかし かの 丁抹、 和 蘭、 佛蘭 西、 英國 等が 此 西半球に 植 W 地 を 有する 車 も、 また 巴 奈馬遝 河 を 

支配す る ヘイ • パン スフ ォ オト 條 約の # 在 も、 これ また 此， H.: 義の 精神に 協 はざる ものである。 然 らば 

かう いふ 不調和な 蒂實の 一 方 を 取って 他の 方と 何故 帳消しに しないの であるか。 卽 ちわが 米國の 南方 

にある 一切の 欧洲の 領有 地と、 之に 加 ふるに ヘイ， パン スフ ォ オト 條 約の 合意の 取消に よって 巴奈馬 

運河 を自. S にす る 事と、 此 二つ を 比 雜资と 交換す るので ある。 そして 共 上で ギアナ 二 州 英領 ホン デュ 

ラ スを自 .E 共和 國 となし、 フォ オクラ ンド島 を 亞爾然 丁に 還附 し、 また 巴奈 馬^ 河の 防 跪に は 非常に 

ISi 要な ^西 印度 諸島 を 米 國國旗 の も とに 牧 むる 事 を 何故し な いので あるか。 かくすれば わ が比雜 ぉ領 
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心に よって 生す る n 木 人の 疑惑 を ： 舉 にして 取 去る 事が 出來 ようし、 また 米！： は 之に よって 比^: はお 

ねに 對する を 體而を m せ 十に 免れ 得る わけで ある。 ^ 歐洲植 お 地の 埒 加に 對す るモ ン s ォの 抗議 

によって II 始 せられた 欧洲の 紛ゅ に對し て も 保 謹 を 充分 にす る^ となり、 そ の 上 巴 奈馬遝 河 附近 に あ 

る if 洲の 陸軍 根 據地を 去り、 述 河の 利 川に 對 する 欧洲の 管现權 をも脫 する 幕と なる ので ある。 

人 は 問 ふだら う、 然 らば 如何にして 比 律.^: を 之 等 叫 大强國 に 分割すべき やと。 しかし 之 を 決すろ の 

は 吾 々の 祟で はたく して 四」 八 强國の 住 である。 唯此 分割が 下の 事實 によって 簡. m に せられる^ だけ は 

明白 だ。 卽ち 放^せら るべき 在米 植 W 地のう ちで 英國所 冇の分 は、 他の！ 二 II 所冇の 分よりも すっと 大 

きい、 從 つて 此交^ の 主要^た る べき もの も 明ら か に 亦 英國で あ る。 此 交換に 最も 利 寄 關係 の 深い 常 

^ぉ たる 英 W とわが 米國 との Si の 親交、 竝 びに 其干與 者た る 丁抹、 和 蘭、 佛蘭 西三國 と英國 との 問の 

親交 は兩方 相^んで、 此交^ を 容^なら しめ、 K 次いで 行 はるべき 狻得^ たる 四！； の 比 f 化お 分割 を も 

容！： ^ならしめ るで あらう。 

西半球に ある 欧洲 植^地と 比 律 賓とを 交換 するとい ふ此 提^ は、 私が 千 九 百 十五 年 十一 一月 三十 口、 

華 盛頓で 米！ ：國 際 法 協會、 米！： 經濟舉 會、 國際^ 議に對 する 裁判 解決 協 付 及び 笫ニ囘 全米 科 舉會議 の 

笫 六部の ために、 カァ ネギィ 平和资 金に よって 催された る 饗宴の 席上に、 之 を 述べた ので ある。 そ 

の 二 ヶ月 前に、 私が 米！： は 附近の 歐洲祯 ^地 を 買收 すべし とい ふ 提議 をした 時 新聞社 說の 殆ど 半分 は 
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之に 反對 であった に拘ら す、 比律賓 との 交換の 案に 對 して は、 各 新聞 殆ど 呰筆を 揃へ て 之に 賛成の 意 

を 表し、 多くの 社說中 僅に 二三の 反 對論を 見た だけであった。 之 は大に 意味の ある 事 だと 思 ふ。 此殆 

ど擧國 一 致の 賛成 こそ、 此 提案が 比律贫 の 難 關を脫 する 立派な 方法 だと 思 はれて ゐ る證據 だと 私は考 

へ るので ある。 

比律賓 問題 は 平時に 於て 旣に 難^: であるが、 若し それが 一 朝戰 ゆと なったならば 如何 だら う。 明 渡 

し をす るか 防禦 をす るか、 いづれ かで、 その 中間の 途と 云って は 無い わけで ある。 之 を 明 渡す は^に 

國 としての 恥辱で はない か。 はやく 旣に國 の 體面を 汚さす また 損 もせす に、 之 を もっと 防ぎ 易い 他の 

領地と 交換して 置かなかった 事 を、 どれ 程 後悔す る だら うか。 また 之 を 引渡さす に、 どこまでも 防禦. 

する 途を 採る と考 へて 見る と、 之 はまた 大變な 難事で ある。 必要な だけの 大 援軍 を 安全に 送る 保證の 

出来る 艦隊が 我國 にある か。 之 を 運ぶ だけの 運送船が あるか、 或 ひ は 援軍 そのもの をす らも 米 國は有 

つて ゐ るか。 この 三つの 問を發 した だけで 旣 うがつ かりして 答へ る 勇氣 のない 事 はわ かり 切つ てね 

る。 比律賓 島の 防備 は 米 圃國防 組織の 一部分に 過ぎない。 しかし 鎖 は その 一番 弱い 環 だけの 强さ しか 

無い もので、 比律賓 こそ 實に 此の 弱點 たる 事 を 示す もので あらう。 吾々 は 進んで 此 問題に 手 を 下して 

此 遠隔の 地 を もっと 手近かな 他の 領地と 交換す る 事に したい ものである。 

或 人 はまた かう 言 ふだら う、 比 律賓を 訓練して 立派に 自治 政體を 採る 事の 出來 るまで 米 國は此 島 を 
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^ひしなければ ならぬ と。 然し それ はおして 何時の $ だら う、 また 何が 故に さう 爲 なければ ならぬ 

か。 この； -せ め^ は^た wi、： に^:. L むので ある。 P 八^ 九十 八 年 十二  =:十 日 巴 里で 調印した？： 班 牙 

との 條 約に は、 米 W が 比^!. W ケ卩 放す^ は々 も-小し てない。 唯 玖お に 就いては 下の 通りに、 ^ 

竹屮| 六條 にさつ いふ^.;. E- 能 を-. 小して あるまで だ、 卽ち 『八 U 泶 H が 玖お に關 して 本條約 巾に： ^乂 けた 

る^ 3： な，. つ^^ と 靴 も、 ^なの^ 朋に K らる ベせ も" し， -解 せらる。 而 して 領有の 期 ii の 終ろ と共に、 

玖^, に？ に^てられ たる 如何な. る^ におしても、！ I： - の^ 務を 引受く ベ き^を 米 W は勸齿 す』 と ある * 

^^約 はいかに も 米 M の 比 仆.： CM^- が. 水久 的なる の^を 明らかに 含んで ゐる。 何と なれば 其 第 九條に 

於て、 『木條 約に よって •€ 班 牙が その、 に 樅た 放お し釗讓 したる 颔丄內 に 居住せ る 西班牙 臣民』 に^し 

て、 米！： は その 一切の 『財^ 袱』 を 保^し、 また ほ W は 商工^ 其 他の 業務 を 行 ふの 櫬を おすべき』 

事に も、 我！： は Ml^ して ゐ るからで ある。 

米阈が 比^. > "人な^ 練し 解放す ると いふ 此大 柊 を 何故に 7：； 受けなければ ならぬ か。 米 阈が此 なを 

取った の は^か に そんな 目的の 爲 ではなかった の である。 比 作お，： W を 引縱ぐ 時に そんなめ り はな かつ 

たので ある" 唯 卞ゥ仞 めに 常って 投^ デュ M ィの やった のが- つ あろ だけで、 それ は？： 班 牙 艦隊 を拽 

索して 之 や 破す る爲 であった。 提^: ハ尜敵 行動 は 遠く マ 一一 ラ 港に 及んで、 そこで 彼 は 敵艦隊そ^ 破 

する の 計を途 行た のであった。 また 共 艦隊 ケ拨^ する 陸 h 砲^ をも^ 服す る 必要 もあった。 之 等の 行 
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觔が 米^ をして 遂に 之 やの に ：ル川？ を搜せ しめ る 給^. V なった の で、 この ^1? は 叭-吋 ,w  >■ に^じ マ ^ 

がり、 遂に 此ぉ ，3 の^々 雜 多の^ W を 悉く； 被服す るお になった ので ある。 勿論 米^ はもと：^ 服^ 時の 

^  -. ケ改 おすろ には^ ハ. V ぶし、 米^: 戰 ^以來 の^ 時 = 叫に^ ktg ど 他に 例な きか 一^ はお, つれの、 

そして 他 W 。^何た ノ，： W 尺地 も 及ばぬ ほどの ^しい 改良 を 施した ので ある。 さて 愈 AJ 山 ぶ ^ の し— な V.. 

米 EE が^ 物にし て^に ふくが M- い か、 おり 术^ に は、 之 は^ゅ と い ふより は. ¥ ろ^^ の に =i 

入した 仏^の やつに m:;- ふ^じが^ じ 始めた。 比 作お は^り 遠く離れて ゐ る、 ^山の 人^のお 介で あ 

る、 戰 時に.. ノ- ケ^ 乙ん W 靴 は、 -个 時に 於け-, 0 ル m ^によって 判 ^相^す るが の川來 ない れー あろ。 こ 

わ， W に、 如 3： に し ご 體.ぬ をけ が- ト此 A.^ 力ん 物ケ か-かお ン.， - ^き か ^ 難 n 解：^ に r ケ ぶけ：^ め た 所以 

である。 

^づ 第. に W け^ん 乙^. 山解少 リんん ^ふべき もの はんが^ 1； も h ^'常なる 如く、 例^: 他 的。 

もの ひあった。 W り .M 治に^- Z  ?ゾ， つ-所 まひ 比 仆.： ^ケ； ^厶 し r、 マての ke-M 山 WIS けよ ノ. かリ い-" の 

であった。 卩^ つん. r- ^ m^^y- 1 r  ^-^n I  \  5 -,— そわん ら^ 林に 放せ よん-いふ.^ 

はぶ。 = には^〃..？， H から. S 解決^で は あるが、 ル 水に は 之が ひどく^ に 人った。 ひ-あった。 

しかし これ 以外に 力 法 も は附 からす、 そこで 米 人の 多數は 小^ 無 忭に此 もくろみな V ぶ I たんけ であ 

る •  A ころがお 々 ^汄 ケ^ル t- け A 行く に從っ 广 は 々 お け くな ささう に はえる" ^ん A あろが 
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爲に、 それで は 何時に なったら 其 自由が 得られる かとい ふ 論が 絶えない ので ある。 と！： 時に また 米 人 

の 頭上に は、 まるで 其 話の ダ モク リイ ズの劍 の やうに 宙 ぶら りに なって、 果して 何時 米國は 安心して 

手 を 引いて 彼等の 自由に 任せる 事が 出來 るか、 其 精確な 時 を 決める とい ふ、 望み もしない 無用な 心配 

が 退かない ので ある。 之 はまる で學 校の 先生と 奴隸 解放 者の 態度と を 混同した やうな もの、 之が 今の 

糚 關 の 唯. の 解決法の やうに 思 はれた ので、 遠い 所の 植民地 を 得た ばかりに こんな 事に なった の だ 

が、 さて 誰も 此 解決法に は滿 足して ゐ ない。 米 人も滿 足せす、 比 律賓人 も不滿 で、 いま 直ぐに 自由 を 

與へ よと 云って は 絶えす 騷 いでなる。 聰明なる 舆論 はま だ 其 時に 非す と a てゐ る。 いつにな つたら 其 

時が 來る、 —— 誰が 決める、 —— 果して 吾々 の意昆 が 其點に 就いて 一致す るで あらう か。 

さて 愈 時が 來た として、 米 國が手 を 引いた 後に かれら 島民のう ちで 喧嘩が 始まるならば、 健全なる 

政府 を 建設す るた めに 玖 馬に 對 して 爲 したやうな 干涉 を、 米國 はまた もや 爲 なければ ならぬ" それ 

は 露 平お 斷り だ。 玖 馬 は 近く も あるし、 古い 文明 を 有って ゐる 同種 國民 である。 比 律 賓人は 遠く、 澤 

山のお々 に 分れて ゐる Ha 々雜 多な II 民で、 しかも 北ハ 多く は 全く 文明 を 有せす 或 ひ は 唯 近頃 僅に 文明の 

上皮 を 得た まで だ。 玖^ は 我國に 近いが、 比 律賓は 日本に 近い。 假に此 自由 を 得た 島民の ある 小さい 

徒黨 が、 政權を 掌握 せんが 爲 めに 日本の 或 政 派と 相 結んで 陰謀 を逞 しう する 事 ありと 想像して 見る 

と、 之から 如何 やうな^ 際 紛議が 生す るか も 知れない ので ある。 
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あんなに 正 反對な 人種と、 異 つた 程度の 交明と を 有する 國民を 解放して， そこへ 立派な 永久 的の 施 

政 を 再び 行 はう とい ふ は、 晃 して 一度の 干涉で 事が 足る であらう か。 將來續 けさ まに 幾度 も そんな 千 

渉 を 繰 返す とい ふ 我國の 迷惑が 目の前に 見えて ゐる ではない か。 

米國が 比律賓 から 手 を 引 いた 後に ^其獨 立 を保證 するとい ふこと は、 現在 か の 島々 を 管理し て な 

. るよりも、 米國 陸海 軍に とって は 更に 重荷と なる であらう。 この 諸島 を領 して ゐ るよりも、 もっと 多 

數の入 を 要し 艦隊 を耍 する わけで ある。 しかも また 米 國が獨 立 を保證 してやら すに 唯獨 立を與 へ る 事 

は、 之 はつ まらない 小細工に 過ぎない ので、 米國が 現在の 資住 をのが •  れる爲 の ほんの 當座 しのぎの 

♦  n- かた 

政策で あらう。 

米國 からい へば 比 律 賓は寳 に 遠い が、 壕太 利亞、 香港、 上海、 及び 海峡 植民地の 英人 や、 東京に ゐ 

る佛 人、 また ジャ ヴァ、 ス マトラ、 ボル ネオの 和 蘭人に は、 行政 上 甚だ 都合が よいので ある。 之 等 諸 

國 人に とって は 比律賓 諸島 は實 に 極東 に 於け る 新財產 を埒 した 事になる の だ。 然 る に 之 は 米 國 にと つ 

て は、 年々 獨立耍 求の 聲が 高くなる に從 つて 益 々困難になる 目當 ての 附 かない 難問題で ある。 英佛人 

にせよ 和 蘭人に せよ、 南洋の 方で 旣に 立派に 植民地 を經營 したの だから、 比 律賓を 治める にも 同じく 

成功す る 事 は 信じ 得られる ので ある。 若し また 英國 にして、 かの カリべ アン 海の 領地と 交換に 比 律 賓 

め 一部 を 手に入れた 上で、 之に 關 して 日本との 或 約定 を 取り 定める 事に するならば、 比律賓 人中で 日 
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术 たらん とする 者の 爲に は、 近年 朝鮮人が 經 験した のと 同じ 利益 を 得る 事 も、 之 また 吾人が 安ん 

じて 望み 得る 所で ある。 かくすれば 米 國の國 民 的 良心に とって 何等 やましき 所 もないで あらう。 羊に 

自治 を敎 へて 之 を 森林と 放っとい ふ 極めて 非實際 的な 米國 現在の やりかたの 極致 を盡 すより は、 比 律 

賓 人に は 結局 この 方が 得る 所大 なる ものが あるから だ。 

また 人^ 博愛 を 盾に とって、 比律賓 人 を 訓練し 解放す る 事 は 米國の 責務で あると 云 ひ 立てる 人が あ 

るなら ば、 私 はかう 答へ よう、 其 人々 の 言 ふ 慈善 は 先 づ之を 手近な 所から 始める のが 最上 だと。 世界 

の 他の 側に ある 他國 民の 事を氣 にす るより は、 私 も 其 一人 だが、 自分の 息子の 代に 此 新世界の 平和 を 

保設 してやる 方が 遙 かに 茧大な 問題で ある。 手許 を もっと 着々 とやって 了 ふまで は、 遠い よその 責任 

は 避ける 事に しょうで はない か。 思 ふ 所あって 米國は 比律賓 諸島 を 他 國 の 手に 渡して 放棄す るに し 

て、 たと ひ 不人情 だと 云 ふ 如何なる 裁 を 招かう とも、 此諸島 を 米 國が領 する 爲に 我國 と他國 との ii に 

流血の 慘を 見る 事に 較べるならば、 そ は 殆ど 言 ふに も 足らぬ 事で はない か。 來洋 の： 部 を 改革す ろ 事 

を 引受ける より は、 先づ 米！； 人 自らの 事を考 へる とい ふの は、 理窟から 一一 目っても 道德 上から 言っても 

至 常の 事で ある。 何としても 先づ速 かに 此危險 を 避ける 事に したい、 特に 前述の 如く 此. S 々を 交換 

する の 法 を 執れば、 かの 千 八な 九十 五 年に. 、エネ.. ッ H ラ の 境界に 就いて 英國 との 問に 起った やうな 危險 

の再發 を も、 米阈は 同 時に 避ける 事が 出來 るので ある" 交換した 雙方 共に 得る 所あって、 二つの 危險 


を 同時に 免れて、 なほ 其 上に 日米 關係 もまた  ー& 5 改善され ると なれば、 是實に 『心 こめても すべき 大. 

願 成就』 ではない か。 

比律賓 群島 は 戰爭に 勝って 得た 財產 である。 之 を 無代で 放棄す るの は、 如何にも 世間で いふ 『船底 

に 穴 を あけて 沈めて 了 ふとい ふ 政策』 だ。 絡え す 紛議の 種になる 遠 國 の 此財產 を 乎 近に あって 西半球 

の 平和的 隔離 を 全うする 財產と 交換す るの は 策の 得た る もので あり、 また 阈際 政策と しても 上乘の も. 

ので ある。 『地上の 平和、 人類への 好意』 へ 向 ふ 長足の進歩で ある。 

西半球に 住む 幾 百 萬の 人々 のために 全米 主義が 盡し 得る 三大 任務が ある。 其 第一 は、 亞米利 加諸國 

間の 國際 衝突 を豫 防し、 第二に は、 歐洲 との 葛籐 誤解の 憂な からしめ、 第三に は、 吾等 をして 自家に 

居て 自分の 事 だけ を するとい ふ 心掛け をな さしめ、 太平洋 上 永遠の 平和 を 保持す るに ある。 かの 

B  •  C  (亞. 爾然 丁、 ブラジル、 智利) 三 阈の 仲裁が うまく 成功して、 米 墨 戰爭を 未然に防 いだの は、 

卽ち此 三 大目 的の 第 一 を 遂行す るに 見る 可き 一 機關を 創立した 爲 である。 第一 一の 點に 就いては 前章 旣 

に 述べた る 如く、 歐洲 列強が 其す ベての 在米 植民地 を 放棄 すれば、 莴籐の もと を 其 根本まで 取り去る 

事が 出來 るので ある。 是實に 大統領 モン 。ォが 雨後の 植民地 設立に 反對 して 此莴籐 なから しめんと 努 

めた 所以 だ。 日米 問に 起り 得る とい ふ 衝突の 亡靈を 永久に 葬り去って 此三大 任務 を 完成し、 かくて 本 

土 はもと より 朿方 にも 西方に も 平和の 擁護 をす る爲に は、 例の 全米 主義の 愛 他 的 理想 を忠實 に、 先づ 
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日本人の 見地 を 重ん やる やうに したいと 思 ふ。 それに は、 米國が 『支那の 門戸 開放 3 を 大袈裟に 誤解 

する よりも 日本の 友情の 方 を 重し として ゐる事 を 早速 明言し、 且 また、 日本に 近い 遠 國の餘 り 有難く 

ない 領地 を棄 てて、 われらが 年来の 宿願で ある 平和的 隔離 を、 全く 欧洲の 政治 七 離れ 故國の 西半球に 

完成す る 他の 祯 地と 交換して 了 ふ 法 を 執らなければ ならぬ。 かくして 始めて 全米の 共和 國 のために 全 

世界と 共に、 吾々 は 平和の 永久 的 基礎に 到達す るので ある。 ここに 至って 平和の 三角 同盟 は、 面 半^ 

全部 を 通じ ての 調和 を 象徴し、 また 大西洋と 太平洋 との かなたに 起 る 紛議 を 離れた 超然たる 守勢 を も 

^徴 する に 至る であらう。 

いよく 此 三角！： 盟を 作る 事が 最上の 策と わかれば、 內には 平和 ヶー 生じ、 外に は 大洋の かなたから 

來る 外薆を 防ぐべき 外交 政策 を 採って、 吾々 新世界の 者 ども は靜 かに この 未 問 拓の富 源 を 發 すべく 

進む 事が 出來 るので ある。 是 ^ に 次に 來 るべき 世界の 一大 進展に 他なら ない ので ある。 

第 十四 章 羅甸亞 米 利 加 地圖の 改造 

1$ に 於て 上來 述べた 所 は、 南方 大陸が 吾人に 對し、 また 世界の 他の 國に對 する 關 係の 變 化に 就い 

て 0 み 論じた Q ではない、 旣に 全米 主義に よって 遂げられた 進歩 改善から して、 更に 將來 西半球の た 


めに 一層 大 なる 利益 を 得ようと いふ 希望で、 ニー U の 新しい 提案 を も 試みた ので ある。 西半球 は 全 米 

人の 爲に は鄕國 である、 之に は 愉快 も あれば また 責任 も 伴 ふ鄕國 である。 合衆國 はわが 同胞 共和！： の 

いづれ からに もせよ、 領土 を 奪 ひ 取る 事 を 永遠に 爲な いとい ふの は、 わが 一定の 國是 である 事 は 首 ふ 

まで もない ので、 其 やうな 變 化が 前途に ある わけなく、 また 到底 あり 得べ からざる 話で ある。 しかし 

ながら 地圖の 上で 羅甸亞 米 利 加に 屬 する 部分に 或變 化が 起る。 其 變化は 侵略から 生す ろので はない、 

现 在の 諸 政府が 聯合す る 事に よって、 實際其 カを强 くす る 爲の變 化が 起る 事 は、 * して 無いで あらう 

か。 其む かふに は 未来と いふ ものの 潜んで ゐる幕 を、 何故 わが 國は 引かう として はならぬ のか。 國民 

^愛他主義の 或 行動に より、 わが 隣人、 わが 友人の 爲に かかる 聯合 をー麼 強大なる 勢力たら しめる や 

うな 聯合 方針 を先づ 進んで 行る もの は、 恐らく はわが 米國 自身で あるか も 知れない。 試みに 思へ、 金 

錢で購 人す るか 或 ひ は 交換 的に フィ リツ ピ ン 群島 を 提供す るかして、 歐洲の 勢力 を 南米に 在る 1 切の 

植民地から 除去して 了 ひ、 また わが 米國の 巴奈馬 運河の 管理に 歐洲 が容喙 しない やうに するならば、 

植民地 や 運河の^ にさう 云 ふ 自由 を 得た る 結^、 單に眞 の 全 米 主義に 賨質 上の 大 なる 貢献 をす るの 

みならす、 また 確かに 將來に 於け る 永遠の 平和の ために も 非常に 都合よ くなる わけで は 無い か。 之に 

よって また かの 面倒な ノィ リツ ビ ン 問題 も、 立派な 正當な 解決が つく わけで はなから うか。 

しかし 之 等の 植民地 を 欧洲の 手から 放す 事と すると、 忽ち そこに は 之 を どう 處理 すれば 可い かと S 
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ふ 頗る 興味 ある 問題が 起る。 I 卽ち之 等 を獨立 の 共和 國 とする か、 或 ひ はまた 近隣の 或 共和 國に 

合 巾して 了 ふか。 若し 全く 獨 立の ものと する 方の 策が 勢力 を 得る となると、 吾々 は 目を蔽 うて 下の 事 

寳を昆 すに 居られる だら うか。 卽ち これ 等の 或^は 獨 立す るに は實 際餘り 小さい。 また 今まで 欧洲の 

支配者 は、 政治 上から も 物質 上の 發展 から も、 之 等諸國 をして 他日 如何なる 形の 自治 制 をで も 取らせ 

る やうに、 少しも 素養 を與 へて ゐ ないで はない か。 若し またす ベての かう いふ 自由 國が、 地 緩き の 或 

共和 國へ 引渡される となると、 こんな 領土の 贈物が 目の前に 在る と 云 ふ 事が、 忽ち 問題に なって、 歷 

史上 或 ひ は 地理 上の 理由から 何れの 國が之 を 取る 權利 を餘 計に 持って ゐ るかに 就いて 面白くない 議論 

(議論で 濟め ばいい が！) が 起る ではない か" 否 な 然ら す、 以上 二つの 出來 得べき 按排の 法 いづれ か 

を 若し. -擧 にやって 了 ひさへ すれば、 無用な 面 伊な ど は 起らない ので ある。 或 安全な 中庸の 途が あつ 

て、 之に 沿うて さへ 進めば、 地理 的 境界線の 變 更に 何の 故障 もな く、 行って ゆけ るで はない か、 其點 

を 少しく 考究して 見よう、 この 變更 は單に 自由 を 獲た 植：^ 地 を 利す る のみでな く、 また 同時に 南米 及 

び 中央 亞米利 加の 凡ての 現在の 政府に も 勢力 を增 さしむ る ものである。 

之 は 元 來羅甸 亞米利 加の 問題で あるが 故に、 吾々 は先づ 最初 こちらから 南米 人の 見地に 合 はして 行 

く か、 成 ひは少 くと も 出來る だけ はさう する 積り でなければ ならぬ。 若し さう 爲 なければ、 折角 や 

つて ゆく 計 薪 も 米 s: に は 都合が 好い が、 肝ぼ门 一 番闢 係の 深い 南米 人 その 者の 同意 を 得る 事が 殆ど 出來 
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なくなる だら う。 そこで 先づ 南米 人の la 地に 始終 重き を 置く とい ふ 決心 をした 上で、 自由 を 得た 土地 

の 大部分 卽ち ギアナ (英領、 蘭領、 佛領) 三 州に とって、 吾々 アン グ a  • サ クソン 人が 工夫し 得る 硗 

良の 策 は、 彼等 をして ボリ ヴ ァ 將 軍の 取 つ た 政治家 風の 甞： 策 を どこまでも 進め て 行く こ とで は 無から 

うか。 將 軍は實 に 南米 大陸の 北部 をして 西班牙の 顳紗 から 脫 せしめた 偉人であった。 わが 米國が ギア 

ナ三 州を與 へる 事に よって、 ここに.、 エネ ヅ エラ、 コロンビア、 H クァ ドアと ギアナとの 一大 聯邦 を 造 

り、 かって 將 軍が 夢想した る 『大 コロンビア』 或 ひ は 新 グラナダ 國を 再建す る 有力な 補助 をな す 可き 

ではなから うか- それ 等； 一 一つの 共和 阈の國 旗 は 非常によ く 似て ゐて 過去に 於け る 屨 史的 關係 の 著 しき 

證據 たるに 足り、 また 更に 此冇 力な 新 共和 國の阈 旗 を 選ぶ 上に も 非常な 便宜 を與 へる であらう。 その 

各部が 別々 の 州と して あるよりも、 一 共和 國 として 協同す るに 當 つて 更に 有力なる もの となる の だ。 

鐵 道の 聯絡が 無い とい ふ 事 も、 この 各部 を 全體ー つに 纏める 策の 反對 論に はならない ので ある。 何 

故 かとい ふ と此 聯邦 は 全部 速 綾して カリべ アン 海に 面して ゐる とい ふ 便宜 が あり、 更に 巴奈馬 運河 を 

通じて 太平洋に も 及んで ゐる。 之 だけの 延長 ある 海岸線 あるが 爲に、 ちゃう ど 智利國 が 之よりも  ー& 

長い 太平洋に 臨む 海岸線の おかげで、 帆船 汽船の 連絡 交通の便 を 得て ゐ るのと 同じ 趣き を 持 つて ゐ 

>  ,ヒ -  カレ テラス 

る。 また 海岸 を 離れて 背後の 方に は 今 もな ほ 昔の 西班牙の 車道と いふの があって、 これで 內 地との 連 

絡が 出来て ゐる。 今でも 印度人が 物貨を 運搬す るに クイ トォ邊 の 高地から コ 口 ン ビア を 經て、 すっと 
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みちの n> 

ゴ ネヅ H ラの內 地まで 遠い 道程 を 行く に、 矢張り 盛に 此舊道 を 利用して ゐ るの は 驚く 可き もの だ。 讀 g 

者 試みに 新しい 地 11 を 取って 見られよ。 ゴネヅ エラ 國の 大動脈と も 云 ふべき オリ ノコ 河に 注ぐ 幾多の 一 

大河が、 洋々 として 遙 かに 西の かた コ 口 ン ビアと ェクァ ドアと に 流れ込み、 かくして 此 地方の 間に 更 

に また 別 糨 の 廉愤な 一 父 通路と なって ゐる事 を 知られる であらう。 

さて 聯邦が 出来た 上で 政府 は どこに 置く か、 現在の 各 共和 國の 首府の 間に、 若し 聯邦 政府 所在地の 

名眷を 得る 爲爭が 起れば、 その 解決に は それらの 國 々の 諸 政治家が 書いた 物 を 調べて 見れば よい。 そ 

れらの 文書の 中には 或 內國の 中心地 點が 指摘して ある。 その 位置 はちゃう ど何處 から も 直ぐに 行ける 

やうな、 呰 に 都合の よさ さうな 具合に なって ゐて、 內地 交通 線の 交叉 點に當 る やうな 處 である。 たと 

へば 西部， 、エネ ヅ エラで サン • フエ ルナン ド • デ • ァタバ ボな ども かう い ふ地點 になる だら う。 かの フ 

ン ボルトが 下の やうに ま I い てゐ るの は 卽ち此 町の こと を 言った の だ (千 八 百 〇 八 年から 千 八 百 十 TO: 年 

まで 彼のな した 旅行の 報吿 中に)、 

『サン • フ H ルナ ンド • デ • ァ タバ ボの 位置 は、 三 大河 (ォ リノ コ 河、 ガ ギア レ河、 ァ タバ ボ 河》 

の 合流 點に 近く、 恰も ミズ ゥリ 河と ォ ハ オイ 河との ミ シ 、ンッ ピィ 河の 交叉 點 にある セ ント • ルイズ 

市に^ 似した 化 S にある。 ：：： 之 等 大河の ために 商業の 殷盛に 赴く に 伴 ふて、 その 合流 點に 位する 

諸 市 は 文明の 中心地と なる であらう。』 


フ ン ボルト 氏が よく セ ント • ルイズ 市の 將來を ^確に 豫 言し 得た ところ を 見る と、 サン • フ H ルナ 

ンド • デ • ァ タバボ に 就いても、 此大 なる 地理 舉 者の 言 は 的中す るか も 知れない。 しかしな がらんう 

いふ 首府の 位置 なぞの 小 問題 は、 かの ボリ ヴァ將 軍が 夢想した 新 グラナダ 國の實 現と いふ 事に 较べ る 

と 莨 は 言 ふに 足らぬ 話で ある。 千 五 百 萬の 人口 を 有し、 太平洋の 一角に 位し、 カリべ アン 海に 锥視す 

る 堂々 たる 一 共和 國 となり、 人 マ 日 各々 分立した ボリ ヴァ 家の 各 州が 有する よりも！： 際 上 更に 有力の 位 

置に 立つべき 一 大國 民と なる わけで ある。 なほ 序に 言 ふが、 同 一 國 旗の 下に 集合した 之 等 北部の 諸國 

民 は、 米國が ギアナ 一一 一州の 爲に 其の 自由 を購 ひ、 この 集合 を 成立させる に當 つて、 愛他主義 を 以てし 

たと 云 ふ 事 を 認めざる を 得ない の だ、 此點は 注意して 置く 必要が ある。 たと ひまた 米國が これに 依つ 

てコ a ン ビアの 好意 を 取り返す 外に は、 何等 他に 得る 處が 無い としても、 尙且卜 分遣り 甲斐の ある 話 

なの だ。 

更こ， も 一 つり 合同 策 は、 ギアナ 三 州のう ち 最も 東に 位する 怫領 ギアナ を ブラジルに 割當 てる 事で あ 

る。 かう すれば 北の方で ブラジルの 東海岸 線が 完全になる と共に、 蘭領 及び 英領の ギアナ は、 西の か 

た 隣國の 北岸 共和 國を 全き ものにする 事になる だら う。 

さて ブラジル 國 境の 事 を 言 ふに 當 つて、 玆に まさに 一言して 置くべき 事が ある。 卽ち 南米の 地圔を 

考察す るに 當 つて は、 是非とも かの 敏腕な ブラジルの 外相 リオ ，ブラン コ 男爵の 事 を 言 はなければ な 
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らぬ。 隨分 長い 其 在職 中に、 外相 は絕 えす ブラジルと 隣國 との 間の！： 境せ ひを耱 める のに 盡瘁 した •  ^ 

何と なれば 智 利と、 また 事によると ェクァ ドア (此國 と コロンビア 及び 祕 露との 阈境爭 ひが H ク アド 

ァの 不利に 落着す ると、 ブラジルと は阈 境が 鑌 かない 事になる) と を 除いて は、 あらゆる 他の 南米 諸 

國とブ ラジル は垸を 接して ゐる からで ある。 男爵が 骨折つ て 幾多の 此 難問 题を 落^させよう とした 事 

は、 確かに 長い間の 不和の 種 を取拂 ひ、 平和 を保設 する 爲に は、 實に 偉大な 貢献 をした ので ある。 

私の 記憶す ると ころで は、 千 九 百 十年ブ エノス • ァィレ ス^に 11 催せられ た 第叫囘 全米 會議 の と 

き. 中央 亞米利 加 各^から 出た 代表者 は、 之 を 一括して 一 つの 代^者と して 考へ ると、 本 大陸の もつ 

と 大きい 諸共 和國 から 送られた 代表者 (その 或 者 は 確かに 有力者で あつたが) に 比して、 あらゆる 點 

に 於て も 遜色がなかった と 云 ふの が 一 般の 評であった。 『 ^ 致 結合に は 強味が ある』 そして 若し 中央 

亞米利 加 人が 今日の 如く 澤 山の 小圃に 分れす に 一 大國を 代表したならば、 さう いふ 會 合の 席で は以： Si 

よりも • ^ 優勢と なった 事で あらう。 

かう いふ 聯邦 糾 織が 本 大陸 北部 諸國の 政治的 經濟的 地位 を强 固なら しめる 如くに、 また 同じ やうな 

中央 亞米利 加 諸共 和 阔 の 聯合 も大に 彼等 を 利して、 共 合同 をして 重き を爲 さしむ る だら う。 この 事 は 

西班牙 語 を ffl ねる 諸 阈の將 來を思 ふ 人の 何人も 異議な き 所で ある。 諸共 和！： のか かる 集合が 強く なれ 

ばた るに 從 つて、 わが 米！： を 恐れたり 疑ったり する 傾向 は 漸次 少く なって 行く。 この 傾向の 少 くなる 


事 は、 關係 者に とって は 非常に 結構た 事 だ。 なほ 更に 一歩 を 進めて 一一 一一 c ふと、 かう いふ 集合が 强 くなる 

ほど 益々、 局外者 をして 西半球の 領土 を 尊重せ しめる 爲に、 彼等 は 一層 有力な 働 をす る 事が 出 來るゎ 

けだ。 

然ら ばかう いふ 中央 亞米利 加 聯合 を 成立せ しめる のに、 わが 米 國が之 を 助ける 最良の 道 は 何で あら 

うか。 之に は 先 づ外國 所有の 桢ぉ地 を 解放す る 策が 成功す るなら ば、 その 曉に、 英領 ホン デュ ラスの 

地を此 聯合 國に 併合す る やうに 提供す ると 言 ふ、 明らかに 愛 他 的な^ 兑 より、 策と して 有効な ものが 

あらう か。 勿論 かう いふ 提 一一 一一！； は此新 領土の 受領者た る 聯邦に 加入す るに 就いて、 他の 共和 國の 同意 を 

得る とい ふ條 件で 出来る わけ だ。 さて 此問题 に關聯 して 一 言して 置く 可き 事 は、 之 等 諸 II のうちの 一一 

カラ ガ國 は旣に 所謂 プラット 氏 修正案の 主意 を (米國 元老院で は尙 批准 を 經てゐ ない 調印 濟の條 約 

で) 諾 した。 此 修正案 は 玖 馬の 對外關 係に 關 して、 米 國に或 穩の權 利を與 へる やうに なって ゐる もの 

だ。 かう いふ 次第 だから、 私 は 今 義務と して 該 文書の 箇條 を腹藏 なく ここに 示さねば ならぬ。 木 書の 

性 は (k 之 を 入れなくて は 完全な ものに ならない からで ある。 此 修正案 は H リウ • ルゥト が 國務卿 在職 

中に 起草した ものである 事 は 人の 皆 知る 所で あるが、 表向き は コ ネ ティ カツ ト 選出の 元老院 議員 ブラ 

ットの 名に なって ゐる。 それ は 元老院に 提出した のが プラットであった からだ。 玖 馬の 對外^ 係に 關 

する 部分 は 下の 通りで ある。 
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第 一條、 玖 馬 政府 は 如何なる 外國 とも、 其獨 立を危 ふくし 或 ひは危 ふくせん とする 傾 ある 條約 若く 

は 他の 契約 を 締結す ベから す。 又 如何なる 法に よりても 外 國に權 利 或 ひ は 許可 を與 へて、 植民に 

より、 又は 軍事上の 目的の 爲、 其 他に も、 該 島の 一部に 宿營 若く は 管理の 權を 得しむ ベから す。 

第二 條、 公債の 利子 を 支拂 ひ、 また 之が 償却の 爲 に相當 なる 償還 資金 を 得ん が爲に は、 玖 馬 島の 通 

常 歳入が 政府の 經常費 を 支出した る 後に 不足 を 生す る 如き 公债 を、 玖 馬 政府 は 引受け 或 ひ は 契約 

力ら す 

第三 條、 玖 馬獨立 保護の 爲に 干渉し、 また 生命 財產 および 個人の 自由 を 保護す るに 足り、 さきに 巴 

虽條 約に よって 合衆國 の 上に 課せられ、 今 は 玖^ 政府の 擔當 たるべき 義務 を 履行す るに 足るべき 

政府 を 支持す るが 爲に、 合 衆 國が干 涉の權 利 を 行使す る 事に、 玖 馬 政府 は 同意す。 

この プラット 氏 修正案に 示された 主意 を、 一一 カラ ガ國 は旣に 承認した ので あるから、 若し 此國が 中 

央亞米 利 加 聯邦に 加入 するとなる と、 勢ひ此 修正案に 關 して 新 聯合 國と 協議す る 必要 を 生じて 來る e 

また 英^ ホン デュ ラス も此 修正案に 保護 せられて 米國が 提供す る 事になる だら うから、 かう いふ 新し 

い 車 情の もとに、 また 米國が 英領 ホン デュラス を 自由 國 にす る點 から 考 へて 見ても、 他の 諸國 卽ちホ 

ン デュラス、 パナマ、 ガテ マラ、 コスタ • リカ、 又び サル ヴァ ドア 等 は、 この 新しく 出来た 一 翳 大き 

い 共和！； が 此點で 米國の 協力 を 承諾して 吳れる 事 を 望む かも 知れない。 之 は 固より 後に なって 協議す 
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べき 事柄で は あるが、 とにかく 此 問題に ぶつ 附 からなければ ならぬ 事 だけ は、 チ ここに 觀過 する 事 は 

出來 ない。 

今 n 歐洲國 民の 所屬 になって 居る 西 印度 諸島 は、 若し 之 を 米 國か購 人 するとな ると、 同じく 外國の 

所有 主の 手から 米國が 解放して やった 他の 植民 領土と はよ ほど 趣 を 異にした 事情になる。 上に も 論じ 

たやう に、 本 大陸に ある 土地 は 現在の 地繽 きの 共和 國 にな 口 併して、 さて 三重の 目的 を 達する 事が 出來 

る。 卽ち之 等の 共和 國を强 くし、 自治 制 を 施行して 其 改善 進歩 を はかり、 また 米國の 之に 對 する 愛 他 

、王義 の證據 を 更に 加へ る 事になる から 全米 國の 主張 を 進ませて 行く、 此 三つの 目的に 適 ふわけ だ。 處 

が 西 印度 諸.^ を 購入す ると、 直接 地績 きになる 自. S 國と云 ふ ものが 無い、 且 また 此島々 は 有力な 防禦 

地點. として 是非共 掌握し なければ ならぬ。 何と なれば 苟も 巴奈馬 運河の 自凼 行使 を 吾等 全 體の爲 に 防 

衞し 得る もの は、 何者 を も輕視 しないの が、 西半球 全 體に對 する 吾々 の 義務で あるから だ。 唯此 理由 

あるが 爲に、 外に 別に 理窟 は 無い としても、 わが 米國は その 購入に よって 獲得し 得る 限りの 島々 を、 

わが 國 旗の 下に 保持すべき である。 唯 二三の 島々 の、 、、エネ、. ッ H ラ海 岸に 面し、 從 つて 其國の 所屬 とな 

るべき もの だけ は^ 問题 だ。 しかし フォ オタ ランド 諸島 を 英國の 手から 放す に當 つて は、 何等か かる 

地理 上の 理由 もなければ、 防禦の 義務 も 無い ので あるから、 從 つて 之 は 當然亞 爾然丁 共和 國の 手に 復 

歸 すべき ものである。 
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新しく 自由 を 得た 領土 を わが 米國が 寄附して、 それによ つて 涉 取らせ 得る だけの 地 阖變史 は， 以上 

^ベた だけで 全部 を盡 して ゐる。 更に 今度 は 全く 事情 を 異にした、 はるか 南の 方へ と 目を轉 じょう。 

卽ち此 地 は 大陸の 一端に あって、 遙か 彼方 溫帶の 緯度に 位し、 氣 候が よい 爲に 種々 の 發展に 都合よ 

く、 また 移民 も尠 からす 重要なる 地方で ある。 

然るに 是等 前途 ある 諸國 民の 現在の 事情 はい ま * して 如何 だら うか。 對外 問題に 關 して は、 個々 の 

小！： を 結合して 一 つの 完體を 造る 事の 價狼、 —— その 世界的 意義に 至って は旣に 明らかに 認められ 

た。 この 世界的 傾向の 實現 は、 すでに 亞雨然 丁、 ブラジル、 智利 三國が 加入して 造った 或 政治的 契約 

で 立 咬に 具體 的に なって ゐる。 卽ち 世に 普く 『A^B*C!M 盟』 として 知られた ものが 化ハ 結^と して 顚 

はれて ゐ る近顷 調印 濟 みの 諸條 約で、 之が 出來 たの だ。 之 等の 條約は 締盟 國 民の 間に ー厣 よき 理解 を 

锝 るが ために 非常に 有效な ものである 事 は 疑な き事實 である。 しかし それに も拘ら す、 將來 いっか は 

其 邊の國 々で、 更に また 變 化した 統一、 卽ち 共通の 國語ゃ 氣候ゃ 民族性な どに 基づいた もっと 自 山な 

聯 ベ； i が、 それ 等の 條約ぁ るが 爲に 起ら な いとい ふ 事は言 ひ 得な いので ある。 

亞爾然 丁、 智利、 ボリ ギア、 パラ ガイ 及び ウル ガイの 如き 同一 の 言語 制度 を 有する 諸國の 間に、 鐵 

逍迚絡 や 河川 交通の便が 益々 開けて 行く と、 勢 ひ 之 等の 國はー つの 聯邦と なって 了 ふやう に 思 はれ 

る。 かう いふ 聯邦が 米 大陸の その 部分で 成立す るまでに は、 果して 長い 歳月が か、 るで あらう か。 昔 
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から 智利 と亞 爾然 丁と を 隔離して ゐたプ ン デス 山 も、 今日で は旣に 一 條の 鐵路で 貫かれ、 問 もな くま 

た 他の 線路 も 出来る 事で あらう。 その 曉に は此 大山 脈 も、 もはや 政治 上 ニ國民 問の 障壁と ならない 事 

は、 ちゃう ど 高い シ H ラ • ネゲダ の 山系が、 カリフ オル ユア 州 を 合 衆國の 他の 部分と 隔離 しないのと 

同橾 であらう。 今でも かう 信じて ゐる 人は尠 くない、 若し 智 利と 亞雨然 丁との 間に 政^的き 同が 成立 

するならば、 其 時 こそ、 前者 はちゃう どべ n 衆國に 於け る カリフ ォ ル 一一 ァ 州の やうな 位置に はなる 力、 

寧ろ そ は 聯合 國 中の ォ ハイ ォ 州に 當 るで あらう と。 之 はつ まり 今日の 亞爾然 丁の 政治家が、 新 聯邦に 

於け る 政治的 桂冠 を 目が けて、 之 を智利 人に 奪 はれない やうに しなければ ならぬ とい ふ 意味に 外なら 

なヒ 

また ボリ ギアに 就いて 言 ふと、 今此 國と智 利と を 連絡して ゐ るニ條 の鐡路 と、 其 首 #フ* バズと 亞 

爾然 丁との 間の 新 線路の ある 事 は、 ボリ ギアと 共通の 政治的 要素 を 具 へ た 聯邦に ボリ ギアが 加入す ベ 

き 有力なる 論據 となる わけで ある。 

ボリ ギアが 三 條の鐵 道 大動脈に よって、 智利、 亞爾然 丁の 合同と 速 絡され ると 同じく、 パラ ガイ も 

亦、 その 首府 ァスゥ ンシォ ンが旣 に 全 南米の 大 首都 ブ H  ノス • アイ レ ス 市と 船車兩 方の 便で 速 絡され 

てゐ る。 かの 商業の 大動脈になる プレ エト 河 はわが 米國の 如何なる 河川よりも 大きい。 從 つて、 その 

河口に ある ウル ガイの 首苻 モンテ ギデォ から、 溯って ァス ゥンシ オンに 到り、 更にむ かふに 達する 商 
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業 上の え i% をな す もの は、 實に 此ブレ エト 河であって、 之が また パラ ガイ， ウル ガイ、 及び 亞爾 然 

丁の 聯合の 爲 地理 上から 兑 ての 一大 論據 になる とい ふ 事が、 米 人に は 一寸 吞み 込めない 位で あろ。 人 

若し 比大 ，可 兩^ の いづ^ かに 一 一 一ヶ月 も暮 すなら ば、 ブ エノス • アイ レスと モ ンテ. ヰ デォー ；市 の^に 

も、 また 之 を 首府と せる ニ國 民間に も、 非常な 親密な 關 係が あり、 また 單に 商業 や 人種の 上の P 係ば 

かりで なく、 -.1 方の 雜婚の 珍ら しくない ^にも 氣附 くで あらう。 

人 若し この 地方の 民情 を 知る 事 深き に 至るならば、 西班牙 語 を 用ゐる 共和 國 のかく の 如き 何等かの 

聯合が^ 采 として 現 はれる とい ふ 結論に 達せす に 居られな いの だ。 亞雨然 r、 智利、 ボリ ギア、 パラ 

ガイ、 及び ウル ガイの 間の 同盟 は 極めて 自然 的な もので、 無嗞 v に 八百^ 人の 一大 合同 國民 となる ので 

ある。 そしてち やう ど それが 熱 |ポ に 於け る 葡萄牙 語 を 話す 大 共和 阈 I— 卽ち 人口 二 千 一 百 萬 を 有する 

« 'り あ， 

ブラジル！： と相對 して、 溫帶の 緯度に 於け る 一 つの 釣合と なる ので ある。 

さて また 祕 露が、 北方の 新 グラナダ 聯合 國に 合する か、 或 ひ はまた 南方の 此五國 W 聯邦に (兩方 共 

に祕 露と 同じ 國 語 を 用 ゐてゐ る) 合する か は、 事情 如何によ るが、 鐵道 交通な ども、 その 大切な 一 つ 

だら う。 秘露は 以前に は 西班牙 植民地 全部 を 管理す る 副 王 政府の 所在地であった。 そして 祕露 人が 何 

となう 傲慢な 人種で あるの も尤な 次第で ある。 だから 南北 いづれ の 聯合が 祕 露の 加 人 を 得 るに し C 

も、 それが 爲に梆 合國が 勢力 威筌を 加へ る 事 は、 唯 人口 四百 五十 萬 を 加へ る 事 以外に、 色々 の 點で得 


る 所が ある だら う Q 

以 上 は單に 夢想家 の 夢想 を 描 いたのに 過ぎない かも 知れぬ、 しかし それ は少 くと も わ が 南方 大陸 同 

胞の、 世界に 於け る 政治的 勢力 を增進 させよう とする もの に 外ならぬので ある。 

歐洲 大戰亂 とい ふ 一 大熔爐 のなかから は、 旣に いくらかの 祝福が 現 はれた が 今後 も狳現 はれる 事で 

あらう。 佛蘭 西の 如き 露 西亞の 如き、 共に 體の 隅々 まで も 立憲 的に 改造 せられた。 また 過去 數ケ巧 問 

に 於け る 程、 英國 人の 愛阈 心が 燃え 上った 事 は 今 代人の 記憶 中には、 ちょと 例の ない 事であった。 ま 

た 平和 克復に 先だって、 侗 人の 權利を 軍國 主義の ま 配から 脫 せしめる 事に よって、 かの 立派な 獨 逸人 

ほど 得る 所 多き もの はなから う。 然 らば わが 米國 はどうで あらう。 此 恐るべき 世界的 危機から して、 

單に物 的 利益 をのみ 得て 滿足 すべ きで あらう か。 わが 『國 民の 精神』 と 云 ふ 事 も亦考 へ て 見る ベ きで 

は 無から うか。 そして 吾々 の 祖先から 傳 へられた 此 邦土 を 子孫が 享樂 する やうに する に はわが 阈運 Q 

將來を 如何 すれば よい か、 擧 つて 皆此 問題 を 吾々 は 一考して 見る 可き ではなから うか。 

リン コ オンが 脔闘 努力の 時に、 或 友人に 向って かう 言った とい ふ 話が ある。 若い 時分に は 神 を 自分 

の 味方に しょうと 自分 はいつ も 骨折った が、 後年に なって は 危機に 臨んで、 自分が 祌の 味方に 立つ 事 | 

7 

の 何よりも 大切な の を 知る に 至った と。 進歩的な 全米 主義と いふ 此大 運動に 參加 する 人た ち も 亦、 其 ^ 


ヤ^が 他^ K の 見地 を 尊重す る 事に よって、 リン コ ォ ンが 働き盛りの 時代に しょうと 努めた， ^くに、 

自己 を^め ようとす る もの だと 感じない だら うか。 そして この 修め かたが 極めて 崇高なる 性質の もの 

である 以上 は、 この 大 運動の 成功に も、 また 米 人間に 於け る 千 七 百 七十 六 年の 精神の 復活に も、 何等 

の 疑 はないで はない か。 


新モ ンロォ 主義 終 
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序 
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內 容 

磯 千鳥 5. 趣味の 文 がら』 序  

西 川 百 子 著 『歌槃 無 逢 者』 戀愛篇 の 跋 

根 岸 橘： ニ郞著 『新 島襄 i 序  

今 泉 浦 治 郞譯註 『サ イラ ス • マ アナ. 序 


磯 千鳥 著 『趣味の 文 がら』 序 

；！: は 美しき 人 をして 長く 地上に 在らし めす、 そ は 近く 天國に 招かん とて^ぎ 給へ りと。 年 わかう し 

て 世 を 去った 麗人 を哭 するとき、 人は屢 この 言葉 を 繰返した。 また マァ ロォ、 キ イツ、 シ" リイの や 

うな 夭逝の 天才 を 惜しむ 時、 誰し も 思 ひ 浮ぶ る はこの 嘆の霄 葉で ある。 俊 穎の 才を 抱いて 誇らす、 常 

に 謙譲 溫雅の 人であった 一宮 君が、 大舉の 業を卒 へて 後 僅かに 數年、 キ イツと 同じ 病 を 得て、 しかも 

淨き 宽貞 の 儘に して 世 を 去った 折に も、 私 はまた この 古い 言葉 を 繰 返 さざる を 得な かつ た 。 

君が 舉 生の 頃から、 人知れ す 『磯 千鳥』 その他 世 を 忍ぶ 假の名 を 用ゐ、 巧みに 女性の 筆 使 ひ を 摸し 

て 博 文 館の 雜誌 『女學 世界』 に 速 載して ゐた雜 筆 は、 長らく 若い 婦人 讀 者の 問 で 呼び物であった。 今 

もな ほ 『機 千鳥』 の 名 は あの 雜 誌の、 以前からの 讀 者の 記憶に は 新なる もので あらう。 君 自ら はこれ 

を K 而を かぶって のい かづら とでも^ つたの か、 親しい 友に すら 滅多に 此事を 語って ゐ なかった。 昨 

年 歿後 ふと、 君が 遗 稿の 整理に 際して この 十 數篇の 述作 ある 事 を 知った 時、 私 は 熱心に これが 出版の 

事. V 希望した。 本齊牧 むる ところの 諸篇、 大部分 は卽 ち此雜 筆に 屬 する ものである。 

少壯氣 鋭に して 而も また 學 ^と 才筆と を 兼ね 備 へて ゐたー 宮君 として、 これらの 諸篇は 寧ろ その 餘 
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技に 過ぎな 力った であらう。 しかも 君の 天稟と も 言 ふべき 銳き 感受性 は、 遺憾な く比感 頃錄 て も B?± 

れてゐ る。 今の 世に は、 靑 春の 頃に して 早く も旣に 物質と 論理と に 中毒した、 粗 硬に して また 鈍感な 

人の 多き に、 それらと は 全く 選 を 異にして ゐた 故人の 面目 は、 これら 文字の 外に 勢；^ たるの みか、 如 

何にも 女が 女らしく 女の 生活 を 描いた と 見える 繊麓 巧緻の 筆 も 亦、 確かに 他人の 及び 易から ざる もの 

である。 輕ぃ 皮肉、 上^な ヒュ ゥ モア、 柔 かなす ら^-とした 筆路、 どう 見ても これ は 中流 让^ の、 

^^ある 若い 才女の 筆す さみと しき や 思 はれない。 

たと へば 木 書の なかの 『新^物 語』 『今様 枕 草子』 など を 讀んだ 人 は、 恐らく これ を 男子の 筆 だと 氣 

附く 人は少 からう。 英吉利の 文人 ヰリ アム？ ンャ アブ は、 評論の 文 を 書く 時な ど 多く は WR 性の 本名 を署 

し、 また 如何にも ゲルト 風の 天才 を-想 はせ る 幽婉の 筆に 成る 創作 を 公に する 時 は、 刖にフ アイ ォナ • 

マクラウドと 云 ふ 女 名前 を 用 ゐてゐ た。 世人 はこの 兩 方が 同一 人た る 男性 作家の 筆で あると は 夢にも 

ぉ附 かす、 作者の 死後 はじめて 此事を 知って 驚かされた のであった。 一せ：： 君 も 亦 一種の ィ チュ ア^ス 

兩 性』 の 人と して、 『磯 千鳥』 の 名に はファ ィォナ • マクラウド を 想 はせ るに 足る ものが ある。 

『エツ セィ』 とし 言へば、 こちた き 談理を 事と する 論文の 類 か、 さもな くば 參者 書と 稱 する 厄介な 物 

を 坐 右に して 出来 上った 一種の 寫し 物の やうに 心得る の は 大きな 誤で ある。 西洋で 一一 一一；： へば モンテ ェ 一一 

ti 以後の 英 佛に榮 え、 日本で は 淸少納 言 や 兼 好 法師の 作に よって 代表 せられる、 眞の 意味 Q 『ヱ ッセ 
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»1 = の 風格 を 具へ たものと して、 ー宫 君の この 遣 著の 如き はたし かに わが 文壇の 珍と すべきで ある。 

うるさき 論理 を迪ら すに 銳き 直觀の 力と 敏感の 性 を 有し、 また 學殖經 験 ゆたかなる 才人に して、 はじ 

めて 此 種の 文字に 筆 を 下し 得る ので ある。 一宮 君の 作 中 その 佳なる ものに は、 今の 英國で H ッ セ イイ 

ストと してす ぐれた アリス • メイ ネル 女史の 筆 を 想 はせ る もの さ へ 尠 くない。 

故人の 歿後 旣に 一 周年な らんと して、 今 この 才人の 遣 著の 一 部を剞 劂に附 する に當 り、 詩歌 小說戲 

曲の ほか、 かくの 如き 眞の 『エツ セィ』 の體を 得た る 文字に も、 興味 を もつ 讀 者の 我が 國に多 からん 

搴は、 ^の 切に 望む ところで ある。 (大正 七 年 八月) 


西 川 百 子 著 『歌集 無産者 戀愛篇 の 跋  一 

『歌^ 無産者』 の 前半に 於て、 內に 自己の 生活 を 省み、 ほかに 社會當 面の 問題に 觸れ て、 悲壯 激越の 

調 を 奏した 男性的 詩人 は、 K に 筆を轉 じて 『戀 愛篇』 のうち 例へば 

君が 家に 積る としれば かくば かり 

戀 しきもの か 春の 夜の 雪 

白粉の 厚き 薄き も 移り 氣の 

君 ゆ ゑに こ そ 思ひ亂 るれ 

の 如き 作に、 女 詩人なら ではと 思 はるる 感性の 锇細を 示した。 さきに 『？ J 情 主義者へ』 『大學 の 門 を 

潜りて』 の數 章に、 表現と 着想と 共に 藝 術の 領域 を蹈み 越えす やと 危ぶまれた 放膽 なる 此 詩人 は、 ま 

たこ こに 至つ て聲を 低う し 調 を 柔らげ て 

相思 ひ相會 はぬ 身に 何 あらむ 

この 黑髮 もき りて 棄 てまし 

初春 は 後 朝 さへ も 笑顔して 


送る と い ふが 仇め きし かな 

と 歌うて、 舊來の 傳統的 形式 を も 無視せ ざらん とする 細心の 用意 を 示して ゐる。 同時に また 新しき 表 

現の 道 を 求めん として 調い まだ 成らす、 整 はんとして 整 はざる 樂聲 の、 さながら 琴の 絃の ためしに も 

妻 ふべ き 

なにごと にも 

おどおどす る 身、 思へば 淚ぐ まる、 

よう も <f「Ln まで 生きて 來 りしと (無產 者篇) 

の 如き 作 を も a た。 全卷を 通じて 觀 照の 態度 を 一 にしながら、 しかも 詩材に 於て 技巧に 於て 情調に 於 

て、 以上の 如く 變 化に 富める 事が この 詩集 を 手に した 時の わたくしの 第一印象であった。 • 

わたくしに 此 versatility を 以て 單に 著者の 天分に のみ は歸 したくない。 今の 不安 動搖の 時代に 在 

つて、 生活に 於て は 人と して、 藝 術に 於て は 詩人と して、 騒擾の 十字街 頭に 立てる 著者が、 自己の 進 

路を昆 出すべく、 また 安住の 地 を 確立すべく、 嚮ふ所 を 得ん として 焦躁 苦悶せ る その おもかげ を昆た 

からで ある。 しかも 遂に 

いつまでも 上の句の なき 歌詠みて 

ありな む もの か 春 は 返る に 
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^ 1 歩旣に 誤つ われ を すら 

振起た しむ 新なる 日よ  一 

と 歌へ る 詩人に 懷 疑はなかった、 究極の 絕 望はなかった" その 態度 は 否 定 でもな く破壞 でもな く、 雄 

雄し い 不斷の 勇猛 精進で ある 事 を 知った。 その 一歩一歩 は 不退 轉の 努力であった、 建設であった。 こ 

の 暗い 現 主義者 は、 他の 半面に 於て また 明るい 理想家 であった。 

『詩』 と 『眞』 と を ゑが き、 僞 りなき 眞實感 と 自己 表現と を 基調と した 點に 於て、 この 數百 首の 短歌 

は、 ^は 速^した る ー篇の 抒情詩で ある。 かの ロゼ ッ ティ の 小曲 集 『生命の 家』 を 評する と！： じ 意味 

に 於て、 著^ 半生の 內 生活の 自叙 傅と も 見ら るべき だら う。 かくして 旣に 過去 は ゑが かれて ゐる。 更 

に大 なる 未来が あらねば ならぬ。 『戀 愛篇』 の卷 頭に  . 

われ をして 戀歌 詠まし む そのうち は 

この 日の 本の 靜 かなる かな 

の 一 首を题 したる 此 著者の 未來 の詩卷 は、 更に また 新しき 社會 運動の slogan を 傅へ るので あらう 

か、 さて はまた 艷 女が 紅 恨 紫怨に 彩られる であらう か。 深き 興味 を 以て それ を 見ようと する もの は、 

獨り 私の みで はなから う。 (大正 八 年 十 一 月) 
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根 岸 橘 三郞著 『新 島襄』 序 

冬の はじめ 或 日の 朝、 先輩の 所から 私の 宅へ 電話が あった。 根 岸さん と 云 ふ 人が 今から 行かれる か 

ら會 つて 吳れと 云 ふ 事であった。 やがて 訪ねて 来られた 来客の 老 紳士 を、 私 は 書 齋に請 じた。 その 人 

は、 米國 ではよ く 誰でも 提げて ゐる黑 い 大きな 革飽の 中から、 校正刷 を 出して 私に 示された" それが 

卽ち この 新 島 先生の 傳で、 客 はこれ を 書いた 由来に 就いて 語られ、 精し く 其 書の 內容を 話して 校正刷 

の 一 部 を 私に 渡して 行かれた。 

初對 面の 時 問 は、 主客と もに 忙しい 身の 常と て、 ゎづか 二三 十分に 過ぎなかった が、 あとで 根 岸 さ 

んが殘 して 行かれた 校正刷の 一 部 を 見る と、 そこに は 私 を 動かす 一つの 大きい 力が あった。 それ はお 

の、 しばらくの 對談の 折に 見た 根 岸さん の 誠意と 熱情と 感激と であった。 その 面に、 その 一一 一一 C 装に、 虚 

僞な き 熱誠 の 貴 さ を 私は毘 たのであった。 

俾記 文舉 のために 何よりも 大切な もの は、 第一 に 史料の i 集で ある 事 は 言 を俟 たない。 新 島 先生と 

同 鄕の士 である 根 岸さん は、 この 點に 於て 多くの 便宜 を 有せる がた めに、 根本 史料の 蒐集に は 遺憾な 

き 努力 を 致された やう だ。 ^めら れた资 料に 精緻 厳密の 考察 を 加へ て、 あらゆる data を 精^せられ 


たので ある。 昔から 宗教の 祖師 豫言 者な どの 傳記 は、 遠く 時代 を隔 つるに 從 つてお. 料の 散逸す ると 共 

に、 後人の 感激 尊信 はまた やがて 偶像 崇拜の 心と 相 結んで、 はて は 多くの 誤傳を 加へ liar を增し 

て、 遂に 傅お の 3 具 を 逸する のが 常で ある。 新 島 先生の 場合の 如き、 今の 時に 於て 资料を 精 沲菟 集す る 

に 非 すん ば、 後代に 至って また 同じ 遣 憾を操 返す であらう。 根 岸さん が 今日に 於て この 资料 湮滅 を 防 

がれた 功 ^は、 永く 沒 すべから ざる ものである。 

第二に は、 その 人物に 對 して 傳 記の 著者が 捧 ぐる 熱情と 感激と あるに 非 すん ば、 單 なる 史料 蒐集 は 

途に 生命の 力なき 腐^の 閑 事業と して 了る か、 或は また かの 文筆の 士を储 うて 草せ しめた 藩侯 富豪 等 

の 類と：！： じく、 舞 文曲维 に 成れる 內容筌 乏の惡 書と 成り 了る であらう。 根 岸さん の 新-:: S 先生に 對 

する 感激と 愤 熱と は、 私が 初對 面の 第一印象に 於て 先 づ强く 私 を 動かした ものであった から、 此點に 

就いては W び跺 返す まで も あるまい。 

以上の 史料と 感激との 二つの 耍 件を滿 たす が ゆ ゑに、 0 ッ ク 《アトの 『スコット 傳』 や、 トリ ゴリ 

アンの 『マコ ォ レイ 傳』 は、 ボズ H ルの 『ジ 3 ンソ ン傳』 と共に、 不朽の 名著と して 後人の 敬 重に 値 

する の だ。 枳 3!lbu んが 心血 を そそがれた 此 一 卷の新 島 先生 傅 も 亦、 恐らく は傳 記と しての 此ニ 大要 件 

を 具備す る琪 によって、 不朽の 意義 を 有する もので あらう。 

日本の 新しき 文化の 建設の ため、 一 つの 大きな 礎石であった 豫言者 新 島 先生の 傅 記が、 根 岸さん の 
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芋に よって 完成され た 事 を 喜びつつ、 私 は此數 行の 蕪辭を 寄せる ことにした。 (大正 十一 年 十二月) 


今 泉 浦 治 郞譯註 『サイ ラス • マ アナ』 序 

わが 王朝^ 廷の 才女が 小說 『源氏物語』 を 書いた 時代よりも、 はるかお くれて 八 百年の 後、 英吉利 

では 女が 小說を 書く 事 を まだ 世 問 一般が 十分に 認めなかった 時代、 卽ち 前世紀の 中頃であった、 H ヅ 

ンズ孃 はわ ざ-^ 『ジョ ォヂ *H リオ ッ ト』 と 云 ふ 男の 雅 號を 使って、 男性の 作 かと 見 まが ふべき 

珂. ：5 と 情熱と を 以て、 英文 學 史上に 不朽なる べき 數篇 の寫實 小說を 公に して、 一代の 人心 を 驚かし 

た。 それら は單 に英國 ばかりでなく、 獨逸佛 蘭 西の 文壇に さへ も 影響 を與 へた。 苟も 英語 を 解す る 者 

にして 此 才女 を 知らざる なく、 又 この 才女 を 知る 者に して その 傑作の 一 つで ある 『サイ ラス • マ アナ』 

を 讚んで、 田園 情景の 描寫と 心理 解剖の 精緻と に、 ^くべき 天才の 鬼 ェを讃 嘆し ない 者 は 無い ので あ 

つた。 女流作家 として、 彼女に 先んじた ォ オステン 女史 や、 また 殆ど 時代 を 同じう した ブロン ティ 姉 

妹の すぐれた 作品よりも、 H リオ ッ トの此 作の 方が 今も籀 より 强く、 より 深く、 吾等の 心 胸に 徹する 

の は、 人^性の 喑黑 面と 光明 面と を 書き わけた 詩情と 深刻 味と ヒュ ゥ モアと に 於て、 彼女が 斷 じて 他 

人の 追隨を 許さざる ベ き 特色 を 有した からだ。 

自分が 友人と して 深い 好意 を 寄せて ゐた或 男が、 思 ひがけな くも こちらの 好意 を 裏切って、 新聞 羝 
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に 書 を 寄せな どして 却って こちら を 公衆の 面前で 罵詈 iff 謗す る。 そんな 時に、 愛して ゐた 者に 裘 切ら 

れ たる 痛憤と 悲愁と は、 私 どもが 日常の 生活に 於て しばく 體驗 する 所の ものである。 話 こそち が 

へ、 『サイ ラス • マ アナ』 の 主人公 もまた、 はじめ 彼が 愛し 且は 信じた る 人々 の 信じ 難く 賴 みがた きを 

昆て、 深い 絡 望の 悲しみ を 味 はった。 かくて 人 問 愛の 甲斐な きを 知った とき、 彼 はこれ を菜敢 なき 黄 

金 慾で まぎらさう とする 守錢 奴と なった。 而も 夜 を 日に ついで 稼ぎた めた 其 黄金 も、 また 一朝に して 

盜み 去られる。 最後に 於て この 男 は 天 使の 如き 一 少女の 愛に よって 救 はれる に 至る の だ。 多彩なる 

人間の 心现 と、 變化 多き 運命との 鏈 れを牧 歌の 如くに 美しい ラゴ n ォ 村の 田園 を 背景と して 描き出 

した 物語が、 ヱ リオ ッ トの此 傑作で ある。 女史の 他の 多くの 大作 はしば らく 措き、 單に此 一 篇 だけ を 

取っても 文藝 作品と して、 その 結構、 その 文章、 ともに 同時代の デ イツ ケ ンズ、 サッ カレイの 如き 巨 

匠に 比して 毫も 遜色な きもので ある 事が 知られる。 

しかし H リオ ッ トの 英文 は、 中學 卒業 程度で は 可な り讀 むのに 骨の 折れる 難解の ものである。 され 

ばと て、 直ちに 原文に 就いて 精密に 味 はふので なければ、 異邦の 作品 は 到底 その 妙味の 十一 を だに 解 

する 事 は 出来ない。 幸に して 此 書の 原文 は、 さきに 研究社から 出た 英文 擧 叢書 第一輯 中の 一 冊と し 

て、 豊田實 氏の 詳註 を附 した 立派な 翻刻 本が 出来た ばかりでなく、 英米の 廉價な 諸種の 刊本 もまた 甚 

だ 多い。 わたくし は讀 者が、 今 泉 氏の この 片言 雙句を も ゆる かせに せざる 忠實 無比の 譯本 を、 必す^ 
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文と 對 比する 事に よって、 外 國文舉 研究の 一 道程と せられん 事 を 切に 希望す る。 西洋 文 學に對 する 眞 

の 现解カ を 養 ふ 上に 於て、 昨今 流行の ゾラの 譯書 なぞ を讀 むよりも、 讀 者が 得ら わると ころ は遙 かに 

多 かるべ きを 信じて 疑 はない。 

ヱ リオ ッ トは當 時に 於て 珍ら しい 博識の 女であった。 英國の ものば かりで なく、 獨 逸の 哲 舉文學 の 

書に 精通し、 希臘羅 馬の 古典、 ヒ イブ ルゥの 古語に さへ も 通じて ゐた。 それと 同じく、 此 書の 譯者八 マ 

泉 君 も 亦博洽 の舉、 東西 古人 マに 通 ぜる當 代 稀なる 篤 學の士 である。 讀者 にして 若し、 かの モォ パッ サ 

ンの英 譯ゃ露 西 亞 小 說の粗 莽蕪雜 なる 譯 書に のみ 走る が 如き 惰氣を 一 掃し 去って、 精嚴 なる 今 泉 君の 

此譯書 を師 とし、 細心 精緻の 學的 良心 を 以て 原文と 辭 書と 首 引きす るの 勞を 惜しまれ すん ば、 單に思 

想と 文藝 との 理解の ための みならす、 英語 英文の 學 習に 於ても 得らる ると ころ 極めて 多 かるべ きを、 

私 はこ こに 斷 言し 得る と 思 ふ" ( 一 九 二三 年 三月) 


序、 跋終 


B 冓 
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英文 學と 民族性 

唯今 も 承ります と、 島 崎さん が 後に お 話が ある だと 思ったら、 それ は朗讀 だから、 私に 長い ことし 

やべ つて 居って れろ とい ふこと であります。 今日は 長く お 話す る だけの 用意 はして 居り ませぬ。 飴 

ン 棒みたい に 仲ば さう と 縮めようと、 どうで もな り はします が、 さう 長談議 はしない つもりで ありま 

或國の 特性、 或は その 一 つの 民族の 性質 をば 批評す る 時に、 其國の 文學を 見ないで 批評す ると 云 ふ 

こと は 一番よ くない ことです。 それ は 必す問 違 を 生す る 因で あると 思 ふ〕 何故かと 中し まする と、 文 • 

舉と いふ もの は 其 人 問.^ 腹の どん底から 出した 聲 である、 本當の 胸の 奥に ある 心の 姿で あり 聲 で あ 

る。 文學 とい ふ もの を ちっとも 服 中に 置かないで、 ただ 眼の 前にして 居る 表面的な 仕事で あると か、 

或は 商賫 軍事 だと かいふ やうな もの だけ 昆て、 どうも 英吉利と いふ 國の 人間 はかう だ、 曰 本人と いふ 

もの は ああ だ、 とい ふやうな こと を 言って 批評す ると、 時々 大變な 誤解 ゃ問逮 が出來 ると 思 ふ。 で、 

その 問 遠が、 英吉利と いふ もの を 批評す る 時に 世界的の 誤が あるの だと 私 は 思 ふ。 日本ば かりで はな 

い、 獨 逸で も佛蘭 西で も、 みんな 英吉利の 半面 だけ を 見て 批評して ゐる 場合が 多い。 それ は、 英吉利 
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の 古今 の 文^ を^な い 人の 言 ふ 批評 は 何時も 大抵 定 つて 居る のです。 卽ち英 人 とい ふ もの は 保守的で 

ある。 いやに 尊大に 構へ て 居る。 又の そくして 鈍重な、 少しも 鋭敏な 感性 を 持って 居ない、 感受性 

の 鈍い 國民 だ" 實 利ー點 張りで あると いふ。 佛蘭西 人 は 英吉利 人の こと を ショッ プ* キイ パァズ —— あ 

れ はナボ V ォ ンが 一一 E つた 言 紫 ださう です が —— 店番の 國民 だと 言って 嘲. つて 居りました。 常識 卽ち コ 

ン モン センスと い ふ！ 一目 紫 は、 一 桥 多く 英吉利 人に 茧ん じられ て 居る。 叉藝 術的氣 分の 最も 薄い 阏尺 で 

あるかの 如くに 一 W はれて 居る のです。 殊に 佛蘭西 人なん かに 言 はせ ると、 英吉利 人 はい やに 澄まし 

て、 な あに 內慕 を昆れ ば 何處の 人間 も 人 間 だから 同じで あるのに、 表面 はい やに ゼン トル マンと か.^ 

とか 一 一目って 品 を 作って 居る。 特に リスべ クタ ピリ ティ とい ふこと を 非常な 誇と して 居る。 あれ を 見 ま 

して 佛蘭 西な ど は 偽善の 國民、 プリティ ッ シュ • キヤ ント だとい つて 惡く霄 ひます。 口 本で も此 批評 は 

M 吾々 の 聞く ところで ある。 今日 多数の 人が 英吉利 を觀 ると きに、 あれ はゼン トル マンの 國 であると 

か、 偽善者の 國 であると か、 ^識 の國 であると かいふ やうな 風に 言って 居ります。 これが 詰り 私に 言 

は せれば 世界的 大 誤解で あると 思 ふので す。 これ は 英吉利の 文舉 —— 少く とも イリ ザべ ス朝 以後 三百 

年の 文學 だけ を兑て も 忽ち 分る ことであります。 

私が^ 吉 利の 文舉 だの 語學 だので 一 一十 年 近く 御飯 を 喰べ て 居ります からと て、 さう 一一 一一 c つて 辯 護する 

ので はあり ませぬ が、 英吉利の 文舉は 他の 文舉 に比べて 詰らない とい ふこと は、 事^上 決してな いと 


思 ひます。 歐羅 巴での 批評 はかうな つて 居ります。 演劇 系統の 藝術は 先づ獨 逸が {且 い。 とすれば 小說 

は 何 と 言っても 怫蘭西 ：•：. 露西亜な ど は 全く 佛蘭 西の 影響で 出來 たのです から。 それに まづ 露： €1 亞が 

本當に 文學を 持って から は 百年 位に しかなら ない …… だから 先 づ佛蘭 西が 最も 小說 では 優れて ゐ ると 

なって ゐる。 そこで 詩に かけて は —— 詩歌に 於て は 英吉利で ある、 とかう 云 ふの が 先 づ歐羅 巴での 定 

評に なって 居る やうです。 先 ほど 菊 池 君 はこ こに 立って 英吉利の 詩 を ひどく こきおろして 居られた や 

うです が、 さう 言った もので も あるまい と 思 ひます。 それ は 別と して、 先づ 世界の 定評 は 詩の 方面で 

は 英吉利が 最も 優れて 居る と 言 はれて^ る。 倂 しさう いふ 論 はどうで も 宜しう ございま すが、 兎に角 

英吉利 人 は 立派な 文學を 有って 居る と 云 ふこと だけ は、 これ は どうぞ 其 儘に 承認して 置い て 顶 きた 

い。 さう でない と^の 今 晚の御 話 は 根柢から も ゆにな り ませぬ から …… 。 英吉利 人が 若し 常識 ー點張 

りの 利害 打箕 と、 變な 君子 道徳と いふ やうな もの だけで 立って 居 る もので あれば、 あの 壯麗 なる 文學 

が 出る 譯 はない。 『夢』 を 持たない、 .S 想 もない、 また 情熱 もない、 感激の ない 國民 にあの やうな 立派 

な 文擧が 生れる 譯は ない のであります。 少く とも 新しい ところ だけ を考 へましても、 三百 年に 亘る立 

派な 文學を 有って 居る あの 國 民に は、 必す 常識 だの 實利 なぞで ない、 もっと 贵ぃカ を 持ち、 立派な 性 

質 を 持って 居る とい ふこと は、 容^く 考 へられる 事で ある。 さう いふ 時に 吾々 は 一 種の 矛盾 を 見 ま 

す。 卽ち 今日 そこいらに、 殊に 來 洋諸國 なぞへ 出て 居る 英吉利の 商賣 人な ど を 見まして、 それだけで 


619  


—— 620 


英吉利 を判斷 すると か、 或は また 一寸 英吉利 を 旅行して 見たり、 色々 な 人に 逢って 見る とかい ふ 位の 

AJ とで：^ 族 性 を 批判しょう とする から 誤る のです。 例へば 獨逸、 露 西 亞、 怫蘭 西な ど は 勿論です が、 

あすこら の 人に 比べ ると 英人 は、 一 寸 外面から 見る とひ どく 實際 的な やうに 昆 えます。 詩人 だの 舉者 

藝術 家な どで さ へ、 これ を佛 露の 人た ちに 比する と 何だか 商賣 人み たやうな ：… とい ふ 風に 感す る。 

これ は當然 なんです。 唯 上っ面 だけ を 見る と、 ゼン トル マン 式 だから、 どうして もさう いふ やうに HD? 

える。 併し 股の 中には 十分なる 情熱 や 空想 や 感激 を 有って 居る とい ふ 事 を、 その 人た ちの 書いた 文學 

によって 吾々 は兑 出した 時に、 そこに どうしても 說 明を耍 する 矛盾 を 見出す のです。 又 更に 他の 方面 

から考 へまして、 若し 英吉利が 世人の 言 ふ 如く 保守的 傾向 一 點 張りであって、 單に 常識と か實 利と か 

云 ふやうな ことのみ で 働いて ゐ る 民族 であります るなら ば、 今頃 は 01.  く旣に 老衰し て 居 る喾で あ る。 

老大國 と 言 つ て 今 尙歐羅 巴に 最大の 勢力 を 有 つて 居 る國で あり 得な ぃ喾で あ る、 疾 くに 脈が 上 つて 居 

なければ ならない。 ところが、 かの 歐洲 大戰の 前に、 日本に は 隨分獨 逸 思想 を 喜ぶ 人が 居りまして、 

英吉 私旣に 老いたり なぞと 言って ゐた 人が ありまし たが、 戰爭が 終って 見ます と 矢張り 一番 羽 振の い 

いのは 英吉利な ん です。 亞米利 加と い ふ 新しく 出來ま した I そして 英國 の 兄弟分で あ る 米國は 姑く 

く 別問題と 致しまして、 英吉利 はちつ とも 老いて 居らない やうであります。 ロイド， ジョ ォヂと い ふ 

政治家 一人 だけで も、 唯今 ゼネヅ の會議 にも 矢張り 活^して、 露 西 亞のチ チヱ リンな ど は ひどく やつ 


附 けられて 居る やうであります。 英吉利と 云 ふ國は 老衰して ゐる どころ か、 + 度の 戰爭で また 若返り 

法 を やった やうで、 矢張り 何處か 偉い 所 を 持って ゐる。 これ は 文學を 離れて 昆て もさう 云 ふこと が考 

へられる のであります。 近頃 は佛 ffi 西 は、 亞米利 加の I あの 殆ど 何等の 慣例 や 傳說を 顧みない 亞米 

利，， 川の やり方な どに 對し、 何となく 老人 振った やうな 感じが します が、 英吉利 はちつ とも そんな 風 は 

見えない。 今の 歐羅 巴で、 獨逸 でも 露西亞 でも 伊太利で も 甚だ 景氣 が惡 くな つて ゐる 時に、 英吉利 は 

尙 あれで ある。 あの 鈍重な の そくして 居る 國 民に、 何處か 底力が 這 入って 居る とい ふこと を 吾々 は 

考 へて a る 必要が ある だら う。 そこでです、 私が 屮 したいの は。 英吉利の 民族性 を 目して あれ は 常識 

的で あると か、 或 ひは實 利 的で ある 保守的で あると いふの は、 それ は單に 一面 觀 に過ぎない。 勿論 さ 

うい ふ 所 も 確かに ある。 が、 他の 半面に 於て 全く これと 反對な ひどい 激烈なる 性質 を 有って 居って、 

動いて 居る と 云 ふこと を も 確かに 認め 得る ので ある。 そこに 眼 を 著け なければ ならぬ。 

で、 此誤， が 日本に 這 人り ましたのに は 抑 も 原因が あるので す。 それ は 英吉利で 中し ますと ギクト 

ォ リア 朝の 中期、 卽ち ミツ ド* ギクト オリ アンと いふ 時代、 卽ち 明治 十四 五 年 位までの 英國の 思想 學問 

を 日本 は學ん だのでした。 それから 後 は獨逸 思想に よって 日本の 擧界、 思想界 は 感化 を 受けた が、 英 

吉 利の 思想が 一 番 能く 日本に 這 入った 時代 はヸ クトォ リア 朝の 中頃でした。 卽ち あの 時代の 安 價な平 

#、 樂天主 養、 さう した 先程 申します るゼン トル マン 道德 であると か、 或は リスべ クタ ピリ ティと 力 
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いふ ものが 英吉利で 最も 重んぜられ、 かの 詩人 テ 一一 ソンな どに よって 代表 せられて 居る 思想が 一時 盛 ^ 

んに曰 本に 傳 へられました" 卽 ち英阈 では 哲學 のス ペン サァ、 小說 のサッ カレイ、 批評で は マコ ォレ 一 

ィ とい ふあたりの^ 想で、 さう いふ 英國の 一時 代から 主として 曰 本 は學ん だので、 英阈と は. ヰ クトォ 

リア 巾 胡の やうな 國 だと 思 ひ 込んだら しいので す。 また 或少數 者は劍 橘と か牛津 とかい ふ、 あの 舊式 

な 固い 中世 以来の 傳說 を^ かさない 大學へ 這 入って 敎育を 受けた、 英吉利 人の 物の 考へ 方を覺 えて そ 

れを 故國の 日本に 傅へ た。 それです つかり 英吉利 は 誤解され て 仕舞った。 詰り 紳士 道德萬 能の ギクト 

オリ ァ朝 巾. 3 だけの 英吉利 を昆 たのです。 そのもう 少し 前 か 少し 後の 時代 を 見れば、 あんな 誤解 は 起 

ら ない 喾 である。 今日の 英吉利 人が 踏みに じり 打ち壊して 居ります あの * ヰ クトォ リア 朝の 中期です。 

曰 本で 首へば 明治 十四 五 年です。 英吉利の 方で 中せば もう 『代』 は 三代 も變っ て 居る。 卽ちク キイ 

ンっヰ クトォ リアが 亡くなられて、 その後が エド ヮァド 七 世、 それから 今の ジョ ォヂ 五世 陛下と 三代 も 

變 つて 居る。 その 三代 前にあった 或 時期 だけ を 目して、 これが 英吉利 だと かう 思った。 これが 大變な 

誤解の^ まった！ 原因な のであります が、 此ヸ クトォ リア 朝の、 ^まし 込んだ、 い やに ゼン トル マン 

風な 態度 を 執った あの 英吉利 を、 十九 世紀の 末年に 於て 英人 はすつ かり 根柢から 潰して 仕舞った。 あ 

の ロイ. ド， ジョ ォヂの やうな 人が 宰相に なると 云 ふこと が、 旣に 英吉利の トラ ディ シ 3 ンを壞 して 居る 

^慮 e あります。 改台 上に 於て は、 あの ロイド • ジョ ォヂの 前に アスク ィ スが 率ゐて 居った 自 出黨內 
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閣に、 その 以前 長い 問ュ 一一 ォ 一 一 ストの 手に あった 政權が 移って 了った とい ふこと が， 猛烈に 貴族 を壓 

a 一し 極度に デ モク ラシィの 氣分を 造り 出して 仕舞った。 勞働黨 の 首領 キア • ハ ァ， ティ が國 王に 謁見す 

るに 燕尾服 を 着ないで 背廣を 着て 行った と 云 ふ 話が ある。 こんな 一 つの 逸話で も 極めてよ く 英吉利の 

變 化を證 明して 居る。 阈務 大臣が 國 王の 前に 行く に竹廣 を 着て 行った。 政治 上に 於ても さう いふ 著し 

ぃ變 動が ありました。 これ は 御 承知の 通り 十九 世紀の 末年 文學の 時代です。 "The  naughty  nineties- 

と N の 音 を 用ゐて 洒落れ て 云 ふ 位で、 い たづら 好きの 惡 いこと をした 世紀末、 一八 九 〇 年代 を 云 ふの 

です。 これが ヸ クトォ リア 朝の 時代 思想が 激變 して、 新しく 若返った 最近の 一大 變轉 期で ありまし 

た。 

あの 時代です が、 イブセンの 感化が 英吉利に 入りまず と、 その 結 架 は 英吉利の 芝居な どに も 新しい 

近代劇が 出 來て來 ました。 又佛 蘭？： などから も、、 ェ ルレ H ヌ の 感化が 這 人って 來た。 所謂 デカダ ンスの 

女 學が這 入って 來 たの も あの 時代で、 ギ クトォ リア 朝の 空氣を 一 新す る 時代が 産んだ 一 畸形 兒 とも 云 

ふべき もの は、 かの 曰 本に 一時 持嗨 された ォ スカァ ，ワイルドです。 ォスカ ァ* ワイルド は 曰 本に 於て 

は 持てる けれども、 英吉利な どの 舊 弊な 固い 人な ど は 今でも ワイルドと 云 ふ 名 を 聞く と 横 を 向く 位 嫌 

がられる。 それで 十九 世紀末 年 は ひつく りかへ されて、 さう して 今日の 英吉利が 出来た。 英吉利の 詩 

歌と 云 へ ば隨分 固い 傳統を 有って 居つ て 動かなかった ものです が、 これ も 今日の 英吉利の 詩と いふ も 


の は、 以前の テ 一一 ゾ ン 時代の 形 も內容 もす つかり 壞 して 一 新して 仕舞った。 この 魁 をした もの は、 人 マ 

日で はもう 古くな つたが、 キ プリングと ヘンレイとの 二人で、 それ 以後 は 形式 破壞の 自由な 新 詩が 盛 

んに行 はれる やうに なりました。 自由詩 さへ も英の 詩壇に 這 人り ました。 英吉利で 最も やかましく. s 

ふ 詩の 方 だって 形が 崩れて、 今日は ギ クトォ リア 朝と は 似ても 似つ かぬ ものと なりました。 さう して 

又歐羅 巴で 何と 言っても あれ 位大膽 に無鐵 砲な こと を 喋り 散らかした ドラ マ を 書いた^、 卽ちバ アナ 

ド。 ショォ の やうな 者が 飛び出す。 もっと 固くなった 所で もゴ ル スヮ アジ ィも 居ります が、 どっちに し 

て もこん な 作家が 飛び出す とい ふ 事 は、 ギ クトォ リア 朝 時代に は考 へられない ことでした。 常識 一片 

の、 ^子 逍德 のゼン トル マン 式の 國 民に は 出来ない ことであります。 その他、 今日 若年の 新しい 小說 

家と 云 はれる 人で も、 卽ち ただいま 日の出の 新作 家と 言 はれる、 ロォ レンス、 キヤ ナン、 或 ひ は マツ 

ケン ジィ、 ヲルボ オル、 これらの 人達の 小說 を： a ますと、 以前の づ ictorian  prudery の 時代に は迚 

も 出さう もない やうな、 えらい 事 を 書いて 居ります。 詰り 脫線 的です。 私の 大變嫌 ひな 厭な 一一 目 葉です 

けれども、 俗な 言葉で 言へば、 脫線 的な ものに なって 仕舞った。 さう いふ 風に 新しい 最近 五十 年 位の 

所 を a ました だけで も、 英吉利と いふ もの はこれ だけ 變 化して 居ります。 

そこでです、 露 西亞の やうに 文學 とい ふ もの を 持って 以來、 まだ 漸く 一世紀 位な のなら 宜しう ござ 

ハ ますが、 英國の やうに 長い 歷史を 有って 居ります 國の 場合に です、 五十 年 や、 甚だしき はギ クトォ 
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リア 中期の 一 部分 だけ 位 を 捉 へて その 民族性 を 批判し ようとい ふこと は大變 無理な 事です。 先程 も 申 

します 通り、 ー國を 批評す るに は 先 づ文學 を毘る 事が 必耍 である。 丁度 今日の 亞米利 加 人な どが 日本 

を 批評す る 時の やうに、 日本の 現代 作家 は どんな 人が 居る かとい ふ 名前 さへ も 知らす、 德川 三百 年の 

產 出した 立派な 文學は どんな もので あつたか を も 見ないで、 唯 明治の 日本 は 朝鮮 を どうした、 又滿洲 

を どうした とか、 山 東^ を どうしたと いふ やうな ことで、 日本 を 判斷 されて は 全く 堪る もので ない。 

それ は 吾々 の 生活の、 ほんの 外側で やって 居る ことで、 日本人の e: 生活 はそんな こと だけで 批判 は 出 

來 ない。 吾々 は 腹の 中の 奥の 方に 持って 居る ものが ある。 ちゃう ど それと 同じ やうに 民族の 藝 術ゃ歷 

史 ゃ文學 を通覽 しないで、 戰爭 したと か商賫 したと かいふ やうな こと だけで その 國を 判斷 して は大な 

る 誤解 を 生じます。 餘 所の 國の 者が そんな 態度 を 以て 日本 を 評する と、 吾々 は 憤慨す るで はあり ませ 

ぬか。 けれども 英 國に對 して 日本人の 多く は 矢張り さう いふ 表面的な 批評 をして、 誤解 をして 居る の 

です。 なにも 私 は 長い 話 をして 以前からの 時代 を； 々擧げ ようと は 思 ひませ ぬが、 シ" イクス ピアの 

出 まし た イリ ザべ ス の 時代、 あの 時代 程い たづら っ兒 が…： 靑 年の 不竊 奔放な 氣 分の 最も 盛んに、 

露骨に、 無 節制に 现 はれた 時代 は、 餘 所の 國 にも 餘り澤 山 はない のであります。 あの 時代に 如何に 抒 

愦 詩的 氣 分が 英吉利に 盛んで あつたかと 云 ふこと を 見ます 時、 あの 國を 常識的 だ、 道學 先生 風 だなん 

とい ふこと は 決して 言 はれない。 もとより あの 時代に も、 ゼン トル マン 風の 元 m とも 云 ふべき サァ • 


フィ リツ プ • シド 一一 ィの やうな 人が あった。 それ もまた 英吉利 人の 半面であります。 けれども あの 時 

代 全 體を捉 へて 見れば、 保守的の 氣質、 鈍重なる 國民 なりと は 決して 一一 一一 口 はれない。 されば こそ n オリ 

ィゃ、 ンュ イクス ビアが 生れ、 イリ ザべ ス 朝の 抒情詩 戲 曲な ども 出來 たのです。 

もう 少し 時代 を 隔てて 考 へても、 クロム ェ ルの やうな 途方もない ER は どこの 國 が產ん だか を考へ て 

御 笾 なさい。 保守的な 國 では 出さう もない、 思 ひ 切った こと を やった ク。 ム M ル、 さう して 又 その 寺 

代に 活躍した あの ミルトンと 云 ふやうな 詩人 を 産んだ 國を、 どうして 常識的、 莨 利 的と いふ ことが 言 

へよう か。 斷 じて さう は 一一 目へ ないだら うと 思 ひます。 ミルトンの 話 を ここにす るので はない が、 ミル 

トンが^に なって 立派な 詩 を 書きました 一方に 於て、 言論の 自由の ために 『ァ リオ パヂ ティ 力』 の や 

うな 堂々 たる 立派な 散文 を 書いて 殘 した あの クロ ム M ル 時代、 あれが 常識 一 點 張りの リスべ クタ ピリ 

ティの 民族と は 決して 考 へられない。 又 十九 世紀の 初、 これ はよ く 皆さんの 御 承知の バイ ロン、 シェ 

リイの やうな sir あれが 常識的な 平 穩な國 から 出ようと はどう も考 へられない。 キ イツ もさう です。 

その 前の 十八 世紀に はヰリ アム • ブレイク なんとい ふやうな、 極端な 祌祕 思想の 詩人が 最も 早く 英國 

に 出た のです。 今から つい 二三 十 年 程 前まで は ブレイクの 價値を 認めなかった のであります が、 あん 

な 世紀末 風の 祌祕 象徴 風の 傾向 を 有った 詩人が、 英吉利に はすつ と 早く 出て 居る。 隨分 前の 時代に 溯 

つて 歷 代の 文^-を 見ます と、 英國の 民族性 は 常識的 或 ひ は實利 的、 非 藝術的 だと か、 或 ひ は 神秘的 氣 
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分がない とい ふやうな こと は 言 はれない、 すっかり 反 對の狀 態 をい くらで も毘 出す ことが 出来る。 こ 

れを 極端に 申します と、 怫蘭西 革命な どで も、 あれの 一番 魁に なった 思想 は 英吉利の 哲學が 源で あり 

ます。 ルソォ の 更に、 も 一 つ 根源に なった 思想 は 英國の もので はあり ませぬ か。 世界の 新 思想 或 ひ は 

新 運動と か 一一 目 ふやうな ものの 急先鋒に なって 動きました 場べ 口 は、 英吉利の 國 民に 比較的 多い のです。 

自. E 解放な どと いふ やうな 思想 は 世界で 英吉利が 元祖です。 で、 あの， ヰ クトォ リア 朝 は大體 から 言へ 

ば 勿論 テ 一一 ソ ン の やうな 溫雅な 中^ を 得た 時代です けれども、 その 時代で すら、 一 方に は 丁度 テ 一一 ソ 

ンと 何時でも 對 比せられる ブラウ 一一 ングの 如き、 極めて 壯烈な 大膽な 人生 觀を 有った 詩人が 居り ま 

す。 極端な 異敎 思想、 共和 主篛、 肉感 美 を 歌って 攻擊を 受けた ス ヰンバ アン も 居ります。 かう いふ や 

うに 一 面に 於て は ひどく 思 ひ 切った こと を やる 極端な 傾向 を 有って 居る に拘 はらす、 他の 一 面に 於て , 

は ひどく 澄し 込み、 落着き 拂ふ國 民と いふ やうな ところが 見える のです。 最も 多く 自制 を 加へ 得る も 

のにして、 はじめて 最も 大 なる 自由 を 享有し 得る のです。 英 人の 自由 奔放な 態度と、 その 固 くるしい 

1 面と は 少しも 矛盾な く、 當然兩 者 は 相伴 ふべき ものな のです。 

これ はどうして 出來 たかと 云 ふこと を說 明し まする 時 は、 私 はこの 特異な 民族性 は 英吉利 人の 人種 

の 混合と、 歷史 との 然 らしめ ると ころで あると 言 ひたいの です。 卽ち 英吉利 人 は 色々 な 人種の 寄 合 ひ 

7 

世帶 である。 テ 一一 ソンが ァレキ サンド ラを迎 へました 時 —— ちゃう ど 今日の プリンス • ォヴ *ェ ィルズ ^ 


を 迎 へる^ に 能く^て 嵌まり まする 詩であります が、 ァ レキ サン ドラ を歡迎 する 時の 詩 —— 其 詩の 初 

に "Saxon  and  Norman  and  Dane  arc  \vc" と 一一 一一 口って 居る。 私 はもう 一 つ 之に ゲルト を 加へ ると 言 

ひたい。 御 承知 5 イエイツ や 何 か を 産み出しました アイアランド 人が 屬 する ケルン 人種、 あの 美しい 

英. fn 利の t:^ を 作り、 立派な 文擧を 作って 居ります ゲルト 人^、  ：••： ゲルトと 言っても その 中に 類 

は 色々 あります けれども …… 。 之に もって 行って 北方の 殺伐な サクソ ン人、 これが 獨 逸の 北の方から 

這 人って 來た。 あの 夢想 的な、 さう して 詩人 肌の、 感情に 强く、 激し 易い ゲルト 人、 それに 北方の 陰 

氣な、 深く おへ 込む やうな、 竹學 的な、 さう して 何でも 現實 的に實 際 的に 物 を 見る 民族と が 混って 居 

る。 かう いふ 人種の 混合の 複雜が 第一 の 原因で ある。 さう いふ 色々 な もの を ごち や/ \ 混ぜて 物 をす 

つかりう まく 纏め 上げた 所に 英吉利の 特色が ある。 その 性質が また 亞米利 加へ 行って ああい ふ 

inw  pet  0 やう な^の もとが 出來 たのです が、 この 人種 混き と 云 ふことの 外に、 英吉利 人の 應史の 上 

に 於て 最も 都合の 好い、 卽ち： H 耳 S 系統 II 獨逸 系統 I 'の 文明と、 それから 南方の ラテン 系統の 文 

明と が：. W 方郜 八；： 好く "歷 史上の 關 係で 結びついて ゐる。 卽ち愦 熱 や 空想に 富んで 藝 術的氣 分の 豐 かな ラ 

テンの 方の 氣 分と、 昔 海上に 覇を稱 した 北欧^ 族の 氣風 とが、 都合よ く 英吉利と 云 ふ ものに 於て 二つ 

相 合して 居る。 これ は その 國語 である 英語と 云 ふ もの を 見たら ば 直ぐ 分ります。 卽ち チヨ ォ サァ 以來 

の 英語と 云 ふ ものが 立派に 此事 笪を證 明して ゐる。 北方 サ クソンの 一 K 葉と、 ラテン 系の 言葉と が、 英 
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語 ぐら ゐ瓤合 好く 混合し 融和して 居る 國語 は、 他の 歐洲語 …… 佛蘭西 語に も獨逸 語に もない。 卽ち元 

來が 英吉利 人と いふ もの は 非藝術 的な、 非 詩人 的な ものなん です。 ところが、 後から それに 加 はり ま 

して 佛蘭 西の方から 這 入って 来た ラテンの 文明、 これ を 英吉利に 持 込んで、 あの チヨ ォサァ などが 出 

まして 後、 いづれ の 時代に 於ても 藝術 的な、 空想的な 或 ひ は 情熱 的な 滋養分 を ラテン 系 民族の 方から 

人れ て 居る。 それが 具合 好く 兩方 混った 爲に 非常に 都合の 好い 民族が 出来 上った。 だから 英吉利で 文 

學が榮 えた 時代と 云 ふ もの は、 必す佛 蘭 西 や 伊太利の 影響 を强く 著しく 受けて 居ります。 チヨ ォサァ 

時代 もさう、 イリ ザべ ス 時代 II ルネッ サン スの後 を 承け た イリ ザべ ス 時代 もさう、 十九 世紀の 初の 

口 マ ン ティ シズム の 時代 もさう。 最近 卽ち 前世紀 末からで も、 佛蘭 西の 影響が どれ 位 強かった かとい 

ふ 事 は 一一 一一 C ふまで もない。 今日で もさう です。 いつも 結えす ラテン 系の 國 から 藝術 的、 情熱 的氣 分と い 

ふ もの を 滋養分と して 取り込む、 さう して 北方の 頑 同な、 鈍重な 氣分 をう まく 緩和して 行った。 そこ 

に 英吉利 人の 特色が あり、 又餘 所の 國の眞 似の 出来ない、 一つの 際立った 個性と いふ やうな もの を 有 

つやう になった のであります。 一 體シ H イクス ビアなん と 云 ふ 詩人、 あれ は實際 英吉利に 於て はじめ 

て 出さうな 天才です。 一 體シ" イクス ピア 物 を 讀んで 見ても、 米の 飯の やうな もので、 ゥ ンと顫 ひつ 

くやうな、 また 廣辛 しの やうな 文舉 ではない と 一一 目 はれて ゐ ます。 併し それ はシ" ク スピアが ュ ニヅァ 

サル であるから、 さうな るので す。 あの 中には 純粹な 北方 氣 分の 瞑想 的な ハム レツ トの やうな もの 
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と、 一方に は 快活な 其 時代 を 如何にも よく 代表して 居る フォ オル スタ ァフ とい ふやうな 氣 分の ものと 

が ある。 南 i£ 氣 分と 北歐氣 分が 混って あ、 いふ ものが 出来た。 それが ュ  一一 * ヮ アサ ルな ものになる。 此 

點に 於て 如何にも シェ イクス ビアと い ふ 人 は 英吉利に は 出さうな ものです。 

さう いふ やうな 一 々の 例證は 一切 抜きに 致しまして、 一 體私は 平生、 英吉利 人と いふ もの を 批評し 

まする 時に、 獨逸 ゃ佛蘭 西の 人の 言った 事 或 ひ は 書いた ものな どに、 特に 注意 を拂 ひます。 何故かと 

いふと、 何 處の國 にも ある 事です が、 英吉利 人 は 特に 國 自慢が 强ぃ、 皆 自分の こと を 偉い やうに 思つ 

て 居る。 故に 英吉利 人の 手に 成った ものば かりで は 眉唾物 だと 思って、 外國 人た る佛蘭 西ゃ獨 逸の 人 

が 英吉利 を 評して 書いた 物 を 氣を附 けて 見ます。 私 は大變 近頃 感服した の は、 佛蘭 西の 巴 里の ソル ボ 

、ノ 大擧の 英文 畢の 先生に カザ ミ アンと いふ 人が ある、 此 人が 十 年 程 前に 『近代の 英國』 とい ふ 本 を 書 

いて 居る。 それから 一 昨年 …… これ は 一 番 新しい 本です が …… 『英文 學の 心理的 進化』 と 題して イリ 

ザべ ス朝 以後 三百 年を逐 うて 詩文の 發展を 心理的に 論じて ゐる。 この 本 を 二つ 昆 まして 私 は大變 感心 

したので す。 それ は 英吉利 人と 云 ふ もの は 非常な 强ぃ適 應性を 有って 居る。 適應 性と いふ こと は 環境 

に顒應 する 力と いふ こと、 卽ち 流動 無碍の 生命力 を 以て、 自分の 生活に 最も 利す ると ころの 方向 を 執 

つて 筢 えす 動いて 居る、 卽ち周 園に 適應し て 努力 を 營んで 行く ところの 驚くべき 性質 を 有って 居る。 

そ C お 應性は 1 つ は 本能 的 C 方 10 に^ はれる。 S ちそれ は 生命 そのものが 動いて 行く のです、 理窟 や 
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や 何 かで 行く ので はない。 もう 一 つ は ^想 的 …… と譯 したら S しいで せう が、 これ は、 王と L て 道 

理を考 へて 動く のです。 卽ち この 二つの 適應 性を兩 方から 都合よ く 働かせて、 時代に よって この 二つ 

が リズム を 爲し髙 低を爲 して 行く、 かう いふ 風に カザ ミア ンは說 いて 居 まりす が、 暂際英 古 利 人と い 

ふ もの は此ァ ダブ ティ ショ ンの 力に 於て は 非常な ものが ある。 それ はちつ ともこ だはらない、  こ 

れ が主蕤 だな どと 言って、 そんな もの を 一つ 持って 固くなって 行く の は、 劍を 持って 群衆の 中 を 動き 

廻 はる やうで 危 くて 仕方がない。 人が 傷つかなくても 自分が 傷ついて 滅びます。 英^人 はさう いふ も 

の を 持って なくならない、 凝滯 しない。 火き い 自由な 生命の 流に 自分と いふ もの を^ね て、 ^^に 向 

つて ァダ ブトして 行く 力が ある、 さう して 何物 をで も^ 化する。 唯 時代に よって 理性の 勝つ ことと、 

さう でない 時代と が 現 はれて 來る。 詰り 腹が 馬鹿に 丈夫な 人間の やうな もので、 汁粉 を 食って るか. * 

思 ふと 酒 を 飲む、 まるで 反對の もの を 人れ てけ ろり として ゐる。 この 驚くべき 矛盾 を 持って 居り ま 

す。 この 驚くべき 矛盾の 半面 だけ を兑 て、 英吉利 人 を判斷 して はならない のです。 此矛 とい ふ もの 

を 私 は 非常に 面 n いと^ ひます。 個人に 就いて：^ て も、 小つ ぼけな 人 の 場合 を兑 ますと、 それ は ど 

うしても 簡單に 判斷し 易. s ものに 出來 上って 居ます。 が、 大きな 奴になる とい ふと、 中に 持って 居り 

ます 矛 W も 亦 どうしても 大きい。 一^ 矛 屈の ないやうな 人 問 は、 個人と しても 駄： H な ものです。 ちゃ 

んと耱 まって ると いふの は、 いづれ 小つ ぼけな 奴に 定 つて 居ります。 …… 幾つ も 持って 居ります と 
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とろの 共 矛盾 を 立派に 統一して 行く 力、 これが 其 人の 生命の 力であって、 立派な 個性と いふ ものが そ 

こに 出來 る。 ですから、 最も 强ぃ 個性と いふ もの は 最も 大きい 矛盾の 中に 藏 して 居る 場合が 甚だ 多い 

と 思 ふ。 何でも 持って行 くと 大抵の もの は 消化して ぺ n リと食 ベる。 今、 世界の 疑問と なって 居る ボ 

ルシェ ギズム を、 英吉利 は 今後 菜して どう 消化す るか。 あんな 消化の 惡 いもの を英國 はどうす るかと 

いふ ことが 今、 世界の 皆が 注 EI して 居る ところです。 倂し 英吉利の 事 だから <fr に 何とか 消化す る だら 

うと 思 ふ。 現に 佛蘭西 革命の 如き も 最も 手際よ く 英吉利 は 消化した ので ある。 あの もとは 英吉利から 

出た、 ルソォ の もとは 英吉利に ある。 佛蘭西 革命の 思想 上の 源流 はつ まり 十八 世紀の 英吉利です。 

兎に角 矛盾 を統 一 する 驚くべき 底力 を 有って 居る。 その 英吉利 人の 個性 を 一 寸兑 ますと 如何にもの そ 

の そして^ります けれども、 これ は、 槌か 華嚴經 にある 言葉 ださう です が 獅子の 歩み、 その 獅子の 歩 

みで ある。 ライオン はの そく 歩いて 居る けれども、 强く たしかな 足ぶ みで、 あれが 歩いた 跡 は 草 一 

本 生えない 位、 詰り 英吉利 人と いふ もの はさう いふ 氣 分が あるので す。 民族の 內 生活に ある 非常な 底 

力 を 以て 動いて 居る、 精力が 中 側から 二六時中、 外へ 爆發 して 進んで ゐ るので す。 此 英吉利の 外に さ 

うい ふ國が ありま r か。 外側から 新しくな つて 來て、 中 は 天 保錢、 丁髢 である、 上っ面 だけで 中味 は 

どうかす ると 三百 年 前の 所に 止って、 底力がない 國 があります でせ う。 英吉利の はさう でない。 總べ 

ての 風俗？： 惯を 見まして もさう です、 建物 を 見まして もです。 古臭い もの を 大事に かけて やって 居り 
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ます けれども、 中味が スッ カリ 成熟して 來た 時には、 卽ち 要求が 內 から 迫る ときに 平氣 でぶ ち 壌して 

仕舞 ふ。 時々 は隨 分と 思 ひ 切った こと もやり ますが、 その 思 ひ 切った こと を やる 時に 決して 踏み外さ 

ない ところが 英吉利の 他の 牛 面の 働く ところで ある。 ゾ レイ キを かけて ぴ たっと 止まる。 此問 英吉利 

では ひどく 勞傚 運動の ために 交通 機關 がすつ かり 止る やうな 狀態 になって、 世界の 人 ははら くして 

見て 居りました。 どうす る だら うかと 思って 居る と、 最後の 刹那に ぴ たっと 止った。 卽 ちすべき だけ 

の 事 をしたら ば 止まる 所 を 知って 居る、 あすこが 英吉利の 偉い 所、 永久に 老いない 所です。 詰り 大飛 

驩を します、 併し 大 飛躍 をし ましても、 そのために 川の 中へ はまって 死んで 仕舞 ふやうな 失策 はしな 

い。 節度、 ォ ォダァ I 秩序と いふ 事 を 如何なる 場合に 於ても 忘れない。 詰り 片方に 持って 居ろ 性質 

が ブレイ キを かけて、 さう させる。 さう して 內而に は 常に 情熱の 力で 動いて 居る 國 です。 古臭い やう 

な 而も 新しい 國 である。 古いが 併し 後れぬ とい ふ 力 を 有って 居る。 之 を 要するに、 英吉利と いふ！： は 

文 擧に現 はれて！^ ります やうな あ、 いふ 情 熟 的の 力、 感激 性 も ある、 又 一種の 夢幻 空想と いふ、 常識 

やなん かとすつ かり 反對の 性質 を 有って 居る から、 さう いふ こと をさせる。 詰り 兩方 具合 好く 調和 さ 

れて おる。 これが 原因 はどうお へても、 人 椏 の關 係と、 さう して 歷 史的に は北歐 文明と 南歐 文明が う 

まく 調和され て 居る とい ふところに、 私は歸 したいと 见ふ。 

で、 此誤^ ほ 先 ほど も 中し」 す 通り 日本に 於ての みならす、 獨逸、 怫蘭 西で も 皆 一一 目 ふこと なんで 
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す。 が、 これは^さん と共に 一 乂に考 へて 見る 必耍が あると 思 ひます。 詰り 大飯食 ひみたい もので、 辛 

黨 かと 思へば 汁粉 を 食 ふ。 汁粉 V 食った 時代 だけ を 見て、 彼扠 は甘黨 だな と判斷 する の ±1 いけない。 

かう いふ 私の 考を 御參考 下す つて、 さう して 英吉利と いふ 國の 文學 ばかりでなく、 政治 上 やって 居る 

^も 御覽 になって 見れば、 確かに さう いふ 點が昆 える と 思 ひます。 隨分 桁外れ を やる、 脫線を 平氣で 

やる 國民、 脫级 して 居っても 何處か 踏み外さない やうに やって 居る。 だから、 滅 茶々々 に 壞れて 仕舞 

つて c ら ゆびる とい ふやうな 事 を やらない。 これ は 若し 學 ベる ものなら ばです な、 確かに 學 ぶべき 點 

ではない かと 思 ふ。 併し かう ぃふ亊 は、 その 國 民の 有って 居る 侗性 である。 丁度 これ は侗 人の 場合と 

同じ ことで、 他人の 侗忭^ 學 ぶと. S ふそんな お 鹿な こと は 出來る もので ありませ ぬが、 英吉利の 偉い 

^因 は 確かに こ&に 在る と 私 は 思 ひます のです。 今 晚の御 話 は 唯 これ だけにして 置きます。 (大正 十 1 

お 四 =: 十 111 日、 『新 小說』 主催 講^ 會に 於け る ^演 筆記) 
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